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本 書 を スム ー ズ に 読み 進め る た め の コ ツ ! 


・PC で も スマ ホ で も 、 ブ ラウ ザ 上 で Java プロ グラ ミン グ 体 験 が で きる クラ ウド 開発 実 
行 環境 「dokojava」 を 活用 すれ ば 、 開 発 環境 の 準備 で つま ずく こと な く 、 場 所 を 選ば ず 
に 学習 で きる の で 、 今 すぐ Java プロ グラ マー へ の 一 歩 を 踏み 出せ ます (詳細 は p.4 参 
照 )。 


・「 本 格 的 な Java プロ グラ マー を 目指 し た い の で 、JDK の セッ ト ア ッ プ な ど 開 発 環境 の 
準備 方 法 も 知り た い ! 」 と いう 方 も 安心 。 付録 ATJDK を 用 いた 開発 ] (pb.209) で 開発 
環境 の 準備 に つい て 解説 し て いま す の で 参考 に し て くだ さい 。 


・「 ち ゃ ん と 打ち 込ん 々 で いる の に うま くい か な い 」 「 な ぜ か 区 告 が 出る ] な どの 問題 が 起き ま 
し た ら 、 陥 りや すい エラ ー や 落と し 穴 を まとめ た 巻末 付録 CT エラ ー 解 決 ・ 虎 の 巻 」 
(p.627) を ご 確認 いた だ く と 、 解 決 で きる 場合 が あり ます 。 





※ 本 書 掲載 の 主要 な ソー スコ ー ド ー 式 を ダウ ン ロ ー ド で きる よう に な り ま し た (2015 年 3 月 )。 
http://booKk.impress.Co.jp/bookS/ 1 113101080 
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まえ が き 


著者 の 2 人 は 、 新 入社 員 を は じ め 若 手 エ ンジ ニア の 方 々 の 「Java 学習 」 を 、 こ 
れ ま で 数 多く お 手 令 いさ せ て いた だ きま し た 。「 楽 し く 、 し か し 現場 で 本 当 に 求 
め ら れる スキ ル を 」 と 考え 実践 し て きた 以下 の 3 つの コン セプト に 沿っ て 、 本 書 
も 執 策 し て いま す 。 


1 . 手軽 に ・ つ まず か ず に 、Java を は じ め ら れる 

Javg 特有 の 「 複 雑 な 開発 準備 作業 ] で つま ずく こと な く 、 最 初 の 一 歩 を 今 す 
ぐ 踏 み 出 せる よう 、 ク ラウ ドド 開発 実 行 環境 「dokojava」 を 準備 し まし た 。 ま た 、 
陥り が ちな トラ ブル へ の 対策 を 巻末 付録 じ に まとめ まし た の で ご 参照 くだ さい 、。 


ら . 実務 で 役立つ 内 容 に 絞っ て 学習 を 進め る こと が で きる 
ネッ ト 活 用 の 日 常 化 を 鑑み 、「 必 要 に な っ た ら 自 力 で 言語 仕様 を 調べ れ ば わ 
か る 部 分 」 の 取り 扱い 優先 度 を 下げ 、 実 務 に 必要 と な る 内 容 を 重視 し まし た 。 


3.「 オ ブ ジ ェクト 指向 」 の 本 質 と お も し ろ さ が 理解 で きる 

Java 学習 の 本 で ある 「 オ ブ ジ ェクト 指向 ] を スッ キリ 理解 する た め に 必要 
な の は 文法 知識 で は な く 、 そ の 根底 を 流れ る 思想 ・ 概 ・ 用 途 の イメ ー ジ で す 。 
Java 言語 仕様 に 記載 が な いこ の 部 分 こそ 、 解 説 書 が て いね い に 伝 える べき 内 
容 だ と 考え 、 ペ ー ジ 数 を 割 き まし た 。 


この 3 つの 硬派 な ユン セプト を 、 親 し みや すい イラ スト と ゲー ム と いう 題材 
に よっ て や わら か く 包 み 仕 上 げた も の が 本 書 で す 。 

この 第 2 版 で は 、 最 新 Java8 へ の 対応 や Eclipse に 関す る 追補 に 加え 、 よ り 快 
適 に 読み 進め て いた だ ける よう 2.000 か 所 以上 の アッ プ デ ー ト を 行い まし た 。 

「 楽 し く 読み 進め て いっ た ら 、 いつ の ま に か 実務 に 耐え うる スキ ル が 身 に 付い 
て いた 。」 一 一 そん な 体験 を 、 こ の 本 を 手 に 取っ て くだ さっ た みな さん に お 届け で 
きれ ば 光栄 で す 。 

著者 
半生 


イラ スト の 高田 様 ほ か 、 デ ザイ ナー、 編 集 の 方 々 、 教 え 方 を 教え て くれ た 教え 子 の みな さん 、 応 援 し て 
くれ た 家族 、 こ の 本 に 直接 的 ・ 間接 的 に 関わ っ た すべ て の 皆様 に 心 より 感謝 申し 上 げ ば ま す 。 
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「dokojava」 の 使い 方 


還 四 計 還 「dokojava」 と は 

「dokojava」 (どこ じゃ ば ) と は 、 パ ソコ ン や スマ ー ト フォ ン の ブラ ウザ だ け で 
Java の 開発 と 実行 を 行え る クラ ウド サー ビス で す 。dokojava を 使え ば 、 め ん ど 
うな 「PC へ の 開発 環境 の 構築 」 を する こと な く 、PC や 携帯 端末 か ら 以下 の URL 
に アク セス する だ け で 、 今 すぐ Java プロ グラ ミン グ を 体験 で きま す 。 


http://dokojavaJjp 


ii 





クラ ウド 上 で 


人 @PC 版 対応 ブラ ウザ 
コン パイ ル ・ 実 行 


IE, Firefox, Safari, Chrome, Opera 
僅 携 帯 端末 版 対応 ブラ ウザ 

Android お よび iPhone、iPad、 
iPod touch の Safari 





※「dokojavg] は 株 式 会 社 フ レア リン ク が 提供 する サー ビス で す 。 
「dokojava」 に 関す る ご 質問 に つき まし て は 、 株 式 会 社 フレ アリ ンク へ お 
問い 合わ せく だ さい 。 


細 生 「dokojava」 の 画面 
dokojava は 、5 つの 画面 を 切り 替え な が ら 利 用 し ます 。 


io 5 E ソー スコ ュー ド の 
mva | 読み 込み と 保存 
pobttc ctass Hafn 1 ジー スコ ー ド の 
Pub1ic stattc vo1d matn(Str]ng[】 args)( 
system.oot.prfnttn("Helto Mortd"): 往信 


コン パイ ル と 





文法 エラ ー の 確認 

R 内 実行 結果 の 関 臣 
EC ーー ューーー ーー ログ イン や 
ー 1 | ヘル プ 等 


画面 写真 は 携帯 端末 版 の も の で す が 、PC 版 も 機能 は ほぼ 同様 で す 。 ま た 、 画 
面 デ ザイ ン と 機能 は 改良 の た め 予告 な く 変更 され る こと が あり ます 。 


回 丁丁 陳 ユー ザー 登録 
dokojava で の 開発 に は 、 ユ ー ザ ー 登 録 (無料 ) と ログ イン が 必要 で す 。「 そ の 他 」 
画面 か ら 登 録 と ログ イン を 行っ て くだ さい 。 


Ci テ 開発 の 流れ 






ZETTPPCr2 
ERAT 


Oremtak で ォ ャ 
PP 









国生 「 ラ イブ ラリ 」 の 利用 


本 書 掲 載 の ツー スコ ー ド は 「 ラ イブ ラリ 」 画 面 か ら 読み 込む こと が 可能 で す ( リ 
スト 番号 が な いも の に つい て は 読み 込め な いこ と が あり ます )。 ま た 、 自 分 が 開 
発し た ソー スコ ー ド を 「 ラ イブ ラリ 」 に 保存 し て 後 か ら 読み 込む こと も 可能 で す 。 


人 還 還 博 困っ た と き は 
詳細 な 利用 方 法 を 知り た いと き や 困 っ た と き は 、 ヘ ルプ を 参照 し て くだ さい 。 


http://dokojava.jp/help 


005 


まえ が を emem 003 
「dokojava」 の 使い 方 …… ド ドド ドド ドド ピー ビバ 004 
本 書 の 見 方 て 01 ら 8 
第 0 章 Java を は じ め よ う の eS 013 
0.1 よう こそ Java の 世 罰 へ ro 014 
O.2 は じ め て の プロ グラ ミン ググ … eonet 016 


策 男 よう こそ Java の 世界 へ 





者 1 近 ゴロ グラ の 導き 符 ee 0829 
1.1 Java 開発 の 基礎 知識 oopifififrfot 030 
1.8 Java プロ グラ ム の 基本 構造 ro 034 
1.3 変数 宣言 の 文 な な る る る さる の ささら や らぶ の る や るるる の さら の る る る の る さら の さる さら る る の の の の る の の oe eo 044 
1.4 第 1 章 の まとめ に mt 055 
1.5 練習 問題 eee 056 
1.6 練習 問題 の 解答 0 な 0 05 フ 

第 ら 電 式 と 演算 子 … 層 に や の oe 059 
ら .1 計算 の 文 LT TTLLLLLLLTL LT 060 
らら オペ ラン ii 062 
83 評価 の し く の か oeoeoeoeoeeeessssssesasisririririririririririririrtlrmrtrtztst 066 
ら 4 演算 子 POTLLUYLUILLLLLLUUTELUUUULTULUETLULUTTTLLTITLLLLTTLT 070 
2.5 型 の 変換 oe 075 
ら 8.6 命令 実行 の 文 CRE の REP 084 
ら .7 第 ら 章 の まとめ の … oooeeeeiiriririhrtht7 098 
ら .8 練習 問題 50o な 4 の 0 の Pi5 の の 989GO の SGS の 09996 も の Sd9 の 08G009⑳ る の ちの も る 6080 の 89985 093 
ら .9 練習 問題 の 解答 Pa aooeQp eo eS る らら の SE の さ ぐさ さら の の らら ぐ S ら らら の oo る る らら の る 095 

第 3 宣 条件 分 岐 と 繧 り 返 し ーーー 09 フ 
3.1 プロ グラ ム の 流れ 0988 
3.8 
3.3 
3.4 分岐 構文 の バリ エー ショ ンー nnnoooononnmmmm… 114 
3.5 繰り 返し 構文 の バリ エー ショ ン …… oon mm 1 ら 1 











3.6 制御 構造 の 応用 さも る きる な くる る の で る を また な な るるる 12 ア 7 
d. フ 第 3 章 の まとめ 生生 お なお る さる る 5 なす SG な あな G な な な 24394 な 130 
3.8 練習 問題 ぐ ororrerereeeeeeeeeeeeeenseeiriririririrmrtmrmrmrtmrtsm 131 
3.9 練習 問題 の 隼人 答 oe 134 
争 4 重 語 一 …… バ ドド 13 フ 7 
.] 配列 の メリ ッ ト 00 か の ず の も ちち あさ の めも も の ああ が る すもも ある の ああ も ちの どす 6 なら ああ よる も.0 も 966 みる も も する 138 
4. ら 配列 の 書き 方 eee な aieeed る 56 お 59e5 な eei55 な dae2G8adaewoe2e gage 14 ら 2 
4.3 配列 と 例外 本人 びあ 148 
4.4 配列 の デー タ を まとめ て 扱う で oonwmwlil 150 
4.5 配列 の 舞台 裏 人 め GS びな GS お な も な な お OO な.4AG み 6 ぶな 153 
4.6 配列 の 後片付け 人 15 フ 
4.7 多 次 元 の 配列 で ene 161 
4.8 第 4 章 の まとめ か の 164 
4.9 練習 問題 の の の あやめ る おもち る の 人 6 人 の も る 記さ の お くち る ね る の 人 1 65 
4.10 練習 問題 の 解答 anavesnaneepeaaesseoeeoeoeeepeeeeeoeeeeeeegeees eeoeoqeseeeeeeee 167 
本 | の 訟 ee 169 
上 .1 メソ ッ ド と は で Sa SGSoS ち eS ぐ の の ae らら SG らら の らち ちる 0 る さら る らら の らら SG も る らら ら の る め の さら る 1 フ 70 
5.2 引数 の 利用 iiieeroeeeiiiiiirimilimimrimrmrtmrt ZZ 
5.3 戻り 値 の 利用 が ae eaoepo の の ももち のち ち の る お も る も SS ある る 0 る る きる の の る る る さも る の る ちの る の る 188 
5.4 オー バー ロー ド の 利用 … ぐ oooemememememememtmtmtmtmt 191 
5.5 引数 や 戻り 値 に 配列 を 用 いる …… moioemoeeeneenmmm… 195 
5.B コマ ンド ライ ン 3| 数 
5.7 第 5 軍 の まとめ の 
5.8 練習 問題 … の oeoeoeoeoeoeeeeeererlieilieeeeeii 
5.9 練習 問題 の 解答 …… 必 li 上 ドド ドド ドド moorr… 
介 隊 KO 二 本 じ 1 多 評 ーー ムー ドム mm 209 
A.] Java の 開発 に 必要 な ツー ル …… ド ドド mmmimrm… 210 
A. ら 6 コマ ンド ライ ンプ ロン プ ト の 使い 方 で lrrererererneriroli ら 12 
A.3 ソー ス 編 集 ・ コ ン バ パイ ル ・ 実 行 ee 216 
第 6 章 複数 クラ ス を 用 いた 開発 … ぬ Wー…ーーーー らら 1 
B.1 ソー ス フ ァ イル を 分 割 す る oc らら ら 
6.2 複数 クラ ス で 構成 され る ブ プログラム ……… ぐ oooemoemmm らら フ 
B.3 パッ ケー ジ を 利用 する … eeeonnnww…… ら 230 


007 





@ 』、 N 


6. 名前 235 
6.5 Java AP| に つい て 学 …… ド ドド ドド ーー 243 
B.B クラ ス が 読み 込ま れる し く て の ooorereeeeemmrmrmtmtmteoem ら 49 
6.7 バッ ケー ジ に 属し た クラ ス の 実行 方 法 …… ぐ ぐ li 255 
6.8 第 6 間 の まとめ …… ド ドド ドド ドド ドド ドド" ら 260 
6.9 皇 避 問題 oe 28] 
6.10 練習 問題 の 解答 …… ぐ nn ドー 263 


全面 8 すっ きり 納得 オブ ジェ クト 指向 





第 フ 章 オブ ジェ クト 指向 を は じ め よ う ーー 289 
フ .1 オブ ジェ クト 指向 を 学 京 理由 …… ド ドー 2 フ 70 
プ ら オブ ジェ ク ト 指 向 の 定義 と 効果 で が eee oes の の る Se で る の る る も る の 9 さ もの る る る 9 の る なら ら 75 
フ .3 オブ ジェ クト 指向 の 全体 像 と 本 質 …… で "ii 279 
アプ.4 オブ ジェ ク ト と 責務 の の の の な の ちな すす もら.0 な も る のび りみ わき 5 きも ら 85 
7.5 オブ ジェ ク ト 指 向 の に ! 大 機能 と 今後 の 学習 た な 291 
7.6 第 7 章 の まとめ 
フフ 紳 避 問 題 oeieeiimmemtftmtltm〔 
7.8 練習 問題 の 解答 

第 8B 童 イン スタ ンス と クラ ス … ぬ 層 で … に に oooeoet… - ら 89 
8.] 仮想 世界 の 作り 方 … の ror ポポ じ | ドジ ツ 300 
8.2 クラ ス の 定義 方 法 …… ぐ ironeeememememememememetemtmetetst 30 フ 7 
8.3 クラ ス 定 義 に よる 効果 ……… ぐ … 〇 の meeoeoenoennomoomolot… 314 
8.4 イン スタ ンス の 利用 方 法 で orororreooreeenーー 317 ア 
8.5 第 B 章 の まとめ の imififmtm 326 
8.6 練習 問題 eeeoee so のぶ の る なる の ぬる の る 99 の る ちさ もぐ る の る 6 る る めも の さる の くも の る る る めぐ も ぐる の で.6 ぐ oe な る の 2 フ 
8.7 練習 問題 の 角 答 rorerireieeiiiririmtlmtltmtltst 328 

人 策 9 宣 さま ざま な クラ ス 機 構 応 大 人 … 和 oo 331 
9.1 クラ ス 型 と 参 昭 oo 332 
紀 . ら 記 ら メ スス トラ クタ 0 Pi5m の Go ちの の Ga の G の で ぱす る 99 ちち 9 の GS.869GGT の の 347 
9.3 静 的 メ mimiftflflfihtot 381 
g.4 第 9 章 の まとめ の に iiihieieeeteriiririririrlilirtmtltlts 370 
8.5 練習 問題 eee 37 1 


9.6 練習 問題 の 争 答 oe 37 ら 


集 10 章 カプ セル me 3 フ 3 
10.1 カプ セル 化 の 目的 と メリ ッ ト ドド ドド ドジ 374 
10.2 メン バ に 対す る アク セス 制御 … で reoeeeenoeneonn 380 
10.3 getter と setteree 385 
10.4 クラ ス に 対す る アク セス 制御 で で 〇 iieieeeeeeoeoeoree… 394 
10.5 カプセル 化 を 支え て いる 考え 方 …………… ド ーー 396 
10.6 第 10 章 の まとめ 
10.7 
10.8 


前 を 前 0 


11.2 イン スタ ンス の 次 … で irorroe… 
11.3 継承 と コン スト ラク タ …… ぐ rm 
11.4 正しい 継承 、 間 違っ た 継承 
11.5 第 11 軍 の まとめ 
11.6 練習 問題 … の ooo… 

1 1.7 練習 問題 の 解答 … ぐ te 


第 1 ら 章 高度 な 継承 RGD 
12.] 未来 に 備え る た め の 継 参 …… で eonet 
18.8 高度 な 継承 に 関す る 5 つの 不都合 
18.3 
18.4 
12.5 
182.6 
12.7 





















13.] 多 能 性 と は iT 
1 3. ら ザッ ク り 捉 える 方 法 PL 
13.3 ザッ クリ 捉え た も の に 命令 を 送る 
13.4 捉え 方 を 変更 する 方 法 ……ー…ーー… 
13.5 多角 性 の メリ ッ ト 
13.6 第 13 章 の まとめ …- 
1 の : 続 問 還 m み rrowoiosreoryerseemtoceaorrrepezeosszmeaRAOxaateeeeae 
13.8 練習 問題 の 解答 ……… ド ドド ドド ドド ドド < ドド < ドー ドド ーー…… 


009 


coNrENrS 。。。。。。。 


全面 8 も っ と 便利 に AP| 活 用 条 








第 14 章 Java を 支え る 標準 クラ ス ーーーー 531 
14.1 日 付 を 扱う oeoeeoeemmfmfcfmt 32 
14.2 すべ て の クラ ス の 祖先 … 人 oioiororieieieioioeoommmmmimoromormtititotst 4 1 
14.3 基本 デー タ 型 を オブ ジェ クト と し て 扱う …… ぐ "mm 55 ら 
14.4 
14.5 
14.6 
第 15 章 例外 
15.1 
15. ら 
15.3 
15.4 
15.5 
15.6 
15.7 例外 を 発生 させ る ooo 2 
15.8 第 15 章 の まとめ oooeoeoeeoeeeeeeeeeeeemeuemeaememesetetetts 598 
15.9 練習 問題 ao な な る も の る ぐる さも る る の の る や る ちの る る きる るる ちち さら る きる る 0 もの る の る るる る る な 呈 9 フ 
15.10 練習 問題 の 解答 …… 〇 ドド ドド ドド ドー ドド … 598 
第 16 章 まだ まだ 広がる Java の 世界 一 …ーーー GO 1 
16.1 ファ イル を 読み 害 き する で" ぐ の eonet 60 ら 
16.2 イン ター ネッ ト に アク セス する … eee 605 
16.3 デー タベース な を 操作 する …… の memeoononoonononmmmー 60 フ 7 
16.4 ウィ ンド ウ ア プリ ケー ショ ン を 作る oeeeeoeoilim 609 
16.5 スマ ー ト フォ ン の アブ プリ を 作る "ooo B1 1 
16.6 Web サ ー バ で 動く Java oo 613 
さら な る 高み を 目指 し て 616 
付録 B Eclipse に よる 開発 …ー…ーーーーーーー 61 フ 7 
日.1 Eclipse の 尊 入 な なる ちる の る も な る る 6 きもの ちさ る る 6 ささ る る る ちら る る る ちさ る る る さる で る ちる る る る の る る る な る B18 
B. ら Eclipse に よる 開発 手順 ire 6 ら ] 


付録 C エラ ー 解 決 ・ 虎 の 巻 …… バ ーー 62 フ 
C.]1 エラ ー と の 上 手 な つき あり 方 oe B28 
C.G トラ ブル シュ ー テ ィング マン 
C.3 エラ ー メ ッ セ ー ジ 別 索 引 … 































組織 お : 挫 紹 U 光 ア 人 人 六 ーーー……… の トー バー 645 
痕 | に eareeeeeeeetaeeeteeeeaeeseeee 648 
りう 爆 蘭 dokojava が 利用 で を き ない と き は …… ド ドド ドド ドー 017 
私 Java の 予約 語 一 覧 ………………… 046 
Java の 進化 の 歴史 ……………… 058 
C) 整数 リ テラ ル に 関す る 応用 記法 … 063 
〇 や ー は 、 ほ か の 演算 子 と 一 緒 に 使わ な い ! … …・ 073 
全数 型 と し て の char 弄 eeeeeeetent -・ 079 
詞 。」ava 言 庄 仕 様 を の ぞい て みよ う …… … 083 
宅 数 学 の 表現 と Java 条件 式 の 表現 ・ "113 
ジ 条件 式 の 短絡 評価 …………………… ・120 
配列 の length と 文字 列 の length0… ・160 
メソ ッ ド の シグ ネ チ ャ PEE PCE ロ … 194 
JRE は ee ・215 
パイ トコ ー ド と 仮想 マシ ン ・ … 217 
JAR ファ イル と は ?・ … 229 
デフ ォ ル ト パ ッ ケー ジ ・ ロワ … 232 
Import 宜 言 は あく まで も [めん どう さ … 242 
も っ と API を 知り た く な っ た ら ・………………… … 248 
クラ スパ ス に だ 自動 的 に 加わ る rtjar……… … 254 
統合 開発 環境 を 用 いた 効率 的 な 開発 作業 :…… … 259 
似 て いる よう で 異な る java と javac の 引数 ………… … 265 
「 考 え 方 」「 捉 え 方 」 の 違い が 世界 を 変え る て 人 * " 278 
this は 省略 し な いで 1 ドド ドド ee …311 
クラ ス に 対す る アク セス 修飾 の 定石 …………… … 384 
「 祖 父母 」 イ ンス タン ス 部 へ の アク セス は 不可 能 …426 
継承 関係 に よる アク セス 制御 ………… の の ツー…… … 472 


イン タフ ェ ー ス に お ける 定数 宮 言 ww 


イン タフ ェ ー ス メソ ッ ド の デフ ォ ル ト 実 …・ 489 

L.sqLDate と 混同 し な い eeeeeeewii 534 
「 月 」 の 値 に ど 用 心 …………… 538 
System.outprintin(0) の 中 身 544 
例外 を も み 消 さ な い ーー…… ..591 
さま ざま な モノ に つなが る スト リー ム ・…… 606 
本 書 の ソー スコ ー ド を 入力 する 場合 の 注意 点 … … 623 
便利 な を ショートカット キー で の の Geeeeeooeeeeeeeeeeeeeteeeesteeeee 626 





012 


本 書 の 見 方 


本 書 に は 、 理 解 の 助け と な る さま ざま な 用 意 が あり ます 。 押 さえ る べき 重要 な 
ポイ ント や 覚え て お く と 便利 な トピ ッ ク な ど を 、 要 所 要 所 に 楽し い デ ザイ ン で 盛 
り 込み まし た 。 読み 進め る 際 に ぜひ 活用 し て くだ さい 。 


本 文中 の 色 文 字 : 
本 文中 、 重 要 な 用 語 や 特に 注意 し て いた | 
だ きた い 部 分 に 色 を 付け まし た 。 


アイ コン : 
各 ア イコ ン の 示す 内 容 に つい て は この ペー ジ の 下 
「 ア イコ ン の 種類 』 で ご 確認 くだ さい 。 





511233O 電 11C23E EPR EE 
間 休 本 で まさ) の > で 打 計ら を を で C な っ そい まず ー 








困 と iM「 電 全 に 入れ そこ と だ で きき そ ー か の 剛 ) の と ミイ 。 た と まえ ば リネ 
prmrm ト ! エ で 便 P( いり 生生 す 集 で す 、 こ で 缶 で 店 な see 
は 半 し 和 え あ こと は で きず 相本 信孝 移入 れこ た さす る ませ ん 


の PFCORPOROErne 


人 kwif そ 生 交 訂 半 り 守 ある る で すか 7 それと 




















を 甘 き 因 い T。 まず は 「 和 ま 新 に けけ も も 価 Jk コ い エ さき 本 で 本 
EN 

吹き 出し 会 話 : 

本 書 に は みな さん と 一 緒 に Java を 学 応 件 間 た ち が 登 
場 し ます (Dp.15 参照 )。 彼 ら が 角 り 広げ る 会 話 の 中 に 
も 、 学 び の 場 や 開発 現場 で あり が ちな 疑問 点 や ひら 
めき が 誌 め 込ま れ て いま す 。 実は 最も 重要 な ボイン ト 
が 含ま れ て いる こと も …。 ぜひ お 見 逃し な く ! 

















コメ ント : 
この 部 分 は コメ ント 
で す (p.36 参照 )。 で す (p.4 1 参照 )。 


注目 コー ド : 
解説 を スム ー ズ に 理解 する 


音 斉 の 線 童 問題: 
た め 注目 すべ き 部 分 で す 。 難 革 の 室 来 に は 練習 問題 が 付い 


て いま す 。 こ こ で その 章 の 理解 
度 を 確認 し ます 。 あ まり で き て 
G いな い 場 合 は 、 も う 一 度 そ の 草 
ーー ー @⑳ = | 生み 返し て み ま しょ う 。 

その 便 で 学ん だ こと を ま と ーー 
め て いま す 。 そ れ ぞ れ 頸 に | 。 ーー に 
入っ て いる か 、 正 し く 理 解 Dee 
で き て いる か を 思い 起こ | em cs SN 
し 、 舌 成 度 を 測る チェ ッ ク 
表 と し て お 使い くだ さい 。 





PT ーー 
TTY TYP 


Li 
II 証 や NE ーー デー ニー ーー ター 
ers ta い Yo3CAt も 4 
ピー WTTETHTNTTEYETT 








アイ コン の 種類 
ボイン ト 紹 介 : 構文 紹介 : 
本 文 に お ける 解説 で 、 特 に 重要 な ポイ ント を ま クウ Java で 定め られ て いる 構文 の 記述 ルー ル で す 。 
と め て いま す 。 正確 に 党 え る よう に し まし ょ う 。 

ノ 文法 上 の 留意 点 : コラ ム : 

計 作 指 文 を 記述 する と き の 文 法 上 の 注意 点 な ど を 本 編 で は 詳細 に 取り 上 げ な いも の の 、 知 っ て お 
紹介 し ます 。 に ビア な ど を 紹介 し 


Java を 
は じ め よ う 


この 本 を 手 に 取っ て くだ さっ た みな さん は 、 

「Java に 興味 を 持つ 」 と いう 貴重 な 一 歩 を すでに 踏み 出し て いま す 。 
その か けが え の な い 一 歩 目 を 大 切 に し な が ら 、 

つま ずく こと な く 二 歩 目 ・ 三 歩 目 を 踏み 出し て いき まし よう 。 


CONTENTS EICCCOCCCOCOLELILIATIAARIIXELHIIRERRKRRIIRRXXNI 


0.1 よう こそ Java の 世界 へ 
0.2 は じ め て の プロ グラ ミン グ 
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よう こそ Java の 世界 へ 


大 店 誠 Java を 使っ て で きる こと 


Java と は プロ グラ ム を 作る た め に 利用 する プロ グラ ミン グ 言 語 の 1 つ で す 。 
Java を 使え ば 、 さ ま ざ ま な コン ピュ ー タ で 動作 する 多様 な プロ グラ ム を 開発 す 
る こと が で きま す 。 





占い の 館 
あな た の 情報 を 入力 し て くだ さい 
年 本 ェ ー コ あな た の 情報 を 入力 し て くだ さい 
モバ イル 端末 用 好き な 色 〇 電電 経 〇 四 し ー」 
アプ リケーション 好き な 色 〇 か き 困 O 在 






ウィ ンド ウ ア プリ ケー ショ ン 


有志 コマ ンド ライ ンプ リケーション 
図 0-1 Java を 使っ て で きる こと 

次 の よう な 特徴 か ら 、Java は さま ざま な 分 野 で 利用 され て いま す 。 
@ 学び や すく 標準 的 な 基本 文法 
@@ 大 規模 開発 を 支援 する オブ ジェ クト 指向 に 対応 
人 @ 豊富 に 準備 され た 便利 な 命令 群 
人 @ 多様 を コン ピュ ー タ で 同じ よう に 動作 する 汎用 性 

この よう な 特徴 を 持つ Java を 自由 自在 に 操り 、 プ ログ ラム を 組め る よう に な 
り た いと 思う 人 の た め に 、 こ の 本 は 生ま れ ま し た 。 初め て プロ グラ ミン グ 言 語 に 
触れ る と いう 方 に も 「Java の 基本 文法 」 か ら 「 オ ブ ジ ェクト 指向 」 に 至る まで 、 ス ッ 
キリ 理解 で き て 楽し く 読み 進め られ る よう 心がけ まし た 。 ぜ ひび ひ 実 際 に 手 を 動か し 
て プロ グラ ミン グ を し な が ら 、 一 緒 に Java を マス ター し て いき まし ょ う 。 





還 骨 話 重 一 緒 に Java を 学ぶ 仲間 た ち 
この 本 で みな さん と 一 緒 に Java を 学ん で いく 3 人 を 紹介 し まし ょ う 。 












か り 者 。 







湊 雄 輔 (22) 
合 彼 か ら パ ソコ ン を 使う が 、 プ ログ ラミ ング 
は 初め て の 新入 社員 。 難 し いこ と は ちょ っ と 
苦手 。 い つか 自分 の 手 で ゲー ム を 作り た い 
と いう 子ども の 頃 か ら の 夢 が ある 。 


図 D- ら 8 一 緒 に Java を 学 避 仲 間 た ち 


菅原 拓真 31) 朝香 あゆ み (24) 


さま ざ ッ D 湊 と 同期 入社 。 学 生 時 代 に 授業 で 少し 
に は れる プロ グラ ミン グ の エコ キス パート プロ グラ ミン グ を 触っ た が あま り 覚 えて 
忙し い 実 務 の か た わら 、 湊 と 朝 秋 の 教育 いな い 。 せ っ か ち で 機転 が きき すぎ る こ 
係 と し て 後進 の ふた り を 導い て いく 。 と が ある も の の 、 同 期 に も 吾 ら れる し っ 


Javs を は じ め よ う 


り 
章 
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M 


は じ め て の プロ グラ ミン グ 


よう 。 


いら は い ! 
い リ 


奈 :E 記 プロ グラ ミン グ の 準備 を し よう 


準備 は いい か な ? さっ そく Java ブロ グラ ミン グ を 体験 し て み 
本) 








特 で も … Java の プロ グラ ム を 作る た め に は 高い ソフ ト や 最新 の パ 
ソコ ン が 要 る ん じゃ な いで すか ? 


私 も 難し い 設 定 っ て 、 し た と と な く て …。 
いや 、 普 通 の パソ コン が あれ ば 今 すぐ 作れ る よ 。 


Java プロ グラ ミン グ を 始め る た め に 高価 な ソフ ト や 特別 な 機材 は 必要 あり ま 
せん 。 し か し 、 い くつ か の ソフ ト の イン スト ー ル や 少し 高度 な パソ コン の 設定 変 
更 と いっ た 準備 作業 が 必要 に な り ま す 。 

実は 、 そ の 準備 作業 で つま ずく 人 も 少な く あ り ま せん 。 そ こ で 本 書 で は 、 イ ン 
ター ネッ ト に つなが る パソ コン (Windows、Mac) や スマ ー ト フォ ン が あれ ば 今 
すぐ Java プロ グラ ミン グ を 体験 で きる し くみ を 用 意 し まし た 。 そ れ が 「 ど こ で 
も クラ ウド Java 開発 実行 環境 」 了 略し て 「dokojava」 で す 。Web ブラ ウザ を 起動 し 
て 以下 の アド レス に アク セス し て くだ さい (⑪.4 も 参照 し て くだ さい )。 


http://dokojava.jp 


Javs を は じ め よ う 


7 26aK1e Vig Wain(Strlag ai 


ほ tew.odt_orinttn(-dette Morle") 





図 0-3 dokojava 
。』。 |(iPhone 版 ) の 画面 


図 0.3 は iPhone の Web ブラ ウザ で 、dokojava に アク セス し た 画面 で す 。 多 
少 デ ザイ ン が 異な り ま す が 、 パ ソコ ン 版 も 機能 は 同じ で す ( 詳 細 な 機能 ・ 操 作 方 
法 な を ど は 、dokojava の ヘル プ を 参照 し て くだ さい )。 

dokojava で は 、 次 の 3 つの 手順 で Java プロ グラ ミン グ を し ます 。 


① プロ グラ ム の 入力 
画面 に Java の プロ グラ ム (本書 の サン プル プロ グラ ム ) を 人 人 力 し て いき ます 。 


②③ コン パイ ル 

dokojava が 入力 し た プロ グラ ム を 検査 し 、 実 行 の 準備 を し ます 。 
③) 実行 

プロ グラ ム を 実行 し 、 結 果 が 画面 に 表示 され ます 。 


この 3 ステ ッ プ は プロ グラ ミン グ の 基本 手順 な ん だ 。 詳 し いこ 
と は 後 で また 解説 する よ 。 


dokojava が 利用 で き な い と き は 


dokojava は さま ざま な 端末 か ら 利 用 で きる よう に 作ら れ て いま す が 、 
うま く 利 用 で き な い 場合 は http:/dokojavajp/help に アク セス し て 
解決 の ヒン ト を 探し まし ょ う 。 ま た 、 メ ン テ ナ ンス で サー ビス が 停止 中 
の 場合 は 、 し ば らく 時 間 を あけ て 再度 アク セス し て みて くだ さい 
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祭 王 苦 サン プル プロ グラ ム を 動か し て みよ う 


@) それ で は まず 、 サ ン ブ ル プ ログ ラム を 動か し て みよ う 。 
初め て の Java プロ グラ ミン グ … どき どき し ます ね 。 


dokojava に アク セス する と 、 画 面 に は すでに 次 の よう な サン プル プロ グラ ム 
が 入力 され て いる は ず で す (左端 の 数 字 は リス ト の 行 番号 を 示し ます 。 こ れ は プ 
ログ ラム で は な いた め 入 力 し ませ ん )。 


リス ト 0-1 HelloWorld プロ グラ ム 


public class Main ( LanJovo | 
2 publ1ic static void main(8tying[] args) { 
System.out .println ("He11o Wor1d") : 
I 
) 


この プロ グラ ム は 画面 に 「Hello World」 と いう 文字 を 出す と いう 単純 な も の で 
す が 、 現 時 点 で その し くみ を 理解 する 必要 は あり ませ ん 。dokojava の 「 コ ン パ イ 
ル 」 ボ タン を クリ ッ ク し 、 さ ら に 「 実 行 」 ボ タン を 押せ ば 次 の よう な 実行 結果 が 表 
示さ れる で し ょ う 。 


He11o Wor1d 


因 王 E 動 画面 に 好き な 文字 を 表示 させ よう 





お お っ …。 こ の プロ グラ ム で この 表示 が 出る っ て こと は … 
ひょっと し て ここ を 書き 換え れ ば …。 






それ で は プロ グラ ム を 少し 書き 換え て 、 自 分 の 思っ た と お り の 文字 を 画面 に 表 


Java を は じ め よ う 


示さ せ て み ま し ょ う 。 先ほど の プロ グラ ム の 中 の 「Hello World」 の 部 分 を 書き 換 
えて くだ さい 。 英文 は も ちろ ん 日 本 語 で も 大 丈夫 で す 。 書 き 換 え 終 わっ た ら 、 コ 
ン パ イル ボタ ン と 実行 ボタ ン を 押し ます 。 


リス ト 0-2 


public class Main { 
public static void main(String[] args) { 
System.out.println(" す が わら 『) : 


(この 部 分 を 書き 換え た 


いい も 09 りり ーー 





よし 、 さ ら に 書き 換え て 、 コ ン パ イル ・ 実 行っ と … あ れ ? お か 
し いな ぁ … エ ラー が 表示 され ちゃ いま す 。 





プロ グラ ム に 誤り が ある と コン パイ ル エ ラー が 報告 され ます 。 誤り を 取り 除 か 
な い 限 り 、 コ ン パ イル は 完了 せ ず 、 実 行 も で きま せん 。 さ て 、 湊 くん が 作っ た 次 
の プロ グラ ム の どこ に 誤り が ある か わか り ま すか ? 


リス ト 0-3 

| public class Main { 
っ public static void main(String[] args) [ 

3 System.out.println(" 湊 くん か つこ いい ! 最高 ! ) : 

4 

5) 前 


0 
3 
 』* 
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湊 く ん は 、 か っ つこ 良く も 最高 で も な いか ら …。 
そ と は 関係 な い だ ろ ! 「 最 高 ! 」 の 後に " 記号 が な いか ら か な ? 


湊 く ん の 言う と お り 文 字 列 の 後に " 記号 が な いた め エ ラー が 発生 し まし た 。 プ 
ログ ラム を 修正 し て 再び コン パイ ル ・ 実 行 し ます 。 


佑 嘩 筐 た くさ ん の 文章 を 表示 し よう 


画面 に 2 行 以上 の 文章 を 表示 させ る こと も で きま す 。 次 の よう に 2 行 を 書き 
足し て コン パイ ル ・ 実 行 し て み ま し ょ う 。 


リス ト 0-4 


public class Main { 


public static void main(String[] args) { 
System.out.println(" す が わら !) , 


1 

2 

3 

4 System.out.println("31 歳 で す !) : 

5 System.out.print1n(" お 漂 が 好き で す 『) , 

6 ] に osa 
7 


) 





Java を は じ め よ う 


細 ビ 和 計算 させ て みよ う 


1 いい 調子 だ ね 。 で は 、 さ ら に 「 プ ログ ラム らし い 」 と と に チャ レ 
い ご ジブ | ンジ し まう 。 


で は 、 コ ンピュータ に 計算 を させ て み ま し ょ う 。 次 の よう に 2 行 を 書き 足し て 、 
コン パイ ル と 実行 を し ます 。 


リス ト 0-5 
public class Main ( Mainjava | 


1 

2 puplic static void main(Stying[] args) { 
3 System.out.println(" す が わら !) 

4 System.out.println("31 歳 で す ") 』 

5 System.out.println(" お 漂 が 好き で す 『") 
6 System.out.println("31 + 31 の 計算 を し ます 『) 』 
7 System.out.println(31 + 31) : 

8 

9 






この 2 行 を 追加 し た 


| 5) 





な る ほど ! 数 式 を 書い た ら 、 そ の 計算 を し て くれ る ん で すね 。 
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+ や - の 他 に も 、* (掛け 算 ) や / (割り 算 ) な どの 記号 も 使え る よ 。 


も っ と 数 式 を 複雑 に し て みる の も いい で し ょ う 。 ぜ ひ リ スト 0-5 の 7 行 目 と 8 
行 目 の 間 に 以下 の 行 を 追加 し て 動作 を 確か め て みて くだ さい 。 








System.out .print]n(35 - 10): 
System.ouk .print]n(-5 # 2) 
System.out .println(6 # 6 * 3.14) : 


System.out .print]n(" こ た えい は" + 64) : こたえ は 64 


祭 :EEE 動 変数 を 使っ て みよ う 


@) どう だ い 、 コ ンピュータ を 操っ て いる 感覚 が し て きた か な 。 
は い 。 も っ と 難し いと と も や り た いで す ! 
@) で は 、 最 後に 「 変 数 」 を 使っ て みよ う 。 


数 学 で は x や y と いっ た 文字 を 数 式 に 使い まし た ね 。Java で も 似 た よう な こ 
と が で きま す 。 ま だ 解説 し て いな い 記 述 も 出 て きま す が 、 見 よう 見 まね で リス ト 
0-5 に 次 の 3 行 (8 一 10 行 目 ) を 追加 し て 、 コ ン パ イル ・ 実 行 し て くだ さい 。 


リス ト 0-6 





pubiic class Main ( 
public static void main(String[] args) 
System.out.println("『 す が わら 『) 』 
System.out.print]1n(*31 歳 で す 『) : 
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Java を は じ め よ う 


ロ System.out.println(* お 漂 が 好き で す 『) , 

6 System.out.println("31 + 31 の 計算 を し ます "| : 
7 System.out.print]n(31 + 31) 

8 int xi 変数 x を 準備 する | 

9 


xs:67 】 x に 6 を 入れ る 


10 System.out.println(x * XX ォ 3.14) 』 


ボース 変数 を 使っ た 計算 結果 J 


プロ グラ ミン グ 体 験 を 終え て 


⑥) な ん だ か 、Java を 使え ば いろ ん な ブロ グラ ム を 作れ る 気 が し て 
1 きま し た 。 


ボク は 子ども の 頃 か ら ず っ と ゲー ム を 作り た か っ た ん で す 。 
いつ か Java で RPG を 作り た いな ぁ …。 (こり 


え ぇ ーー ! も っ と まじ め に 「 ネ ッ ト シ ョ ッ プ 」 だ と か 「 金 融 シ ステ 


ム 」 と か そう いう の 作り た いと 思わ な い の ? 


な る ほど 、 ゲ ー ム か ぁ … 学習 の 題材 と し て は 悪く な いな ぁ …。 
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初め て の プロ グラ ミン グ 体 験 は に こま で で す が 、 も っ と 複雑 で 高度 な プロ グラ 
ム を 作る こと も 可能 で す 。 実際 世の中 で は 、 Java で 開発 され た ネッ トシ ョ ッ プ 、 
金融 シス テム 、 そ し て RPC が 動い て いま す 。 お お よそ みな さん が 思い つく プロ 
グラ ム の 多く が Java で 開発 され て いる か 、 開 発する こと が 可能 な も の で し ょ う 。 
ぜひ あな た も 「 い つか 作っ て みた い プ ログ ラム 」 を 自由 に 想像 し て みて くだ さい 。 


「 作 り た い プ ログ ラム が ある こと 」 も 上 達 の 近道 な ん だ 。 


図 0-4 この 本 に よる 解説 の 全体 像 






に ー ン 
いろ いろ な 分 野 を 巡り な が ら 
Java を 学ん で いこ う ! 









第 ll 部 オブ ジェ クト 指向 


効率 的 に 本 格 的 プロ グラ だ を 
作る た め の 考 え 方 を 学 


り 細 
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Javs を は じ め よ う 


さて 、 い よい よ 次 節 か ら は Java の 学習 に 入っ て いき ます 。 湊 くん が 夢見 る 
RPG に は 、 さ ま ざ ま な Java 学習 の エッ セン ス が 詰まっ て いま す の で 、 本 書 の 前 
半 で 基本 文法 を し っ か り 学 習 し た 上 で 、 後 半 で は RPG 開発 を 題材 に 楽し く 学 習 
を 進め て いき まし ょ う 。 


は っ ) 






第 1 部 Java の 基本 文法 


Java の 基本 的 な 文法 を 学び ます 


第 川 部 API の 活用 


Java に 備わっ て いる さま ざま な 
命令 を 紹介 し ます 
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SS 
に Y/c の ゆ ト ジョ 


第 1 章 プロ グラ ム の 書き 方 

第 2 章 式 と 演算 子 

第 3 章 条件 分 岐 と 繰り 返し 
第 4 章 配列 

第 5 章 メソ ッ ド 

第 6 章 複数 クラ ス を 用 いた 開発 





Java プロ グラ ミン グ こ と は じ め 


AS 1 まだ 1 時間 も 杏 っ て いな い の に 、Java の プロ グラ ム を 作っ て 動 
| か せ ち ゃ っ た ね 』 


そう だ ね 。 あ 、 菅 原 さ ん 。Java に は スゴ い 命 令 と か 便利 な 機能 が 
いっ ぱい ある ん で す よ ね ? ! RPG の アイ デア が いっ ぱい わい て : 
きち ゃ っ て 、 ボ ク 、 一 日 も 早く Java を マス ター し た いん で す ! 


| まぁ あせ ら ず に 。 せ っ か くだ か ら 、 ち ゃ ん と 腰 を 据え て 学 ほう | 
] FN ko 
| うに な る よ 。 


| まず は 何 か ら 学ん だ らい い の か し ら 。=ー C) 


\ ヽ 
| 


= ご る よう に な る こと か ら 始 め よ う 。 学 ぶ こ と は 多い けど 、 て いね 
い に 1 つ ず つ 、 着 実に 理解 し て いけ ば 必ず マス ター で きる よ 。 


! DO だ COEEEPT RT 


基本 的 な 文法 と 命令 を 理解 し て 、 指 示す る と お り に Java を 操 れ 





みな さん は 、 第 0 章 を 通し て 、 コ ンピュータ に させ た い 処 理 を 命令 と し て 書い 
て お け ば 、 そ の と お り に Java が 動い て くれ る こと を 体験 で きた と 思い ます 。 
Java が 定め る さま ざま な 命令 や や 文法 を 理解 し 、 使 いこ な せ ば 、 と て も 複雑 な 処 
理 を コン ピュ ー タ に させ る こと も 可能 で す 。 

第 1 部 で は 、 こ れ ら Java が 定め る 基本 的 な 文法 に つい て 紹介 し ます 。 こ の 部 の 
6 つの 章 を 学び 終え れ ば 、 コ ンピュータ に ひと と お り 指 示 を 与え られ る よう に な 
る は ず で す 。 





プロ グラ ム の 
書き 方 


Java で は 、 プ ログ ラム の 書き 方 に 関す る さま ざま な ルー ル が 
定め られ て いま す 。 

な か で も 、 作 る プロ グラ ム の 内 容 や 規模 に 関係 な く 、 

必ず 使う こと に な る 基本 的 を ルール は と て 重要 で す 。 

まず は それ ら 基 本 的 な 文法 を し っ か りお さえ る こと か ら 学 習 を 始め まし よう 。 


mal に - 全 = で で ee eeeoooooeaa で で で で で や で で で や で で や で で で の の で で で で の なき 


1.1 Java 開発 の 基礎 知識 

1.2 Java プロ グラ ム の 基本 構造 
1.3 変数 宣言 の 文 

1.4 第 1 章 の まとめ 

1.5 練習 問題 

1.6 練習 問題 の 解答 





第 1 部 よう こそ Java の 世界 へ 


Java 開 発 の 基礎 知識 


因 旧 計 誠 開発 の 流れ 


で は 、 ま ず Java 開発 の 流れ を 再 確認 し て いこ う 。 
は い 。3 ステ ッ プ で し た よね 。 


プロ グラ ミン グ 体 験 で 繰り 返し 行っ た よう に 、Java の 開発 は 、①⑧ ソ ー ス コー 
ド の 作成 、⑧ コ ン パ イル 、③ 実 行 、 こ の 3 ステ ッ プ で 行い ます ( 図 1-1)。 で は 、 
それ ぞ れ の ステ ッ プ を 詳し く 解 説 し て いき まし ょ う 。 


ソー スコ ー ド バイ トコ ー ド 


Printin("3+5 の 答え は …"): AU 
@ 王 3+5: 10001010 
Println(a): 11111111 





図 1-1 Java に よる 開発 の 流れ 


プロ グラ ム の 書き ぎ 方 


手順 の ソー スコ ー ド の 作成 

最初 に Java が 定め る 文法 に 従っ て コン ピュ ー タ へ の 命令 を 記述 し て いき ます 。 
「public class 一 」 の よう な 記述 で 、 人 が 読め る 状態 の プロ グラ ム を ソー スコ ー ド 
(source code)、 ま た は 単に ソー ス と 言い ます 。 


dokojava の 画面 で 入力 し た も の が ソー スコ ー ド な の ね 。 


手順 ② コン パイ ル 

コン ピュ ー タ は 、 そ の 心臓 部 で ある CPU が プロ グラ ム を 解釈 し な が ら 指 示 ど 
お り に 動き ます 。 し か し 、CPU は 私 た ち が 書 いた ソー スコ ー ド を 直接 、 読 ん で 
動く こと は で きま せん 。CPU は マシ ン 語 (machine code) と 呼ば れる CPU が 理解 
で きる 言葉 で 書か れ た プロ グラ ム し か 実行 で き な い の で す 。 

そこ で 私 た ち は 、 ま ず ソ ー ス コー ド に 対し て コン パイ ル と いう 処理 を 行っ て バ 
イト コー ド (byte code) と いう 状態 に 変換 し ます 。 こ の 際 、 ソ ー ス コー ド の 文法 
チェ ッ ク も 行わ れ 、 も し 誤り が あれ ば コン パイ ル は 失敗 し 、 誤 り の 箇所 が 表示 さ 
れ ま す 。 こ の 一 連 の 処理 は コン パイ ラ (compiler) と 呼ば れる 変換 ソフ トウ ェ ア が 
担当 し ます 。 


バイ トコ ー ド や マシ ン 語 は 1 と 0 が 複雑 に 並ん で いる も の で 、 


し り 
い シ 人 間 に は 、 と て も 読め な い 言 葉 な ん だ 。 





手順 3③ 実行 

コン パイ ル が 無事 完了 し た ら 、 イ ンタ プリ タ (interpreter) と 呼ば れる ソフ ト 
ウェ ア に 対し て バイ トコ ー ド の 実行 を 指示 し ます 。 イ ンタ プリ タ は JMM Java 
Virtual Machine) と いう し くみ を 内 部 に 持っ て お り 、 バ イト コー ド を 少し ずつ 読 
み 込 みな が ら 、 そ れ を マシ ン 語 に 変換 し て コン ピュ ー タ の CPU に 送り ます 。 こ 
うし て コン ピュ ー タ は ソー スコ ー ド で 指示 し た と お り に 動作 する の で す 。 


ボク た ち が 書 いた ソー スコ ー ド は 途中 で 2 回 も 


変換 され て か ら 実 行 さ れる ん で すね 。 








1 
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第 1 部 よう こそ Java の 世界 へ 


全 旧 詞 硬 開発 環境 の 整備 


Java プロ グラ ミン グ を 行う た め に 、 私 た ち 開 発 者 は コン パイ ラ と イン タプ リタ 
を 準備 する 必要 が あり ます 。 そ の 具体 的 な 方 法 は 次 の 2 つ で す 。 


④ 自 分 の PC に コン パイ ラ と イン タプ リタ を イン スト ー ル する 

イン ター ネッ ト か ら Java の コン パイ ラ や イン タプ リタ を ダウ ン ロ ー ド し て 、 
それ を 自分 の PC に イン スト ー ル (導入 ) し ます 。Java 開発 者 の 多く は 、 こ の 方 
法 を 用 いま す が 、 初 心 者 に は 少し 難し い 手 順 が 含ま れ て いま す 。 


ンー スコ ー ド バイ トコ ー ド 









自分 の パソ コン 
ダウ ン ロ ー ド 
イン スト ー ル 


図 1-2 自分 の PC に 構築 し た 開発 環境 に よる 開発 


②③ dokojava サー バ に コン パイ ル と 実行 を させ る 

イン ター ネッ ト 上 に 準備 され て いる dokojava サー バ に は 、 コ ン パ イラ と イン 
タプ リタ が すでに 導入 され て いま す 。 開発 者 が ブラ ウザ 画面 か ら ソ ー ス コー ド を 
送れ ば 、 サ ー バ 上 で コン パイ ル と 実行 が 行わ れ 、 そ の 結果 が Web ブラ ウザ の 画 
面 に 戻さ れ ま す 。 
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プロ グラ ム の 書 ぎ 方 
難し い セ ッ ト ア ッ プ な し で Java の プロ グラ ミン グ が 可能 な メリ ッ ト が あり ま 
す が 、 さ ま ざ ま な 理由 か ら Java の 機能 を 一 部 、 利 用 で き な い 制約 が あり ます 。 


ソー スコ ー ド 編集 画面 





図 1-3 dokojava を 用 いた 開発 


この 本 で 取り 扱う 範囲 の プロ グラ ム を 学習 用 に 作成 し て 動か す 目 的 で あれ ば 、 
どちら の 方 法 で も 構い ませ ん 。dokojava を 利用 し て 学習 を 進め る 方 は 、 こ の ま 
ま 次 節 以降 に 進ん で くだ さい 。 


自分 の PC に コン パイ ラ と イン タプ リタ を 導入 し て 学習 を 進め た い 方 は 、 先 に 
付録 ATJDK を 用 いた 開発 」 を 参考 に イン スト ー ル を 行っ て くだ さい 。 


し ) 開発 の 流れ が わか り 、 開 発 環境 も 揃い まし た 。 
あと は ソー スコ ー ド を 書く だ け で すね ! 


次 節 か ら は ソー スコ ー ド の 記述 方 法 を 解説 し て いく よ 。 
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Java プロ グラ ム の 基本 構造 


細 三 基 記 プロ グラ ム の 骨格 





プロ グラ ミン グ を 体験 し て 感じ まし た けど 、 い ろ い ろ 命 令 を 
書い て いく の は 「 真 ん 中 の 部 分 」] だ け な ん で すね 。 


よく 気づい た ね 。Java の ブロ グラ ム に は 基本 的 急 、 
な 構造 が ある ん だ よ 。 いし プ 


まず Java プロ グラ ム の 全体 像 を 見 て み ま し ょ う 。 






リス ト 1-1 


public cass Main { 


1 

っ public static void main(String[] args) { 

3 System.out.println("RPG: ス ッ キ リ 廣 主 征伐") , 

4 System.out.print1n(*Ver.0.1 by 湊 *) 

5 System.out.print1ln(" く た だ いま 合意 学習 ・ 制 作 中 テリ ) : 
6 

7 

8 





System.out.print1ln(" プ ログ ラム を 終了 し ます 『) : 
) 
) 


Java の ソー スコ ー ド に は 、 波 カッ コ {…) で 囲ま れ た 部 分 が 多く 登場 し ます 。 
この 波 カ ッ コ で 囲ま れ た 部 分 を ブロ ッ ク (block) と 呼び ます 。 外側 の ブロ ッ ク は 
クラ スプ ブ ロッ ク (class block)、 内 側 の ブロ ッ ク は メソ ッ ド ブロ ッ ク (method 
block) と 呼ば れ 、Java の ソー スコ ー ド は 必ず これ ら の ブロ ッ ク に よる 二 重 構 造 
を 持っ て いま す 。 
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プロ グラ ム の 書 ぎ 方 


public class Main { 
public static void main(String[] args)[ 


ーーーーーーーーーーーーーーー 





1 、ー メ ソン ッ ドブ フロック 
H こい 了 4 ! 


} 


に ニュ ーー ニー ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ーーー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニー ニニ ニ ーー ニニ ニニ ーーー ニーー…・ 





図 1-4 Java の ソー スコ ー ド の ブロ ッ ク 構 造 
私 た ち が 「 コ ンピュータ に 対す る 指示 ・ 命 令 」 を 記述 し て いく の は メソ ッ ド ブ 


ロッ ク の 中 で す 。 そ れ よ り 人 外側 (最初 の 2 行 と 最後 の 2 行 ) は 、 ど の よう な プロ 
グラ ム を 開発 する 場合 も 、 あ まり 変わ ら な い 「 お 決ま り の パタ ー ン 」 で す 。 


内 側 部 分 に コー ド を 書い て いく 


外側 部 分 は ! お 決ま り バ タニ ジョ 





図 1-5 外側 の 部 分 は お 決ま り の バタ ー ン 


の お 手紙 を 書く と き に 、 本 文 の 前 後に 「 時 候 の 挨拶 」 と 
「 結 語 」 を 書く の と 似 て いま すね 。 
外側 部 分 は 毎回 ほとん ど 同 じ だ か ら 、|、 由 き 
し り 」 
何 度 も 書い て 覚え て し まお う 。 ウケ 


ソー スコ ー ド の 外側 部 分 は お 決ま り パ ター ン と は いえ 、 ど ん な プロ グラ ム を 開 
発する と きも 「 回 まっ た く 同 じ 記 述 で いい 」 わ け で は あり ませ ん 。1 行 目 に ある 
「public class」 の 直後 に 書か れる 単語 は 、 こ の プロ グラ ム の 名 前 を 指定 する も の 
で す 。 正 式 に は クラ ス 名 (class name) と いい 、 大 文字 の アル ファ ベッ ト で 始ま る 
名 前 を 付け る こと が 一 般 的 で す 。 
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pbiie glass Otary ( 


pub1ic static void main (String[] args) 


クラ ス 名 は と て も 大 事 で す 。 な ぜ な らち Java に は 次 の ルー ル が ある か ら で す 。 


し ) Java ソ ー ス ファ イル の 名 前 


Java の ソー スコ ー ド を 記述 し た ファ イル (ソー ス フ ァ イル ) を 保存 する と 
き に は 、 フ ァイル の 名 前 は 「 ク ラス 名 java」 に し な けれ ば な ら な い 。 


Java プロ グラ ム の クラ ス 名 に 対す る ルー ル を 次 に まとめ まし た 。 


public class MyDiary { クラ ス 名 の 指定 


public static void main (String[] args) ( 


] ※ ソ ー ス ファ イル 名 は 「 ク ラス 名 java」 に する 。 
) ※ ク ラス 名 は アル ファ ベッ ト 大 文字 で 始め る 。 





佑 王 重 プロ グラ ム の 書き 始め 方 
1.2.1 項 で 学ん だ こと を まとめ る と 、 私 た ち は 次 の 流れ で ソー スコ ー ド を 作っ 
て いく こと に な り ま す ( 図 1-6)。 


2 Java プロ グラ ム の 書き 始め 方 


① ど の よう な プロ グラ ム を 作り た いか を 考え ます 。 
② プ ログ ラム の 名 前 を 決め ます (クラ ス 名 が 決ま り ま す )。 


プロ グラ ム の 囲 ぎ 方 


③「 ク ラス 名 java」 と いう 名 前 で ファ イル を 作り ます 。 
③④ ソ ー ス コー ド の 外側 部 分 を 記述 し ます 。 
ソー スコ ー ド の 内 側 部 分 に 命令 を 書い て いき ます 。 





(④ 
public class MyDiary { 
public static void main(String[] args)[ 
(5 System.out printIn(" 日 記 ソ フト !): 


System.out.println(" 終 了 し ます 『): 
} 





図 1-G プロ グラ ム の 企画 か ら 開 発 まで 


ソー スコ ー ド の 記述 に 際 し て は 、 意 識 す べき 大 切な こと が 3 つ あ り ま す 。 
大 切な 意識 1 正確 に 記述 する 
ソー スコ ー ド に は 、 さ ま ざ ま な 文字 ・ 数 字 ・ 記 号 が 登場 し ます 。 見 た 目 が 似 て い 


て も 、 間 違っ た 文字 を 入力 する と プロ グラ ム は 正常 に 動き ませ ん 。 特 に 次 の 点 に 
気 を つけ まし ょ う 。 


・ 英 数 字 は 基本 的 に 半角 で 入力 し 、 大 文字 小文字 の 違い も 意識 する 。 

・ オー (o・O) と ゼロ (0) 、 エ ル (!)) と 数 字 の イチ (1)、 セ ミコ ロン (:) と コロ ン C)、 
ピリ オド (.) と カン マ (,) を 間違え な い 。 

・ カッコ (0)、1、 遇 ) や 引用 符 (、") の 種類 を 間違え な い 。 


特に 正確 な 記述 を 求め られ る の は プロ グラ ム の 2 行 目 で す 。「public static void 
main ( String[] args )」 を 一 字 一 句 間違え ず に スラ スラ 書け る よう に な り ま し ょ う 。 


影 。 


に) public static void…、 う 一 ん 覚え られ る か な ぁ ? 
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リズ ム 良 く 口 に 出す と 覚え や すい よ 。 
「 パ ブリ ッ ク ・ ス タテ ィ ッ ク ・ ボ イド ・ メ イン 。 ス トリ ング ・ カ ッ 
コカ ッ コ ・ エ ー ア ー ル ジー エス 」 っ て ね 。 


大 切な 意識 2:「 上 か ら 下 へ 」 で は な く 「 外 か ら 内 へ 」 







ちょ っ と 恥ず か し いけ ど 、 覚 える まで は 
入力 し な が ら 声 に 出し て み ま す 。 






プロ グラ ミン グ を 始め て し ば らく は 、「 ブ ロッ ク の “ ("と 9" の 対応 が 正しく な 
い 」 と いう エラ ー に 悩ま され が ち で す 。 特に ブロ ッ ク の 閉じ 忘れ (} " の 書き 忘れ ) 
に 悩ま され る 初心 者 に 共通 する の は 、「 ソ ー ス コー ド を 上 か ら 順 番 に 記述 し て い 
る 」 こ と で す 。 

ソー ス を 上 か ら 1 行 ず つ 記 述 す る と 「① ブ ロッ ク を 開く つ ⑧ 中 身 を 書く っ ③ ブ 
ロッ ク を 閉じ る 」 と いう 手順 に な る の で 、 中 身 を 書い て いる 間 に 「 ブ ロッ ク を 閉 
じ る 必要 が ある こと 」 を 忘れ て し まい ます 。 


い 
手 内 ① クラ スプ ロック を 開く 行 を 書く Public dlass MyDiary { 


Public dlass MyDiary 


手順 ② メソ ッ ド ブロ ッ ク を 開く 行 を 書く public staticvold main(String] arg3)( 


す 


手順 ③ 中 身 を 一 生 懸 命 書 く Public class MyDiary { 
Public static void main(String[l args)( 





System.out.println(.): 





あれ ? カッ コ 閉 じ た っ け ? いく つ 閉 じ れ ば いい ん だ っ け ? 





図 1- フ ソー スコ ー ド を 上 か ら 震 いて いく と 、 ブ ロッ ク を 閉じ 忘れ や すい 


プロ グラ ム の 唱 ぎ 方 


この エラ ー を 防ぐ た め 、 次 の 図 の よう に 「 ブ ロッ ク を 開い て すぐ に 閉じ る 」 「 中 
を 一 生 懸 命 作る 」 と いう 手順 で 書く よう に する と よい で し ょ う (メソッド に つ 
いて は 1.2.5 項 で 解説 し ます )。 


ト 
万 原 や ① クラ ス ブ ロッ ク を 開い て 閉じ る | oublicdsss MyDiap 
8 1 


public class MyDiary 1 い 
手順 3② 中 に 入り 、 メ ソ ッ ッ ク を public staticvoid main(Stringl args 
】 


いて 、 閉 じ る 







public class ANyDiary [ 
public static void maln(Stingll args)( 
rd out.println(.…): 


手順 3 中 身 を 一 生 懸 命 書 く 


図 1-8 ソー スコ ー ド を 外 か ら 内 へ 書い て いく と 、 閉 じ 忘 れ の 失敗 が 減る 


大 切な 意識 3: 読 みや すい コー ド を 記述 する 


文法 的 に は 誤り が な く て も 、「 人 間 が 読み に くい 炉 維 な コー ド 」 や 「 複 維 す ぎ て 
内 容 の 理解 に 時 間 が か か る コー ド 」 で は 修正 や 改良 が 難し く な り ま す 。 特 に 仕事 
で Java プロ グラ ム を 作る 人 は 、 同 僚 や 取引 先 に ソー スコ ー ド を 見 て も ら う こと 
が ある た め 、 誰 が 見 て も わか りや すい 記述 を する よう に し まし ょ う 。 


先輩 。 具 体 的 に どう いう 工夫 を し た ら 「 読 みや すい コー ド 」 が 書 
ける よう に な り ま すか ? 


「 イ ン デ ント 」 と 「 コ メン ト 」 を 上 手 に 活用 する と いい よ 。 
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画 正 動 イン デン ト 


Java で は 「 ソ ー ス コー ド 中 、 ど こ に 改行 や 空白 を 入れ る か は 基本 的 に 自由 」 と 
され て いま す ( た だ し 、public な どの 単語 が 途中 で 切れ て し まう よう な 改行 や 空 
白 の 挿入 は 許さ れ ま せん )。 極端 な 例 で す が 、 図 1.9 の よう に まっ た く 改 行 せ ず 
に ソー スコ ー ド を 記述 し て も コン パイ ル は 成功 し ます 。 


public class Main (public static void main(Stringl args) (System.out.println 


("フリー フォ ー マ ッ ト の 実験 





図 1-9 改行 せ ず に 書い た ソー スコ ー ド 。 こ れ で も ブ プログ ラム は 動く が … 


し か し 、 こ れ で は プロ グラ ム の 構造 を 把握 する こと は 難し いで すね 。 そ こ で 、 
適切 な 場所 で 改行 や 空白 を 入れ る よう に し まし ょ う 。 特に ブロ ッ ク の 開始 と 終了 
で は 正確 に 字 下 げ を 行い 、 カ ッ コ の 対応 と ブロ ッ ク の 多重 構造 の 見 通し を 良く す 
る こと が ポイ ント で す 。 この 字 下 げ の こと を イン デン ト (indent) と 呼び 、 キ ー ボ ー 
ド の TAB キー で 行う こと が 一 般 的 で す ( 図 1-10)。 


ーー テ * -Public static void main(Stringl] args) 【 
ーー テ | 一 を System.out.printIn(" フ リー フォ ー マ ッ ト の 実験 "): 
ーー とっ) 


ほ class Main{ 
ー} 





國 1-10 イン デン ト を 入れ た ソー スコ ー ド 。 ブ ロッ ク の 構造 が わか りや すく な る 


イン デン ト は 、 で た ら め 





に 入れ て は いけ ませ ん 。 誤っ public class Main ( 
Public static 
た イン デン ト は プロ グラ ム お main(String[l args) 
ー メソ ッ ド ブロ ッ ク の 開始 
構造 の 読み 間違い 、 そ し て 2 ーー 
ー ン オー マウ 実験"): 
致命 的 な エラ ー の 原因 に な クラ ス ブ ロ ッ ク の 終了 
る こと も ある か ら で す 。 


図 1-11 混乱 を 招く イン デン ト 


と は いっ て も 、 ち ょ っ と ぐら い イ ン デ ント が 変 で も 、 ま ぁ 動 く 





し … い いじ ゃ な いで すか ? 


プロ グラ ム の 囲 ぎ 方 


いこ プ に コ 







ダメ だ よ 。 以降 の 章 で は 、 ブ ロッ ク が 4 重 や 5 重 の 入れ 子 構造 に 
な る 書き 方 も 登場 する し 、 良 く な い 書 き 方 を 最初 に 身 に 付け て し 
まう と 、 そ の 後 の 学習 効 率 に も 大 きく 影響 を 与え て し まう 。 今 の 
うち に 「 正 確 な イン デン ト 」 を 入れ る 習慣 を 身 に 付け て ほし い 。 





今 は 10 行程 度 だ けど 、 大 きい コー ド に な る と 「 何 行 目 で 何 を や っ 
て いる か 」 わ か ら な く な っ て し まい そう で すね 。 


大 丈夫 。 ソ ー ス コー ド の 中 に は 解説 文 を 書き 込め る ん だ 。 も ち 
ろ ん 日 本 語 も OK だ よ 。 





より プロ グラ ム を 読み や すく する た め 、 ソ ー ス コー ド 中 に 解説 文 を 書き 込む こ 
と も で きま す ( 次 ペー ジ 図 1-12)。 こ の 解説 文 を コメ ント (comment) と いい 、 プ 
ログ ラム の コン パイ ル 叶 と 実行 時 に は 無視 され ます 。 人 が 読む た め だ け に 書か れ 
る も の で すか ら 日 本 語 で 書い て 構い ませ ん 。 


ウ ク コメ ント 文 ① 複数 行 コ メン ト 
だ た コメ ント 本 文 ( 数 行 で も 可 ) */ 


ウ ク コメ ント 文 ① 単 一 行 コメ ント 
// コメ ント 本 文 (行末 まで ) 
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だ が サン プル プログ ラム Main 
開発 者 : 菅 原 作成 日 :2011 年 4 月 


ly/ 
public class Main { 


// ここ か ら main メ ソ ッ ド 
public static void main(Stringl] args) { 


intage: // 年 齢 を 入れ る 箱 





age = 20: 
System.out.printIn(" 私 は "+ age+" 歳 りり: 
] 図 1.18 コメ ント は 
ソー スコ ー ド の あら ゆる 
} と ころ に 記述 で きる 


知 記 王 重 main メソ ッ ド の 中 身 


@) 残る は 「 ソ ー ス コー ド の 内 側 部 分 」 の 記述 方 法 だ ね 。 
どん な ルー ル に 従っ て プロ グラ ム を 書い て いけ ば いい の か な ? 


1.2.1 項 で 学ん だ よう に 、 計 算 や 表示 な ど Java の 命令 を 書い て いく 場所 は メ 
ソ ッ ド ブロ ッ ク の 内 部 で す 。 ソ ー ス コー ド の 2 行 目 に 「maim」 の 表記 が 出 て くる 
こと か ら 、 こ の 部 分 は main メソ ッ ド と も 呼ば れ ま す ( 図 1-13)。 

main メソ ッ ド の 中 に は 、 文 (statement) を 順番 に 書い て いき ます 。 プ ログ ラム 
の 実行 時 に は 、 文 は 上 か ら 順 に 1 行 ず つ 処 理 さ れ て いき ます 。 


. 多 文 の 未 尾 に は 必ず セミ コロ ン (:) を 付け る の が Java の ルー ル だ 。 
ば プ | 忘れ や すい か ら 注意 し て ほし い 。 


図 1.13 の MyDiary の ソー スコ ー ド の 例 に ある よう に 、main メソ ッ ド の 中 に 
は さま ざま な 文 を 書く こと が で きま す 。Java に は 、 と て も 多く の 種類 の 文 が 存 
在 し ます が 、 図 1-14 に 示し た 3 種類 に 分 類 し て 考え る と 理解 し や すい で し ょ う 。 





プロ グラ ム の 書 ぎ 方 


ソー スコ ー ド ファ イル MyDiaryjava の 場合 … 


Systemuoutptintinl" 





図 1.13 main メソ ッ ド の ブロ ッ ク 内 に 「 文 」 を 書い た 例 
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ア イ "日 記 ソ フト " 
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の が 。 Ns verslon ーー。 
デー タ を 入れ る 箱 を さま ざま な 計算 を し て Java が 用 意 し て いる 
準備 する 結果 を 箱 に 入れ る 命令 を 呼び 出す 


図 1-14 文 は 3 種類 に 分 ける こと が で きる 


次 節 で は 、 ま ず 「① 変 数 官 言 の 文 」 に つい て 学び まし ょ う 。 
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変数 宣言 の 文 


人 E 強 変数 宣言 の 文 と は ? 


変数 宣言 の 文 と は 、「 新 た な 変数 を 準備 せよ 」 と コン ピュ ー タ に 指示 する 文 で す 。 
変数 と は デー タ を 格納 する た め に コン ピュ ー タ 内 部 に 準備 する 箱 の よう な も の 
で 、 数 字 や 文字 列 な ど プ ログ ラム が 扱う さま ざま な 情報 を 入れ た り 取り 出し た り 
で きま す 。 

変数 の 実体 は コン ピュ ー タ の メモ リ に ある 区 画 で す 。 変 数 に 値 を 入れ る と 実際 
に は メモ リ に 値 が 書き 込ま れ ま す 。 で は 、 実 際 に 変数 を 利用 し て いる 例 を 見 て み 
まし ょ う 。 


リス ト 1-2 変数 宣言 の 文 
public class Main ( 


public static void main(String[] args) { 
変数 宣言 の 文 (age と いう 箱 を 用 意 ) 


箱 に 数 字 の 「30」 を 入れ る 


箱 の 中 身 を 表示 | 






int a9e: 
ade = 30: 
System.out .print1n (age) , 
) 
1 






JJ の ゆ ロロ よっ 6 一 





この プロ グラ ム で は 変数 age に 値 「30」 を 入れ 、 そ れ を 取り 出し て 画面 に 表示 
し て いま す 。 こ の よう に 変数 に 値 を 入れ る こと を 「 代 入 」、 取り 出す こと を 「 取 得 」 
と 呼び ます が 、 ど ちら も 変数 を 宣言 し た 後に し か で きま せん 。 


プロ グラ ム の 囲 ぎ 方 





変数 を 使い た か っ た ら 、 ま ず は 「 変 数 宣言 の 文 」 を 使っ て 
宣言 する 必要 が ある ん だ ね 。 





変数 を 宣言 する と き に は 、 変 数 名 (データ を 入れ る 箱 の 名 前 ) と 型 ( デ ー タ を 入 
れる 箱 の 種類 や 大 き さ ) の 2 つ を 必ず 指定 する 決ま り に な っ て いま す 。 


PUEPUULUUUUULUUUUUUULLUUUUUUUUUUULLUUUUUULULUULLUUUUULLLLUULULULLULLUUUUULULUUULULULLLULLULULLLLLULUULLLLLLLLLLLDLLU 


型 と は 「 変 数 に 入れ る こと が で きる デー タ の 種類 」 の こと で す 。 た と えば り リス 
ト 1-2 で 使わ れ て いる jint は 「 整 数 」 を 表す 型 で す 。 こ の 型 で 宣言 され た 変数 age 
に は 整数 し か 入れ る こと は で きず 、 小 数 や 文字 列 を 入れ る こと は で きま せん 。 


まぁ 落ち 着い て 。 ま ず は 「 変 数 に 付け る 名 前 」 に つい て 次 項 で 説 | 
明 し よう 。 いし プ 


回 左下 重 変数 の 名 前 


変数 を 宮 言 する 際 、 私 た ち は 変 数 に 名 前 を 付け る 必要 が あり ます 。Java プロ 
グラ ミン グ で は 変数 以外 に も 名 前 を 付け る こと が あり ます が 、 そ れ ら の 名 前 と し 
て 使え る 文字 や 数 字 の 並び の こと を 識別 子 Gidentifier) と 呼び ます 。 

名 前 を 何 に する か は 基本 的 に プロ グラ マ の 自由 で す が 、 通 常 は アル ファ ベッ ト 、 
数 字 、 ア ンダ ー ス コア 「_」、 ド ル 記 号 「$」 な ど を 組み 合わ せ て 作り ます 。 ひら が 
な や 漢字 を 含め る こと も 可能 で す が 、 推 奨 さ れ ま せん 。 そ の ほか に も 次 ペー ジ の 
ルー ル や 慣習 が ある の で 注意 し て くだ さい 。 






な る ほど ! ちな み に int の ほか に 、 ど ん な 型 が ある ん で すか ? 
変数 に 付け る 名 前 に 決ま り は ある ん で すか ? それ と …。 
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置 禁止 され て いる 単語 を 使っ て は な ら な い 


Java で は 、「 そ も そ も 名 前 と し て 使っ て は いけ な い 単 語 」 と され て いる 予約 語 
(keyword) が 約 50 個 あ り ま す 。 こ れ ま で に も 登場 し た int や void、public、 
static な ど は 予約 語 で す の で 、 これら を 変数 名 と し て 利用 する こと は で きま せん 。 


圏 すでに 利用 し て いる 変数 名 を 再度 使っ て は な ら な い 


すでに 変数 name を 宣言 し て いる の に 、 再 び 変 数 name を 宣言 し て は いけ ませ 
ん 。2 つの 変数 が 区 別 で き な く な っ て し まう か ら で す 。 


一 大 文字 ・ 小 文字 ・ 全 角 ・ 半 角 の 違い は 区 別 さ れる 


大 文字 小文字 、 全 角 プ 半角 の 違い は 人 間 に は ささ いな も の で す が 、 Java で 
は 完全 に 区 別 さ れ ま す 。 た と えば 変数 name と 変数 Name は 別 の も の と し て 扱わ 
れ ま す の で 注意 し て くだ い 。 


還 小 文字 で 始ま る わか りや すい 名 前 を 付け る こと が 望ま し い 


慣習 的 に 、 変 数 に は 小文字 で 始ま る 名 詞 形 の 名 前 を 付け ます 。 ま た 、 複 数 の 単 
語 を つなげ で 変数 名 に する 場合 、2 つ 目 以降 の 単語 の 先頭 は 大 文字 に し ます 。 た 
と えば 「myAge」 な ど で す 。 

また 、 格 納 され る 情報 の 内 容 を 想像 し や すく 、 わ か りや すい 変数 名 が 望ま し い 
で し ょ う 。 第 3 章 で 登場 する ルー プ 変 数 な ど 一 部 例外 は あり ます が 、a や s の よ 
うな 1 文字 の 変数 名 は 避け る よう に し まし ょ う 。 な お 、 本 書 で は 紙面 スペ ー ス 
の 都合 に より 短い 変数 名 を 用 いる 場合 が あり ます 。 


基本 的 に 自由 で も 、 好 き 放 題 に 名 前 を 付け て いい わけ で は な い 
あや ん で すね 。 


Java の 予約 語 一 覧 





以下 は Java の 予約 語 で す の で 、 変 数 名 に は 使え ませ ん 。 以 降 、 本 書 
の リス ト で は 、 予 約 語 を 「Ilong』」 の よう に 色付き で 表し ます 。 


プロ グラ ム の 書き ぎ 方 


abstract、assert、boolean、break、byte、case、catch、char、class、 
const、continue、default、do、double、else、enum、extends、 
fnal、finally、float、for 、if、qgoto、implements、import、instanceof、 
Int、interface、long、native、new、package、Pprivate、Drotected、 
public、return、short、static、strictfp、super、switch、synchronized、 
this、throw、throws、transient、try、void、volatile、while 











変数 宣言 に 使う 「 型 」 に つい て は 、 ど ん な 種類 が ある ん で すか ? 
いっ ぱい あっ た ら 覚 える の が 大 変 だ な ぁ …。 






まず は 次 の 9 つ を 覚え て お け ば 大 丈夫 だ よ 。 Ne 


プロ グラ ム で 扱う こと が で きる デー タ の 種類 の こと を 、 デ ー タ 型 (data type) 
また は 単に 型 と 言い ます 。Java に は 多く の 型 が 人 準備 され て いま す が 、 今 は 次 の 
9 つ だ け を 覚え て お け ば よい で し ょ う 。 






long worldPeople:  // 世 界 の 人 口 ム へ 

int 普通 の 整数 jnt salary: // 給 与 金 額 @ 

short 小さ な 整数 short ade: // 年 齢 へ 

byte さら に 小さ な 整数 byteglasses: // 所 持 する 眼鏡 の 数 。 へ 

小数 double 普通 の 小数 double pii // 円 周 率 〇 
float 少し あい まい で も よい 小数 floatweight: // 体 宣 ム A 

真 偽 値 boolean true か false boolean isMarried: // 既 婚 か 知 か (⑨) 
文字 Char 1 つの 文字 char initiai / イ ニシ ャ ル 1 文 字 ム 
文字 列 String 文字 の 並び String name: // 自 分 の 名 前 @⑨ 


図 1-15 代表 的 な 9 種類 の デー タ 型 


それ で は 、9 つの 型 を 4 つの グル ー プ に 分 け て 1 つ ず つ 紹 介し まし ょ う 。 
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軒 整 数 を 格納 で きる 4 つの 型 (long、int、short、byte) 
long 型 、int 型 、short 型 、byte 型 の 変数 に は 整数 を 代入 で きま す 。 


未 尾 の L は 第 2 章 で 


解説 し ます 





これ ら 4 つの 型 は 箱 の 大 き さ ( コ ンピュータ 内 部 で 準備 され る メモ リ の 量 ) に 
違い が あり ます 。 そ の た め 、 代 入 で きる 値 の 範囲 に 図 1-16 の 制限 が あり ます 。 


消費 メモ リ 箱 の 大 き さ 格納 可能 な 整数 の 結 囲 


8 バイ ト ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
4 バイ ト _ ーーーー 一 「/ 


2 バイ ト 














1 バイ ト 


<<byte 虹 > ューー 『/ 
図 1-16 long 型 、int 型 、short 型 、byte 型 に 代入 で きる 整数 の 範囲 


た と えば byte 型 の 変数 を 宮 言 し た 場合 、 消 費 す る メモ リ は 1 バイ ト だ け な の 
で 、 こ れ に は 一 128 一 127 まで の 数 字 し か 代入 で きま せん 。 

一 方 、long 型 の 変数 を 宣言 し た 場合 、8 バイ ト の メモ リ を 消費 し ます が 、 
ー9223372036854775808 - 9223372036854775807 と いう 、 と て も 大 き 
な 整数 を 代入 で きま す 。 


プロ グラ ム の 囲 ぎ 方 









どれ を 使う の が ベス ト が 迷っ ちゃ いそ う 。 年 齢 な ら byte 型 で 
十分 だ し … い や 、 一 応 short に し て お いた ほう が 安全 か し ら …。 


特殊 な 場合 を 除け ば 、 常に int を 使っ て お け ば 大 丈夫 だ よ 。 


最近 の コン ピュ ー タ は 多く の メモ リ を 搭載 し て いる た め 、 こ れ ら 4 つの 型 を 
厳密 に 使い 分 ける 必要 が ある ケー ス は まれ で す 。 ま た 、short や byte より int の 
ほう が 高速 に 処理 で きる ユン ピュ ー タ も 多い の で 、 整 数 を 代入 し た い 場 合 、 通 常 
は int 型 を 使え ば 問題 あり ませ ん 。 





較 小 数 を 格納 で きる 2 つの 型 (double, float) 


double と float は 「3.14」 や 「 一 15.2」 と いっ た 小数 を 含む 数 値 を 代入 する た め 
の 型 で す 。 コ ンピュータ の 内 部 で は 小数 を 「 浮 動 小 数 点 」 と いう 形式 で 管理 し て 
いる こと か らち 浮動 小数 点 型 (loating point type) と 総称 され る こと も あり ます 。 
具体 的 に は 以下 の よう に 用 いま す 。 


double height, height = 171.2: 


fl1oat weight, we1ghL = 67.5F 末尾 の F は 第 2 章 で 解説 し ます | 


double の ほう が float より 多く の メモ リ を 消費 し ます が 、 よ り 厳 密 な 計算 を 行 
うこ と が で きま す 。 そ の た め 、 特 別 な 事情 が な い 限 り double 型 を 使用 し ます 。 


ここ て で 2 人 に 覚え て お いて ほし いこ と が ある ん だ 。 忘 れる と 大 


人 a 
いい ご ジノ | 事故 に つなが る 大 切な と と だ よ 。 





実は 、 洋 動 小数 点 方 式 に は 「 真 に 厳密 な 計算 が で き な い 」 と いう 弱点 が あり ます 。 
つま り 、 計 算 を 行っ た 際 に わずか な 誤差 が 発生 する こと が ある の で す 。 通常 は 無 
視 で きる ほど 小さ な 誤 基 で す が 、 そ れ が 積み 重なる と 大 き な 問 題 に な る こと も あ 
り ま す 。 そ の た め 、 誤 差 が 許さ れ な い 計 算 、 特 に お 金 の 計算 に double や float を 
使っ て は いけ ませ ん 。 
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一 YES か NO か を 格納 で きる boolean 型 


boolean 型 は 、「YES か NO か 」「 本 当 か 嘘 か 」「 裏 か 表 か 」「 成 功 か 失敗 か 」 と いっ 
た 二 者 択 一 の 情報 を 代入 する た め の 型 で す 。 背 定 的 情報 を 意味 する true、 否 定 
的 情報 を 意味 する false の どちら か の 値 の み を 代入 す る こと が で きま す 。 





な お 、true は 真 、false は 偽 と いう 意味 を 持つ の で 、boolean 型 の こと を 真 偽 
値 型 と 言う 場合 も あり ます 。 


軒 1 文字 だ け を 格納 で きる char 型 、 文 字 列 を 格納 で きる String 型 


char 型 は 全角 ・ 半 角 を 問わ ず 「1 文字 」 を 代入 で きる 型 で す 。 一 方 、String 型 は 
文字 列 (0 文字 以上 の 文字 の 集まり ) を 代入 で きる 型 で す 。 具 体 的 に は 次 の よう に 
使い ます 。 





この 例 に ある よう に 、 ソ ー ス コー ド に 「 文 字 」 デ ー タ を 記述 する 場合 は 引用 符 (①) 
で 囲み ます 。 そ し て 「 文 字 列 」 デ ー タ を 記述 する 場合 は 二 重 引用 符 () を 使い ます 。 
この た め 「char gender gender =" 男 *」 と する と コン パイ ル エ ラー に な り ま す 。 





また 、 全 角 の 引用 符 を 使わ な いよ うに 気 を つけ よう 。 日 本 語 の 
入力 を し た 後 で 、 つ いつ い 後 ろ る の 「」 や 「 和 も 全角 に し て し まう 
ミス が よく ある よ 。 







ロ 
We め 


佑 克 重 変数 の 初期 化 
何 の た め に 変数 宣言 を する か と いえ ば 、「 変 数 た デー タ を 入れ た いか ら 」 で す 。 


プロ グラ ム の 書 ぎ 方 


int ade: 変数 宣言 の 文 ーー 
age = 22: age に 「22」 を 代入 剛 


この 文 は 次 の よう に 1 行 に まとめ て 書く こと も で きま す 。 


int age = 22, 変数 宣言 と 代入 を 1 行 で 行う 


この よう に 「 変 数 を 宣言 する と 同時 に 値 を 代入 する こと 」 を 変数 の 初期 化 と 呼 
び ま す 。 


PCOYPTTTTYYYTTTTTTTYTTTTTPUTTUUTUULUTULLLTUUTELLUELLTULLUEELLUTDUITTTTLUUITULTLTTLULLLTLULLLT 


因 話 正基 定数 の 利用 


変数 に は 異な る 値 を 何 度 で も 代入 で きま す 。 変 数 に 値 を 入れ た 後 、 別 の 値 を 代 
入 す る と どう な る か を リス ト 1-3 で 見 て み ま し ょ う 。 


リス ト 1-3 変数 の 再 代入 


public class Main { 
public static void main(String[] args) 


int age = 20: 変数 age を 20 で 初期 化 


System.out.print1n(" 私 の 年 齢 は " + agej} : 


ae = 31: 変数 age に 再度 代入 し て いる 


System.out .println(… い や 、 本 当 の 年 貞 は " + age) : 


の 
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この 実行 結果 か ら わ か る よう に 、 変 数 の 内 容 は 新た な 値 31 で 上 書き され 、 古 
い 値 20 は 消滅 し ます 。 


COULDUUUUUUUUUUUUUULLLUULUUUUUUUUUUUUUELULULUUUUULULUUUUUULLUUUUUUUUULUUULUUUULLLUULUULULULUUUUULULLULLULLLLLLU 


に 変数 の 上 書き 


すでに 値 が 入 つ て いる 変数 に 代入 を する と 、 古 い 値 は 消滅 し 、 
新しい 値 に 内 容 が 書き 換わる 。 





し か し 、 プ ログ ラム を 開発 し て いる と 、「 絶 対 に 上 書き され た く な い 」「 内 容 が 
書き 換え られ た ら 困 る 」 場 合 も あり ます 。 次 の コー ド を 見 て くだ さい 。 


リス ト 1.-4 書き 換え て は いけ な い 変 数 の 値 を 上 書き し て し まっ た 例 


public class Main { 
public static void main(String[] args) { 


1 
2 

3 double tak =1.08: - 消費 税 を 入れ た 変数 ] 
4 1nt fax = 5: 
5 System.out.printl1n("5 万 円 か ら 4 万 円 に 値下げ し ます 『*) 
ero 
7 System.out.println(『FAX の 新 価格 (税込 み ) 『): 

8 System.out.println(fax * tax+『 万 円 : 

9 誠 

IO } 
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プロ グラ ム の 央 ぎ 方 





で も 、 こ れ が 本 物 の ネッ トシ ョ ッ プ の プロ グラ ム だ っ た ら 、 笑 
い ご と じゃ 済ま な いわ よ 。 私 も ミス を し ちゃ いそ う …。 の 


6 行 目 で 、fax 変数 に 代入 すべ き と こ ろ を tax 変数 に 代 人 し て 上 書き し て し まっ 
た た め 、 計 算 結 果 が お か し く な っ て し まい まし た 。 そ も そ も 税 率 で ある tax は 、 
その 内 容 が 動作 中 に 書き 換わる 必要 の な い 変 数 で す 。 こ の よう な 場合 、 変 数 tax 
の 宣言 の 前 に final と いう 記述 を 加え る こと で 書き 換え を 防止 で きま す 。 

final 付き で 宮 言 され た 変数 は 定数 (constant variable) と 呼ば れ 、 宮 言 と 同時 に 
初期 値 が 代入 され た 後 は 、 値 を 書き 換え る こと は で きま せん 。 





final 型 定数 名 = 初期 値 : 


※ 定 数 名 に は すべ て 大 文字 (「TAXJ な ど ) を 用 いる こと が 一 般 的 


PCEOCCTPCPHHPTPTTTTTEPHTPHTTTEHTTEETEEEPUEUUUEEPUUMLUEEPPHTEELHPUTEEEEEEUIEELEPEEEECEE 


先ほど の リス ト 1-4 を 修正 する と 次 の よう に な り ま す 。 





053 


第 1 部 よう こそ Java の 世界 へ 


定数 と し て 税率 を 設定 


コン パイ ル エ ラー と な り 誤 り に 気づく 





@) これ で 変数 宣言 の 文 は レッ スン 終了 だ よ 。 
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プロ グラ ム の 書き 方 


| 第 1 章 の まとめ 





この 章 で は 、 次 の よう な こと を 学び まし た 。 


開発 と 実行 の 流れ 


・ Java の 文法 に 従い ソー スコ ー ド を 作成 する 。 
・ ソース コー ド を コン パイ ラ で コン パイ ル し て 、 バ イト コー ド に 変換 する 。 
・ イ ンタ プリ タ は バイ トコ ー ド を マシ ン 語 に 変換 し な が ら CPU を 動か す 。 


開発 の 流れ と 基本 構造 


・ ソ ー ス コー ド は ブロ ッ ク に よる 二 重 構造 を 持っ て いる 。 
・ 外側 部 分 は 形式 的 記述 で あり 、 内 側 に 文 を 並べ る 。 
・ 読み や すい ソー ス に する た め コ メン ト と イン デン ト を 活用 する 。 


変数 宣言 の 文 


・ 変 数 は 「 型 変数 名 :」 で 宣言 し て 利用 する 。 

・ 変 数 名 は 基本 的 に 自由 だ が 、 一 定 の 制約 が ある 。 

・ 変 数 に は 代表 的 な 9 つの 型 が あり 、 用 途 に 合わ せ て 使い 分 ける 。 
・ final を 付け て 宣言 され た 定数 の 値 は 書 寺 換 えら れ な い 。 
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練習 問題 


練習 1- 1 oo の らら の る る らら の や る の や る の る る の る の る る の る る の る の の る の や らぶ る の の る の の る の も の の さる る る きる る の る る の る の や る の る る る の る る の ら る の る るる る の る る の ぶる の の の る る の の の oo 
次 の 文章 の [ " ] に 入る 言葉 を 答え て くだ さい 。 


Java で プロ グラ ム を 開発 する た め に は 、[ _ アァ | と [ ィ イ | と い ぅ ソフ 
トウ ェ ア が 必要 で す 。 [ ア  ] は 、 私 た ち が Java の 文法 に 沿っ て 記述 し た 
を に 変換 し て くれ ます 。 は 内 部 に 持っ 
て いる の し くみ を 使っ て これ を 解釈 し 、 マ シン 語 に 変換 し て CPU 
が 実行 し ます 。 


画面 に 次 の よう な 結果 を 表示 する ソー スコ ー ド を 作成 し て くだ さい 。 こ の と まき 、 
ソー スコ ー ド 内 で 3 を 変数 a に 、5 を 変数 b に 入れ 、 そ の 掛け 算 の 結果 を 変数 c 
に 入れ て 、 最 後に 変数 c を 表示 し て くだ さい 。 


縦 幅 3 横幅 5 の 長方形 の 面積 は 、15 


以下 に 示し た 5 つの 値 を 格納 する た め に 適し た 型 を 考え 、「 初 期 化 」 に よる 宣 
言 を 行う ソー スコ ー ド を 作成 し て くだ さい (画面 に 表示 する 必要 は あり ませ ん )。 
な お 、 変 数 名 は 自由 に 考え て 構い ませ ん が 、Java の ルー ル に 従っ た も の に し て 
くだ さい 。2 つ 以 上 の 型 が 考え られ る 場合 は 、 そ の どちら で も 構い ませ ん 。 


⑨true ②' 駆 ′「③3.14 ④314159265853979L 
⑤" ミナ ト の 攻撃 ! 英 に 15 ポイ ント の ダメ ー ジ を 与え た 。" 


プロ グラ ム の 書き 方 





練習 1<1 の 解答 SG お aois な る な おき 5e あ る る か ちな る あの な な きち る Gae な Gooegaooeo&o な Saa 
( ア ) コ ン パ イラ ( イ ) イ ンタ プリ タ  ( ウ ) ソ ー ス コー ド 
( エ ) バ イト コー ド ( オ )JVM 


内 0 
以下 は 解答 例 で す (お お むね 合っ て いれ ば 正解 で 構い ませ ん )。 
| public class Main { 


2 public static void main(String[] args) { 


3 inLa=3j inLD=5: 2 行 に 分 け て も 構い ませ ん 


1 int で =a* わ D: 
5 System.out .print1n(\ 縦 幅 3 横 幅 5 の 長方形 の 面積 は 、* + c: 


以下 は 解答 例 で す (お お むね 合っ て いれ ば 正解 で 構い ませ ん )。 


boo1ean reSult = trUe: 
char favoriteCharacter = ! 肛 !: 


double pi = 3.14: float pi =3.14F で も 可 


1onq number = 3141592658539791: 
String msg = "ミナ ト の 攻撃 ! 瑞 に 15 ポ イン ト の ダメ ー ジ を 与え た 。『: 
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Java の 進化 の 歴史 


Java が 公開 され た 1996 年 頃 は C 言語 な ど が 主流 で 、 Java は マイ ナー 
な 言語 の 1 つ に すぎ ませ ん で し た 。 その 後 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ の た び 
に 改良 され 、 現 在 の よう に 広く 使わ れる よう に な り ま し た 。 


2000 2002 2004 


① 3 度 の 大 幅 改 良 

Java の 歴史 の 中 で は 3 度 の 「 大 幅 改 良 」 が あり まし た 。1 度 目 は バー ジョ 
ン 1.1 か ら 1.2 へ の 改良 で す 。1.2 は 現在 普及 し て いる Java の 基礎 を 築 
いた バー ジョ ン で す 。 2 度目 は バー ジョ ン 1.4 か ら 1.5 へ の 改良 で 、 よ 
り 利用 し や すく 数 居 の 低い 言語 に する た め に 、 文 法 の 拡張 や API の 追加 
が 行わ れ ま し た 。 そ し て 2014 年 、 ラ ムダ 式 等 の 機能 を 取り 入れ た 8.0 
が リリ ー ス され まし た 。 


②③ 変化 し た バー ジョ ン 番 号 の 振り 方 

14 から 1.5 へ の バー ジョ ン ア ッ プ が 比較 的 大 が か り で あっ た た め 、 
公式 の バー ジョ ン 番 号 と し て は 1.5 で は な く 5 を 使う こと に な り ま し た 。 
つま り 、 バ ー ジ ョ ン 5 と バー ジョ ン 1.5 は 同じ も の を 指し て いま す 。 そ 
れ 以 降 、6、7、 そ し て 8 と バー ジョ ン 番 号 は 振ら れ て いま す が 、Java 
の 内 部 で は 1.7 や 1.8 と いう 古い バー ジョ ン 表 記 が 利用 され て いる 部 分 
も あり ます 。 





第 章 
【 7 
し と: 子 
第 1 章 で は 「 プ ログ ラム の 中 に は 文 を 並べ て 書く 」 こ と 、 
また 「 変 数 の 宣言 」 と いう Java に お ける 2 つの ルー ル を 学び まし た 。 
本 章 で は 、 さ ま ざ ま な 計算 を 行う た め の 「 式 と 演算 子 」 と 、 


キー ボー ド か ら 文 字 を 入力 し た り 、 画 面 に 文字 を 出力 し た り 、 
さら に 乱数 を 生み 出す な どの 「 命 令 実行 の 文 」 を 学ん で いき ます 。 


| CONTENTS ICOCCUUUULLLUULLLLUUULLUTKKLCULLLLUYD 
2.1 計算 の 文 

の 2 ペア ラク に 

2.3 評価 の し くみ 

2.4 演算 子 

2.5 型 の 変換 

2.6 命令 実行 の 文 

2.7 第 2 章 の まとめ 

2.8 練習 問題 

2.9 練習 問題 の 解答 
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計算 の 文 


拓 和 語 誠 計算 の 文 と は ? 


/ 第 1 章 で 紹介 が あっ た 3 種類 の 文 の うち 、 
「① 変 数 宣言 の 文 」 は も う バ パッ チリ で す 」 


2 つ 目 の 文 は 「② 計 算 の 文 」 で し た よね ? 


そう だ よ 。 て と の 文 は 「 電 子 計算 機 」 で ある コン ピュ ー タ に と っ て 、 





。 乱 

い に プ と て も 大 事 な 文 を た ん だ 。 

計算 の 文 と は 、 変 数 や 値 を 用 いた さま ざま な 計算 処理 を コン ピュ ー タ に 行わ せ 
る た め の 文 で す 。 計 算 処理 と 言っ て も 、 い わ ゆ る 四則 演算 だ け で は あり ませ ん 。 
変数 に 値 を 代入 する こと も コン ピュ ー タ に と っ て は 計算 の 一 種 な の で す 。 


リス ト 2-1 変数 宮 言 の 文 と 計算 の 文 


] public class Main { 
2 public static void main(String[] args) 

4 int b: 

5 き =20: 

6 bsat5i 

7 System.out .print1n(a) : 

8 System.out .print]n (b) : 


式 と 演算 子 


6 行 目 の 「b=a+ 5」 の よう な も の を 式 (expression) と 呼び ます 。 見 た 目 は 数 学 
の 式 の よう で すね 。 


数 学 … あ ぁ 、 そ の 言葉 を 聞く だ け で 寒気 が し ます …。 
Java の 式 は 数 学 よ り 、 ず っ と 簡単 だ か ら 大 丈夫 だ よ 。 


@) 式 が 何 か ら で き て いる か が 、 分 解 し て 見 て みよ う 。 


式 「b=a+5」 を 分 解す る と 、 変 数 「a」 「b」 や 値 の 「5」、 そ し て 「+」 「=」 の 計算 記 
号 に 分 ける こ と が で きま す 。 Java を 含む 、 多 く の プ ログ ラミ ング 言語 で は 、 こ 
の 「a」 「b」「5」 を オペ ラン ド (operand)、 そ し て 「+」 「=」 を 演算 子 (operator) と 呼 
び ま す 。 こ れ は 簡単 な 式 の 例 で す が 、 よ り 複 雑 な 式 で あっ て も 同じ で 、 す べ て の 
式 は この 2 つの 要素 だ け で 構成 され て いま す 。 

「+」 や 「=」 と いっ た 演算 子 は 式 に 含 
まれ る オペ ラン ド を 使っ て 計算 を 行 
いま す 。 た と えば 演算 子 は 「 自 分 イリ 
の 左右 に ある オペ ラン ド を 加算 する 」 是 直 5 age 才 20 
機能 を 持っ て いま す ( 図 2-1)。 Java 0 


( 編 能 : 左 右 の オペ ラン ド を 足す ) ( 壁 能 : ち オペ ラン ド の 肉 き 
に 、 ど の よう な 演算 子 が あり 、 そ れ の 
が どの よう な 機能 を 持つ か に つい て 、 1 
詳し く は 2.4 節 で 解説 する と し て 、 
まず は 次 節 で す ペ ラン ド に つい て の 
理解 を 深め て いき まし ょ う 。 


章 
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オペ ラン ド 


還 E 到 馬 リテラ ル 


オペ ラン ド っ て 「 変 数 や 値 」 と 考え て お け ば いい で すか ? 


だ いた い 合っ て いる よ 。 で も 、 よ り 明 確 に する た め 

特に 重要 な オペ ラン ド で ある 「 リ テラ ル 」 を 紹介 し よう 。 | いこ ー ノ 

オペ ラン ド の 中 で も 数 字 「5」 や 文字 列 「Hello World」 な ど 、 ソ ー ス コー ド に 記 

述 さ ぐれ て いる 値 の こと を リテラ ル (diteral) と 呼び ます 。 そ し て 、 そ れ ぞ れ の リ テ 

ラル は デー タ 型 を 持っ て いま す ( 表 2-1)。 そ の リテラ ル が 、 ど の 型 の 情報 を 表す 
か は リテラ ル の 表記 方 法 で 決ま り ます 。 











表 -]1 代表 的 な リテラ ル の 表記 方 法 と デー タ 型 


小数 京 が な い 数 字 (整数 ) 
小数 点 が な い 数 字 で 未 尾 が | また は | (大 き な 整 数 ) 
小数 京 付き の 数 字 (精度 の 高い 小数 ) 


小数 京 付き の 数 字 で 未 尾 が F また は f 
(比較 的 精度 の 低い 小数 ) 


true ( 真 ) ま た は false ( 仁 ) 
引用 符 で 囲ま れ た 文字 
二 重 引 用 符 で 囲ま れ た 文字 列 










一 見 、「'A」 と 「"A"」 は 同じ も の の よう に 見 える が 、 引 用 待 の 違い 
に より 別 の デー タ 型 と し て 扱わ れる の で 注意 し よう 。 前 者 は 
char 型 の 文字 「A」 で 、 後 者 は String 型 の 文字 列 「A」 だ 。 





062 


式 と 演算 子 


「1」「'1」「"1"」 は 、 ど れ も 別 物 で すね 。 気 を つけ な きゃ 。 


整数 リテラ ル に 関す る 応用 記法 


整数 リテラ ル の 先頭 に Ox を 付け る と 16 進数 、0 を 付け る と 8 進数 、 
0b を 付け る と 2 進数 と し て 解釈 され ます 。 た と えば 「int a = Ox11:int b 


=0b0011:」 と 書く と 、 変 数 a に は 17、 変 数 b に は 3 が 代入 され ます 。 

また 、 リ テラ ル 中 の 任意 の 場所 に アン ダー スコ ア 記 号 (_) を 含め る こ 
と が 許さ れ て いま す 。 日 常 生 活 で 「2.000.000 円 」 な ど と カン マ を 入れ る 
よう に 、「long price = 2_000_000」 の よう に 表記 する こと で 、 大 き な 数 
値 も わか りや すく 表記 する こと が で きま す 。 





還 =E 竹 エス ケー プシ ー ケ ンス 

Srring 型 や char 型 の り テ ラル を 記述 する 際 に 、 と きど き 用 いら れる も の が エ 
スケ ー プ シー ケン ス (escape sequence) と 呼ば れる 特殊 な 文字 で す 。 こ れ は 次 の 
よう な 「\ 記 号 と 、 そ れ に 続く 1 文字 」 の 合計 2 文字 に よる 記述 方 法 で 、 そ の 2 
文字 で 特殊 な 1 文字 を 表現 し ます 。 


表 2-8 代表 的 な エス ケー ブシ ー ケ ンス 


王 革 引用 和 記 () 
IY |3M 人 0 


IW | 時 9 





中 い 
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な 、 な に これ ? どう し て こん な も の が 必要 な ん で すか ? 


「 引 用 符 記 号 」 や 「 金 額 」 を 画面 に 表示 と 
する と き な ど に 必要 に な る 記号 だ よ 。 いし ノ 


た と えば 「 私 の 好き な 記号 は 二 重 引用 符 () で す 」 と いう 文字 列 を 画面 に 表示 す 
る プロ グラ ム を 考え て み ま し ょ う 。 単純 に 考え て 次 の リス ト 2-2 の よう に 表記 し 
て し まう と 、 コ ン パ イル エラ ー に な っ て し まい ます 。 


と て の 部 分 だ けが 文字 列 と 見 な され る 





Java は 2 つの 二 重 引 用 待 に 囲ま れ た 部 分 を 文字 列 リ テラ ル と 見 な し ます 。 そ の 
た め り リス ト 2-2 の 3 行 目 で は 、 途 中 まで が 文字 列 と 解釈 され 、 最 後 の 「) で す "」 
は 文字 列 と は 見 な され ませ ん 。 よ っ て 、 こ の 部 分 が コン パイ ル エ ラー と な り ま す 。 


Java は 気 が き か な いな ぁ 。 途 中 の 「"」 は 文字 列 の 終わ り を 表す 
い S) 記号 じゃ な く て 、 画 面 に 出す 文字 と し て の 「"」 な の に …。 


この よう な 場合 、 エ スケ ー プ シー ケン ス を 用 いれ ば 、「 画 面 に 出す 文字 と し て 
の " で ある 」 こ と を Java に 対し て 伝え る こと が で きま す ( 図 2-2)。 

先ほど の プロ グラ ム は 、 リ スト 2-3 の よう に 改良 する こと で 期待 どおり に 動作 
し ます 。 


式 と 演算 子 


String msg = "私 の 好き な 記号 は "で す 。 " 
この 部 分 の み が 文学 列 と 見 な され て し まう 
マ w ァ で [コー 文字 の 代わ り WC な る 
String msg = "私 の 好き な 記号 は \" で す 。 " 


エス ケー ブ プ 刀 号 (Y) に より 途中 の 二 重 引用 符 も 図ら -2 文字 列 中 に 二 重 引 用 待 を 含め る に は 
の O 記 和 エス ケー プシ ー ケ ンス を 用 いる 


リス ト 2-3 エス ケー プシ ー ケ ンス を 用 いた 例 





| public class Main { 
2 public static void main(String[ ] args) { 
3 System.out.println(" 私 の 好き な 記号 は 二 重 引用 符 (\『) で す !) 


人 
) Y" に よっ て 二 重 引用 符 は 文字 と 見 な され る 


この コー ド を コン パイ ル し て 実行 する と 、 画 面 に は 次 の ゆ よ うに 表示 され ます 。 









金額 を 表示 する と き 、 た と えば 「\1200」 と 表示 し た い 場 合 は 、 
「\\1200」 と いう リテラ ル 表 記 を する こと で 正しく \ マー ク が 表 
示さ れる ん だ 。 










- 人 の 
ご ソ 


全 宇 短 リテラ ル 以 外 の オペ ラン ド 


式 の す オペランド と し て 利用 で きる の は リテラ ル の ほか に も 「 変 数 」「 定 数 」「 命 令 
の 実行 結果 」 な ど が あり ます 。 変数 や 定数 に つい て は 、 す で に 第 1 章 で 学習 し ま 
し た ね 。 ま た 「 命 令 の 実行 結果 」 に つい て は 、2.6 節 で 詳し く 紹介 し ます 。 

オペ ラン ド の 学習 は 、 ひ と まず ここ で 切り 上 げ 、 次 節 で は 「 ど の よう な 順番 で 
式 が 計算 され て いく か 」 を 学び まし ょ う 。 
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評価 の し くみ 


結 王 旨 世 評価 の 結果 


や 「a =3+(b+c)* 4 :」 の よう な 複雑 な 式 も 、Java は ちゃ ん と 実 
行 し て くれ る ん で すね 。 


そう だ よ 。 
Java が 、 ど の よう な 手順 で 式 を 計算 し て いる か を 説明 し よう 。 









外 
N プ 


Java が 式 に 従っ て 計算 処理 を する こと を 、 式 の 評価 (evaluation) と 呼び ます 。 
Java は 3 つの 単純 な 原則 に 従い な が ら 、 式 の 一 部 か ら 少 し ずつ 部 分 的 に 処理 し 
て ゆき 、 最 後に は 式 全体 の 計算 処理 が 完了 し ます 。 


評価 の 3 つの 原則 っ て 何で すか ? 
まず 最も 重要 な 「 評 価 結果 へ の 置換 の 原則 」 を 紹介 し よう 。 急 、 
これ は 必ず 理解 し て ほし い 。 いこ 


合 評価 結果 へ の 置換 の 原則 


演算 子 は 周囲 の オペ ラン ド の 情報 を 使っ て 計算 を 行い 、 そ れ ら オペ ラン ド 
を 巻き 込ん で 結果 に 化け る (置き 換わる )。 


式 と 演算 子 


た と えば 「1 + 5」 と いう 式 の 場合 、 十 演算 子 は オペ ラン ド 1 と 5 を 使い 、 そ れ 
らち を 足し た 計算 結果 「6」 に 化け ます 。 


1 る 5 
図 2-3 演算 子 は オペ ラン ド を と 
6 巻き 込ん で 結果 に 「 化 ける 」 思 


より 複雑 な 式 「1+ 5 - 3」 の 場合 に は 、 段 階 的 に 評価 が 行わ れ て いき ます 。 ま ず 
「1 + 5」 の 部 分 が 「6」 に 化け て 「6 - 3」 と いう 式 に 変形 され ます 。 そ れ が 処理 され 
た 結果 の 「3」 に 化け て 計算 は 終了 で す 。 


1+5-3 
_- 遇 
6 - 3 
TFT 図 e4 『1+ す 5-3j」 一 「@-d] 
3 ー「3」 と 変化 する 
仙人 先 順位 






式 に 複数 の 演算 子 が 含ま れる こと も ある と 思い ます が 、 ど の 部 分 
か ら 順 に 評価 し て いく ん で すか ? 左 の 演算 子 か ら 順 番 に か な ? 





/ 信 先 順位 の 原則 


式 に 演算 子 が 複数 ある 場合 は 、Java で 定め られ た 優先 順位 の 高い 演算 子 か 
ら 順 に 評価 され る 。 
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Java に は 多く の 演算 子 が あり ます が 、 そ れ ら に は 優先 順位 (15 段階 ) が 定め ら 
れ て いま す ( 優 先 順 位 は 次 人 節 で 解説 し ます )。 た と えば 「5 番目 に 優先 」 の 演算 子 
グル ー プ に 属し て いる 十 演算 子 よ り も 、「4 番目 に 優先 」 の グル ー プ に 届 す る * 注 
算 子 の ほう が 先 に 評価 され ます 。「1+ 5 *3」 と いう 式 が あれ ば 、 先 に 掛け 算 が 人 行 
われ る の で す 。 も し 、 式 の 中 で 「1 + 5」 の 評価 を 優先 し た い 場 合 は 、 丸 カッ コ 
「()」 を 使う こと で 評価 順位 を 引き 上 げ る こと が で きま す 。 


+ よ り * の ほう が 優先 順位 が ( ) で 囲ん だ 範囲 は 先 に 
高い 演算 子 な の で … 価 さ 
1 W 5 る 3 (の る 5)@ 2 
- 生 基 
昌 15 6 * 2 
_ 村 _ 村 
16 12 


ら -5 優先 度 が 高い 演算 子 か ら 評価 され る 


すべ て の 演算 子 の 優先 岩 位 を が ん ば っ て 覚え な きゃ ! 


いや 、 そ ん な 必要 は な いよ 。 プ ログ ラム を 書い て いれ ば 自然 
に 覚え られ る か ら 、 必 要 な と き に 調べ れ ば 十分 だ よ 。 


も し 「 同 じ 優先 順位 の 演算 子 」 が 2 つ 以 上 あっ た ら 、 
どっ ち が 優 先 さ れる ん で すか ? 





その ルー ル は 「 結 合 規 則 の 原則 」 で 決め られ て いる ん だ 。 


/ 本 合 規 則 の 原則 


式 の 中 に 同じ 優先 順位 ダル ー プ に 層 す る 演算 子 が 複数 ある 場合 、 演 算 子 ご 
と に 決め られ た 「 方 向 」 か ら 順 に 評価 ざれ る 。 


すべ て の 演算 子 に は 、 だ か ら 評 価 を する か 、 ま た は 右 か ら 評 価 を する か と いう 
「 方 向 」 が 結合 規則 と し て 定め られ て いま す 。 た と えば 十 演算 子 は 左 か ら 右 へ 評価 
し ます の で 「10+5+2」 は 次 の よう に な り ま す 。 


①「10 + 5」 を 評価 し て 結果 は 「15」。 
②③「15 + 2」 を 評価 し て 結果 は 「17」。 


一 方 、= 演 算 子 は 右 か ら 左 へ 評価 し ます の で 「a = b = 10」 と いう 式 の 場合 は 次 
の よう に な り ま す 。 


①④ 最 も 右 の = 演算 子 に 関す る 「b = 10」 が 評価 され 、b に 10 が 代入 され た 結果 、 
式 自体 は 「10」 に 化け る 。 
③ 次 に 「a = 10」 が 評価 され 、a に 10 が 代入 され る 。 


10 る らち あぁ 2 agb 人 810 
還 攻 、 _- 村 
15 固 10 
_- 村 EE、 
ます 10 


図ら -6 結合 規則 に 従っ て 評価 され る 


会 それ ぞ れ の 演算 子 に 定め られ て いる 「 優 先 順位 」 と 
に 「 結 合 規則 」 に つい て は 次 節 で 紹介 し よう 。 


いい) 
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演算 子 


+ や * と いっ た 演算 子 が 出 て きま し た が 、 他 に は どん な 演算 子 
が ある ん で すか ? 
Java に は 多く の 演算 子 が 定め られ て いる よ 。 , 
その 中 か ら 代 表 的 な も の を 紹介 し て いこ う 。 いし / 


結 芝 年 記 算術 演算 子 


左 有 の 数 値 オ パラ ンド を 使っ て 四則 計算 を 行う た め の 演算 子 は 、 算 術 演算 子 と 
総称 され て いま す 。 以下 の 5 つ を 覚え て お きま し ょ う 。 
表 2-3 代表 的 な 算術 演算 子 


20 gm 5 
CE 


っ 右 
除算 (割り算 ) 32/2 っ 156 
(※ 束 数 演算 で は 商 ) 高 (④ 972 つ 4 
割り 算 の 余り ) 
注意 が 必要 な の は 除算 演算 子 ( の で す 。 こ の 演算 子 は 割り 算 を 行う も の で す が 、 


整数 同士 の 割り 算 に 用 いる と 「 商 」 を 計算 し ます 。「9 / 2」 が 4 と 評価 され て し ま 
う の が 困る 場合 は 、「9.0 / 2j」 の よう に どちら か の オペ ラン ド を 小数 に し ます 。 


に 除算 演算 子 の 落と し 穴 に は 十分 、 注 意 し て ほし い 。 


|. 
| ・ egm |] mW | を al sms 
Ls | 


式 と 演算 子 


因 芝 正基 文字 列 結 合 演算 子 


左右 の 文字 列 オ ペラ ンド を 結合 し て 1 つの 文字 列 に する 演算 子 で す 。 加算 演 
算 子 と 同じ 土 記号 を 使い ます 。 
表 ら -4 文字 列 結合 注 算 子 





“て こん"+ "に ち は " っ" こんにちは“ 
これ も 第 1 章 か ら 使 っ て きた 演算 子 で す よ ね ? 


そう だ ね 。 た だ し 、 文 字 列 以 外 と の 結合 に つい て は 少し 注意 し 
点 が ある か ら 、2.5.4 項 で 詳し く 説 明 す る よ 。 いと 





千 正 動 代入 演算 子 


右 オ ペラ ンド の 内 容 を 左 オ ペラ ンド の 変数 に 代入 する 演算 子 で す 。 洒 算 や 結合 
を 行い な が ら 代 入 を 行う も の も あり ます 。 い ずれ も 優先 順位 が 最低 な の で 「 代 入 
は 基本 的 に 最後 に 行わ れる 」 と 覚え て お け ば よい で し ょ う 。 

表 ら -5 代表 的 な 代入 演算 子 


| = | 妨 を 左辺 に 代入 最低 (15) a=10 つ a( 中 身 は 10) 
左辺 と 右辺 を 加算 し て a+=2 つ a 

ak (a ぉ =a+ 2 と 同じ ) 

左辺 か ら 右辺 を 減算 し a=2 っ 3 

| 議 EN ( ぉ =a- 2 と 同じ ) 

左辺 と 右辺 を 乗算 し a=2 つ 。 


左辺 と 右辺 を 除算 し a/=2 っ a 
た 本 a=a/2 と 同じ ) 
_ | を と 右辺 を 除算 し 、 最低 (15) a%= 2 >a 
その 余り を 左辺 に 代入 ( ぉ =a%2 と 同じ ) 
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た と えば 変数 a の 内 容 を 3 増やし a に 2 が 格納 され て いる と する と … 
た い 場 合 は 「a+= 3」 と 「a=a+3」 の 2 の > 
種類 の 書き 方 が あり 、 ど ちら を 用 いて a リ = a『 ぽ 3 
も 構い ませ ん 。 
2 
8 5 
5 
a 


図 8-7 「a= ニ a+3] の 評価 の 流れ 


「a=a+ 3」 と いう 数 式 に 少し 違和感 が ある けど 、 


評価 の 流れ を 考え れ ば 納得 で きる ね 。 





結 密 足 弄 イン クリ メン ト ・ デ クリ メン ト 演 算 子 

前 節 で 紹介 し た よう に 、 変 数 a の 内 容 を 3 増やし た い 場合 に は 「a =a+ 3」、 あ 
る い は 「a+= 3」 と 書く こと が で きま す 。 し か し 、3 で は な く 1 だ け 増 や し た り 減 
らし た りす る 場合 に は 、 さ ら に 便利 な 記述 方 法 が 準備 それ て いま す 。 
表 G-B イン クリ メン ト ・ デ クリ メン ト 演 算 子 


a++ キ つ a 
(a=a+1 や a+=1 と 同じ ) 
aa 

(a=a-1 や 』-=1 と 同じ ) 





リス ト 2-4 イン クリ メン ト と デ ク リ メン ト 








| public class Main ( 

っ public static void main(String[] args) [ 
3 int aj 

4 a = 100: 
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] 


@++』 a の 内 容 が 1 増え る 


6 System.out .print1n(a) : 
9) 
に 


四 


この 演算 子 は 左右 両方 に は オペ ラン ド を 持た な いん で すね 。 


そう だ ね 。1 つ し か オペ ラン ド を 持た な い 演算 子 は 、 
ほか に も あっ て 「 単 項 演算 子 」 と 総称 され て いる よ 。 





+ 十 や -- は 、 ほ か の 演算 子 と 一 緒 に 使わ な い ! 
イン クリ メン ト ・ デ クリ メン ト 演 算 子 は 「++a」 の よう に オペ ラン ド の 前 
に 付け る こと も で きま す 。 前 また は 後 、 ど ちら の 表記 法 を 利用 し て も 変 
数 a の 中 身 が 1 増え る こと に は 違い あり ませ ん 。 し か し 、 ほ か の 演算 
子 と 一 緒 に 利用 する と ++a と a++ で は 微妙 な 違い が 生じ ます 。 


public class Main [ 
public static void main(String[] args) ( 
int a = 10: 
int b = 10: 
System.out .println(++a + 50): 
System.out.print]1n(b++ + 50) 
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変数 a も 変数 b も 初期 値 は 10 で す 。 こ れ に 1 を 足し 、50 を 加え た 
値 を 表示 する よう 指示 し て いま す が 、 結 果 が 異な っ て いる 点 に 注意 し て 
くだ さい 。 こ の 動作 の 違い を 理解 する た め に 、5 行 目 と 6 行 目 が 次 の よ 
うに 実行 され る か を 見 て み ま し ょ う 。 


人 @ 5 行 目 の 実 行 の され 方 
① 変 数 a の 値 が 1 増え る 。 


②④ そ れ に 50 を 加え た も の が 画面 に 表示 され る 。 


人 @ 6 行 目 の 実行 の され 方 
ぐ ① 変 数 b に 50 を 加え た も の が 画面 に 表示 され る 。 
② 変 数 b の 値 が 1 増え る 。 


この よう に 他 の 演算 と 組み 合わ せ た 場 合 、 インクリメント ・ デ クリ メ 
ント 党 算 子 が オペ ラン ド の 前 に ある か 後に ある か で 「1 増え る (1 減ら す ) 
タイ ミン グ 」 が 変わ っ て きま す 。 そ の た め 、 こ れ を ほか の 演算 子 と 一 緒 
に 使う と 不要 な バグ の 原因 に な り ま す 。 特別 な 理由 が な い 限 り 、 リ スト 
2-4 の よう に 単独 で 使う よう に 心がけ まし ょ う 。 





式 と 演算 子 


型 の 変換 


細 三 則 剛 3 種類 の 型 変換 








演算 子 の 型 っ て 「 い いか げん 」 な の か な っ て 思う ん で すけ ど …。 


確か に …。 整数 を double 型 変数 に 代入 で きち ゃ う 


し 、「 文 字 列 と 数 字 」 を + で 結合 で きち ゃ うし …。 


人 これ は 式 評価 の 過程 で 「 型 変換 」 と いう し くみ が 

ジノ 働い て くれ て いる お か げ な ん だ 。 

前 節 で 学ん だ 演算 子 の 多く は 、 原 則 と し て 左右 の オペ ラン ド が 同じ 型 で ある こ 
と を 要求 し ます 。 し か し 、 実際 に は 「 違 う 型 に 代入 」 や 「 違 う 型 同士 で 計算 」 を さ 
せ て も 文法 エラ ー に な ら な いこ と が あり ます 。 そ の た め Java は 型 に つい て 「 い 
いか げん 」 に 解釈 し て 動い て くれ て いる よう に 感じ る こと も ある で し ょ う 。 


double d = 3: double 型 変数 に int 型 の 3 を 代入 で き て し まう 
String Ss = ! リ ベスト 『 + コ 3」 String 型 と int 型 を 連結 で き て し まう 


この よう な 記述 が エラ ー に な ら な い の は 、Java が 式 を 評価 する 過程 で 自動 的 に 
型 を 変換 し て いる か ら で す 。Java に は 型 を 変換 する し くみ が 3 つ 備 わっ て いて 、 
特に 次 の D と ③ は プロ グラ マ が 気 に し な く て も 自動 的 に 機能 し ます 。 


①④ 代 入 時 の 自動 型 変換 
③④ 明示 的 な 型 変換 
③ 演 算 時 の 自動 型 変換 


次 項 か ら 型 変換 の し くみ に つい て 1 つ ず つ 紹 介し て いき ます 。 
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仁王 重 代入 時 の 自動 型 変換 


第 1 章 の 変数 の 解説 で 触れ た よう に 、 あ る 型 で 宣言 され た 変数 に は 、 そ の 型 
の 値 し か 代入 で きま せん (1.3.1 項 )。int 型 変数 に は int 型 の 整数 だ け 、String 型 
の 変数 に は String 型 の 文字 列 だ けし か 代入 で き な い 、 こ れ が 原則 で す 。 


int ade: < く < int 型 >> 
99e 
O age =23: O ン に < 
2 age=3.2: 23 X 
XX age = "ヒミツ ツ int 型 リテラ ル 山 ヒ 6 MT 
~ー 
3 2 String 型 リテラ ル 


図 8-8 変数 の 型 と 値 の 型 が 一 致し な いと 代入 で き な い double 型 リテラ ル 





た と えば long 型 の 値 は int 型 変数 に は 代入 で き な い 。 
数 字 が 大 きす ぎ て 、 箱 に 入り きれ な いか も し れ な いし ね 。 








人 
い に プ 


で も 先輩 、 逆 に int 型 の 値 を long 型 変数 に 入れ る の は 、int より 
も Iong の 箱 の ほう が 大 きい か ら 実 害 な いん じゃ な いで し ょ うか ? 





いい こと に 気づい た ね 。 そ の と お り だ よ 。 


Java の 数 値 型 は 次 の 図 2-9 の よう に 意味 的 な 大 小関 係 が 定め られ て いま す 。 
そし て 、「 小 さ な 型 」 の 値 を 「 大 き な 型 」 の 変数 に 代入 する 場合 に 限っ て 、 値 が 自 
動 的 に 箱 の 型 に 変換 され て 代入 され ます 。 

この し くみ が ある た め 、 リ スト 2-5 の よう な 代 人 は コン パイ ル エ ラー に な り ま 
せん 。 














司 り ほ き 


<<byte 型 >> <<short 型 >> 





に - 財 


図ら -9 各 数 値 型 の 意味 的 な 大 小関 係 


リス ト 2-5 値 よ り 大 き な 型 の 変数 に 代入 


] public class Main { 
2 public static void main(String[] args) { 

3 foatfs3: 

5 System.out .println(f) 

6 System.out .println(d) : 

が 

8 1 


リス ト 2-.5 の 3 行 目 で は 、 リ テラ ル の 3(Gint 型 ) は 3.0F (float 型 ) に 自動 的 に 
変換 され て 変数 f に 代入 され て いま す 。 同様 に 4 行 目 も 、float 型 の 変数 f が 
double 型 に 変換 され て か らち 変数 d に 代入 され ます 。 


式 と 演算 子 


077 


第 1 部 よう こそ Java の 世界 へ 


078 


《 代入 時 の 自動 弄 変 換 


意味 的 に 「 小 さ な 型 」 の 値 を 「 大 き な 型 」 の 箱 に 代入 する 場合 、 代 入 さ れる 
値 が 代入 先 の 変数 の 型 に 自動 的 に 変換 され て か ら 代 入 が 行わ れる 。 


な る ほど 、 代 入 先 に あわ せ て 姿 を 変え る と いう 感じ で すね 。 
「 郷 に 入っ て は 郷 に 従え 」 と いう と ころ で し ょ うか が 。 





逆 に 「 大 き な 型 」 の 値 を 「 小 さ な 型 」 の 変数 に 代 人 人 する こと は 原則 と し て で きま せ 
ん 。 箱 に 入り きら な い 可 能 性 が ある か ら で す 。 リス ト 2-6 を コン パイ ル す る と 、「 精 
度 が 落ち て いる 可能 性 」 と いう 文法 エラ ー が 表示 され て コン パイ ル は 失敗 し ます 。 


リス ト 2-6 デー タ よ り 小 さ な 型 の 変数 に 代入 (エラー) 








| public class Main { JR 
2 publioc static void main(String[] args) { 


int 1 = 3.2: 小数 点 以下 は どう な っ ちゃ う の ? 


2 


4 
5 ] 


た だ し 、byte 型 や short 型 の 変数 に 数 値 リ テラ ル 値 を 代入 で き な い と 困る た め 、 
「byte b = 3:」 の よう に int 型 リ テラ ル を byte 型 や short 型 の 変数 に 対し て 実害 が 
な い 範 囲 で 単純 代入 する こと だ け は 例外 的 に 認め られ て いま す 。 こ の 例外 を 含め 、 
ここ まで 学ん だ 代入 が 可能 か どう か を 一 覧 表 に まとめ た も の が 図 2-10 で す 。 


図ら 2-10 数 値 型 に 関す る 代入 の 可否 





式 と 演算 子 


整数 型 と し て の char 


char 型 は 文字 を 扱う 型 で す が 、 内 部 的 に は 0 65535 の 範囲 の 数 値 
と し て 情報 を 管理 し て いま す 。 厳密 に は int や short な どの よう な 整数 


型 の 一 種 で ある た め 算 術 演算 も 行え ます し 、 型 変換 も 行わ れ ま す 。 し か 
し 、 一 部 の 用 途 を 除い て char 型 を 数 値 と し て 利用 する こと は ほとん ど 
な いた め 、 本 書 で は 「 数 値 型 と し て の char 型 の 取り 扱い 方 」 に つい て の 
説明 は 割愛 し まし た 。 





還 王 和 E 動 強制 的 な 型 変換 


すでに 説明 し た よう に 「 大 き な 型 」 の 値 を 「 小 さ な 型 」 の 変数 に 代入 する こと は 
原則 と し て で きま せん 。 し か し 、 そ れ を 強制 的 に 行う 方 法 が あり ます 。 プ ログ ラ 
マ が 明示 的 に 、「 小 さ な 型 に 変換 し て 押し 込め ! 」 と 指示 を すれ ば Java は 変換 と 
代入 を 強行 し ます 。 


リス ト 2-7 強制 的 な 弄 変 換 








| public class Main { 
3 puplic static void main(8tring[] args) [ 

3 int age = (1nt) 3.2: 

4 System.out .print1n (age) : 

5 

9 3.2 を int に 型 変換 し て 代入 せよ ! 


3.2 と いう double 型 リ テラ ル の 前 に 記述 され た 「(int)」 が 強制 的 な 型 変換 を 指 
示す る キャ スト 演算 子 (cast operator) で す 。 
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POPUTONUKEELLLUEKLUUULLSLULLASLSUULLAULLKUCULUUULLCLULSUULEUUULEUULLUCLUUCELLPDULSLSSLLLLLLSLCULCLLLLLL 


ク キャ スト に よる 強制 的 な 弄 変 換 
( 変換 先 の 型 名 ) 式 


大 丈夫 な ん で すか ? そん な こと し て 。 
も ちろ ん 大 丈夫 じゃ な い 。 代償 を 払う 必要 が ある よ 。 (人 き 


キャ スト 演算 子 は 、 元 の デー タ の 一 部 を 失っ て も デー タ を 強制 的 に 変換 し よう 
と し ます 。 「 子 ども 用 の 小さ な お 弁当 箱 に 、36cm の 大 判 ビ ザ を 無理 矢 理詰め 込む 」 
よう な も の で すか ら 、 人 入り ぎれ な い 部 分 (情報 ) は は み 出 て し まい ます 。 

は み 出 た 部 分 は 捨て られ て し まい 、 情 報 の 欠損 が 発生 し ます 。 先 ほど の リス ト 
2-7 で は 、「3.2」 を 強引 に int 型 へ 変換 し た た め に 小数 点 以下 の 情報 が 失わ れ て し 


まい まし た 。 
。 く < int 型 >> 
age 
(@) a0e 23: O プ No 
XX age =3.2: 23 X 3 
@⑥) ade = (int)3.2: Int 型 リテラ ル で 
に 5 吉 。 


図ら -11 強制 的 な 型 変 換 に よる 代入 double 型 リテラ ル double 型 リテラ ル 


キャ スト は 乱暴 な 道具 な の で 利用 に 代償 を 伴い ます 。 キ ャ スト を 用 いて も 変換 
で き な い 型 の 組み 合わ せ も 存在 し ます し 、 デ ー タ の 欠損 が 不具 合 に つなが る こと 
も あり ます 。 最 終 手 段 と し て 、 ど うし て も 必要 な 場合 も ちり ます が 、 よ ほど の 理 
由 が な い 限 り 使わ な いと 覚え て お いて くだ さい 。 


式 と 演算 子 


結 二 贅 重 演算 時 の 自動 型 変換 


@) それ で は 、 最 後に 3 つ 目 の 型 変換 の し くみ を 説明 し よう 。 


代入 だ け で は な く 人 算術 湾 算 子 な ど に よっ て 計算 が 行わ れる 場合 も 「 左 右 の オペ 
ラン ド は 同一 の 聖 」 が 原則 で す 。 た と えば 除算 演算 子 () に よる 割り 算 の よう す 
を 見 て み ま し ょ う 。 


全 Q 


5 ⑯ 2 5.0 7 20 
2 2.5 


図ら -12 同じ 型 同 士 で 演算 を 行っ た 場合 


doubks 奏 int 到 
算術 演算 の 結果 は 、 計 算 で 使用 され た オ 5.0 / 2 
ペラ ンド の 型 と な り ま す 。 つ まり 、inr 型 同 = 
土 で 計算 し た 場合 は int 型 の 結果 、double aa 
型 同士 で 計算 し た 場合 は double 型 の 結果 に 5. り 2 2.0 
な り ま す 。 - 載 
で は 、 異 な る 型 で 演算 を 行っ た 場合 は どう 2.5 
な る で し ょ うか ? その 場合 に は 「 意 味 的 に 大 Eo 


き な 型 」 に 統一 され て か ら 演算 が 行わ れ ま す 。 図ら -13 異な る 型 同士 で 演算 を し た 場合 


数 休 弄 同士 の 演算 時 型 変換 の ルー ル 


・ 片 方 の オペ ベラ ンド が double な ら 、 他 方 を double に 型 変 換 し て 揃え る 。 
・ 片 方 の オペ ベラ ンド が float な ら 、 他 方 を float に 型 変換 し て 揃え る 。 

・ 片 方 の オペ ラン ド が Iong な ら 、 他 方 を Iong に 型 変換 し て 揃え る 。 

・ 片 方 の オペ ラン ド が int な ら 、 他 方 を int に 型 変換 し て 揃え る 。 

・short や byte の オペ ラン ド は int に 型 変換 され る 。 
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へ 代入 に し て も 演算 に し て も 、Java は きっ ちり と 
人 ゆ 型 を 揃え て か ら 処 理 す る ん で すね 。 


そう だ よ 。 実際 に 演算 時 に 型 変換 を 行う 





、 
サン ブル も 見 て お こう か 。 トッ プ 


リス ト 2-8 異な る 型 同士 の 算術 演算 


1 public class Main { 
っ publio static void main(String[] args) { 

masas 7 
4 1omg1s5+2 
5 System.out .println (di) : 

6 System.out.print1n(1) 


2 3 


8 } 










「int と long」 の よう に 数 値 型 同士 の 演算 で な く 、「int と String」 
< 一 の よう に 「 数 値 型 と 文字 型 」 の 組み 合わ せ で も 、 別 の ルー ル で 自 
ご | 0 に 吾 か 交換 され る 。 とれ も 紹介 し て お と う 。 


オペ ラン ド が 数 値 型 と String 型 の 場合 は 、 次 の よう な 型 変換 が 自動 的 に 行わ 
れ ま す 。 


POOUOFPTTPTTYTYPTTTTYYTPTTTYTYPYRTETTTTPYYTTETYEPYRREEPREEPTYRTEPEETTTEYETETTET 


文字 別宮 む 演算 時 型 変換 
片方 の オペ ラン ド が String な ら 、 他 方 も String に 変換 し て 連結 する 。 


POUEPTCCCUTTPONTTPUTPULUTELUUUUELLLUCLULLUELLULLLLULLLCCCLLUCLELLLCCLUULSCLSCELSSSCELSLSEELCCSCLG 


式 と 演算 子 


リス ト 2-9 文字 列 の 連結 





| public class Main { 

2 publio static void main(8tying[] args) [ 

3 String msg = "私 の 年 齢 は " + 23, 
4 System.out.print1n (msg) : 

SS 

6 ] 


人 お めで と う 、 こ れ で 「G③ 計 算 の 文 」 は すべ て マス ター し た よ 。 
\g ノ 最後 の 「③ 命 令 実行 の 文 」 に 進 も う 。 


Java 言 語 仕様 を の ぞい て みよ う 
本 書 で は 初め て Java を 学ぶ 人 に も わか りや すい よう に 文 を 3 種類 に 


分 類 し て 解説 し て いま す 。 し か し 、Java に お ける 文 の 厳密 な 分 類 は と 
て も 複雑 で す 。 Java の 正式 な 決ま り は 「Java 言語 仕様 (The Java 
Language Specification)」 に まとめ られ て いま す 。 書籍 や Web サイ ト で 
閲覧 で きま す の で 、 ぜ ひ 参 照 し て くだ さい 。 
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凍 令 実行 の 文 


人 基 剛 命令 実行 の 文 と は 


「② 計 算 の 文 」 は 演算 子 と か 型 変換 と か 、 





た く さん 出 て き て 結構 、 複雑 で し た …。 


お 疲れ さま 。 で も 喜ん で ほし い 。 最 後 の 1 つ 、 
「③ 命 人 実行 の 文 」 は と て も カン タン で 、 し か も 楽し いよ 。| いも ノ 


ここ で 図 1-14 〈p.43) を 、 も う 一 度 見 て くだ さい 。 こ こま で Java に お ける 3 
種類 の 文 の うち 2 種類 を 解説 し て きま し た 。 最 後に 残っ て いる の は 「③ 命 令 実 行 
の 文 」 で す 。 

命令 実行 の 文 は Java が 準備 し て くれ て いる さま ざま な 命令 を 呼び 出す た め の 
文 で す 。 こ の 文 を 使え ば 、「 足 し 算 」 や 「 代 入 」 よ り 、 ず っ と 高度 な 処理 を コン ピュ ー 
タ に 行わ せる こと が で きま す 。 最 も 代表 的 な も の と し て 、 お な じみ の 「System. 
out.printin」 が あり ます 。 


リス ト 2-10 命令 (画面 出力 ) 実行 の 文 
pub1ic class Main { 


public static void main(String[] args) { 


String name = "すがわら !『: ① 変 数 宣言 の 文 
String messaqei 


1 
ぅ 
3 
4 
5 message = name + "さん 、 RG 
6 System.out .print1n (messade) : 
| 

8 』 
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ちな み に 、 リ スト 2-10 は 5 行 目 と 6 行 目 を 1 つの 文 に まとめ て 、 写 
「System.out.printIn(name+" さん 、 こ ん に ち は "):」 に も で きる 。 


命令 実行 の 文 の 中 で 式 を 使う こと も で きる ん で すね 。 


命令 実行 の 文 は 、 未 尾 に 丸 カッ コ で 囲ま れ た 部 分 が 登場 する の が 特徴 で す 。 





PCDECEPCUTPCCCEPPHPPUEEPPHPPPHEPEPEEEEPLPIHUTTEPUEPUEEEPIPEPTTPEPPEETEEPEEEEETEEETEYEPTED 


PEECCPTPCTTTPTPPTTPTTPTPPPPPPTTPPPPTHTTTTTTPPPHHTTPPTPTPPPETTFPTPTPTPPTPPPPPPHEPPTTTPPEEETPTPTTEEPPTTT 


カッ コ の 中 に 記述 する も の は 引数 や パラ メー タ と 呼ば れる も の で 、 そ の 命令 を 
呼び 出す に あたっ て 必要 と な る 追加 情報 で す 。 System.outprintin() で あれ ば 、「 何 
を 画面 に 表示 する か 」 と いう 情報 を 引数 で 指定 し ます 。 

Java で 利用 で きる 命令 は System.outprintln() 以外 に も 数 多く あり ます が 、 引 
数 を 2 つ 指 定 す る も の や 、1 つも 指定 し な く て も よい も の な ど 、 そ れ ぞ れ 引 数 の 
種類 や 数 が 異な り ま す 。 


( ほか に は どん な 命令 が ある ん で すか ? 
ご) 一 玩 で ゲー ム が 作れ ちゃ う よ う な 命令 と か ある ん で すか ? ! 
まぁ まぁ 落ち 着い て 。 少 し ずつ 紹介 し て いく か ら 、 | 区 
Ds 
楽し み に し て いて ほし い 。 いこ ンプ 


使え る 命令 が System.out.printin() だ け で は 楽し く あ り ま せん ね 。Java に は 「 音 
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を 鳴ら す 」「 フ ァイル に 書き 込む 」「 キ ー ボ ー ド か ら 入 力 を 受け 付け る 」「 プ リン タ 
に 文字 を 印刷 する 」「 ネ ットワーク で 通信 を 行う 」 な ど 、 数 多く の 命令 が 準備 され 
て いま す 。 し か し 、 現 時 点 の 私 た ち に は 、 そ れ ら すべ て を 使い こなす こと は 難し 
い の で 、 次 項 以降 で は 使い や すい 命令 を 少し ずつ 紹介 し て いき ます 。 

な お 、 紹 介し た 命令 に つい て 書き 方 を 丸 噌 記す る 必要 は あり ませ ん 。 後 か ら 使 
いた く な っ た と き に 「 そ うい えば こう いう 命令 が あっ た は ず 」 と 思い 出し て 本 書 
を 読み 返せ ば 大 丈夫 で す 。 気楽 に 読み 進め て くだ さい 。 


結 式 王 動 画面 に 文字 を 表示 する 命令 


まず は 基礎 中 の 基礎 、 画 面 に 文字 を 表示 する 命令 か らい こう 。 


い / System.out.printIn() と 似 た 命令 を も う 1 つ 紹 介し よう 。 





ク 改行 せ すず に 画面 に 文字 を 表示 する 
8ystem.out.print( ① ) 』 


※① は 画面 に 表示 し た い 値 や 式 


POUTPUTUUUUUULUUUDUUUPUUUUUUULUUUUUULUUUULULUUULLUUUUULULUULLULUULUUULLULLULULLUULUUULULULUULUUUUUULULLLLULLU 


System.outprintIn() 命令 と よく 似 て いる 命令 に System.outprint() 命令 が あり 
ます 。 こ の 命令 は 画面 に D の 内 容 を 表示 し ます が 、 表 示 後に 改行 し ませ ん 。 こ の 
た め 、 連 続 し て 呼び 出す と 表示 内 容 が 連続 し て 表示 され ます 。 


リス ト 2-11 改行 な し 画面 出力 の 命令 


| public class Main ( 
2 publie static void main(String[] args) 【 

3 String name = "すがわら 『: 

4 System.out.print(! 私 の 名 前 は !) : 

5 System.out .print (name) : 


ビー 


System.out .print ("で す !) : 


] 
] 
実行 結果 草 | 
私 の 名 前 は すがわら で す 


還 二 E 重 大 きい ほう の 数 字 を 代入 する 命令 


人 ク ら つの 値 を 比較 し て 大 きい ほう の 数 字 を 代入 する 


intm=Math.max ( ①,② )』 
※① お よび ② は 比較 し た い 値 や 式 


Math.max() 命令 は 、2 つの 引数 を 指定 し て 呼び 出す 命令 で す 。 引 数 と し て 与 
えた ① と ② の うち 、 大 き な ほ う の 値 が m に 代 人 され ます 。 な お 、 解 説 の 都合 で 
変数 名 と し て m を 使っ て いま す が 、 ほ か の 変数 名 で も 構い ませ ん 。 


リス ト 2-12 大 きい ほう の 数 字 を 選択 させ る 命令 





public class Main { LManJay | 
public static void main(String[] args) { 
in も a = 5: 
int b = 3: 
int m = Math.max(a, D) : 
System.out.println(* 比 較 実 験 *"+ 
a+ "とり +b+『 と で 大 きい ほう は …" + m ): 
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「Math.max( 5.3 ) 」 の 結果 が 5 に た っ て いる ん で すね 。 
「Math.max ( 5.3 )」 が 5 に 化け る …。 こ とれ 、「 評 価 」 で すか ? 
鋭い ね 。 実 は 「 命 令 の 実行 」 も 式 の 一 種 な ん だ 。 


結 王 重 文字 列 を 数 字 に 変換 する 命令 


ク 文字 列 を 数 字 に 変換 する 


int n = Integer.par8eTnt ( ① ): 
※① は 数 字 と し て 解 羽 させ た い 文字 列 (23* な ど ) 


PUUUUUUUUTPUUULUUUUUULULUUUUUUUUUUUULUUUULUUUULLLUUUUUUUUULULULUUUUUUUUULUULLULULUUULLUUUUULULUULUUUUDLLULLLULLLN 


た と えば String 型 変数 に 入っ て いる "10" は 文字 列 な の で 、 そ の まま で は 四則 
演算 が で きま せん 。 文字 列 の "10" を 数 字 の 10 に 変換 し て 計算 を 行い た い 場合 に 
は 、 こ の 命令 を 使っ て くだ さい 。 

命令 の ① に 「 整 数 と し て 読む こと が で きる 」 文 字 列 が 入っ た String 型 の 変数 や や 
リテラ ル を 指定 する と 、imt 型 の 整数 に 変換 し て n に 代入 し て くれ ます 。 





式 と 演算 子 












も し に 「 こ ん に ち は 」 の よう な 「 数 字 で は な い 文字 列 」 を 指定 す 
る と 、 プ ログ ラム 実行 中 に エラ ー が 起き て 異常 終了 する か ら 気 
を つけ て ほし い 。 


- 多 
め 


乱数 を 生み 出し て 代入 する 命令 


湊 く ん が 大 好き な ゲー ム に 不可 欠 な の が 乱 数 だ 。 


コン ピュ ー タ の 中 に 入っ て いる サイ コロ みた いな も の よ 。 
毎回 ラン ダム に 違う 値 が 取り 出せ る の 。 


OUUULUUUUUUULUUUUUMUUUULUUULUUUULUUUUUUUUMMUULULUUUULULUUUULUULUUULULULUULLUULUULLULULUULLLLULLUULLLLULLLUULUUULLLLLULULLLLLLULLU 


人 eeats 


int r = new ]ava.util.Random() .nextInt ( ① ) 
※① は 発生 させ る 矯 の 上 限 値 (指定 値 自体 を 含ま な い ) 
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① に 1 以上 の 整数 を 指定 し て この 命令 を 呼び 出す と 、0 以上 か つ ③ で 指定 し た 
数 字 未 満 の ラン ダム な 整数 が r に 代 人 され ます 。 r に 何 が 代入 され る か は 実行 する 
まで わか り ま せん 。 ① に 10 を 指定 する と r に は 0 一 9 の いずれ か が 代入 され ます 。 


リス ト 2-14 ラン ダム な 数 を 生成 する 命令 


1 public class Main { 
う publie static void main(String[] args) { 

3 int ェ = new ]ava.uti1 .Random () .nextTnt (90) : 

4 System.out.print1n(* あ な た は た ぶん 、! + ェ ェ 『 歳 で すね ? リ | : 

5 

6 ] 
実行 結果 


あな た は た ぶん 、31 央 で すね ? 
細 王 天天 キー ボー ド か ら 1 行 の 入力 を 受け 取る 命令 


アパ あと ゲー ム 作り に 必要 な の は 「 キ ー ボ ー ド か ら 
に 文字 を 入力 する 」 命 令 だ ね 。 






ウ ク キー ボー ド か ら 1 行 の 文字 列 の 入力 を 受け 付け る 


String input = new ]ava.uti].8canner ( System.in ). 
nextiine () 


ウ ク キー ボー ド か ら 1 つの 整数 の 入力 を 受け 付け る 


int input = new ]ava,uti].Scanner ( System.in ). 
nextTnt (): 


式 と 演算 子 


これ ら の 文 を 実行 する と 、 プ ログ ラム は 一 時 停止 状態 に な り 、 利 用 者 が キー ボー 
ド か ら 文 字 を 入力 で きる よう に な り ま す 。 そ し て 、 利 用 者 が 文字 列 を キー ボー ド 
入力 し て Enter キー を 押す と 、 そ の 内 容 が 変数 input に 代入 され ます 。 
nextLine() は 文字 列 を 、nextInt() は 数 字 の 入力 を 受け 取る た め に 使い ます 。 還 


リス ト 2-15 キー ボー ド か ら 入 力 を 受け 付け る 命令 


| public class Main { 
2 pnublic static void main(8tring[] args) { 

3 System.out.print1n(" あ な た の 名 前 を 入力 し て くだ さい 。『) 

4 String name = new ]ava.uti] Scanner {System.in) .nextLine () : 

5 System.out.println(" あ な た の 年 齢 を 入力 し て くだ さい 。『) : 

6 int a9e = new ]ava.uti] .8canner(System.1n) .nextTnt () , 

7 System.out .println 


("よう こそ 、" + age +『 歳 の" + name + "さん 」 





ri デデデ Tr | 


も う キ ー ボ ー ド 入力 も 、 乱 数 生成 も で きる よう に な り ま し た 。 
上 手 に 組み 合わ せ た ら 、 簡 単 占 い ゲ ー ム と か 作れ ます ね 。 


人 ム これ まで 習っ た 命令 ・ 式 ・ 演 算 子 を 使っ て 、 ぜ ひ 自 分 な り に 
ジノ プロ グラ ム を 書い て ほし い 。 そ れ が 上 達 の 近道 だ か ら ね 。 
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第 ら 草 の ま と め 


この 章 で は 、 次 の よう な こと を 学び まし た 。 


式 


・ 式 は 演算 子 と オペ ラン ド で 構成 され て いる 。 

・ リテラ ル に も 型 が あり 記述 方 法 で 決定 され る 。 

・ 演算 子 が 評価 され る と 、 そ の 演算 子 と オペ ラン ド は 結果 に 化け る 。 
・ 演算 子 は 優先 順位 と 結合 規則 に 従い 評価 され る 。 


・ 大 きい 変数 に 小さ な デー タ を 代入 する 際 、 自 動 的 に 型 が 変換 され 代入 され る 。 
・ 小さ な 変数 に 大 き な デ ー タ を 代入 する 際 、 キ ャ スト を 行う こと で 代入 で きる 。 
・ 式 の 評価 時 、 大 き な デ ー タ に 揃え る よう 自動 的 に 型 が 変換 され る 。 


命令 の 実行 
・ Java に 用 意 さ れ て いる 、 さ ま ざ ま な 命令 を 実行 する こと が で きる 。 


式 と 演算 子 


練習 問題 





六 半 きす ニー ドー ドド ーー トー 
次 の よう な プロ グラ ム が あり ます 。 





この プロ グラ ム を 実行 する と 以下 の 結果 が 表示 され ます 。 





「x+y は 15」 と 表示 させ た い の で す が 、 意 図 ど お り に 動き ませ ん 。 正 し く 動 作 
する よう に 修正 し て くだ さい 。 


縛 間 : 製 孤 の で た me6 の pOpoeaoy 
次 の 中 で 文法 と し て 正しい も の を 、 す べ て 選ん で くだ さい 。 
①intx=3+5.0: ③ double d = 2.0F: 
③inti= "5 ④ Strings=2+" 人目" 
③⑤byteb=1: ⑥ double d = true: 
⑦ short s = (byte)2: 
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以下 の 内 容 の プロ グラ ム を 作成 し て くだ さい 。 


① 画 面 に 「 よ うこ そ 占 い の 館 へ 」 と 表示 し ます 。 

②③ 画面 に 「 あ な た の 名 前 を 入力 し て くだ さい 」 と 表示 し ます 。 

③ キ ー ボ ー ド か ら 1 行 の 文字 入力 を 受け 付け 、String 型 の 変数 name に 格納 し 
ます 。 

④ 画 面 に 「 あ な た の 年 齢 を 入力 し て くだ さい 」 と 表示 し ます 。 

⑤ キ ー ボ ー ド か ら 1 行 の 文字 入力 を 受け 付け 、String 型 の 変数 ageString に 格納 
し ます 。 

⑥ 変 数 ageString の 内 容 を int 型 に 変換 し 、int 型 の 変数 age に 代入 し ます 。 

⑦ 0 か ら 3 まで の 乱数 を 生成 し 、int 型 の 変数 fortune に 代入 し ます 。 

⑧ fortune の 数 値 を イン クリ メン ト 演 算 子 で 1 増やし 、 1 か ら 4 の 乱数 に し ます 。 

⑨ 画 面 に 「 占 い の 結 果 が 出 まし た ! 」 と 表示 し ます 。 

⑩ 画 面 に 「 (年 齢 ) 歳 の (名 前 ) さ ん 、 あ な た の 運気 番号 は (乱数 ) で す 」 と 表示 し ます 。 
その 際 に (年 齢 ) に は 変数 age を 、( 名 前 ) に は 変数 name を 、 そ し て (乱数 ) に 
は ⑧ で 作っ た 数 字 を 表示 させ ます 。 

画面 に 「1: 大 吉 2: 中 吉 3: 吉 4: 凶 」 と 表示 し ます 。 


式 と 演算 子 


練習 問題 の 解答 


いい) 


5 行 目 を 次 の よう に 修正 し ます 。 
String ans = "xy は "+ テ ュ ッ jj 


不具 合 の 原因 は 5 行 目 の 最 後 の 「x + y」 を 丸 カ ッ コ 「()」 で 囲っ て いな か っ た か 
ら で す 。「2.5.4 演算 時 の 自動 型 変換 」 で 解説 し た よう に 、 オ ペラ ンド の 中 に 文字 
列 が 含ま れる と 、 そ の ほか の オペ ラン ド も 文字 列 型 に 変換 され ます 。 そ の た め 
int 型 の 変数 で ある x と y の 内 容 は 文字 列 型 に 変換 され 「 文 字 列 と し て 連結 」 さ れ 
ます 。 そ の 結果 、 画 面 に 「x+y は 510」 と 表示 され た の で す 。 

意図 どおり に 「x+y は 15」 と 表示 させ る に は 、x と y を 丸 カ ッ コ で 囲い 、 こ の 
計算 の 評価 順位 を 引き 上 げ ば る 必要 が あり ます 。 


正しい 文 は @、④、⑤、⑦ で す 。 
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人 際 : 記 5 き ( 境 oSNSnS2 の eRSSSCSD る 603 が SSRN9503 





public class Main { 
puplic static Yoid main(String[] args) [ 

System.out.println(『 よ うと そ 占 い の 館 へ へ!) : 
4 System.out.println(" あ な た の 名 前 を 入力 し て くだ さい り ) 』 

String name = new ]ava.uti] .Scanner (System.in) .nextLine () : 
6 System.out .println(『 あ な た の 年 齢 を 入力 し て くだ さい り ) 

String ageString = 

new ]ava.uti] .Scanner (System.1n) .nexthine () : 


8 int age = Inteqer,Dar8eTnt (adeStringj , 


ら int fortune = new ]ava.util .Random() .nexLTnt (4) : 
10 fortune++』 

11 System.out.println(" 占 い の 結果 が 出 ま し た !『) 

12 System.out .println(age + 『 誠 の " + name + 


"さん 、 あ な た の 運気 番号 は " + fortune + "で す 『): 
13 System.out .println("W1: 大 吉 2: 中 吉 3: 吉 4: 凶 "): 
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まり 返し 
『 
私 た ち は 日 々 、 条 件 に 応じ た 行動 の 分 岐 や 繰り 返し を し て いま す 。 
た と えば 「 も し も 天気 予報 が 雨 だ っ た ら 奉 を 持っ て いく 」 と いう 分 岐 や 、 
「 正 解す る まで 何 度 も 問題 を 解く 」 と いう 繰り 返し で す 。 
プロ グラ ム も 、 こ れ と 同じ よう に 条件 分 岐 と 繰り 返し を 行い な が ら 


処理 を 進め て いき ます 。 こ の 章 で は 、 条 件 分 岐 や 繰り 返し を 実現 する た め の 
Java の 構文 を 学ん で いき ます 。 


3.1 プロ グラ ム の 流れ 

3.2 ブロ ッ ク の 書き 方 

3.3 条件 式 の 書き 方 

3.4 分 岐 構 文 の バリ エー ショ ン 
3.5 繰り 返し 構文 の バリ エー ショ ン 
3.6 制御 構造 の 応用 

3.7 第 3 章 の まとめ 

3.8 練習 問題 

3.9 練習 問題 の 解答 
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プロ グラ ム の 流れ 


幼 呈 計 証 代表 的 な 制御 構文 


第 1 章 と 第 2 章 で は 、 変 数 や 型 ・ リ テラ ル ・ 演 算 子 な ど を 使用 し た 文 の 書き 方 
を 学習 し まし た 。 そ し て 、 そ れ ら の 文 は 「 上 か ら 順 に 1 つ ず つ 」 実 行 さ れる こと 
が ルー ル で し た 。 文 を 実行 させ る 順番 の こと を 制御 構造 (また は 制御 フロ ー) と 
いい 、 代 表 的 な も の と し て 「 順 次 」「 分 岐 」「 繰 り 返 し 」 の 3 つが あり ます 。 








図 3-] 代表 的 な 制御 構造 。「 順 次 」 と 「 分 
岐 ]、 そ し て 「 繰 り 返 し 」 (ルー プ ) が ある 


第 2 章 で も 使っ て きた 「 上 か ら 順 に 1 つ ず つ 」 の 流れ は 、 と こ で 
や いう 「 順 次 」 の こと で すね 。 


そう だ よ 。 そ し て 、 こ の 章 で は 残り の 2 つ を 学ぶ ん だ 。 
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人 と 株 有 し 


「 順 次 」、「 分 岐 」、「 繰 り 返 し 」 の 各 制 御 構造 を 組み 合わ せる こと で 、 文 の 実行 の 
流れ を 自由 に 作れ る よう に な り ま す 。 


《》 合造 定理 


どん な に 複雑 な プロ グラ ム で も 、 順 次 ・ 分 岐 ・ 繰 り 返 し の 3 つの 制御 構造 を 
組み 合わ せれ ば 作成 する こと が 可能 な こと が 数 学 的 に 証明 され て いま す 。 


POUCEPUEPUPUUEULUPUULEUELLUULLLULLUULUUUUUEULULULUUULLLUSUUUULSULUULCSSLLCUSLLULECLULLLLSSSSLSSLSCSUSECSLLLCCUSLSG 


プロ グラ ム を 作る に は 「 順 次 」「 分 岐 」 繰り返し 」 を 覚え れ ば 何と 
か な る ! と いう こと で すね 


そう だ ね 。 逆 に 言え ば 、 こ の 3 つの 制御 構造 を マス ター し て う と 
まく 使え た な けれ ば 本 格 的 を プロ グラ ム は 作れ な いん だ 。 いし プ 


因 肖 記 分 岐 を 体験 する 


@) まず は シン プル な 例 を 見 て 、 雰 囲 気 を つか ん で お こう 。 


私 た ち は 日 常 生 活 で も 、 条 件 に よっ て 行動 を 変化 させ て いま す 。 次 の 文章 を 見 
て くだ さい 。 


も し 、 明 日 が 晴れ な ら 、 洗 濯 し て か ら 散 歩 に いこ う 。 
で も 、 明 日 が 雨 だ っ た ら 、 部 屋 で DVD を 見 て いよ う 。 


これ は 、「 洗 濯 する 」「 散 歩 す る 」「DVD を 見 る 」 な ど 、 そ れ ぞ れ の 行動 の 流れ を 「 晴 
れ 」 ま た は 「 雨 」 と いう 条件 に よっ て 変化 させ て いる わけ で す 。 こ の 行動 を フロ ー 
チャ ー ト で 表現 する と 次 の よう に な り ま す 。 


3 
章 
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図 3-8 天気 に よる 行動 の 変化 を フロ ー チ ャ ー ト で 表し た も の 


その と お り 違う 
(true) (false) 


DVD を 見 る 





この 分 岐 を Java の コー ド で 表現 する と 、 次 の よう に な り ま す 。 





リス ト 3-1 天気 に よる 行動 の 変化 を Java で 素 し た も の 
public class Main { 
public static void main(String[] args) { 
boo]ean tenk1 = true: 
(ma | (て し owamofa な me を っ たら -) 
System.out.print1n(" 洗 濯 を し ます 『) 
System.out.println(" 散 歩 に いき ます 『) 
sm エー で 3csoxe-) 
System.out.println("DVD を 見 ます 『) : 


) 


100 


系 件 分 岐 と 線 り 返し 


図 3.2 の フロ ー チ ャ ー ト と リス ト 3-1 の コー ド を 見 比べ て くだ さい 。 コード 
の 各部 分 が 、 ど の よう な 意味 や し くみ に な っ て いる か 次 の よう に 想像 で きま す 。 





・ 放 と いう 命令 を 使え ば 「 分 岐 」 を 行う こと が で きる (「if」 は 「 も し も 」 と いう 意味 
の 英 単 語 )。 

・ if の 後ろ の () 内 に は 「 晴 れ て いる か ? 」 な どの 「 分 岐 条件 」 を 書く 。 

・ 変 数 tenki が true か どう か の チェ ッ ク を 行う に は 「==」( イ コー ル 記 号 2 つ ) を 使う 。 

・ 分 岐 条 件 が 成立 し て いた ら 、() の 直後 に ある ブロ ッ ク (“『 と "で 囲ま れ た 部 
分 ) の 中 身 だ け を 実行 する 。 

・ 分 岐 条 件 が 成立 し て いな けれ ば 、else の 後ろ る に ある ブロ ッ ク (“『 と "で 囲ま 
れ た 部 分 ) の 中 身 だ け を 実行 する 。 


と の よう に 「if を 使用 し た 文 の こと を 「if 文 」 と 言う ん だ 。 
if 文 っ て 英語 の 文章 みた いで すね 。 
本 当 ね 。 else は 「 そ う で な けれ ば 」 と いう 意味 の 英 単 語 だ か ら 「 も 
仙 し 〇 〇 な ら ば A を する 。 そ う で な けれ ば B を する 」 と いう 感じ ね 。 


千 当 正 便 繰り 返し を 体験 する 


分 岐 の 次 に 繰り 返し を 見 て み ま し ょ う 。 日 常 生活 に お いて 、 次 の よう な 繰り 返 
し を 行う こと が あり ます ね 。 


第 1 部 よう こそ Java の 世界 へ 


も し トイ レ に 誰か 入っ て いた ら 「 扉 を ノッ ク し て 1 分 待つ 」 を 繰り 返す 。 
この 行動 は 次 の フロ ー チ ャ ー ト で 表す こ と が で きま す 。 


図 3-3 日 常 生 活 の 中 の 繰り 返し 処理 






その と お り 
(true) 





これ を Java の コー ド で 表す と 、 以 下 の よ うに な り ま す 。 な お 、3 行 目 で true 
を 代入 し て 実行 する と 無限 ルー プ に な り ま す の で 、 (Ctrl+(C] で 強制 終了 し て くだ 
さい 。 


リス ト 3-2 トイ レ の 空き を 待つ 繰り 返し 処理 


] public class Main { 
2 public static void main(String[] args) { 

3 poolean doorC1o8e = truei // こと こと で true か false を 代入 

5 System.out.println( リ "ノック する 『) : 

6 System.out.println ("1 分 待つ ") , 

上 3 行 目 が true の 場合 、 

B ) この プロ グラ ム を 実行 する と 無限 ルー プ に な り ま す の で 、 





9 】 Ctrl+C で 強制 終了 し て くだ さい 。 
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較 W 


リス ト 3-2 の コー ド と 図 3.3 の フロ ー チ ャ ー ト を 見 比べ る と 次 の こと に 気 づ 
く ぐ で し よう 。 


WOO 


・ while と いう 命令 を 使え ば 「 繰 り 返し 」 制 御 を 行う こと が で きる (while は 「 ン 
の 間 は 」 と いう 意味 の 英 単語 )。 

・ while の 後ろ の () 内 に は 「 ド ア が 閉まっ て いる 」 な どの 「 繰 り 返し を 続け る 条件 」 
を 書く 。 

・ 繰り 返し を 続け る 条件 が 成立 し て いる 限り 、 何 度 で も 直後 の ブロ ッ ク ( 定 と 定 
で 囲ま れ た 部 分 ) の 中 身 が 線 り 返し 実行 され る 。 


ちな み に 繰 り 返 し の こと を 「 ル ー プ 」 と も 言う よ 。 


結 当 贅 短 制御 構文 の 構成 要素 


「 分 岐 」 の if 文 と 「 繰 り 返 し 」 の while 文 は 異な る 制御 構造 の 文 な 
や の に 、 書 き 方 は 似 て いま すね 。 
それ は 両方 の 構文 が 共に 「 条 件 式 」 と 「 ブ ロッ ク 」 か ら 構 成 さ れ て 0 
いる か ら だ よ 。 いい ンプ 


ここ まで 見 て きた 導 文 や while 文 の よう な 制御 構造 を 表す 文 の こと を 、 制 御 構 
文 と いい ます 。 制 御 構文 は 次 の 2 つの 構成 要素 か ら 成 り 立 っ て いま す 。 
103 


第 1 部 よう こそ Java の 世界 へ 


PCOCCPPTCOTEEKPUMEKTEPUUULLLNULLLUCULCCULLLLULULLULLESUUUPCULLUCLUUPULLCLLSLSELULCCOCLSLLCLLLLCL 


《 抽 本 文 の 本 要素 


[条件 式 ] 分岐 条 件 や 繰り 返し を 続け る 条件 を 示し た 式 
[ブロ ッ ク ] 分 岐 や 繰り 返し で 実行 する 一 連 の 文 の 集まり 


繰り 返し の 柄 文 
yui ( 条 作 ) 
ブロック 


つま り 、「 条 件 式 」 と 「 ブ ロッ ク 」 の 書き 方 を 理解 で きれ ば 制御 構 
文 を 身 に 付け る こと が で きる 。 次 節 で は 、 ま ず ブ ロッ ク の 書き 
方 を 学 ぼう 。 
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人 と 本 り 運 し 


ブロ ッ ク の 書き 方 


還 E 正 全 ブロ ッ ク と は 


ブロ ッ ク と は 複数 の 文 を ひと まとまり と し て 扱う た め の も の で す 。 ブ ロッ ク 中 
に は 複数 の 文 を 記述 で きま す 。 た だ し 、 次 に 紹介 する 「 ブ ロッ ク に まつ わる 2 つ 
の ルー ル 」 を 守る 必要 が ある の で 、 必 ず 覚 えて くだ さい 。 


地 の 


圏 ル ー ル 1 : 波 カッ コ の 省略 


プロ ッ ク と は 通常 、 波 カッ コ "で 囲ま れ た 部 分 を 指し て いま す が 、 内 容 が 
1 行 し か な けれ ば 、 波 カッ コ を 省略 し て も 構わ な いと いう ルー ル が あり ます 。 た 
と えば 、3.1.2 項 の リス ト 3-1 は 次 の よう に 記述 し て も 同じ 意味 に な り ま す 。 


リス ト 3-3 波 カ ッ コ を 省略 し た 記述 


1 public class Main { 
っ pub1ic static void main(String[] args) 【 
3 Doolean tenk1 = true: // ここ で true か false を 代入 . 


4 if (tenki == true) { 内 容 が 2 行 な の で 波 カッ コ は 省略 不可 能 


System.out.println(! 洗 濯 を し ます 『) 
gystem.out.println{(" 散 歩 に いき ます 9 


6 
7 ] e1se 1 行 し か な い の で 波 カ ッ コ は 省略 可能 
8 


System.out.prinkln("DVD を 見 ます 『) : 


た だ し 、 実 際 の 開発 現場 で は 、 プ ログ ラミ ング の ミス を 防止 する た め 、 こ の よ 
うな ブロ ッ ク の 波 カ ッ コ を 省略 する こと は 推奨 され な い の で あわ せ て 覚え て お ぎ 
朱 も まう 。 
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アパ な ぜ 、 波 カッ コ の 省略 が 推奨 され な いか は 、 章 末 の 練習 問題 を 
の / 解け ば わか る 。 ぜ ひ チ ャ レン ジ し て ほし い 。 


/ ル レール 2: ブ ロッ ク 内 で 宣言 し た 変数 の 寿命 


プ ブロック の 中 で 、 新 た に 変数 を 宣言 する こと も で きま す 。 し か し 、 ブ ロッ ク 内 
で 宣言 し た 変数 は 、 そ の ブロ ッ ク が 終わ る と 同時 に 消滅 し ます 。 た と えば 、 文 
の ブロ ッ ク 内 で 宣言 し た 変数 は 、 そ の ブロ ッ ク の 外側 で は 利用 で きま せん 。 こ の 
よう な 「 変 数 が 利用 可能 な 場所 の 範囲 」 の こと を スコ ー プ (scope) と いい ます 。 


図 3-5 ブロ ッ ク 内 で 宣言 され た 変数 の スコ ー プ は 、 そ の ブ 


ロッ ク 内 に 限ら れる 
int a: 
while ( 男 休 葉 生 )( 
変数 as の int bi 
スコ ー プ 
論 数 pb の スコ ー プ 
} 





図 3.5 の よう な コー ド で 、while 文 の ブロ ッ ク が 終わ っ た 後 で 変数 b を 利用 し 
よう と する と 「 シ ン ボ ル を 見 つけ られ ませ ん 。 シンボル : 変 数 b]」 と いう コン パイ 
ル エ ラー に な り ま す 。 こ れ は 「 変 数 b を 見 つけ られ ませ ん 」 と いう 意味 で す 。 


変数 を 宣言 し て いる は ず な の に 「 シ ン ボ ル が 見 つか り ま せん 」 と 


エラ ー が 出 た ら 、 変 数 名 の つづ り と スコ ー プ を 確認 し よう 。 





人 と 本 り 運 し 


に :】 砂 件 式 の 書き 方 


人 に E 旨 間 和楽 件 式 と は ? 


条件 式 と は 、 下 文 や while 文 で 利用 され る 式 の 一 種 で 「 処 理 を 分 岐 す る 条件 」 や 
「 繰 り 返 し を 続け る 条件 」 を 表現 する た め の も の で す ( 図 3-6)。 


条件 式 条件 式 
(95RRi=irse) while ( 紹 9e28) ( 
も し 変数 tenki の 中 身 が true な ら も し 変数 age が 18 よ り 大 きい な ら 





図 3-6 系 件 式 で 「 処 理 を 分 岐 する 徐 件 」 や 「 繰 り 返し を 続け る 奈 件 」 を 表現 する 


で 注目 し て ほし い の は 、 条 件 式 の 中 で 用 いら れ て いる “==" や >" と いっ た 
す 。 こ れ ら の 記号 は 関係 演算 子 と 呼ば れ 、 表 3-1 の よう な 種類 が あり ます 。 


こ 


Wi 
護 ri 


表 3-1 関係 演算 子 の 種類 と 意味 


| お と 辺 が 等 し い 5。。。 


左辺 と 右辺 が 等 し い 


| に | 辺 と 右辺 が 異な る 


| | 





履 の 
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関係 演算 子 を 使う と 、 た と えば 、 次 の よう な 条件 式 を 考え る こと が で きま す 。 


・ sw に false 変数 sw が false で な か っ た ら … 
・ deq - 273.15<0 変数 deg か ら 273.15 を 引い た も の が 0 未満 な ら … 
・ initial ==' 雅 " 変数 initial に 入っ て いる 文字 が 「 雅 」 だ っ た ら … 


特に 「 等 し い 」 を 表現 する 関係 演算 子 は イコ ー ル が 2 つ "==" で ある こと に 注意 
3 くだ さい 。 誤っ て イコ ー ル を 1 つ “=" し か 書か な いと 代入 演算 子 と な り 、 ま っ 
く 異 な る 動作 に な っ て し まい ます 。 


きゃ 。 


そう だ ね 。 と これ は 初心 者 が 犯す ミス の 代表 格 だ よ 。 


《 条件 式 で は == を 使う 


「 条 件 式 の 中 で は イコ ー ル は 2 つ 」 と 覚え て お きま し ょ う 。 イ コー ル 1 つ 
の 演算 子 “ー" を 使う よう な 条件 式 は 、 ほ と ん ど あ り ま せん 。 


PUTPLUTUUYEUUTUUITTTELLLLTUULLLLLLLULLLLLLLLLLLLLLLLELLLLLULLLLLLLLLUUULLLULLUUULLLLLLLLULLLLLLELLLLLLLLLLLLLD 


で 和 ac TUURNROMERE 和 | 気 を つけ な 


菅原 さん 、 関 係 演算 子 も 演算 子 な ん で す よ ね ? 第 2 章 で 「 演 


算 子 は 評価 され て 別 の も の に 化け る 」 と 習っ た の を 思い 出し まし 
た が 、「1 + 2」 が 「3」 に 化け る よう に 、「age > 18」 も 別 の も の に 
化け る ん で すか ? 





その と お り だ よ 。 よ く 思 い 出し た ね 。 に 


人 と 線 り し 


第 2 章 で 学ん だ よう に 、 そ も そ も 演 算 子 と は 「 前 後 の 値 と 一 緒 に 評価 され 、 別 
の も の に 化け る 記号 」 の こと で し た 。 そ し て 、 先ほど 学ん だ 関係 演算 子 ==" や " 
も 、" (算術 演算 子 ) や ="( 代 入 演算 子 ) と 同じ 演算 子 の 仲間 で ある た め 「 評 価 さ 
れ て 化け る 」 と いう 特性 を 持っ て いま す 。 具 体 的 に は 関係 が 成立 する な ら true( 真 ) 
に 、 そ う で な いな ら false ( 偽 ) に 化け る の で す 。 


図 3-7 f 文 で は 条件 式 を 評価 し て 、 結 果 が true な ら ば 、if 文 以 下 の 第 1 ブロ ッ ク を 実行 する 


昼 の 


算術 演算 子 関係 演算 子 
(25 が 入っ て いる ) 


3 各 5 aqge18 


生 生 


8 truG 


2 
も し age が 18 以 上 な ら の み 
『( ade 攻 語 18 ) エ 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 一介 
季 手順 ⑪ : 条件 式 を 評価 し て 変形 する W 


f( て PUG )( 


手順 ② : 評価 結果 を 見 て 実行 すべ き ブ ロッ ク を 判定 する 
(この 例 の 場合 true な の で 、 直 後 の プ ロッ ク を 宇 行 ) 








し た が っ て 、 下 文 や while 文 は 次 の よう に 捉え る こと が で きま す 。 


・ 疾 文 と は 「 条 件 式 の 評価 結果 が true な ら 第 1 ブロ ッ ク を 、false な ら 第 2 ブロ ッ 
ク を 実行 する 」 文 。 
・ while と は 「 条 件 式 の 評価 結果 が true な らち 、 ブ ロッ ク を 繰り 返し 実行 する 」 文 。 


な お 、 文 や while 文 は () の 中 の 条件 式 の 評価 結果 が true か false か で 処理 の 
流れ を 決定 する た め 、「a + 3」 の よう な 算術 演算 子 の 式 や 、「b = 10」 の よう な を 代 
人 式 を 条件 式 に 利用 する こと は で きま せん 。 な ぜ な ら 、 こ れ ら の 式 は 評価 結果 が 
true また は false に な る 式 で は な いか ら で す 。 
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《 系 件 式 の ルー ル 


if 文 や while 文 で 用 いる 条件 式 は 、 評 価 結果 が true また は false に な る 式 
で な けれ ば な ら な い 。 


結 E 正 動 文字 列 の 比較 


関係 演算 子 の 意味 を 理解 で きれ ば 、 条 件 式 を 記述 する こと は 難し いこ と で は あ 
り ま せん 。 し か し 、「 初 心 者 の ほぼ 全員 が 必ず 落ち る 落と し 穴 」 が あり ます 。 
実は Java で は 、 条 件 式 の 中 で String 型 の 変数 や や 文字 列 を 比較 する 場合 、 あ る 
特別 な 書き 方 を する 必要 が あり ます 。 し か し 初心 者 は つい この こと を 忘れ て し ま 
い が ち で す 。 

た と えば 、「 変 数 s の 内 容 が “夕日 " と いう 文字 列 だ っ た ら …」 と いう 条件 式 を 
考え て み ま し ょ う 。 こ こま で 学習 し た 内 容 を 踏ま えれ ば 、 次 の よう に 書き た く な 
る で し よう 。 


sr em9 1 


一 見 、 正 し いよ うに 見 えま す が 、 Java の ルー ル で は 文字 列 の 比較 は "==" で は 
で き な い こと に な っ て いま す 。 そ の 理由 に つい て は 第 息 部 の 「Java を 支え る 標準 
クラ ス 」 で 説明 し ます が 、 今 の と ころ は 文字 列 の 比較 を 行う 際 に は 必ず 次 の 書き 
方 を する と 覚え て くだ さい 。 


if (s.equals(* 夕 日 )) { 正しい 文字 列 の 比較 


文字 列 型 の 変数 .equals( 比較 相手 の 文字 列 ) 


※「 比 較 相 手 の 文字 列 」 と し て は 、 文 字 列 の リテラ ル や 変数 を 指定 可 。 


人 と 本 し 


※「 文 字 列 型 の 変数 」 と 「 比 較 相手 の 文字 列 」 が 等 し い 内 容 で あれ ば 、 この 式 全体 が true に 化け る 。 





文字 列 が 等 し いか 調べ る と きだ け は "==" で は な く て “equals" 
な ん で すね 。 間 違え な いか 不安 で す …。 





屋 の 


そう だ ね 。 実は 経験 が 豊富 な プロ グラ マ で も 、 う つか り 間 違う 
とこ と が ある 。 し か も “==" を 使っ て も コン パイ ル エ ラー は 起き 
ず 、「 実 行 で きる けど と きど き 変 な 動き を する 」 と いう タチ の 悪 
い 不 具合 が 起き る ん だ 。 





細 に E 正 動 論理 演算 子 を 用 いた 複雑 な 箇 件 式 

「 年 齢 が 18 歳 以上 、 か つ 性 別 が 男性 」 の よう に 2 つ 以上 の 条件 を 組み 合わ せ た 、 
より 複雑 な 条件 式 を 使い た いこ と が あり ます 。 そ の よう な 場合 に は 論理 演算 子 を 
使い ます 。 


LEd 
か つ (両方 の 条件 が 満た され た 場合 に true) 


| || | また は (どちら か 片方 の 条件 さえ 満た され れ ば true) 





で は 実際 に 論理 演算 子 を 用 いた 例 を 見 て み ま し ょ う 。 


if (age >= 18 && gender == 1) |[… 
if (name.equals ("鈴木 ") | | married == true) [… 
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図 3-8 SS で は 両方 の 条件 が 満た され な けれ ば false に な る 。 
Il で は どちら か 片方 の 条件 が 満た され れ ば true に な る 


&& の 例 中 の 例 
も し ape が 18 以 上 で か つ gender が 1 な ら も し name が 鈴木 また は married が true な ら 
if( age 琉 計 18 && genders 還 1 ){ ff( name.@qals(" 鈴 木 ) ll married 計 true )( 
の ーーー ニ ニー ニ ーーー つ 





遇 イ 


『( truGe 箇 false )( W( true 細 false )( 








W( false )( W( true )( 





「&&」 と 「||」 を 組み 合わ せ て 、 さ ら に 複 維 な 条件 式 を 作る こと も 可能 で す 。 以 
下 の 例 は 「age が 18 以上 、 か つ gender が 1」 また は 、「age が 16 以上 、 か つ 


gender が 0」 の と き に ブロ ッ ク の 中 身 が 実行 され ます 。 


1f ((age >= 18 && gender == 1) | | (age >= 16 &g gender == 0)) (… 


\ 韻 朝香 さん の 結婚 相手 の 条件 つて 、 複 雑 そう だ ね 。 


そう ね 。 if( ( 月 給 > 私 の 月 給 && 年 齢 > 私 の 歳 ) || Java で きる 
== true ){ 結婚 する :] か し ら 。 み 


な お 「 も し て で な いな ら ば 」 の よう な 否定 形 の 条件 式 を 作り た い 場 合 は 、 条 件 


式 の 前 に 否定 演算 子 “" を 付け ます 。 


2 


人 と 株 り し 


iE (! (age == 10)) { age が 10 に 等 し く な い (10 以外 ) なら true 


は 論理 注 算 子 の 一 種 で す が 、 
直後 の 条件 式 や 値 の rue と false 『(( ade 細 富 18 )) 
を 逆転 させ る 機能 を 持っ て いま す 。 9 


号 


r( 識 true 1 


号 


f( false 


も し age が 18 以 上 で な いな ら ば 


情 の 





図 3-9 ! は 、 そ れ に 』 IN ま 
続く 評価 式 の 結果 を 反 
転 す る 役割 を 持つ 





数 学 の 表現 と Java 和 件 式 の 表現 


数 学 で 「x は 10 より 大 きく 、20 より 小さ い 」 と いう 条件 は 「10 <x < 


20」 と 表現 し ます 。 し か し Java の 条件 式 と し て は 「10 < x &&x<20」 と 
表記 し ます の で 注意 し て くだ さい 。 


お めで と う ! これ で 2 人 は ブロ ッ ク と 条件 式 の 両方 を マス ター 
し 、 ど ん な 制御 構造 も 書け る よう に な っ た よ 。 








『『 文 や while 文 を より 便利 に 使う た め 、 さ ま ざ ま な 書き 方 の バ 
リエ ーション を 紹介 する よ 。 難 し く な いか ら 気 楽に いこ う 。 


上 3 
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分 岐 構文 の バリ エー ショ ン 


(に 証 語 3 種 類 の if 構文 


証文 に は 3 つの バリ エー ショ ン が あり ます 。 最 も 基本 的 な も の は 、 す で に 紹介 
し た jfelse 構文 で す 。 さ ら に ji の み の 構 文 や 、 正 else if-else 構文 が あり 、 条 件 
式 の 評価 結果 が false に な っ た 場合 の 流れ が 異な り ま す 。 


図 3-10 if 文 に は 3 つの バリ エー ショ ン が ある 


iFekse 構 文 1 に も 、 い ろ い ろ と 
(基本 形 ) 「 パリ エー ショ ン が ある の ね 
。 へ false の と き 、 、 
false の と き は リー パ 
Eo 。 耳 ンー み 
W の み の 構文 i-else if-eke 構 文 リ 


まず は 基本 形 と な る 正 else 構文 を 確認 し て お きま し ょ う 。 図 3-11 を 見 て くだ 
さい 。 こ て の 図 は 左 か ら 順 に jfelse 構文 を フロ ー チ ャ ー ト で 表し た も の 、 そ れ を 
基本 構文 に 置き 換え た も の 、 そ し て Java の コー ド で 表し た も の で す 。 


if-else 構 文 ( 基 本 形 ) 
フロ ー チ ャ ー ト 基本 構文 サン ブル コー ド 
ff(age >= 20 )( 
canDrink =true: 
}else [ 
て canDrink =false: 


図 3-11 大 本 的 な if-else 
橋 文 。 条 件 式 を 評価 し 、 
true の 場合 に は ブロ ッ ク 1 
を 、false の 場合 に は ブロ ッ 
ク ら を 実行 する 
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も し 「 条 件 が 満た され な か っ た 場合 、 何 も し な い 」、 す な わ ち 、 条 件 式 の 評価 
結果 が false の と き は 何 も し な い (else 直後 の ブロ ッ ク 内 容 が 空 ) と いう 場合 は 
else を 省略 で きま す 。 こ れ が i 放 の み の 構 文 で す 。 


サン プル コー ド 


地 の 


詳 (age>=20)[ 
canDrink = true: 





図 3-12 if 文 の み の 橋 文 。 
朱 件 式 を 評価 し 、true の 場 6 
合 に は ブロ ッ ク 1 を 、false dlsa 文 が な い の で 、 

の 場合 に は 何 も し な い 条件 式 が false の と き は 何 も し な い の よ 





一 方 、「 も し 条件 が 満た され な か っ た 場合 、 別 の 条件 で 評価 し た い 」 と き に は 、 
else 放 で 始ま る ブロ ッ ク を else の 前 に 挿入 し た 「if-else 正 else 構文 」 を 使用 し ます 。 


放 else if-else 構 文 
サン プル コー ド 
『( 穴 衝 弄 上 )( 7 が 
ブロック 1 Re = 10 の 1 
) else 詳 (条件 式 2) | ee ng ro 
プ ブロック Z Sn 
) aset 
) else (条件 式 3) LO 
1 } 
)elset 
図 3-13 複数 の 評価 式 で 地紋 ブロ ッ ク 


評価 し た い 場 合 に 用 いる ji- 
else if-else 構文 。else if 
の 数 に は 限り は な い の で 、 い 
くつ で も 条件 式 を 続け て 記述 
で きる 





iFelse iFelse 構文 は 、iFelse 構文 ( 図 3-11) や 、 証 のみ の 構文 ( 図 3-12) と は 異 
な り 、1 つの 文 で 3 つ 以 上 の ルー ト に 分 岐 で きる 特徴 を 持っ て いま す 。 と て も 
便利 な 構文 な の で す が 、 次 の よう な ルー ル が ある こと を 覚え て お いて くだ さい 。 
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POOUEPLUTUUOKEELUPUULLULLEUULMLULLSUEUULLLLLUCULULULLLLULUSUULLUUUUEUULLLLUCLLSLLLPULCLSULUUCCCLLLLCLLLCLL 


狐 if-else if-else 構文 の ルー ル 


① else if ブロ ッ ク は 複数 記述 で きる が 、 放 ブロ ッ ク よ り 後 ろ 、else ブロ ッ 
ク よ り 前 に だ け 記 述 で きる 。 
②③ 最後 の else ブロ ッ ク は 、 中 身 が 空 な ら ば else ご と 省略 が 可能 。 


の 人 「else i」 っ て 、「 さ っ き の 条 件 が だ め な ら 、 次 の 条件 を ら どう ? 」 っ 
和 て 、 聞 いて いる みた いで すね 。 
仙 贅 正和 弄 switch 文 に よる 分 岐 


リス ト 3-4 冗長 で スッ キリ し な い ソ ー ス コー ド 








作 else iFelse 構文 を 使っ て 「 お みく じ 」 プ ログ ラム を 書き まし た ! 
で す が … 冗 長 で スッ キリ し な いん で す 。 





TTPPsseees 
public class Main { を ーー ド ロー 
public static void main(String[] args) { 
System.out.println(『 あ な た の 運勢 を 占い ます 『) : 


int fortune = new ]java.uti1 ,Random() .nextTnt (4) + 1 


if (fortune == 1) { 


System.out.println(" 大 吉 !) : 
) el1se if (fortune == 2) [ 
System.out.println(! 中 吉 り ) : 
】 else if (fortune == 3) { 
10 System.out.print]n(! 吉 『) , 
) else { 
System.out.prinE]n(『 凶 『) : 
li6 


人 と 線 り 運 し 


5: ま 


この コー ド に は 条件 式 が 3 つ 含 まれ 、 そ の いずれ も が 「fortune ==( 整 数 )」 に な っ 
て いる こと に 注目 し て くだ さい 。 こ の よう に 同じ 変数 に 対し て 繰り 返し 比較 を 
行っ て お り 、 か つ 次 に 挙げ る 2 つの 条件 も 満た す 場合 に は 、i 文 を より スマ ー ト 
な switch 文 に 書き 換え る こと が で きま す 。 


性 の 


ぢ switch 文 に 書き 換え る こと が で きる 条件 


① す べ て の 条件 式 が 「 変 数 = 値 ] や 「 変 数 == 変数 」 の よう に 左辺 と 右辺 が 
一 致す る か を 比較 する 式 に な っ て お り 、 そ れ 以 外 の 「>」 や 「<」 あ る い は 
「=」 な ど が 使わ れ て いな い 。 

③ 比 較 す る 値 が 整数 (byte 型 、 short 型 、 int 型 の いずれ か )、 文 字 列 (String 
型 ) また は 文字 (char 型 ) で あり 、 小 数 や 真 偽 値 で は な い 。 


で は 、switch 文 の 構文 と 、 書 き 換え 例 を 見 て み ま し ょ う 。 


switch 構 文 


フロ ー チ ャ ー ト サン プル コー ド 





回 3-14 『 文 を switoh 文 3 た ほうが ス キリ る 
に 画 き 換え た も の 
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switch 文 を 記述 する 場合 に は 、 以 下 の 点 に 気 を つけ まし ょ う 。 


switoh 文 記述 の 際 の 注意 点 


・switch の 直後 に 書く の は 、 条 件 式 (fortune == 1 な ど ) で は な く 、 変 数 
名 (今回 は fortune) 。 

・case (「 と の 場合 は 」 と いう 意味 の 英 単 語 ) の 横 に は 値 を 書き 、 そ の 後ろ に 
は コロ ン (:) を 記述 する (「case 値 :」 を case ラベ ル 、 ま た は 単に ラベ ル 
と 呼ぶ ) 。 

・case 以降 の 処理 の 未 尾 に は 忘れ ず に break 文 を 記述 する 。 

・default: (デフ ォ ル トラ ベル ) は 、 そ れ 以 外 の 処理 が 不要 な 場合 は 省略 可 
能 で ある 。 


史生 break 文 を 書き 忘れ る と ? 


switch 文 を 利用 する と き に 、 特 に 注意 し な けれ ば な ら な い の が 「break 文 の 書 
き 忘 れ 」 で す 。 こ の ミス を 犯し て いる 占い プロ グラ ム が リス ト 3-5 で す 。 


リス ト 3-5 break 文 を 忘れ る と … 





public class Main { 
public static void main(String[] args) { 

System.out.println(" あ な た の 運勢 を 占い ます 『) 
int foYLune = 1j 
switch (fortune) { 

Cage 1: 

System.out .println(*『 大 吉 『) : 
case 2: 


System.out.println(" 中 吉 『) : 


11 preak: 

12 Ca86 3: 

13 System.out.print1n(! 吉 !) 』 
14 break: 

15 default: 

16 System.out .print1n(! 凶 !) : 





この よう に 7 行 目 が 実行 され 「 大 吉 」 と 表示 され た 後に 、 そ の まま case 2 の ブ 
ロッ ク に 進み 、10 行 目 も 実行 され て し まい まし た 。 

実は switch 文 の 正体 は 「 条 件 に 一 致す る case ラベ ル ま で 処理 を ジャ ンプ させ 
る 命令 」 に すぎ ませ ん 。 そ し て break 文 で 明示 的 に 「 処 理 を 中 断 し て switch 文 を 
抜け る 」 と いう 指示 が な い 限り 、 制 御 構造 「 順 次 」 に 従っ て 次 の case 文 へ 処理 が 
進ん で し まう の で す 。 


いっ その こと 、1 つの case の 範囲 の 実行 が 終わ っ た ら 、break 
文 な し で も switch 文 を 抜け る よう な 文法 だ っ たら よ か っ た の に 
な あ …。 








確か に そう 思う よね 。 で も 「break 文 を あえ て 書か な い テ クニ ッ | 
ク 」 も ある ん だ よ 。 いこ ノ 

switch 文 の 「break 文 が な けれ ば 次 の case まで 実行 し て し まう 」 と いう 特徴 を 
逆手 に と っ て 、 次 の よう な 記述 も で きま す 。 


憶 
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リス ト 3-6 あえ て break 文 を 書か な い 





public class Main { 
2 public static void main(String[] args) [ 
3 System.out.println(" あ な た の 運勢 を 占い ます 『) 
int fortune = new ]ava.uti] .Random() .nextTnt (5) + 1 
gwitoh (fortune) { 


6 1 5 の 乱数 発生 
fortune が 1 か 2 な ら … 
Ca8e 2: 


System.out.println" い いね !『) : 


break: 


10 csse 3: 一 一 ーーーーーーーーーー fortune が 3 な ら … 


System.out.print1n(! 普 通 で す 『) , 
13 breaki 


13 CaSe 4: P 
fortune が 4 か 5 な ら … 
14 Ca8e 5s 


System.out.println(" ラ うー ん …!) 。 























Java は 複雑 な 条件 式 を 評価 する 際 、 少 し 賢い 動作 を し ます 。 た と え 
ば 図 3-8 左 の 条件 式 で 変数 aqe の 内 容 が 1 の 場合 、 前 半 部 分 (age>=18) 
を 評価 し た 時 点 で 、 条 件 式 全体 の 結果 が false に な る こと が 確定 し ます 。 
その た め 、Java は 続く 後半 部 分 (dender==1) に つい て は 無視 し て 評価 
を 行い ませ ん 。 こ の よう な Java の ふる まい の こと を 、 短 絡 評価 (minimal 
evaluation) と いい ます 。 
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人 と 本 り 運 し 


繰り 返し 構文 の バリ エー ショ ン 


に 汗 誠 2 種類 の while 文 


分 岐 の 正文 に 3 種類 の バリ エー ショ ン が あっ た よう に 、 繰 り 返 し の while 文 
に も 2 種類 の バリ エー ショ ン が あり ます 。 ま ず は 、while 文 の 基本 形 を 復 召し ま 
し ょ う 。 

while 文 で は ブロ ッ 


6 while 構文 基本 形 ) 

ク を 実行 する 前 に 条件 フロ ー チ ャ ー ト 基本 構文 サン プル コー ド 

式 を 評価 し ます ( 図 3- 則 me AN 

15)。 一 方 、do-while PPP ee 
文 を 使え ば 、 ブ ロッ ク ) を 1 度 下げ まし た "): 

を 実行 し た 後に 条件 式 

を 評価 する こと が で き 





ます ( 図 3-16)。 


while 文 は 、 ま ず 先 に 





較 3-15 while 文 の 基本 構文 。 ま ず 条 件 式 が 評価 され る 


do-while 構 文 


サン プル コー ド 








dot 
temmP--i 
System.out.printin(" 温 度 
を 1 度 下 げ ま し た "): 
) whilettemp > 25): 


/ 図 g-16 dorwhile 福 文 。 ブ 
ロッ ク を 実行 後に 条件 式 が 評価 
され る 


任 の 
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while 文 と do-while 文 が 「 条 件 式 を 判定 する タイ ミン グ 」 が 違う 


と と は わか り ま し た が 、 結 局 ど うい う 影 響 が ある ん で すか ? 


ポイ ント は 「 ル ー プ の 最低 回 数 」 だ よ 。 


while 文 は ブロ ッ ク を 実行 する 前 に 条件 判断 を 行う (これ を 「 前 置 判定 」 と いい 
ます ) の で 、「 初 めか ら 条 件 式 の 判定 結果 が false だ っ た 場合 」 は 1 度 も ブロ ッ ク 
が 実行 され ませ ん 。 た と えば 図 3-.15 の サン プル コー ド で temp の 内 容 が 10 だ っ 
た 場合 、 一 度 も ブロ ッ ク は 実行 され ず 、temp の 内 容 も 10 の まま で す 。 
方 、do-while 文 は し 、 ブ ロッ ク を 実行 後に 条件 判定 を 行う (これ を 「 後 置 判定 」 
と いい ます ) の で 、 最 低 1 回 は ブロ ッ ク を 実行 し ます 。 図 3.16 の サン プル コー 
ド で temp が 10 だ っ た 場合 で も 1 回 は ブロ ッ ク が 実行 され 、 そ の 結果 temp は 
9 に な り ま す 。 





人 =E 天 動 for 文 に よる 繰り 返し 


先輩 。 計 算 を 「10 回 繰り 返し た い 」 の で す が 、while 文 を 使っ て 
や いた ら 、 と て も わか り づ らく な っ ちゃ いま し た 。 


そう だ ね 。 で は 、 回 数 指定 で スマ ー ト に ルー プ を 組む た め の 新 
いし プ 





し い 構 文 を 覚え よう 。 





繰り 返し の 指定 方 法 に は 「 あ る 条件 が 成立 する まで 繰り 返す 」 と いう 方 法 と 「- 
回 繰り 返す 」 と いう 方 法 が あり ます 。 そ し て 後者 の よう な 回 数 指定 の 繰り 返し は 、 
while 文 や do-while 文 で も 記述 で き な い こ と は あり ませ ん が 、for 文 を 使っ た ほ 
う が ス マー ト で す 。 

まず は for 文 を 利用 し て 「 こ ん に ち は 」 の 表示 を 10 回 繰り 返す プロ グラ ム を 見 
て み ま し ょ う ( リ スト 3-7)。 


人 と 本 り し 


リス ト 3-7 基本 的 な for 文 の サン プル 


public class Main { LMainJave 


public static void main(String[] args) { 


Or (1nt 1 = 1 <10: i++) 人 区 
System.out.println(" こ ん に ち は ?『) : F 
) 
) 
) 


人 


い 韻 ) な ん だ か for 文 っ て 難し そう で すね 。 









決し て 難し く は な いけ れ ど 、 と っ つき に くい ね 。 ま ず は 「 基 本 
形 の 丸 暗記 」 か ら 始 め よ う 。 


いい 
for 文 の 文法 は 少し 複雑 で す 。 そこ で 文法 の 細か い 解 説 は 後 で 行う こと に し て 、 
まず は 「for 文 の 基本 形 」 を 見 て み ま し ょ う 。 
繰り 返す 回 数 


for(inti=0 ji< 旨 0 +… 


ャ ーー 


1 で は な い !} こく ニ で は な い ! 





図 3-17 for 文 の 基本 形 (10 回 線 り 返す 例 ) 


この 基本 形 を 完全 に 覚え て し まえ ば 「100 回 繰り 返し た い 」「256 回 繰り 返し た 
い 」 な ど 、 さ ま ざ ま な 場合 に 対応 で きま す 。 な ぜ な ら 、 こ の 基本 形 の 「10」 の 部 分 
を 「100」 や 「256」 に 変え る だ け だ か ら で す 。 


123 


124 


第 1 部 よう こそ Java の 世界 へ 


中 國 王 革 for 文 の 各部 の 意味 


for 文 の 基本 形 に 慣れ た ら 、 い よい よ for 文 の 詳細 な 構文 を 理解 し まし ょ う 。 
for 文 に 続く カッ コ の 中 は 、 図 3-.18 の よう に セミ コロ ン に よっ て 区 切ら れ た 3 
つの 部 分 (① 初 期 化 処理 、② 繰 り 返 し 条件 、③ 繰 り 返し 時 処理 ) か ら 構成 され て 
いま す 。 それ で は 、 そ れ ぞ れ の 部 分 に つい て 詳し く 見 て いき まし ょ う 。 


③ 湖 期 化 処理 

for に よる 繰り 返し が 始ま る に あたり 最初 に 1 回 だ け 実 行 さ れる 文 で す 。 通常 、 
ここ で は 「 何 周 目 の ルー プ か を 記録 し て お く 変 数 」 を 定義 し ます 。 こ の よう な 変 
数 を ルー プ 変 数 と いい ます 。 


③ 繰 り 返 し 条件 

ブロ ッ ク の 内 容 を 実行 する 前 に 評価 され 、 こ の ルー プ を 継続 する か 否 か を 判定 
する 条件 式 で す 。 評 価 結果 が true の 間 は “以降 の ブロ ッ ク が 繰り 返し 実行 さ 
れ ま す 。 な お お 、for 文 は while 文 と 同じ 「 前 置 判定 」 の 繰り 返し 構文 で あり 、 後 軒 
判定 は で きま せん 。 


③ 繰 り 返し 時 処理 

for 文 内 の ブロ ッ ク を 最後 まで 処理 し て 、“” まで 到達 し た 直後 に 自動 的 に 実行 
され る 文 で す 。 通 常 は 、「i+」 の よう に ルー プ 変 数 の 値 を 1 だ け 増 や す 文 を 書き 
ます 。 


祭 呈 贅 動 ルー プ 変 数 


「① 初 期 化 処理 」 の 中 で 宣言 する ルー プ 変 数 っ て 、 普 通 の 変数 と 
IN 同じ も の と 考え て いい ん で すか ? 


そう だ ね 。 い くつ か の 注意 点 を 除け ば 普通 の 変数 だ よ 。 





だ き 
N プ 


人 と 本 り 運 し 


サン プル コー ド 
for( inti=0 : i<10 : は + )… 








昼 の 


図 3-18 for 文 の 三 本 構文 。 
3 つの 部 分 は 左 か ら 「 初 期 化 処 
理 」「 繰 り 返し 条件 」「 繰 り 返し 
時 の 処理 」 で 構成 され て いる 


ルー プ 変 数 に 関し て は 3 つの ポイ ント が あり ます 。 


ポイ ント 1: ル ー プ 変数 の 名 前 は 自由 

ルー プ 変 数 の 名 前 は 、i に 限ら ちず 自 由 に 決め て 構い ませ ん 。 た だ し 、for 文 よ 
り 前 で 、 す で に 宣言 され て いる 変数 名 は 使え ませ ん 。 一 般 的 に は 1 文字 程度 の 
短い 変数 名 が 選ば れる こと が 多い よう で す 。 


ポイ ント 2: ブ ロッ ク 内 で 利用 可能 
ルー プ 変 数 も 通常 の 変数 の 一 積 で ある た め 、 ブ ロッ ク 内 で の 計算 や 表示 に 使 
えま す 。 次 の 例 で は ルー プ 変 数 i の 内 容 を 表示 し て いま す 。 


リス ト 3-8 for 文 の ルー プ 変 数 ij の 内 容 を 表示 する 
public class Main ( 


1 
う puplic static void main(String[] args) { 
3 for nt i =0: 1 <3j 1++) [( 
4 System.out.print ("現在 "+ (は ょ 1 ュ 1) + 『 周 目 一 : 
125 
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ポイ ント 3: ブ ロッ ク 外 で は 利用 不可 能 


下 ブ ロッ ク 内 で 宣言 し た 変数 が ブロ ッ ク 外 で は 使え な いよ うに 、 ル ー プ 変数 も 
for 文 の ブロ ッ ク 内 で の み 有 効 で す 。 for 文 を 抜け る と ルー プ 変 数 は 消失 し て し 
まう の で 注意 が 必要 で す 。 


複雑 な for 文 


前 館 で 学ん だ 「G① 初 期 化 処理 」 「② 繰 り 返 し 条件 」「③ 繰 り 返 し 時 処理 」 の 3 つ を 
工夫 する こと で 、 単 に 「 一 回 繰り 返す 」 と いう 単純 な 繰り 返し で は な く 、 よ り 高 
度 な 繰り 返し を 実現 で きま す 。 以 下 に 、for 文 の さま ざま な バリ エー ショ ン の 例 
を 示し ます 。 


for(inti=1:i<10: け + ) {… す ルー プ 変 数 を 1 か ら ス ター ト す る 
for(inti=0:i<10: は =2 ) {…} ルー プ 変 数 を 2 ずつ 増やす 

for(inti=10:i> 0:i-){…} ルー プ 変 数 を 10 か ら 1 ずつ 1 まで 減ら し て いく 
for(i<10: は +) ルー プ 変 数 を 初期 化し な い 
for(inti=0ji<107) を 9 繰り 返し 時 の 処理 を 行わ な い 


人 と 本 り 運 し 


制御 構造 の 応用 


細 F 生 誠 制御 構造 の ネス ト 


前 館 ま で で 学ん だ 「 分 岐 」 や 「 繰 り 返 し 」 の 制御 構造 は 、 そ の 中 に 別 の 制御 構造 
を 含む こと が で きま す 。 た と えば 「 分 岐 の 中 に 分 岐 」 や 「 繰 り 返 し の 中 に 分 岐 」 な 
ど を 入れ る こと が で き 、 この よう な 多重 構造 を 「 入 れ 子 」 や 「 ネ スト 」 と いい ます 。 


昼 の 








9 9%3 王 0) 

height > 170) 

NG > andn で 合格 "): 人 
J } while(i <100): 

図 3-19 分 財 処 理 の 中 の 分 人 分岐 の 中 に 分 岐 を た 入れ る る こと まで きま る (4 


の 中 の 分 岐 処理 (右側 ) 





それ で は 、for 文 に よる 繰り 返し を ネス ト さ せ て 、「 九 九 の 表 」 を 出力 し て み ま 
じ ま う 。 


リス ト 3-9 for 文 の ルー プ を 2 重 に し て 九 九 の 表 を 出力 する 


MFIEN7 
| public class Main { 
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2 public Sd Yoid NO args) [ ET 
3 for (int i =1: 1 <10: 1) [ 
4 for int ] = 1, ]<10: j++) 1 ーー 

5 System.out.print(1 ま ]): // 掛け 算 の 結果 を 出力 

6 System.out.print(" 引 ,  // 空白 を 出力 

者 
8 System.out.print1n () // 改行 を 出力 

9 ) 





内 側 の ルー プ が 1 周 す る た びに 、 掛 け 算 の 結果 が 空白 を 挟み な が ら 右 へ と 表 
示さ れ て いき ます 。 内 側 の ルー プ が 終了 する (1 つの 段 の 掛け 算 の 結果 が 出力 さ 
れる ) と 改行 が 出力 され て 、 外 側 の ルー プ の 1 周 が 終了 し ます 。 こ れ を 外側 の ルー 
プ が 終了 する まで 繰り 返し て いま す 。 







外側 の ルー プ が 1 周 目 の と き は | が 1 だ か ら 、 内 側 の ルー プ で 
は 「1 X 1、1 X 2…1 X 9」 が 、2 周 目 の と き は i が 2 だ か ら 「2 
X 1、2 X 2…2 X 9」 が 実行 され る の ね 。 


繰り 返し の 中 断 


場合 に よっ て は for 文 や while 文 を 用 いた 繰り 返し の 途中 で 、 そ の 繰り 返し を 
中 断 し た いこ と が あり ます 。 こ の よう な 場合 の た め に 、Java で は break 文 と 
continue 文 と いう 2 種類 の 中 断 方 法 が 用 意 さ れ て いま す 。 


人 と 本 り 運 し 


for(int = 1i1<10: 2 
break 文 PeIEOI3OkpN 
(繰り 返し 自体 を 中 断 ) b 区 
} 上 
Lou 
continue 文 2905 1<10: 
今回 の 周 だ け を 中 断 し 、 図 3-20 break 文 
の 2 a comme 上 。 県 は ルー プ そ の も の を 抜 
Sys て 提 け て 次 の ブロ ッ ク を 実 
} 行 す る 。continue 文 
は ルー プ の 「 そ の 周 」 
breask 文 . le 文 は だ け を 止め て ルー プ の 
Fo 先頭 に 戻り 「 次 の 周 」 
の ルー プ を 継続 する 





break 文 は 、break を 囲ん で いる 最も 内 側 の 繰り 返し プロ ッ ク が 即座 に 中 断 さ 

ーー た め 、「while 文 や for 文 に よる 繰り 返し を すぐ に 中 断 し た い 」 場合 に 利用 し 

。 一 方 の continue 文 は 「 今 の 周回 を 中 断 し て 、 同 じ 繰 り 返 し の 次 の 周回 に 進 
5 に 利用 し ます 。 


軸 正 重 無限 ルー プ 

無限 ルー プ と は 、 強 制 停止 され な い 限 り 永 久 に 繰り 返し を 続け る 制御 構造 の こ 
と で す 。 プ ログ ラミ ング に 慣れ な い 間 は 、for 文 や while 文 の 条件 式 を 書き 間 違 
えて 、 意 図 せ ず 無 限 ル ー プ に 陥っ て し まう こと が ある た め 注 意 が 必要 で す 。 

し か し 、 意 図 的 に 無限 ルー プ を 作り た い 場 合 も あり ます 。 無限 ルー プ を 意図 的 
に 作る に は 、 次 の 2 つの 記述 方 法 が 一 般 的 で す 。 


ク 無限 ルー プ の 作成 方 法 


や while(true){… 処 理 …} 
@forG… 処 理 …) 


地 の 
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第 3 草 の ま と め 


この 章 で は 、 次 の よう な こと を 学び まし た 。 


制御 構文 


・ 順次 ・ 分 岐 繰 り 返 し の 3 つの 制御 構造 を 組み 合わ せる こと で 、 ど の よう な プ 
ログ ラム も 作成 で きる 。 

・ 分 岐 と 繰り 返し は 「 条 件 式 」 と 「 ブ ロッ ク 」 か ら 構 成 さ れ て いる 。 

・ 条件 式 の 評価 結果 は true また は false で な けれ ば な ら な い 。 

・ 文字 列 を 比較 する と き は 「==」 で は な く 「equals」 を 使用 する 。 

・ ブロ ッ ク 内 で 定義 し た 変数 は ブロ ッ ク 終 了 と と も に 消滅 する 。 

・ 制御 構文 は ネス ト で きる 。 


分 岐 


・ 文 また は switch 文 を 使用 し て 分 岐 を 実現 する 。 
・ 疾 文 は 「if の み の 構 文 」「ifF-else 構文 」「if-else iF else 構文 」 の 3 種類 。 
・ switch 文 の ブロ ッ ク は break 文 で 抜け る こと が で きる 。 


繰り 返し 


・ while 文 、do-while 文 ま た は for 文 を 使用 し て 繰り 返し を 実現 で きる 。 

・ while 文 の ブロ ッ ク は 最低 0 回 以上 、do-while 文 の ブロ ッ ク は 最低 1 回 以上 
実行 され る 。 

・for 文 は ルー プ 変 数 を 用 いて 「 て 回 繰り 返す 」 と いう 場面 に 使用 する 。 

・ break 文 を 実行 する と 繰り 返し 自体 を 中 断 し 、continue 文 を 実行 する と 繰り 
返し の 次 の 周回 へ 進む こと が で きる 。 


系 件 分 岐 と 線 り 返し 


次 の 日 本 語 で 記載 され た 条件 式 を Java で 記述 し て み ま し ょ う 。 


① 変 数 weight の 値 が 60 に 等 し い 。 

③④ 変数 age1 と age2 の 合計 を 2 倍 し た も の が 60 を 越え て いる 。 
③ 変 数 age が 奇数 で ある 

④ 変 数 name の 中 身 の 文字 列 が 「 湊 」 と 等 し い 。 


次 に 挙げ る A か ら F の 式 の うち 、 条 件 式 と し て 利用 で きる も の を 選ん で くだ さい 。 


A. cost=300* 1.05 
B. 3 

C. age !=-30 
D. true 

E. b+5<20 

F. gender=true 


次 の 内 容 に 沿っ た Java プロ グラ ム を 作成 し て くだ さい 。 


① int 型 の 変数 seibetsu を 定義 し 、0 か 1 を 代入 する (どちら で も 構わ な い )。 
また 、int 型 変数 age を 定義 し 、 適 当 な 数 字 を 代入 する 。 

②③ 画面 に 「 こ ん に ち は 。」 と 表示 する 。 

③ も し 変数 seibetsu が 0 で あれ ば 「 私 は 男 で す 。」、 そ う で な けれ ば 「 私 は 女 で す 。」 
と 表示 する 。 

③④ も し 変数 seibetu 男 な ら age 変数 の 中 身 を 表示 し 、 続 け て 「 歳 で す 。」 と 表示 す 
る 。 

⑤ 最 後に 「 よ ろ し く お ね が いし ます 。」 と 表示 する 。 
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次 の よう な java コー ド が あり ます 。 





public class Main { 
2 public static void main(String[] args) 
3 poolean tenk1 = truej 
if (tenki == true) { 
System.out.print]n(" 洗 濯 を し ます 『) : 
System.out.print]n(" 散 歩 に いき ます 『) : 
) else 


8 System.out.print1n(『DVD を 見 ます !) : 


あな た は 3 行 目 の tenki が false の 場合 、「DVD を 見 ます 」 の 後に 「 寝 ます 」 を 表 
示す る よう に 変更 する た め 、8 行 目 の 次 に 「 寝 ます 」 と 表示 する 行 を 以下 の よう に 
追加 し まし た 。 


8ystem.out.print]n ("散歩 に いき ます !) 
) else 
System.out .println ("DVD を 見 ます 『) : 


System.out.println(" 紀 ます !) この 行 を 追加 し た 


し か し 、 こ の プロ グラ ム は 意図 し た よう に 動き ませ ん 。 ど の 部 分 に 誤り が あり 、 
どの よう な 現象 が 発生 し て いる か を 答え て くだ さい 。 そ し て 、 誤 り を 修正 する に 
は 、 ど うす れ ば よい か を 考え て くだ さい 。 
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switch 文 を 用 いて 次 の 条件 を 満た す プ ログ ラム を 作成 し て くだ さい 。 


③ 画面 に 「[ メ ニュ ー] 1: 検 索 2: 登 録 3: 削 除 4: 変 更 >」 と 表示 する 。 

③ 数 字 を 入力 し 、 変 数 selected に 代入 する (ヒン ト :2.6.6 項 を 参照 ) 。 

③ も し 変数 selected が 1 な ら 「 検 索 し ます 」、2 な ら 「 登 録 し ます 」、3 な ら 「 削 
除 し ます 」、4 な ら 「 変 更 し ます 」 と 表示 する 。 

③④ selected が 1 か ら 4 の いずれ で も な り い 場合 は 何 も し な い 。 


次 の 条件 に 従っ て プロ グラ ム を 記述 し て くだ さい 。 


① 画面 に 「【 数 あて ゲー ム 】」 と 表示 する 。 

②③ 0 か ら 9 まで の 整数 の 中 か ら ラ ンダ ム な 数 を 1 つ 生 成 し て 変数 ans に 代入 す 
る (ヒン ト :2.6.5 項 を 参照 ) 。 

③ for 文 を 用 いた 「5 回 繰り 返す ナル ー プ 」 を 作る 。 そ の 際 に 以下 の ③④ て ⑦ は 、 ル ー 
プ の 中 に 記述 する 。 

④ 画面 に 「0 て 9 の 数 字 を 入力 し て くだ さい 」 と 表示 する 。 

ぐ ⑤ 数 字 を 入力 し 、 変 数 num に 代入 する (ヒン ト :2.6.6 項 を 参照 )。 

⑥ も し 変数 num が 変数 ans と 等 し か つた ら 「 ア タリ ! 」 と 画面 に 表示 し て 繰り 返 
し を 終了 する 。 

⑦ も し 変数 num が 変数 ans と 等 し く な い 場 合 は 「 違 いま す 。」 と 表示 する 。 

⑧ 繰り 返し の ブロ ッ ク の 外側 で 、「 ゲ ー ム を 終了 し ます 」 と 画面 に 表示 する 。 
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| 練習 問題 の 解答 


練習 3-1 の 艇 千 ドド ドド mom 
① weight == 60 ②③(agel+age2) * 2 > 60 
③age%2 一 1 ⑨④nameequals(' 湊 ) 


二 半 /S: 湯 0 凍 半 RSEooeeeesesfeaaea3 
条件 式 と し て 適切 な も の は C、D、E で す 。 


納 : 今 :8, 奄 細 納 sicfeenkoteetyereeeeieescdACARCkDRRRRSWSYYRAKHSKSAS20 


] public class Main { 


2 puplic static void main(8tring[] args) { 

3 int selbetsu = 0』 

4 imt age = 52: 

5 System.out.print1n(" こ と ん に ち は 。『) : 

6 iE (seibetsu == 0) { 

7 System.out.println{(" 私 は 男 で す 。『) : 
) else [ 

9 System.out.println(『 私 は 女 で す 。『) 

19 ) 

11 if (seibetsu == 0) { 

12 System.out.println(age + ! 歳 で す 。 リ 9 』 

13 ) 

14 System.out.print1n(『\ よ ろ し く お ね が いし ます 。『) : 

粒状 

16 } 
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績 隊 ほ : 朝 凍 人 の SSGV9DSSBRSO5DRSERNS る 4 
不具 合 の 原因 は 、else の 後に 波 カ ッ コ 1 と 字 が な く 、else 文 の ブロ ッ ク が 「DVD 
を 見 ます 」 で 終了 し て いる た めで す ( そ の 次 の 「 寝 ます 」 の 行 は else 文 の ブロ ッ ク 
に 含ま れ て いな い )。 
「 雨 が 降っ て も 晴れ て いて も 『 寝 ます 』 が 表示 され て し まう 」 と いう 現象 が 発生 
し て いま す 。 そ れ を 修正 する に は 、 次 の リス ト の よう に 「DVD を 見 ます 」「 寝 ます 」 
を 表示 する 2 行 を 波 カ ガッコ で 囲み ます 。 





System.out.print]n ("散歩 に いき ぎ ます!) : 


) else 1 
8 Systen.out.println("DVD を 見 ます 『) 
9 System.out.println(『 寝 ます 『!) : 
10 ) 
n 
2 ) 
細 習 3-5 の 解 審 | 人 心 eeeesdeeeeeeseseeesesesteeseeoeeeeeeeeeaeeeeeeeeefene 





pub1ic class Main { 
pub1ic static void main(String[] args) { 
System.Out .Drint 
("[ メ ニュー] 1: 検索 2: 登 録 3: 削 除 4 : 変 更 >?) , 
4 int selected = new ]aya.uti] .8canner(System.1n) .nexETnt () , 
switch (selected) | 
6 CaSe 1: 
7 System.out.println(! 検 索 し ます 。 リ 『) 』 
8 breaki 
CaSe 2: 
IQ System.out.println(" 登 録 し ます 。『) 』 
1 Dreak: 
1 CaSe 3: 


は System.out.println(" 削 除 し ます 。『) : 
I35 
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14 break: 
15 Ca8e 4: 
16 System.out.println(! 変 更 し ます 。『) : 
7 break: 
18 ) 
19 1 
20 } 
練習 3-6 の 打 科 ドド 


public class Main { 
> 。 public static void main(String[] args) { 
System.out.print(!【 数 あて ゲー ム 】『) : 
int an8 = new ]ayva.uti1 .Random () .nextTnt (10) : 
5 for (int i = 0, 1 < 5」 tt) { 
f System.out.print]n("0->9 の 数 字 を 入力 し て くだ さい り ) : 
1nt num = new ]ava.uti1 .Scanner (System.1n) .nextInt (] , 
if (ans == nnm) [ 
System.out.println( リ アタリ! 』 
0 breaki 
] slse { 
System.out.println(! 違 いま す 。『) : 
は ] 
4 ) 
5 System.out.println(" ゲ ー ム を 終了 し ます *『) 
6 
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配列 


第 1 草 で は 、 さ ま ざ ま な 数 や 文字 列 を 入れ る こと が で きる 
変数 の し くみ を 学び まし た 。 

も ちろ ん 、 作成 する プロ グラ ム が 大 きく な る と 、 

た くさ ん の 変数 を 使う こと に な り ま す 。 

た と えば 、 複 数 の 変数 を すべ て 足し た り 、 

平均 を 求め た りす る よう な こと も ある で し よう 。 

この 章 で 学ぶ 「 配 列 」 は 、 変 数 を より 便利 に 使う た め の し くみ で す 。 
配列 を 使う こと で 、 一 度 に 多く の 変数 を 処理 する こと が で きま す 。 


mal に - 全 = で < で eecemoooooeeaa で で で で で の で で で や で や で で で の の で で で で の でき 


4.1 
4.2 
4.3 
4.4 
4.5 
4.6 
4.7 
4.8 
4.9 


配列 の メリ ッ ト 
配列 の 書き 方 

配列 と 例外 

配列 の デー タ を まとめ て 扱う 
配列 の 舞台 裏 
配列 の 後片付け 

多 次 元 の 配列 

第 4 章 の まとめ 

練習 問題 


4.10 練習 問題 の 解答 
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配列 の メリ ッ ト 


(上 証 変数 が 持つ 不便 さ 


@1 湊 く ん 、 何 を 作っ て いる の か な ? 






第 1 章 で 学ん だ 変数 を 使っ て 、 テ スト の 点数 の 合計 や 平均 を 算 
出す る プログ ラム を 作っ て いま す 。 我 な が ら よ く で き て いる と 
思い ます 。 


@) よく で き て いる ね 。 で も 、 配 列 を 使う と より よく な る よ 。 
え … ! せっ か く 作 っ た の に …。 


人 ム ム 配列 を マス ター し た ら 、 プ ログ ラム が 楽に な る よ 。 
い に げ 便利 だ か ら 、 し っ か り 身 に 付け よう 。 


第 1 章 で は 数 字 や 文字 列 な どの デー タ を 格納 し て 扱う 変数 の し くみ を 学び まし 
た 。 そ し て 第 3 章 で は 、 変 数 を 用 いる こと で 分 岐 や 繰り 返し を 実現 で きる こと が 
わか り ま し た ね 。 こ の よう に 、 変 数 だ け で も プロ グラ ム を 書く こと は で きま す 。 
し か し 、 そ れ だ け で は 少し 不便 な こと も あり ます 。 湊 くん が 作成 し た テス ト の 京 
数 を 管理 する プロ グラ ム を 見 て 考え て み ま し ょ う 。 











リス ト 4-1 点数 管理 プロ グラ ム 





1 public class Main {( 
う public static void main(String[] args) { 






int sansu = 20: 
4 int kokugo = 30: 
5 int rika = 40: 
int eidgo = 50: 
int syakai = 80: 


3nL SUm = SanSU + KOKUdO + rika + 8yakai + e1d9O: 


9 合計 の 算出 


1 int avg = sum / 5, ) 平均 の 算出 


1: System.out.println(* 合 計 点 :! + sum): 
1 System.out .println(\ 平 均 点 :! + avg) 』 


14 合計 と 平均 の 表示 


一 見 、 問題 な さそ うに 見 えま す が 、 この コー ド に は 不便 な こと が 2 つ あ り ま す 。 


画 科 目 が 増え る た びに 、 そ れ を コー ド に 追加 し な けれ ば な ら な い 

新しい 科目 を 加え る に は 、taiiku (体育 ) な どの 変数 を 宣言 し た 後に 、 合計 と 平 
均 を 算出 し て いる 行 を 修正 する 必要 が あり ます 。 こ れ を 忘れ る と 新しい 科目 の 点 
数 が 追加 され な く な っ て し まい ます 。 


較 ま と め て 処理 で き な い 
「 点 数 の 良い 科目 か ら 順 に 並び 替え る 」 な どの 処理 を 行う 場合 、 コ ー ド が 長く 、 
複雑 に な っ て し まい ます 。 


これ ら の 原因 は 、 コ ンピュータ が 5 つの 科目 の 変数 を 「 個 々 の 独立 し た デー タ 」 
と し て 扱っ て いる こと に あり ます 。 

私 た ち 人 間 は 、 こ の 5 つの 変数 は 「 各 科目 の テス ト の 点数 を 格納 し て いる 変数 
で 、1 組 の も の と し て 計算 (合計 の 算出 な ど ) す る こと が ある 」 と 無意識 に 考え て 
いま す 。 し か し 、 コ ンピュータ に と っ て 変数 は 「 何 の 関係 も な い バ ラバ ラ の 5 つ 
の 箱 」 で し か な く 、1 組 の も の と し て 扱う こと が で き な い の で す 。 

複数 の デー タ を 1 組 の も の と し て 扱う こと は 、 私 た ちの 身の回り に 多く あり 
ます 。 
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例 と し て 携帯 電話 の アド レス 帳 を 考え て み ま し ょ う 。 ア ドレ ス 帳 に 鈴木 さん の 
デー タ が ある と し た 場合 、 そ こ に は 鈴木 さん の 「 名 前 」「 電 話 番号 」「 メ ー ル アド レ 
ス 」 な ど 複 数 の 情報 を 「 鈴 木 さ ん の 情報 」 と し て 1 組 で 管理 し て いま す 。 そ し て 、 
アド レス 帳 に は 鈴木 さん の ほか に も 多く の 友人 ・ 知 人 の デー タ が 格納 され て お り 、 
それ ら は 1 人 1 組 ご と に コピ ー や 削除 が 可能 で す 。 

この よう に 、 現 実 世 界 で は 1 つの グル ー プ に 属す る デー タ を まとめ て 扱う こと 
が 多く あり ます 。 そ れ に も か か わら ず 、 こ れ を プロ グラ ム で 実現 で き な い と な る 
と 、 前 ペー ジ に 挙げ た よう な 不便 が 発生 し て し まい ます 。 

そこ で 、 ほ と ん どの プロ グラ ミン グ 言 語 で は 、「 い くつ か の 関係 る る デー タ を 
グル ー プ に し て 、 ま と め て 1 つの 変数 に 入れ る 」 し くみ が 用 意 さ れ て いま す 。1 
つの 変数 に 複数 の デー タ を 入れ る と いっ て も 、 雑 多 に 放り 込む わけ で は な く 、 き 
ちん と し た 構造 に 整理 し て 、 後 か ら 特 定 の 値 を 取り 出せ る よう に 格納 する こと が 
で きま す 。 

この 構造 の こと を デー タタ 構造 (data structure) と いい 、 そ の 代表 的 な も の が 本 
章 で 学ぶ 「 配 列 」 で す 。 





デー タ 構 造 は 、 複 数 の デー タ を ひと まとめ に する 方 法 で 、 何 種 
類 か ある と いう こと で すね 。 そ し て 、 そ の 1 つが 「 配 列 」 と いう 
と と で すか ? 







その と お り だ よ 。 配 列 以外 に も 「 マ ッ プ 」 や 
「 ス タッ ク 」 な どの デー タ 構 造 も ちる ん だ 。 











思 肖 本 動 配列 と は 
配列 array) と は 、 同 一 種類 の 
複数 デー タ を 並び 順 で 格納 する [4 
デー タ 構 造 で す 。 右 の 概念 図 を 見 - - 
て くだ さい 。 要素 添え 字 
変数 の よう な 箱 が 連続 し て 並ん (element) (index) 


で いま す 。 そ し て 、 こ の 箱 の 1 つ 図 4-1 配列 の 構造 


ひと つ を 要素 (element) と いい ます 。 要素 は 変数 と 基本 的 に 同じ で 、 型 を 持ち 、 
デー タ を 格納 で きま す 。 ま た 、 配 列 に 含ま れる 各 要 素 の 型 は 揃え る 必要 が あり ま 
す 。 あ る 要素 の 型 が int 型 な ら ば 、 そ の 他 の 要素 の 型 も int 型 で な けれ ば いけ ま 
せん 。 よ っ て 配列 の 各 要 素 に は 同一 種 の デー タ し か 格納 で き な い と いう こと に な 
り ま す 。「 要 素 の 0 番 に は 数 字 、 要素 の 1 番 に は 文字 列 」 な どの よう な 異な る デー 
タ 型 は 格納 で きま せん 。 

これ に より 、 配 列 で は それ ぞ れ の 要素 に 値 を 代 人 し て 、 使 用 する こと が で きま 
すし 、 すべ て の 要素 の デー タ を ひと まとめ に 扱う こと も で きま す 。 そ の た め 、「 配 
列 の すべ て の 要素 を 合計 せよ 」、「 配 列 の すべ て の 要素 の 中 身 を 大 きい 順に 並び 替 
えよ 」 と いっ た こと が 、 変 数 より も 簡単 に 行う こと が で きま す 。 

図 4-1 に ある よう に 配列 内 の 各 要 素 に は 0 番 、1 番 、2 番 と いう 番号 が 付い て 
いま す 。 こ の 要素 の 番号 を 添え 字 (index) と いい 、0 か ら 始 まる 決ま り に な っ て 
いま す (1 か ら 始 まる の で は な いこ と に 注意 し て くだ さい )。 た と えば 、 要 素 が 5 
つ あ っ た ら 0 番 の 要素 、1 番 の 要素 …4 番 の 要素 と 表現 され ます 。 こ の と き 5 番 
と いう 添え 字 の 要素 は あり ませ ん 。 


PUUUUUUTUUUULUUUUULUUUUEUUUUUUUUEUULUULLUUUTUUUUULEULUUUUUUUUUUUUUUUULUUUUUUUEULUUULUUUULLUTD 


上 配列 の 要素 は 0 か ら 始 まる ! 


最初 の 要素 が 0 番 で ある こと は 、 初 学者 は も ちろ ん 、 款 練 者 で も うっ か り 
間違え る こと が あり ます 。 し つか り 覚 えて お きま し ょ う 。 


PCEPTTPTYYTTYTTTTYTTPTTTTTETTTYLLLKEELMULKEKECULUKEUCUEELUCUUUUKEPCLLECUKELCLCELLLLKLLL に 





変数 と 同じ で 、 使 う 前 に 準備 が 必要 な ん だ 。 た だ し 、 変 数 より 
少し だ け 複 雑 な 準備 が 必要 だ か ら 、 次 節 で し っ か り 紹 介し よう 。 






| 
斉 
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配列 の 書き 方 


還 攻 重 配列 の 作成 
配列 を 作成 する に は 、 以 下 の 2 ステ ッ プ が 必要 で す 。 


Step1 配列 変数 の 宣言 
Step2 要素 の 作成 と 代入 


まず 、Stepl で 配列 変数 を 作成 し ます 。 こ の 変数 は 今 まで の 変数 と 異な り 、 代 
入 で きる の は 値 で は な く 要 素 で す 。 そ し て Step2 で 要素 を 作成 し 、 そ れ を Step1 
で 作成 し た 配列 変数 に 代入 する こと で 配列 が 完成 し ます 。 


③ 代 入 (Step2) ②③ 要素 の 作成 (Step2) 


① 変 数 の 宣言 (Step1) 














| 図 4-2 配列 作成 の 流れ 





Step1 配列 変数 の 宣言 

配列 変数 を 作成 する に は 、 今 まで 同様 に 宣言 が 必要 で す 。 型 を 指定 する に は 、 
要素 の 型 の 後に [| を 付け て 記述 し ます 。 た と えば 、 int 型 の 要素 を 代入 する 配列 
の 場合 、 次 の よう に 宣言 し ます 。 


nt [] score: 


この 宣言 で 使わ れ て いる 「int[]」 型 は 、 見 た 目 は int 型 と 似 て いま す が ま っ た く 
異な る 型 な の で 注意 し て くだ さい 。 詳 し く は 後 で 解説 し ます の で 、 こ こ で は 「int 
型 の 要素 を 代入 で きる 型 」 だ と 理解 し て くだ さい 。 


6 代入 する 要素 が double 型 の 場合 は 「double[]」 で 、 
( 向 ) String の と き は 「String[]」 な ん で すね 。 


人 ク 配列 変数 の 作成 ( 宮 言 ) 
要素 の 型 [] 配列 変数 名 


PUTTTUTELTLTTUUUELLLLTUULTULLLUTLUUIULLLTLULLTTLLLLLUTTELULLUUITLLLLLUTTLTTLLLLLLULTLLL 


Step2 要素 の 作成 と 代入 
次 に 要素 を 作成 し て Step1 で 宣言 し た 配列 変数 に 代入 し ます 。 た と えば 「int 
型 の 婁 素 を 5 個 作 り 、 配 列 変数 score に 代 人 人 する 」 に は 、 次 の よう に し ます 。 


score = new int [5] : 
new は 「new 演算 子 」 と 呼ば れる も の で 、 指 定 さ れ た 型 の 要素 を [] 内 の 数 値 の 


分 だ け 作 成 し ま す 。 作成 され た 要素 は 、「=( 代入 演算 子 )」 で 配列 変数 に 代入 する 
こと が で きま す 。 


うー ん 。 配 列 は 変数 と 違っ て 、 手 順 が や や こし いな あ 。 
そう よね 。 こ こま で の 内 容 を まとめ て み ま し ょ うか が 。 
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リス ト 4-2 配列 の 作成 手順 


守 
き 
日 
目 
1 ビー 


public class Main { 
pupl1ic static void main(String[] arqs) [ 


int[] score: -) int 型 の 要素 を 代入 で きる 配列 変数 
BETG11 Score を 用 意 ([] が 必要 り 
int 型 の 要素 を 5 つ 作成 し て score 
に 代入 し 、 配 列 score の 完成 


③ 変 数 名 = 生成 し た 要素 ②③new int[5] 







] 
) 














図 4-3 配列 作成 の 手順 の まとめ 





Intl] score 


また 、 次 の よう に し て 先ほど の 「Step1 の 配列 変数 の 宣言 」 と 「Step2 の 要素 の 
作成 と 代入 」 を 同時 に 行う こと が で きま す 。 


リス ト 4-3 配列 の 作成 手順 (Step1 と Step2 を 同時 に 行う ) 
public class Main { 


pub1ic static void main(String[] args) { 


int[] score = new int【5] , 
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な お 、 い くつ 要素 を 作っ た か (配列 の 要素 数 は いく つか ) は 自分 で 覚え て お か 
な く て も 大 丈夫 で す 。 次 の よう に し て 「 配 列 名 .length」 で 調べ る こと が で きま す 。 


リス ト 4-4 配列 の 長 さ を 調べ る 





public class Main { 
pub1ic static void main(String[] args) { 
int[] score = new int[5], ー 
int kobakos = score.1ength: 
System.out.println(" 要 素 の 数 : ! + kobakos) : 


6 





点数 管理 の プロ グラ ム で 、 平 均 を 算出 する と き に 
使う と いい わ よ 。 


な る ほど ! そう すれ ば 科目 の 数 が 増え て も 、 平 均 の 算 
出 の 部 分 は 修正 し な く て も いい ね 。 


ク 配列 の 要素 数 の 取得 


(正和 配列 の 利用 方 法 


配列 に 含ま れる それ ぞ れ の 要素 は 変数 と 同じ よう に 扱え ます が 、 ど の 要素 に 値 
を 出し 入れ する か を 指定 する た め 、「scorell] = 10:」 の よう に 添え 字 を 用 いて 利 
用 し ます 。 こ こ で 「 配 列 の 最初 の 要素 は 0 番 で ある 」 と いう ルー ル を 思い 出し て 
くだ さい 。「score[1] = 10:」 は 、 配 列 score の 先頭 で は な く 、 先 頭 か ら 2 番目 の 
要素 に 10 を 代入 し て いる こと に な り ま す 。 
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次 の リス ト を 見 て くだ さい 。 こ れ は score の 2 番目 の 要素 に 30 を 代入 し 、 そ 
れ を 6 行 目 で 表示 し て いま す 。 


リス ト 4-5 配列 の 要素 に 値 を 代入 





public class Main { 
public static void main(String[] args) 1 
int[] score: 


Score = new 1nt[5] 


score [1] = 30: 要素 score[1] に 代入 
System.out.print1n(score [1] ) 。 要素 score[1] の 中 身 を 表示 
] 環 議 に CTC と 


還 守 E 重 配列 の 初期 化 
と ころ で 、 変 数 の 値 を 取り 出す 前 に は 、 必 ず 値 を 代入 し て 初期 化し な けれ ば な 

り ま せん 。 初 期 化 を し て いな い 変 数 を 利用 する と コン パイ ル エ ラー が 発生 し ます 。 
リス ト 4-6 初期 化 さ れ て いな い 変 数 を 利用 

public class Main { LManJavo 
pub]ic static void main(String[] args) [ 


nt X: 

6 が 初期 化 さ れ て いな い の で 、 
System.out .print1n(X) : 
= コン パイ ル エ ラー に な る 


1 
1 

し か し 、 配 列 の 要素 は 自動 的 に 初期 化 さ れ ま す 。 た と えば 、 次 の よう に int 型 

の 要素 を 持つ 配列 を 用 意 し た 場合 、5 つの 要素 は すべ て 0 で 初期 化 さ れ ま す 。 
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リス ト 4-7 配列 の 初期 化 


public class Main { 


publ1ic static void main(String[] args) { 
int[] score = new int[5] , 


1 

2 

ヨ 

4 System.out.print1n (score [9]) : 0 が 出力 され る 

「 1 
6 


] 


要素 が どの よう な 値 で 初期 化 さ れる か は 、 eee て 決め られ て いま す 。 





な お 、String 型 の 天 素 は 後ほど 学習 する 「null」 と いう 値 で 初期 化 さ れ ま す 。 


(CE ぼ 写 動 省略 記法 
これ まで 見 て きた 配列 の 作成 と 初期 値 の 代入 を 同時 に 行う こと が で きま す 。 


ウ ク 配列 作成 と 初期 化 の 省略 記法 


ゅ 要素 の 型 [] 配列 変数 名 = new 要素 の 型 []{ 初期 値 1, 初期 
値 2 初期 値 3…: 


@ 要素 の 型 [] 配列 変数 名 ={ 初 期 値 1, 初 期 値 2, 初期 値 3, 


省略 記法 の 具体 例 を 次 に 示し ます 。 


nt [] score1] = new int[] | 20, 30, 40, 50, 80 1: 省略 記法 ① 
nt [] score2 = { 20, 30, 40, 50, 80 ]: 省略 記法 ③ 


まこ 
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本 多 と 例外 





範囲 外 要 素 の 利用 に よる 例外 の 発生 
先輩 、 コ ン パ イル で き て 実行 も で きた ん で すけ ど 、 英 文 が 表示 
韻 され て 止ま っ ちゃ いま し た 。 こ とれ っ て 何で すか ? 


これ は 例外 が 発生 し た ん だ ね 。 配 列 の 使い 方 を 間違う と ア さ 
表示 され る エラ ー メ ッ セ ー ジ だ よ 。 いし プ 


リス ト 4-8 点数 管理 プロ グラ ム (配列 版 ) 


| public class Main { 
2 puplic static void main(String[] args) { 

3 int[] score = { 20, 30, 40, 50, 80 

4 品 串 - う ーーー ーー ーー ーー(siome) 


score [1] + score[2] + score[3] + score[4] + score[5] 
int av9 = sum / score.1ength: 平均 の 算出 
System.out.print1n( 合 計 点 :! + sum): ど ー 
System.out.println(" 平 均 点 :! + avg) : Hm 


) 


5 
6 
ア 
に ) 
9 





湊 く ん が 、 ど こ で 間違え た か わか り ま し た か ? 配列 score の 要素 数 は 5 つ な 
の で 要素 の 添え 字 は [0] 一 141 で すね 。 し か し 、 こ の コー ド は 4 行 目 で score[5] 
を 使っ て し まっ て いま す 。 

この よう に 、 和 存在 し な い 要 素 を コー ド 内 で 使っ て いて も コン パイ ル は 成功 し ま 
す 。 し か し 、 プ ログ ラム を 動か す と 、 そ の 行 を 処理 し よう と し た 際 に 
ArrayIndexOutOfBoundsException と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され プロ グラ 
ム が 中 断 し て し まい ます 。 こ の よう な エラ ー を 、 特 に 例外 (exception: エ クセ プ 
ショ ン ) と いい ます 。 

例外 に つい て は 、 詳 し く は 第 15 間 で 解説 し ます 。 現 時 点 で は 、 実 行 中 に 「 一 
Exception」 と 表示 され て 中 断 し た ら 、 例 外 と いう エラ ー が 発生 し た と 判断 で きる 
よう に し て お きま し ょ う 。 








これ は 経験 者 で も 、 う つか りや っ て し まう ミス だ よ 。 
ArrayIndexOutOfBoundsException が 発生 し た ら 、「 エ ラー の 原 
因 は 存在 し な い 要 素 を 使 お うと し た か ら だ 」 と 判断 し よう 。 






Array は 配列 、Index は 添え 字 、OutOfBounds は 範囲 外 と いう 
意味 で 覚え れ ば ラク で すね 。 






英語 が 表示 され た か ら と いっ て 慌て る 必要 は な い 。 ど れ も 簡 単 


な 単語 だ 。 逃げ ず に 読む こと が 実は 上 達 へ の 近道 だ よ 。 
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配列 の デー タ を まとめ て 扱う 


配 宛 利 馬 for 文 と 配列 


よし ! 例外 が 出 な を なくなっ た ぞ 。 こ れ で 完璧 だ ! ! 









最初 に 比べ て よく な っ た ね 。 で も 、 ま だ 改善 で きる 箇所 が ある よ 。 
今 の まま だ と 、 将 来 科 目 が 増え た 場合 に 合計 点 を 算出 する 箇所 仁 。 
に 修正 が 必要 だ ろう ? その めん どう も 解決 で きる ん だ よ 。 き ジ / 
実は 、 配 列 の 添え 字 の 指定 に 変数 を 用 いる こと が で きま す 。 た と えば 、 変 数 a 
に 3 が 入っ て いる と き 、「scorelal」 と いう 記述 を すれ ば 、 前 か ら 4 番目 の 要素 に 
アク セス で きる の で す 。 
この こと を 利用 し て 、 次 の リス ト 4-9 の よう な こと が で きま す 。 


リス ト 4-9 配列 と for 文 


| public class Main { 
P pub1ic static void main(String[] args) { 

3 int[] score = ( 20, 30, 40, 50, 80}: 

4 for (int i =0, 1 < score.1ength, i++) ( 

5 System.out .pyint]n (score [i] ) : 


6 } score[0],score[1]… 
7 』 
8 } 


変数 i に 注目 し て くだ さい 。 for ルー プ に より 、i は 、0 つ 1 っ 2 つ 3 つ 4 と 
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回 





変化 し て いく の で 、score の 添え 字 に 変数 i を 用 いる こと で score[O] か ら 
score[4] を 表示 させ る こと が で きま す 。 こ の よう に 最初 の 要素 か ら 最 後 の 要素 ま 
で 、 代 入 さ れ て いる 値 を 順番 に 使用 する こと を 「 配 列 を 回 す 」 と も いい ます 。 
そし て 、3 行 目 で 作成 し て いる 要素 の 数 が 6 つや 7 つ に 変わ っ て も 、 こ の 「 全 
内 容 の 表示 部 分 」 は いっ さい 修正 が 不要 な 点 に 注目 し て くだ さい 。 for 文 の 終了 条 
件 に 配列 変数 名 .length を 用 いる と ころ が ポイ ント で す 。 
この よう に for 文 を 用 いて 配列 の 各 要 素 の 値 を 順番 に 取り 出し 、 そ れ に 対し て 
何ら か の 処理 を 行う コー ド を 書く 機会 は 多い の で 、 必 ず 身 に 付け て お きま し ょ う 。 


み 配列 を for ルー プ で 回 す 
for(inti=0:i< 配 列 変数 名 .length :++ ) { 


PPLLLULLULLLLLLLULLULLLLLULLLULLLLLLLLLLLLLLULLULLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLSLLLLLLLLLLGLN 


(還元 逢 拡張 for 文 


拡張 for 文 は 、 配 列 の 要素 を 1 つ ず づつ 取り出す ルー プ を 簡単 に 書く た め に 導入 
され た 新しい for 文 の 文法 で す 。 


ク 拡張 for 文 で 配列 を 回 す 
for (要素 の 型 任意 の 変数 名 : 配 列 変数 名 ) 


第 1 部 よう こそ Java の 世界 へ 
拡張 for 文 で は 、 ル ー プ が 1 周 す る た びに 次 の 要素 の 内 容 が 「 任 意 の 変数 名 」 で 
指定 し た 変数 に 格納 され る た め 、 ブ ロッ ク の 中 で は その 変数 を 利用 し て 要素 を 取 
り 出し ます 。 従来 の for 文 と 比較 し な が ら 次 の コー ド を 見 て くだ さい 。 


リス ト 4-10 従来 の for 文 で の 例 





public class Main { 
publio static void main(String[] args) ( 
int[] score = ( 20, 30, 40, 50, 80 ]}: 


4 for (int i =0: 1 < gcore.1ength: 3++) ( 配列 名 ength で 
・ System.out.print1n(score[i] ) 要素 数 を 得る 


] 要素 を 指定 し て 
| 取り 出す 必要 が ある 


8 ) 
リス ト 4-11 拡張 for 文 の 例 


public class Main { ーー ドッ 
pub1ic static void main(String[] args) { 
int[] score = ( 20, 30, 40, 50, 80 」: 


for (nt Yalue : ルー プ が 1 周 す る た びに 次 の 要 
System.out .println (value) , 素 が value に 入る 
) 
] value を その まま 使え る 


) 
拡張 for 文 を 使う と 、 コ ー ド に ルー プ 変 数 や 添え 字 な ど が 登場 し な く な り 、 す っ 
きり し ます 。 






score) { 
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配列 の 舞台 豪 


(所 王 配列 を 理解 する 


2 4 
配列 も 回せ する よう に な っ た し 、 こ れ で 配列 は 完璧 で すね ! 


確か に 基本 的 な 内 容 は 十分 マス ター し た ね 。 で も 、 ま だ 知っ て 
お くべ きこ と が ある よ 。 次 の コー ド を 見 て ご らん 。 最 後に 何 が 
出力 され る と 思う ? 















リス ト 4-12 実行 結果 は ? 





| public class Main { 

2 puplic static void main(Stying[] args) [{ 

3 scHa= (hr 2.3」 うーーー 一 (mg1) 
4 int[] b』 

5 D = ai 


6 5[0] = 100: b[0] に 100 を 代入 
7 


System.out.print1n(a [0] ) , 


0 0 a[0] を 表示 する と … 


「1」 が 出力 され る と 思い まし た か ? し か し 、 実 際 に 出力 され る の は 「100」 な の 
で す 。 
な ぜ 「100」 が 表示 され る か を 理解 する た め に 、 こ の 人 節 で は 「 配 列 を 利用 し て い 
る と き 、 コ ンピュータ の 中 で は 何 が 起き て いる か 」 と いう 舞台 裏 を 解説 し ます 。 
この 舞台 裏 を 十分 理解 で き て いる か どう か で 、 今 後 の 章 に お ける 理解 や 応用 力 に 
格段 の 差 が 付き ます 。 や や 高度 な 内 容 で す が 、 ぜ ひ 理 解 し て くだ さい 。 
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( 選 諾 正基 メモ リ と 変数 


これ まで p.142 の 図 4.2 の よう に 、 配 列 は 「 一 型 の 配列 変数 に 一 型 の 要素 
を 入れ て 作成 する 」 と いう イメ ー ジ を 示し て きま し た 。 実は 、 こ れ は 私 た ち 人 間 
に 理解 し ゃ すく する た め の イ メー ジ 図 で あっ て 、 実際 に コン ピュ ー タ の 中 で この 
よう な 構造 に な っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 

コン ピュ ー タ は 使用 する デー タ を メモ リ に 記録 し ます 。 メ モリ の 中 は 基盤 の 目 
の よう に 区 画 整理 され て お り 、 各 区 画 に は 住所 (アド レス ) が 振ら れ て いま す 。 
そし て 変数 を 宣言 する と 、 空 いて いる 区 画 ( ど こ が 選 ば れる か わか ら な い ) を 変 
数 の た め に 確保 し ます (変数 の 型 に よっ て 何 区 画 を 使用 する か は 異な り ま す )。 
変数 に 値 を 代入 する と は 、 確 保 し て お いた 区 画 に 値 を 記録 する こと な の で す 。 


図 4.4 メモ リ と 変数 





int 型 (変数 1 つ で 4 バイ ト 消 費 す る 。p.48 参 照 ) 


人 EE 玩 動 メモ リ と 配列 


で は 、 配 列 を 作成 (「int [] score = new int[5]: 」) し た と き 、 メ モリ の 中 で は ど 
の よう な こと が 起き て いる の で し ょ うか 。 
配列 変数 の 宮 言 に より intl] 型 変数 が 、new 演算 子 に より 配列 の 実体 (要素 の 
集まり ) が メモ リ 上 の 区 画 に 作成 され ます ( 図 4.5)。 そ し て 、 配列 変数 に は 5 つ 
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8832 番 地 4-5 メモ リ と 配列 の よう す 





it score = new int[5]: を 実行 し た と き の メ モリ 上 の よう す 
① int 型 の 要素 を 5 つ 持 つ 配 列 が メモ リ 上 に 作成 され る 。 
② int[] 型 の 配列 変数 score が メモ リ 上 に 作成 され る 。 
③ score に 配列 の 先頭 要素 の アド レス が 代入 され る 。 










そう だ よ 。 た だ し 、int[] 型 の 配列 変数 に 、 要 素 が double 型 で 
ある 配列 の 先頭 要素 の アド レス は 代入 で き な い 。 int[] 型 の 配 
列 変数 は 、 要 素 が int 型 で ある 配列 の 先頭 要素 の アド レス し か 
代入 で き な い ん だ 。 


Java は 次 の よう な し くみ で 配列 の 避 素 を 利用 し て いま す 。 


山 ま っ 
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POCCCPUTCOTTEEKPUMETKTEPUUUTLLCNUULLLUCULCULELLULUUUUULESUUUUUULCUCLUUPULLCLLCLSLLULCCCLSLLCLLLLL 


《② プロ グラ ム か ら score[n] と 指定 され た ら 


① score の 中 に 入っ て いる 番地 (=8832) を 取り 出し 、 配列 (先頭 要素 ) を 見 
つけ る 。 
②③ 見 つけ た 配列 の 先頭 要素 か ら n 個 後ろ の 要素 の 区 画 を 読み 書き する 。 


PUPPYTTPTTTTTTTTTTTTTTYCTTTTHTYYTYEITCTTDTCTTPTELULUTETPTECUITEETTEETETTT 


配列 変数 score は 、「 配 列 の 実体 は 8832 番地 に あり ます 」 と 指し 示す 動作 を し 
て いる こと に な り ま す 。 こ の こと を 「 参 照 」 と 呼び ます 。 ま た 、 具 体 的 な デー タ 
で は な く 、 メ モリ 上 の 番地 を 代入 する 変数 の こと を 「 参 照 型 」 (reference type) 変 
数 と いい 、int や boolean の よう な 「 基 本 型 」 変 数 と 区 別 し ま す 。 

yox 番 地 図 4-6 参照 型 の イメ ー ジ 
[| 21 | B] | 4] 
変数 先頭 要素 の 住所 が xxxx 番 地 の 配列 


還 5 動 配列 を 複数 の 変数 で 参照 


ここ まで の 内 容 を 十分 に 理解 すれ ば 、 先 ほど の リス ト 4-12 で は どの よう な 状 
況 に な っ て いる か が 像 で きる で し ょ う 。 

変数 a に 番地 「8832」 が 入っ て いる と し た 場合 、5 行 目 で コピ ー さ れ て いる の は 、 
この 8832 に な り ま す 。 そ の 結果 、 変 数 b は 変数 a と 同じ 配列 を 参照 する こと に 
な り ま す 。 


図 4-7 a と b と が 同じ 配列 
を 参照 し て いる 





よっ て 、alO] と bIO] は 、 ま っ た く 同 一 の も の を 指し て いる こと に な り ま す 。 
この 状態 で 「b[O| = 100:」 を 実行 する こと は 「a[0=100:」 と 同じ で す 。 当 然 、7 行 
目 で は 100 が 出力 され ます 。 


配列 の 後片付け 


選 直 和 短 ガベージ コレ クシ ョ ン 
次 の コー ド を 見 て くだ さい 。 
リス ト 4-13 ガ ペ ベー ジコ レク ショ ン 


INET 
| public class Main { 


2 puplio static void main(8tying[] args) 【 





3 boolean D = true: 
4 if (D == tzue) { 
6 ) 

内 交 

8 』 


5 行 目 で 、 配列 変数 i が 宣言 され 、 同 時 に 3 つの 要素 を 持つ 配列 が 生成 され て 
いま す 。 し か し 、 変 数 の 寿命 は 自分 が 宮 言 され た ブロ ッ ク が 終了 する まで (3.2.1 
項 ) だ っ た こと を 思い 出し て くだ さい 。 こ れ は 配列 変数 で も 同じ で す 。 

つま り 、6 行 目 の 時点 で 配列 変数 i は メモ リ か ら 消 滅 し ます 。 一 方 、new で 確 
保 さ れ た 要素 た ち は 普 通 の 変数 で は あり ませ ん の で 、 ブ ロッ ク が 終了 し て も 寿命 
は 迎え ませ ん 。 そ の 結果 、 配 列 は どの 配列 変数 か ら も 参照 され な い 状態 で メモ リ 
に 残っ て し まい ます 。 

残っ た 配列 は 、Java の プロ グラ ム か ら ど の よう な 方 法 を 使っ て も 読み 書き す 
る こと は で きず 、 事 実 上 メモ リ 内 の ゴミ (garbage) と な り ま す 。 ゴ ミ と な っ て し 
まっ た 配列 を 放置 し 続け る と 、 こ うい っ た ゴミ が 溜まり 続け 、 メ モリ を 圧迫 し て 
し まう 可能 性 が あり ます 。 

本 来 を な ら ば 、「 使 用 で き な く な っ た 配列 は 、 も う 使 いま せん か ら 、 破 葉 し て (区 
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画 か ら 取 り 除 いて ) メ モリ 領域 を お 返し し ます 」 と いう メモ リ の 後片付け を プロ グ 
ラマ が 行わ な けれ ば な り ま せん 。 

し か し 、Java に は ガベージ コレ クシ ョ ン (GC: garbage collection) と いう し くみ 
が 常に 動い て お り 、 実 行 中 の プロ グラ ム が 生み 出し た メモ リ 上 の ゴミ (どの 変数 
か ら も 参照 され な く な っ た メモ リ 領 域 ) を 自動 的 に 探し 出し て 片付け て くれ ます 。 


内 。 | 勝手 に ゴミ を 探し て 片付け て くれ る な ん て 自動 掃除 機 みた い 。 
や 楽 で いい わ ね 」 


先 の 項 で は 変数 の 寿命 に よっ て 配列 変数 が 配列 を 参照 し な く な る 例 で し た が 、 
null を 使用 する こと で 、 意 図 的 に 参照 され な いよ うに する こと が で きま す 。 次 の 
コー ド を 見 て くだ さい 。 


リス ト 4-14 null の 利用 





pub1ic class Main { 
pub1ic stakic void main(String[] args) { 
0 三 た CE-S 電 本 "< 短 ) 
5 a[0] = 10: 
] 
) 


上 記 の 4 行 目 で は 配列 変数 に null と いう 特別 な 値 を 代入 し て いま す 。null と 
は 「 何 も な い 」 と いう 意味 で 、 配 列 変数 as の よう な 参照 型 の 変数 に 代入 する こと 
が で きま す 。null が 代入 され る と 、 参 照 型 の 変数 は どこ も 参照 し て いな い 状態 に 
な り ま す 。 こ の よう に 、 あ る 番地 を 参照 し て いた 配列 変数 に null を 代入 し 、 参 
照 さ せな くす る こと を 「 参 照 を 切る 」 と も いい ます 。 


PCOCOPPTCOTELKPUMETKTEPUUTULLUNULLLUCULCULLLLULULULLULEMUUUPUULLUCLUUCULLCLLSLSELLCCCLULLCLLLLLL 


《⑳ nu と は ? 


① int[] 型 な どの 参照 型 変数 に 代入 する と 、 そ の 変数 は 何 も 参照 し た な く な る 。 
②③) int 型 な どの 基本 型 変数 に は 代入 する こと が で き な い 。 








何 も 指 さ な い 
ーーーーーーーーーーーーーー 
どの 変数 か ら も 指 さ れ な い の で 
図 4-8 null を 代入 し 、 参 照 を 切る ガベージ コレ クシ ョ ン の 対象 に な る 


(CE 正 動 NullPointerException 






先輩 、 さ っ き の プ ログ ラム 、4 行 目 で null を 代入 し た 後 、5 行 
目 で 「 a[O] = 10: 」 し て いま すけ ど 、a は どこ も 参照 し て いま せ 
ん よね ? 





よく 気づい た ね 。 で も 、 コ ン パ イル は 成功 する ん だ 。 実行 する 
と どう な る か な ? 








あっ 、 ま た エラ ー に な り ま し た よ ! NullPointerException… 例 
外 で すね ! 






山 ま 
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リス ト 4-14 を 実行 する と 、 次 の よう な エラ ー が 画面 に 表示 され ます 。 


この 例外 は 、null が 格納 され て いる 配列 変数 を 利用 し よう と する と 発生 し ます 。 
先ほど 学習 し た ArrayIndexOutOfBoundsException と と も に 、 配 列 関 連 で 見 か け 
る こと の 多い 例外 で す 。 


配列 の length と 文字 列 の length() 


と の 章 で は 、 配 列 の 要素 数 を 取得 する た め に 「 配 列 変数 名 length」 と い 
う 記述 が 可能 な こと を 学び まし た が 、 こ れ と 似 た 記述 方 法 と し て 、「 文 字 
列 変数 名 ength()」 が あり ます 。 

Strind 型 の 変数 の 後に 「」ength()」 を 付け る こと で 、 そ の 文字 列 型 変数 に 
格納 され て いる 文字 列 の 長 さ ( 文 字数) を 得る こと が で きま す 。 そ の 際 に は 、 
全角 半角 を 問わ ず 1 文字 と し て カウ ント され ます の で 、 た と えば 次 の 
コー ド を 実行 する と 、 画 面 に は 7 が 表示 され ます 。 


配列 の 「length」 と 文字 列 型 の 「length()」 は 、 ど ちら も 長 さ を 取得 する た 
め の も の で す が 、「 文 字 列 の と き は () を 付け る 、 配 列 の と き は () を 付け な 
い 」 と 覚え て お きま し ょ う 。 


加 





多 次 元 の 配列 


多 次 元 配列 と は ? 


今 ま で 学習 し て きた 配列 は 1 次 元 配列 
と いい ます 。1 次 元 配 列 に 縦 の 並び を 加 
える と 2 次 元 配列 に な り ま す 。 

2 次 元 配列 は 図 4.9 の よう に 要素 が 縦 
横 に 並ん だ 表 の よう な も の で す 。 デ ー タ | lil2 軸 Bl[4 間 
を 表 の よう な 形 で 扱い た いと き に 使用 す | 護 Pr 委 
る と 便利 で す 。 !2lo]l (0 212】 213] 21(41 

ちな み に 、2 次 元 以上 の 配列 を 多 次 元 図 4-9 ら 次 元 配列 の イメ ー ジ 
配列 と 呼び ます 。 ビ ジネス アプ リ ケ ー シ ョ 
ン の 開発 で は 多 次 元 配列 を 使う 機会 は 少な いで す が 、 科 学 技術 計算 な ど で は 多く 
利用 され ます 。 


山 ま っ 








(ll lO2 川 Bl 








て = rme の 
要素 の 型 [][] 配列 変数 名 = new 要素 の 型 [ 行 数 ][ 列 数 ]: 


ん = の 本来 の 利用 


た と えば 、 兄 弟 2 人 の 3 科目 の テス ト 結 果 を 格納 する 2 次 元 配 列 は 、 次 の よ 
うに 書く こと が で きま す 。 
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リス ト 4-15 2 次 元 配列 





public class Main { 
2 public static void main(String[] args) { 
ョ snt[] [] scores = new int[2] [3] 2 行 3 列 の 配列 
scores [0] [0] = 40: 
scores [0] [1] = 50: 
scoreg [0] [2] = 60: 
scoreg [1] [0] = 80: 
Score8 [1] [1] = 60, 
scores [1] [2] = 70: 
10 System.out .print]n(scores [1] [1] ) , 


この リス ト の 2 次 元 配列 を 図 に する と 下 の よ うな イメ ー ジ で す 。 
2 次 元 配列 で は 1 次 元 配列 と 異な り [] を 2 つ 使 用 し ます 。 最 初 の [] で 行 、 次 
の [|] で 列 を 指定 し ます 。 





図 4-10 ら 行 Xd 列 の 点数 表 


し か し 、 図 4-10 は あく まで も イメ ー ジ で す 。Java に お ける 2 次 元 配列 は 、 正 
確 に は 「 表 」 で は な く 、「 配 列 の 配列 」 に な り ま す 。 ま ず 、 先 ほど の 「 表 」 の イメ ー 
ジ を 「 配 列 の 配列 」 と いう イメ ー ジ に 変化 させ て み ま し ょ う 。2 行 X 3 列 の 表 の 

合 、 要 素数 2 の 行 配列 ( 親 配 列 ) の 中 に 、 そ れ ぞ れ 要 素数 3 の 列 配 列 ( 子 配列 ) 
が 入り ます 。 実際 の メモ リ 上 で は 、 図 | 4-11 の よう に な っ て いま す 。 
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int 型 int 型 int 型 






先頭 要素 の 番地 が 
7131 番 地 の 配 列 





80 60 270 
Int 束 intl 型 アン テン テコ 


gg 





intHH 


3 赤地 の 2 
要素 が int[l の 配列 を 
指す こと が で きる int 型 int 型 int 型 
4- 1 1 メモ リ 上 で の ら 次 元 配 列 人 


この 図 4-11 の 状態 は 次 の プロ グラ ム で 確認 で きま す 。 


リス ト 4-16 親 配列 と 子 配列 の 要素 数 を 表示 





ETIINEUCI 


| public cass Main { 


っ pub1ic static yoid main(String[] args) ーー 
3 int[]l [] scores = [ { 10, 20, 30 ], { 30, 40, 50 】 }: 

4 System.out.println(scores.1engh) , 
5 System.out.println(scores [0] ee 
$⑥ 

2 
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第 4 草 の ま と め 


この 章 で は 、 次 の よう な こと を 学び まし た 。 


配列 の 基礎 


・ 配列 と は 、 同 じ 型 の 複数 の 値 を まとめ て 扱う た め の デ ー 人 タタ 構造 。 
・ 配列 を 構成 する それ ぞ れ の 箱 を 要素 、 何 番目 の 箱 で ある か と いう 数 字 を 添え 
字 ま た は イン デック ス と いう 。 配 列 の 添え 字 は 0 か ら 始 まる 。 


配列 の 準備 


・ 配列 を 利用 する た め に は 、「 配 列 変数 の 宣言 」「 要 素 の 作成 」 と いう 2 つの ステ ッ 
プ で 配列 を 準備 し な けれ ば な ら な い 。 

・ 配列 変数 の 型 に は 「 要 素 の 型 [] 」 を 指定 する 。 

・ 要素 を 作成 する に は 、「new 要素 の 型 [要素 数 ]」 と し 、 配 列 変数 に 代入 する 。 


配列 の 利用 


・「 配 列 変数 名 [添え 字 ] 」 で それ ぞ れ の 要素 を 読み 書き で きる 。 
・for 文 や 拡張 for 文 を 用 いて 配列 要素 に 1 つ ず つ 順 番 に アク セス する 。 


配列 と 参照 


・ 配列 変数 は 、 配 列 の 実体 (new で 確保 され た 各 要 素 の メモ リ 領 域 ) を 参照 し て 
いる 。 

・ 特別 な 値 null が 代入 され た 配列 変数 は 、 ど の 実体 も 参照 し な い 。 

・ 何ら か の 理由 で 参照 され な く な っ た メモ リ 領 域 よ 、 ガ ベー ジコ レク ショ ン に 
よっ て 自動 的 に 解放 され る 。 


次 の 条件 に 合っ た 各 配 列 を 準備 する プロ グラ ム を 作成 し て くだ さい 。 な お 、 以 
下 の 4 つの 条件 の コー ド を 1 つの プロ グラ ム の 中 に 記述 し て 構い ませ ん 。 ま た 、 
値 の 初期 化 は 不要 で す 。 


① int 型 の 値 を 4 個 ま と め て 格納 で きる 配列 points 

② double 型 の 値 を 5 個 ま と め て 格納 で きる 配列 weights 
③ boolean 型 の 値 を 3 つま と め て 格納 で きる 配列 answers 
④ String 型 の 値 を 3 つま と め て 格納 で きる 配列 names 


次 に 示す 3 つの 条件 に 沿っ た プロ グラ ム を 作成 し て くだ さい 。 


①④①3 つの 口座 残高 「121902」「8302」「55100」 が 格納 され て いる int 型 配列 
moneyList を 宣言 し ます 。 

② その 配列 の 要素 を 1 つ ずつ for 文 で 取り 出し て 画面 に 表示 させ ます 。 

③ 同じ 配列 の 要素 を 拡張 for 文 で 1 つ ず つ 取 り 出 し て 画面 に 表示 し ます 。 


次 の コー ド を 実行 する と 、5 行 目 と 6 行 目 で 例外 が 発生 し ます 。 そ れ ぞ れ の 行 
で 発生 する 例外 の 名 前 を 答え て くだ さい 。 


R R METIINEI」 
| public class Main ( MM 


メ pub1ic static void main(String[] args) { 
3 int[] counts = nu11: 

4 fioat [] heights = { 171.3F, 175.0F }, 
5 


System.out .print]n(counts [11) 


加 
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次 に が す 4 つの 条件 に 沿っ て 「 数 あて クイ ズ 」 の プロ グラ ム を 作成 し て くだ さ 
い 。 


① int 型 で 要素 数 3 の 配列 の 配列 numbers を 準備 し ます 。 と の と き 初 期 値 は そ 
れ ぞ れ 「3」「4」「9」 と し ます 。 

③④ 画面 に 「1 桁 の 数 字 を 入力 し て くだ さい 」 と 表示 し ます 

③ 次 の コー ド を 用 いて キー ボー ド か ら 数 字 の 入力 を 受け 付け 、 変 数 input に 代 
入 し ます 。 


④ 配列 を ルー プ で 回 し な が ら 、 い ずれ か の 要素 と 等 し いか を 調べ ます 。 も し 等 
し けれ ば 「 ア タリ ! 」 と 表示 し ます 。 





練習 - 1 の 解答 で 66 お SS ooG ち ちら お る の きらら る ちる ささ きる ちち る さる の さき きる らき る の ささ も る る の る GS らら oe な S&Seooo eaa 
以下 は 解答 例 で す ( お お むね 合っ て いれ ば 正解 と し て 構い ませ ん )。 





ETUIEU 四 


1 public class Main { 
っ public static void main(String[] args) { 


3 int[] points = new int[4] : 
4 Gouble [] weights = new double[5] : 
5 5oolean[] answers = new boolean [3] : 
る String [] names = new String[3] 
] 
8 ] 
練習 4 の 打 寺 の ii 


以下 は 解答 例 で す ( お お むね 合っ て いれ ば 正解 と し て 構い ませ ん )。 





| public class Main [ 

2 public static void main(String[] args) [{ 

3 int[] moneyhist = | 121902, 8302, 55100 ]: 
4 for (Int 1 = 0, 1 < moneyhist.1ength, i++) ( 
5 System.out.println (moneyhiat [1] ) : 


6  ! 
7 for (int m : moneyhist) ( 
に System.out .pr1nt1n ml) 』 
9 ) 

10 1 

11 } 
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第 1 部 よう こそ Java の 世界 へ 


練習 4-3 の 舞 箸 で … 人 上 で eeeeeeeereeeeeeeeeeeeeetseseseseeeeeseseseeesesesesesetesseee 
5 行 目 : Nu11PointerBxception 
6 行 目 : ArrayindexOut0fBoundsException 


本 間 KG: の 人 較 で で oeeeeAseoe<esaspascoolem 
以下 は 解答 例 で す ( お お お ね 合っ て いれ ば 正解 と し て 構い ませ ん )。 





| public class Main { ーー 
2 pnublic static void main(8tring[] args) { 
3 // 1) 配 列 の 準備 
int[] numbers = {[ 3, 4, 9 1: 
5 
6 (2) メッ セー ジ の 表示 
System.out.println(W1 桁 の 数 字 を 入力 し て くだ さい 『) : 
8 
9 // 3) キー ボー ド か ら の 数 字 入 力 
G 1nt input = new ]ava.uti1.Soanner (System.in) .nextTnt [) : 
// (3) 部 列 和 を 回 し な が ちら 判定 
3 for (int n : numbers) [{ 
4 if (n == input) ( 
5 System.out .println(! ア タリ 1! 』 
6 | 
! 
18 1 
9 


メソ ゾ ソ ッ ド 

プロ グラ ム を 書い て いる と 、 コ ー ド が 長く な る に つれ て 
全体 を 把握 し に くく な っ た り 、 同 じ よ うな コー ド を 

繰り 返し 書い た りす る 必要 が 出 て きま す 。 

その よう な 場合 に は コー ド を 部 品 化 し て 分 割 す る と 、 
全体 が スッ キリ と し て 見 通し の よい プロ グラ ム に な り ま す . 
この 章 で は コー ド を 部 品 化す る し くみ の 1 つ で ある 

「 メ ゾ ッ ド 」 に つい て 学び ます 。, 


5 メジ ッッ ド と は 

5.2 引数 の 利用 

5.3 戻り 値 の 利用 

5.4 オー バー ロー ド の 利用 

5.5 引数 や 戻り 値 に 配列 を 用 いる 
5.6 コマ ンド ライ ン 引 数 

5.7 第 5 章 の まとめ 

5.8 練習 問題 

5.9 練習 問題 解答 
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メソ ッ ド と は 


千 ヨ 計 一 メソ ッ ド を 利用 する メリ ッ ト 

今 ま で の 章 で は 、main メソ ッ ド の 中 に すべ て の 文 を 並べ て プロ グラ ム を 作っ 
て きま し た 。 こ れ ま で コー ド の 行 数 は 長く て も 30 行程 度 で し た の で 、 あ まり 問 
題 は あり ませ ん で し た が 、Java プロ グラ ム を 開発 する 現場 で は 、 プ ログ ラム が 
数 千 一 数 万 行 に 及ぶ こと も 珍し く あ り ま せん 。 

も し も 、main メゾ ソ ッ ド だ け で この よう な 巨大 な プロ グラ ム を 作る と どう な る 
で し ょ うか ? た と えば 開発 中 に 「 表 示 内 容 を 修正 し て ほし い 」 と 頼ま れ て ソー ス 
コー ド を 修正 する こと に な っ た と し た らち 、 修 正 箇所 を 探す だけ で も 大 変 な 作業 に 
な る こと は 容易 に 想像 で きま すね 。 

Java で は 、 こ の よう な 不便 が な いよ うに 1 つの プロ グラ ム を 複数 の 部 品 に 分 
け て 作る こと が で きる よう に な っ て いま す 。 本 章 で 学ぶ メソ ッ ド (method) と は 、 
複数 の 文 を まとめ 、 そ れ を 1 つの 処理 と し て 名 前 を 付け た も の で 、 部 品 の 最小 


public class Main 
public static void main(Stringll args){ 


文 1 
文 3: ユー ザー 入力 処 理 


文 public class Malnt 担当 メン ンド 
PA public static void main(String[l args)( 
文 7 1 






ユー ザー 入力 処理 担当 メソ ッ ド を 利用 : 、 宙 
} 計算 担当 メソ ッ ド を 利用 : 


> 油 語 - 計算 担当 メソ ッ ド を 利用 : 

Er 2 | 計算 担当 メソ ッ ド 
図 5-1 メソ ッ ド に よる ] 
部 品 化 の イメ ー ジ | 


計算 担当 メソ ッ ド 
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単位 で す 。 

た と えば 、 図 5-1 の よう に main メソ ッ ド 内 の 処理 を 複数 の メソ ッ ド に 分 割 し 
て 処理 を 担当 させ る こと が で きま す 。main メソ ッ ド は 分 割 し た メソ ッ ド を 呼び 
出す だ け に な る の で 、 コ ー ド を スッ キリ させ る こと が で きま す 。 つ まり 機能 単位 
で メソ ッ ド に 分 割 す る こと で 、 プ ログ ラム の 「 大 局 」 を 見 渡せ る こと が で きる 
よう に な り 、 全 体 の 把握 が 楽に な る の で す 。 

また 、 メ ソ ッ ド に 分 割 し て お け ば 「 表 示 が お か し い 」 な ど 不 具合 が 出 た 場合 に 
は 、 そ れ を 担当 する メソ ッ ド を 調べ れ ば よい た め 、 修 正 が 楽に な る と いう メリ ッ 
ト も あり ます 。 さ ら に 、 メ ソ ッ ド は 繰り 返し 使用 する こと が で きる の で 、 同 じ 処 
理 を 何 度 も 書く 必要 も な く な り 、 コ ー ド を 書く 手間 を 省く こと も で きま す 。 


《② メソ ッ ド 利用 に よる メリ ッ ト 


・ プ ログ ラム の 見 通し が よく な り 、 全 体 を 把握 し や すく な る 。 
・ 機 能 単 位 に 記述 する た め 、 修 正 範囲 を 限定 で きる 。 
・ 同 じ 処 理 を 1 つの メソ ッ ド に まとめ る こと で 、 作 業 効率 が 上 が る 。 


な ん だ か main メソ ッ ド が 上 司 で 、 そ の 他 の メソ ッ ド は 部 下 み 


た いで すね 。 上 司 が 部 下 に 仕事 を 振っ て いる みた い 。 








図 5-8 メソ ッ ド の イメ ー ジ 


メン ッ ド 


舗 の 
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第 1 部 よう こそ Java の 世界 へ 


因 委 諾 弄 メソ ッ ド の 定義 

メソ ッ ド を 使用 する に は 、 ま ず 「 メ ヌメ ソ ッ ド を 作成 」 し 、 次 に 「 作 成 し た メソ ッ ド 
を 使用 する 」 と いう 2 つの ステ ッ プ が 必要 で す 。 

で は 順に 見 て いき まし ょ う 。 メ ソ ッ ド を 作成 する こと を メソ ッ ド の 定義 と いい 、 
クラ ス ブ ロ ッ ク で 以下 の 構文 を 使用 し ます 。 


POUEDUULUUUUUUUUUUTUULUUULUUUUUUUUUULUUULUULULUULULUUUUULLLLUULULULEUUUUUUULULUUULUULULLUULLLULLLLLULUULLLMLLLLLLLLLU 


ウ ク メソ ッ ド の 定義 


public static 戻り 値 の 型 メソ ッ ド 名 (引数 リス ト ) { 
メソ ッ ド が 呼び 出さ れ た と き に 実行 され る 具体 的 な 処理 





public と か static、 戻 り 値 の 型 、 引 数 リス ト … 意 味 の わ か ら な い 
単語 が いっ ぱい あり ます けど -…。 











メソ ッ ド は 文法 が 複雑 で 、 ほ と ん どの 初心 者 が つま ずく も の な 
ん だ 。 だ か ら 一 度 に 理解 し よう と し て は ダメ だ よ 。 わ か ら な い 
単語 は 後 で 解説 する か ら 大 丈夫 。 ま ず は 一 番 シ ンプ ブル な メソ ッ 
ド の 定義 の 例 か ら 見 て みよ う 。 






たき 
N ン 






リス ト 5-1 シン プル な メソ ッ ド の 定義 







] public class Main ( 
う と hello メソ ッ ド の 定義 

E1 System.out.println(" こ ん に ち は ") : 

4 } 

5 ] hello メソ ッ ド が 呼び 出さ れ た と き の 処 理 


リス ト 5-1 の 2 行 目 か ら 4 行 目 で メソ ッ ド を 定義 し て いま す 。「public」 や 
「static」 は 決ま り 文句 と 思っ て お きま し ょ う ( た だ し 常に 「public」 や 「static」 が 付 
く と は 限り ませ ん 。 詳 細 は 後 の 章 で 解説 し ます )。 ま た 、「 戻 り 値 の 型 」 の 箇所 に 
「void」 と いう 単語 が 入っ て いま す が 、 こ れ も を 後 で 説明 し ます の で 今 は 気 に し な い 
で くだ さい 。 

注目 し て ほし い の は 2 行 目 の 「hello」 で す 。 こ れ は 定義 むる メソ ッ ド の 名 前 ( メ 
ソ ッ ド 名 ) に な り ま す ( メ ソ ッ ド 名 の 後ろ の () に つい て は 後 で 解説 し ます )。 

そし て 、1} の 中 を メソ ッ ド ブロ ッ ク と 呼び 、 こ の hello メソ ッ ド を 呼び 出し た 
と き に 実行 され る 具体 的 な 処理 で す 。 リ スト 5-1 で は 、 メ ソ ッ ド ブロ ッ ク と し て 
画面 に 「 こ ん に ち は 」 と 表示 する 処理 を 1 行 分 だ け 記 述 し て いま す が 、 必 要 に 応 
じ て 複 数 行 の 処理 を 記述 する こ と が で きま す 。 


メン ッ ド 名 
public static void | ee | {) { 


System.out.println(" 湊 さん 、 こ ん に ち は !): 


実行 内 容 





図 5B-3 シン プル な メソ ッ ド 定義 の 例 






まず は 、 ど こと に メソ ッ ド 名 と 処理 内 容 を 書け ば よい か を 覚え よ 
う 。 そ の ほか の 人 箇所 は 毎回 繰り 返す 呪文 の よう な も の な の で 、 
暗記 し て お け ば OK だ 。 





メソ ッ ド 


爺 の 
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第 1 部 よう こそ Java の 世界 へ 


固 和 諾 弄 メソ ッ ド の 呼び 出し 


先ほど 定義 し た メソ ッ ド を 使っ て み ま し ょ う 。 メ ソ ッ ド を 使用 する こと を メ 
ソ ッ ド を 呼び 出す と いい 、 以 下 の 構 文 を 使い ます 。 


クン ッ ド om し 
メソ ッ ド 名 (引数 リス ト ) 


これ も メソ ッ ド の 定義 同様 、 今 の 段階 で すべ て の 意味 を 理解 で き な く て も 構い 
ませ ん 。 で は 、 先 ほど の hello メソ ッ ド を 呼び 出す 例 を 見 て み ま し ょ う 。 


リス ト 5-2 メソ ッ ド の 呼び 出し 


き 


_ Main』j 
public class Main { maln メソ ッ ド 


2 puplic static void main(String[] args) { 
SysEem.out .println("『 メ ソ ッ ド を 呼び 出し ます 『) : 


System.out.println(* メ ソ ッ ド の 呼び 出し が 終わ り ま し た 『") 
] 
public static void hel1o() { 
System.out .print1n(" 湊 さん 、 こ と ん に ちば は"): 
] 
) 






に 1 


hello メソ ッ ド の 
本 体 






Main クラ ス の 中 に main (2 行 目 ) と hello (7 行 目 ) の 2 つの メソ ッ ド が 定義 さ 
れ て いま す 。 こ の コー ド を 実行 する と 、 ま ず main メソ ッ ド が 自動 的 に 実行 され 
ます 。 そ し て 、main メソ ッ ド 中 の 4 行 目 に ある 「hello ():」 で hello メソ ッ ド が 呼 
び 出 され ます 。 こ れ を 実行 し た 結果 は 次 の よう に な り ま す 。 
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メソ ッ ド 





この よう に 、 メ ソ ッ ド は 定義 し た だ け で は 実行 され ず 、 呼 び 出 され る こと で 初 
め て 、 メ ソ ッ ド に 定義 し た 処理 が 実行 され ます 。 

また 、 図 5-4 の よう に 、 呼 び 出 され た メソ ッ ド の 処理 が 終了 する と 、 メ ソ ッ ド 
の 呼び 出し 元 に 戻っ て 処理 の 続き が 実行 され て いき ます 。 


メソ ッ ド は 自動 的 に は 動か な いん で すね 。 


そう だ よ 。 利 用 する に は 必ず 呼び 出す 必要 が ある ん だ 。 呼 び 出 
し 方 は 「 メ ソ ッ ド 名 ()」 が 基本 だ よ 。 


public static void main ( String args ) 
① System.out.printin(" メ ソ ッ ド を 呼び 出し ます !): 





図 5-4 メソ ッ ド 呼 び 出 し 時 の 処理 の 流れ 


呼び 出さ れ た メソ ッ ド の 中 身 が 実行 され た ら 、 呼 び 出し た 箇所 
の 続き が 実行 され る ん で すね 。 
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還 ヨ E 天 main メソ ッ ド 以外 か ら の メソ ッ ド の 呼び 出し 


メソ ッ ド は 、main メソ ッ ド 以外 の メソ ッ ド か ちら も 呼び 出す こと が で きま す 。 次 
の リス ト 5-3 で は methodA が methodB を 呼び 出し て いま す 。 つ まり 処理 の 流れ 
と し て は 、main、methodA、methodB の 順に 実行 され ます 。 


リス ト 5-3 main メソ ッ ド 以外 か ら メ ソ ッ ド を 呼び 出す 
] public class Main ( 
っ public static void methodA() 1 
3 System.out.println("methodA!] : 
(eee 
3 
6 public static void methodB() { 


7 System.out.print1n ("methodB") 

8 』} 

public static void main(String[] args) { 
Foos り 
11 


12 } 











いく つ メ ソ ッ ド が 定義 され て いて も 、main() より 上 に 別 メ ソ ッ 
ド が 定義 され て いて も 、 プ ログ ラム は 必ず main() か ら 動き 始め 
る ん だ 。 
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引数 の 利用 


細 世 拓 全 引数 と は 


先輩 。 さ っ き の hello メソ ッ ド で す が 、「 朝 香 さ ん 、 こ ん に ち は 」 
と いう よう に 別 の 名 前 を 表示 させ る 場合 に は どう すれ ば いい ん 


で すか ? 表示 させ た い 名 前 の 数 だ け メ ソ ッ ド を 作る 必要 が ある 
ん で すか ? 












それ だ と プロ グラ ム が メソ ッ ド だ ら け に な っ て し まう ね ( 笑 )。 AL 
そう いっ た 場合 に は 「 引 数 」 を 使え ば 解決 する よ 。 いい 

メソ ッ ド を 呼び 出す 際 に 、 呼 び 出 し 元 か ら 値 を 渡す こと が で きま す 。 こ の と き 
に 渡さ れる 値 の こと を 引数 (argument) と いい ます 。 呼 び 出さ れ た メソ ッ ド 側 で 
は 、 渡 され た 値 を 受け 取っ て 処理 に 使用 する こ と が で きま す 。 引 数 に は 数 値 や 文 
字 列 な ど を 指定 で き 、 そ の 値 や 型 、 渡 す 引 数 の 数 は 開発 者 が 自由 に 決め る こと が 
で きま す 。 


メソ ッ ド A 


山 
引数 
図 5-5 メソ ッ ド 呼 び 出し と 同時 に 値 を 引き 流す こと が で きる 





固 地 王 重 1 つの 引数 を 渡す 例 


次 の リス ト 5-4 は 、 リ スト 5-2 (p.174) の hello メソ ッ ド に 引数 を 渡せ る よう 
に 書き 換え た も の で す 。 


メン ッ ド 


舗 の 
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第 1 部 よう こそ Javas の 世界 へ 


リス ト 5-4 引数 の 例 (渡す 値 が 1 つの 場合 ) 


public class Main { 












1 

2 publio static void main(8tying[] args) [ 

3 System.out.println(『 メ ソ ッ ド を 呼び 出し ます !) 

。 oe) うー を し て hlo メソッド を Os ) 
5 Hello(" 彰 香り 。 
6 hello(" 革 原 り , っ 
7 System.out.println(『 メ ソ ッ ド の 呼び 出し が 終わ り ま し た 『) : 

8 ] 

9 。 public static void hel11o(String name) [ 


10 System.out .println(name + リ さん 、 と ん に ち は 『*) : 


11 ] 


可 ) 計 


リス ト 5-4 を 実行 し た 結果 は 次 の よう に な り ま す 。 





まず は 4 行 目 の 「 hello (* 淡 "): 」 に 注目 し て くだ さい 。() の 中 に 「 湊 」 と いう 文 
字 列 の 値 が 入っ て いま す 。 こ の よう に メソ ッ ド を 呼び 出す 際 、() の 中 に 値 を 入れ 
て お く と 、 そ の 値 が 引数 と し て 呼び 出さ れる 側 の hello メソ ッ ド に 渡さ れ ま す ( 同 
じ く 5 行 目 と 6 行 目 で も 、 そ れ ぞ れ 引 数 と し て 「 朝 香 」 と 「 菅 原 」 が hello メソ ッ 
ド に 渡さ れ ま す )。 

次 に 9 行 目 の hello メソ ッ ド の 定義 に 注目 し て くだ さい 。 メ ソ ッ ド 名 の 後ろ に 
ある () の 中 で 、「String name」 と し て 文字 列 変 数 name を 宣言 し て いま す 。hello 
メソ ッ ド が 呼び 出さ れる と 、 こ の name に 呼び 出し 元 か ら 引 数 と し て 渡さ れ た 値 
「 潜 」 が 自動 的 に 代入 され 、 メ ソ ッ ド ブロ ッ ク 内 で 使用 する こと が で きる よう に な 


り ま す 。 こ の 例 で は 画面 へ の 出力 に 使用 すさ れ て お り 、 そ の 結果 「 湊 さん 、 こ ん に 


ち は 」 と 表示 され ます 。 


Public static void main ( String[] args ) 
System.out printIn(" メ ソ ッ ド を 呼び 出し ます ): 





[| 


public static void hello( String name) 





System.out printIn( name + "さん 、 こ ん に ち は ): 
図 5-B 引数 が 1 つの 場合 の イメ ー ジ 


和 リス ト 5-2 の hello メソ ッ ド の 場合 は () の 中 に 何 も 書い て な い 
) か ら 値 は 渡し て いな いん で すね 。 









その と お り だ 。 何 も 渡さ な いと き で も () は 絶対 に 書く 必要 が あ 
る か ら 気 を つけ よう 。() は 「 何 も 渡さ な い 」 と いう こと を 意味 し 
て いる よ 。 


これ で 表示 する 名 前 を 自由 に 変え る こと と が で きる よう に な り ま 


し た 。 引 数 が 使え る よう に な る と 便利 で すね ! ! 












渡す 値 は 1 つ だ け で な く 複 数 の 値 を 渡す こと も で きる ん だ 。 そ 
れ が で きる と 、 も っ と 便利 に な る よ 。 


知世 生生 複数 の 引数 を 渡す 例 


次 は 引数 が 2 つ に な っ た 場合 を 見 て み ま し ょ う 。 
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リス ト 5-5 引数 の 例 ( 渡 す 値 が 複数 の 場合 ) 


public class Main { 
pubplic static Yoid main(String[] args) [ 


edo oo: 
] 
// 複数 の 値 を 受け 取る add メ ソ ッ ド 
public static void add(int x。 int y) { 

int an5 =X+ ザ j 


System.out.println(X+ リキ リキ ザイ イリ = リ + am8)j 


リス ト 5-5 を 実行 し た 際 の イメ ー ジ は 図 5-7 の よう に な り ま す 。 


public static void main ( String args ) 








『 


public static void add( int x, int y ) 


int an5=X+W 
System.out.printIn( x+ " 二 "『 キ リザ + リー リィ ans): 


図 5-7 引数 が 2 つの 場合 の イメ ー ジ 


引数 と し て 渡す 値 が 複数 ある 場合 、 リ スト 5-5 の 3、4 行 目 の よ うに 、 値 を カ 
ンマ で 区 切っ て 使用 し ます 。 ま た 、 値 を 受け 取る メソ ッ ド 側 で も 、 受 け 取 る 変数 
を カン マ で 区 切っ て 宣言 し ます (リス ト 5-5 の 7 行 目 )。 こ の と き 、 引 数 と し て 
渡さ れる 値 と 、 メ ソ ッ ド 側 で 宣言 する 変数 の 弄 と 順番 を 合わ せ て お く 必 要 が ある 
こと に 注意 し て くだ さい 。 た と えば 図 5.8 に ある よう に 、 文 字 列 型 の 値 を 整数 弄 
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変数 で 受け 取る な ど 、 引 数 と 変数 の 型 が 合致 し な い 場 合 に は コン パイ ル エ ラー が 
発生 し ます 。 


public static void main ( String[] args ) 


代入 で き な い 


バーズ / 
public static void methodA( String x , int y ) 





図 5-B 引 致 と 受け 取る 側 の 変数 で 型 が 異な る 場合 に は 代入 で き 
ず エ ラー に な る 


渡す ほう も 受け 取る ほう も 、 カ ンマ で 区 切っ て 指定 する ん で すね 。 
それ に 、 メ ソ ッ ド の 定義 を 踏ま えて 渡す 引数 を 指定 し な いと 人 ダ と 
メ な の ね 。 


《》 3 区 の 流し 方 


何 も 渡 さ な い 場合 : メ ソ ッ ド 名 () 

値 を 1 つ 渡 す 場 合 : メ ソ ッ ド 名 ( 値 ) 

値 を 複数 渡す 場合 : メ ソ ッ ド 名 ( 値 , 値 ,…) 
※ 値 に は 、 変 数 名 を 指定 する こと も で きる 。 
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因 也 写生 仮 引 数 と 実 引数 
ここ で 、 再 度 メソ ッ ド 定義 と 呼び 出し の 構文 を 見 直し て み ま し ょ う 。 


クウ メソ ッ ド の 定義 (再掲 


public static 戻り 値 の 型 メソ ッ ド 名 (引数 リス ト ){ 
メソ ッ ド が 呼び 出さ れ た と き に 実行 され る 具体 的 な 処理 


※ 引 数 リス ト に は 、 呼 び 出し 元 か ら 渡さ れ た 値 を 入れ る 変数 定 言 を カン マ 区 切り で 並べ る 。 


の ク ァ ッ ド の 呼び 出し (再掲 
メソ ッ ド 名 (引数 リス ト ) 


※ 引 数 リス ト に は 、 呼 び 出し 時 に 渡し た い 中 体 的 な 値 や 変数 を カン マ 区 切り で 指定 する 。 


値 を 渡す の も 、 受 け 取 る の も 、 共 に () 内 の 「 引 数 リス ト 」 の 筒 所 で 行い ます 。 
渡す 値 、 受 け 取 る 変数 と も に 「 引 数 」 と 呼ば れ ま す が 、 細 か く 呼 び 分 ける 場合 、 
渡す 値 の こと を 実 引数 、 受 け 取 る 変数 の こと を 仮 引数 と 呼び ます 。 

リス ト 5-5(p.180) で は 3 行 目 の 100 と 20、 お よび 4 行 目 の 200 と 50 が 実 
引数 で す 。 そ し て 7 行 目 の x と y が 仮 引数 に な り ま す 。 


メン ッ ド 





public static void main ( String args ) 


_add( 100,20): 


| Rasit 


- 『 
public static void add( int x,inty ) 


恒 引 楓 。 佐 引 雷 


int ans ニ x+: 
System.out.printIn( x キ "+ キ "キザ +"ー" 二 an5): 


図 5-9 実 引数 と 仮 引数 





憶 の 


結 王 天変 数 の スコ ー プ と ロー カル 変数 


うー ん 。 引 数 っ て 便利 だ けど 、 ル ー ル が 多く て や や こし いで すね 。 
い 韻 そん な こと し な く て も main メソ ッ ド で 用 意 し た 変数 を 使え ば 
いい ん じゃ な いん で すか ? 





湊 く ん が 言っ て いる の は 、 次 の リス ト 5-6 の よう な こと で す 。 
リス ト 5-6 引数 を 使わ ず に で き な い の か ? 


| public class NMain { 
2 public static void main(String[] args) { 


int x = 100: add メソ ッ ド で 使用 する つも り 
930 add メソ ッ ド で 使用 する つも り 
5 add() : 
細い add メソ ッ ド を 呼び 出す 


pub1ic static void add() ( 


8 int ans = テ x+Y: ここ で 使用 する つも り (エラ ー) 
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9 System.out.println(x + リ ォ キリ トキア キリ = リ + am) 
10  } 





確か に 引数 は や や こし いね 。 で も 、 こ の コー ド だ と コン パイ ル 
エラ ー に な る よ 。 


見 つけ られ ませ ん 」 っ て 鍋 られ まし た 。 


@ これ は 変数 の スコ ー プ が 原因 な ん だ よ 。 
スコ ー プ っ て 前 に 教わっ た よう な …。 


public static void main(String[l args)[ 


あっ ! 本 当 だ 。 コ ン パ イル し た ら add メソ ッ ド 内 で 「x と y が 6 
@⑯ 








図 5-10 変数 の スコ ー プ (有効 範囲 ) 
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第 3 章 で 変数 の スコ ー プ (有効 爺 囲 ) に つい て 学び まし た (忘れ た 人 は 3.2.1 項 
を 読み 返し て くだ さい )。 ブ ロッ ク 内 で 宣言 され た 変数 の スコ ー プ は 、 そ の ブロ ッ 
ク 内 に 限定 され る の が ルー ル で し た ね 。 そ の た め main メソ ッ ド 内 で 宣言 し た 変 
数 x と y は 、main メソ ッ ド の ブロ ッ ク の 中 で し か 使用 で きま せん 。 こ れ を add 
メソ ッ ド で 使 お うと する と 、x と y を 見 つけ る こと が で きず エラ ー に な り ま す 。 


( 間 
な お 、main や add と いっ た メソ ッ ド 内 で 宣言 し た 変数 を ロー カル 変数 と 呼び 、 
仮 引数 も その 一 種 で す 。 
ロー カル 変数 は 、 そ の 変数 が 属す る メソ ッ ド 内 だ け で 有効 な 存在 で あっ て 、 
別 の メソ ッ ド に 属す る 同名 の ロー カル 変数 と は まっ た く の 別 物 で す 。 た と えば 、 
図 5-10 の コー ド に ある 「main メソ ッ ド 内 の 変数 y」 と 「methodA 内 の 変数 y」 の 
2 つ は 、 名 前 は 同じ で す が 無 関係 で す 。methodA の 変数 y に どん な 値 を 代入 し 
て も 、main メソ ッ ド の 変数 y に は いっ さい 影響 は あり ませ ん 。 





な る ほど 。 だ か ら main メソ ッ ド で 宣言 し た x と y を add メソ ッ 
ド で 使 お うと し た ら エ ラー に な っ た わけ で すね 。 


PCOTTTTTNYTYTTTYYTYTYKTTNTTYYYTTNTTTYTYKYTTUTTKITLUTYYTTELKTTTTTTTKTUYTTEKTTTLCTTTLTTELTTKKTUTT 


《⑨ ロー カル 変数 の 独立 性 
異な る メソ ッ ド に 属す る ロー カル 変数 は 、 お 互い に 独立 し て いて 無関係 
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戻り 値 の 利用 


人 固 天 則 世 戻り 値 と は 


呼び 出さ れ た メソ ッ ド か ら 、 呼 び 出 し 元 の メソ ッ ド へ 値 を 返す こと を 値 を 戻す 
(また は 値 を 返す ) と いい ます 。 ま た 、 戻 され る デー タ ( 値 ) の こと を 戻り 値 ( ま た 
は 「 返 り 値 ) と いい ます 。 


メソ ッ ド A 





図 5-11 戻り 値 の イメ ー ジ 


値 を 戻す 場合 、 以 下 の 構文 を 使用 し ます 。 


public static 戻り 値 の 型 メソ ッ ド 名 (引数 リス ト … ) { 
メソ ッ ド が 実行 され た と き に 動く 処理 
return 戻り 値 : 


まず は メソ ッ ド 内 の 「return」 の 行 に 注目 し て くだ さい (retum 文 と いい ます )。 
これ に より 、 return の 後ろ に 書か れ た 値 を 呼び 出し 元 に 戻す こと が で きま す 。 変 
数 に 入っ て いる 値 を 戻す に は 、「retum 変数 名 :」 の よう に 変数 名 を 指定 し ます 。 
また 「return 100:」 や 『return "hello":」 の よう に 戻し た い 値 を 直接 書い て も 構い ま 
せん 。 


次 に メソ ッ ド 名 の 左側 に ある 「 戻 り 値 の 型 」 に 注目 し て くだ さい 。 こ こ に は 、 基 
本 的 に returm に よっ て 戻さ れる 値 と 同じ 型 を 指定 し ます 。100 の よう な 整数 を 
戻す 場合 は 「int」、"hello' の よう な 文字 列 型 を 戻す 場合 は 「String」、 変 数 に 入っ 
て いる 値 を 戻す 場合 は 、 そ の 変数 の 型 を 書き ます 。 何 も 戻さ な い 場合 は 「void」 を 
指定 し ます 。void は 「 何 も な い 」 と いう 意味 で す 。 






と いう こと は 、 た と えば ans に 入っ て いる 計算 結果 を 戻し た い 
場合 は 、「 return ans: 」 を メソ ッ ド 内 に 書き 足し て 「 戻 り 値 の 型 」 
を 「void」 か ら 「int」 に すれ ば いい の ね 。 


今 ま で 見 て きた 例 が 「void」 だ っ た の は 、 何 も 戻し て いな か っ た 
か ら な ん だ ね 。 / 


全 王 王 科 戻り 値 を 受け 取る 


メソ ッ ド 側 の 書き 方 は わか っ た けど 、 ど う や っ て 呼び 出し 側 で 


受け 取れ ば いい ん だ ろう ? 





戻り 値 は 引数 と 同様 に 、 変 数 を 用 意 し て 受け 取る 必要 が あり ます 。 受 け 取 る に は 、 
呼び 出し 元 で 以下 の 構文 を 使用 し ます 。 


ク メソ ッ ド を 呼び 出し 、 戻 り 値 を 受け 取る 
型 変数 名 = メソッド 名 (引数 リス ト ): 


文 に 代入 演算 子 (p.71 の 2.4.3 項 ) 「=」 が ある 場合 、 常 に 右辺 か ら 先 に 評価 され 
る の で 、 ま ず は メソ ッ ド の 呼び 出し が 実行 され ます 。 呼び 出さ れ た メソ ッ ド が 
returm 文 に よっ て 値 を 戻す 場合 、「 メ ソ ッ ド 名 (引数 リス ト )」 と いう 部 分 は 評価 さ 
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れ て 戻っ て きた 値 に 置き 換わり ます 。 そ れ に よっ て 「 型 変数 名 = メソ ッ ド の 戻り 
値 :」 と いう 状態 に な り 、 戻 り 値 が 変数 に 代 人 され ます 。 


public static void main ( Strindl args ) 


int returnValue= 100: 
③ 
100 誠 
public static int methodA( ) 


3) int x= 100: 
『eturn X: 





図 5-12 戻り 値 の 受け 取り 


戻り 値 を 受け 取る 変数 は 1 つ し か が 用意 で き な い ん で すか ? 
そう だ よ 。 引数 みた い に 複 数 用 意 で き な い か ら 注 意 し て ね 。 


内 | は い 、 さっ そく 戻り 値 を 使う よう に add メソ ッ ド を 作り 直し て 
1 み ま し た (リス ト 5-7)。 


リス ト 5-7 戻り 値 の 例 





public class Main { 
2 pub1ic static int add(int x, int y) { 
int an8 =X+ ザ j 
return an8: 
S&S 
publ1io static void main(String[] args) { 
int ans = add(100, 10) : 






System.out.println("100 + 10 = リ ォ angli 


add メソ ッ ド の 呼び 出し (110 に 化け る ) 





リス ト 5-5 の add() は 計算 の あと に 表示 まで し て し まう メソ ッ 
ド だ っ た けど 、 リ スト 5-7 の add() は 計算 だ け を し て 結果 を 
呼び 出し 元 に 返し て いる ね 。 






。 谷 
いい プ 





main メソ ッ ド 側 で は と の 戻り 価 を 他 の | 4 
計算 や 表示 に 自由 に 利用 で きま すね 。 ) 


佑 玉 正午 戻り 値 を その まま 使う 


メソ ッ ド の 戻り 値 を 変数 で 受け ず に 、 そ の まま 使う こと も で きま す 。 ち ょ っ と 
極端 な 例 で す が 、 次 の リス ト 5-8 を 見 て くだ さい 。 


リス ト 5-8 戻り 値 を その まま 使う 
public class Main { NN 
puplie static int aqd(int x, int y) { 
1inE an8 =X+ Yi 
4 YeEUYn an8z 
] 
pub1ic static yoid main(8tring[] arg8) { 
System.out .println(add(add(10, 20) , add(30, 40)) ) : 


30 に 化け る 


リス ト 5-8 の 7 行 目 に は add メソ ッ ド の 呼び 出し が 3 つ あ り ま す 。 順 に 見 て い 
きま し ょ う 。 ま ず 「 add ( 10 .20 ) 」 と 「 add ( 30 , 40 ) 」 が 実行 され 、 そ れ ぞ れ の 
計算 結果 で ある 「30」 と 「70」 が 戻り 値 と し て 呼び 出し 元 に 返さ れ ま す 。 こ れ に よ 
り カ ッ コ の 外側 の add メソ ッ ド は 「add ( 30 , 70 ) 」 と いう 状態 に な り ま す 。 そ し て 、 
「30」 と 「70」 の 引数 を 持っ て add メゾ ッ ド が 再び 呼び 出さ れ 、「100」 が add メソ ッ 
ド よ り 戻 され ます 。 最 終 的 に 「 Systemoutprintin ( 100 ): 」 と いう 状態 に な り 、 画 
面 に は 「100」 が 出力 され ます 。 
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呼び 出し た メソ ッ ド に 戻り 値 が あっ て も 、 絶 対 に 変数 で 受け 取 
ご ) ら な いと いけ な いと いう わけ で は な いん で すね 。 









そう だ よ 。 場 合 に よっ て は 、 戻 り 値 が ある けど 使わ な いと きも 
ある ん だ 。 そ の と き は 、「 メ ソ ッ ド 名 (引数 リス ト )」 で 呼び 出す 
だ け で いい よ 。 


return 文 の 注意 点 


retum 文 は 値 を 戻す だ け で な く 、 メ ソ ッ ド の 終了 も 行い ます 。 そ の た め 、 
return 文 の 後に 処理 を 書い て も 実行 が で きま せん (コン パイ ル エ ラー に な り ま す )。 
うっ か り リ スト 5-9 の よう な コー ド を 書か な いよ うに し まし ょ う 。 


この 文 が 実行 され る こと は な い の で コン パイ ル エ ラー に な る 
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オー バー ロー ド の 利用 


知 北 還 過 類似 する 複数 の メソ ッ ド を 定義 する 


開発 を し て いる と 「 似 た よう な 処理 を 行う メソ ッ ド を 複数 作る 」 必 要 に 迫 ら れ 
る こと が あり ます 。 し か し 、 処 理 内 容 が 似 て いる か ら と いっ て 、 メ ソ ッ ド に 同じ 
名 前 を 付け る こと は 基本 的 に で きま せん 。 同 じ 名 前 の メソ ッ ド が 複数 ある と 、 
JVM は どれ を 実行 し て よい か 判断 で き な い の で コン パイ ル エ ラー に な り ま す ( 図 
5-13)。 





図 5-13 同じ 名 前 の メソ ッ ド が 複数 ある と … System.out printIn(" 作 好 "): 






で も 、 処 理 内 容 が 似 て いる の に 名 前 を 同じ に で き な い な ん て 不 
便 で すね 。 処理 内 容 が 似 て いる と 同じ 名 前 を 付け た く な り ま す 。 





そう だ ね 。 だ か ら 、 倒 外 的 に 同じ 名 前 の メソ ッ ド を | 覧 間 
複数 定義 する 方 法 が ある ん だ 。 いし 





同じ 名 前 の メソ ゾ ッ ド を 定義 むす る こと を オー バー ロー ド (overload) (また は 多重 
定義 ) と いい ます 。 次 ペー ジ の リス ト 5-10 を 見 て くだ さい 。 


メン ッ ド 


憶 の 
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リス ト 5-10 オー バー ロー ド (引数 の 型 が 異な る 場合 ) 


public class Main { 
// 1 つ 目 の add メ ソ ッ ド 

public static int add(int xint y) { 

retUrn x+ ザ j 


| 

2 

3 

4 

S 
6  // 2 つ 目 の add メ ソ ッ ド 

7 pub1ic static double add(double x, double y) { 
8 return X+ ザ j 

9 3 

10  // 3 つ 目 の add メ ソン ッ ド 

11 public static String add(String x, String y) { 
12 return X+ Yi 

8 

14 puplic static void main(String[] args) { 

15 System.out.println(add(10, 20)) : 


16 [1 つ 目 の add メソ ッ ド が 呼び 出さ れる 


17 System.out,println(add(3.5, 2,7) ) : 


18 (2 つ 目 の add メソ ッ ド が 呼び 出さ れる ] 


19 System.out .print1n (add("Hel1o!, "Wor1d!) ) : 
還 ) 3 つ 目 の add メソ ッ ド が 呼び 出さ れる 
3 う 】 


22 } 


add メソ ッ ド が 3 つ 定 義 さ きれ て いる こと に 注目 し て くだ さい 。 そ れ ぞ れ の 仮 引 
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数 の 型 を 見 る と 、1 つ 目 は 「 int , int 」、2 つ 目 は 「 double , double 」、3 つ 目 は 「 
String , String 」 と 、 そ れ ぞ れ 異 な っ て いま す 。 

この よう に 、 仮 引数 が 異な れ ば 同じ 名 前 の メソ ッ ド を 複数 定義 する こと が 許さ 
れ て いま す 。 同 じ 名 前 の メソ ッ ド が 捜 数 あっ た と し て も 、 仮 引数 の 型 が 異な っ て 
いれ ば 、JVM が 呼び 出し 元 の 引数 ( 実 引数 ) を 見 て 、 そ の 引数 の 型 に 一 致す る メ 
ソ ッ ド を 呼び 出し て くれ る の で す ( 図 5-14)。 


人 public staticintadd( Int x,inty) 
、 
add( "Hello', "World" ) 際 最 や esa 
2 PUblic static String add( Sting x, String y ) 


また 、 仮 引数 の 型 だ け で な く 、 個 数 が 違う 場合 す オ ー バ ー ロ ー ド で きま す 。 次 
の リス ト 5-11 に は add メソ ッ ド が 2 つ あ り ま すね 。 1 つ 目 は int 型 の 仮 引数 が 2 つ 、 
2 つ 目 は int 型 の 仮 引数 が 3 つ あ り ま す 。add メソ ッ ド が 呼び 出さ れる 際 に 、JVM 
は 引数 の 型 と 個数 を 比較 し て 一 致す る ほう の add メソ ッ ド を 呼び 出し て くれ ます 。 





リス ト 5-11 オー バー ロー ド (引数 の 数 が 異な る 場合 ) 


public class Main { PTE 
public static int add(int xint y) { 1 つ 目 の add メソ ッ ド 


return X+ Y: 


] 2 つ 目 の add メソ ッ ド 
publ1io static int add[int x, int Y, int z] 
return エ + キ ザ ア + Zi 
1 つ 目 の add メソ ッ ド 
が 呼び 出さ れる 


) 
System.out .print1n("10+20=" + add(10, 20) ) 






B public static void main(String[] args) { 





メン ッ ド 
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2 つ 目 の add メソ ッ ド が 呼び 出さ れる 





次 の 実行 結果 を 見 る と 、2 つの add メソ ッ ド が 区 別 さ れ 、 正 し く 呼 び 出 され て 
いる こと が わか り ま す 。 





PUUUUUHLUUUUHHUHUUUIUIUHHUUUHELUUUUUUUIUUUUELUUHUUULUUUHTUUHUUUUUUUEHILUUIUIHHEEUUILETD 


《》 オー バー ロー ド 


仮 引数 の 個数 か 型 が 異な れ ば 、 同 じ 名 前 の メソ ッ ド を 複数 定義 で きる ( 引 
数 は 同じ で 、 戻 り 値 の 型 だ けが 異な る 場合 は 不可 )。 


PPUPEEPFLEPPEPPHPEHHHHEEEPPHHHTEEHEHTPHEEPPHHHEEEEPHHETEEEEPPHHHHHEEHEEPEEEPHEEEPEEETEEEPHT 


うり) 


あう 


mm メソッド の シグ ネ チ ャ 


メソ ッ ド 宣言 で 「 戻 り 値 の 型 」 の 後に 記述 する 以下 の 情報 を まとめ て 、 
メソ ッ ド の シグ ネ チ ャ (signature) と いい ます 。 


① メ ソ ッ ド 名 ②③ 引 数 の 個数 ・ 型 ・ 並 び 順 


オー バー ロー ド は 「 シ グ ネ チャ が 重複 し な い 場 合 の み 許さ れる 」 と 覚え 
て お いて も よい で し ょ う 。 
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メソ ッ ド 


引数 や 戻り 値 に 配列 を 用 いる 





箇 天 央 全 引数 に 配列 を 用 いる 


メソ ッ ド の 引数 に は int 型 や String 型 な どの 変数 だ け で な く 、 リ スト 5-12 の 
よう に 配列 も 使う こと が で きま す 。 還 
き 
リス ト 5-12 配列 が 引数 
| public class Main { Man. 
2 // int 型 部 列 を 受け 取り 、 す べ て の 要素 を 表示 する メソ ッ ド 
3 public static void printArray(int[] array) { 


4 for (int element : array) { 
5 System.out .print1n (element) , 
6 | 


2 較 い 

8 public skatic void main(String[] args) { 
加 xn] array= {1。2, 3 】: 

1Q printArray [arraY) : // 配列 を 渡す 

1 

2 


int 型 の 変数 を 受け 取り た い 場 合 は int と 書い て いた けど 、 配 列 
ああ ) の 場合 は int[] に すれ ば いい ん だ ! 
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佑 也 王 午 値 渡し と 参照 渡し 
/ そう いえ ば 、intl 型 の よう な 配列 型 変数 に は 、 
(: 配列 の 実体 を 指し 示す メモ リ 番 地 が 入っ て いる ん で し た よね ? 


と いう こと は 、 リ スト 5-12 で 引数 と し て 渡し て いる の は 
「 配 列 ま する ご と 」 で は な く 、 ア ドレ ス 情 報 だ け な ん で すか ? 













その と お り 。 引 数 と し て 値 で は な く ア ドレ ス を 渡す と 、 
ちょ っ と 不思議 な 現象 が 起こる の で 、 こ こ で 紹介 し て お こう 。 





の 

メソ ッ ド を 呼び 出す と き に 引数 と し て 変数 を 指定 し た 場合 、 メ ソ ッ ド に 渡さ れ 
る の は 変数 その も の で は な く 、 変 数 に 入っ て いる 値 で す ( 正 確 に は 、 メ ソ ッ ド を 
呼び 出し た 時 点 で の 変数 の 値 が 、 メ ソ ッ ド の 仮 引数 に コピ ー さ れ ま す )。 こ の よ 
うに 、 値 その も の が 渡さ れる 呼び 出し を 値 渡 し (call by value) と 呼び ます 。 

た と えば 次 の 図 5-15 の 場合 、methodA が 呼び 出さ れる 際 に mam メソ ッ ド の 
変数 x の 内 容 =100) が 引数 x に コピ ー さ れる た め 、2 つの 変数 の 中 身 は 同じ 
100 に な り ま す 。 し か し 、 こ の 2 つの x は 「 ま っ た く 別 の 存在 」 で す の で 、 
methodA の 中 で 引数 x の 中 身 に どん な 値 を 代入 し よう と も 、 呼 び 出し 元 で ある 
main メソ ッ ド 内 の 変数 x の 中 身 は 100 の まま 変わ る こと は あり ませ ん 。 


public static void main ( String] args ) public static void main ( String[] aros ) 


2 100 5 100 
imtx=100 て Na ン intx=100 Na 2 


x xy 


10 


pubWc skatic voidmethodA(intx2) | | pubmcsatcvodmethodA(nty) 





X 変数 自体 が 渡さ れ て いる の で は な い 〇 変数 に 代入 され て いる 値 が 渡さ れ て いる 
図 5-15 値 渡 し の 場合 、 値 が コピ ビー され る 


メン ッ ド 


FOOTPPTCOTELUPOMLUKTEPUUULLLLUCLULLLUCULCULELLULUUAUUULESUUUDUULLSCLUUCULLCLLSLSSCLLCCSLCLLCLLLLCL 


《② 基本 デー タ 型 の 変数 を メソ ッ ド 呼び 出し で 渡す と 


・ 呼 び 出し 元 の 変数 の 内 容 が 、 呼 び 出し 先 の 引数 に コピ ー さ れる 。 
・ 呼 び 出し 先 で 引数 の 内 容 を 書き 換え て も 、 呼 び 出し 元 の 変数 は 変化 し な い 。 


し か し 、 メ ソ ッ ド 呼び 出し の 際 に 普通 の 変数 で は な く 配 列 を 渡す と 不思議 な こ 
と が 起こ り ま す 。 そ の 原理 を 次 ペー ジ の 図 5-16 で 順に 見 て いき まし ょ う 。 

まず 、 メ ソ ッ ド 呼び 出し の 際 に コピ ー さ れる の は 、 配列 の 内 容 (=1.2.3) で は な 
く 配列 の 先頭 要素 の アド レス (=8832 番地 ) で す 。 す る と 、main メソ ッ ド 内 の 変 
数 array と printArray メソ ッ ド 内 の 引数 array は どちら も 8832 番地 以降 に ある 
配列 の 実体 を 参照 し た 状態 に な り ま す 。 


爺 の 


public static void main ( String] args ) 


int array =f1.2.3 


printArray( array )] : 









1 つの 配列 を 複数 の 配列 変数 で 参照 する こと に な る ん で すね 。 
これ っ て 、 配 列 の と き に 学ん だ 「 配 列 を 複数 の 変数 で 参照 」 す る 
し くみ (4.5.4 項 ) と 同じ じゃ な いで すか ? 





そう だ よ 。 よ く 気 づい た ね 。 My 
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この 状態 で 、prinrArray メソ ッ ド 内 で array[O] に 100 を 代入 し た ら ど うな る 
で し ょ うか ? も ちろ ん 、8832 番地 に ある 要素 が 100 に 書き 換わり ます ね 。 で 
は printArray メソ ッ ド が 終了 し た 後 、main メソ ッ ド 内 で array[O] を 取り 出し た 
ら ど うな る で し ょ よう か? 8832 番地 に ある 要素 の 値 、 つ まり 100 を 取り 出す 
こと に な る の で す 。 

今回 の 配列 の 例 の よう に 、 引 数 と し て アド レス を 渡す こと を 参照 渡し (call by 
reference) と いい ます が 、 参 照 渡し を 行う と 「 呼 び 出し 先 で 加え た 変更 が 呼び 出 
し 元 に も 影響 する 」 よ うに な り ま す (な お 、Java の この し くみ は 、 厳 密 に は 「 参 照 
の 値 渡 し 」 と いわ れる も の で 、 狭 義 の 参照 渡し と 区 別 す る こと が あり ます )。 


配列 を メソ ッ ド 呼 び 出 し で 渡す と 


・ 呼 び 出し 元 の 配列 の アド レス が 、 呼 び 出し 先 の 引数 に コピ ー さ れる 。 
・ 呼 び 出し 先 で 配列 の 実体 を 書き 換え る と 、 呼 び 出 し 元 に も 影響 する 。 
参照 渡し に よっ て 発生 する この 不思議 な 現象 を 体験 する た め に 、 ぜ ひ リ スト 
5-13 を 実行 し 、「2」「3」「4」 と 表示 され る こと を 確認 し て みて くだ さい 。 


リス ト 5-13 同じ 配列 を 参照 し て いる こと を 確認 する 


public class Main { LA0alDJiva 
// int 型 丁 列 を 受け 取り 、 
// 配列 内 の 要素 すべ て に 1 を 加え る メソ ッ ド 
public static void incArray (int [] array) ( 
for (int 1 = 0, 1 < array.1ength, i++) [( 
array [1] ++』 


| 計算 結果 を return で 返し て いな い 


pub]ic static void main(String[] args) { 


int[] array = (1, 2, 3 メソ ッ ド 実行 
incArray(arrayj 


メン ッ ド 


for (int 1 : array) 1 


System.out.print1n 1) : array の 全 要 素 を 出力 


引数 に 普通 の 変数 を 渡す と き と 違 っ て 、 呼 び 出 し 先 の メソ ッ ド 
で の 変更 が 呼び 出し 元 に 影響 を 与え る ん で すね 。 


これ は 、 配 列 型 変数 な どの 参照 型 変数 の 特徴 だ よ 。 
よく 覚え て お こう 。 





還 王 生生 戻り 値 に 配列 を 用 いる 
引数 と 同様 に 、 戻 り 値 に 配列 を 使用 する こと が で きま す ( リ スト 5-14)。 


リス ト 5-14 戻り 値 が 配列 の 場合 
_Mainjava 


四 


public class Main { 


publ1ic static int[] makeArray(int gize) 
int 型 本 列 を 作成 し て 戻す メソ ッ ド 


int[] newArray = new 1nt [gs1ze] 
for (int 1 = 0, 1 < newArray.1ength, i++) 
newArraY[i] = 1 
) 
retUTn newArTa ザ j うーーーーーーーー ーー[ 品 史 を 記 す 
] 
pub1ic static yoid main(String[] args) 
int[] array = makeArrayi3): 
for (nt i : array) { 
13 System.out.prinE]n 1) : 
14 ) 
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LO 語 記 2 
16 } 





int 型 を 戻す 場合 は 戻り 値 の 型 は 「int」、int 型 配列 を 戻す 場合 は 
) int[] で すね 。 


そう だ 。 こ れ も 引 数 と 同様 で 、 実 際 に は 配列 その も の を 戻し て 
いる わけ で は な く て 、 図 5-17 の よう に 配列 の アド レス を 戻し 
て いる ん だ 。 










public static void main ( String[] args ) 





public static int makeArray( int size ) ッ ン デン ンー アー チー 
int[] newArray= new int[sizel: ③) Sen 
| 
0 先頭 要素 の 番地 が 
8832 番 地 の 配列 


return newArray: 
図 5-17 戻り 値 が 配列 型 変数 の 場合 、 配 列 の 先頭 要素 の アド レス が 戻さ れる 


リス ト 5-14 の 8 行 目 「return newArray:」 に よっ て 配列 の 先頭 要素 の アド レス 
が main メソ ッ ド に 戻さ れ ま す 。main メソ ッ ド で は 、 そ れ を 自身 で 宣言 し た 配 
列 変数 array に 代入 し ます 。 そ の 結果 、makeArray メソ ッ ド で 作成 され た 配列 を 
参照 で きる よう に な り ま す 。 


メソ ッ ド 





そう いえ ば 、main メソ ッ ド も String 型 の 配列 を 引数 と し て 
いる じゃ な い 。 こ れ に は 何 が 入る の か な ? 






そん な の 「main メソ ッ ド を 呼び 出す メソ ッ ド が 
指定 し た 実 引数 」 に 決ま っ て いる じゃ な いか 。 


で も ほら 、 最 初 に 動く main メソ ッ ド っ て 、 
どの メソ ッ ド か ら も 呼ば れ な いで し ょ う ? 





電 下 渦 馬 コマ ンド ライ ン 引 数 
朝香 さん が 気づい た よう に 、main メソ ッ ド は 文字 列 配列 を 引数 と し て 受け 取 
る よう に 定義 され て いま す 。 


pub1ic static void main(String[] args) { 


通常 の メソ ッ ド の 場合 、 仮 引数 に 入っ て くる 値 は 「 呼 び 出 し 元 の メソ ッ ド 」 が 
指定 し た 実 引数 で す 。 し か し 最初 に 動く main メソ ッ ド に は 「 呼 び 出し 元 の メソ ッ 
ド 」 が あり ませ ん 。main メソ ッ ド に は 、 い っ た い 「 誰 」 が 、「 ど ん な 」 引 数 を 渡す 
こと が で きる の で し ょ うか 。 

実は 、Java の プロ グラ ム を 起動 する 際 、 さ ま ざ ま な 「 追 加 情報 」 を 指定 し て 起 
動 す る こと が で きま す 。 こ の プロ グラ ム 起 動 時 の 追加 情報 の こと を コマ ンド ライ 
ン 引 数 (command line argument) と いい ます 。「dokojava」 を 利用 し て いる 方 は 実 
行 画面 で コマ ンド ライ ン 引 数 を 指定 する こと が で きま すし 、 て この 後 の 付録 A で 
紹介 する 、 java コマ ンド を 使っ て プロ グラ ム を 実行 する 方 法 で は 、 次 の よう に 
プロ グラ ム 名 の 後ろ る に コマ ンド ライ ン 引 数 を 指定 で きま す 。 
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ク コマ ンド ライ ン 引 数 
java プロ グラ ム 名 引数 リス ト (半角 スペ ー ス 区 切り ) 


POCCLCDCLLULLUCELLULELLLLULLUUSLESCCLLDSSLUSUULUULUCUCLLULLCLCSSLLCULLLSDCLLLCOLLELCCCCUSSLLEDSCSSSLLLCSLSSSLCCCLSCCC 


た と えば 、「java Main ミナ ト 勇者 」 の よう に 主人 公 の 名 前 と 職業 を 指定 し て 起 
動 で きる よう な RPG プロ グラ ム な ども 作れ る の で す 。 

そし て 、 い ざ プ ログ ラム が 起動 する と 、JVM は 半角 で 区 切ら れ た 情報 の 1 つ 
1 つ を 配列 に 詰め 込ん で 実 引数 と し 、main メソ ッ ド を 起動 し て くれ ます ( 図 
5-18)。 






菅原" " 湊 " * 朝 香 " 


ンー アフ ニッ ン クン クレ ウン 


に :: た か [0 品 ] [2] 


ーー 
=" 
Sa 


ーーー ン 先頭 要素 の 番地 が 
args 8832 番 地 の 配列 
public static void main ( String[] args ) 
図 5-18 コマ ンド ライ ン 引 数 


図 5-18 で は 、 起 動 時 の コマ ンド ライ ン 引 数 と し て 「 管 原 湊 朝香 」 を 指定 し て 
いま す 。 よ っ て 、args [ 0] に は 「 管 原 」 が 、args [ 1 ] に は 「 湊 」 が 、 そ し て args [21 
に は 「 和 朝香 」 が 格納 され 、args.length は 3 に な り ま す 。 


《⑨ コマ ンド ライ ン 引 数 
プロ グラ ム 走 動 時 に 指定 し た コマ ンド ライ ン 引 数 が 、JVMM に よっ て 配列 
に 変換 され 、main メソ ッ ド 起動 時 に 渡さ れる 。 


第 5 草 の ま と め 


この 章 で は 、 次 の よう な こと を 学び まし た 。 


メソッド 


・ メ ソ ッ ド で コー ド を 部 品 化 する こと が で きる 。 
・ ク ラス ブロ ッ ク の 中 に メソ ッ ド 定義 を 宣言 する こと が で きる 。 


・ メソッド の 呼び 出し 時 に 、 引 数 と し て 値 を 渡す こと が で きる 。 

・ メソッド を 呼び 出す と き に 渡す 値 を 実 引数 、 受 け 取 る 側 の 変数 を 仮 引 数 と いう 。 
・ メ ソ ッ ド 内 で 宣言 し た 変数 は ロー カル 変数 と いい 、 ほ か の メソ ッ ド か ら は 使 
用 で き な い 。 ま た 、 そ の メソ ッ ド の 実行 が 終わ る と ロー カル 変数 は 消滅 する 。 


戻り 値 
・return 文 を 使用 し て メソ ッ ド の 呼び 出し 元 へ 値 を 戻す こと が で きる 。 


・ 戻す 値 の 型 は メソ ッ ド の 定義 で 宣言 する 必要 が ある 。 
・ 戻 り 値 を 受け 取る に は 代入 演算 子 「=」 を 使用 する 。 


メゾ ソ ッ ド の 活用 

・ 仮 引数 の 数 と 型 が 異な る 同じ 名 前 の メソ ッ ド を 定義 する こと が で きる (オー 
パ バー ロー ド )。 

・ 配列 を 渡す と き 、 あ る い は 戻す と き は 、 配列 その も の で は な く 配 列 の アド レ 
ス を 渡し て いる 。 


メソ ン ッ ド 


悦 の 
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に 練習 問題 


以下 の 仕様 を 参考 に メソ ッ ド 「introduceOneself」 を 定 義 し て くだ さい 。 


戻り 値 の 紅 
引数 リス ト 


名 前 (文字 列 )、 年 齢 (整数 )、 身 長 ( 浮 動 小数 点 )、 性 
処理 内 容 別 文字 ) を 代入 する 変数 を 宣言 し て 値 を 代入 する 。 
変数 を 利用 し て 自己 紹介 を 表示 する 。 表 示す る デー 


タ の 中 身 や 表示 の 仕方 は 自由 と する 。 


戻り 値 の 型 


メー ル の タイ トル (String title) 
引数 リス ト メー ル の 宛 先 ア ドレ ス (String address) 
メー ル の 本 文 String text) 


以下 の 形式 で 表示 を 行う ( 色 文 字 の 箇所 は 引数 を 使用 
する こと )。 

処理 内 容 0 の 爺 先 アド レス 」 に 、 以 下 の メ ー ル を 送信 し 
件 名 :「 メ ー ル の タイ トル 」 
本 文 :「 メ ー ル の 本 文 」 


次 の 仕様 を 参考 に し て 、 練 習 5.2 の コー ド に メソ ッ ド 「emaill を オー バー ロー 
ド し 、main メソ ッ ド か らち 呼び出し て くだ さい 。 
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ED 


メー ル の 宛先 アド レス ( String address ) 
1 
引数 リス ト メー ル の 本 文 ( String text ) 





以下 の 形式 で 表示 を 行う ( 色 文 字 の 箇所 は 引数 を 使用 
する こと )。 

処理 内 容 ドレ ス 」 に 、 以 下 の メ ー ル を 送信 し 
件 名 : 無 題 
本 文 :「 メ ー ル の 本 文 」 


以下 の 仕様 を 参考 に メソ ッ ド 「calcTriangleArea」 と 「calcCircleArea」 を 作成 し 
て くだ さい 。 


eZ 
三角 形 の 面積 (double) 


三角 形 の 底辺 の 長 さ 、 単 位 は cm (double bottom) 
Mo 三角 形 の 高 さ 、 単 位 は cm (double hejgh 
処理 内 容 引数 を 使用 し て 面 策 を 求め 、 そ れ を 戻す 。 


戻り 値 の 玖 円 の 面積 (double) 


憶 の 











引数 リス ト 円 の 半径 、 単 位 は cm (double radius) 
処理 内 容 引数 を 使用 し て 面積 を 求め 、 そ れ を 戻す 。 





main メソ ッ ド か ら そ れ ぞ れ の メソ ッ ド に 適当 な 引数 を 渡し て 呼び 出し 、 戻 り 
値 を 出力 し て 正しい 面積 が 表示 され る か を 確認 し て くだ さい 。 
( 例 ) 


・ 三角 形 の 底辺 の 長 さ が 10.0cm、 高 さ が 5.0cm の 場合 、 面 積 は 25.0cm* 
・ 円 の 半径 が 5.0cm の 場合 、 面 積 は 78.5cm* 
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se) 練習 問題 の 解答 


練習 王 - 1 の 解答 SS る SS る SS る So さち る あさ 光 5 る る ぶる る る 88 る る さら る の る 6 さ る の SeoSGeooooe の Goesoaaeeoo 
以下 は 解答 例 で す 。 お お むね 合っ て いれ ば 正解 と し ます 。 
public class Main { 
public static void main(String[] args) 1 
< introduceOnese1f {) 』 
4 
5 public static yoid introduceOnese1f() { 
6 String name = 『Java'i 
7 int ade = 34: 
8 double height = 169.9: 
9 char gender = ! 男 !: 
10 System.out.pyintln(! 私 の 名 前 は " + name +『 で す 『) : 


11 System.out .println(! 歳 は " + age + " 歳 で す 『): 
12 System.out.println(! 身 長 は " + height + "cm で す 『) 
13 System.out .println(" 性 別 は " + gender + "で す 『): 


掴 : き 2 の 稲村 :… む eeeoccasecass25ooosapeacaczasoGanesossgsestocag 
以下 は 解答 例 で す 。 お お むね 合っ て いれ ば 正解 と し ます 。 


pub1ic class Main [ 


> pnublic static void main(String[] args) { 
String title = "お 誘い !: 
4 String address = "uso800@yQook.COm" 
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5 String text = * 今 度 、 飲 み に い きま せん か 『: 
ema11 title, addresg, Lext) : 


1 


8 public static void email (String title, String addresg, 


String text ) { 
9 System.out .print1n 
(address + " に 、 以 下 の メ ー ル を 送信 し まし た 『") 
10 System.out .print1n(" 件 名 :『 + titlel : 
System.out .println(! 本 文 :『 + textl 





縛 職 : 還 :8、 の 箇 計 eee 
以下 は 解答 例 で す 。 お お むね 合っ て いれ ば 正解 と し ます 。 





public class Main { 
puplic statio void main(String[] args) { 
3 String address = "uso800gook.COm' : 
4 String text = "今度 、 飲 み に い きま せん か 『": 
Email (address, text] : 
6 } 


pub1ic stakic void email (String address, String text) { 


8 System.out .print1n 
(address + * に 、 以 下 の メ ー ル を 送信 し まし た 『) : 
9 System.out.println(! 件 名 : 無 題 *) , 
0 System.out .println(! 本 文 :" + text) 
者! 前 


public static void emai]1 (String t1t1e, Srind addre88, 
String text) { 
System.out .print1n 
(address + "に 、 以 下 の メ ー ル を 送信 し まし た り 『) : 
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14 System.out.printl1n(" 件 名 :! + title) : 
15 System.out.println(" 本 文 :! + text) 


練習 5-4 の 角 筑 人 … た mo 
以下 は 解答 例 で す 。 お お むね 含 っ て いれ ば 正解 と し ます 。 





public class Main { 
2 publio static void main(String[] args) [{ 
double triangleArea = calCTriangleArea(10.0, 5.0) : 
4 System.out .println 
(三角形 の 面積 *" + triangleArea + 『 平 方 cm) : 
5 Goubie circleArea = caloCircleArea (5.0) : 
6 System.out .println(" 円 の 面積 :" + circlearea + "平方 cm"): 
| 
8 puplic static doubls calcTriangleArea (double bottom, 
double heght ) 1 
double area = (bottom * heiqht) / 2: 
0 return areai 
) 
pub]ic static double calcCircleArea(double radius) { 
3 Gouble area = radius * rad1ug * 3.14: 
4 retUrn ar6d: 
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JDK を 
用 いた 開発 


第 5 章 ま で Java プロ グラ ミン グ の 基礎 に つい て 解説 し て きま し た 。 
そし て 次 の 第 6 章 か ら は 本 格 的 な 開発 へ と 進ん を で いき ます 。 

し か し その 前 に 、 必 要 な ツー ル を 準備 し て お きま し よう 。 

これ まで みな さん が 使っ て きた 「dokojava」 は 、 入門 学習 用 に 適し た 
便利 な 開発 ツー ル で は あり ます が 、 あ くま で 簡易 的 な も の で す 。 

本 格 的 な Java プロ グラ ミン グ で は JDK と 呼ば れる ツー ル を 使い ます 。 


本 童 で は 、 そ の イン スト ー ル と 開発 に 必要 な 準備 に つい て 解説 し ます 。 


| CONTENTS IOOCCUUUULLLUULLLLULLLLLULLKLUULLLKLUYD 
A.1 Java の 開発 に 必要 な ツー ル 

A.2 コマ ンド ライ ンプ ロン プ ト の 使い 方 

A.3 ソー ス 編 集 ・ コ ン パ イル ・ 実 行 
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Java の 開発 に 必要 な ツー ル 


旧記 JDK の イン スト ー ル 


第 1 章 で 解説 し た よう に 、Java の プロ グラ ム 開 発 は 以下 の 3 つの ステ ッ プ で 
進み ます 。 


①④ ソ ー ス コー ド の 作成 と 編集 
②③ コン パイ ル に よる 変換 
③ 完 成 プ ログ ラム の 実行 


ここ まで 、 私 た ち は 上 記 ひ ーー③ の すべ て を dokojava で 実行 し て きま し た 。 し 
か し 、 よ り 本 格 的 な Java プロ グラ ム を 開発 し て いく に あたっ て 、dokojava は や 
や 力 不 足 で す 。 こ こ か ら は 、 本 格 的 な 開発 環境 を PC に イン スト ー ル し て それ を 
使っ て いき まし ょ う ( 第 6 童 以 外 は dokojava で も 学習 で きま す が 、 こ こ で 開発 
環境 を イン スト ー ル し て 、 第 6 章 以 降 で も 使っ て いく こと を お 薦め し ます )。 

PC で 開発 を 行う 場合 、 手 順 の に は 「 テ キス ト エ ディ タ 」、 手 順 ② に は 「Java コン 
パイ ラ 」、 手 順 ③ に は 「Java イン タプ リタ 」 と 呼ば れる 開発 用 ツー ル を 利用 し ます 。 


各 開 発 手順 で 必要 と な る ツー ル 


Windows: メ モ 帳 
ソー ス 作 成 テキ スト エディ タ Linux:、emacs 
Mac: テ キス ト エ ディ ッ ト 


szr maazefs jm < 、 | 


使用 する テキ スト エディ タ は 使い 慣れ た も の で 構い ませ ん 。 代表 的 な も の と し 
て 、Windows で は 「 メ モ 帳 」、Linux や Mac で は vi や emacs、 テ キス ト エ ディ ッ 
ト が あり ます 。 

テキ スト エディ タ の 準備 が で きた ら 、 次 は Java の 開発 環境 を イン スト ー ル し 
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ます 。 Java の イン タプ リタ や コン パイ ラ 、 そ の ほか 関連 の 開発 ツー ルー 式 を 詰 
め 合 わせ た パッ ケー ジ 「JDK」 (Java SE Development KiD は オラ クル 社 の Web サ 
イト か ら 無 料 で ダウ ン ロ ー ド で きま す ( ダ ウン ロー ド す る Web サイ ト は 後述 す 
る A.1.3 項 を 参照 し て くだ さい )。 こ れ を ダウ ン ロ ー ド し て セッ ト ア ッ プ すれ ば 、 
自分 の PC で 開発 を 行う た め に 必要 な 道具 が 揃い ます 。 


選 肖 三重 JDK セッ ト ア ッ プ の 複雑 さ 

JDK の セッ ト ア ッ プ は 、 パソ コン 初心 者 に と っ て は 少し 複雑 な 作業 で す 。「JDK 
の セッ ト ア ッ プ 方 法 が わか り ま せん 」「 セ ッ ト ア ッ プ し て みた の で す が う まく 動 
きま せん 」 と いう 質問 を 、 と て も よく 耳 に し ます 。 次 の よう な 事情 か ら 、 初 心 者 
に と っ て JDK の セッ ト ア ッ プ は や や 難し いも の と な っ て いま す 。 


・JDK を ダウ ン ロ ー ド する Web サイ ト の URL は 変更 され る こと が ある 。 
・JDK の 導入 後に 、 や や 高度 な OS 設定 (環境 変数 の 変更 ) が 必要 と な る 。 
・ パ ソコ ン の 種類 に よっ て 、 設 定 する 項目 の 名 称 が 異な る 。 


人 計 話 人 書 「JDK セッ ト ア ッ プ ガイ ド 」 の 利用 


本 書 で は 、 初 心 者 で あっ て も 前 述 の 3 つの 課題 を 乗り 越え て JDK を 無事 セッ 
ト ア ッ プ で きる よう に 、「JDK セッ ト ア ッ プ ガイ ド 」 を 用 意 し て いま す 。Web ブ 
ラウ ザ で 次 の アド レス に アク セス する と 、 セ ッ ト ア ッ プ 手順 が 表示 され ます の で 、 
ぜひ 利用 し て くだ さい 。 


JDK セッ ト ア ッ プ ガイ ド 


http://dokojava.jp/jdk 





ガイ ド に アク セス する と 、OS の 種類 に 従っ て 、 該 当 す る ペー ジ が 表示 され ま 
す 。 ガ イド の 指示 に 従い な が ら 1 ステ ッ プ ずつ 進ん で いけ ば 、 JDK の ダウ ン ロ ー 
ド と イン スト ー ル 、 環 境 変数 の 設定 、 そ し て 動作 確認 まで 行え る よう に な っ て い 
まま 。 


RE5] 
A 


2 
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コマ ンド ライ ンプ ロン プ ト の 
使い 方 


人 証 コマ ンド ライ ンプ ロン プ ト と は 





 ] 関す る 知識 が 必要 だ 。 こ と こ で 簡単 に 紹介 し て お こう 。 





N 
| JDK で Java ブロ グラ ム を 開発 する に は 「 コ マン ド プ ロン プ ト 」 「」 





コマ ンド ライ ンプ ロン プ ト と は 、 コ ンピュータ に 文字 で 指示 を 行う た め の プ ロ 
グラ ム で す 。Windows で は 「 コ マン ド プ ロン プ ト 」、Mac や Linux で は 「 タ ー ミ 
ナル 」 「 映 末 」 な ど と 呼ば れ ま す 。Java の 開発 は 基本 的 に 、 こ の コマ ンド プロ ンプ 
ト 画 面 で 行い ます 。 


Microsoft Windows [Version 6.1.7 
Copyright (c) 2009 Microsoft Corporatlon. Al riqht reserved. 


C:\U り sers\sugawara>= 





図 A-1 Windows フ の コマ ンド プロ ンプ ト 画 面 


ント 2 の と 実行 、 そ の 他 フ ァ 
イル の コピ ー な ど 、 さ ま ざ ま な 指示 を コン ピュ ー タ に 送る こと が で きま す 。 


人 す 王 短 コマ ンド プロ ンプ ト の 起動 


Windows で コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 する 場合 、 画 面 左 下 の 「 ス ター ト 」 メ 
ー か ら 「 す べ て の プロ グラ ム 」ー「 ア クセ サリ 」ー「 コ マン ド プ ロン プ ト 」 を 選 
択 し ます 。 
Mac の 場合 は 「 ア プリ ケー ショ ン 」 っ 「 ユ ー テ ィ リ ティ 」~「 人 ター ミナ ル 」 で 起動 
し ます 。Linux の 場合 は ディ スト リ ビ ュ ーション ご と に 異な り ま す の で 、 マ ニュ 


JDK を 用 いた 開発 


アル を 参照 し て くだ さい 。 
さて 、 コ マン ド プ ロン プ ト を 起動 する と 、 次 の よう な 文字 が 表示 され ます ( 表 
示 内 容 は 環境 に よっ て 異な り ま す )。 


この 「>」 記 号 で 終わ る 表示 を プロ ンプ ト と 言い 、 こ の 記号 の 右側 に コマ ンド を 
入力 し て コン ピュ ー タ に 対し て 指示 を 送り ます 。 


カレ ント ディ レク トリ 


プロ ンプ ト に 表示 され て いる 「C:\Users\sugawara」 は 、 カ レン トディ レク トリ 
(current directory) と 呼び 、「 現 在 着目 し て いる フォ ル ダ 」 を 示し て いま す 。 

先ほど の 場合 は 「C ドラ イブ の 、Users フォ ル ダ の 中 の 、sugawara フォ ル ダ 」 
に 着目 し て いる こと を 意味 し ます 。Java の プロ グラ ム を 作成 ・ 実 行 する に は 、 こ 
の 着目 し て いる フォ ル ダ の 中 の ファ イル を 編集 ・ 実 行 し ます 。 ま た 、 必 要 に 応じ 
て 別 の フォ ル ダ に も 着目 し な が ちら 開発 作業 を 進め て いき ます 。 


選民 生生 ファ イル の 一 覧 表示 


コマ ンド プロ ンプ ト を 操作 し て フォ ル ダ の 中 を 見 て み ま し ょ う 。Windows で 
は 「dir」、Mac と Linux で は 「js -la」 と コマ ンド を 入力 し ます ( ゅ マー ク の と ころ は 、 
Enter キー を 押し ます )。 
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カレ ント ディ レク トリ に 含ま れ て いる 、 す べ で て の ファ イル と フォ ル ダ の 一 覧 
が 表示 され ます 。 な お 、<DIR> と 書か れ て いる 行 は フォ オル ダ 、 そ う で は な い 行 は 
ファ イル を 表し て いま す 。 今回 の 場合 、Desktop や Links の よう な フォ ル ダ と 、 
Mainjava と いう ファ イル が ある こと が わか り ま す 。 


休 計 王 苦 カレ ント ディ レク トリ の 変更 


着目 する フォ ル ダ を 変更 する に は 、cd コマ ンド を 使い ます 。 た と えば 、 現 在 
の フォ ル ダ の 中 に ある Desktop フォ ル ダ に 移動 する に は 、 以 下 の よ うに 入力 し 
ます 。 


カレ ント ディ レク トリ が 変わ っ た 


また 、 現 在 着目 し て いる フォ ル ダ の 1 つ 上 の フォ ル ダ に 移動 する に は 、 次 の 
よう に 「.」 を 指定 し ます 。 





1 つ 上 の フォ ル ダ に 移動 し た 





全 葉 王 穫 その 他 の 操作 


コマ ンド プロ ンプ ト で は 、 そ の 他 に も 以下 の よう な コマ ンド を 使っ て コン 
ピュ ー タ に 指示 を 与え る こと が で きま す 。 


【 フ ァイル の コピ ー】 copy コピー 元 フ ァイル 名 コピ ー 先 ファ イル 名 
【 フ ァイル 名 の 変更 】 ren 現在 の ファ イル 名 新しい ファ イル 名 
【 フ ァイル の 削除 】 del 削除 する ファ イル 名 

【 フ ォ ル ダ の 作成 】 mkdir 作成 する フォ ル ダ 名 


な お 、Mac や Linux の 場合 は 、 上 か ちら 順に それ ぞ れ 「cp」「mv」 「rm」 「mkdir」 コ 
マン ド を 代わ り に 使っ て くだ さい 。 





公 これ ら フ ァイル の 操作 に つい て は 「 マ イコ ンピュータ 」 や 
いい ジ / 「 エ クス プロ ー ラ 」 な どか ら マ ウス で 操作 し て も 構わ な いよ 。 


JRE と は 


購入 し た ば か り の パソ コン で 、「javac コマ ンド は 使え な く て も java 
コマ ンド は 動作 する 」 こと が あり ます 。 こ れ は その コン ピュ ー タ に JDK 


で は な く JRE(Java Runtime Environment) が 導入 され て いる か ら で す 。 
JRE は JDK 同様 、 オ ラク ル 社 な ど が Web サイ ト で 無償 で 公開 し て い 
る Java の ダウ ン ロ ー ド パッ ケー ジ で す 。「 自 分 で は プロ グラ ム を 開発 し 
な い が 、 他 人 が 開発 し た プロ グラ ム を 実行 する 人 」 の た め の も の で ある 
た め 、java コマ ンド は 含ま れ て いま す が javac コマ ンド は 含ま れ ま せん 。 
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ソー ス 編 集 ・ コ ン バ パイ ル ・ 実 行 


因 - 下 旨 思 JDK を 用 いた 開発 の 全体 像 
JDK を 用 いた 開発 の 全体 像 を まとめ た も の が 、 次 の 図 で す 


ン ソース フ ァイル クラ ス フ ァ イル 
(に Java) に.class) 


00101111 


printIn(“3+5 の 答え は …): 11010100 


=3+5: 


printIn(a): 10001010 


11111111 


\V / 順 S) 実 生 
EUC( ぞ に を 4』 EN: に を 4 








囲 A-G JDK を 用 いた 開発 の 全体 像 


まず 開発 者 は 、 テ キス ト エ ディ タ を 使っ て ソー スコ ー ド を 作成 し ます 。 ソ ー 
スコ ー ド は 、 ク ラス 名 に 拡張 子 「java」 を 付け て (クラ ス 名 が 「Main」 な ら 「Main. 
javal」 と な る ) 保 存 し ます 。 

次 に 、 コ マン ドラ イン プロ ンプ ト か ら javac コマ ンド を 使っ て Java コン パイ 
ラ を 起動 し ます 。 Java コン パイ ラ は 、 指 定 さ れ た ソー ス フ ァ イル を 実行 可能 な 
クラ ス フ ァ イル (class fle) に 変換 し ます 。 そ し て 、 java コマ ンド で イン タプ リタ 
を 起動 する と 、 ク ラス ファ イル の 中 身 が JVM に 読み 込ま れ て 実行 され ます 。 


JDK を 用 いた 開発 


バイ トコ ー ド と 仮想 マシ ン 


Windows や Mac など パソ コン 用 の プロ グラ ム は 、 ス ーー パー コンピュー 
タ (スパ コン ) で は 動き ませ ん 。 な ぜ な ら 、 パ ソコ ン と スパ コン で は 、 
CPU が 理解 で きる 命令 (マシ ン 語 ) が 異な る か ら で す 。 

し か し 、 第 0 章 の 冒頭 で 触れ た よう に 、Java で 開発 し た プロ グラ ム 
は パソ コン で も スパ コン で も 同じ よう に 動き ます 。 こ とこ れ は 、javac コマ 
ンド で 出力 され る バイ トコ ー ド が 、 特 定 の CPU に 依存 し な い 汎 用 的 な 
マシ ン 語 で ある た めで す 。Windows パソ コン で 実行 する 際 に は Java の 
イン タプ リタ に よっ て Windows 用 の マシ ン 語 に 、 ス パコ ン で 実行 する 
場合 に は スパ コン 用 の マシ ン 語 に 変換 され ます 。 

java ソ ゾー スコ ー ド 


Java 用 汎用 マシ ン 語 (バイ トコ ー ド ) 
0001 10 01 


足し 算 せよ 


パソ コン 2 


パン コン 用 マシ ン 語 


PR グン 


パソ コン スー パー コン ピュ ー タ 


図 A-3 Java コン バイ ラ と Java イン タプ リタ の 処理 


見 方 を 変え れ ば 、 パ ソコ ン や スパ コン の 中 に ある 「 沢 用 マシ ン 語 を 理 
解す る コン ピュ ー タ 」 が バイ トコ ー ド を 実行 し て いる よう に みえ ます 。 
これ が 、「Java 仮想 マシ ン (JVM)」 と いう 名 前 の 由来 で す 。 
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選定 正 勘 手順 ① ソー スコ ー ド の 作成 


① -1 プログ ラム 開 発 用 の フォ ル ダ の 作成 

新しい プロ グラ ム を 作成 する 場合 、 ソ ー ス ファ イル や クラ ス フ ァ イル を 入れ る 
た め の 新 し い フ ォ ル ダ を 作成 し ます 。 名 前 は 何で も 構い ませ ん が 、 新 し い プ ログ 
ラム を 作成 する た びに 名 前 を 変え た 別 の フォ ル ダ を 作る こと を お 薦め し ます 。 複 
数 の プロ グラ ム 用 の ファ イル を 1 つの フォ ル ダ に 入れ て し まう と 、 ど の ファ イ 
ル が どの プロ グラ ム の も の か わか ら な く な っ た り 、 フ ァイル 名 が 衝突 し た りす る 
か ら で す 。 


① -2 エディ タ を 起動 し て ソー スコ ー ド を 入力 する 

P-210 で 解説 し た よう に 、 テ キス ト エ ディ タ を 使用 し て ソー スコ ー ド を 編集 し 
ます 。Microsoft Word な どの ワー プロ ソフ ト は 、 テ キス ト で は な く 独 自 形式 で 
文書 を 保存 する の で 、 ソ ー ス コー ド の 入力 に は 使え ませ ん 。 


④ -3 ソー ス フ ァ イル を 保存 する 

ソー スコ ー ド の 作成 が 終わ っ た ら 、① -1 で 作成 し た プロ グラ ム 開 発 用 フォ ル 
ダ に ソー ス フ ァ イル と し て 保存 し ます 。 こ の と き 、 フ ァイル 名 は 必ず 「( ク ラス 
名 ) Java」 と いう 名 前 に する 必要 が あり ます 。 た と えば Main クラ ス を 書い た ソー 
スコ ー ド で あれ ば 、「Main.java」 と な り ま す 。 


手順 ② コン パイ ル す る 


②③ -1 作業 フォ ル ダ へ の 移動 

コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、cd コマ ンド で 開発 用 フォ ル ダ に 移動 し ます 。 
dir コマ ンド を 使っ て 、 先 ほど 作成 し た ソー ス フ ァ イル が 人 存在 する こと を 確認 し 
ます 。 


ソー ス フ ァ イル 





JDK を 用 いた 開発 


②③ -2 コン パイ ル の 実行 
コン パイ ル は 、「javac (ソー スコ ー ド ファ イル 名 )」 で 実行 し ます 。 た と えば 、 
Mainjava を コン パイ ル し た い 場 合 に は 次 の よう に 入力 し ます 。 





上 記 の 画面 出力 例 の よう に 、javac コマ ンド を 実行 し て も 何 も 表 示さ れず に 次 
の プロ ンプ ト が 出 て きた 場合 、 コ ユン パ イル は 成功 し て いま す 。 逆 に 、 も し ソー ス 
コー ド に 間違い が あっ た 場合 は 、 次 の よう に コン パイ ル エ ラー が 表示 され ます 。 





エラ ー と し て 指摘 され た 部 分 を エディ タ で 修正 し 、 エ ラー が な く な る まで コン 
パイ ル を 繰り 返し ます 。 






な か な か エラ ー が な く な ら な いと き や 、 エ ラー の 原因 が わか ら 
な い 場 合 の 対処 方 法 を 本 書 の 付録 て に まとめ て ある 。 ぜ O ひ 活用 
し て ほし い 。 


人 
区 


手順 ③ プロ グラ ム の 実行 


③ -1 クラ ス フ ァ イル の 確認 
コマ ンド プロ ンプ ト で 開発 用 フォ ル ダ に 移動 し 、 コ ン パ イル 結果 の クラ ス フ ァ 
イル が 人 存在 する こと を 確認 し ます 。 
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③ -2 クラ ス フ ァ イル の 実行 
実行 は 、「java( ク ラス ファ イル 名 か ら .class を 取り 除い た も の )」 で 行い ます 。 
た と えば 、Main.class を 実行 する 場合 は 、「java Main」 と 入力 し ます 。 


の コン パイ ル す る と き に は Java を 付け る の に 、 実 行 す る と き は 
.class を 付け な い の ね 。 


そう 、 実行 の 際 に は .class は 付け な い 、 と 
これ が Jaya の ルー ル な ん だ 。 いこ プ 


次 の 第 6 章 で は 複数 の クラ ス を 使っ た Java プロ グラ ミン グ に つい て 解説 し て 
いき ます 。 第 6 章 に 登場 する プロ グラ ム は dokojava で は 実行 する こと が で き な 
い の で 、 本 章 で 学ん だ javac と java コマ ンド で 学習 を 進め て くだ さい 。 

な お 、 以 降 の コマ ンド プロ ンプ ト 利 用 の 解説 で は 、 特 段 の 理由 が ある 場合 を 除 
いて 、 プ ロン プ ト は 単に > と だ け 表 記し ます 。 


途 数 クラ ス を 
用 いた 開発 


第 5 章 で 学習 し た メソ ッ ド を 上 手 に 使え ば . 

ある 程度 大 き な プ ログ ラム も 1 人 で 作る こと が で きま す . 

し か し 大 規模 な ソフ トウ ェ ア の 開発 に な る と 、 

自分 以外 の 開発 者 と 手分け し て プロ グラ ミン グ す る 必要 が あり ます 。 

て の 章 で は 、 複 数 の 開発 者 が 分 担 し て 部 品 を 作り 、 そ れ を 組み 合わ せる 
Java の し くみ を 紹介 し ます 。 


6.1 ソー ス フ ァ イル を 分 割 す る 

6.2 複数 クラ ス で 構成 され る プロ グラ ム 
6.3 パッ ケー ジ を 利用 する 

6.4 名 前 空間 

6.5 Java API に つい て 学ぶ 

6.6 クラ ス が 読み 込ま れる し くみ 

6.7 パッ ケー ジ に 属し た クラ ス の 実行 方 法 
6.8 第 6 章 の まとめ 

6.9 練習 問題 

6.10 練習 問題 の 解答 
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ソー ス フ ァ イル を 分 割 する 


血 当 計 誠 1 つの ソー ス フ ァ イル に よる 開発 の 限界 













菅原 さん ! は りき っ て 開発 を し て いた ら 、 ク ラス の 中 に 35 個 
も メソ ッ ド が で き て し まっ て 、 ワ ケ が わか ん な く な っ ちゃ いま 
し た ! 









そん な と き に は クラ ス を 分 割 す れ ば スッ キリ する よ 。 





Ce 

第 5 章 で は 、 長 く 複 雑 に な っ て し まっ た main メソ ッ ド を 複数 の メソ ッ ド に 分 
割 する 方 法 を 学び まし た 。 し か し 、1 つの ソー ス フ ァ イル の 中 に 含ま れる メソ ッ 
ド の 数 が 増え る と ど 、 や は り ソ ー ス コー ド の 全体 を 把握 する こと が 難し く な り 、 開 
発し に くく な っ て いき ます 。 


開発 担当 =B さ ん 開発 揚 当 =C さ ん 


図 B-1 複数 の 開発 者 
が 分 担 し て 開発 する た 
め の 便利 な し くみ 





擬 数 クラ ス を 用 いた 開発 


そこ で Java で は 、1 つ の ソー ス フ ァ イル に すべ て の メソ ッ ド を 書く の で は な く 、 
複数 の ソー ス フ ァ イル に 分 割 し て 記述 で きる よう な し くみ が 準備 され て いま す 。 

1 つの ソー ス フ ァ イル に は クラ ス ブ ロ ッ ク を 最低 1 つ は 作成 し な けれ ば な ら な 
い ル ー ル が あり ます の で 、 複 数 の ソー ス フ ァ イル に 分 け て 開発 する と いう こと は 、 
複数 の クラ ス に 分 け て 開発 する こと だ と 捉え る こと も で きま す 。 

た くさ ん の メソ ッ ド を 複数 の クラ ス に 分 け て 記述 する こと に は 、 単 に 「 整 理 さ 
れ て わか りや すく な る 」 だ け で は な く 、「 フ ァイル ご と に 開発 を 分 担 し 、 そ れ ぞ れ 
が 並行 し て 開発 を 進め られ る ( 三 分 業 し や すい )」 と いう メリ ッ ト も あり ます 。 こ 
の よう に 、1 つの プロ グラ ム を 複数 の 部 品 に 分 ける こと を 部 品 化 と いい ます 。 


結 当 記 午 計算 機 プ ログ ラム を 分 割 し よう 


で は 、 リ スト 6-1 の 計算 機 プ ログ ラム (Calc) を 、2 つの クラ ス に 分 割 し て み ま 
し ょ う 。 現状 の 計算 機 プ ログ ラム は main()、tasu()、hiku() の 3 つの メソ ッ ド か 
ら 構成 され て いま す 。 


リス ト 6-1 計算 機 プ ログ ラム 


_Calcjava 


pub1ic class Calc { 
pub1ic stakic void main(String[] args) { 
inEa=10: intED= 2: 
int tota] = tasu(a, b) 
int delta = hiku(a, b) : 
System.out .print1n(" 足 す と " + total + "、 引 く と " + deltajl : 
) 
8 publio static int tasufint a int b) { 
return (a+Db): 
0 
1 pub1ic static int hiku(int a, int b) { 
12 return (a・)』 
] 
14 } 
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さぁ 、 こ の 3 つの メソ ッ ド を の うち 、 ど れ を 別 ク ラス に 切り 出 





- 人 4 
ジブ し そう か 


tasu() と hiku() の 2 つ は 「 数 学 的 な 計算 処理 を する メソ ッ ド 」 で あり 、main() 
は 「tasu() や hiku() を 呼び 出し て 画面 に 表示 する 役割 を 持つ 、 全 体 の 流れ を 司る 
メソ ッ ド 」 で す 。 よ っ て main() と それ 以外 の メソ ッ ド を 2 つの クラ ス に 分 け て 整 
理 し まし ょ う 。 





図 B-2 Calc.java を 分 割 し て ら G つの クラ ス に 分 ける 


Step1 計算 処理 メソ ッ ド を 記述 する た め の ソ ー ス ファ イル を 作る 


まず 、tasu() や hiku() と いっ た 計算 ロジ ッ ク の メソ ッ ド を 入れ る ソー ス フ ァ 
イル を 作り ます 。 新 た な ファ イル 名 は CalcLogic.java に し ます 。1.2.1 項 で 「 ソ ー 
ス フ ァ イル 名 と クラ ス 名 は 同じ で な けれ ば な ら な い 」 と 学び まし た ね 。 そ の た め 、 
CalcLogic.java の 書き 始め は 「public class CalcLogic」 と し ます 。 


Step2 tasu() と hiku() を 移動 する 


現在 Calcjava の 中 に ある tasu() と hiku() を 、 新た に 作っ た CalcLogic.java 
へ 移動 し ます 。 す る と 、CalcLogicjava は 次 の リス ト 6-2 の よう に な り ま す 。 
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リス ト 6-2 CalcLogicjava に 計算 処理 を 追加 する 


public class Calchogic { 
2 publie static int tasu(int a, intb) { 


3 return (a+) 


] 
6 publio static int hiku(int a, int b) { 
return (a - b]: 


8 ) 


Step3 メイ ン メ ソ ッ ド 内 の 呼び 出し を 修正 する 


一 方 で 、Calc.java に は 次 の よう に main() だ けが 残さ れ て いる は ず で す 。 


リス ト 6-3 Calc.java 





_Calcjava_ 


pub1ic class Calc { 
pub1ic stakic void main(String[] args) { 
inEa=10: inED=2: 
int total] = tasu(a, b), 
int delta = hiku(a, b) , 
System.out .println(" 足 す と " + total + "、 引 く と " + deltaj : 


km 


4 行 目 と 5 行 目 で tasu() や hiku() メソ ッ ド を 呼ん た で いま す が 、 こ の まま で は 
「tasu() や hiku() メソ ッ ド が な いか ら 呼 び 出 せな い ! 」 と いう 意味 の コン パイ ル 
エラ ー が 出 て し まい ます 。 て この Calcjava に は tasu( ) や hiku() は 存在 し な い の で 
当然 で す 。 
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今 ま で 、main() の 中 で 単に 「tasu(a.b)」 と 記述 すれ ば tasu() を 呼び 出す こと が 
で きた の は 、main() と tasu() や hiku() が 同じ Calc クラ ス に 属し て いた か ら で す 。 
し か し 今回 の ソー ス フ ァ イル の 分 割 に よっ て 、tasu() や hiku() は CalcLogic クラ 
ス に 属す る よう に な っ た た め 、main() か ら 呼 び 出す 際 に は 「CalcLogic の tasu()」 
や 「CalcLogic の hiku()」 の よう に 、 明 示 的 に 所 属 を す 必 要 が あり ます 。 こ れ に は 、 
main() か ら 以 下 の よ うに 呼び 出す こと で 対応 で きま す 。 


int tota] = CalcLogic .tasu(a, D) 
1nt de]ta = CalcLogrc .hiku(a, b) 


ドッ ト () は 次 の 章 以降 で も 頻繁 に 登場 する けど 、 日 本 語 で 言う 





- 鍛 
に げ 「 と の 」 と いう 意味 だ よ 。 


同じ 部 署 の 私 た ち は 先輩 を 普段 「 菅 原 さ ん 」 と 呼べ る けど 、 別 部 5 

署 の 人 は 「 開 発 部 の 菅原 さん 」 と 言う の と 似 て いま すね 。 み 

ここ まで で 無事 、 計 算 機 プロ グラ ム は 2 つの クラ ス ( リ スト 6-2、 リ スト 6-4) 
に 分 割 する こと が で きま し た 。 


リス ト 6-4 Calc.java 


public class Calc { 
public static void main(String[] args) [ 
int a=10: int bD = 2: 
int total] = CalcLogic.tasu(a, b) 
int delta = CalcLogic.hiku(a, b) 
6 System.out .println(" 足 す と ! + total + !、 引 く と ! + deltal : 


接 数 クラ ス を 用 いた 開発 


人 複数 クラ ス で 
) 構成 され る プロ グラ ム 





複数 クラ ス の コン バイ ル 


前 節 で は 計算 機 プ ログ ラム を 2 つの ソー ス フ ァ イル に 分 割 し まし た 。 そ の た め 、 
この プロ グラ ム を 実行 する に は 、Calcjava と CalcLogicjava の それ ぞ れ を コン パ 
イル する 必要 が あり ます 。 javac コマ ンド で は 、 以 下 の よ うに 複数 の ソー ス フ ァ 
イル を 指定 する こと が で きま す 。 


の) 


]aVac Ca1c.1aya Ca]l 





無事 コン パイ ル が 終了 する と 、 そ れ ぞ れ の ソー ス フ ァ イル に 対応 し た クラ ス 
ファ イル が 生成 され ます 。 





図 B-3 Calc.java の 分 割 に より 、Calc.java 
と CalcLogic.java の ら つ で 1 つの 完成 プロ | 
グラ ム を 構成 こ 
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知 王 生生 Java プロ グラ ム の 完成 品 


隊 | この 2 つの クラ ス フ ァ イル が 計算 機 ブロ グラ ム の 最終 完成 品 だ 。 
ご ] 第 か に 渡す 際 に は 、 と の 2 つの クラ ス フ ァ イル が 必要 な ん だ よ 。 


えつ? 2 つの ファ イル を 渡す ん で すか ? な ん だ か 完成 品 じゃ 
な いよ うな 気 が す る ん で すけ ど …。 あ 


普段 用 いる パソ コン の アプ リケーション に 慣れ 親しん で いる と 、「Java プロ グ 
ラム の 完成 品 」 の ちょ っ と 変わ っ た 次 を 意外 に 思う か も し れ ま せん 。 普通 の プロ 
グラ ム は 、 た いて い フ ァイル は 1 つ だ け だ か ら で す 。 た と えば 、Windows7 に 
お ける メモ 帳 プ ログ ラム は 、C:\Windows\System32\notepad.exe の よう な 単独 
の ファ イル で あっ て 、 こ れ を ダブ ルク リッ ク す れ ば 起動 し ます 。 

し か し 、Java で 開発 され た プロ グラ ム は 「 複 数 の クラ ス フ ブフ ァ イル の 集まり 」 で 
ある こと が 多く 、 ダ ブル クリ ッ ク で 起動 させ る の で は な く 、 java コマ ンド で 起 
動 し ます 。 で すか ら Java プロ グラ ム を 誰か に 渡す 、 あ る い は 替 品 する 場合 に は 、 
複数 の クラ ス フ ァ イル が 入っ て いる フォ ル ダ を まる ご と 「1 つの 完成 品 」 と し て 渡 
すこ と が ほとん ど で す 。 








POUUUUDTUUUUUULUUUUUUUUUULUUUUULUUUULULUUUULUULULUUULUULLLUUUUULULLULLULULLUULLLLULLLUULLUULULLLULULLLLULLLUUULLLULLLLLULMLLLLLLL 


《) Java プロ グラ ム の 完成 品 


・Java プロ グラ ム の 完成 品 は 、 複 数 の クラ ス フ ァ イル の 集合 体 。 
・ 誰 か に 配布 する 場合 に は 、 す べ て の クラ ス フ ァ イル を 渡す 必要 が ある 。 


知生 生 重 プロ グラ ム の 実行 方 法 


へ 、 で も 、「 ク ラス ファ イル が た くさ ん 入っ た フォ ル ダ を まる ご と 」 
や 受け 取っ た ら 、 ど う や っ て 起動 すれ ば いい の か し ら 3 
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拉 数 クラ ス を 用 いた 開発 


JAR ファ イル (コラ ム 参 照 ) で まとめ た 形 で は な く 、 ク ラス ファ イル が 入っ た フォ 
ル ダ を まる ご と 受け 取っ た 場合 は 、 ク ラス 名 を 指定 し て 実行 する 必要 が あり ます 。 





JVM は 起動 時 に 指定 され た クラ ス の 中 に ある main メソ ッ ド を 呼び 出し て プ 
ログ ラム の 実行 を 開始 し ます 。 よ っ て 、Java の プロ グラ ム を 実行 する 人 は 「 渡 さ 
れ た 複数 の クラ ス フ ァ イル の うち 、main メソ ッ ド が 含ま れ て いる クラ ス の 名 前 」 
を 指定 する 必要 が あり ます 。 た と えば 、 計 算 機 プロ グラ ム の 場合 は 「java Calc」 
と 起動 すべ き で あっ て 、「java CalcLogic」 で は 正常 に 動作 し ませ ん 。 

今回 の 計算 機 プ ログ ラム の 場合 、 私 た ち は 「Calc の 中 に main() が 入っ て いて 、 
CalcLogic の 中 に は な い 」 と いう 事実 を 知っ て いる の で 「java Calc」 で 起動 で きる 
と 判断 で きま し た 。 

し か し 、 他 人 が 作っ た Java プロ グラ ム の 場合 は 、 す べ て の クラ ス フ ァ イル を 
受け 取っ て も 、「 ど の クラ ス の 中 に main メソ ッ ド が ある か 」 が わか ら な いと 起動 
で き な い こと に 注意 し まし ょ う 。 


PUTUTTPETTEUTTETUUTTEETELULLUULELLUTLUULELEEKLLLUUELUULPUUUEEELULLUUEEULLLLULELLLULLLLLLL 


》 神取 の 完成 クラ ス フ ァイル を 渡す 場合 の 注意 点 


Java の プロ グラ ム を 配布 ・ 納 品 す る と き は 、 単 に すべ て の クラ ス フ ァ イル 
を 渡す だ け で は な く 、「 ど の クラ ス に main() が 入 つ て いる か 」 も 伝え る 必 
要 が ある 。 


JAR ファ イル と は ? 


プロ グラ ム の 完成 品 が 複数 の クラ ス フ ァ イル に な つた 場合 、 メ ー ル で 


送る 際 な ど に 不便 で す 。 そ こ で Java で は 、「 複 数 の クラ ス フ ァ イル を 1 
つ に まとめ る ファ イル 形式 」 と し て JAR(Java ARchive) が 定め られ て いま 
す 。JAR ファ イル は ZIP ファ イル と と て も よく 似 た アー カイ ブフ ァイル 
で あり 、JDK に 付属 する jar コマ ンド で も 作成 する こと が で きま す 。 





は っ) 
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バッ ケー ジ を 利用 する 


佑 和 E 了 議 クラ ス が 増え すぎ た ら … ど うし よう ? 


NN さ ー ン 


だ ね ? 


Java を 学習 し 始め て 日 も 浅い 段 
階 で は 想像 が つか な いか も し れ ま せ 
ん が 、 大 規模 な プロ ジェ クト に な る 
と 、 数 百 個 も の クラ ス を 使っ て 1 
つの プロ グラ ム を 開発 する こと も あ 
り ま す 。 し か し 、 ク ラス の 数 も 20 
個 を 超え る 規模 に な る と 、 さ す が に 
管理 が 大 変 に な っ て きま す 。 

そこ で Java に は 、 各 クラ ス を パッ 
ケー ジ (package) と いう グル ー プ に 
所 届 さ せ て 、 分 類 ・ 管 理 で きる よう 
な し くみ が 準備 され て いま す 。 






ジ に 分 割 と いう わけ ね 。 





main() の 行 数 が 増え た ら 複 数 メソ ッ ド に 分 割 二 メソ ッ ド 数 が 
増え た ら 複数 クラ ス に 分 割 一 クラ ス 数 が 増え た ら 複 数 パッ ケー 


今度 は クラ ス の 数 が 増え すぎ て 、 わ か り に くく な っ ちゃ っ た … 
いら 


calcapp.ogics ペ ッ ケ ニ ジ 
cactogicjaval ベ 


図 B-4 ら つ の バッ ケー ジ に 分 割 され た 計算 機 プ 
ログ ラム 。 calcapp.main バッ ケー ジ と calcapDp. 
logics パッ ケー ジ で 構成 









Java に は 部 品 化 の し くみ が いく つも 準備 され て いる ん だ ね 。 選 


擬 数 クラ ス を 用 いた 開発 


それ で は 、 前 節 で も 登場 し た 計算 機 プ ログ ラム を 題材 に し て 、 パ ッ ケ ー ジ を 利 
用 し て み ま し ょ う 。 ク ラス を パッ ケー ジ に 所 属さ せる た め に は 、 そ の クラ ス の ソー 
スコ ー ド の 先頭 に package 文 を 記述 し ます 。 


ウ ク クラ ス を パッ ケー ジ に 所 属さ せる 


package 所 属さ せ た い パッ ケー ジ 名 : 
※ package 文 は ゾー スコ ー ド の 先頭 に 記載 する 必要 が ある 。 


た と えば 計算 機 プ ログ ラム の 2 つの クラ ス を 、 図 6.-4 の よう に それ ぞ れ の パッ 人 
ケー ジ に 所 属さ せる に は 、 次 の よう に 記述 し ます 。 


リス ト 6-5 Calc クラ ス を calcapp.main パッ ケー ジ に 所 属さ せる 


package calcapp .main』 
public class Calc { ※ この コー ド は 、 後 の 67 節 で 紹介 する 方 法 
6 を 用 いて 実行 する 必要 が あり ます 。 現 状 で 


は コン パイ ル ま で で まれ ば 模 い ませ ん 。 


リス ト 6-6 CalcLogic クラ ス を calcapp.Iogics パッ ケー ジ に 所 属さ せる 


packaqe calcapp .]og1C8: 
public class CalcLogic { ※ この コー ド は 、 後 の 67 節 で 紹介 する 方 法 
・ を 用 いて 実行 する 必要 が あり ます 。 現状 で 


は コン バイ ル ま で で きれ ば 構い ませ ん 。 


パッ ケー ジ の 名 前 は 、Java の 識別 子 (1.3.2 項 ) の ルー ル に 従っ て いれ ば 自由 に 
定め る こと が で きま す が 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト は 小文字 を 使用 する の が 一 般 的 で す 。 
また 、「calcapp.main」 や 「calcapp.logics] の よう に 、 ド ッ ト で 区 切っ た パッ ケー 
ジ 名 も 多く 用 いら れ ま す 。 
な お 、「calcappmain」 と 「calcapp.logics」 と いう 2 つの パッ ケー ジ 名 を 見 て 、「 共 
通 の calcapp パッ ケー ジ に 所 属す る main と logics と いう 子 パ ッ ケ ー ジ で 、 同 じ 
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グル ー プ で ある 」 と いう 感覚 を 抱い て し まう か も し れ ま せん が 、 両 者 は 相互 に まっ 
た く 関 係 が な い 、 独 立 し た 2 つの パッ ケー ジ で す 。 パッケ ー ジ の 中 に パッ ケー 
ジ を 人 れる こ と は で きま せん し 、 パ ッ ケ ー ジ に 親子 関係 や 階層 関係 は あり ませ ん 。 


正しく な い パッ ケー ジ の イメ ー ジ 
XX "alappy タ ター ーー 
caktogicjaval で 


CalcLogic ク ラス 


ンー ニニ ニニ ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ーー 


い 
日 
ま 
品 
品 
日 
W 
W 
1 
U 
日 
W 
品 
品 
ま 
品 
品 
員 
品 
品 
品 
品 
品 
日 
* 


ーーー ニニ ニー ニニ ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ズー 





calctoocJas 


図 B-5 パッ ケー ジ 名 の 一 部 が 同じ で あっ て も 、 そ れ ぞ れ の バッ ケー ジ に 関連 性 は な い 





デフ ォ ル トバ パッ ケー ジ 


前 節 ま で 作成 し て きた クラ ス に は package 文 が な く 、 ど の パッ ケー 
ジ に も 所 属し て いま せん で し た 。 ど の パッ ケー ジ に も 所 属し て いな いこ 


と を 「 無 名 パッ ケー ジ に 属し て いる 」 また は 「 デ フォ ルト パッ ケー ジ に 属 
し て いる 」 と 表現 する こと も あり ます 。 

な お 、 デ フォ ルト パッ ケー ジ に 属す る クラ ス は 後述 の import 文 で イ 
ン ポ ー ト する こと と は で きま せん 。 
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佑 天 正基 パッ ケー ジ を 含む クラ ス 名 を 指定 する 


ここ まで で 無事 2 つの クラ ス を 別 パ ッ ケ ー ジ に 所 属さ せる こと が で きま し た 。 
し か し 、 こ の まま コン パイ ル す る と Calcjjava の 2 つの 行 に 構文 エラ ー が 発生 し 
て し まい ます 。 


tnt tota] = CalcLogic.tasu (a, b) : 
int de]ta = CalcLogic.hiku(a, ) : 


Calc クラ ス の 中 に ある この 2 行 で は 、 そ れ ぞ れ 「CalcLogic」 ク ラス を 利用 し よ 
うと し て いま す 。 し か し 、 こ の 書き 方 で は 「 ど の パッ ケー ジ の CalcLogic クラ ス か 」 
を 明示 し て いな いた め 、Calc クラ ス は 自分 と 同じ パッ ケー ジ (calcapp.main パッ 
ケー ジ ) に 所 属す る CalcLogic ク ラス を 呼び 出 そ う と し て 失敗 し て し まう の で す 。 
別 パ ッ ケ ー ジ に 所 属し て いる クラ ス を 利用 する 場合 、 次 の よう に 所 属 パ ッ ケ ー ジ 
名 を 添え た クラ ス 名 を 指定 する 必要 が あり ます 。 


リス ト 6-7 別 の パッ ケー ジ に ある クラ ス を 呼び 出す 


_Calcjava_ 


Package calcapp .main 
publ1ic cass Calc { 
public static void main(String[] args) { 
int a=10) int bD = 2: 
int tota] = calcapp.1ogics.Calctogic.tasu(a, b) : 
int delta = calcapp.1ogics.CalcLogic.hiku(a, D): 
System.out.println(" 足 す と " + tokal + 『、 引 く と " + deltaj : 


8 』 ※ と の コー ド は 、 後 の 67 侵 で 紹介 する 方 法 
を 用 いて 実行 する 必要 が あり ます 。 現 状 で 
] は コン バイ ル ま で で きれ ば 構い ませ ん 。 


ン N 


クラ ス 名 の 前 に 所 属 パ ッ ケ ー ジ 名 を 付け て あげ れ ば いい ん で す 
人 あ ね 。 
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厳密 に 「calcapp.logics パッ ケー ジ 」 の 「CalcLogic クラ ス 」 の 7 
「tasu()」 と 指定 する ん だ よ 。 いし プ 

この よう に 、 ある クラ ス か らち 別 パ ッ ケ ー ジ の クラ ス を 利用 する 場合 、「 パ ッ ケ ー 
ジ 名 を 頭 に 付け た 完全 な クラ ス 名 」 を 使う 必要 が あり ます 。 こ の 完全 な クラ ス 名 
の こと を 、 完 全 限 定 ク ラス 名 (full qualifed class name)、 ま た は 略し て FQCN と 
いい ます 。 


ウ ク 完全 限定 クラ ス 名 (FQCN) 
パッ ケー ジ 名 . クラ ス 名 


あま り 一 般 的 で は な いけ ど 、「 同 じ パ ッ ケ ー ジ に 所 属す る 別 の ク 
ラス 」 を 利用 する と き に 、 わ ざわ ざ FQCN を 使っ て も 文法 違反 に 
は な ら な いん だ 。 


同じ 部 署 に いる 私 が 管 原 さ ん の こと を 「 ミ ヤ ビ リ ンク の 、 開 発 
部 の 、 菅 原 さ ん 」 と 呼ん で も 、 一 応 間 違い で は な い の と 同じ で 
すね 。 


そう だ ね 。 で も 実際 に 社内 で そん な 呼ば れ 方 を し た ら 、「 熱 で も 
ある ん じゃ な い の か ? 」 と 心配 する よ ( 笑 )。 
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援 数 クラ ス を 用 いた 開発 


名 前 空間 


祭 贅 訓 誠 パッ ケー ジ を 使う も う 1 つの メリ ッ ト 


パッ ケー ジ に は 「 ク ラス を グル ー プ 化し て 分 類 ・ 整 理 す る こと で 、 プ ログ ラム 
を わか りや すく する 」 と いう 目的 の ほか に 、 も う 1 つ 重 要 な 役割 が あり ます 。 そ 
れ は 、 自 分 が 作る クラ ス に 対し て 、 開 発 者 が 自由 な 名 前 を 付け られ る よう に する 


こと で す 。 WW 
の え ? 今 まで も 自由 に クラ ス 名 を 付け て きた し 、 不 自由 は 感じ ま 
や せん で し た けど …。 


そう だ ね 。 で は 、200 個 ぐ らい の クラ ス を 20 人 で 分 担 し て 開 と 
発する 場合 を 考え て みよ うか が 。 いこ プ 


アーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー 








印刷 幾 に 命令 を 
送る メソ ッ ド た ち 


図 B-B 別 の クラ ス に 同じ 名 前 を 付け て は ダメ 
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大 規模 な 開発 に な る 

と 、 複 数 の 開発 者 が 分 担 

し て 各自 が 受け 持っ た ク 使う こと が で きる 

すべ て の 名 前 の 量 

ラス を 開発 し ます 。 す る (名 前 空間 ) 
と 、 そ れ ぞ れ の 開発 者 が KC に 伴わ か た らち 0 
偶然 「 同 じ ク ラス 名 を 
使っ て し まう 」 可 能 人 性 が 
出 て きま す ( 図 6-6)。 
この よう に 、 内 容 が 異 
な る 別々 の クラ ス で 同じ 
名 前 を 取り 合っ て し まう 
こと を 名 前 の 衝突 と いい 図 6- フ 7 新しい クラ ス を 作る ご と に 、 使 える クラ ス 名 が 減っ て いく 
ます 。 

異な る クラ ス で 同じ クラ ス 名 を 使う と 区 別 が 付か な く な っ て し まう た め 、Java 
で は クラ ス 名 の 衝突 は 原則 と し て 許さ れ ま せん 。 使 うこ と が で きる 名 前 の 総量 
(一 名 前 空間 ) は 限ら れ て いて 、 新 し く ク ラス を 作る と 、 そ の クラ ス 名 は 使え な く 
な り 、 使 える クラ ス 名 は 減っ て いく の で す ( 図 6-7)。 






まだ 使わ れ て いな い 名 前 


現実 世界 で も 、 新 し く 子 ども が 産ま れ て 名 前 を 付け る と き 、 も 


- 績 
い プ し 『 過 去 に 使わ れ た 名 前 は ダメ 」 と いう 規則 が あっ た と し た ら 大 
変 だ ろう ? 





そう で す よ ね …。 で も 、 ど うし て 現実 世界 で は 名 前 が 衝突 し て 





も 問題 な いん だ ろう ? 


現実 世界 で 人 名 が 重複 し て も 問題 が 起き な い の は 、「 他 の 手段 に よっ て 正しく 
区 別 で きる 」 か ら で す 。 た と えば 同じ 会 社 に 同姓 同名 の 人 が いた と し て も 、「 部 習 」 
や 「 役 職 」 な ど に よっ て 区 別 が つき ます 。 

Java で も パッ ケー ジ が 異な れ ば 、 同 じ ク ラス 名 を 使っ て よい と いう ルー ル に 
な っ て いま す 。 な ぜ な ら ク ラス 名 が 同一 で も 、 パ ッ ケ ー ジ 名 が 異な れ ば 完全 限定 
クラ ス 名 (FOCN) が 異な る の で 両者 を 区 別 で きる か ら で す 。 


擬 数 クラ ス を 用 いた 開発 


ューーーーーー ニ ーー ニー ニュ ニー ニー ニー 


Insatsu パ ッ ケ ー ジ 


Printer ク ラス 
記 se 提 
に 63< 押 


FPPPPPTTP FPP 





ら ン 


印刷 機能 を 担 の る 同 発 者 
図 B-B パッ ケー ジ 名 が 異な れ ば 完全 限定 クラ ス 名 (FQCN) が 異な る の で 同じ クラ ス 名 で も 区 別 が つく 


つま り パ ッ ケ ー ジ を 使う こと に よっ て 、 そ れ ぞ れ の バッ ケー ジ 内 で は 自由 に ク 
ラス 名 を 付け る こと が 可能 に な る わけ で す 。 


結 穫 中 動 パッケ ー ジ 名 自体 の 衝突 を 避け る 方 法 





で も 、 パ ッ ケ ー ジ 名 が 衝突 し ちゃ うと 困る ん じゃ な いで すか ? 


そう な ん だ 。 だ か ら パ ッ ケ ー ジ 名 の 付け 方 に つい て は 「 あ る ルー 7 
ル 」 が 推奨 され て いる ん だ よ 。 いし プ 


パッ ケー ジ 名 さえ 異な れ ば クラ ス 名 は 重複 し て も よく 、 自 由 に クラ ス 名 を 付け 
て も 構わ な いこ と が わか り ま し た 。 し か し 、 パ ッ ケ ー ジ 名 が 衝突 する と 、 こ れ ら 
の 前 提 は すべ て 崩れ て し まい ます 。 

自社 の 開発 プロ ジェ クト で あれ ば 、 誰 が どの よう な パッ ケー ジ 名 を 使う か を 事 
前 に 決め て お く こ と で 和 突 を 回 避 で きま す 。 し か し 、 他 社 の パッ ケー ジ を 利用 す 
る 際 に は どう で し ょ う ? パッ ケー ジ 名 が 衝突 し な いよ うに 事前 に 摺り 合わ せ す 
る の は 困難 で す 。 

た と えば 、A 社 が myapp パッ ケー ジ を 使っ て プロ グラ ム を 開発 し て いる と し 
まし ょ う 。 画 面 表 示 を 担当 する Printer クラ ス は A 社 内 で 開発 し まし た が 、 印 刷 
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機能 は イギリス の C 社 が 無料 で イン ター ネッ ト 上 に 公開 し て いる Printer クラ ス 
を 利用 すれ ば A 社内 で 開発 せ ず に 済み そう で す 。 

し か し 、C 社 も 偶然 その プロ グラ ム で myapp パッ ケー ジ を 使っ て お り 、 こ の 
まま で は A 社 が 作成 し た myapp.Printer と 完全 限定 クラ ス 名 が 重なっ て し まい ま 
す 。 こ れ で は 2 つの クラ ス を 区 別 で きま せん 。 


ハン クニ ジ も か 


偶然 同じ 


違う 組織 で 面 散 も な い の で 、 
バッ ケー ジ 名 が 衝突 し な いよ うに 
事前 協議 する こと が 難し い 


ーー 





図 B-9 まっ た く 面 議 が な い 開 発 者 と は パッ ケー ジ 名 と クラ ス 名 の 調整 が で き な い ! 


そこ で Java で は 、 次 の よう な パッ ケー ジ 名 を 用 いる こと を 推奨 し て いま す 。 


志 / 推 忌 され る バッ ケー ジ 名 


パッ ケー ジ 名 は 、「 保 有する イン ター ネッ トド メイ ン を 前 後 逆順 に し た も 
の 」 か ら 始 め る 。 


POOTPTLUCTETUUUUUUETEUUUUUULUNUULUULLLUDUUOLELLULUUUUUUULUUUUUUUELLUULUUULLUUUULCUUELULLLLLLLCULLDLL 


た と えば 、foo.example.com と いう イン ター ネッ トド メイ ン を 取得 し て いる 企 
業 で あれ ば 、com.example.foo で 始ま る パッ ケー ジ 名 を 使う と いう こと で す 。 イ 


擬 数 クラ ス を 用 いた 開発 


ンタ ーネット ドメイン は 世界 に 1 つ だ け で すか ら 、 こ れ で パッ ケー ジ 名 が 衝突 
する こと は あり ませ ん 。com.example.foo より 後 は 、 企 業 や 組織 内 部 で パッ ケー 
ジ 名 が 衝突 し な いよ う 調 整 を 行え ば よい の で す 。 








えっ と … 会 社 の ホー ムペ ー ジ が http:/miyabilinkjp/ だ か ら …。 


1 パッ ケー ジ 名 が 『 


jpamyapp パ ッ ケ ー ジ Se gbcmyapp パ ッ ケー ジ ! 
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図 6-10 世界 に 唯一 の イン ター ネッ トド メイ ン を バッ ケー ジ 名 に 使う こと で 、 バ パッ ケー ジ 名 
の 衝突 を 心配 する 必要 が な く な る 


この パッ ケー ジ 名 の ルー ル の お か げ で 、 自 社 だ け で は な く 世 界 


中 の いろ ん な 人 や 企業 が 作っ た クラ ス を 自由 に 組み 合わ せ て 利 
用 で きる よう に な る ん で すね 。 





そう だ よ 。 Java の プロ グラ ム は 「 世 界 中 の 、 さ ま ざ ま な 人 が 作っ と 
た クラ ス 」 を 組み 合わ せる こと で 効率 よく 作っ て いけ る ん だ 。 いし プ 
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テス ト プ ロ グラ ム 等 で は 簡単 な パッ ケー ジ 名 を 付け て いて も 構い ませ ん が 、 正 
式 な プロ グラ ム の クラ ス に は 今回 紹介 し た 命名 規則 に 従っ た パッ ケー ジ 名 を 付け 
まし ょ う 。 あ な た が 作っ て 公開 する クラ ス も 、 世 界 中 の 誰か が 利用 する 日 が 来る 
か も し れ ま せん (本 書 の サン プル コー ド で は 、 解 説 を 簡単 に する た め に 、 以 後 も 
簡単 な パッケージ 名 を 使い ます )。 


完全 限定 クラ ス 名 の 入力 を 省略 する 


名 前 空間 の メリ ッ ト は わか り ま し た けど 、 や っ ぱり パッ ケー ジ 





いあ) 名 の 入力 が めん どう で す よ …。 


めん どう くさ が りな 君 に ビッ タリ の 構文 が ある よ ( 笑 )。 GE 


再度 、 リ スト 6-7 (p.233) の Calcjava を 見 て 、FOCN を 利用 し て いる 部 分 を 確 
認 し て くだ さい 。 





「calcapp.logics.CalcLogic」 と いう 長い 完全 限定 クラ ス 名 (FQCN) を 2 か 所 に 記 
述 し て いま す 。 現 時 点 で は 2 か 所 で 済ん で いま す が 、 将 来 プ ログ ラム が 大 きく な っ 
た ら 、 こ の 長い FOQCN を 何 度 も プロ グラ ムコ ー ド の 随所 に 入力 する 必要 が 出 て 
くる か も し れ ま せん 。 こ の よう な 場合 は 、import 文 を 使う こと に よっ て 、FOQCN 
入力 の めん どう さ を 軽 減 で きま す 。 


擬 数 クラ ス を 用 いた 開発 


ンク FocN の 手 陣 を 省く た め の 合計 
import パッ ケー ジ 名 . クラ ス 名 : 


※ jmport 文 は ソー スコ ー ド の 先頭 に 、 た だ し package 文 よ り 後 に 記述 する 。 


で は 、Calcjava の package 文 の 下 に import 文 を 記述 し て み ま し ょ う 。 
リス ト 6-8 Calc.java に import 文 を 追加 する 


] Paokaqe CalcapD .main: 
っ import calcapp.1ogics .CalcLogici 
pub1ic class Calc { 
pub1ic static Yoid main(String[] args) { 


5 8 FQCN で な く て も エラ ー に な ら な い 


6 int tota] = CalcLogic.tasu(a, b) 


7 int delta = calcapp.1ogics.Calcbogic.hiku(a, b) : 
8 H 
] FQCN を 指定 し て も よい 


※ と の コー ド は 、 後 の 67 節 で 紹介 する 方 法 
10 } を 用 いて 実行 する 必要 が あり ます 。 現状 で 
は コン パイ ル ま で で きれ ば 構い ませ ん 。 





6 
章 


2 行 目 の import 文 に 注目 し て くだ さい 。 こ の 文 は 、「 こ の ソー スコ ー ド で 単に 
CalcLogic と いう 表記 が あっ た ら 、 そ れ は calcapp.Iogics.CalcLogic の こと だ と 解 
釈 し な さい 」 と いう 指示 で す 。 頻繁 に 利用 する クラ ス は import 文 を 使っ て イン 
ポー ト し て お く こ と に よっ て 、 完 全 限 定 ク ラス 名 を 毎回 指定 する 必要 が な く な り 
水中 


も し 、calcapplogics パッ ケー ジ に 所 属す る すべ て の クラ ス を イン ポー ト し た い 
場合 に は 、 次 の よう な 記述 も 可能 で す 。 
リス ト 6-9 calcapp.Ilogics パッ ケー ジ に 属す る すべ て の クラ ス を イン ボー 


| packaqe calcapp .main: 
241| 
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う 2 jmport calcapp.1ogiC8.*: 
3 public class Calc { 
4 
導 半 

た だ し 、「import calcapp.:」 と いう 記述 で は calcapp.main と calcapp.logics に 
所 届 す る すべ て の クラ ス を 一 度 に イン ポー ト で き な い こと に 注意 し て くだ さい 。 
な ぜ な ら 6.3.1 項 の 図 6.5 に ある よう に 、「calcappmain」 と 「calcapp.logics」 そ し 
て 「calcapp」 は まっ た く 異 な る パッ ケー ジ で あり 、 親 子 の 関係 に な いた めで す 。 

この 指定 で は 、calcapp パッ ケー ジ に 所 必 す る 全 ク ラス の み が イ ン ポ ー ト され 
る の で あり 、calcapp.maim と calcapp.logics に 所 属す る すべ て の クラ ス を イン ポー 
ト し た い 場 合 に は 以下 の よう に 記述 する 必要 が あり ます 。 


import calcapp .ma1n.*: 
1mport caloapp.1og1C8 ,+: 


import 宣言 は あく まで も 「 め ん どう さ 軽 減 機能 」 


Java 以外 の プロ グラ ミン グ 言 語 の 中 に は 、「include 命令 」 や 「require 
令 」 と いつ っ た も の で ファ イル 名 を 指定 する こと で 、 他 の ファ イル に 記 
述 さ れ た 機能 が 利用 可能 に な る 言語 が あり ます 。 と きど き Java の 
import 文 も 、include 命令 や require 命令 の よう な も の だ と 勘違い され 


て し まう こと が あり ます の で 注意 し て くだ さい 。 

Java で は いっ さい の 宣言 を する こと な く 、JVM が 扱え る すべ て の クラ 
ス を 常時 使う こと が で きま す 。 た だ し 、 そ の 利用 に 際 し て は 必ず FQCN 
を 利用 し な けれ ば な ら ず 、import 文 は あく まで FOCN の 記述 を 省略 し て 
めん どう を 軽減 する た め (開発 者 が ラク を する た め ) の 構文 に すぎ ませ ん 。 
import し た か ら と いっ て 利用 で きる クラ ス や メソ ッ ド が 増え た り 、 プ 
ログ ラム か ら 利 用 で きる 機能 が 増え た こり する よう な こと は な い の で す 。 





拉 数 クラ ス を 用 いた 開発 


Java API に つい て 学 避 


世界 中 の 人 々 の 協力 で 完成 し て いた HelloWorid 


「 パ ッ ケ ー ジ の 命名 規則 を 守れ ば 、 世 界 中 の いろ ん な 人 が 作っ た 
クラ ス と 自分 の クラ ス を 一 緒 に 動か せる (6.4.2 項 )」 っ て こと と で 


し た けど … ち ょ っ と 上 想像 で きま せん 。 





そう で す よ … ボ ク が 作る プロ グラ ム な ん て 、 し ょ せん 社内 の 数 
人 で 作る も の ば か り で 、 世 界 を また に か けた 開発 だ だ ん て 、 そ 
ん な 大 げ さ な …。 








何 を 言っ て いる ん だ 。 君 た ち は 、 こ の 本 の 冒頭 か ら 「 世 界 を また 
に か けた プロ グラ ム 」 を 作っ て きた じゃ な いか 。 





に 

この 本 の 冒頭 で 私 た ち が 初 め て 開発 し た プロ グラ ム は 「HelloWorld」 で し た 。 
それ は 画面 に 文字 を 表示 する だ け の 、 ク ラス を 1 つ し か 作ら な い 、 と て も シン 
プル な プロ グラ ム で し た ね 。 

し か し 、 こ の HelloWorld プロ グラ ム 、 実 は 1 つの クラ ス だ け で で き て いる プ 
ログ ラム で は あり ませ ん 。 私 た ち が 作 成 し た クラ ス は 1 つ だ け で す が 、 実 際 に 
は 多く の クラ ス か ら 成 り 立 っ て いま す 。 試し に 、 java コマ ンド に 特殊 な オプ ショ 
ン を 指定 し て HelloWorld プロ グラ ム を 実行 し て み ま す 。 


月 


バー 


11ogor1d 





っ) 
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実行 する 環境 や JVMM の バー ジョ ン に よっ て 多少 の 違い は あり ます が 、 著 者 の 
環境 で は 348 行 の 「Loaded 一 . …. 一 」 が 表示 され まし た 。 こ れ ら の 行 に 表示 さ 
れる 内 容 は 、HelloWorld プロ グラ ム が 動作 する た め に JVM に 読み 込ま れ た クラ 
ス の 完全 限定 クラ ス 名 で す 。 

つま り HelloWorld プロ グラ ム と は 、「 私 た ち が 作 っ た 1 つの クラ ス が 、 ほ か 
の 347 個 の クラ ス と 連携 し て 動く 、 計 348 クラ ス か ら な る プロ グラ ム 」 だ っ た わ 


け で す 。 






自分 で 作っ た な クラス は 
た っ た 1 つ で も … 


22 ログ ラム 。 


図 6-1] 自分 で 作っ た Java の クラ ス が 1 つ だ け だ っ た と し て も 、 数 百 個 の 
JavaAPI クラ ス が 読み 込ま れ て 動作 する 
私 た ち が 作 っ た 1 つの クラ ス を 除く 347 個 の クラ ス は 、 Java に 初め か ら 標準 
添付 され て いる クラ ス で あり 、 そ れ ら は API(Application Programing Interface) 
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と 総称 され ます 。 

Java で は API と し て 、 お よそ 200 を 越え る パッ ケー ジ 、3.500 を 越え る 多く 
の クラ ス が 標準 提供 され て いて 、 私 た ち プ ログ ラム 開発 者 は 、 そ れ ら の クラ ス を 
いつ で も 自由 に 利用 する こと が で きま す 。 

た と えば 、「5 つの 要素 を 持つ int 型 配列 ] に 入っ て いる 5 つの 整数 を 並び 替え 
る プロ グラ ム を 開発 する 場面 を 想定 し て み ま す 。 並 び 替 え の ロ ジッ ク を 自力 で 開 
発する の は 少し 大 変 で す が 、 わ ざわ ざ 自 分 た ち で 開発 し な く て も 、API と し て 準 
備 さ れ て いる 命令 を 呼び 出せ ば すぐ さま 人 解決 で きる の で す 。 


リス ト 6-10 API 利 用 の 例 





public class Main ( 
public static void main(Stying[] args) { 
int[] heights = { 172, 149, 152, 191, 155 ]: 
]ava.ut11 .Arrays .8ort (heiqhts) , 
for (int h : heights) 
System.out .println(hl : 






Java が 備え る 
並べ 替え 命令 









た っ た 一 行 で 並び 替え 完了 な ん て 、 な ん て ラク チン な ん だ ! 


し か も ラク な だ け じ ゃ な い 。 こ の API は 数 学 の 専門 家 が 作っ た 
も の だ か ら 、 自 分 で 作る より 高速 で 動く し 、 バ グ も な いん だ よ 。 CO 


本 章 ま で 学ん で きた 今 の みな さん で あれ ば 、 こ の コー ド が 「java.util パッ ケー 
ジ の Arrays クラ ス に ある sort メソ ッ ド 」 を 呼び 出し て いる こと 、 そ し て 「java. 
util.Arrays は Java が 標準 で 提供 する API の 一 部 で ある こと 」 を すぐ に 理解 で きる 
で し ょ う 。 
実際 、 API に 含ま れる 3.500 個 を 越え を る クラ ス は 、 それ ぞ れ クラ ス フ ァ イル (A 
245 


第 1 部 よう こそ Java の 世界 へ 


rrays.class な ど ) の 形 で 、JDK を イン スト ー ル し た 際 に コン ピュ ー タ に コピ ー さ 
れ て いま す 。 こ れ ら の クラ ス フ ァ イル も 、 み な さん が HelloWorld クラ ス を 作っ 
た と き と 同 じ よ うに 、Java 言語 を 作っ た 人 た ち ( そ の 多く が 日 本 国外 の 技術 者 ) 
が ソー スコ ー ド を 書き 、 コ ン パ イル し て 作っ た も の で す 。 

みな さん は 、 自 分 で も 気づか な いう ち に 「 世 界 中 の 人 た ち が 作 っ た 347 個 の ク 
ラス と 連携 し て 動く クラ ス を 作り 、 そ れ を 動か す 」 と いう 、 世 界 を また に か けた 
開発 を し て いた の で す 。 何 と も スケ ー ル の 大 きい 話 だ と 思い ませ ん か ? 


HelloWorldjaval い 
HelloWorld ク ラス 


し ) 
は 2 


図 B-12 Java API に 言 ま れる 3.500 個 以上 の クラ ス は 、 世 界 中 の 開発 者 が 作り 出し 
た も の で ある 





因 王 王 短 API で 提供 され る パッ ケー ジ 


すでに 紹介 し た よう に 、API に は 非常 に た くさ ん の パッ ケー ジ と クラ ス が 含ま 
れ て いま す が 、API の クラ ス に は 「java.」 また は 「javax.」 で 始ま る パッ ケー ジ 名 が 
利用 され て いま す 。 以 下 は 代表 的 な API パッ ケー ジ で す 。 


Java API に 含ま れる 代表 的 な バッ ケー ジ 


) |Java に 欠か せな い 、 重 要 な クラ ス 群 


プロ グラ ミン グ を 便利 に する さま ざま な クラ ス 群 


Hh | 数学 に 関す る クラ ス 庁 
| ネッ トワ ー ク 通信 な ど を 行う た め の クラ ス 群 
ファ イル 読み 書き な ど 、 デ ー タ を 逐 次 処理 する た め の ク ラス 群 





特に 、 java.lang パッ ケー ジ に 届 す る クラ ス は 頻繁 に 利用 する も の が 多い の で 、 
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「 特 に import 文 を 記述 し な く て も 自動 的 に イン ポー ト さ れる 」 と いう 特別 扱い を 
受け る こと に な っ て いま す 。java.lang パッ ケー ジ に 居 す る 代表 的 な クラ ス と し 
て は 、System、Integer、Math、Object、String、Runtime な ど が あり ます 。 





今 ま で ずっ と 画面 へ の 表示 で 使っ て きた 「System.out.printIn()」 
の System は 、 実 は 「java.lang.System」 ク ラス だ っ た ん だ よ 。 





ム 
\ ツ 
幼 弁 API リフ ァ レ ンス の 読み 方 


API に は 、 ど ん な クラ ス が 含ま れ て いる ん で すか ? 


呼び 出す だ け で 簡単 に デー ム が 作れ ちゃ う よ う な クラ ス と か が 2 
あっ た らい いな 。 (/ 


Java が 提供 し て くれ て いる 膨大 な 数 の API クラ ス に は 、 実 際 に どの よう な ク 
ラス が 含ま れ て いて 、 ど の よう な メソ ッ ド を 持っ て いる か 、 和 興味 が わい て くる か 
も し れ ま せん ね 。 

それ を 調べ る た め に は 、API リフ ァ レ ンス (API reference) と 呼ば れる API の 
説明 書 を 読む 必要 が あり ます 。 説明 書 と いっ て も 、 紙 に 印刷 され た も の で は あり 
ませ ん 。Web ペー ジ で お な じみ の HTML で 書か れ て いる ファ イル で 、Web ブラ 
ウザ を 用 いて 閲覧 し ます 。 

JDK を ダウ ン ロ ー ド し た オラ クル 祉 の サイ ト か ら フ ァイル と し て ダウ ン ロ ー ド 
する こと も 可能 で す が 、 そ の まま ブラ ウザ で 閲覧 する こと も 可能 で す 。 検 索 サイ 
ト で 、「Java API リフ ァ レ 
ンス 」 な どの キー ワー ド で 検 ーー 。。 Rm うい ファ AM 
索 す る と と で AP リフ ァ レ ーー eo me* 
ンス の ペー ジ に 到達 で きる で | に ー | ーーーーーー… 
し ょ う 。 2 | 

図 6.13 の よう に API リ 
ファ レン ス は フレ ー ム に よっ の 
て 3 分 割 さ れ て いま す 。 図 6-13 Java の API リフ ァ レ ンス の 画面 
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API に 含ま れる ある クラ ス に つい て 調べ た い 場 合 に は 、 画 面 を 次 の よう な 手順 
で 操作 し ます 。 


① 左 上 の フレ ー ム で 、 調 べた い ク ラス が 所 属す る パッ ケー ジ 名 を クリ ッ ク す る 。 
③④ 左下 の フレ ー ム で 、 調 べた い ク ラス 名 を クリ ッ ク す る 。 
③ 右 側 の フレ ー ム に 表示 され る クラ ス の 説明 を 読む 。 


クラ ス の 説明 に は 、 概要 の 説明 の ほか 、 そ の クラ ス が 持つ メソ ッ ド や その 引数 ・ 
戻り 値 の 一 覧 な ど が 詳細 に 解説 され て いま す 。 

試し に java.lang パッ ケー ジ の Math クラ ス を 調べ て みて くだ さい 。 解説 を 見 
る と 、random と いう メソ ッ ド を 持っ て いる こと や 、 ほ か に も 数 多く の メソ ッ ド 
を 持っ て いる こと が わか り ま す 。 


も っ と API を 知り た く な っ た ら 


Java は 、 以 下 の よ うに 他 に も た くさ ん の API を 備え て いま す 。 特 に 
よく 用 いる API の 利用 方 法 に つい て は 、 本 書 の 続編 『 ス ッ キ リ わ か る 
Java 入門 実践 編 第 2 版 』 (イン プレ ス ) で 紹介 し て いま す 。 


・ 文 字 列 の 比較 、 照 合 、 編 集 を 行う API 

・ 情 報 を まとめ て 格納 する API( コ レク ショ ン ) 
・ フ ァイル を 読み 書き ぎす る API 

・ ネ ットワーク 通信 を 行う API 

・ デ ー タ ベー ス ア クセ ス を 行う API 

・ 複 数 の 処理 を 同時 実行 する API( ス レッド ) 





援 数 クラ ス を 用 いた 開発 


クラ ス が 読み 込ま れる し くみ 


代 則 剛 必要 な と き に 、 必 要 な 分 だ け 


私 た ちの HelloWorld を 実行 し た ら 、 裏 で 347 も の API クラ ス 
が 読み 込ま れ て 動い て いた の に は 少し 感動 し まし た 。 で も 、 な 
ぜ 3,500 以上 も ある API クラ ス の うち 347 個 だ けが 読み 込ま れ 
た ん で し ょ うか ? 


そう だ よね 。 プ ログ ラム が 動い て いる 途中 に 「 や っ ぱり 別 の API 
クラ ス も 必要 に な っ ちゃ っ た 」 な ん て こと に は な ら な い の か 
な ? 





前 節 の 解説 に ある よう に 、1 つの Java プロ グラ ム が 動く た め に 、 と て も 多く 
の クラ ス が JVM に 読み 込ま れ て 動作 し ます 。 こ の よう に 、JVM が 必要 な クラ ス 
ファ イル を 読み 込む 処理 を クラ スロ ー デ ィング (class loading) と いい ます 。 

API と し て 提供 され る クラ ス フ ァ イル は 3.500 個 を 超え ます が 、JVM は 起動 


っ >java Calc 


に PT (3Calc の 中 で は CalcLogk を 
利用 し てい る と 判明 。 つ 読み 込み が 必要 。 





図 6B-14 JVM が プロ グラ 
ム を 実行 する と き に は 、 必 要 
な クラ ス を 順次 読み 込む 
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直後 に を その すべ て を 読み 込む よう な こと は し ませ ん 。 使わ な い ク ラス まで ロー ド 
し て いた ら ム ダ に メモ リ を 消費 し ます し 、 動 作 も 遅く な っ て し まう か ら で す 。 
Java の クラ スロ ー デ ィング の し くみ は 大 変 に 賢く 作ら れ て いて 、 一 部 の 例外 を 
除い て 「 必 要 に な っ た と き に 、 必 要 な クラ ス だ け 」 を 読み 込む よう に な っ て いま す 。 

た と えば 、Calc クラ ス を 実行 する と き の 状 態 を 考え て み ま し ょ う 。 最 初 に 
JVM は Calc.class を 読み 込み ます 。 そ し て 、 そ の 内 容 を 見 て 、「Calc クラ ス の 中 
で CalcLogic クラ ス を 呼び 出す 必要 が ある 」 こ と に 気づき ます 。 そ こ で JVM は 初 
め て CalcLogic.class ファ イル を 読み に いく の で す 。 

も し Calc クラ ス の 内 部 で CalcLogic クラ ス を 使っ て いる 科 所 を すべ て 削除 し 
た 場合 に は 、Calc クラ ス を 実行 し て も CalcLogic クラ ス は ロー ド さ れ ま せん 。 


画 拓 正 弄 クラ ス 名 だ け で クラ ス フ ァ イル を 探し 出す た め の し くみ 


JVM の 中 で クラ ス フ ァ イル を 読み 込む 仕事 を し て いる の は 、 ク ラス ロー ダー 
(class loader) と いう 部 分 で す 。 た と えば 、JVM が クラ スロ ー ダ ー に 対し て 、「Calc 
クラ ス を 利用 する か ら 、 読 み 込 ん で 利用 可能 に し な さい 」 と いう 指示 を 出す と 、 
クラ スロ ー ダ ー は コン ピュ ー タ の ハー ド デ ィ スク の 中 に ある Calc.class を 読み 込 
み ま す 。 

ここ で 着目 し て ほし い 
の が 、JVM は 使い た い 
クラ ス 名 を 指定 し て いる 
だ け で あっ て 、 ク ラス 
ファ イル が ハー ド デ ィ ス 
ク の どこ の フォ ル ダ に あ 
る の か を いっ さい 指定 し 
て いな い 点 で す 。 

Calc.class と いう 目的 
の クラ ス フ ァ イル は 、c:\ 
に ある か も し れ ま せん 
し 、c:\Program Files 


NN 計 図 B-15 JVM は クラ スロ ー ダ ー に 依頼 し て クラ ス を 読み 込ん で 
も し れ ま せん 。 し か し 、 も ら う 
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クラ スロ ー ダ ー は 膨大 な 容量 を 持つ ハー ド デ ィ スク の 中 か ら 一 瞬 で Calc.class 
ファ イル を 探し 出し て 読み 込ん で くれ ます 。 





どう し て 一 瞬 で 見 つけ られ る ん で すか ? 数 百 GB も ある ハー 
ド デ ィ スク を 検索 し て いた ら 、 数 秒 … い え 数 分 は か か っ て し ま 
いそ う で す 。 






確か に 。 で も クラ スロ ー ダ ー は ハー ド デ ィ スク の 内 容 を すべ て 


検索 し た り は せ ず 、 賢 い 方 法 で 探し 出す ん だ 。 





クラ スロ ー ダ ー は クラ スパ ス (classpath) と いう ヒン ト 情 報 を 使う こと で 、 極 
め て 高速 に 目的 の クラ ス フ ァ イル を 探し 出し ます 。 ク ラス パス と は 、「 ク ラス ロー 
ダー が クラ ス フ ァ イル を 探す 際 に 、 見 に いく べき フォ ル ダ の 場所 」 の こと で 、 あ 
ら か じ め 1 つ 以 上 の 場所 を 指定 し て お きま す 。 

た と えば クラ スパ ス と し て 「c:\work」 が 指定 し て ある 場合 、 ク ラス ロー ダー は 
c:\work の 中 に Calc.class が ある か 探し に いく だ け で よい た め 、 高 速 に 検索 する 
こと が で きる の で す 。 


知 定 正 王 クラ スパ ス の 指定 方 法 


今 ま で ボク は クラ スパ ス な ん て 指定 し て な か っ た で す よ ? 
そう だ ね 。 そ の タネ あか し を し よう か 。 


JVM が 動作 する と どき に クラ ス フ ァ イル を 検索 する 場所 で ある クラ スパ ス を 指 
定 す る に は 、 次 の 3 つの 方 法 が あり ます 。 


方 法 1 : 起動 時 に java コマ ンド で 指定 する 
java コマ ンド で JVM を 起動 する 際 に 、-cp オ プシ ョ ン ま た は -classpath オ プシ ョ 
ン で 指定 する 方 法 で す 。 次 の よう に 指定 し ます 。 
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方 法 2 : 検索 場所 を 0S に 登録 し て お く 

java コマ ンド を 入力 する た びに 、 い ちい ち -cp オプ ショ ン を 指定 する の は めん 
どう で すね 。 そ こ で 、0OS の 「 環 境 変数 」 と いう 設定 に クラ スパ ス を 登録 し て お く 
こと が で きま す 。java コ マン ド は 、 こ の 環境 変数 を 自動 的 に 読み 込ん で クラ ス フ ァ 
イル の 検索 に 利用 し ます 。 ク ラス パス は 次 の 方 法 で 登録 し ます 。 

な お 、 環 境 変数 の 設定 方 法 は 0S に よっ て 異な り ま す の で 、 詳 細 は OS の ヘル 
プ フ ァ イ ル や 解説 書 を 参照 し て くだ さい 。 


Windows の 場合 


①「 コ ント ロー ル パ ネ ル 」-「 シ ス 
テム 」-「 シ ステ ム の 詳細 設定 」-「 詳 
細 設 定 ( タ ブ )」 -「 環 境 変数 (ボタ 
ン )」 の 順に クリ ッ ク す る 。 

② ユ ー ザ ー 環 境 変数 と し て 
CLASSPATH を 追加 し 、 値 を 設定 
する 。 

















図 6-16 環境 変数 の 設定 
Mac や Linux の 場合 


(ユー ザー の ホー ム デ ィ レ クト リ )/.proile と いう ファ イル の 未 尾 に 以下 の よう な 
内 容 で 追記 する (/var/javadev を クラ スパ ス と する 場合 )。 


方 法 3 : 特に 指定 し な い 

CLASSPATH 環境 変数 に 指定 が な く 、 -cp オプ ショ ン の 指定 も な い 場 合 、 デ フォ 
ルト で は java コマ ンド が 実行 され た フォ ル ダ が クラ スパ ス と な り ま す 。 た と え 
ば c:\work で java コマ ンド を 実行 すれ ば 、c:\work が クラ スパ ス に 設定 され ます 。 


寝 数 クラ ス を 用 いた 開発 


呑 天元 動 クラ スバ ス で 指定 で きる 対象 
クラ スパ ス と し て 指定 する こ と が で きる 対象 は 、 次 の 3 つか ら 選 べ ます 。 


対象 1: フォ ル ダ の 場所 

クラ ス フ ァ イル が 置か れ て いる フォ ル ダ の 場所 (絶対 パス ) を 指定 する も の で 、 
最も 一 般 的 で す 。 た と えば 「c:\work」 と いう 指定 を する と 、work フォ ル ダ 内 の 
クラ ス フ ァ イル が 検索 対象 と な り ま す 。 


対象 2 : クラ ス フ ァ イル が 入っ た JAR ファ イル や ZIP ファ イル 

クラ ス フ ァ イル が 入っ て いる JAR ファ イル や ZIP ファ イル が あれ ば 、 その ファ 
イル の 場所 (絶対 パス ) を クラ スパ ス と し て 指定 する こと が で きま す 。 ク ラス ロー 
ダー は 指定 され た ファ イル の 中 を 検索 し 、 も し クラ ス フ ァ イル が 見 つか れ ば 読み 
込み ます 。 

た と えば 、Calc.class が 入っ た calcapp.jar と いう ファ イル が c:\work\jars に 
ある 場合 、「c:\work\jars\calcappjar」 と いう クラ スパ ス 指 定 を する こと で 、 
Calc.class を 読み 込む ぜ こ と が で きる よう に な り ま す 。 


対象 3 : 複数 の フォ ル ダ 、JAR / ZIP ファ イル 、 そ れ ら の 組み 合わ せ 

クラ スパ ス と し て は 、 複 数 の フォ ル ダ や JAR ファ イル 、ZIP ファ イル を デリ ミ 
タ 文 字 で 区 切っ て 指定 で きま す 。 デ リ ミ タ 文字 は 、Windows の 場合 は セミ コロ 
ン ()、Linux や Mac の 場合 は コロ ン (C) で す 。 ク ラス ロー ダー は 、 ク ラス ファ イ 
ル を 探す 際 に 指定 され た 場所 を 前 か ら 順 に 探し て いき ます 。 


Windows の 場合 


Linux や Mac の 場合 


の ) 
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クラ スパ ス で 指定 され た 場所 以外 に いく ら ク ラス ファ イル を 





作っ て も 、JVM は その クラ ス を 読み 込め を いん で すね 。 


その と お り 。 ク ラス は 作っ た の に プロ グラ ム が うま く 起 動 で き 全 
な い 場 合 、 ま ず ク ラス パス を 確認 し よう 。 いこ プ 


クラ スパ ス に 自動 的 に 加わ る rt.jar 


javas コマ ンド で クラ ス フ ァ イル を 実行 する 際 に は 、 特 に 指定 し な く て 
rtjar (また は classesjar) と いう ファ イル が クラ スパ ス に 追加 され ま 
す 。 と の ファ イル は JDK に 含ま れ て いる も の で 、Java を イン スト ー ル 
し た フォ ル ダ の 配下 に ある Iib フォ ル ダ の 中 に 含ま れ て いま す 。 

試し に 、 こ の JAR ファ イル を ZIP ファ イル の 展開 ツー ル で 展開 し て み 


る と 、 た くさ ん の フォ ル ダ と クラ ス フ ァ イル が ある こと と が わか り ま す 。 
展開 され た フォ ル ダ に は java と いう フォ ル ダ が あり 、 そ の 中 に は 、 
lang と いう フォ ル ダ が あり 、 そ の 中 に System.clsss と いう クラ ス フ ァ 
イル が あり ……。 

そう 、 こ れ ら の ファ イル こそ 膨大 な 数 の API クラ ス 群 の 実体 な の で す 。 
Itjar が 自動 的 に クラ スパ ス に 加わ る た め 、 私 た ち は 意 識 す る こと な く 
System クラ ス な どの API を 利用 で き て いた の で すね 。 





寝 数 クラ ス を 用 いた 開発 


パッケージ に 属し た 
リ クラ ス の 実行 方 法 





お や ? そう いえ ば 、 こ の 章 の 前 半 で 作っ た Calc ブロ グラ ム 
(p241 の リス ト 6-8) で すけ ど 、 コ ン パ イル は で きま し た が エ 
ラー で 実行 で き な い で すね 。 


こん な と き は 「 逃 げ ず に 英語 の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 読む お 」 だ っ た 
8 ⑳ 


この 章 の 前 半 で は 、package 文 を 使っ て クラ ス を パッ ケー ジ に 所 層 さ せる 方 法 
を 学び まし た 。Calc クラ ス と CalcLogic クラ ス は それ ぞ れ 「calcapp.maim」 と 
「calcapp.logics」 と いう 別々 の パッ ケー ジ に 所 属さ せる こと が で き 、 リ スト 6-8 
は コン パイ ル も 正常 に 通り ます 。 し か し 、 完 成 し た Calc クラ ス を いざ 実行 し よ 
うと する と エラ ー に 直面 し て し まい ます 。 
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「NoClassDefFoundError 
は 直訳 する と 「 ク ラス 定義 が 
見 つか ら な い 」 と いう エラ ー 
で す 。 実は この プロ グラ ム 実 
行方 法 に は 2 つの 間 題 点 が 
ある た め 、JVM は 正しく プ 
ログ ラム を 起動 で き て いま せ 
ん 。 最 初 の 問題 点 は 、 そ も そ 
も 起動 し よう と し て いる クラ 
ス の 指定 が 誤っ て いる こと 
( 図 6-17「 問 題 点 ②」) で す 。 

初め て java コマ ンド を 学 
習 し た 際 に 、 構 文 を 以下 の よ 
うに 紹介 し まし た 。 





図 B-1 プ 7 コン バイ ル は うま くい っ た の に 、 実 行 で き な い !? 


これ まで は この よう な 理解 で も 構い ませ ん で し た が 、 パ ッ ケ ー ジ を 利用 する よ 
うに な っ た 今 、java コマ ンド の より 正確 な 構文 を 理解 する 必要 が あり ます 。 


POUUUUUUUUUUUUUUULUUUUUUUUUUUUULLUULULUULLULUUUUULULULLLLUULLULULLLULLLLLULULULUULLULLLLULLLLLLLLLLULULLLLLLLLLLULULLLLLLLLLLUULULLL 


ウ ク java コマ ンド の 正確 な 構文 
>java 起動 し た い ク ラス の 完全 限定 クラ ス 名 (FQCN) 


PCECCCPCUHHHETPHPTTTEPTPYTPHTTTPTTEEEEEECUELUULEELLLLLLUEELEPEUHITEECLEPPUEEELEUEELEEPPECLEECTH 


た と えば 、 計算 機 プ ログ ラム の 場合 は 、 次 の よう に 起動 し な けれ ば な り ま せん 。 


この 入力 に より 、JVM は クラ スパ ス か ら 『calcapp.main.Calc タラ ス の 中 身 が 
格納 され て いる クラ ス フ ァ イル 」 を 自動 的 に 探し 出し 、 そ の クラ ス フ ァ イル を 読 
み 込 ん で 実行 し て くれ ます 。 


拉 数 クラ ス を 用 いた 開発 


私 た ち は java コマ ンド を 実行 する 際 、「 実 行 し た い ク ラス が ハー ド デ ィ スク の 
どこ に ある の か 」 を 指定 する 必要 は あり ませ ん 。「 ど の クラ ス を 実行 し た いか 」 だ 
け を 伝え て あげ れ ば 、 あ と は クラ スロ ー ダ ー が クラ ス フ ァ イル を 自動 的 に 探し 出 
し て くれ る の で す 。 


「java Calc」 で は デフ ォ ル ト パ ッ ケー ジ に ある は ず の Calc クラ ス 
いあ S) を 実行 し よう と し て し まう ん で すね 。 


クラ ス フ ァ イル の 正しい 配置 


先輩 、 や っ ぱり 動き ませ ん 。「Calc クラ ス が 見 つか ら な い 」 っ て 
いう エラ ー が 消え な くっ て …。 





どう や ら ク ラス ロー ダー が Calc.class を 見 つけ られ て いな いみ と 
た い だ ね 。 2 


FQOCN を 指定 し て java コマ ンド を 実行 し て も 、 ま だ エラ ー は な く な り ま せん 。 
実行 する と 次 の ゆ の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され て し まい ます 。 





最後 の 1 行 を 和訳 する と 「calcapp.main.Calc と いう メイ ンク ラス が 見 つか ら な 
か っ た 」 と いう 意味 に な り ま す 。 どう や ら 、 ク ラス ロー ダー が 目的 の クラ ス フ ァ 
イル を 探し 出せ な いよ う で す 。 

前 節 で 解説 し た と お り 、 ク ラス ロー ダー は クラ スパ ス で 指定 され た フォ ル ダ を 
対象 に 、 探 し て いる クラ ス フ ァ イル を 調べ ます 。 実 は この と き 、 パ ッ ケ ー ジ に 必 
し て いる クラ ス を 探す 場合 に は 、 次 の ゆめ よう な ルー ル で クラ ス フ ァ イル を 探す こと 
に な っ て いま す 。 


の ) 
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PCOCCPPTCOTEEKPOEUKTEPUUTULLULUUULNUULULULLLULULULLULESUUUPUULLUCLUUCULLCULLSLSCLLCCCLUCLLLLLL 


9 クラ スロ ー タ ダー の 動作 原則 
ある パッ ケー ジ xyz に 属す る クラ ス C を 探す 場合 、 ク ラス ロー ダー は 、「 ク 
ラス パス で 指定 され た フォ ル ダ \x\y\z\Cclass」 と いう ファ イル を 読み 込 も 
うと する 。 


PUPPYTTTTTTTTTTPTTTTTTTTTTTTTTTCTTTTHTYTYETTCUTEPTCTTTUKTELULUTEEPTEUITEETTECETT 


つま り 、 パ ッ ケ ー ジ に 届 し た クラ ス フ ァ イル を クラ スロ ー ダ ー に 読み 込ん で も 
ら う に は 、 現 在 の クラ スパ ス を 基準 と し て 、 パ ッ ケ ー ジ 階層 に 対応 し た フォ ル ダ 
階層 を 作り 、 そ の 中 に 必要 な クラ ス フ ァ イル を 配置 し て お く 必 要 が ある の で す 。 

た と えば c:\work を クラ スパ ス と する 場合 、 コンパ イル に よっ て 生成 され た 
Calc.class と CalcLogic.class は 次 の よう な フォ ル ダ を 作成 し 、 そ の 中 に 配置 し て 
お か な けれ ば な り ま せん 。 


Calc .c1asg ー ciworkicalcapp\main フ ォ ル ダ へ 
Ca1cLogic .c1ass ー つ Cc:\work\calcapp\logics フ ォ ル ダ ペ へ 





B-18 パッ ケー ジ 階 層 に 
対応 し た フォ ル ダ 障 層 を 作り 、 
その 中 に 必要 な クラ ス フ ァ イ 
ル を 配置 する 


クラ ス フ ァ イル を 適切 な フォ ル ダ に 置い た 上 で 実行 すれ ば 、 次 の よう な 順序 を 
経て 、 無 事 に プロ グラ ム は 動作 する で し ょ う 。 


後 数 クラ ス を 用 いた 開発 


① JWM は 起動 させ る クラ ス 名 (calcapp.main.Calc) を 受け 取る 。 

②③ JVM は クラ スロ ー ダ ー に 対し て calcapp.main.Calc を 読み 込む よう 指示 する 。 

③ クラ スロ ー ダ ー は クラ スパ ス を 確認 する 。 

④ クラス ローダ ー は 、 ク ラス パス を 基準 と し て 「calcapp」 つ 「main」 と フォ ル ダ 
を 降り て いき (すなわち 、c:\work\calcapp\main の 中 ) 、 そ こ に Calc.class と 
いう ファ イル を 発見 する 。 

③⑤ クラ スロ ー ダ ー は 発見 し た Calc.class を 読み 込む 。 

⑯) JVM は 読み 込み 済み の Calc クラ ス の main メソ ッ ド を 実行 する 。 


や っ た ! や っ と 動き まし た ! 


お 疲れ さま 。 こ れ で Java の 基本 は 卒業 だ よ 。 文法 も 覚え た し 、 
プロ グラ ム を メソ ッ ド ・ ク ラス ・ パ ッ ケ ー ジ に 部 品 化す る 方 法 も 
マス ター し た ね 。 


っ) 


API の 調べ 方 も も うわ か る か ら 、 も うど ん な 大 き な ゲ ー ム だ っ 
て 作れ る は ず で す よ ね ! よ お ぉ お し 、 ス ゴ い プロ グラ ム を 作る ぞ ! 


統合 開発 環境 を 用 いた 効率 的 な 開発 作業 


と の 章 で は JDK を 用 いた 開発 を 通し て クラ スパ ス に つい て 学び まし 
た 。 フ ァイル の 配置 や 起動 時 の 指定 な ど 、 少 し 複雑 に 感じ た 方 も いる か 
も し れ ま せん 。 実際 の 開発 現場 で は 、 よ り 便 利 で 効率 的 な 作業 の た め に 
「 統 合 開発 環境 」 と 呼ば れる 開発 ツー ル を 利用 し ます 。 詳細 は 巻末 の 付録 
B を 参照 し て くだ さい 。 
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第 6 草 の ま と め 


この 章 で は 、 次 の よう な こと を 学び まし た 。 


クラ ス の 分 割 


・ 複数 の クラ ス で 1 つの プロ グラ ム を 構成 する こと が で きる 。 

・ 別 の クラ ス の メソ ッ ド を 呼び 出す 場合 は 「 ク ラス 名 . メ ソ ッ ド 名 」 と 指定 する 。 

・ Java プロ グラ ム の 完成 像 は 複数 の クラ ス フ ァ イル の 集合 体 で ある 。 

・ 実行 する 際 に は 、main メソ ッ ド が 含ま れる クラ ス の FOQCN を 指定 し て java 
コマ ンド を 起動 する 。 


パッ ケー ジ 


・package 文 を 用 いて 、 ク ラス を パッ ケー ジ に 所 属さ せる と と が で きる 。 
・ import 文 を 使う と 、 コ ー ド 中 の FQCN 指定 を 省略 で きる 。 


API 


・ Java に あら か じ め 添 付 さ れ て いる 多数 の クラ ス 群 を API と いう 。 

・ API は 通常 java.」 や 「javax.」 で 始ま る パッ ケー ジ 名 を 用 いて いる 。 
・java.lang パッ ケー ジ に 属す る クラ ス は 自動 的 に イン ポー ト さ れる 。 

・ API に 用 意 さ れ て いる クラ ス は 、API リフ ァ レ ンス で 調べ る こと が で きる 。 


クラ スロ ー ダ ー の 動作 


・ ク ラス ロー ダー は 、 読 み 込み 対象 クラ ス の FQCN に 基づき 、 ク ラス パス を 基 
準 と し て パッ ケー ジ 階 層 に 従っ た フォ ル ダ 構 成 内 を 探し 、 読 み 込む 。 

・ コン パイ ル し て 生成 し た クラ ス フ ァ イル は 、 実 行 時 に クラ スロ ー ダ ー が 見 つ 
けら れる よう に 、 剖 切 を フォルダ に 配置 し を な けれ ば な ら な い 。 


複数 クラ ス を 用 いた 開発 





ED) fmFs 還 


次 の ソー スコ ー ド を 3 つの クラ ス に 分 割 す る こと を 考え ます 。 


] public class Main { 


っ public static void main(String[] args) Ehrows Exception 1 


4 doWaruga () 記 < 促 
aa 人 に 人 
5 dGoTogame () : し as 章 
ca11Deae () : 


8 showMondokoro) : 

約 2 

(0 puplic staric void doWarusal) { 

| System.out .println(" き な こ で ご ざる 。 食 えま せん が の 。 『) 
9 沙 
| pub1io static void doTogame() [ 

4 System.out.println(" こ の 者 いぼ れ の 目 は ご まかせ ませ ん ぞ 。『) : 
5 導 


6 puplie static void ca11Deae () { 





17 System.out .print1n 
("ええ い 、 と し ゃ く な 。 くせ 者 だ ! で あえ い ! 9 j 
家 。 対 
19 public static void showMondokoro() Ehrogs Exception { 
30 System.out.println(" 飛 車 さ ん 、 角 さん 。 も うい いで し ょ う 。『) : 
21 System.out .println(" こ の 紋 所 が 由 に は いら ぬか ! 『) 
22 QoTogame():  // も う 一 度 、 と が め る 
23 1 
24 1 
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次 の ルー ル に 従い 、 こ の クラ ス を 3 つの クラ ス に 分 割 し て くだ さい 。 


① comment パッ ケー ジ に 属す る Zenhan クラ ス を 作成 し 、 前 半 に 実行 され る 2 
つの メソ ッ ド を そこ に 移動 する 。 

③ comment パッ ケー ジ に 属す る Kouhan クラ ス を 作成 し 、 後 半 に 実行 され る 2 
つの メソ ッ ド を そこ に 移動 する 。 

③ デフ ォ ル トバ パッケージ に 属す る Main クラ ス に は main メソ ゾ ッ ド だ け を 残す 。 
そし て 、 こ の クラ ス の 先頭 で は Zenhan クラ ス だ け を イン ポート する 。 


な お 、2 つの メソ ッ ド 宮 言 に つい て いる 「throws Exception」 の 意味 は 、 現 時 点 
で は 理解 し な く て 構い ませ ん (第 15 章 で 解説 し ます )。 


練習 6-1 で 分 割 し た 各 ソ ー ス ファ イル を コン パイ ル し 、 完 成 し た 3 つの クラ 
ス フ ァ イル を 適切 な フォ ル ダ に コピ ー し て くだ さい 。 そ の 上 で 、java コマ ンド 
を 実行 し 、 プ ログ ラム を 正常 に 動作 させ て くだ さい 。 


showMondokoro() メソ ッ ド を 修正 し 、「 こ の 絞 所 が 目 に は いら ぬか ! 」 の 後に 
3 秒間 の 「 待 ち 時 間 」 を 入れ ます 。API リフ ァ レ ンス で java.lang.Thread クラ ス を 
調べ 、 プ ログ ラム を 一 時 的 に 止め る メソ ッ ド を 呼び 出す よう 修正 し て くだ さい 。 


Windows の 環境 変数 CLASSPATH と し て 、「c:\work\ex64」 が 設定 され て いる と 
し ます 。 こ の と き 、 現在 の フォ ル ダ ( カ レン トディ レク トリ ) に よら ず 「java Main」 
と いう コマ ンド で 練習 6.-3 の プロ グラ ム が 動作 する に は 、Mainclass、Zenhan. 
class、Kouhan.class を 、 ど の フォ ル ダ に 配置 すれ ば よい か 答え て くだ さい 。 


「java Main」 と いう コマ ンド を 実行 する と 、 練 習 6-3 の プロ グラ ム が 動作 する 
Windows コン ピュ ー タ が あり ます 。 ま た 、 この コン ピュ ー タ の Zenhan.class は 、 
「c:\javaapp\koumon\comment」 と いう フォ ル ダ の 中 に 存在 し て いま す 。 こ の と 
き 環 境 変数 CLASSPATH と し て 設定 され て いる 内 容 を 答え て くだ さい 。 


寝 数 クラ ス を 用 いた 開発 





練習 6-1 の 解 千 ドド ドー 


| 1mport comment.Zenhan: 
2 public class Main { 


3 public static void main (String[] args) Ehrows Exception ] 
4 2enhan.doWarusa) | (W) 6 
5 Zenhan.doTogame () : (8 
6 comment .Kouhan.ca11Deae () , 

comment .Kouhan .showMondokoro() : 


] package Comment: 
2 pub1ic class Zenhan { 

3 public static void doWarusa() { 

4 System.out.println(" き な こ で ご ざる 。 食 えま せん が の 。『) 

肖 

6 pnublic static void doTogame() { 

7 System.out.print1n(" と の 老い ぼれ の 目 は ご まかせ ませ ん ぞ 。『) : 

8 } 


) 





] packaqe comment 
2 public class Kouhan 1 
3 public static void cal11Deae) { 
4 System.out .print1n 
("ええ い 、 と し ゃ く な 。 く せ 者 だ ! で あえ い ! 9) 
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] 


pub]ic static void ghowMondokoro() Ehrows Exception { 
System.out .println(" 飛 車 さ ん 、 角 さん 。 も うい いで し ょ う 。『) : 
9 System.out .println(" こ の 紋 所 が 目 に は いら ぬか ! 』 


2enhan .doTogame {) : // も う 一 度 、 と が め る 
] 
) 
細 は :B: の 6 靖 和 euro2czeszSCSSyoocSeeeeosaa2vivy0yteesowsssdswimosscsseg 
こ で は 一 般 的 と 考え られ る 方 法 を 示し ます 。 他 に 、 環 境 変 数 を 設定 する な ど 
9 り ま す 。 


1. コン ピュ ー タ に 適当 な フォルダ ( た と えば 、c:\japp と する ) を 作成 する 。 
2. C:\japp フォ ル ダ の 中 に 、Main.class を コピ ー す る 。 

3. C:\japp の 中 に comment と いう フォ ル ダ を 作成 する 。 

4. C:\jappP\comment の 中 に 、Zenhan.class と Kouhan.class を コピ ー す る 。 
5. C:\japp を 現在 の フォ ル ダ (カレ ント ディ レク トリ ) と する 。 

6.「java Main」 と し て java コマ ンド を 実行 する 。 


ei00 間 半 に eeeo232oeocodscsoceoze6 earecescookeotoocedsceevcdcstooos 
showMondokoro( ) メソ ッ ド の み を 抜粋 し て あり ます 。 


public static yoid showMondokoro() Ehrows Exception { 
System.out.println(! 飛 車 さ ん 、 角 さん 。 も うい いで し ょ う 。 史 : 
System.out.println(" こ の 紋 所 が 目 に は いら ぬか ! 『) : 


Thread.sleep (3000) // この 行 を 追加 
Zenhan.doTogame () // も う 一 度 、 と が め る 
) 
続 寺 6-4 の 解 筐 | 心配 ーー ドド oe 
Main.class つ c\work\ex64 フォ ル ダ 


Zenhan.class と Kouhan.class 一 c\work\ex64\comment フォ ル ダ 
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擬 数 クラ ス を 用 いた 開発 


C: 省 aVaaDD\koumon 


似 て いる よう で 異な る java と javac の 引数 


付録 A.3.4 項 で 「javac で コン パイ ル す る と き に は ソー ス フ ァ イル 名 に 
拡張 子 Java" を 付け る が 、java コマ ンド で クラ ス フ ァ イル を 実行 する 
と き に は 拡張 子 は 不要 」 と 強調 し まし た 。 な ぜ 、 こ の よう な 違い が ある 
の で し ょ うか ? 


実は 、java コマ ンド と javac コマ ンド の 引数 に は 次 の よう な 意味 の 違 
いあ る の で す 。 
・javac コマ ンド は 「 ど の ソー ス フ ァ イル を コン パイ ル す る か 」 を ファ イ 
ル 名 で 指定 し て 実行 する も の 
・java コマ ンド は 「 ど の クラ ス の main メソ ッ ド を 起動 する か 」 を クラ 
ス 名 (FQCN) で 指定 し て 実行 する も の 
両者 は 、 ま っ た く 別 の も の を 指定 する コマ ンド だ っ た の で すね 。 





っ) 
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す つ きり 納得 
トラ / ジェ クト 指 回 


第 7 音 
第 8 草 
第 9 章 
第 10 章 
第 11 章 
第 12 章 


第 13 章 


オブ ジェ クト 指向 を は じ め よ う 
だ ンジ 2 ムン ダン 4 

さま ざま な クラ ス 機 構 
ウム の の) の (4 

高度 な 継承 





Java の 本 当 の お も し ろ さ 


| ここ まで お 疲れ さま 。 ど うだ い 、Java と は いい 友だち に な れ そ ] 
] うか い ? 


は い ! … い や 、 実 は ちょ っ と 迷う こと も ある けど …。 で も 基 
本 的 に は main メソ ッ ド の 中 に 処理 を 書い て いけ ば いい ん で す : 
よね ? 


。 じゃ な いか っ て 想像 し て た の に 、 安 心 し た っ て いう か 、 ち 


| 専門 家 も 使う Java つて 、 超 ムズ か し く て 、 完全 に 意味 不明 な 
| と 拍子 抜け し っ て いう か … 


| は は 、 そ れ は よかっ た 。 で も 、2 人 は まだ Java の 本 当 の 姿 、 本 |_ 


、 当 の 魅力 に ほとん ど 触 れ て いな いん だ よ ? 


Java は こと か ら が 大 事 だ し 、 お も し ろ いん だ 。 少し 学習 の レベ | 
ル は 上 が る けど 、Java の 本 当 の 魅力 に 触れ れ ば 、2 人 の プロ グ 呈 
ラミ ング 観 が きっ と 変わ る と 思う 





第 1 部 で 学習 し た 文法 だ け を 使う こと で も Java の プロ グラ ミン グ は 行え ます 。 
し か し 、Java と いう プロ グラ ミン グ 言 語 の 真価 は 、「 オ ブ ジ ェクト 指向 」 と いう 
概念 と 組み 合わ せ て 初め て 発揮 され ます 。 

第 Il 部 で は 、Java を マス ター する 上 で 最も 重要 と 言わ れる オブ ジェ クト 指向 プ 
ログ ラミ ング に つい て 、1 つ ず つて いね い に 学 ん で いき ます 。 





オフ ジェ クト 指向 を 
は じ め よ う 


この 第 7 章 か ら は Java の 根幹 と な る 「 オ ブ ジ ェクト 指向 」 を 
学ん で いき ます 。 オ ブ ジ ェクト 指向 を ラク に 理解 で きる か どう か は 、 

「 学 び 方 の コツ を 知っ て いる か 」「 準 備 体操 を し て いる か 」 に よっ て 
変わ っ て きま す 。 

そこ で 本 章 で は 、 オ ブ ジ ェクト 指向 に 本 格 的 に 取り 組む 前 段階 と し て 、 

「 そ の 全体 像 と 学び 方 」 を 多く の イラ スト を 交え て や さ し く 解説 し て いき ます 。 


| CONTENTS ICOCCCUUUULLLUULLLLUUULLEUTKKLCULLLLUYD 
7.1 オブ ジェ クト 指向 を 学ぶ 理由 

7.2 オブ ジェ クト 指向 の 定義 と 効果 

7.3 オブ ジェ クト 指向 の 全体 像 と 本 質 

7.4 オブ ジェ クト と 責務 

7.5 オブ ジェ クト 指向 の 3 大 機能 と 今後 の 学習 

7.6 第 7 章 の まとめ 

7.7 練習 問題 

7.8 練習 問題 の 解答 
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オブ ジェ クト 指向 を 学ぶ 理由 


ン ソン フトウェア 開発 の 新た な 課題 


アー 


(ご) 並 原 さ ん …… 助 け て くだ さい ! ( 潤 ) 


どう し た ん だ い ? 先週 まで は 、『 ボ ク は も うど ん な 大 き な ブ プロ 
グラ ム だ っ て 書け る ん で す ! 』 と 自信 満々 だ っ た じゃ な いか 。 


は い 、 文 法 は すべ て わか り ま すし 、 必 要 な 命令 も 自分 で 調べ ら 
れ ま す 。「RPG: ス ッ キ リ 魔 王 征伐 」 の 開発 も 順調 で し た が 、 ソ ー 
スコ ー ド が 400 行 を 超え た あたり で 、 何 と いう か …… ど と に 何 
の 処理 を 書い た の か わか ら な く な っ て 、 自 分 で も 頭 が 混乱 し て 
し まい まし た 。 機能 を 修正 し よう と する た びに 「 頭 が パン ク し そ 
うに な っ て 、 開 発 が 進ま な い 」 ん で す 。 








『 わ か ら な いこ と は な い の に 書け な い 』 ん だ ね 。 そ れ じ ゃ 、 そ の 
悩み を 解決 する た め の 「 オ ブ ジ ェクト 指向 」 に つい て 学ん で いこ 
うか 。 






第 部 を 通し て 、 私 た ち は Java の 基本 文法 を ひと と お り 学 習 し まし た 。 ま た 、 
API リフ ァ レ ンス を 調べ る こと で 、 Java に 用 意 さ れ た さま ざま な 命令 を 利用 で き 
る よう に な り ま し た 。 つ まり 、 一 部 の 特殊 な 例 を 除け ば 、 理 論 上 どの よう に 大 き 
な プロ グラ ム で も 書く こと が で きる よう に な っ た は ず で す 。 

し か し 、 実 際 に 本 格 的 な プロ グラ ム を 開発 し 始め る と 、 湊 くん の よう に 「 ソ ー 
スコ ー ド が 長く 複雑 に た りす ぎ て 、 開 発 者 自身 が 把握 し きれ な く な る 」 と いう 課 
題 に 直面 し ます 。 


オブ ジェ クト 指向 を は じ め よう 


この 課題 は 、 第 6 章 で 学習 し た 方 法 を 用 いて ソー スコ ー ド を 複数 の クラ ス や 
メソ ッ ド に 分 割 す る こと で 、 多 少 は 弘和 され ます 。 で す が 、 そ れ で も ソー スコ ー 
ド が 数 千 行 、 数 万 行 を 越え る と 、 結 局 は 同じ 問題 に 悩ま され る こと で し ょ う 。 

実は 、 こ の 課題 は 40 年 ほど 前 に 世界 中 の プロ グラ マ た ち が ぶ つか っ た 壁 その 
も の で す 。1970 年 代 、 さ ま ざ ま な プロ グラ ム 言 語 が 登場 し 、 こ れ に より 大 規模 
な プロ グラ ム の 記述 が 理論 上 は 可能 と な っ て いま し た 。 

で す が 、 い ざ 大 き な プ ログ ラム を 記述 し よう と する と 、 人 間 の 頭 が 追い つか ず 、 
開発 に 時 間 が か か っ た り 、 完 成 し て も 不具 合 だ ら け の プロ グラ ム に な っ た り し て 
し まう こと が 少な く あ り ま せん で し た 。 な ぜ な ら 、 そ の 原因 は コン ピュ ー タ の 演 
算 性 能 や 記憶 容量 で は な く 、 図 7-1 に ある よう に 人 間 が プロ グラ ム 開 発 の ボトル 
ネッ ク に な っ て し まっ て いる こと に あっ た か ら で す 。 





図 /-] 人 間 自 身 が 巨大 た プロ グラ ム を 把握 で を き なく な り 「 ポ トル ネッ ク 」 に な っ て し まっ た 


オブ ジェ クト 指向 プロ グラ ミン グ を マス ター し よう 


そこ で 、 誕 生 し た の が オブ ジェ クト 指向 プロ グラ ミン グ (Object Oriented 
Programing = OOP) と いう 考え 方 で す 。 こ の 考え 方 に 従っ て プロ グラ ム を 書く 
と 、 前 述 の よう な 課題 に 悩む こと な く 、 大 規模 な プロ グラ ム も ラク に 開発 で きる 
よう に な る の で す 。 

第 部 (第 7 章 一 第 13 章 ) で は 、 こ の オブ ジェ クト 指向 の 考え 方 を 学ん で いき 
ます 。 オ ブ ジ ェクト 指向 を マス ター する こと で 、 仕 事 な ど で 携わる 大 規模 で 複雑 
な プロ グラ ム も 、 ス ッ キ リ と 開発 で きる よう に な る で し ょ う 。 


由記 | 
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第 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


《②9 オブ ジェ クト 指向 の 目的 


「 人 間 が 把握 し きれ な い 複 雑 さ 」 を 克服 する た め に オブ ジェ クト 指向 は 生 
まれ た 。 










あぁ ! も う ダ メ だ ぁ ! ボク 「 オ ブ ジ ェクト 指向 」 つ て 聞い た こと 
が ある ん で す 。 と に か く 難 し く て 、 挫 折 し て し まう 人 が 多い っ 


その 半分 は 正解 だ が 、 半 分 は 間違っ て いる よ 。 確か に オブ ジェ 

クト 指向 を マス ター で きず に 挫折 する 人 は いる し 、 そ の 本 質 を | 
理解 せ ず に 使っ て いる 人 も いる 。 た だ 、「 オ ブ ジ ェクト 指向 の | いこ プ 
難し さ は 『 学 び 方 』 に よっ て 大 きく 変わ る 」 ん だ 。 





と いう こと と は 、 う まく 勉強 すれ ば 難し さ を 感じ ず に マス ター で 


きる っ て こと で すか ? 


オブ ジェ クト 指向 を 学ぶ 人々 か ら は 、「 学 習 が 難し い 」 あ る い は 「 挫 折 し て し まっ 
た 」、「 理 解 で き て いな い 部 分 も ある が 、 な ん と な く 使 っ て いる 」 と いう 声 を 聞く 
こと も 少な く あ り ま せん 。 し か し 安心 し て くだ さい 。「Java の 基本 文法 は 理解 で 
きた の に オブジェ クト 指向 は と て も 難し く 感 じ る 」 と いう 人 に は 共通 点 が あっ て 、 
彼ら は 次 の よう な た っ た 1 つの 簡単 な 前 提 知 識 を 知ら ず に 、 い き な り オブ ジェ 
クト 指向 の 学習 を 始め て し まっ て いる だ け な の で す 。 













そう 。 君 た ちの 先輩 に は に 「 オ ブ ジ ェクト 指向 っ て 、 思 っ て いた 
より 簡単 で すね 」 と 話す 人 も いた よ 。 し か も 、 そ の 人 は プロ グ 
ラミ ング の 経験 が な く て 、 文 系 出身 の 人 だ っ た ん だ 。 


オブ ジェ クト 指向 を は じ め よ う 


基本 文法 と オブ ジェ クト 指向 と で は 、 そ も そ も 
学ぶ も の も 学び 方 も まっ た く 違 う 


本 書 の 第 部 で 学ん だ 内 容 は 、「 こ う 書 け ば 、 こ う 動 く 」「 こ う 書 か な いと 正 し 
く 動 か な い 」 と いう 文法 や 記述 の ルー ル で し た 。 書 き 方 の 「 正 解 自 体 を 学ぶ 」 の で 
すか ら 、 単 に 丸 暗記 し て 習っ た と お り に 使え ば よい だ け で す 。 算 数 に た と えれ ば 
計算 問題 (足し 算 や 引き 算 の 方 法 を 知る )、 料 理 で いう な ら レ シ ピ (カレ ー の 材料 
と 作る 手順 を 知る も) の よう な も の で す 。 

一 方 、 こ の 第 部 で は 、「 プ ログ ラム を 作る と き に は 、 こ の よう に プロ グラ ム 
全体 を 捉え て 、 こ うい う 文 法 の 組み 合わ せ 方 を する と 、 ラ ク に プロ グラ ム を 作れ 
る 」 と いう 考え 方 を 学び ます 。 つ まり 「 正 解 に 辿り 着く た め の 考 え 方 」 を 学ぶ の で 
す 。 算数 な ら ば 文章 題 ( ど う 問 題 を 捉え て どう 計算 し て いく と 答え が 出る か と い 
う 考 え 方 を 学ぶ )、 料 理 な ら も て な し 方 (どの よう な 状況 で 、 ど の よう な 料理 を 
組み 合わ せ て 出せ ば 喜ば れる か と いう 考え 方 を 学ぶ ) に 相当 する で し ょ う 。 

この よう に 、 第 部 で は 「 捉 え 方 」「 考 え 方 」 を 学ん で いき ます ( 図 7-2)。 つ まり 、 
オブ ジェ クト 指向 の 学習 に お いて は 、 理 解す る こと や イメ ー ジ する こと と を 、 よ り 
大 事 に する 必要 が ある の で す 。 


計算 問題 を 学ぶ 文章 題 を 学ぶ 


(四則 演算 の 意味 、 書 き 方 な ど ) (文章 の 内 容 を 、 ど う 捉え る か ) 


料理 の レシ ピ を 学ぶ 料理 で の 「 も て な し 方 」 を 学ぶ 


x (お 祝い 事 を 、 ど の よう に 捉え 、 
(いつ 、 人 の 材料 を 、 ど れ だ け 入 れる か ) | お 神事 を 、 ど の よう に 逢え 





図 ノ -8 本 書 の 第 部 で は Java の 胡 本 文法 、 第 II 部 で は 「 オ ブ ジ ェクト 指向 の 考え 方 」 を 学ぶ 
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て も 、 文 章 題 は な か な か 解け る よう に な ら な く て 当然 で すね 。 


丸 暗記 や ひたすら 練習 みた いな 「 計 算 問題 の 学び 方 」 で が ん ば っ 












そう 。 オ ブ ジ ェクト 指向 本 来 の 「 考 え 方 」 を 理解 する 前 に 、 い き 
な り 小 難し い 文 法 を 頭 に 詰め 込 も うと する か ら 挫 折 し ちゃ うん 
だ よ 。 い に プ 

オブ ジェ クト 指向 を 学 玉 に あたり 、 ま ず 必 要 な こと は 、 そ の 「 考 え 方 」 の 概要 
や 全体 像 を 理解 する こと で す 。 こ の 第 7 章 は その た め だ け に あり ます 。 

し か し 、 オ ブ ジ ェクト 指向 と いう 「 考 え 方 」 に は 形 が な く 、 把 握 し づら いと こ 

ろ が ある の も 事実 で す 。 こ れ は 「 出 世 す る 人 の 仕事 に 対す る 考え 方 」 や 「 恋 も 仕事 
も うま くい く 人 の 考え 方 」 な ど と 似 て いて 、 学 ん で すぐ に 隅 々 まで 100% 理解 で 
きる よう な も の で は あり ませ ん 。 

完璧 主義 の 人 に は や や 気持 ち が 悪 いか も し れ ま せん が 、 初 め は 「 こ うい う 感 じ 
で 考え る ん だ な 」 と いう 、 多 少 あ いま いで ぼん や り と し た 理解 で 構い ませ ん 。 繰 
り 返 し 学習 し た り 、 た くさ ん プロ グラ ム を 組ん だ り し て いく うち に 、 人 徐々 に 明瞭 
な イメ ー ジ に な っ て いく で し ょ う 。 

むし ろ 、 一 部 の 章 だ け を 切り 出し て 完璧 に 理解 し よう と し て も 、 思 っ た よう に 
理解 は 進み ませ ん 。 な ぜ な ら 、 私 た ち が 今 か ら 学 ぼう と し て いる オブ ジェ クト 指 
向 に は 、 さ ま ざ ま な 「 発 想 」 「 着 眼 点 」「 テ クニ ッ ク 」 そ し て 「 関 連 す る 文法 」 が 含ま 
れ て お り 、 そ れ ら は 相互 に 、 し か も 密接 に 関係 し て いる か ら で す 。 第 部 の 学習 
は 、 図 7-3 の よう に 少し ずつ 繰り 返し 学ん で いく の が コツ な の で す 。 


宮 章 の 内 容 を 着実 に の 
マス ター し て 進ん で いく | 少し ずつ 理解 を 深め る 図 -3 Java の 基本 文法 (第 


1 部 ) は 着実 に 、 オ ブ ジ ェクト 
指向 (第 II 部) は 繰り 返し 学 
ん で 徐々 に 理解 し よう 





オブ ジェ クト 指向 を は じ め よ う 


オブ ジェ クト 指向 の 定義 と 効果 


オブ ジェ クト 指向 の 定義 


オブ ジェ クト 指向 を 初め て 学ぶ 人 が 最初 に が つか る 壁 が あり ます 。 そ れ は 「 オ 
ブ ジ ェクト 指向 と は 何 か ?」 と いう 問い に 明確 な 答え が 得 ら れ な いこ と で す 。 

先 間 プ ログ ラマ に 質問 し て も 、 そ れ ぞ れ 答 え が 異 な り 、 あ いま いで 長く て わか 
り づ らい 説明 を され る こと も ある で し ょ う ( 図 7-4)。 正確 な 答え を 知 ろ うと し て 、 
教科 書 的 な 定義 を 持ち 出さ れる と 、 ま すま す 混 乱 し て いき ます 。 


中 





回 7-.4 [オプ ジェ クト 指向 と は 」 と いう 質問 が 一 番 難 し い ? 
オブ ジェ クト 指向 を 初め て 学ぶ 私 た ち に は 、 小 難し い 学 問 的 な 定義 より も 、 以 
下 の よ うな シン プル な 定義 の ほう が 理解 し や すい で し ょ う 。 


オブ ジェ クト 指向 の 定義 


オブ ジェ クト 指向 と は ソフ トウ ェ ア を 開発 する と き に 用 いる 部 品 化 の 考 
え 方 の こと 。 
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「 部 品 化 」 と いう 言葉 は 第 6 章 で 学び まし た ね 。1 つの 巨大 な main メソ ッ ド を 
作る 代わ り に 、 複 数 の メソ ッ ド や クラ ス ( ソ ー ス ファ イル ) に 分 割 し た り 、 複 数 
の 部 品 を 組み 合わ せ た り し て 、 全 体 と し て 1 つの プロ グラ ム を 作る 手法 の こと 
で し た ( 図 7-5)。 

プロ グラ ム プロ グラ ム 


main() 
Public class HelioJava { 
public static void main(String] args){ 
System.outprintin("Hello JavaWi 


| | 


図 フ -5 巨大 な 1 つの main メソ ッ ド を 複数 の メソ ッ ド や クラ ス に 分 割 し て プロ グラ ム を 作る 


し か し 第 6 章 で は 、「 ど うい う 基 準 で 部 品 を 分 ける べき か 」 と いう 部 品 化 の ルー 
ル に つい て は 触れ て いま せん 。 プ ログ ラム を 開発 し て いて 、 あ る 程度 大 きく な っ 
て 読み づら く な っ て きた か ら 分 割 す る 、 な ん と な く 意 味 が 似 て いる 単位 で 分 割 す 
る な ど 、 そ の 程度 の 主観 的 な 判断 に すぎ ず 、「 こ う 分 割 し た ほう が 良い プロ グラ 
ム が 作れ る と いう 確固 た る 根拠 に 基づい た 部 品 化 」 で は あり ませ ん で し た 。 

し か し 、 こ れ か ら 学 習 す る オブ ジェ クト 指向 と いう 考え 方 に 沿っ て 1 つの ソフ 
トウ ェ ア を 複数 に 部 品 化す る と 、 プ ログ ラム が 把握 し や すく な り 、「 人 間 の 頭 が 
追い つか な い 状 況 」 を 避け る とこ と が で きる よう に な る の で す 。 





オブ ジェ クト 指向 の メリ ッ ト 


先輩 、 私 、 オ ブ ジ ェクト 指向 の 目的 や メリ ッ ト は 本 で 読ん だ こ 
と が あり ます 。 大 規模 な プロ グラ ム を 作る 際 に 、「 和 柔軟 性 が 上 が 
る 」 「 再 利用 性 が 上 が る 」 「 保 守 性 が 上 が る 」 と 書い て あり まし た 。 


賢い 部 品 化 で 「 複 雑 な プロ グラ ム を 人 間 が 把握 し や すく な る 」 か 
ら 、 そ の 結果 、 和 柔軟 で 保守 * 再 利用 し や すい プロ グラ ム が 作れ る 
ん で すね 。 
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確か に オブ ジェ クト 指向 の 入門 書 に は 、 そ の よう な 説明 が 書い 
て ある ね 。 で も 、 今 の 朝香 さん に と っ て 、 そ の 理解 で いい の か な ? 


どき 
N プ 


いい も 何 も 、 オ ブ ジ ェクト 指向 っ て 、 そ うい う も の じゃ な いん 
ゆめ で すか ? 


オブ ジェ クト 指向 と は 「 何 の た め 」 に ある 考え 方 な の で し ょ うか 。 利 用 する と 「 何 
が 嬉し い 」 の で し ょ うか 。 

その 根底 に ある 目的 は 、「 人 間 に 把 握 で きる プロ グラ ム 開 発 を 実現 する 」 と いう 
も の で す 。 こ の 考え 方 を 利用 し た 「 賢 い 部 品 化 」 を 行う と 、 把 握 し や すさ の 向上 
の ほか に も 次 の よう な メリ ッ ト が 生ま れる と いわ れ ま す 。 


・ プ ログ ラム を 容易 に 変更 し や すく な る ( 和 柔軟 性 ・ 保 守 性 の 向上 ) 
・ プ ログ ラム の 一 部 を 簡単 に 転用 で きる ( 再 利用 性 の 向上 ) 


し か し 、Java を 学び 始め た ば か り の みな さん は 、 こ の メリ ッ ト を 一 度 忘れ て 
くだ さい 。 こ れ ら 和 柔軟 性 ・ 保 守 性 ・ 再 利用 性 の メリ ッ ト は 、 厳 し い 予 算 や 納期 の 中 
で 大 規模 な プロ グラ ム を 何 度 も 開発 * 修 正す る よう に な っ て 初め て 実感 で きる も 
の で す 。 

つま り 、 本 書 を 学習 し て いる みな さん は 、 先 ほど 述べ た 「 保 守 性 」 や 「 再 利用 性 」 
の 必要 性 や 大 切 さ を 心 の 上 底 か ら 理 解 し 、「 保 守 性 や 再 利用 性 の た め に 、 オ ブ ジ ェ 
クト 指向 を 絶対 マス ター する ぞ ! 」 と は 思え な い は ず で す 。 

オブ ジェ クト 指向 は 「 一 度 マ スタ ー し て し まえ ば 、 二 度 と 手放せ な い ぐ ら い 便 
利 な 一 生 モ ノ の 技術 」 で す 。 し か し 、「 鼻 歌 交じり に ナメ て か か っ て 理解 で きる 」 
ほど 生 や さ し いも の で は あり ませ ん 。 こ れ か ら オ ブ ジ ェクト 指向 を 学ぶ みな さん 
は 、 今 この 章 で 「 マ スタ ー で きた ら 嬉 し い ! 」「 絶 対 マ スタ ー し た い ! 」 と 心底 思 
える よう な メリ ッ ト を イメ ー ジ し な けれ ば な り ま せん 。 

今 の 私 た ち が 抱く べき 「 オ ブ ジ ェクト 指向 の メリ ッ ト 」 は 、 次 の ひと こと で 十 
分 で す 。 
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《9 オブ ジェ クト 指向 を 用 いる メリ ッ ト 
「 ラ ク し て 、 楽 し く 、 良 いも の 」 を 作れ る 


POUEEPCLCCOUELEULLLULLLULLUENPUULUCUCLLKSULULLLULLESUSSLESCUCSSLLCCULLECCCCLSLSECSCSSCCSSSLSCSLSLCCLSCCG 


同じ 開発 を する の な ら 、 毎 暁 の よう に 徹夜 を し た り 休 日 出勤 し た り し て 開発 す 
る の と 、 毎 日 定時 に 帰れ る よう 効率 的 に 開発 する の と 、 ど ちら が よい で し ょ うか ? 

頭 を か きむ し りな が ら 画 面 と ニラ メッ コ し て 開花 する の と 、 ま る で 絵 で も 描く 
よう に 創造 力 を 発揮 し な が ら プ ログ ラム を 作っ て いく の で は 、 ど ちら が よい で 
し ょ うか ? 

聞く まで も あり ませ ん ね 。 み な さん は この 第 部 の 内 容 を マス ター する こと に 
よっ て 「 ラ ク し て 、 楽 し く 、 良 いも の を 」 作 れる よう に な る の で す 。 


「 考 え 方 」 「 捉 え 方 」 の 違い が 世界 を 変え る こと も ある 


私 た ち は 日 常 生活 で も 「 考 え 方 」 を 変え る こと に よっ て 生活 を 便利 に 
し て いま す 。 た と えば 「 ゼ ロ 」 や 「 マ イナ ス (負数) 」 の 考え 方 で す 。 

天気 予報 の 気温 た ど で は 「 〇 〇 地方 の 最低 気温 は マイ ナス 10 度 」 な ど 
と 表記 され ます 。 日 常 で は 当然 の よう に 見 か ける マイ ナス の 数 字 で す が 、 
原始 時 代 の 人 類 に と っ て 、 自 然 界 の 何 か を 数 える 場合 は 常に 1 以上 で し 
た (その た め 1 以上 の 整数 を 「 自 然 数 」 と いい ます )。 

「 な に も な いこ と (ゼロ )」 や 「 な さす ぎる こと (負数) 」 を 数 字 と し て 扱 
う 「 考 え 方 」 を 導入 し た の は 、 人 類 の 長い 歴史 の 中 で も わずか 1400 年 ほ 
ど 前 か ら で す 。 ゼ ロ や 負 の 数 と いう 考え 方 を 導入 する 前 と 後 で 世界 が 変 
わっ た わけ で は あり ませ ん 。 人 間 が 「 考 え 方 」「 捉 え 方 」「 概 念 」 を 変え た 
だ け な の で す 。 

し か し 、 こ の 新た な 「 考 え 方 」 の 導入 に よっ つ て 、 人 間 は 世界 の さま ざ 
まな も の を 数 字 と し て 把握 、 制 御 す る こと が 可能 に な り 、IT の みな ら ず 
社会 生活 を 発展 させ る 基盤 と な っ て いま す 。 


オブ ジェ クト 指向 を は じ め よ う 


オブ ジェ クト 指向 の 全体 像 と 本 質 


オブ ジェ クト 指向 と 現実 世界 








で も 菅原 さん 、 た か が 「 あ る 考え 方 」 を 利用 する だ け で 、 な ぜ ラ 
ク し て 楽し く 良 いも の が 作れ て し まう ん で し ょ うか ? その 「 な 
ぜ 」 が わか ら な いと スッ キリ し ませ ん 。 


そう だ ね 。 そ れ は オブ ジェ クト 指向 の 全体 像 と 、 そ の 本 質 を 知 と 
れ ば 理解 で きる よ 。 いこ 


オブ ジェ クト 指向 と いう 考え 方 を 採用 し 、 部 品 化 を する だ け で 、「 ラ ク し て 楽 
し く 良 いも の 」 が 実現 で き て し まう な ん て 、 何 だ か 悪徳 商法 の 宣伝 文 鐘 の よう な 
印象 を 持た れる 方 も いる か も し れ ま せん 。 て この節 で は 、 そ の 根拠 と な る オブ ジェ 
クト 指向 の 本 質 を 探っ て いき まし ょ う 。 


そもそも 、 我 々 は 何 の た め に プロ グラ ム を 開発 する の か 、 考 え 
に 






た と と は ある か な ? 


普段 あま り 考 える こと は な いか も し れ ま せん が 、 私 た ち が 開 発する プロ グラ ム 
や シス テム は 、「 現 実 世界 に お ける 何ら か の 活動 を 自動 化す る た め の も の 」 で す 。 
さら に わか りや すく 言う な ら 、「 人 が や っ て きた こと を 機械 に や ら せ て 人 が ラク 
を する た め の も の 」 と 言い 換え る こと も で きる で し ょ う 。 

た と えば 、 銀 行 の ATM シス テム (ATM の 機械 と 、 そ の 中 で 動い て いる プロ グ 
ラム ) を 想像 し て くだ さい (次 ペー ジ 図 7-6)。 江 戸 時 代 の よう に 、 コ ンピュータ 
が な か っ た 頃 に は 手 作 業 で 行っ て いた 作業 (依頼 の 受け 付け 、 残 高 の 検 査 、 引 き 
出し 、 記 帳 、 受 け 渡 し ) を 、 機 械 に 肩代わり させ て いる と 考え る こと が で きま す 。 


中 
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①5.000 円 
引き 出し た い 





③5.000 円 を 減ら す よう 
帳 徐 を 書き 換え る 
ATM を 操作 し て ② デ ー タ ベー ス に 


5.000 円 を 引き 出す ATM 残高 を 問い 合わ せる 


5,.000 円 を 渡す ③5.000 円 を 減ら す よ う 
デー タ を 書き 換え る 





図 ノ -B ATM シ ステ ム は 、 江 戸 時 代 に お ける 「 両 替 商 」 の 代わ り で あり 、 人 間 が や っ て いる 作業 を プロ 
グラ ム に 置き 換え た も の 

同様 に 、 現 実 世界 で の 「 切 符 販 売 の 駅 員 の 仕事 」 を 機械 と プロ グラ ム に 置き 換 
えた も の が 、「 白 動 券売 機 と その プロ グラ ム 」 で す 。 現 実 世界 で の 「 み ん な に 公開 
する 日 記帳 」 を プロ グラ ム に し た も の が 「 ブ ログ 」 で す 。 ま た 、 本 書 の 湊 く ん が 作っ 
て いる RPG も 現実 世界 で は あり ませ ん が 、 フ ファンタジー の 世界 の さま ざま な 人 
物 の 冒険 や 戦い を コン ピュ ー タ 上 で 実現 し て いる も の で す 。 

この よう に プロ グラ ム や シス テム は 、 現 実 世界 の ある 活動 を 人 間 に 代 わっ て 機 
械 に や ら せ る た め に 作ら れる も の で あっ て 、 現 実 世界 と は 無関係 に 単独 で 存在 し 
て いる も の は 、 ほ と ん ど あ り ま せん 。 


オブ ジェ クト 指向 を は じ め よ う 


手続 き 型 プ ログ ラミ ング と の 違い 


第 1 部 で 私 た ち が 行 っ て きた 従来 の プロ グラ ミン グ 手 法 は 、 手 続き 型 プ ログ ラ 
ミン グ (procedural programming) と 呼ば れ て いま す 。 プ ログ ラマ は 頭 を 失 り 、 
コン ピュ ー タ が どの よう に 動け ば よい か と いう 手順 を 考え 、 プ ログ ラム の 先頭 か 
ら 順 番 に 命令 と し て 記述 し て いく 方 法 で す 。 

一 方 、 オブ ジェ クト 指向 で 開発 を 行う 場合 、 プ ログ ラマ は いき な り コ ー ド を 和書 
き 始 め る こと は し ませ ん 。 ま ず 、 プ ログ ラム で 実現 し よう と する 部 分 の 「 現 実 世界 」 
を 観察 し ます 。 た と えば 銀行 振込 の 手続 き を プロ グラ ム 化す る 際 に は 、 そ れ を 観 
察し て 図 7-7 の よう な イメ ー ジ 図 (設計 図 ) を 描き ます 。 


③「 振 込 金額 」 分 の 
振込 用 紙 残高 が ある か 口座 1 












①「 拓 込 元 卒 番 号 」 所 吉 ま を ーー 4 
(人 融 」 ノ 8 OH 岳人 を 章 





ン ン で 拓 か ら 計ら す 





③「 振 込 用 紙 」 口座 2 
⑤「 振 込 金額 」 分 の 
ーーーーー 一 金額 を 拓 込 先 口座 に 加え る 
⑦ 結 果 (OK ン NG)」 に 
⑧「 拓 和 元 口 放 番 号 」 
「 据 先導 番号 
「 振 入金 


額 」 
「 結 果 (OKNG)」 印刷 係 
図 ノ - フ オブ ジェ クト 指向 で は 、 ま すず 現 実 世界 を 観 暴 し 、 そ れ を 設計 図 に 落と し 込ん で いく 
ここ で 着目 し て ほし い の は 、 こ の 設計 図 は IT の 知識 が な い 一 般 の 人 に 見 せ て も 
理解 で きる 「 現 実 世界 に お ける 銀行 取引 の 構図 その も の 」 で ある 点 で す 。 オ ブ ジ ェ 
クト 指向 の 開発 で は 、 設 計 図 の 中 の 登場 人 物 や 物 の 1 つけ ひと つ を 部 品 と 捉え 、 そ 
れ を 「 ク ラス 」 と いう Java に お ける 部 品 で 記述 し て いく の で す (次 ペー ジ 図 7-8)。 


2》 オプ ジェ クト 指向 に よる 部 品 化 の ルー ル 
現実 世界 に 出 て くる 登場 人 物 の 単位 で 、 プ ログ ラム を クラ ス に 分 割 する 。 
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Uketsukejava Kouzajava FurikomiYoshijava 


図 7-8 設計 図 の 部 品 を Java の クラ ス と し て 記述 し て いく こと で 、 現 実 世界 の 定義 や 行動 を プロ グラ ム 
化 で きる 


開発 時 に 作る クラ ス 、 実 行 時 に 動く オブ ジェ クト 


プロ グラ マ が 作成 する 部 品 ( ク ラス ) と は 、 た と えば ATM の プロ グラ ム で あれ 
ば 「Uketsuke.java」 の よう な プロ グラ ムコ ー ド で す 。 


プロ グラ ム 開 発 時 (/\ー ド ディ スク 内 ) プロ グラ ム 実 行 時 (UVM 内 ) 


も 
内 』 







いら っ し ゃ いま せ ! 


Uketsukejava お 振り 込み で すね 


Pubi clms UMetuke( 





図 ノ -9 Java で 作ら れ た Uketsuke クラ ス か ら 、JVM 内 に 「 仮 想 的 な 受付 係 ] が 生み 出さ れ 、 現 実 
世界 の 動作 を まね て 動き 出す 


開発 時 に 作ら れ た クラ ス は 、 プ ログ ラム と し て 実行 され る 際 、 そ れ ぞ れ 「 仮 想 
的 な 登場 人 物 」 の オブ ジェ クト と し て JVM の 中 に その 存在 が 生み 出さ れ ま す ( 図 
7-9)。 


オブ ジェ クト 指向 を は じ め よ う 


そし て 図 7-10 の よう な を 「 仮 想 的 な 口座 」「 仮 想 的 な 受付 」「 仮 想 的 な 印刷 担当 」 な 
ど が 、 コ ンピュータ VM) と いう 「 電 子 的 な 仮想 世界 」 の 中 に 作ら れ 、 現 実 世界 
を そっ くり まね た 「Java 仮想 世界 」] と で も いえ る よう な 世界 を 形成 し ます 。 








億 で 


図 ノ -10 ATM は 銀行 の 各種 業務 を プロ グラ ム に 置き 換え た 「 電 子 的 な 仮想 世界 」 


オブ ジェ クト 指向 に お ける プロ グラ マ の 役割 


オブ ジェ クト 指向 プロ グラ ミン グ に お いて 、 プ ログ ラマ は まる で 「Java 仮想 世 
界 に お ける 神様 」 の よう な 存在 で す 。 な ぜ な ら 仮 想 世界 に どん な 登場 人 物 や 物 を 
生み 出し 、 そ れ ら を どの よう に 連携 さす せる か を 決め 、 そ れ ぞ れ の 部 品 を 作っ て い 
く 立 場 だ か ら で す 。 

た と えば 国内 の 複数 の 倉庫 に 在庫 の ある 書籍 を ネッ ト で 販売 する プロ グラ ム を 
作る な ら 、 本 の 販売 業務 を 観察 し た 上 で 、「 必 要 な 物 ( オ ブ ジ ェクト ) は 『 本 』『 倉 庫 』 
「 顧 客 』『 購 入 記録 』…」 と 判断 し 、 図 7-7 の よう な 設計 図 を 書い て いき ます 。 

手続 き 型 の プロ グラ マ の よう に 「 コ ンピュータ が 一 行 一 行 、 何 を 実行 する か と 
いう 手順 を 定め る 」 の で は な く 、「 オ プ ジ ェ クト を どう 作る か 、 ど の よう に 連携 さ 
せる か 」 を 第 一 に 意識 し な が ちら 開 発し て いき ます 。 こ の こと が 「 オ ブ ジ ェクト 指 
向 プ ログ ラミ ング 」 と いう 名 前 の 由来 に まっ て いま す 。 


及 科 _| に 指 向 」 と いう の は 、「 へ を 大 切 に し た 」「 を 中 心 に 据え た 」 と 
い に プ いう 意味 だ よ 。 
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オブ ジェ クト 指向 の 本 質 


それ で は 、「 な ぜ オ ブ ジ ェクト 指向 の 考え 方 を 使う と 、 大 規模 で 複雑 な プロ グ 
ラム も 把握 し や すく な り 、 そ の 結果 、 ラ ク し て 楽し く 良 いも の を 作れ る の か ?」 
と いう 問い に 答え まし ょ う 。 


私 た ち 人 間 が 慣れ 親しみ 、 よ く 把 握 し て いる 現実 世界 を 
マネ し て 作ら れ た プロ グラ ム も また 、 
私 た ち 人 間 に と っ て 把握 し や すい も の だ か ら 


さら に オブ ジェ クト 指向 に は 以下 の メリ ッ ト も あり ます 。 


・ プロ グラ ム 開 発 時 に 「 頭 を 失 り 、 発 想 し て 作る 」 必 要 は あり ませ ん 。 現 実 を お 
手相 に 、 そ れ を マネ し て 作れ ば いい の で す 。 
現実 世界 の 登場 人 物 に 変化 が あっ た 場合 、 対 応 する 部 品 (クラ ス ) を 修正 、 交 
換 す れ ば 簡単 に プロ グラ ム を 修正 で きま す 。 


この よう な メリ ッ ト は 、「 現 実 世界 を マネ る 」 か ら こ そ 生 まれ て きま す 。 つ まり 、 
現実 世界 の 登場 人 物 た ち を 、 コ ンピュータ の 中 の 仮想 世界 に オブ ジェ クト と し て 
再現 し 、 現 実 世界 と 同じ よう に 連携 し て 動く よう に プロ グラ ム を 作る こと こそ が 
オブ ジェ クト 指向 の 本 質 な の で す 。 

いく ら ク ラス を た くさ ん 使っ て いて も 、 後 述 する 「 継 承 ] な どの 機能 を 利用 し 
て いて も 、 オ ブ ジ ェクト 指向 の 本 質 を 正しく 理解 し て お か な けれ ば 、「 人 間 が 把 
握 し に くく 、 修 正 や 交換 が 困難 な プロ グラ ム 」 し か 作成 で き な い で し ょ う 。 


オブ ジェ クト 指向 の 本 伯 


現実 世界 の 登場 人 物 と その ふる まい を 、 コ ンピュータ 内 の 仮想 世界 で 再 
現す る 。 


オブ ジェ クト 指向 を は じ め よう 


オブ ジェ クト と 責務 


サッ カー で 考え る オブ ジェ クト 指向 


手続 き 型 と す オブ ジェ クト 指向 と の 違い 、 そ し て 「 オ ブ ジ ェクト 」 を より 深く イ 
メー ジ す る た め に 、 サ ッ カ ー の 試合 を 題材 に 考え て み ま し ょ う 。 

監督 で ある あな た は 、11 名 の 選手 に 的 確 に 指示 を 出し て 彼ら を 動か し 、 相 手 
チー ム か ら ゴ ー ル を 人 鈴 わ な けれ ば な り ま せん 。 こ れ は 、「 プ ログ ラマ で ある あな 
た が 、 コ ンピュータ に 的 確 に 指示 を 出し 、 目的 どおり に 動か さ な け れ ば な ら な い ]」 
状況 と 似 て いま す 。 

次 の 図 7-11 は 、「 手 続き 型 プ ログ ラミ ング 」 を サッ カー に た と えて 表現 し た 図 
で す 。 


司 で 





図 ノ -11 「 手 続き 型 」 の 監督 は 、 選 手 に 逐一 、 指 示 を 出さ な けれ ば な ら な い 


監督 で ある あな た は 、 全 選手 の 一 挙手 一 投 足 に 対し て 、 す べ て の 指示 を 細か く 
出す 必要 が あり ます 。 こ れ で は 防 督 の 負担 が 非常 に 大 きく 、 体 が いく つ あ っ て も 
足り ませ ん 。 作戦 変更 ・ 選 手 交 代 な ど を し よう と し て も 、 監 督 自 身 が 大 混乱 し て 
し まう で し ょ う 。 
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これ っ て まさ に 、 こ の 章 の 冒頭 の ボク の 状態 で すね 。 


そし て 次 の 図 7-12 は 、「 オ ブ ジ ェクト 指向 プロ グラ ミン グ 」 を サッ カー で 表現 
し た 図 で す 。 








ミッ | ルター 


図 ノ -18 「 オ プ ジ ェ クト 指向 型 」 の 監督 が 事前 に 選手 の 役割 と 責任 を 割り 当て れ ば 、 試 合 で は 選手 自身 が 
自分 の 役割 を 困 た す た め に 行動 する 


監督 で ある あな た は 、1 人 ひと り の 選手 を 部 品 と 考え 、 そ れ ぞ れ の 責務 (役割 ・ 
責任 ) を 事前 に 割り 当て た クラ ス と し て 作り ます 。 試合 が 始ま っ た ら 、 監 督 の す 
る こと は ほとん ど あ り ま せん 。 

仮想 世界 に は 、 そ れ ぞ れ の 選手 オプ ジェ クト が 生み 出さ れ 、 後 は 選手 オブ ジェ ク 
ト 自 身 が 自分 の 役割 を 果たし な が ら 他 の オブ ジェ クト と 連携 し て 動い て くれ ます 。 

監督 プロ グラ マ ) で ある あな た は 、 そ れ ぞ れ の 選手 (= クラ ス ・ オ ブ ジ ェクト ) 
に 、「 こ の 状況 下 で 、 ど う 行 動 す べき か 」 と いう 貴 務 を あら か じ め プ ログ ラミ ング 
し て いる た め 、 試 合 中 に それ ぞ れ の 選手 の 一 挙手 一 投 足 まで 指す る 必要 は な く 
な る の で す 。 


本務 の 割り 当て 


オブ ジェ クト 指向 プロ グラ ミン グ で は 、 プ ログ ラマ は それ ぞ れ の 部 品 に 
「 責 務 」 を プロ グラ ム と し て 書き 込む 。 


オブ ジェ クト 指向 を は じ め よ う 


オブ ジェ クト の 姿 


これ まで の 例 に 挙げ た 「 サ ッ カ ー 選 手 」「 口 座 」「 受 付 」 な ど 、 仮 想 世 界 で 動く そ 
れ ぞ れ の オプ ジェ クト は 、 す べ て 何ら か の 貢 務 を 仮想 世界 の 神様 た る プロ グラ マ 
か ら 与 えら れ ま す 。 た と えば 、「 サ ッ カ ー 選 手 」 オ ブ ジ ェクト は 「 ボ ー ル を 受け た 
ら 前 に 走る 」「 シ ュー ト す る 」 な ど 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 役割 を 果たす 行動 責任 
を 負っ て いま す 。 

同様 に 、ATM の 「 受 付 ] オ ブ ジ ェクト に も 図 7-7 (p.281) の よう な 行動 責任 が あ 
り ま す 。 振り 込み 依頼 を 受け 付け た ら 、「 口 護 」 オ ブ ジ ェクト が 管理 する 2 つの 品 
座間 で お 金 を 移動 し 、 そ の 結果 を 「 印 刷 係 」 オ ブ ジ ェクト に 渡し て ATM 利用 控え 
の 印刷 を 依頼 する と いう 一 連 の 流れ が 受付 の 行動 責任 で す 。 

で は 、「 口 護 」 オ ブ ジ ェクト は 、 い っ た い ど ん な 責任 を 負っ て いる の で し ょ うか ? 
「 口 座 」 は 行動 責任 を 負っ て いま せん が 、「 残 高 を し っ か り 覚 えて お く 」 と いう 情報 
保持 責任 を 負っ て いま す 。 


確か に 、 気 づい た ら 中 身 が 消え て いる よう な 「 無 責任 な 口座 」 で 


は 困り ます ね 。 





この よう な 「 情 報 保持 」 と 「 行 動 」 の 責任 を 果たす た め に 、 そ れ ぞ れ の オブ ジェ 
クト は 「 属 性 」 と 「 操 作 」 を 持っ て いま す 。 


【 属 性 】 その 登場 人 物 に 関す る 情報 を 覚え て お く 箱 
【 操 作 】 その 登場 人 物 が 行う 行動 や 動作 の 手順 


た と えば 、 湊 くん が 開発 中 の RPG に お ける 「 功 者 」 と いう 登場 人 物 は 、 図 7-13 










前 一 一 ミナ ト |…ー… 勇者 の 名 前 
…… ヒッ ト ポ イ ント (生命 力 ) 
これ が 0 に な っ た ら GAME OVER 

図 フ -13 仮想 世界 
を 冒険 する 勇者 オブ ーー 目 の 前 の 琶 を 殴る 
ジェ クト は 、「 属 性 」 ーー 戦闘 を 終了 する 
と 「 操 作 」 を 持ち 、 ーー…… HP が 100 に 回 復 す る 
情報 保持 と 行動 の 責 ーーーー 指 定 し た 秒 数 だ け 座る 。 
任 を 果たす 座っ た 秒 数 だ け HP が 回 復 する 


7 
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の よう な オプ ジェ クト と し て 考え る こと が で きる で し ょ う 。 

勇者 オブ ジェ クト は 、 自 分 の 名 前 や HP を し っ か り 覚 えて お か な けれ ば な り ま 
せん (情報 保持 責任 )。 そ し て 、 も し 「 戦 え 」 と 命令 され れ ば 勇敢 に 目 の 前 の 敵 
と 戦い 、「 過 れ 」 と 命令 され れ ば 過 っ て 自分 の HP を 回 復 させ る 次 任 ( 王 行動 責任 ) 
が ある の で す 。 

その オブ ジェ クト が どん な 選 性 や 操作 を 持つ か は 、 プ ログ ラマ が 部 品 を 作成 す 
る 際 に 決定 し ます 。 そ の た め に は 現実 世界 の 登場 人 物 を よく 観察 し 、 ど の よう な 
居 性 を 持ち も 、 ど の よう な 操作 が で きる か を 忠実 に 再現 する 必要 が あり ます 。 

で は 、 勇 者 同様 に 、「 お 化け キノ コ 」 と いう 登場 キャ ラク ター( こ れ も オ ブ ジ ェ 
クト で す ) を 考え て み ま し ょ う ( 図 7-14)。 


お 化け キノ コ 






MeO 家人 8 トー…ー… ー 倒し た ら 得 ら れる レベ ル 


ーーーー 相手 を 眠ら せる 





図 7-14 仮 遷 世界 で 「 勇 者 ]】 オブ ジェ クト の 敵 と な る 「 お 化け キノ コ 」 オ ブ ジ ェクト は 、 勇 者 と 同じ く 「 必 
性 」 と 「 操 作 」 を 持っ て いる 


お 化け キノ コ は 特に 重要 で な い モ ンス ター な の で 名 前 は 不要 と 考え 、「 名 前 」 属 
性 は 持っ て いま せん 。 ま た 、 こ の モン スタ ー は 「 催 眠 ガ ス 」 と いう 技 が 使え る と 
いう 設定 に 従っ て 、 そ の 操作 を 持っ て いま す 。 


オブ ジェ クト の 上 ふる まい と 相互 作用 


男 者 や お 化け キノ コ は 複数 の 操作 を 持っ て いま す 。 そ し て プロ グラ ム の main 
メソ ッ ド や 他 の オブ ジェ クト か ら 、 そ れ ら オブ ジェ クト の 操作 を 呼び 出す (= 行 
動 指示 を 送る ) こ と が で きま す 。 

た と えば 、 プ ログ ラム の main メソ ッ ド か ら 勇 者 に 「 座 れ 」 と いう 指示 を 送れ ば 、 
勇者 は 仮想 世界 内 で 座っ て 自分 の HP 層 性 を 回 復 さ せる 動き を し ます ( 図 7-15)。 
な ぜ な ら 勇 者 に は 、 そ の 行動 貴 任 が ある か ら で す 。 


オブ ジェ クト 指向 を は じ め よ う 


同様 に 、 お 化け キノ コ に 対し て 「 送 げ ろ 」 と 指示 を 送れ ば 、 仮 想 世界 内 の お 化 
け キ ノコ は 逃げ 出し て 戦闘 が 終わ り ま す 。 






較 フ -15 それ ぞ れ の オブ ジェ クト に 対 
し 行動 指示 を 送る こと で 、 オ ブ ジ ェクト 
の 操作 が 呼び 出さ れ て 実行 され る 


また 、 あ る オブ ジェ クト か らち 別 の オブ ジェ クト へ 操作 の 指示 を 送る こと も 可能 
で す 。main メソ ッ ド か ら お 化け キノ コ に 「 催 眠 ガ ス 」 と いう 指示 を 送る と 、 お 化 
け キ ノコ は 勇者 が 持っ て いる 操作 の 中 か ら 「 眠 る 」 を 呼び 出し ます 。 す る と 勇者 
は 眠っ て し まい ます ( 図 7-16)。 


司 で 


図 7-1G オブ ジェ クト は 相互 に 行動 指示 を main メ ソ ッ ド 
送る こと が で き 、 呼 び 出 され た 側 は 行動 次 | キン コ よ 供 肛 ガス を 発 時 し ろ 
任 を 果たす た め に それ を 実行 する 5 


や ( 
に si / 指示 





募 者 が 持つ 操作 「 眠 る 」 が 呼び 出さ れる 


オブ ジェ クト は 別 の オブ ジェ クト が 持つ 操作 を 呼び 出す だ け で な く 、 他 の オブ 
ジェ クト の 居 性 を 取得 し た り 書 き 換え た り も で きま す 。 
た と えば main メソ ッ ド か らち 勇者 に 「 戦 う 」 と いう 指示 を 送る と 、 次 ペー ジ の 図 
7-17 の よう に 勇者 は 戦い 、 結 果 と し て お 化け キノ コ の HP 属性 を 書き 換え て 減 
ら す 動作 を する で し ょ う 。 
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図 フ -17 駿 者 が お 化け 
キノ コ を 攻撃 する と いう 
こと は 、 勇 者 が お 化け キ 
ノコ に 対し て HP 属性 を 
書き 換え る よう に 行動 指 
示 を 送る 行為 だ と いえ る 






胃 っ) こと) 細 


HP 属性 を 5 減ら す 





この よう に 考え る と 、 コ ンピュータ の 中 の 仮想 世界 で 各 オ ブ ジ ェクト が 互い の 
層 性 を 書き 換え た り 操 作 を 呼び 合っ た り し て 、 物 語 を 繰り 広げ て いく 姿 が 目 に 浮 
か びません か ? 

この よう に し て 仮想 世界 内 の オブ ジェ クト は 互い に 「 必 性 」 を 読み 書き し た り 、 
「 操 作 」 を 呼び 出し た り し て 連携 し 、 全 体 で は 1 つの プロ グラ ム と し て 動き ます 。 

そし て 、 仮 想 世界 の 中 で 「 仮 想 的 な 受付 」 や 「 仮 想 的 な 口座 」 が 現実 同様 に 正確 
に 動い て くれ る か ら こ そ 、 現 実 世界 の 「 本 物 の 受付 係 」 や 「 紙 の 口座 帳簿 」 は 仕事 
か ら 解 放さ れ 、 コ ンピュータ に よる 自動 化 が 可能 に な る の で す 。 











こと で 紹介 し た 勇者 と お 化け キノ コ の 戦い は 、 次 の 第 8 章 で プ 
ログ ラミ ング し て 動か し て みる よ 。 今 は 「 仮 想 世界 の 中 で オブ 
ジェ クト た ち が 互 い の 属 性 や 操作 を 呼び 出し 合 つて 動作 する 」 姿 
を イメ ー ジ で きれ ば 十分 だ 。 


オブ ジェ クト 指向 を は じ め よ う 


オブ ジェ クト 指向 の 
3 大 機能 と 今後 の 学習 


3 大 機能 と その 位置 付け 


へ 「 オ ブ ジ ェクト 指向 と いえ ば 継承 」 と 聞い た と と が あり ます けど 、 
ゆあ 継承 は 大 事 じゃ な いん で すか ? 


さす が 朝香 くん 。 も うそ ん な 専門 用 語 を 知っ て いる ん だ ね 。 も - 
[ミミ 7 
も う 4 | 









ちろ ん 、 ま だ 解説 し て いな い 内 容 だ か ら 知ら な く て も 問題 な い 
けど ね 。 






その 「 継 承 ] つ て 何で すか ? 
オブ ジェ クト 指向 の 本 質 に 沿っ た 開発 を する た め の 手伝い を し と 
て くれ る 、 便 利 な 機能 の ひと つ だ よ 。 の プ 


オブ ジェ クト 指向 の 本 質 は 、 あ くま で も 「 現 実 世 界 を 仮想 世界 内 に 再現 する こ 
と 」 で す 。 よ っ て 、 現実 世界 を 観察 し 、「 口 座 」 や 「 受 付 」 と いう 単位 で クラ ス を 分 
割 し て 適切 な 責務 を 与え た プロ グラ ム で あれ ば 、 そ れ だ け で 十分 に オブ ジェ クト 
指向 の 考え 方 に 沿っ た プロ グラ ム と 言え ます 。 

さら に 、Java の よう な オブ ジェ クト 指向 言語 (Object Oriented Programming 
Language ー オ ブ ジ ェクト 指向 の 考え 方 に 沿っ て プロ グラ ム を 作り や すい 配 虚 が 
な され て いる プロ グラ ミン グ 言 語 》) に は 、 開 発 者 が 「 よ り 便 利 に 」「 よ り 安 全 に 」 現 
実 世界 を 模 條 で きる よう 、 文 法 な ど に 専用 の 機能 が 準備 され て いま す 。 そ れ が 次 
ペー ジ の 図 7-18 に 示し た オブ ジェ クト 指向 の 3 大 機能 で す 。 
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属性 や 操作 を 、 一 部 の 相手 か ら | 過去 に 作っ た 部 品 を 流用 し 、 新 し 


は 利用 禁止 に する 機能 い 部 品 を 簡単 に 作れ る 機能 








似 て いる 2 つの 部 品 を 「 同 じ よ う 
な も の 」 と 見 な し 、「『「 い いか げん 」 
oo 





8 と 「 「 お 化け キノ コ 」 と 「 オ オ コ ウ モ リ 」 
1 し で は 剛 鶴 に は 斬り つけ 方 か 微妙 
あり えな い に 諾 な る は すず 

写 4 
「 眼 る 」 近 作 は 、 全 オブ ジェ クト か | すでに 「 画 者 』 と いう 部 品 が あれ | 朋 い を 気 に す ず . ど ちら も 「 同 じ よ 
ら 呼 べ な いよ うに し て お いた ほう | ば 、 空 を 飛べ る 「 ス ー パ ー 和 者 | うな も の 」 と 見 な し 「 埋 うぅ 操作 で 
が 安全 は 簡単 に 開発 で きる 攻撃 で まき る 


図 ノ -18 オブ ジェ クト 指向 の 3 大 機能 「 カ ブ セ ル 化 」「 継 承 ] 「 多 衣 性 ] を 利用 する こと に より 、 便 利 で 
安全 な プロ グラ ム を 作る こと が で きる 

この 3 大 機能 に つい て は 、 そ れ ぞ れ 第 10 一 13 章 で 詳し く 解 説 し て いき ます 。 
今 は 「 オ ブ ジ ェクト 指向 の 実践 を 支援 する 、 この よう な 3 つの 機能 が ある ん だ な 」 
と 、 あ いま いな イメ ー ジ で 捉え て お いて くだ さい 。 


以降 の 章 の 学び 方 


オブ ジェ クト 指向 の 全体 を 一 軒 の 家 に な ぞ ら える と 、 第 部 の 章 (7 一 13 間 ) 
は 、 そ れ ぞ ね れ 次 の 図 7-19 の よう な 構造 に 相当 し ます 。 

この 第 7 痢 と 次 の 第 8 草 が すべ て の 基礎 で あり 、 そ の 上 に 「 さ ま ざ ま な クラ ス 
機構 」( 第 9 章 ) と 、「 オ ブ ジ ェクト 指向 の 3 本 柱 」( 第 10 一 13 章 ) が 載っ て いま す 。 

本 章 の 冒頭 で も 紹介 し まし た が 、 こ れ か ら 本 格 的 に オブ ジェ クト 指向 を 学ぶ に 
あたっ て は 、 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 


オブ ジェ クト 指向 を は じ め よう 


中 章 
継承 





較 フ 7-19 第 部 の 難 革 で 解説 する 
オブ ジェ クト 指向 の 構造 


@ 1 章 ず つ 完 璧 に 理解 し て 次 に 進む 必要 は な い 

第 部 で 学 氷 内 容 は 、 そ れ ぞ れ の 章 が 密接 に 関係 し て いま す 。 そ の た め 「 後 の 
章 を 学ぶ こと で 、 前 の 章 の 内 容 を より 深く 理解 で きる 」 と いう こと も よく あり ま 
す 。 そ れ ぞ れ の 章 を 1 度 読 ん だ だ け で は 完全 に 理解 で き な か っ た と し て も 、 と 
りあ え ぇ ず 疑 問 点 は 置い て 次 の 章 に 進ん で くだ さい 。 


代 最 初 か ら 、 す べ て の 章 を 理解 で き な く て も よい 

第 7 章 か ら 第 13 章 ま で の すべ て を 理解 し な けれ ば 、 オ ブ ジ ェクト 指向 を まっ 
た く 使 えな いわ け で は あり ませ ん 。 こ の 第 7 章 と 第 8 章 を 理 解 し て お け ば 、 最 
低 限 の オブ ジェ クト 指向 プロ グラ ミン グ は 可能 に な り ま す 。 第 10 13 章 で 紹 
介する 3 大 機能 は 、 マ スタ ー で きた も の か ら 少 し ずつ 使っ て いけ ば よい の で す 。 
と は いえ 、 カ プ セ ル 化 や 継承 の 基本 を 理解 し て いな いと プロ グラ ミン グ の 実務 
に 支障 が ある た め 、 本 書 で は 次 ペー ジ の 図 7-20 の よう な 学び 方 を お 薦め し ます 。 
まず は 次 ペー ジ 図 7-20 に ある 1 周 目 の 内 容 ま で を 理解 し て いれ ば 、 と りあ え 
ず オ ブ ジ ェクト 指向 を 用 いた 開発 が で きる で し ょ う 。 初 め て Java を 学習 する 人 
は 、 ま ず 1 周 目 の 部 分 を 理解 する こと を 目標 に し まし ょ う 。 

2 周 目 で は 、「 オ プ ジ ェ クト 指向 の 山場 」 で ある 12 一 13 章 に 挑み ます が 、 第 
12 章 に 入る 直前 に 、 こ の 第 7 章 を も う 一 度 読 み 返し て お く と 、 よ り 理 解 が 深 ま 


帆 | 


293 


294 


第 本 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


り ま す 。 

最後 の 3 周 目 で は 、 第 7 章 と 第 8 章 を 復習 し て オブ ジェ クト 指向 の 全体 像 と 
本 質 を 振り 返っ た 上 で 、 第 12 一 13 章 を 読み 返す こと に より 、 オ ブ ジ ェクト 指 
向 に 関す る 深く 実践 的 な 理解 を 得 ら れる だ け で な く 、「 さ ま ざ ま な も の を 自由 自 
在 に プロ グラ ム で 表現 で きる まで に 成長 し た 自分 自身 の 可能 性 」 に 気づく で し ょ 
う 。 そ の 段階 に な れ ば 、 き っ と オブ ジェ クト 指向 の 楽し さ の 磨 に な っ て いる は ず 


レベ ル 1 レベ ル 2 レベ 
Java 習 得 の レベ ル 者 9 高度 に 使え 
使う こと が で き 活躍 で きる 


図 7-80 本 書 が 推奨 する 学習 の 流れ (1 周 目 か ら 周 目 の 学び 方 ) 





オブ ジェ クト 指向 を は じ め よ う 


第 フ 草 の ま と め 


この 章 で は 、 次 の よう な こと を 学び まし た 。 


学習 方 法 の 違い 


・ 第 昌 部 で は オブ ジェ クト 指向 と いう 「 考 え 方 」 を 学ぶ た め 、「 文 法 」 を 学ん だ 第 | 
部 と は 学び 方 を 変え る 必要 が ある 。 

・ 第 中 部 で は イメ ー ジ を 重視 し 、 各 章 を 繰り 返し 学ん で いく こと で 、 ぼ ん や り 
と し た 理解 を 少し ずつ 明確 に し て いく 。 

・ 初め か ら オ ブ ジ ェクト 指向 の すべ て を マス ター する 必要 は な い 。 ま ず は 第 11 
章 ま で の 「1 周 目 」 の 達成 が 目標 。 


オブ ジェ クト 指向 の 概要 と 本 買 


・ オブ ジェ クト 指向 と は 、 ソ フト ウェ ア を 開発 する 際 に 用 いる 部 品 化 の 考え 方 。 

・ オ ブ ジ ェクト 指向 を 用 いる と 、 大 規模 で 複雑 な ソフ トウ ェ ア で あっ て も 、 ラ 
ク し て 、 楽 し く 、 良 いも の を 開発 で きる 。 

・ オブジェ クト 指向 の 本 質 は 、 現 実 世界 に お ける 「 登 場 人 物 と その ふる まい 」 を 、 
仮想 世界 に お いて も 「 オ ブ ジ ェクト た ちと その ふる まい 」 と し て 再現 する こと 。 

・ オ ブ ジ ェクト は 属性 と 操作 を 持つ こと と に よっ て 、 現 実 世界 と 同様 の 責務 を 果 
た す 。 

・ オ ブ ジ ェクト 指向 の 本 質 に 沿っ た 開発 を 支援 する た め に 準備 され て いる 「 カ プ 
セル 化 」 「 継 承 」「 多 態 性 」 な どの 機能 を 用 いた プロ グラ ム 開 発 は 、 第 10 章 て 第 
13 章 で 学ぶ 。 
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練習 問題 


線 習 問題 フー ee 
ATM、 券 売 機 、 ブ ログ な どの 他 に 、「 現 実 世界 の 人 間 の 活動 を プロ グラ ム で 機 

械 化 ・ 自 動 化し て いる も の 」 の 例 を 考え て 書き 出し て み ま し ょ う 。 

(ヒン ト 1) 現代 で は 「 機 械 が や る こと が 当たり 前 」 の こと も 、 昔 は 人 が 手 作 業 で 

や っ て いた こと が ほとん ど で す 。 

(ヒン ト 2) ATM や 券売 機 の よう に 「 見 た 目 が コン ピュ ー タ で は な いも の 」 の 中 で 

も プロ グラ ム は 動い て いま す 。 


次 の プロ グラ ム を 作る 場合 に 登場 する オブ ジェ クト (現実 世界 の 登場 人 物 ) に 
は どの よう な も の が ある か 、 自 由 に 考え て 書き 出し て み ま し ょ う 。 


③ 現 在 航行 中 の すべ て の 飛行 機 と 空港 を 管理 する 、 航 空 管制 シス テム 

② 国内 の 映画 館 を 選択 する と 、 そ の 映画 館 で の 上 演 映 画 と 、 そ の 主演 俳優 の 一 
覧 を 表示 し て くれ る プロ グラ ム 

③ 祭っ て いる 食材 を 入力 する と 、 膨 大 な レシ ピ の 中 か ら そ の 食材 を 使う 料理 を 
検索 し て くれ る プロ グラ ム 


ある 都市 の 観光 案内 所 に は 、 タ ッ チ パネ ル 式 の 「 観 光 案内 端末 」 が 設置 され て 
いま す 。 利 用 者 が 画面 か ら 希望 条件 を 入力 する と 、 オ スス メ の お 店 や 名 所 旧跡 の 
名 前 * 住 所 ・ 電 話 番号 ・ 解 説 を 提示 し て くれ ます 。 

この 観光 案内 端末 の 中 で 動く プロ グラ ム の 内 部 で は 、 さ ま ざ ま な オブ ジェ クト 
が 動作 し て いま す 。 そ こ で 以下 2 つの オブ ジェ クト が 持つ で あろ う 「 行 重責 任 」「 情 
報 保持 次 任 」 を 自由 に 考え 、 操 作 と 居 性 と し て 書き 出し て み ま し ょ う 。 


① 現 実 世界 の 案内 係 を 再現 し た 「 案 内 係 」 オ ブ ジ ェクト 
②③ 現実 世界 の お 店 や 名 所 | 旧跡 を 再現 し た 「 観 光 地 」 オ ブ ジ ェクト 


(ヒン ト ) オ ブ ジ ェクト に は 、 操 作 や 悦 性 だ け を 単独 で 持つ も の も あり ます 。 


オブ ジェ クト 指向 を は じ め よ う 


練習 問題 の 解答 


症 導 開 昌 269100 信 層 に enesosoS255coksaeaaoeasaSsameSososzo3ococrooo 
この 問題 に 対す る 解答 は 無数 に 考え る こと が で きま す の で 、 以 下 に が し た の 
は 解答 の 一 例 で す 。 


・ 電卓 の 中 に 入っ て いる プロ グラ ム は 、「 指 示し た と お り に すばやく 計算 を し て 
くれ る 人 」 を 機械 化 ・ 自 動 化 し た も の で す 。 

・ 電子 メー ル は 、 現 実 世界 の 「 手 紙 」 を 電子 化し た も の で あり 、 そ の メー ル を 配 
送 す る イン ター ネッ ト の シス テム は 「 郵 便 配送 の し くみ 」 を 機械 化し た も の で 
す 。 

・ ネ ッ ト シ ョ ッ ピ ング サイ ト は 、 現 実 世 界 の 「 商 店 」 を 電子 化し た も の で あり 、 
その プロ グラ ム は 従来 、 店 員 が 受け 持っ て いた 「 商 品 の 検索 依頼 ・ 注 文 依頼 ・ 決 
済 」 な ど を 自動 化し た も の で す 。 


この 問題 の 解答 も 無数 に 考え る こと が で きま す の で 、 以 下 に 示し た の は 解答 の 
例 で す 。 


①「 飛 行 機 」 オ ブ ジ ェクト 、「 空 港 」 オ ブ ジ ェクト 
③「 映 画 館 」 オ ブ ジ ェクト 、「 映 画 」 オ ブ ジ ェクト 、「 俳 優 」 オ ブ ジ ェクト 
③「 食 材 」 オ ブ ジ ェクト 、「 レ シ ピ 」 オ ブ ジ ェクト 、「 料 理 」 オ ブ ジ ェクト 


この 問題 の 解答 も 無数 に 考え る こと が で きま す の で 、 以 下 に 示し た の は 解答 の 
例 で す 。 


①「 指 定 条 件 に 基づい て 観光 地 を 検索 する 」 操 作 
④「 名 所 の 名 前 」 属 性 、「 名 所 の 住所 」 属 性 、「 名 所 の 電話 番号 」 属 性 、「 名 所 の 解説 」 
属性 


爺 で 


297 


イン スタ ンス と 
クラ ス 

前 章 で は 、 オ ブ ジ ェクト 指向 の 本 質 は 

「 現 実 世界 の 登場 人 物 と その ふる まい を 

コン ピュ ー タ 内 部 の 仮想 世界 で 再現 する こと 」 に ある と 学び まし た 。 
そこ で 第 8 意 で は 、 実 際 に Java で プロ グラ ム を 記述 し 、 


仮想 世界 に さま ざま な 登場 人 物 を 生み 出し 、 
活動 させ て いく た め に 必要 な 事柄 を 学ん で いき ます 。 


8.1 仮想 世界 の 作り 方 

8.2 クラ ス の 定義 方 法 

8.3 クラ ス 定 義 に よる 効果 
8.4 イン スタ ンス の 利用 方 法 
8.5 第 8 草 の ま と め 

8.6 練習 問題 

8.7 練習 問題 の 解答 
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押 当 言語 オブ ジェ クト を 生み 出す 手順 


第 7 章 で 学ん だ よう に 、 オ ブ ジ ェクト 指向 プロ グラ ミン グ で 開発 され た プロ 
グラ ム は 、 動 作 時 に 「 現 実 世 界 を マネ た 、 そ れ ぞ れ の オブ ジェ クト が 互い に 連携 
し て 動く 仮想 世界 」 を 形成 し ます 。 そ の よう に 考え る と プロ グラ マ の 仕事 は 以下 
の 2 つと いえ ます 。 


①④ 各 オブ ジェ クト が 負う べき 責務 を 考え 、 「 属 性 」「 操 作 」 の 種類 と 内 容 を 定義 する 。 
③② 宮 オ ブ ジ ェクト を 仮想 世界 に 生み 出し 、 動 か す 。 


へ 、 手順 と し て は 、① オ ブ ジ ェクト を 定義 し て 、② オ ブ ジ ェクト を 
1 生成 すれ ば いい の ね 。 


うてん 、 惜 し いね 。 厳密 に 言う と Java で は 「 オ ブ ジ ェクト は 定 
義 で き な い 」 ん だ 。 













Java で は 、 仮 想 世 界 の 中 で 動く 
オブ ジェ クト その も の を プロ グラ マ 
が 直接 定義 する こと は 許さ れ ま せ 衝 
ん 。 その 代わ り に プロ グラ マ は 、「 オ こと 
プ ジ ェ クト が 生み 出さ れる 際 に 用 い Ssecm 


られ る 、 オ ブ ジ ェクト の 設計 図 」 で ーー 
ある クラ ス を 定義 で きま す 。 je 





先ほど の 朝香 さん の 言葉 を 訂正 す 
る と 、① ク ラス を 定義 し て 、② そ の 
クラ ス に 基づい て オブ ジェ クト を 生 
成す る 、 が 正しい の で す ( 図 8-1)。 


1010100001 
11011110110 
000011010T0 
10000111011 


11011000001 





(2) ク ラス か ら オ ブ ジ ェクト を 生み 出す 


図 B-1 クラ ス の 定義 と オブ ジェ クト の 生成 


イン スタ ンス と クラ ス 


な る ほど 。 確 か 7 章 で も 「 開 発する の は クラ ス で 、 動 か す と き に 
オブ ジェ クト に な る 」 つ て 学ん だ わ ね (7.3.3 項 を 参照) 。 


で も 先輩 、 私 や っ ぱり 納得 が いき ませ ん 。 オ ブ ジ ェクト を 直接 
定義 で きた ほう が シン プル で いい じゃ な いで すか ? 








確か に その ほう が シン ブル だ ね 。 事 実 、 オ ブ ジ ェクト を 直接 定 
義 ・ 生 成 で きる 言語 も 存在 する 。 だ けど 「 ク ラス 定義 つ オ ブ ジ ェ 
クト 生成 」 と いう 方 式 に も メリ ッ ト は ある ん だ 。 







へ 
Ng 


な ぜ Java で は 「 オ ブ ジ ェクト 同士 が 連携 する 仮想 世界 」 を 作る た め に 、 わ ざわ 
ざ 「 ク ラス を 定義 し て 、 そ の クラ ス か ら オ ブ ジ ェクト を 生成 する 」 と いう 複雑 な 
手順 を 踏ま な けれ ば な ら な い の で し ょ うか 。 そ の 答え に 辿り 着く た め に 、 私 た ち 
は 「 オ ブ ジ ェクト を 大 量 に 作る 必要 が ある 状況 」 を 想像 し な けれ ば な り ま せん 。 

た と えば 銀行 で 「 す べ て の 口座 情報 の 複雑 な 統計 を 計算 する プロ グラ ム 」 が 動 
く と き 、 そ の 仮想 世界 に は 何 個 の 「 口 座 」 オ ブ ジ ェクト が 必要 で し ょ うか ? 口座 
が 1.000 ある な ら 1.000 個 の オブ ジェ クト を 生み 出す 必要 が ある か も し れ ま せ 
ん 。 そ の 1,000 個 の 口座 オブ ジェ クト それ ぞ れ に 対し て 、「 属 性 と し て 、 残 高 ・ 名 
義人 ・ 開 設 日 が あっ て …」 と いう 定義 を 繰り 返す 必要 が ある と し た ら 、 そ れ を 作る 
プロ グラ マ の 作業 は 膨大 な も の に な り ま す 。 

そこ で クラ ス の 登場 で す 。「 悦 性 と し て 、 残 高 ・ 名 義人 ・ 開 設 日 が あっ て …」 と い 
う 定 装 を し た 「 口 座 タ ラス 」 を 1 度 作 っ て お け ば 、 こ の クラ ス か ら 100 個 で も 1.000 
個 で も 必要 な 数 だ け オ ブ ジ ェクト を 生み 出す こと と が で きる の で す 。 た と えば 振り 
込み を 受け 付け る 「Uketsuke クラ ス 」 を 1 つ 準 備 し て お け ば 、 複 数 の 受付 係 を 生 
み 出 し て 、「 並 行 し て 振り 込み 依頼 を 受け 付け る 」 プ ログ ラム を 作る こと も で きま 
す (次 ペー ジ の 図 8-2)。 
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図 8B-2 1 つの クラ ス を 定 
去 し て お け ぼ ば 、 何 個 で も オ 
プ ブ ジ ェクト を 生成 で きる 


クラ ス っ て 、 プ ラ モ デ ル 工 場 に ある 「 金 型 」 と 同じ と 考え れ ば い 
いで すか ? 元 と な る 金 型 を 1 個 作 っ て お いて 、 そ こ に プラ スチ ッ 
ク を 流し 込ん で 、 同 じ プ ラ モ デル を 大 量 に 製造 する ん で す 。 






うん 。 わ か りや すい た と え だ ね 。 


ここ で 改め て 意識 し て ほし い の は 、 ク ラス と オブ ジェ クト は まっ た く 違 う も の 
で ある と いう 点 で す 。 プ ログ ラム の 動作 時 に 仮想 世界 の 中 で 活躍 する の は 「 オ ブ 
ジェ クト だ け 」 で あっ て 、 そ の 人 金 型 で ある クラ ス が 仮想 世界 で 活動 する こと は 基 
本 的 に あり ませ ん 。「 受 付 係 の 金 型 」 が 挨拶 を し た り 振り 込み を 受け 付け る こと は 
な い の で す 。 


拓 当 話 動 オブ ジェ クト と いう 用 語 の あい まい ぐさ 

実は 、 実 際 の 開発 現場 に お ける 技術 的 な 会 話 や 文章 の 中 で 単に 「 オ ブ ジ ェクト 」 
と いう 表現 が 用 いら れる 場合 、「 金 型 か 、 そ の 人 金 型 か ら 生 まれ た 実体 か を 厳密 に 区 
別 し な い (会 話 の 都合 上 、 ど ちら で も いい )」 こ と が あり ます 。 つ まり 、「 オ ブ ジ ェ 


クト 」 と いう 用 語 は 、 と きど き ク ラ 
ス の こと を 指し て 使わ れる こと も あ 
る 、 か な りあ いま いな も の な の で す 。 

も し 、「 金 型 で は な く 、 そ の 型 か 
らち 生み出さ れ た 仮想 世界 で 活動 する 
実体 」 を 厳密 に 示し た い 場 合 は 、 イ 
ンス タン ス (instance) と いう 用 語 を 
用 いま す 。 ま た 、 ク ラス か ら イ ンス 
タン ス を 生成 する 行為 を イン スタ ン 
ス 化 (instanciation) と 表現 する こと 
も あり ます 。 本 書 で も 以降 、 オ ブ ジ ェ 
クト の こと は 極力 イン スタ ンス と 表 
現し ます ( 図 8-3)。 


イン スタ ンス と クラ ス 


図 B-3 クラ ス ・ イ ンス タン ス ・ オ ブ ジ ェクト と い 
う 用 語 の 関係 


いい 





Hero ク ラス SSN、 


” ヘ ペン 


クラ ス と イン スタ ンス は 
オブ ジェ クト と 呼ば れる こと も ある 


《⑲ イン スタ ンス と クラ ス の 関係 


仮想 世界 で 活動 する の は 「 イ ンス タン ス 」 で あり 、 そ の イン スタ ンス を 生 
み 出 す た め の 金 型 が 「 ク ラス 」 で ある 。 


千 当 反動 プロ グラ ム に 登場 する 2 種類 の クラ ス 


@) 
や っ た 一 ! 勇者 クラ ス と 、 お 化け キノ コク ラス を 作る ん で す よ 
ね ? 


いや 、 実 は も う 1 つ ク ラス を 作る 必要 が ある ん だ 。 


それ で は いよ いよ 、 第 7 章 で 登場 し た 「 勇 者 と お 化け キノ コ の 
戦い 」 プ ログ ラム を 作っ て いこ う 。 
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第 7 章 で 紹介 し た 「 勇 者 
と お 化け キノ コ の 戦い 」 を 
プロ グラ ム に する に あたっ 
て 、 ま ず 必 要 な も の と し て 、 
勇者 (Hero) クラ ス と お 化 
け キ ノコ (Matango) クラ 
ス は すぐ に 思い つく で し ょ 
う ( こ れ ら の クラ ス は 「 現 
実 世界 の 登場 人 物 に 対す る 
金 型 」 で す の で 、 以 後 「 登 
場 人 物 の クラ ス 」 と 表現 し 
ます )。 

し か し 、 こ の よう な 「 登 
場 人 物 の クラ ス 」 だ け で は 
プロ グラ ム は 動き まま せん 。 
クラ ス か ら 生 み 出 され た 田 
者 や お 化け は キノコ の イン ス 
タン ス は 、 誰 か か ら 指 示 ( 操 
作 の 呼び 出し ) を も ら う こ 
と で 責任 を 果たす た め に 動 
く の で 、 こ の 2 人 だ け を 
開発 し イン スタ ンス 化し て 
も 、 い わ ゆ る 「 指 示 待 ち 状 
態 」 に な っ て し まう の で す 
( 図 8-4)。 

そこ で 勇者 と お 化け キノ 





呼び 出さ れれ ば 、 呼び 出さ れれ ば 、 
操作 「 戦 う 」 や 操作 「 戦 う 」 や 
操作 「 眠 る 」 が 動く 操作 「 逃 げ る 」 が 動く 


図 8-4 勇者 や お 化け キノ コ に 指示 を 送る 人 が 誰 も いな い 


main メ ソ ッ ド 
勇者 よ 、 戦 え ! 
お 化け キノ コ よ 、 逃 げろ ! 





図 B-5 勇者 や お 化け キノ コ に 指示 を 送る main メソ ッ ド 


コ を 作っ た 私 た ち 「 神 様 」 が 、 こ の 2 人 の 登場 人 物 に どの よう に 動く か を 指示 し 
て いく 必要 が あり ます 。 私 た ち 神 様 の 指 夫 で ある 「 天 の 声 」 は 、main メソ ッ ド と 


し て 記述 し ます ( 図 8-5)。 


た だ 単に main メソ ッ ド を 記述 し た い だ け だ と し て も 、 メ ソ ッ ド は クラ ス の 中 
に 作る と いう Java の ルー ル を 守る 必要 が あり ます 。 よ っ て 、Main な どの 適当 な 
名 前 で クラ ス を 1 つ 作 り 、 そ の 中 に main メソ ゾ ッ ド を 作る こと に な り ま す 。 


イン スタ ンス と クラ ス 


リス ト 8-1 main メソ ッ ド を 作る 
| public class Main { 
2 public static void main(String[] args) [ 
3 // (以下 の 内 容 を 9ava で 記述 し て いく ) 
4 // 勇 考 よ 、 こ と の 仮想 世界 に 生ま れ よ ! 
5 // お 化け キノ コ よ 、 こ の 仮想 世界 に 生ま れ よ ! 
6 // 勇者 よ 、 戦 え ! 
7 // お 化け キノ コ よ 、 逃 ば ろ ! 
8 』 
に 


そし て 、 以 下 の よ うに し て Main クラ ス の main メソ ッ ド を 起動 し ます 。 


>]ava Main 





これ で 、 勇 者 や お 化け キノ コ が 仮想 世界 で 動き 出し ます 。 





原理 的 に は 、 勇 者 クラ ス や お 化け キノ コク ラス の どちら か の ク 
ラス の 中 に main メソ ッ ド を 同居 させ る こと も で きる 。 し か し 、 
コー ド が わか り に くく な っ て し まう た め 、Main クラ ス の よう に 
独立 し た クラ ス を 準備 し て 、 そ の 中 に 作る こと を お 薦め する よ 。 







ーー 
に 






この Main クラ ス だ け は 「 現 実 世 界 の 登場 人 物 を 横 し た も の で は な い 」 で すし 、 
イン スタ ンス 化し て 利用 する も の で も あり ませ ん 。 あ くま で も 仮想 世界 の 神様 と 
し て 、 そ れ ぞ れ の 登場 人 物 を 生み 出し 、 そ れ ら に 対し て 指示 を 出す こと が 役割 で 
す ( 本 書 で は 、 こ の よう な クラ ス を 「 神 様 の クラ ス 」 と 表現 し ます )。 プ ログ ラム 
を 作る 場合 に は 、「 登 場 人 物 の クラ ス 」 と 「 神 様 の クラ ス 」 の 2 種類 を 作る 必要 が 
ある こと を 意識 し て お きま し ょ う 。 


板 O 


305 


第 本 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


306 


《② Java プロ グラ ム の 組成 に 必要 な クラ ス た ち 
・main メソ ッ ド を 含む 、1 つの 「 神 様 の クラ ス 」 
・ 現 実 世界 の 登場 人 物 を 模 し た 、 覆 数 の 「 登 場 人 物 の クラ ス 」 


た と えば 「 勇 者 と お 化け キノ コ の 戦い 」 で は 、 次 の 図 8.6 の よう に 最低 で も 3 
つの クラ ス の 開発 が 必要 に な る で し ょ う 。 





図 B-B プロ グラ ム 「 勇 者 と お 化け キノ コ の 戦い 」 全体 の 構図 


以降 の 解説 で は 、 そ の 進行 に 従っ て 扱う タラ ス が 変わ っ て いき ます 。 そ の 際 に 
は 「 琶 場 人 物 タ ラス 」 の 解説 な の か 、「 神 様 ク ラス 」 の 解説 な の か を 意識 し な が ら 
読み 進め る の が スム ー ズ な 理解 の ポイ ント で す 。 


イン スタ ンス と クラ ス 


クラ ス の 定義 方 法 


佑 王 和 遼 登場 人 物 ク ラス の 作り 方 


それ で は 、Hero や Matango クラ ス 
を 作る た め に 、「 ク ラス の 定義 方 法 」 を 
学ん で いき まし ょ う 。 前 節 で 学ん だ よ 
うに 、 ク ラス に は 「 ど の よう な 層 性 や 
操作 を 持っ て いる か 」 を 記述 し て いき ま 
す 。 現時点 で 私 た ち が 思 い 描 いて いる 
「 勇 者 カラ ス が 持つ べき 届 性 や 操作 」 は 、 
有 の 図 8B-7 の よう な も の で す 。 

な お 、 こ の 図 の よう に 、 あ る クラ スズ ス の 設計 内 容 を 上 か ら 「 ク ラス 名 」「 層 性 」「 操 
作 」 の 一 覧 と し て 並べ る 書き 方 は 、 ク ラス 図 (class diagram) と いう 設計 図 の ルー ル 
に 準じ た も の で す 。 ク ラス 図 は 世界 共通 の 設計 図 と し て 定義 され た UML(Unifed 
Modeling Language) で 定め られ て いる 図 の 1 つ で す 。 こ の 基本 設計 に 基づき 、 実 
際 に Java で プロ グラ ム を 書い て いく と 以下 の よう な コー ド に な り ま す 。 





図 8- プ 勇者 クラ ス の 胡 本 設計 


リス ト 8-2 Hero クラ ス を Java の コー ド で 表し た も の 
| public class Hero { 


2 Strinq namei 
上 iat hp トーーーーーー (eo) 


4 。 void attack() {…) 

5 void rumn() 

6 void sit(int sec) 人 -…} 
7 void slip() 人 

8 。 void sleep() […) 


爺 oo 
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ここ か ら は 、「 ク ラス 名 」「 選 性 」「 操 作 」 が 、 ど の よう に し て コー ド に 書き 換 わ っ 
た か 、 順 を 追っ て 説明 し まし ょ う 。 


思 :E 正 衝 クラ ス の 宣言 方 法 


クラ ス の 宣言 文法 自体 は 、 第 部 で 学習 し た も の と 変わ り ま せん 。class キー 
ワー ド を 使い ます 。 次 の リス ト 8-3 は 中 身 の な い 空 の Hero クラ ス を 作っ て みた 
も の で す 。 


リス ト 8-3 中 身 の な い 空 の Hero クラ ス を 作成 








] public class Hero ( 


2 } 






第 1 章 で 学習 し た 「Java の ファ イル 名 の 約束 事 」 (1.2.1 項 ) に 2 
い 、 と この 場合 の ファ イル 名 は Herojava に する 必要 が ある こと 
を 忘れ な いよ うに ね 。 





全 
いい プ 


結 穫 到 動 属性 の 宣言 方 法 


図 8-7 に 示し た クラ ス 図 に よれ ば 、 勇 者 は 「 名 前 」 と 「HP」 の 2 つの 層 性 を 持っ 
て いま す 。 そ こ で 、 こ れ ら の 居 性 に つい て 、 プ ログ ラム で 使用 する 変数 の 名 前 と 
型 を 考え ます 。 名 前 は 文字 列 で すか ら String 型 で すね 。 同 様 に HP は 数 値 で す の 
で int 型 に な り ま す 。 


【 名 前 】 name (String 型 ) 
【HP】 hp(int 型 ) 


これ ら の 変数 を 、 リ スト 8-3 の Hero クラ ス の ブロ ッ ク 内 に 宮 言 し た も の が 次 
の コー ド で す 。 


イン スタ ンス と クラ ス 


リス ト 8-4 Hero クラ ス に 名 前 と HP を 変数 と し て 宣言 





Hero.jaVa 


| public class Hero { 

2 String name: // 名 前 の 宣言 
3 int hp: // HP の 宣言 
4 


上 記 の よう に クラ ス ブ ロ ッ ク 内 に 宮 言 され た 変数 を 、Java で は 特に フィ ー ル 
ド (field) と いい ます 。 こ れ で 、name と hp どい う 2 つの フィ ー ル ド の 宣言 が 完 
了 し た わけ で す 。 


POPPELUUUTTELUTUUUTPUUUUELUULLLULLULLLLULLLLULLELLLLLLUUULLLLUULLLUCULLLLPULUULLLPDLLEELLLLLLLLLLLSLLSLSELGLL 


《) フィ ー ル ド の 宣言 
属性 を 宣言 する に は クラ スプ ブロ ッ ク の 中 に 変数 宣言 を 記述 する 。 


爺 o 





全 義 王 午 属性 の 初期 値 指定 と 定数 フィ ー ル ド 
と ころ で 、 次 の よう に フィ ー ル ド 宮 言 と 同時 に 値 の 代入 も 行う よう 記述 し て お 
く と 、 そ の フィ ー ル ド の 初期 値 を 設定 する こと が で きま す (1.3.4 項 を 参照 )。 


リス ト 8-5 フィ ー ル ド を 宣言 する と 同時 に 初期 値 も 設定 


] pub]ic class Matango { 


2 int hp 


3 int 1eve] = 10: お 化け キノ コ の レベ ル に 初期 値 10 を 
Ski 設定 し た 


4 


さら に 、 フ ィ ー ル ド 宮 言 の 先頭 に nal を 付け る と 、 値 を 書き 換え る こと の で 
き な い 定数 フィ ー ル ド に な り ま す (1.3.5 項 を 参照 )。 な お 、 定 数 フィ ー ル ド の 名 
前 は 一 目 で それ と わか る よう に 大 文字 で 記述 する こと が 推奨 され ます 。 
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リス ト 8-6 フィ ー ル ド を 定数 と し て 宣言 


] 
public class Matango { atandOoJ 
int hp: 


fina] int LEVEL = 10: フィ ー ル ド LEVEL は 
| 1 sss | 10 で 固定 


細江 E 王 探 作 の 宣言 方 法 


で は 次 に 、Hero クラ ス に 「 操 作 」 を プロ グラ ミン グ し て いき まし ょ う 。 と は いえ 、 
クラ ス 図 の すべ て の 操作 を 一 度 に 作る こと は 大 変 な の で 、 ま ず は 「 眠 る 」 操 作 だ 
け を 作り ます 。「 損 作 」 を プロ グラ ミン グ す る に は 、 ま ず 「 操 作 の 名 前 」「 操 作 する 
と き に 必要 な 情報 の 一 覧 」 「 操 作 の 結果 と し て 指示 元 に 返す 情報 」「 処 理 内 容 」 の 4 
つ を 考え る 必要 が あり ます 。 上 内 体 的 な 要素 と し て は 以下 の よう に な り ま す 。 


【 名 前 】 sleep 

【 必 要 情 報 】 な し 

【 結 果 】 な し 

【 処 理 内 容 】「 眠 っ た 後 は HP が 100 に 回 復 する 」 


これ ら を Hero クラ ス の クラ ス ブ ロ ッ ク 内 に 記述 する と 次 の よう に な り ま す 。 
リス ト 8-7 「 眠 る 」 操 作 に 含ま れる 要素 を 記述 
public class Hero ( トー リュ 


Str1nq namer 


int hp 






void sleep() [ 


System.out.println(this.name +" は 、 明 つて 回 復 し た ! 『%) : 


] 
] 自分 自身 の name フィ ー ル ド 
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これ 、 第 | 部 で も 使っ て いた 「 メ ソ ッ ド 」 じ ゃ な いで すか ? 


そう だ よ 。 オ ブ ジ ェクト 指向 で は 、 あ る 登場 人 物 の 操作 を 定義 ア ペ 
する た め に メソ ッ ド を 使う ん だ 。 いと プ 





メソ ッ ド 内 部 の 「this.hp」 や 「thisname」 は 初め て 見 る 記述 で すね 。this と は 特別 
に 準備 され た 変数 で 、「 自 分 自身 の ひ イ ンス タン ス 」 を 意味 し て いま す 。 ま た 、 ド ッ 
ト ( 〇 ① に は 、 日 本 語 で いう 「 の 」 と 同じ 意味 が あり ます の で (G6.1.2 項 )、「this.hp = 
100:」 は 、「 自 分 自身 め ひ イ ンス タン ス の hp フィ ー ル ド に 100 を 代入 」 と いう 意味 
に な り ま す 。 これ で 、Hero クラ ス に sleep() メソ ッ ド を 宮 言 する こと が で きま し た 。 


this は 省略 し な いで ! 


同じ クラ ス 内 の フィ ー ル ド へ の アク セス の 場合 、「this.」 を 省略 し て も 
動作 し ます 。 た と えば 「this.hp = 100:」 と 「hp = 100:」 は 同じ 動作 で す 。 
し か し 、 ロー カル 変数 や 引数 に も 同じ hp と いう 名 前 の 変数 が ある 場合 、 
そちら が 優先 され て し まう な ど 予 想 外 の 動作 に な る 可能 性 が あり ます 。 
フィ ー ル ド を 用 いる と き に は 明示 的 に this を 付け る よう に し まし ょ う 。 





結 王 正答 クラ ス 名 と メン バ 名 の ルー ル 


クラ ス 名 、 フ ィ ー ル ド 名 、 メ ソ ッ ド 名 は それ ぞ れ 、 基 本 的 に 識別 子 の ルー ル 
(1.3.2 項 ) を 満た し て いれ ば 自由 に 決め る こと が で きま す 。 し か し 、 実 際 に は 次 
の よう な 人 慣例 に 従っ て 名 前 を 付け る こと が 望ま し いと され ます 。 


PS 


ヒロ 還 7PCOrT2LDPSS) 
最初 以外 の 単語 の 頭 が 大 文字 。 | atack、fndWeakPoint 
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クラ ス 定 義 の まとめ 


ここ まで 、Hero クラ ス を 題材 に クラ ス の 定義 方 法 を 学び まし た 。 ク ラス を 定 
義 す る に は 、 ま ず 「 属 性 」「 操 作 」 の 一 覧 を クラ ス 図 に まとめ 、 そ れ を Java の コー 
ド に 置き 換え て 「 フ ィ ー ル ド 」 と 「 メ ソ ッ ド 」 と し て 記述 し て いき ます ( 図 8-8)。 


| 畔 | 図 8B-B8 クラ ス 図 に まとめ た 設計 を コー ド に 落と し 込む 


名 前 public dlass Hero( 
HP Srmmg 1 
工 る 

座る 

転ぶ 


yold runl(… 





透 げ る 


この 考え 方 に 沿っ て 、 勇 者 クラ ス に 「 座 る 」「 逃 げ る 」 「 転 尿 」 メ ソ ッ ド を 追加 し 
た も の が 次 の コー ド で す 。 


リス ト 8-8 メソ ッ ド 「 座 る 」「 逃 げ る 」「 転 ぶ 」 を 追加 


public class Hero { 
Str1ng namei 
int hpi 
void sleep() [ うーーーー[(:eep メッ ッ ド ] 
this.hp = 100。 


System.out.println(this.name + "は 、 上 っ て 回 復 し た ! 『) 


何 秒 座る か 引数 で 受け 取る 
void git(int sec) { | 
this.hp += sec: 座る 秒 数 だ け HP を 増やす 


System.out .print]n 
(this.name + "は 、" + gec +『" 秒 座っ つた! 『): 
System.out .println("WHP が " + sec + 『 ボ イン ト 回 復 し た .『") : 
] 
void slip() { 
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逃げ る (run メソ ッ ド ) 
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クラ ス 定 義 に よる 効果 


幼 王 晶 世 クラ ス 定 義 に よっ て 可能 に な る ら 2 つの こと 


前 節 で 私 た ち は 、Hero クラ ス を 定義 むせ る こと が で きま し た 。 こ の よう に 、 あ 
る クラ ス を 定義 むす る こと に よっ て 、Java 言語 で は 2 つの こと が 可能 に な り ま す 。 

1 つ 目 は 「 そ の クラ ス に 基づい て 、 イ ンス タン ス を 生成 で きる よう に な る 」 こ と 
で す 。 私 た ち は 、 そ も そ も イ ンス タン ス を 生成 する た め に 、 わ ざわ ざ ク ラス を 作っ 
て きた わけ で すか ら 、 当 然 の こと と で すね 。 

2 つ 目 は 「 そ の クラ ス か ら 生 まれ た イン スタ ンス を 入れ る 変数 の 型 が 利用 で き 
る よう に な る 」 こ と で す 。 た と えば 、Hero クラ ス を 定義 する と Hero 型 の 変数 が 
利用 で きる よう に な り ま す 。 こ の よう に 、 ク ラス を 定義 する こと で 利用 可能 に な 
る 型 の こと を クラ ス 型 (class type) と いい ます 。 


人 が RS Hero 型 ? 変数 っ て 、 数 字 と か 文字 列 と か を 入れ る た め の も の で 
ゆ 操 5 


そもそも イン スタ ンス を 変数 に 入れ る こと な ん て ある ん で す 
1 の 


1 初め て 学ぶ こと だ か ら 、 多 少 の 混乱 も 無理 は な いね 。 で は ちょ っ 
い プ と 腰 を 据え て 解説 し よう 。 


還 王 王 動 クラ ス 型 変数 と は 


人 ム まず は 湊 く ん の 疑問 に 答え よう 。 そ も そ も Hero 型 の 変数 っ て 
いこ リウ どん な 変数 を の か 、 だ ね 。 
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Java で 扱う すべ て の 変数 は 必ず 何ら か の 型 (type) を 持っ て いま す 。 今 まで 利用 
し て きた 「 整 数 を 入れ る た め の int 型 」 や 、「 文字 列 を 人 人 れる た め の Suring 型 」 は 、 
Java が 標準 で 準備 し て お り 、 い つ で も 使え る 型 で し た 。 そ れ に 加え 、 た と えば 
Hero クラ ス を 定義 むす る こと で 「Hero クラ ス か らち 仮想 世界 に 生み 出さ れ た イン ス 
タン ス を 人 和信 れ る こと が で きる Hero 型 」 が 使え る よう に な り ま す 。 つ まり 、 ク ラス 
を 定義 すれ ば Java で 利用 可能 な 型 の 種類 は どん どん 増え て いく の で す ( 図 8-9)。 





クラ ス Hero を クラ ス Sword を 
定義 し た ら 定義 し た ら 








最初 か ら 使え る 型 追加 で 使え る よう に な る 型 


図 8-9 Java で 利用 で きる クラ ス た ち 。 新 た な クラ ス を 定義 する こと で 、 そ の 型 も 
利用 で きる よう に な る 


クラ ス 型 変数 を 準備 する 方 法 は 、int 型 や Sring 型 と 同じ で す 。 


爺 o 


リス ト 8-9 





] Hero hi 


この Hero 型 の 変数 h に は 、 ま だ 勇者 イン スタ ンス は 入っ て いま せん 。 実 際 に 
は h に 「 仮 想 世界 に 生み 出し た 勇者 の イン スタ ンス 」 を 代入 し て 利用 し て いき ま 
す 。 イ ンス タン ス は 通常 、 ク ラス 型 変数 に 入れ て 利用 する の で す ( 図 8-10)。 


仮想 世界 に 生み 出さ れ た 後 、 


図 8-10 変数 に 入れ て 利用 され 
変数 hi に 入れ られ た イン スタ ンス 


る イン スタ ンス 
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第 本 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


因 E 正 王 クラ ス 型 変数 が 必要 な 理由 


そもそも 、 な ぜ Hero 型 の よう main メ ソ ッ ド 
な 型 に イン スタ ンス を 代入 する 必 | | ? | の 筋 者 眠れ ! | 
要 が ある の で し ょ うか ? 次 の よ 
うな ケー ス を 想像 すれ ば 、「 な ぜ 
Java に は イン スタ ンス を 入れ る ( 


た め の 変 数 の 型 (= ク ラス 型 ) が 
必要 で 、 ク ラス を 定義 する こと に 
より 利用 で きる よう に な る の か 」 
を 理解 で きる で し ょ う 。 

図 8-11 を 見 て くだ さい 。 こ れ 
は 定義 済み の クラ ス Hero か ら 2 
の 還 守 2 和 あ デ 多 宇 区 出し 図 B-1 1 ら つ の 同名 イン スタ ンス を 、 ど の よう に 識 
た も の で す が 、 ど ちち も 同じ 「 ミ 別 す る の か ? 

ナ ト 」 と いう 名 前 で 、HP も 同じ く 
100 で す 。 で は 、 こ の 図 の 右側 に いる 勇者 ミナ ト に 「 眠 れ 」 と いう 指示 を 送る に は 、 
どの よう に プロ グラ ム を 記述 すれ ば よい で し ょ うか ? 

紙面 で は 「 右 の ミナ ト 」「 左 の ミナ ト 」 と 表現 する こと が で きま す が 、 仮 想 世界 
の 中 で は 2 人 の 勇者 を 識別 する 方 法 が な いた め 、 指 示 を 送 ろ うに も 相手 を 特定 
する こと が で きま せん 。 し か し 、 も し 2 人 の 勇者 が 、 そ れ ぞ れ 変 数 h1 と h2 に 入っ 
て いる と し た ら 問 題 は 解決 し ます 。「h2 の 勇者 に 眠れ と いう 指示 を 送る 」 と プロ 
グラ ム を 書け ば よい の で す 。 





PUUUUUTUUUUUUUUUUUILUUULUUUULUUUUUUULUUUULLUUULULUULLUULULULLLLLLLULULLUULLULULULUULULULLLULLLLLLLLSLUULLLLLLLLLLLLLLSLSS 


《 クラ ス 型 変数 を 用 いる 理由 


仮想 世界 内 に 複数 存在 し うる 同名 イン スタ ンス の 中 か ら 、 特 定 の 1 つの 
イン スタ ンス を プロ グラ ム 的 に 識別 する た め 。 


イン スタ ンス の 利用 方 法 


佑 列 世 「 神 様 の クラ ス 」 の 作り 方 


Hero クラ ス が や っ と 完成 し まし た 。 で も Main クラ ス を 作ら な 
ひで 


Hero クラ ス だ け で は プロ グラ ム は 動き ませ ん 。 男 者 に 指示 を 出す 「 天 の 声 」 が 
必要 だ か ら で す (8.1.4 項 を 参照 )。 そ こ で 、 こ の 分から は 、「 神 様 の クラ ス 」 で あ 
る Main クラ ス ( テ main メソ ッ ド ) を 作っ て いき ます 。Main クラ ス の 大 ま か な 8 
形 は 次 の よう な も の に な り ま す 。 意 


リス ト 8-10 「 神 様 の クラ ス 」 を 作る 
| public class Main { 


っ 。 pub1ic static yoid main(String[] args) { 


3 ここ に プロ グラ ム の 中 身 を 書い て いく 


ビ 。] 
ーー 


それ で は 、main メソ ッ ド の 中 に 、 以 下 の よ うな 内 容 を プロ グラ ミン グ し て い 
きま し ょ う 。 


1. 仮想 世界 に 勇者 を 生み 出す 
2. 生み 出さ れ た 勇者 に 、 最 初 の HP と 名 前 を 設定 する 
3. 勇者 に 「5 秒 座れ 」「 転 べ 」「25 秒 座れ 」「 逃 げろ 」 と 指示 を 出す 
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結 贅 正答 イン スタ ンス の 生成 方 法 


で は 、 仮 想 世界 に 勇者 を 生み 出す た め に 、「 イ ンス タン ス の 生成 方 法 」 に つい て 
学び まし ょ う 。 通 常 、Hero クラ ス と いう 人 金 型 か ら 実 体 の ある イン スタ ンス を 生 
成す る に は 次 の よう に 記述 し ます 。 


クウ イン スタ ンス の 生成 
クラ ス 名 変数 名 = new クラ ス 名 (): 


PUUUUTELUUUUUUUUUUUUUUULUUUUUUUUUUUUUUULUUUUUUUULUUULLULLULLUUULULLLULUUUUUULUUULUULLULLLULLLUULUUULLUULUUUULUUULULLUULUULLN 


この 文法 に 従っ て 作成 し た Main クラ ス は 次 の よう に な り ま す 。 


Hero クラ ス か ら イ ンス タン ス を 
生成 し 、 変 数 h に 入れ る 





ここ で 実際 に イン スタ ンス を 生成 し て いる の は 、 右 辺 の 「new Hero()」 と いう 
部 分 で あり 、「=」 に よっ て 生成 し た イン スタ ンス を Hero 型 変数 h に 代入 し て い 
ます (この 過程 の 詳細 は 、 次 章 の 9.1 節 で 説明 し ます )。 

な お 、 上 記 の 例 は 1 行 で 書い て いま す が 、「Hero h:」 「h = new Hero():」 の 2 行 
に 分 け て 記述 し て も 、 ほ ば ぼ 同 じ 意 味 で す 。 


これ で 図 8-10 (p.315) の 状態 に た っ た わけ ね 。 


イン スタ ンス と クラ ス 


佑 穫 中 動 イン スタ ンス の フィ ー ル ド 利 用 


生み 出さ れ た ば か り の 勇者 h に は 、HP も 名 前 も まだ あり ませ ん の で 、 そ れ ぞ 
れ の フィ ー ル ド に 値 を 代 人 人 し て あげ まし ょ う 。 勇者 h の フィ ー ル ド に 値 を 代入 
する に は 次 の よう な 文法 を 使い ます 。 


ク フィ ー ル ド へ の 値 の 代入 
変数 名 . フィー ルド 名 = 値 : 


POUUUTDUUULUUUUELULLLUUULUUULLLUUUULLUUULULUUULUULELULLULLLLLUULLUUULLLLULLULLULLLULLLLLLULUULLULLLLUULLLLL 


フィ ー ル ド 値 を 取得 する に は 、 単 に 「 変 数 名 . フ ィ ー ル ド 名 」 と 記述 し ます 。 こ 
こま で の 内 容 を 用 いて main メソ ッ ド を 改良 し た も の が 次 の コー ド で す 。 





に 3 
章 

リス ト 8-12 

1 public class Main { 

2 。 public static void main(8tring[] args) { 

3 // 1. 勇 者 を 生成 

4 Hero h = new Herol : 

5 // 2. フ ィ ー ル ド に 初期 値 を セッ 

Per 

8 System.out . Eh + h.name + "を 生み 出し まし た ! 


9 1 
の 


イン スタ ンス の メソ ッ ド 呼び 出し 


それ で は 、 い よい よ 男 者 の 冒険 の 始ま り で す 。 さ ま ざ ま な 指示 を 勇者 に 送り ま 
し ょ う 。 この 「 指 示 」 は 、 実 際 に は 「 メ ソ ッ ド 呼び 出し 」 と いう 形 で 実現 し ます 。 
319 


第 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


リス ト 8-13 


] public class Main { LManjave | 
2 public static void main(String[] args) { 

3 // 1. 勇 者 を 生成 

4 Heroh = new Hero(): 

5 // 2. フ ィ ー ル ド に 初期 値 を セッ ト 

6 h.name = "ミナ ト !: 

と / h.hp = 100: 

8 System.out.println(" 勇 者 " + h.name + "を 生み 出し まし た ! 『) : 

9 // 13. 勇者 の メソ ッ ド を 呼び 出 し て ゆく 


10 h.sit(5) ーーーーーー (5 秒 卒 れ ] 


11 h.s1ip(): 


1 hgit(25), サ ーーー 25 移 麻 れ 】 
13 prun() 一 (※ り る ) 

14 ] 8 

15 } 
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お お ! ゲー ム ら し く な っ て きま し た ね ! 
お 化け キノ コ も 生み 出せ ば 図 8-5 (p.304) の よう な こと も で き 
る よ 。 いし プ 


ここ で ぜひ 着目 し て も らい た い の は 、 こ の main メソ ッ ド の 内 容 が 「 ま る で 冒 
険 物語 の シナ リオ 台本 みた い 」 で わか りや すい 点 で す 。 も し オブ ジェ クト 指向 を 
学習 する 前 の 私 た ち で あれ ば 、 こ の 画面 出力 結果 を 得る た め に 、main メソ ッ ド 
の 中 に いく つも の HP 計算 処理 や System.outprintIn() 呼び 出し を 繰り 返し 並べ 
て いた こと で し ょ う 。 た と えば 次 の よう な プロ グラ ム で す 。 


欄 


リス ト 8-14 オブ ジェ クト 指向 で な い 方 法 で 作っ た プロ グラ ム 


] public class Main { 
2 puplioc static void main(String[] args){ 
3 int yusha hp = 100: 
4 int matango1 hp = 50, 
5 int matango2 hD = 48』 
6 String yusha name = "ミナ トリ!」 
7 13nt matangol1 1evel = 10: 
8 int matango2 1eve] = 10: 
9 System.out.println(yusha name + "は 5 秒 座っ た !『) : 
19 YUSha BDP += 5: 
11 System.out.println(WHP が 5 ポイ ント 回 復 し た !『) : 
13 : 
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13 に 
14  } 


リス ト 8-13 を も う 一 度 眺め て くだ さい 。 次 の よう な 「 細 か い 処 理 」 は いっ さい 
出 て きま せん 。 


HP を 増やし た り 減 らし た り と いう 細か い 計 算 処 理 
戦闘 中 画面 に どの よう な メッ セー ジ を 出す か と いう 細か い 内 容 


main メソ ッ ド に 記述 され て いる こと は 、 た だ 単に 「 世 者 を 登場 させ 、 座 ら せ 、 
転ば せ 、 座 ら せ 、 逃 げ さ せる 」 と いう こと だ け で す 。 に も か か わら ず 、 最 終 的 に 動 
いた 結果 と し て は 、 何 か 行動 する た びに HP の 増減 が 処理 され 、 画 面 に は 10 行 も 
の 表示 が な され 、 最 終 的 に HP が 125 で ある こと が 正しく 出力 で き て いま す 。 

小 規模 な 例 で は あり ます が 、「 オ ブ ジ ェクト 指向 を 使う と プロ グラ ム が 把握 し 
や すく な る 」 こ と を 体験 で きた で し ょ うか 。 


7.4.1 項 で 出 て きた サッ カー の 例 で 、 監 督 が それ ぞ れ の 選手 の 一 


挙手 一 投 足 を 指示 し な く て よかっ た の と 同じ ね 。 








うー ん 、 ボ ク は オブ ジェ クト 指向 を 使わ を ない ほう が わか りや す と 
く 感 じ る か も な ぁ …。 Hero クラ ス を 作っ た り 、Main クラ ス を 作っ (/ 
た り 、 あ っ ちと こっ ちの ソー スコ ー ド を 見 な いと いけ な く て …。 


P パ それ は 湊 くん が 「 複 数 の クラ ス を 作っ て いく こと 」 に 慣れ て いな 
い に プ いか ら だ よ 。 大 丈夫 、 す ぐに 慣れ る よ 。 


結 正 動 イン スタ ンス 利用 の まとめ 


ここ まで の 学習 で 、 定 義 済み の Hero クラ ス か らち 勇者 イン スタ ンス を 生成 し 、 
その フィ ー ル ド に 値 を 代入 し た り 、 さ ま ざ ま な 指示 を 出し た り で きる よう に な り 
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まし た 。 幕 理 す る と 以下 の よう に な り ま す 。 


イン スタ ンス の 生成 に は new を 使う 。 
フィ ー ル ド を 利用 する 場合 は 「 変 数 名 . フィー ルド 名 」 と 記述 する 。 
メソ ッ ド を 呼び 出す 場合 は 「 変 数 名 . メソッド 名 ()」 と 記述 する 。 


ここ まで 学ん で きた こと を 使っ て 、 仮 想 世界 に 勇者 と お 化け キノ コ 2 史 を 生み 
出す プロ グラ ム を 書く と 次 の よう な も の に な り ま す 。 


リス ト 8-15 お 化け キノ コク ラス の 定義 


public class Matango { | MatangoJava 
int hD: 
fina] int LEVEL = 10: 
char guffix: 
void run() ( 





System.out .println 
(* お 化け キノ ンコ + this.suffix + "は 逃げ 出し た ! の: 


リス ト 8-16 仮想 世界 に 勇者 と お 化け キノ コ 2 匹 を 生み 出す プロ グラ ム 





public class Main { 


public static void main(String[] args) { 


Hero h = new Hero(}: 勇者 を 生成 し 初期 化 


h.name = "ミナ トリ": 


h.hp = 100: 

Natango ml = new Matango(), ) お 化け キノ コ A (1 匹 目 ) を 
ml .hp = 50: 生成 し 初期 化 

m1 .BuEf1x = !A!: 
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11 Matango m2 = new Matango() ) お 化け キノ コ B (2 匹 目 ) を 
5 4 還 。 生成 し 初期 化 


13 m2.8uffix = !B!: 


15 // 冒険 の は じ ま り 


16 R.s1ip(): 勇者 は 転ぶ 
17 ml .run () : お 化け キノ コ A が 逃げ る 


18 m2.run() : お 化け キノ コ B も 逃げ る 
19 h.run() 勇者 も 逃げ る 


クラ ス の 作り 方 ・ 使 い 方 は 理解 で きま し た 。 で も 、 な ん だ か 不 思 
議 な 感覚 だ だ ぁ …。 ク ラス や メソ ッ ド つっ て 第 | 部 で も 使っ て き 


まし た よね ? 


私 も 。 今 まで も 多く の クラ ス や メソ ッ ド を 作っ て きた の に 、 こ 
の 章 で 作っ た クラ ス は 印象 が まっ た く 違 つて いて 、 と て も 同じ 
も の と は 思え な いわ …。 





この 第 8 章 で Hero クラ ス の コー ド を 学ん だ 後に 、 第 1 部 (第 1 一 6 章 ) の コー 
ド と 見 比べ て くだ さい 。 そ れ ぞ れ の 印象 が 大 きく 違う と 思い ませ ん か ? 第 1 部 
の クラ ス (HelloWorld な ど ) と 、 第 部 の クラ ス (Hero な ど ) は 、 ど ちら も 同じ 
「public class クラ ス 名 」 で 宣言 され た クラ ス で 「 文 法 的 に は 両者 と も 正しい クラ 
ス 」 で す 。 し か し 、 こ の 両者 に は 「 ク ラス を 何 の た め に 用 いる か 」 と いう 思想 が 伴っ 
て いる か 否 か に 決定 的 な 違い が あり ます 。 

次 ペー ジ の 図 8-12 の 右側 に ある よう に 、 第 1 部 で 学ん だ HelloWorld な どの 
クラ ス に は 、 何 を 基準 に クラ ス と する か 、 何 を 基準 に メソ ッ ド と する か と いう 明 
確 な 思想 は あり ませ ん で し た 。 強 いて 挙げ る な ら 「 そ ろ そ ろ メ ソ ッ ド が 大 きく な っ 
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て きた の で 分 割 し よう 」、 あ る い は 「 こ の 機能 の メソ ッ ド は この クラ ス に まとめ 
て お こう 」 な ど と いっ た 、 開 発 者 の 都合 や 機能 の 単位 な ど で ク ラス や メソ ッ ド を 
作っ で きた と 言え ます 。 

一 方 、 図 8-12 の 左側 に ある 第 8 章 の Hero クラ ス な ど は 、「 オ ブ ジ ェクト 指向 」 
と いう 明確 な 思想 に 基づい て クラ ス や メソ ッ ド が 作ら れ て いま す 。 す な わ ち 現実 
世界 の 登場 人 物 を 1 つの クラ ス と し て 捉え 、 そ の 登場 人 物 の 持つ 届 性 を フィ ー 
ルド に 、 そ し て 操作 を メソ ッ ド と し て コー ド を 書い た の で す 。 

第 I 部 で は 「 現 実 と は 無関係 の クラ ス 」 の み を 取り 扱っ て きま し た が 、 読 者 の 
みな さん は 、 こ の 第 8 章 で 初め て 「 現 実 世界 と 意味 が つなが っ た クラ ス 」 と 出 会 
いま し た 。 そ れ が 「 印 象 が 違う 」 と 感じ た 理由 で す 。 

オブ ジェ クト 指向 を 意識 し た プロ グラ ム 開 発 と は 、「 現 実 世界 の 人 や 物 、 出 来 
事 を クラ ス に 置き 換え て いく 」 作 業 に ほか な り ま せん 。 た と えば 、 自 動車 組立 て 
工場 の シス テム を 作る な ら 「Car」 や 「Engine」 と いっ た 部 品 の クラ ス を 作り ます 。 
ある い は 学生 と 教員 を 管理 する プロ グラ ム な ら 、「Student」 や 「Teacher」 と いっ 
た クラ ス を 作る こと に な る で し ょ う 。 

現実 に 似せ て 作り 、 現 実に 似せ て 動か し て いく 、 こ れ が オブ ジェ クト 指向 の 根 
本 的 な 思想 な の で す 。 


オブ ジェ クト 指向 の 








非 オブ ジェ クト 指向 の クラ ス 


考え 方 に 沿っ た クラ ス 
クラ ス は 現実 世界 の 登場 人 物 に 対応 し 、 クラ ス は 現実 の 事 介 を 模 破 し た も の と は 
その 登場 人 物 の 「 属 性 」「 操 作 」 が その ま 限ら な い 。 フ ィ ー ル ド や メソ ッ ド は 開発 者 
ま 「 フ ィ ー ル ド 」「 メ ソ ッ ド 」 に な る 






の 都合 で 自由 に 作ら れる 


Pl 






対応 する 
現実 は な い ! 


図 B-18 オブ ジェ クト 指向 の 考え 方 に 沿っ た クラ ス は 現実 の 事柄 を コー ド に 置き 換え た も の で ある 
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第 8 草 の ま と め 


この 章 で は 、 次 の よう な こと を 学び まし た 。 


イン スタ ンス と クラ ス 


・ イ ンス タン ス と クラ ス は まっ た く 別 の も の で あり 、 混 同 し て は な ら な い 。 
・ 仮想 世界 で 活動 する の は 「 イ ンス タン ス 」( オ ブ ジ ェクト と も 言う ) 。 
・ イン スタ ンス を 生み 出す た め の 金 型 が 「 ク ラス 」。 


フィ ー ル ド と メソ ッ ド 


・ ク ラス に は 、 属 性 と し て フィ ー ル ド を 、 操 作 と し て メソ ッ ド を 宣言 する 。 
・ final が 付い た フィ ー ル ド は 、 定 数 フィ ー ル ド で あり 値 が 不変 に な る 。 
・this は 「 自 分 の イン スタ ンス 」 を 表す キー ワー ド で ある 。 


クラ ス 型 


・ クラ ス を 定義 する こと に より 、 その クラ ス 型 の 変数 を 宣言 で きる よう に な る 。 
・ ある クラ ス 型 の 変数 に は 、 そ の クラ ス の イン スタ ンス を 格納 で きる 。 


イン スタ ンス 化 


・ new 演算 子 を 用 いる こと で 、 ク ラス か ら イ ンス タン ス を 生み 出せ る 。 

・ ある クラ ス 型 変数 に イン スタ ンス が 格納 され て いる と き 、「 変 数 名 . フィー ル 
ド 名 」 や 「 変 数 名 . メ ソ ッ ド 名 0」 で 、 そ の イン スタ ンス の フィ ー ル ド や メソ ッ 
ド を 利用 する こと が で きる 。 


イン スタ ンス と クラ ス 


現実 世界 の 聖職 者 「 ク レリック 」 を 表現 する クラ ス Cleric を public で 宣言 し て 
くだ さい 。 そ の 際 、 層 性 や 操作 は 宣言 する 必要 は あり ませ ん (中身 が 何 も な い ク 
ラス で 構い ませ ん )。 


型 職 者 は 勇者 の よう に 名 前 や HP を 持っ て お り 、 さ ら に 魔法 を 使う た め の MP 
も 持っ て いま す 。 そ こ で 、 練 習 8-1 で 宣言 し た 中 身 が な い Cleric クラ ス に 「 名 
前 」「HP」 「 最 大 HP」 「MP」 「 最 大 MP」 を 届 性 と し て 追加 し て くだ さい 。 な お 、HP 
と 最大 HP は 整数 で 初期 値 50、MP と 最大 MP は 整数 で 初期 値 10 で あり 、 最 大 
HP と 最大 MP は 定数 フィ ー ル ド と し て 宣言 し て くだ さい 。 そ し て 作成 し た クラ 
ス に 適切 な ファ イル 名 を 付け て くだ さい 。 


聖職 者 は 「 セ ルフ エイ ド 」 と いう 魔法 を 使う こと が で き 、MP を 5 消費 する こと 
で 自分 自身 の HP を 最大 HP まで 回 復 す る こと が で きま す 。 そ こ で 、 練 習 8-2 で 
宣言 し た Cleric クラ ス に 、「selfAid()」 と いう メソ ッ ド を 追加 し て くだ さい 。 な お 、 
この メソ ッ ド は 引数 な し で 、 戻 り 値 も ありま せん 。 


聖職 者 は 「 祈 る 」 (pray) と いう 行動 を 取る こと が で き 、 自 分 の MP を 回 復 で き 
ます 。 回 復 量 は 祈っ た 秒 数 に ラン ダム で 0 一 2 ポイ ント の 補正 を 加え た 量 で す (3 
秒 祈 っ た ちら 回復 量 は 3 - 5 ポイ ント の いずれ か )。 た だ し 最大 MP より も 回 復 す 
る こと は あり ませ ん 。 

そこ で 、 練 習 8-3 で 宮 言 し た Cleric クラ ス に 「pray()」 と いう メソ ッ ド を 追加 し 
て くだ さい 。 こ の メソ ッ ド は 引数 に 「 祈 る 秒 数 」 を 指定 する こと で 、 戻 り 値 と し 
て 「 実 際 に 回 復 し た MP の 量 」 を 返し ます 。 


爺 oo 
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| 練習 問題 の 解答 


練習 8-1 の 稲 千 ーーー ドド ドド ドド ドド ーー 
クラ ス の 宣言 に 関す る 問題 で す 。 正 解 の コー ド は 以下 の と お り で す 。 
] public class Cleric [ 
2 は 
十 肝 人 き : 参 / 消 細 細 くい rooaeanKaceAoreo9 の eeoORRAPEoKCOSYX6ORRAV5SS チ SNYO の No20 
フィ ー ル ド の 宣言 に 関す る 問題 で す 。 以 下 は 解答 例 の コー ド で す ( お お むね 合っ 
て いれ ば 正解 と し ます )。 
1 public class Cleric { 


2 String name: 

3 inthp = 50: 

4 fina] int MAX HP = 50: 
5 int mp = 10: 

6 fina] int NMAX MP = 10: 
ア 


) 


この コー ド の ファ イル 名 は 「Cleric.java」 に な り ま す 。 


納本 注音 和 SR0E3 
メソ ッ ド の 宮 言 に 関す る 問題 で す 。 以 下 は 解答 例 の コー ド で す ( お お むね 合っ 

て いれ ば 正解 と し ます )。 
| public class Cleric 1 


2 String name: 
328 
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3 1nt hp = 50: 
4 fina] int MAX HP = 50: 
5 3nt mp = 10: 


fina] int MAX MP = 10: 


8 public yoid selfaid() [ 
System.out.println(this.nane + ! は セル フエ イド を 唱え た !『) : 
10 this.hp = this.MAX HP: 


| this.mD -= 5: 
13 System.out.println("HP が 最大 まで 回 復 し た 。『) : 
3  』 
14 } 
績 習 8-4 の 租 衝 …ー…ー ド oe 


引数 と 戻り 値 が ある メソ ッ ド の 宣言 に 関す る 問題 で す 。 以 下 は 解答 例 の コー ド 
で す (お お むね 含 っ て いれ ば 正解 と し ます )。 


1mport ]ava.uti1.#: 
pub1ic class Clerio { 
Strind name: 
int hp = 50: 
5 final int MAX HP = 50: 
int mp = 10: 
fina] int MAX MP = 10: 


9 puplic yoid selfaid() { 

10 System.out.println(this.name + !『 は セル フエ イド を 唱え た ! 『) : 
1 this、hp = thigs.MAX HP 

1 this.mD -= 5: 

13 System.out .print1n(*HP が 最大 まで 回 復 し た 。『) : 
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public int pray(int gec) { 
System.out .print1n 
(this.name + "は ! + sec + 『 秒 間 天 に 祈っ た !『) 


// 論理 上 の 回 復 曇 を 乱数 を 用 いて 決定 する 
in recover = new Random() .nextInt (3) + geci 


// 実際 の 回 復 量 を 計算 する 
int recoverAckua] = Math.min(this.MAX MP - this.mp, recoVer) : 


th1S .D += YeCOVeTACtUa1 : 
System.out .println(WMP が ! + recoverActual + 『 回 復 し た 。『) 


return TeCOVerActua] : 


さま ざ ' ま な 
クラ ス 機 構 


第 8 章 で は オブ ジェ クト 指向 に 必要 な 知識 と し て 、 

イン スタ ンス と クラ ス の 基本 的 な 使い 方 に つい て 学び まし た 。 

この 章 で は イン スタ ンス と クラ ス に 関す る 理解 を さら に 深め た 上 で 、 
プロ グラ ミン グ を より 便利 に し て くれ る 

「 コ ンス トラ クタ 」 と 「 静 的 メン バ 」 に つい て 学び まし ょ う 。 


9.1 クラ ス 型 と 参照 
92 コシ ンズ ド ラク タ 
9.3 静 的 メン バ 
9.4 第 9 章 の まとめ 
9.5 練習 問題 

9.6 練習 問題 の 解答 
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クラ ス 型 と 参照 








先輩 、「 仮 想 世界 」 と か 「 生 み 出 され る 」 と か イメ ー ジ は わか り ま 
し た が 、 コ ンピュータ の 中 に 「 本 当 に 仮想 世界 の 住人 が いる 」 わ 
け で は な いと 思う ん で す 。 実際 は どう な っ て いる ん で すか ? 






も っ と も だ 。 ク ラス に 関す る 数 々 の 便利 な 機能 を 学ぶ 前 に 、 こ 
と まで 学ん だ 内 容 が 実行 され る と き 、JVM の 中 で 何 が 起こ っ て 


いる か タネ あか し を し よう 。 今 の うち に これ を 理解 し て お く と 、 
後々 の 章 で の 学習 が グッ と ラク に な る ん だ 。 





ここ まで の 解説 で は 、 イ ンス タン ス の こと を 「 操 作 と 属性 を 持ち 、 コ ン ピ ュ ー 
タ 内 の 仮想 世界 に 生み 出さ れる 登場 人 物 」 と いう 概念 的 な 表現 で 紹介 し て きま し 
た 。 し か し 、 本 当 に 「 勇 者 」 や 「 お 化け キノ コ 」 の よう な 存在 が コン ピュ ー タ の 中 
に 住ん を で いて 、 あ れこ れ 活 躍 す る わけ で は あり ませ ん 。 

本 書 が これ まで 「Java 仮想 世界 」 と 表現 し て きた も の は 、 実 際 に は 「 コ ン ピ ュ ー 
タ の メモ リ 領 域 」 で す 。 こ の 領域 は 、Java の プロ グラ ム を 実行 する 際 に 、JVM が 
大 量 に メモ リ 領 域 ( 通 常 は 数 百 MB 一 数 GB) を 使っ て 準備 する も の で 、 ヒ ー プ 
(heap) と いい ます 。 

そし て 、 私 た ち が new を 用 いて イン スタ ンス を 生み 出す た びに ヒー プ の 一 部 
の 領域 (通常 は 数 十 一 数 百 バ イト ) が 確保 され 、 イ ンス タン ス の 情報 を 格納 する 
た め に 利用 され ます 。 そ の た め 、 多 く の 届 性 を 持っ た 大 き な ク ラス を イン スタ ン 
ス 化 する と 、 消 費 さ れる ヒー プ 領 域 は 必要 と する 容量 に 従っ て 大 きく な り ま す 。 
つま り 次 の 図 9-1 に 示す よう に 、 イ ンス タン ス と は 「 ヒ ー プ の 中 に 確保 され た メ 
モリ 領域 」 に すぎ な い の で す 。 


さま ざま な クラ ス 機構 


図 9-1 イン スタ ンス と は 、 
た だ の メモ リ 領 域 





一 コン ピュ ー タ の メモ リ の 内 容 
Java 仮 想 世界 (ヒー プ 谷 域 


01010100001110110110000011 
天 際 の 議論 0101010000111011110110000010 
メモ リ 中 の 、 1010100001110111101100000110 
i 記 の 191010000111011110100000101 
イメ ニン ジ 誠 0101000011101411011000001101 
010100001110111101000001010 
(と 1010101000011101111011000001 
/ 自 1 と 生 





WIHPE35 縛 開 間 IE 名 前 = ミナ ト 靖 
P=50 


LVE10 勇者 イン スタ ンス の 情報 (ミナ ト 、50) 


お 化け キノ コ の イン スタ ンス の 情報 (35、10) 


せっ か く コ ンピュータ の 中 の 楽し い 世界 を 想像 し て いた の に 、 





い 向 ) た だ の メモ リ 領 域 だ っ た な ん て …。 


せっ か く の 陣 を 壊し ちゃ っ た か な ? Nb 論 


紀 選 便 クラ ス 型 変数 と その 内 容 

イン スタ ンス の 正体 は 「 ヒ ー プ の 一 部 に 確 代 さ れ た 単なる メモ リ 領 域 」 と いう 
こと が わか り ま し た 。 で は その イン スタ ンス が 生ま れる 際 に 、 コ ンピュータ の 中 
で 何 が 起こ っ て いる の か 、 次 の コー ド を 例 に 探っ て いき まし ょ う 。 


リス ト 9-1 Hero クラ ス を イン スタ ンス 化し 利用 する コー ド 


public class Main { FTTEW 


pub]1io static void main(String[] args) { 
Hero h: 
4 h = new Hero(] 
h.hp = 100: 
6 」 
7 ] 
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向 当 左 動 Step1 : Hero 型 変 数 の 確保 
最初 に 動く の は 、 リ スト 9-1 の 3 行 目 「Hero h:」 で す 。 こ の 行 を 実行 する と 、 
JVM は 「Hero 型 の 変数 h」 を メモ リ 内 に 準備 し ます 。JVM は 広い ヒー プ 賃 域 の 中 
も 在 利用 し て いな い メ モリ 領域 を 探し 出し て 、 自 動 的 に そこ を 確保 し て くれ 
す 。 仮に 、1928 番地 が 空い て いた の で 、 こ こ が 変 数 h 用 に 確保 され た と し ま 
ーーーーーーーーー テ ーー 


図 9-2 Hero 型 の 変数 h が 確保 され た 


衣 


隊 半 mn ee Pe 和 





1 6 本 坦 (変数 h の 場所 ) 





h.hp = 100: 
11t136089D10Tt90800T 





この 段階 で は まだ 勇者 自体 は 生ま れ て いま せん 。「Hero 型 の イン スタ ンス だ け 
を 中 に 入れ る こと が で きる 」Hero 型 の 箱 が 準備 され る だ け で す 。 こ の 箱 に は 数 字 
や 文字 列 を 入れ る こと は で きま せん し 、Hero 型 で な い 「 お 化け キノ コ 」 イ ンス タ 
ンス を 入れ る こと も で きま せん 。 













菅原 さん 、 ボ ク ど うし て も 「Hero 型 の 箱 」 っ て いう の が し っ くり 
こない ん で す 。 int 型 や String 型 だ っ た ら 、 数 字 や 文字 列 が 入る っ 
て わか り ま す が …。 何 と いう か 、 箱 に 「 イ ンス タン ス 」 み た いな 
複雑 な も の が 入る っ て いう の が 考え に くい ん で す 。 









まぁ その うち 慣れ る よ 。 そ れ に 、 こ て の 後 の Step2 と Step3 の 流 
れ を 知れ ば 、 そ の 悩み も スッ キリ する は ず だ よ 。 


司 当 友 動 Step2 : Hero イン スタ ンス の 生成 


リス ト 9-1 の 4 行 目 「h = new Hero():」 は 代入 文 で す 。 代 入 の 場合 は 左辺 より 
先 に 右辺 が 評価 され る の で し た ね 。 よ っ て 、Step2 で は 、 ま ず 「new Hero()」 の 部 
分 だ け を 考え ます 。「new Hero()」 が 実行 され る と 、JVM は 次 の 図 9.3 の よう に 


さま ざま な クラ ス 機構 


ヒー プ 領 域 か ら 必 要 な 量 の メモ リ を 確保 し ます 。 今 回 は 仮に 「3922 番地 か ら 24 
バイ ト 分 (3922 一 3945 番地 )」 が 確保 で きた と し ます 。 な お 、 こ の 3922 番地 
は Step3 の 図 9-4 で 出 て きま す の で 覚え て お いて くだ さい 。 

図 9B-3 JVM が ヒー プ 信 域 か ら メ モリ を 確保 し 、Hero イン スタ ンス が 生成 され た 








1 2929 培地 (変数 h の 場所 ) 
_mmomnom000 
0011010101 ) 上 


3922 番 地 (生ま れ た Hero イ ンス タ ンス の 情報 
実際 の メモ リ 中 の イメ ー ジ 





これ で 仮想 世界 に 勇者 と いう 存在 が 生ま れ ま し た 。 し か し 、 生 まれ た て の 
Hero イン スタ ンス は 層 性 が 設定 され て いな いた め 、 ま だ 「 名 前 」 は 空っぽ 、「HP」 
は 0 で す 。 


千 EE 伯 Step3 : 参照 の 代入 

Step2 で は 、 リ スト 9-1 に お ける 4 行 目 の 「h = new Hero():」 の 右辺 に つい て 
考え まし た 。 次 は 右辺 が 実行 され た 後 の こ と に つい て 考え まし ょ う 。 

右辺 の 実行 が 終了 し た 後 、4 行 目 は 「h = 右辺 の 実行 結果 」 と いう 状態 に な り ま 
す 。 す な わ ち 、 右 辺 の 実行 結果 を 変数 h に 代入 する と いう こと が 行わ れ ま す 。 

この と き 、 変 数 h に 代入 され る 右辺 の 実行 結果 と は 何で し ょ うか 。 こ こま で 
の 解説 で は 、「Hero 型 の 箱 に 、 田 者 イン スタ ンス が 入る 」 と いう 説明 を し て きま 
し た 。 つ まり 、 右 辺 の 実行 結果 と は 勇者 イン スタ ンス な の で し ょ うか 。 

いい え 、 実 は を う で は あり ませ ん 。 右辺 の 実行 結果 と は 、new を 実行 する こ 
と に よっ て 生成 され た イン スタ ンス の た め に 確保 され た メモ リ の 先頭 番地 で す 。 
今回 の 場合 、「new Hero()」 に より 、 勇 者 イン スタ ンス が 3922 一 3945 番地 に 生 
成 さ れ て いる の で 、 変 数 h に は 3922 と いう 数 字 が 代入 され ます (次 ペー ジ 図 
9-4)。 


悦 o 
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step3 図 9-4 Hero イン スタ ンス の 変数 代入 





と ヽ 


。 層 こ に 較 000 
正確 に は ミ 3922 る E り の 0 
= は か” 敵 汗 0 
6 二 2 Hero イ ンス タン ス の に mm u 
0 なっ s 


変数 h に 入っ て いる 3922 は 、 た だ の 数 字 に すぎ ませ ん 。 勇 者 イン スタ ンス に 
関す る HP や 名 前 な どの さま ざま な 情報 は 変数 h の 中 で は な く 、 別 の と ころ に あ 
り ま す 。 見 方 を 変え れ ば 、「 こ の 変数 h に は 勇者 イン スタ ンス の 情報 の 全部 は 入 
りき ら な いか ら 、 詳 し く は 3922 番地 を 参照 し て ね 」 と も 捉え る こと が で きま す 。 
この よう な こと か ら 、 変 数 h に 入っ て いる アド レス 情報 を 参照 と いい ます 。 





これ っ て … ど こと か で 似 た よう な も の を 学習 し た よう な 気 が し ま 


すけ ど ? 


「- 
そう だ ね 、 第 4 章 の 「 配 列 型 」 と 同じ し くみ だ よ 。 いし プ 


int[] 型 や String[] 型 と いっ た 「 配 列 型 」 も 、 変 数 に 入っ て いる の は 「 実 際 の 配列 
内 の 各 デ ー タ が 保存 され て いる メモ リ 領 域 の 先頭 番地 」 で し た ね 。Hero 型 の よう 
な 「 ク ラス 型 」 も 原理 は 同じ で す 。 こ の こと か ら ク ラス 型 と 配列 型 は 総称 し て 「 参 
照 型 」 と 呼ば れ ま す 。 





生 当 計 動 Step4 : フィ ー ル ド へ の 値 の 代入 
5 行 目 の 「h.hp = 100:」 で は 、 変 数 h に 格納 され て いる 勇者 の HP を 100 に 設 
定 し ます 。 こ の 行 を JVM は 以下 の よう に 解 秋 し て 実行 し ます 。 


① 変 数 h の 内 容 を 調べ る と 、「3922 番地 を 参照 せよ 」 と 書か れ て いる 
②③ メ モリ 内 の 3922 番地 に ある イン スタ ンス の メモ リ 領 域 に アク セス し 、 そ の 中 


の hp フィ ー ル ド 部 分 を 100 に 書き 換え る 
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で まさ まな クラ ス 彰 


HP:0 つ 100 


Step4 


に (変数 h の 場所 ) 


Ez 


で 実際 の 還 科 
ロ 4 > モリ の 王 還 み 目 
よう すず は: AA 
<<Hero 翌 >> し mi | oo 5 | 
h Pt EE 


図 9-5 Hero イン スタ ンス hp フィ ー ル ド へ の 代入 


この よう に 、① ま ず 変 数 か らち 番地 情報 を 取り 出し 、② 次 に 実際 に その 番地 に アク 
セス する 、 と いう JVM の 動作 を 参照 の 解決 や アド レス 解決 と いい ます ( 図 9-5)。 


同一 イン スタ ンス を 指す 変数 
も し 仮想 世界 に 勇者 が 2 人 生成 され 、 そ れ ぞ れ hl、 h2 と いう 変数 に 格納 され て 
いた と し まし ょ う 。 当 然 、 勇 者 hn の hp フィ ー ル ド を 10 減ら し て も 、 勇 者 h2 
の hp フィ ー ル ド の 値 は 減り ませ ん 。 同 じ ク ラス か ら 生 まれ て も 、 異 な る イン ス 
タン ス で あれ ば 互い に 影響 を 受け な いこ と を イン スタ ンス の 独立 性 と いい ます 。 
さて 、 以 上 を 踏ま えた 上 で 、 次 の プロ グラ ム の 実行 結果 を 想像 し て くだ さい 。 









HP フィ ー ル ド の 保存 領域 を 100 に 書き 換え る 





イン スタ ンス を 生み 出し た り 、 フ ィ ー ル ド に アク セス し た りす 
る た め に 、JVM は と て も 複雑 な こと を し て いる ん で すね 。 


リス ト 9-2 2 つの Hero 型 変数 


public class Main { LManJave 


public static void main(String[] args) { 
Hero h1: 
h1 = new Hero() 
h1.hp = 100: 
Hero h2j 
h2 = h1: 
h2.hp = 200: 
System.out .print1n(h1 .hp) : 
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io 請 較 5 


本 幸 詳 






えー っ と 、h1 と h2 の 2 つが あっ て …「 イ ンス タン ス の 独立 性 」 
が ある か ら 、h1 の hp フィ ー ル ド に は 100、h2 の hp フィ ー ル 
ド に は 200 が 入っ て …。 画 面 に 表示 され る の は 「100」 か な ? 


い ) 






いい や 違う よ 。 図 に 書い て 、 よ く 考 えて どら ん 。 ( 入 


この プロ グラ ム を 正しく 理解 する た め の ポ イン ト は 7 行 目 の 「h2 = hl:」 で す 。 
これ は 変数 h1 の 内 容 を h2 に コピ ー す る 式 で す が 、 こ こ で 9.1.5 節 で 説明 し た 「 勇 
者 イン スタ ンス h の た め に 確保 し て ある メモ リ の 先頭 番地 」 を 思い 出し て くだ さ 
い 。 こ こ で コピ ー さ れ て いる の は 「 勇 者 イン スタ ンス その も の 」 で は あり ませ ん 。 
「3922」 な どの 番地 情報 で す ( 図 9-6)。 


X 間違っ た 考え 方 | ーー 
h2=ht: prm 





〇 正しい 考え 方 コピ ー 
ーー て な 
ET 2 3922 / 3922 / 






宮 う 『) メモ リ の 3922 番 地 に 
ロ 勇者 の 実体 が ある 


図 9.6 「h2 =h1:」 の 動作 
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さま ざま な クラ ス 機構 


代入 の 結果 、h1 と h2 の 両方 に 番地 情報 の 3922 が 入り ます 。 と いう こと は 、 
h1 と h2 は どちら も 「 ま っ た く 同 じ 1 人 の 勇者 イン スタ ンス 」 を 指し て いる の で 
す 。 そ の た め hl の hp フィ ー ル ド へ 代入 し て も 、h2 の hp フィ ー ル ド へ 代入 し 
て も 、 結 局 は 同じ 勇者 イン スタ ンス の HP に 代入 する こと に な る の で す 。 


3922 3922 
h2 


h1.hp=100: 2.hp = 200: 






く 意 味 > く 意 味 > 
変数 h1 の 中 身 3922) が 指す 番地 に いる WL 変数 h2 の 中 身 (=3922) が 指す 番地 に いる 
イン スタ ンス の hp を 100 に 書き 換え ろ イン スタ ンス の hp を 200 に 書き 換え ろ 


メモ リ の 3922 番 地 に 
図 9-7 hl.hp と h2.hp は 同じ も の 勇者 の 実体 が ある 


リス ト 9-2 に 示し た プロ グラ ム の 場合 、 田 者 イン スタ ンス の hp フィ ー ル ド へ 
は hl 経由 で 100 が 代入 され ます (5 行 目 「h1.hp = 100:」) が 、 そ の 後に 同じ hp 
フィ ー ル ド に は hb2 経由 で 200 が 上 書き (8 行 目 「h2.hp = 200:」) され ます 。 よ っ 
て 9 行 目 で 表示 され る の は 「200」 な の で す ( 図 9-7)。 






そう か 、「 イ ンス タン ス の 独立 性 」 と いう の は 勇者 イン スタ ンス 
が 2 人 いた 場合 の 話 で あつ て 、 今 回 の よう に 「 勇 者 が 1 人 し か 
いな い 」 場 合 に は 関係 な いで すね 。h1 と h2 が あっ た か ら 、 つ い 
「 勇 者 が 2 人 いる 」 と 勘違い し まし た 。 







わか っ た! そもそも 、 リ スト 9-2 の 中 に は 、new が 1 つ し か 
な い の よ 。 と いう こと は 仮に 変数 が いく つ あ っ て も 、 ど ん な 複 
雑 な プロ グラ ム で あっ て も 、「 仮 想 世界 に は 1 人 の 勇者 し か 生 
まれ て な い 」 は ず よ ね 。 









すばらし いね 、 そ の と お り だ 。 い くつ か の 特殊 な 例 を 除い て 、 
基本 的 に イン スタ ンス を 生み 出す 方 法 は new し か な い 。「new 
Hero()」 し た 回 数 が 勇者 の 人 数 だ 。 






9 
章 
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叶 当 E 型 クラ ス 型 を フィ ー ル ド に 用 いる 


先輩 、 私 も う 1 つ 違 うこ と に 気づき まし た 。Hero クラ ス を 定義 
する と Hero 型 の 変数 を 使え る よう に な る ん で す よ ね 。 と いう 
こと は 、 も し フィ ー ル ド に …。 







朝香 さん は 本 当 に せっ か ち だ ね 。 う ん 、 想 像 の と お り だ よ 。 


朝香 さん が 気づい た の は 、 た と えば 次 の よう な コー ド が 書け る の で は な いか と 
いう で と で す 。 


リス ト 9-3 Sword 型 フ ィ ー ル ド を 持つ クラ ス 





// まず 、Sword ク ラス を 定義 し て お く 
pub1ic class Sword { 


Strind name: 剣 の 名 前 
int damage: 剣 の 攻撃 力 
) 


// 次 に Hero ク ラス を 定義 する 
public class Hero { 
String name: 
int hp: 
void attack() { 
System.out .println(this.name +『 は 攻撃 し た ! 9): 
System.out.println(" 敵 に 5 ポイ ント の ダメ ー ジ を あたえ た ! 『) 
9 引 
9 】 
Hero クラ ス に 新しく 追加 され た ブフ ィ ー ル ド 「sword」 は 、int 型 や String 型 で は 
な く Sword 型 で す 。 こ の よう に 、 フ ィ ー ル ド に クラ ス 型 の 変数 を 宣言 する こと 
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も で きま す 。 な お 、 今 回 の 例 の よう に 「 あ る クラ ス が 別 の クラ ス を フィ ー ル ド と 
し て 利用 し て いる 関係 」 を has-a の 関係 と 言い 、 次 の よう な 図 で 表す こと が あり 
ます 。 


図 9-8 クラ ス 図 に お ける 
has-a の 関係 (集約 関係 ) 


name: String 


damade :int 





「has-a」 と 呼ぶ 理由 は 、 次 の よう な 英文 が 自然 に 成立 する か ら で す 。 
Hero has-a Sword (勇者 は 剣 を 持っ て いる ) 


さて 、 実 際 に リス ト 9-3 を 利用 する Main クラ ス は 、 次 の よう な も の に な る で 
し ょ う 。 





リス ト 9-4 
publ1ic class Main { LMainJova_ 
public static void main(String[] args) { 
Sword 8 = ne Sword) : 
8s.name = 『 炎 の 剣 !: 
Ss.damade = 10: 
Hero h = new Hero() : 
h.name = "ミナ ト 『: 


rb か = 1007 Sword フィ ー ル ド に 生成 済み の 剣 イン スタ ンス 
h.gword = 8: (の 番地 ) を 代入 


System.out .println(" 現 在 の 武器 は * + h.sword.name] : 


勇者 「 の 」 剣 「 の 」 名 前 
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10 行 目 は 少し 複雑 で す が 、 こ の と き の メ モリ の よう す を し っ か り イ メー ジ し 
て み ま し ょ う 。 次 の 図 9.9 を 見 て くだ さい 。 


図 9-9 has-a 関係 に ある イン スタ ンス の イメ ー ジ 


Ce 寺 


1011 番 地 に ある 
勇者 イン スタ ンス 







1011 番 地 (勇者 イン スタ ンス ) 


2465 番 地 に ある 
剣 イ ンス タン ス 
246. ンス タン > 
和 の 剣 5 番地 ( 剣 イ ンス タン ス ) 
name 炎 の 合 10 
10 name 領 域 damage 領 域 
damage 


822 番地 に ある 変数 h に は 、 勇 者 イン スタ ンス の アド レス 情報 (1011 番地 ) が 
入っ て いま す 。 そ し て 勇者 イン スタ ンス に 含ま れる sword 領域 に は 、 剣 イン ス 
タン ス の アド レス 情報 (2465 番地) が 格納 され て いま す 。 すなわち 先ほど の 「Hero 
has-a Sword」 の 関係 が 成立 し て お り 、Hero クラ ス が Sword クラ ス を フィ ー ル ド 
と し て 利用 し て いる こと が わか り ま す 。 
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司 肖 左 弄 クラ ス 型 を メソ ッ ド 引 数 や 戻り 値 に 用 いる 

クラ ス 型 は フィ ー ル ド の 型 と し て 用 いる こと が で きる だ け で は な く 、 メ ソ ッ ド 
の 引数 や 戻り 値 の 型 と し て 利用 する こと も で きま す 。 例 と し て 、 す で に ある 勇者 
クラ ス に 加え 、 魔 法 使い (Wizard) の クラ ス を 作っ て み ま し ょ う 。 魔法 使い は 、 
田 者 の HP を 回 復 させ る 魔法 (heal) を 使う こと が で きま す 。 


リス ト 9-5 


= 
Pub1ic clasg Wizard [ UE 
String namei 
int hp: 


Yoid hea1(Heroh) [ 引 族 は Hero 涯 
h.hp += 10: 勇者 の HP に 10 を 加え る 


System.out.println(h.name + ! の HP を 10 回 復 し た !『) 』 


] 
) 癌 
heal() メソ ッ ド が 呼び 出さ れる と 、 魔 法 使い イン スタ ンス は 勇者 の HP を 10 
回 復 さ せま す 。 た だ し 、 仮 想 世界 に は 勇者 が 2 人 以上 生み 出さ れ て いる (= 2 回 
以上 new され て いる ) 可能 性 も あり ます か ら 、 呼 び 出 され る と き に 「 ど の 勇者 を 


回 復 さ せる の か が 」 を 引数 h と し て 受け 取る 必要 が あり ます (リス ト 9-5 の 4 行 目 )。 
実際 に 、 こ の Wizard クラ ス を 利用 し た プロ グラ ム は 以下 の よう に な り ま す 。 


リス ト 9-6 


public class Main ( WM 
pub1ic static void main(String[] args) { 
Hero h1 = new Hero() 
h1.name = "ミナ ト 『: 
h1.hp = 100: 


Hero h2 = ne Herol] 
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ァ h2.name = "アサ カリ : 
12.hp = 100: 
Wizard w = new Wizard() : 
w.name = "スガ ワラ 『: 


w.hp = 50: 

w.hea1 (11 ) : // ミナ ト を 回 復 さ せる (HP: 100 一 110) 
w.heal (12) : // アサ カ を 回 復 さ せる (HP: 199 一 110) 
w.heal (12) : // アサ カ を 回 復 さ せる 〔HP: 110 一 120 





還 肖 語 放 衣 String 型 の 真実 
肪 二 | で は この 節 の 最後 に 、 文 字 列 を 利用 し て いる と き JVM の 中 で 何 
コノ 


が 起こ っ て いる か 、 タ ネ あ か し を し よう 。 

第 1 章 か ら 登場 し て いた String 型 で す が 、 実 は int 型 や double 型 の 仲間 で は 
な く 、Hero 型 と 同じ 「 ク ラス 型 」 で す 。 こ れ ま で 、「String 型 変数 の 中 に は 文字 列 
が その まま 入っ て いる 」 と 解釈 し て いた か も し れ ま せん が 、 本 当 の 姿 は 次 の 図 
9-10 よう な も の で す 。 






イメ ー ジ String s = "こん に ち は ': メモ リ の 中 の よう す 
1121 番 地 (変数 s) 


1829 olioeonniniooo 

人 、 0o182910000111o111101 

< 文字 情報 が ある 旦 地 が 入る >> 中 で は 10ooo io1010100091110111 
10100 )00110101010000111 


S ot1110、 N0097900100 
111011000bg こん に ち は 


1829 番 地 (Sring イ ンス タン ス ) 


こん に ち は 國 9-10 String イン スタ ンス の 本 当 の 姿 


し か し 、 疑 問 も 残り ます 。Hero 型 や Sword 型 は 私 た ち 自 身 が Hero クラ ス や 
Sword クラ ス を 定義 し た の で 利用 可能 に な り ま し た 。 し か し 、String クラ ス を 定 
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義 し た 覚え は な い に も 関わ ら ず 私 た ち は Sring 型 を 利用 で き て いる の は な ぜ で 
し ょ うか ? この 答え は API リ ファ レン ス が 明らか に し て くれ ます 。Math クラ 
ス や System クラ ス の よう に API と し て 標準 添付 され て いる 膨大 な 数 の クラ ス の 
中 に String クラ ス (正式 名 称 は java.lang.String クラ ス ) が 含ま れ て いま す 。 


9-1 1 String クラ ス の API リフ ァ レ ンス 


java.lang 
クラ ス String 


java.lang.Object 
ヒ java.lang.String 


すべ て の 実装 され た イン タフ ェ ー ス : 
Serializable, CharSequence, Comparable<String> 


Public fnal class String 
extends Object 
implements Serializable, Comparable<String>, CharSequence 


String クラ ス は 文字 列 を 表し ます 。Java プロ グラ ム 内 の 「abc」 な どの リテラ ル 文 字 列 は すべ て 、 
この クラ ス の イン スタ ンス と し て 実行 され ます 。 











私 た ち が こ れ ま で Strrimg 型 を 「int 型 と 似 た よう な も の 」 と し て 扱い 続け 、 本 章 
に 至る まで 「 実 は Java が 準備 し て くれ て いた クラ ス を 利用 し て いた 」 と 気づか な 
か っ た (気づか ず に 済ん だ ) 理由 は 、Java と いう 言語 が 作ら れる と き に 、 次 の よ 
うな 特別 の 配慮 が な され た た めで す 。 
java.lang パッ ケー ジ に 宣言 され て いる : 

第 6 章 で 紹介 し た と お り 、java.lang パッ ケー ジ に 所 属す る クラ ス を 利用 する 
際 は 、 特 例 と し て import 文 を 記述 する 必要 が あり ませ ん 。 こ の 特例 の お か げ で 、 
本 来 「java.lang.String s:」 と 宣言 する 必要 が ある と ころ を 、 単 に 「String s:」 と 書け 
ば 利用 で きる よう に な っ て いま す 。 


二 重 引 用 符 で 文字 列 を 囲 め ば イン スタ ンス を 生成 ・ 利 用 で きる : 

通常 、 イ ンス タン ス を 生成 する に は new 演算 子 を 利用 する 必要 が あり ます 。 
し か し 文字 列 は プロ グラ ム の 中 で 多用 され る た め 、 そ の 都度 mew を 書い て いて 
は ソー スコ ー ド が 「new だ ら け 」 に な っ て し まい ます 。 そ こ で 、「 二 重 引用 符 で 文 
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字 列 を 囲 め ば 、 そ の 文字 列 情 報 を 持っ た String イン スタ ンス を 利用 で きる 」 と い 
う 特 例 が 設け られ まし た 。 こ の 特例 の お か げ で 、new 演算 子 を 使う こと な く 
「String s=" こん に ち は ":」 と いう シン プル な 記述 が 可能 に な っ て いま す 。 

実は 、String も クラ ス に は 違い な い の で すか ら 、Hero や Sword と 同じ よう に 
「new で イン スタ ンス 生成 」 す る こと も で きま す ( リ スト 9-7)。 た だ し 、 こ の 方 法 
は 効率 が 悪い の で 、 通 常 は 利用 し な いで くだ さい 。 


リス ト 9-7 





public class Main ( 

2 public static void main(String[] args) { 
Strind 8 = new String(" て と ん に ち は 『) : 
System.out .println(s) : 

5 』} 


2 ん ? こと の コー ド の new っ て 少し 文法 が お か し く あ り ま せん 
に) か ? 今 ま で の 書き 方 だ と 「new String()』 と 書く の で は ? 
そう だ ね 。 実は String クラ ス は 「new する と き 、 つ いで に 追加 
情報 を 指定 で きる 特別 を し くみ 」 に 対応 し て いる ん だ 。String 


は イン スタ ンス が 生成 され た 直後 に 、 こ の 追加 情報 (一 「 こ ん に 
ち は 」) を 自分 自身 の 中 に 書き 込む こと が で きる ん だ よ 。 


人 ひょっと し て 、 そ の 「 追 加 情報 付き で new で きる し くみ 」 は ボク 
( 韻 た ちの Hero クラ ス や Sword クラ ス で も 使え ます か ? 


うん 。 と て も 便利 な 機能 だ か ら 、 次 の 節 で し つかり 学習 し よう 。 
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合 F 拓 剛 生ま れ た て の イン スタ ンス の 状態 


前 節 を マス ター し た 私 た ち は 、 Java の 仮想 世界 に イン スタ ンス を 自由 に 生み 
出し て 利用 する こと が で きる よう に な り ま し た 。 し か し 、 実 際 に クラ ス を 用 いた 
プロ グラ ミン グ を し 始め る と 、 あ る 「 め ん どう さ 」 を 感じ る よう に な る は ず で す 。 
その 例 と し て 、9.1.9 項 に 登場 し た リス ト 9-6 を 再び 次 に 志 し ます 。 


リス ト 9-6 (抜粋 ) 


2 Hero h1 = new Hero() イン スタ ンス 生成 し て .. 9 
章 


3 hl.name = リ "ミナト: 初期 値 を セッ ト 
4 。 hl.hp = 100: 初期 値 を セッ ト 


- Hero h2 = newr Hero) : ここ で も イン スタ ンス を 生成 し て … 
6 12.name =" ア サカ": また 初期 値 
また 初期 値 


7 12.hp = 100: 


B Wizard w = new Wizard() ここ で も イン スタ ンス を 生成 し て … 


回 w.name = "スガ ワラ リ ": 


2 また 初期 値 
0  w.hp=50: 
また 初 
11 w.heal (hi) : 
12 wiheal(12)) や っ と 、 こ こ か ら メ イン プロ グラ ム 


13 w.hea] (h2) 
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コメ ント で 示し た よう に 、new で イン スタ ンス を 生成 し た 直後 、 必 ず フ ィ ー 
ルド の 初期 値 を 代入 し て いま す 。 な ぜ な ら new で 生み 出さ れ た ば か り の イン ス 
タン ス の フィ ー ル ド (name や hp) に は 、 ま だ 何 も 入 っ て いな いか ら で す 。 上 厳密 
に いえ ば 、 各 フィ ー ル ド に は 値 が 「 入 っ て いな い 」 わ け で な く 、 次 の よう な 初期 
値 が 設定 され て いま す 。 


表 9-1 フィ ー ル ド の 初期 値 


生ま れ た ば か り の 勇者 の HP つっ て 0 な ん で すね 。 こ ん な 状態 で 、 
その まま 冒険 に 出 た ら 大 変 だ …。 


すぐ に 死ん じゃ う ね ( 笑 ) 。 


E 天 動 フィ ー ル ド 初 期 値 を 自動 設定 する 


こら あぁ ミナ トー っ ! や っ と 見 つけ た ( 率 ) ! 
… ど 、 ど うし た の 朝香 さん 。 そ ん な に 候 切 らし て 。 


あな た の 作っ た Hero クラ ス を 使っ て プロ グラ ム を 組ん だ ら 、 
ゲー ム 開 始 直 後に HP が 0 に な っ て る の ! いき な り 死 ん で る じゃ 





な い 。 こ ん な バグ だ ら け の Hero クラ ス 、 使 わせ る ん じゃ な い 
わ よ ! 
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勇 者 の 初期 HP は 100 っ て 決ま っ て る ん だ 。 だ か ら 朝 香 さ ん の 
ほう で new し た 後に 100 を 代入 し て よ 。 
そん な の 今 、 初 め て 聞い た わ よ ! っ て いう か 「 勇 者 と し て 初期 


HP=100 と 決ま っ て る 」 な ら 自 動 的 に そう な る よう に Hero クラ 
まぁ まぁ 落ち 着い て 。 そ ん な と き の た め に 最適 を Java の し くみ 
いい 







ス 側 で 責任 を 持ち な さい よ ! 
が ある よ 。 


湊 く ん が 制作 し て いる RPG で は 、 ど う や ら 生 まれ た ば か り の 勇者 の HP は 常 
に 100 と する 決ま り の よう で す 。 実際 に 前 節 の リス ト 9-6 で は 、「 ミ ナ ト 」「 ア サ 
カ 」 の 2 人 の 勇者 は 共に 、new の 直後 に HP の 初期 値 と し て 100 を 代入 し て いま 
し た 。 

し か し 、 実 際 の 開発 現場 に お いて 、 特 に ゲー ム な ど 大 規模 な 開発 を 行う 場合 、 
1 人 で すべ て を 開発 する こと は 、 ま ず あ りえ ませ ん 。 そ の た め ク ラス を 作る に あ 
た っ て は 、 自 分 以外 の 開発 者 が Hero クラ ス を 利用 する こと も 考え て お か な けれ 
ば な り ま せん 。 そ し て 、 そ の 開発 者 が 正しく HP に 100 を 代入 し て くれ る と は 限 
ら な い の で す 。 朝 和 脊 さん の よう に 、 う っ か り 初 期 化 し 忘れ る か も し れ ま せん し 、 
Hero クラ ス を 作っ た 人 が 根 定 し な いよ うな 数 、 た と えば 負 の 数 や 非常 に 大 き な 
数 で 初期 化し て し まう か も し れ ま せん 。 こ れ で は ゲー ム は 正しく 動作 し な いで 
じ ま う 。 

「 勇 者 の 初期 HP が 100 で ある こと 」 は 、 仮 想 世界 に お ける 田 者 自身 に 関す る 
こと で すし 、Hero クラ ス の 開発 者 が 一 番 よ く 知 っ て いる こと で す 。 逆 に 、Hero 
クラ ス を 使う 側 に と っ て は 、「 初 期 値 が 何で ある か 」 は 知ら な い の が 当然 の こと と 
も 言え ます 。 で すか ら 「Hero クラ ス を 作る 側 で 責任 を 持つ べき こと 」 と いう 朝香 
さん の 主張 は も っ と も な 話 で す 。 

この よう な 場合 に 備え 、Java で は 「 イ ンス タン ス が 生ま れ た 直後 に 自動 実行 さ 
れる 処理 」 を プロ グラ ミン グ で きる よう に な っ て いま す 。 次 ペー ジ の リス ト 9-8 
を 見 て くだ さい 。 
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リス ト 9.8 





publ1ic class Hero { 
2 int hp 
3 Strind hamei 


void attack() { 


: 「new され た 直後 に 自動 的 に 実行 され る 処理 」 を 
] 書い た メソ ッ ド 


Hero() { 





this.hp = 100: // hp フィ ー ル ド を 100 で 初期 化 
10 ] 
1 』】 


この クラ ス に は 8 行 目 か ら Hero() と いう メソ ッ ド が 追加 され て いま す 。 
attack() な どの 通常 の メソ ッ ド は 「 誰 か か ら 呼 ば れ な いと 動か な い 」 も の で す が 、 
この Hero() メソ ッ ド だ け は 、「 こ の クラ ス が new され た 直後 に 自動 的 に 実行 さ 
れる 」 と いう 特別 な 性 質 を 持っ て いま す 。 こ の よう な メソ ッ ド を コン スト ラク タ 
(constructor) と 呼び ます 。 上 記 の Hero() メゾ ソ ッ ド は コン スト ラク タ と し て 定義 
され て お り 、new され る と 自動 的 に 実行 され て HP に 100 が 代入 さ れ ま す 。 そ 
の た め mam メソ ッ ド 側 で HP に 初期 値 を 代入 する 必要 は あり ませ ん 。 


リス ト 9-9 


public class Main ( LMainJava | 


pub]1io static void main(String[] args) { 


Hero h = new Hero() と の 指示 に より イン スタ ンス が 生ま れ 、 
4 さら に コン スト ラク タ の 働き で HP に 
100 が 代入 され る 


System.out .print1n (h.hp) : すでに hp に は 100 が 代入 され て い 
ま ] る の で 、 画 面 に 「100」 と 表示 され る 
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よかっ た ! これ で 誰が 勇者 イン スタ ンス を 生成 し よう と 、 生 


まれ た ば か り の 勇者 は 、 必 ず HP が 100 に な り ま すね ! 





①new す る 


Heroh=new Hero(): 


引 和 に コ ンス トラ クタ (Hero()) が 


され る 





図 9-12 new を する だ け で 自動 実行 され る 処理 | cropeftA | 
ここ で 意識 し て お いて ほし い の は 、「 コ ンス トラ クタ は 、 私 た ち プ ログ ラマ が 

直接 呼び 出す も の で は な い 」 と いう 点 で す 。 私 た ち が 直 接 行 うこ と は あく まで も 

「Hero h = new Hero():」 で イン スタ ンス を 生成 する こと で あっ て 、 そ れ に よっ て 

間接 的 に Hero() が 実行 され る の で す 。 私 た ち が mam メソ ッ ド な どの 中 か ら 

「h.Hero()」 の よう に コン スト ラク タ を 直接 呼び 出す こ と は で きま せん 。 


人 そう いえ ば 現実 世界 に お ける 「 赤 ちゃ ん 」 も 、 生 まれ た 直後 に 自 
や 分 か ら 泣 き 出し ます よね 。 


そう だ ね 。 も し 人 間 に コ ンス トラ クタ が 定義 され て いる と し た 


い ゃ ] 


ら 、 そ こと に は 「 泣 く ()』 っ て 書い て ある だ ろう ね 。 
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コン スト ラク タ の 定義 方 法 










先輩 、 こ の クラ ス に は attack() な ど 、 ほ か に も た くさ ん メソ ッ 
ド が ある の に 、 な ぜ Hero() メソ ッ ド だ けが 自動 実行 され る ん で 
すか ? 


それ は Hero() メソ ッ ド だ けが 「 自 動 実行 され る メソ ッ ド の 条件 」 と 
を 満た し て いる か ら だ よ 。 いし ノ 





一 見 する と 、Hero() メソ ッ ド (= ニコ ンス トラ クタ ) も 、 ほ か の メソ ッ ド と 違い 
が な いよ うに 見 えま す 。 し か し 、new で イン スタ ンス を 生成 し た と き に 自動 実 
行 さ れる の は Hero() だ け で す 。 実 は Java で は 、 ク ラス に 記述 され て いる メソ ッ 
ド の うち 、 以 下 の 条件 を すべ て 満た す メ ソ ッ ド だ けが コン スト ラク タ と 見 な され 、 
自動 実行 され る 決ま り に な っ て いま す 。 


《② コン スト ラク タ と 見 な され る 条件 


メソッド 名 が クラ ス 名 と 完全 に 等 し い 
② メ ソ ッ ド 宣言 に 戻り 値 が 記述 され て いな い (void も ダメ ) 
Hero() が コン スト ラク タ と し て 実行 され た の は 、「Hero クラ ス 」 の 中 に 「Hero()」 
と いう 完全 に 同名 で 定 養 さ れ て お り 、 そ の 戻り 値 が 記述 され て いな いか ら で す 。 


ここ に 自動 実行 処理 を 記述 する 
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《③ フィ ー ル ド 宮 言 に よる 初期 値 の 定義 


フィ ー ル ド の 値 を 固定 の 値 に 初期 化す る だ け で よけれ ば 、 コ ンス トラ ク 
タ を 用 いな く て も 、 フ ィ ー ル ド 宣 言 時 に 代入 式 を 書く こと で も を 実現 可能 
で す 。 し か し 、 丈 項 で 説明 する よう な 複雑 な 初期 化 を 行い た い 場 合 は 、 
コン スト ラク タ を 使わ な けれ ば 実現 で きま せん 。 


還 丈 重 コン スト ラク タ に 情報 を 渡す 
自動 的 に 勇者 の HP が 100 に た っ た の は 嬉し いん で す が 、「 名 前 」 
い 交 は 自動 的 に 代入 で き な い ん で すか ね ぇ ? 


new で 生み 出す 勇者 全員 に 「 ミ ナ ト 」 つ っ て 同じ 名 前 が 入っ ちゃ う 


じゃ な い ? で も 勇者 の 名 前 っ て 、 そ れ ぞ れ 違 うわ よね ? 





HP フィ ー ル ド は 「100」 と いう 固定 の 値 で 初期 化す れ ば よい た め 、 単 純 な コン 
スト ラク タ で 済み まし た 。 し か し 、 田 者 の 名 前 は 生み 出す イン スタ ンス に よっ て 
異な る は ず で す 。 こ の よう な 場合 は 次 の リス ト 9-10 の よう に 、 コ ンス トラ クタ 
が 「 毎 回 異な る 追加 情報 」 を 引数 で 受け 取れ る よう に 宣言 する こと が で きま す 。 


リス ト 9-10 コン スト ラク タ で 引数 を 追加 情報 と し て 受け 取る 


pub]ic class Hero { 


1 
2 

3 

4 this.hp = 100: 
5 this.name =name:  // 引数 の 値 で nams フ ィ ー ル ド を 初期 化 
6  } 
7 3 
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これ で 、Hero クラ ス は new する と き に 名 前 の 初期 値 も 指定 で きる よう に な り 


まし た 。 
に 引数 を 渡せ な いと し た ら 、 ど う や っ て 引数 を 渡せ ば いい ん で 


すか ? 


いい 質問 だ ね 。 代 わり に new する と き に 渡し て お くん だ よ 。 (9 


この よう な Hero クラ ス を 利用 する 場合 は 、 コ ンス トラ クタ に 渡す べき 引数 を 
new する 際 に 指定 し ます 。 次 の リス ト 9-11 で は 、new を し た 時 点 で 与え られ た 
「 ミ ナ ト 」 と いう 引数 が 、 コ ンス トラ クタ Hero() が 自動 実行 され る 際 に パラ メー 
タ と し て 渡さ れ ま す 。 








で も 菅原 さん 、 私 た ち は コ ンス トラ クタ を 「 直 接 呼び 出せ な い 」 
は ず で す よ ね ? (9.2.2 項 参照 )。 メ ソ ッ ド の よう に 呼び 出す と き 







リス ト 9-11 new す る 際 に 引数 を 渡す 





pub1ic class Main { 
pub1ic static void main(String[] args) { 


Hero h = new Hero(" ミ ナ ト リ ): こう 書い て お け ば コン スト ラク 
4 タ に は 「 ミ ナ ト 」 が 渡さ れる 
5 System.out.println(h.hp) , 100 と 表示 され る 
6 System.out .print1n(h.name) 』 ミナ ト と 表示 され る 


9 
8 1 


この 処理 の よう す を 図 で 表す と 、 次 の 図 9-.13 の よう に な り ま す 。 
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③ 仮 想 世界 に イン スタ ンス が 生ま れる 
(①new す る 間 の a 
Heroh=new Hero(" ミ ナ ト ): (③ コ ンス トラ クタ Hero(String name) が 
3 し 実行 され る 。 こ の と き 引 数 と し て 
「 ミ ナ ト 」 が 利用 され る 


4 


に 
ー 
ー 

ー 


図 9-13 new 時 に 指定 し た 引数 が 、 
コン スト ラク タ 実 行 時 に 利用 され る 





Hero に コン スト ラク タ が で き て 「new Hero(" ミナ ト ")』 の よう 
に で きる よう に な っ た の は 確か に 便利 で す 。 た だ 、 簡 単 な 動作 
テス ト な ど 「 別 に 名 前 は どう で も いい 」 と きも あっ て 、 単に 「new 
Hero():』 と し た い 場 合 に は どう すれ ば いい ん で し ょ うか ? 








な る ほど 。 そ うい うと き に 、 め ん どう だ か ら 「『new Hero():」 と 


し た い の に 、 引 数 が な いた め に エラ ー が 出 て し まう ん だ ね 。 





現在 の Hero クラ ス に は 、「 文 字 列 引数 を 1 つ 受 け 取 る コン スト ラク タ 」 が 定義 
され て いま す 。 そ し て コン スト ラク タ が 「new され た 際 に 必ず 自動 的 に 実行 され 
る も の 」 で ある 以上 、「new を する 側 と し て は 、 必 ず 引 数 と な る 文字 列 を 1 つ 与 
える 」 必 要 が あり ます 。 

つま り 、 こ の コン スト ラク タ を 作っ た こと に よっ て 、 イ ンス タン ス を 生成 する 
と き に は 、 必 ず 名 前 を 指定 する 必要 が 生じ た わけ で す 。 試し に 、 朝 香 さ ん の 言う 
よう に 、 引 数 な し で 「new Hero():」 を 実行 する と エラ ー に な り ま す 。 

この 問題 は 「 引 数 を 受け 取ら な い コ ンス トラ クタ 」 も 同時 に 定義 むせ する こと で 解 
決 で きま す 。 次 ペー ジ の リス ト 9-12 を 見 て くだ さい 。 


憶 O 


355 


第 本 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


リス ト 9-12 コン スト ラク タ の オー バー ロー ド 





public class Hero { 


3 Hero(String name) [ 以前 か ら あ っ た コン スト ラク タ ① 
this.hp = 100: 
thig.name = namej 


] 
Hero() | ナー 新しく 作っ た コン スト ラク タ ③ 


this.hp = 100: 
0 
1 』 


の | 先 奉 。 これ っ て 、 第 5 章 で 習っ た オー バー ロー ド (5⑤.4 節 ) で す 
⑥, よね ? 


その と お り だ よ 。「 同 じ 名 前 だ が 引数 が 異な る メソ ッ ド を 複数 


定義 」 す る オー バー ロー ド は 、 コ ンス トラ クタ で も 可能 な ん だ 。 








と いう こと は 、 実 行 時 に 「 ど ちら が 動く か 」 は Java が 空気 を 読ん 
で 判断 し て くれ る ん で すね 。 






複数 の コン スト ラク タ が 定義 され て いた 場合 


new する と ぎ に 渡 し た 引数 の 型 ・ 数 ・ 順 番 に 対応 する コン スト ラク タ が 動 
作 する (複数 の コン スト ラク タ が 定義 され て いて も 、1 つ だ けし か 動作 し 
な い )。 


356 


さま ざま な クラ ス 機構 


コン スト ラク タ の オー バー ロー ド を 実際 に 活用 する 例 が 、 次 の リス ト 9-13 で 
す 。 


リス ト 9-13 コン スト ラク タ を オー バー ロー ド し た クラ ス の 利用 


] public class Main ( 
う public static void main(String[] args) 

3 Hero h1 = new Hero(" ミ ナ ト 『): 文字 列 引 数 が ある の で コン ス 

と トラ クタ ① が 呼び 出さ れる 


5 System.out .print]1n(h1 .name) : 画面 に 「 ミ ナ ト 」 と 表示 され る 


6 Hero h2 = new Hero() , 引数 が な い の で コン スト ラ 
7 クタ ② が 呼び 出さ れる 


8 System.out .print1n (h2 .name) , 
9 )} 画面 に 「 ダ ミー」 と 


軸 表示 され る 


幼 :E 下 重 暗黙 の コン スト ラク タ 

と ころ で 、 コ ンス トラ クタ が 定義 され て いな い Hero クラ ス は 「new Hero():」 
で 生成 で きた の に 、 引 数 あり コン スト ラク タ を 定義 し た だ け で 同様 の こと が 不可 
能 に な っ た の は な ぜ で し ょ うか 。 

実は Java で は 、 す べ て の クラ ス は イン スタ ンス 化 に 際 し て 必ず 何ら か の コン 
スト ラク タ を 実行 する こと に な っ て いま す 。 で すか ら 、 本 来 す べ て の クラ ス は 、「 引 
数 の な い 、 何 も 処理 を し な い コ ンス トラ クタ 」 で よい の で 、 最 低 で も 1 つ 以 上 の 
コン スト ラク タ 定 義 を 持っ て いな けれ ば な り ま せん 。 コ ンス トラ クタ が 1 つも 定 
義 さ れ て いな い ク ラス は 許さ れ な い の で す 。 
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え ぇ …ー! そん な の めん どう で す よ 。 次 に 開発 する 予定 の 「 宝 の 
地図 」 ク ラス (Map クラ ス ) は イン スタ ンス 化 の 直後 に 初期 化す 
る 必要 は な いん で す 。 


ルー ル に 従う た め だ け に 中 身 の な い コ ンス トラ クタ を 定義 し な レ 
いと な ら な いと し た ら 不 便 ね 。 み 


リス ト 9.14 すべ て の クラ ス は 必ず コン スト ラク タ を 定義 し な けれ ば な ら な い ? 
public class Map { 








の ム ふ いら いう 王 





上 記 の リス ト 9-14 の よう に 、 わ ざわ ざ ダ ミー で コン スト ラク タ を 定義 する の 
は めん どう で す の で 、Java で は 以下 の よう な 特例 を 設け て いま す 。 


《⑨ コン スト ラク タ の 特例 


クラ ス に 1 つも コン スト ラク タ が 定義 され て いな い 場 合 に 限っ て 、「 引 数 
な し 、 処 理 内 容 な し 」 の コン スト ラク タ (デフ ォ ル トコ ンス トラ クタ ) の 定 
義 が コン パイ ル 時 に 自動 的 に 追加 され る 。 
これ まで サン プル で 示し て きた Hero クラ ス は 、 こ の 特例 に よっ て 引数 な し コ 
ンス トラ クタ が こっ そり 自動 定義 され た た め 、「new Hero(): 」 に よる イン スタ ン 
ス 化 が 可能 だ っ た の で す 。 で す が 、 新 た に 引数 を 1 つ 含 む ユ ンス トラ クタ を 定 
義 し た 時 点 で この 特例 は 適用 除外 と な り 、「new Hero(): 」 と いう 記述 に よる イン 
スタ ンス の 生成 は で き な く な っ た の で す 。 
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ほか の コン スト ラク タ を 呼び 出す 


6 意 原 さん 、 コン スト ラク タ を 複数 作っ て いて 、 少 し 「 気 持ち 悪い 」 
( 向 ) こと が ある ん で すけ ど 。 
「 複 数 の コン スト ラク タ に 、 同 じ 処 理 を いく つも 書い て る こと 」 - 
だ ね ? い プ 


2 つ 以 上 の コン スト ラク タ を 定義 し て いる と 、 重 複 する 処理 を 記述 する こと も 
ある で し ょ う 。 た と えば 、9.2.5 項 の リス ト 9-12 を も う 一 度 見 て くだ さい 。 コ 
ンス トラ クタ ① と コン スト ラク タ ② の 内 容 に は 重複 が あり ます 。 
2 つの コン スト ラク タ は 、 ど ちら も HP に 100 を 代入 し て いま す 。 し か し 、 も 
し 将来 「 初 期 HP を 200 に 変更 する 」 こ と に な っ た ら 、 コ ンス トラ クタ ① と ②④ の 
両方 を 修正 する 必要 が 生じ ます (この 例 は 極め て シン プル で す が 、 本 格 的 な プロ 
グラ ム に お いて 、 重 複 部 分 は さら に 多く な る こと が 一 般 的 で す )。 GOI 男 
そこ で 思い つく の が 、 コ ンス トラ クタ の ② の 中 で 、 コ ンス トラ クタ G① を 呼び 出す 本 計 
方 法 で す 。 た と えば 、 次 の リス ト 9-15 の よう な コー ド で HP へ の 代入 を 1 か 所 
に 集中 させ よう と 考え る か も し れ ま せん 。 


リス ト 9-.15 コン スト ラク タ の 中 か ら 別 の コン スト ラク タ を 呼び 出す (エラ ー) 
LHerojava 


public class Hero { 


Hero(Stying name) {1 
thigs、hp = 100: 


1 コン スト ラク タ ① 





th1s.name = name: 


) 
7 ero() {  // コン スト ラク タ ③ 
8 this.Rero(" ダ ダミ ー リ ) : コン スト ラク タ ① を 呼び 出し た い が 、 
| この 行 は エラ ー に な る の で ダメ ! 
1 } 
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し か し 残念 な が らち 、 こ の コー ド は コン パイ ル エ ラー に な り ま す 。 なぜなら 、 
Java で は コン スト ラク タ を 直接 呼び 出す こと が で き な い か ら で す 。 た だ し 、 こ 
の 制限 に は 例外 が あり ます 。 そ れ は 「 専 用 の 文法 を 用 いて 、 コ ンス トラ クタ の 先 
頭 で 別 の コン スト ラク タ を 呼び 出す 場合 に 限っ て 」 特 別に 許さ れる と いう こと で 
bu 


DOCCULEPLLUUUTEPTETELPTEPHLEEEEEUEEEPUEEEYEPILEEEETTPIEEEEEEEEYPTT 


《》 』 コ ンス トラ クタ の 呼び 出し に 関す る ルー ル 


「this. クラ ス 名 (引数 )」 と 記述 する こと と は で き な い 。 
その 代わ り に this( 引数 )」 と 記述 する 。 
よっ て 、 リ スト 9-15 の Hero クラ ス を 正しく 記述 する に は 、 次 の リス ト 9-16 
の よう に し ます 。 


コン スト ラク タ ① 


コン スト ラク タ ③ 
コン スト ラク タ ① を 呼び 出す 。 














ちな み に 、 今回 学ん だ this() は 、 今 まで 利用 し て きた this と 見 
た 目 が 似 て いる が 、 何 の 関係 も な い 別物 と 考え た ほう が いい 。 
「this. メン バ 名 」 の this は 自分 自身 の イン スタ ンス を 表す も の 。 
「this( 引数 )」 の this() は 同一 クラ ス の 別 コ ンス トラ クタ を 呼び 出 
す た め の も の だ 。 
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で まさ まな クラ ス 村 本 


静 的 メン バ 


細 : 天 還 誠 クラ ス 上 に 準備 され る フィ ー ル ド 


前 節 ま で で 、 こ の 章 で 最も 大 切な コン スト ラク タ の 解説 は 終わ 
り だ よ 。 と ころ で 「 イ ンス タン ス の 独立 性 」 に つい て 学ん だ の は 
覚え て いる か な ? 










と 1 
に 


は い 。 別 々 の new で 生ま れ た 各 イ ンス タン ス の フィ ー ル ド の 


中 身 は 別 、 と いう こと で す よ ね 。 





そう だ 。 第 9 章 の 締め くく り に 、 そ の 独立 性 の 例外 を 紹介 し て 
い シ PD お と 


new に よっ て 生成 され る 個々 の イン スタ ンス は 基本 的 に 独立 し た 存在 で す 
(9.1.7 項 「 イ ンス タン ス の 独立 性 」 参 照 )。 よ っ て 、 各 勇者 イン スタ ンス が 持つ 同 
名 の フィ ー ル ド hp に は 、 そ れ ぞ れ 別 の 値 を 格納 する こと が で きま す ( 図 
9-14)。 


WM! 


Hero ク ラス 






図 B-14 同じ Hero ク ラス か ら 生 成 さ 
れ た が 、 そ れ ぞ れ 異 な る hp 値 を 持つ イ 
ンス タン ス 


dass Hero { 
int hp: 
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た と えば 勇者 3 名 が チー ム (パー ティ ) を 組ん で 冒険 する RPG を 作る 場合 を 考 
えま し ょ う 。 次 の よう な クラ ス か ら 生 成 さ れる イン スタ ンス で は 、 そ れ ぞ れ が 名 
前 フィ ー ル ド (name) や HP フィ ー ル ド (hp)、 そ し て 所 持 金 フィ ー ル ド (money) 
を 別々 に 持つ こと に な り ま す 。 





し か し 、 プ ログ ラム を 開発 し て いる と 、「 各 イン スタ ンス で 共有 し た い 情 報 」 
が 出 て くる こと が あり ます 。 た と えば RPG な ら 、 チ ー ム を 組ん で 行動 し て いる 
の で 「 チ ー ム 全員 で 1 つの お 財布 」 を 設定 し た い 場合 も ある で し ょ う 。 


各 Hero イン スタ ンス ご と の 財布 は 不要 で 、 す べ て の 勇者 で 1 
いあ つの 財布 を 共有 すれ ば いい っ て こと で すね 。 
その と お り だ よ 。 財 布 は 「 イ ンス タン ス に 1 つ 」 で は な く 、「 何 , 
に 対し て 1 つ 」 あ れ ば いい の か な ? いし ノ 
「 す べ て の 勇者 で 1 つ 」 つ まり 「Hero と いう クラ ス に 対し て 1 つ 」 
95 


この よう に 同じ クラ ス か ら 生 成 さ れ た イン スタ ンス で フィ ー ル ド を 共有 し た い 
合 に は 、 ブ ィ ー ル ド 宮 言 の 先頭 に static キー ワー ド を 追加 し ます 。 


で まさ まな クラ ス 村 = 


リス ト 9-18 static キー ワー ド に よる フィ ー ル ド の 共有 


| public class Hero { 
2 String namei 

3 int hDi 

4 skatic int money 

5 SN 


な 計 
static キー ワー ド を 指定 し た フィ ー ル ド は 特に 静 的 フィ ー ル ド (static field) と 
いわ れ 、 下 記 の よう な 3 つの 特殊 な 効果 を も た らし ます 。 
1. フィ ー ル ド 変 数 の 実体 が クラ ス に 準備 され る 


通常 、 フ ィ ー ル ド が 格納 され る 箱 ( 領 域 ) は 個々 の イン スタ ンス ご と に 用 意 さ 
れ ま す が 、 静 的 フィ ー ル ド の 箱 は イン スタ ンス で は な く 、 ク ラス に 対し て 1 つ だ 
け 用 意 さ れ ま す 。 イ メー ジ で 考え る な ら ば 、 図 9.15 の よう に 「 勇 者 の 金 型 」 の 上 
に money の 箱 が 準備 され る と いう イメ ー ジ に な り ま す 。 


Hero ク ラス 図 9-15 双 者 の 人 金 型 に 属す る 変数 










class Hero { 
static Int moneyi: 






Ce- メ / new 


Hero.money 





この Hero クラ ス に 準備 され た 箱 ( 静 的 フィ ー ル ド 「money」) を 読み 書き する に 
は 、「Heromoney」 と いう 表記 を 使い ます 。 
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み 静 的 フィ ー ル ド へ の アク セス 方 法 
クラ ス 名 . 静 的 フィ ー ル ド 名 


リス ト 9-19 静 的 フィ ー ル ド money へ の アク セス 
public class Main ( 


public static yoid main(String[] args) { 
Hero h1 = new Hero(] 


Hero h2 = new Hero() : 
System.out .print1n (ht ,hp) : hp を 表示 

6 System.out .print1n (Hero.money) : 
7 : money を 表示 


2. 全 イ ンス タン ス に 、 箱 の 分 身 が 準備 され る 


uu た も 3 ト J ーー 


共通 財産 で ある 金額 が 格納 され る 変数 (Heromoney) は 、 あ くま で る 人 金 型 に 作 
られ ます 。 し か し 同時 に 、h1 や h2 と いっ た 各 イ ンス タン ス に も money と いう 
名 前 で 「 箱 の 分 身 」 が 準備 され 、 金 型 の 箱 の 別名 と し て 機能 する よう に な り ま す 。 
つま り 、「h1.money」 や 「h2.money」 と いう 分 身 の 箱 に 値 を 代入 すれ ば 、 本 物 の 箱 
Heromoney に その 値 が 代 信 さ れる の で す 。 


Hero ク ラス 図 B-16 イン スタ ンス 経由 で の 
い アク セス が 可能 に な る 







て lass Hero1 
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さま ざま な クラ ス 機構 


SN 実質 的 に 「h1.money」 「h2.money」 「Hero_money」 は どれ も 同一 
( 間 : の 箱 を 指す こと に な る ん で すね 。 


2 im9 フ ィ ー ル ド へ の 別名 に よる アク セス 


「 イ ンス タン ス 変 数 名 . 静 的 フィ ー ル ド 名 」 と 書い て も よい が 、「 ク ラス 名 . 静 
的 フィ ー ル ド 名 」 と 同じ 意味 に な る 。 


リス ト 9-20 個々 の イン スタ ンス か ら 静 的 フィ ー ル ド money へ アク セス し て 内 容 を 表示 


1 


ヨ 


tn 


B METILNEN | 
public class Main { 


public static void main(String[] args) { 


Hero hl = new Hero() : 

Hero h2 = new Hero() 

Hero.money = 100: 

System.Out .print]n (Hero.moneY) : 

System.out .print1n(h1 .mOney) : 
memey 00 

System.out 、print1n(h2 .money) : 


悦 O 


この よう な 状態 は 、「h1 と h2 が money フィ ー ル ド を 共有 し て いる 」 と 考え る 
こと も で きる の で 、「 静 的 フィ ー ル ド を 用 いれ ば 、 イ ンス タン ス 間 で フィ ー ル ド 
を 共有 で きる 」 と 解説 され る こと も あり ます 。 


3. イン スタ ンス を 1 つも 生み 出さ な く て も 箱 が 利用 可能 に な る 


「Heromoney」 は 金 型 の 上 に 作ら れる 箱 で す 。 よ っ て 、 ま だ 1 つの 実体 (イン 
スタ ンス ) も 生み 出さ れ て いな い 状 況 で あっ て も 利用 する こと が で きま す 。 
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リス ト 9-21 イン スタ ンス が 生成 され て いな く て も 静 的 フィ ー ル ド に アク セス で きる 
public class Main { 
) publie static void main(String[] args) { 
3 // 1 人 も 勇者 を 生み 出し て いな い 状 況 で … 
Hero.money = 100: 
System.out .print]1n (Hero.money , 
] 
! 


な お 、 静 的 フィ ー ル ド は クラ ス ( 金 型 ) に フィ ー ル ド ( 縮 ) が 所 属す る と いう 特 
微か ら 、 ク ラス 変数 と 言わ れる こと も あり ます 。 


吉 な ん だ か static つっ て 、 ち ょ っ と 複雑 な 効果 が ある キー ワー ド で 
U リ 
すね 。 






慣れ れ ば 大 し た こと は な いん だ けど も 、 も し 混乱 し そう な ら 理 
解 は 後回し で も いい よ 。 確 か に 少し や や こ しい 割 に は 、 実 際 の 
開発 で は 頻繁 に 使わ れる も の で は な いん だ 。 そ れ よ り は コン ス 
トラ クタ の 理解 の ほう が 何 倍 も 大 事 だ よ 。 







2 public static final コン ビ ネ ー シ ョ ン 


多く の 場合 、static は final (第 1 章 1.3.5 項 ) や public (10 章 で 学習 ) と 一 緒 
に 指定 され 、「 変 化し な い 定 数 を 各 イ ンス タン ス で 共有 する た め 」 に 利用 
され ます 。 
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で さま ざま な クラ ス 拍 神 
結 天 正 動 静 的 メソ ッ ド 


の で 先輩 、static と いえ ば 私 た ち が 今 ま で 使っ て きた main メソ ッ ド 
ゆ に も 付い て いま す よね ? 


そう だ ね 。 static は メソ ッ ド に も 付け られ る ん だ よ 。 


Hero クラ ス に 、「 勇 者 た ちの 所 持 金 を ラン ダム に 設定 する 」setRandom 
Money() メソ ッ ド を 追加 する 場合 、 リ スト 9-22 の よう な コー ド を 記述 し ます 。 


リス ト 9-22 静 的 な メソ ッ ド の 例 


TCPYpmn 
pub1ic class Hero ( | Hero.java 
2 Str1nq name: 
int hp: 散 
gtatio nt moneyi - 章 


static void setRandomMoner() { static を 付け た メソ ッ ド 


Hero.money = (int) (Math.random() * 1000) 


] 
) 


static キー ワー ド が 付い て いる メソ ッ ド は 、 静 的 メソ ッ ド (Static method) また 
は クラ ス メ ソ ッ ド (class method) と 呼ば れ 、 静 的 フィ ー ル ド と あわ せ て 静 的 メン 
バ (static member) と 総称 され ます 。 静 的 メソ ッ ド を 定義 する と 静 的 フィ ー ル ド 
と 同様 に 以下 の 3 つの 効果 が 現れ ます 。 
1. メソ ッ ド 自体 が クラ ス に 属す る よう に な る 


静 的 メソ ッ ド は 、 そ の 実体 が 各 イ ンス タン ス で は な く ク ラス に 属し 、「 ク ラス 
名 . メ ソ ッ ド 名 ()」 で 呼び 出せ る よう に な り ま す 。 
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2. イン スタ ンス に メソ ッ ド の 分 身 が 準備 され る 


静 的 メソ ッ ド は 、「 イ ンス タン ス 変 数 名 . メソ ッ ド 名 0):」 で も 呼び 出せ る よう に 
な り ま す 。 


3. イン スタ ンス を 1 つも 生み 出す こと な く 呼 び 出 せる 
静 的 メソ ッ ド は 、1 つも イン スタ ンス を 生み 出し て いな い 状 況 で あっ て も 、 呼 
び 出 すこ と が で きま す 。 


リス ト 9-23 静 的 メソ ッ ド の 呼び 出し 





public class Main ( 
pub1ic static void main(String[] args) { 
Hero.getRandomMoney ) : 


System.out .print1n (Hero.money) , ラン ダム な 金額 が 表示 


Hero hl = new Herol) : 


System.out .println(h1 .money) : 同じ 額 を 表示 
) 









ここ まで 説明 すれ ば 、main メソ ッ ド が な ぜ static で な けれ ば な 
ら な い の か 、 想 像 つく ん じゃ な いか な ? ヒン ト は 「3 番目 の 効果 」 
だ 。 







main メソ ッ ド が 呼び 出さ れる と き 、 仮 想 世界 に は まだ 1 つも 
イン スタ ンス が 存在 し て いな いか ら で す ね 。main メソ ッ ド が 


属す る クラ ス (Main クラ ス な ど ) さえ も まだ イン スタ ンス 化 さ 
れ て いな い 状 況 で 、main は 呼び 出さ れる 必要 が あり ます か ら 。 
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さま ざま な クラ ス 機構 


還 天 E 動 静 的 メソ ッ ド の 制約 


共生 | 実は 表 的 メソ ンド の 利用 に は 重要 な 制約 が ある ん だ 。 こ れ を 記 
「 
ご / | れ て 開発 時 に 悩ん で し まう 人 も 少な く な い 。 

静 的 メソ ッ ド の 中 に 記述 する コー ド で は 、static が 付い て いな い フ ィ ー ル ド や 
メソ ッ ド は 利用 で きま せん 。 次 の リス ト 9.24 を 見 て くだ さい 。 


リス ト 9-24 静 的 な メソ ッ ド 中 で アク セス で きる の は 静 的 メン バ だ け 
pub1ic class Hero ( He 
Strinq name: 
int hp: 


gtatic 1nt mOneYi 


static void seERandomMoney() [ 章 | 
Hero.money = (int) [Math.random() * 1000) : 
System.out .print1n(this.name + ! た ちの 所 持 金 を 初期 化し まし た ") : 


! 


静 的 メソ ッ ド setRandomMoney() の 内 部 で ある 8 行 目 で 、 フ ィ ー ル ド name 
へ アク セス し よう と し て いま す が 、 こ の 処理 は エラ ー と な り ま す 。 

静 的 メソ ッ ド setRandomMoney() は 、 ま だ 1 つも 勇者 イン スタ ンス が 存在 し 
な い 状 況 で も 呼び 出さ れる こと が ある メソ ッ ド で す 。 も し 仮想 世界 に 1 つも 勇者 
イン スタ ンス が な い 状 況 で setRandomMoney() が 動い て し まっ た ら 、「 自 分 自身 
の イン スタ ンス 」 の メン バ で ある 「this.name」 を うま く 処 理 で き な い こと は 明らか 
で す 。 で すか ら 静 的 メソ ッ ド 内 部 で は 、 静 的 メン バ し か 利用 で き な い こと に な っ 
て いる の で す 。 


369 


370 
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第 9 草 の ま と め 


この 章 で は 、 次 の よう な こと を 学び まし た 。 


クラ ス 型 と 参照 


・ クラ ス 型 変数 の 中 に は 、「 イ ンス タン ス の 情報 が 格納 され て いる メモ リ 番 地 」 
が 入っ て いる 。 

・ ある クラ ス 型 変数 を 別 変数 に 代入 する と 、 番 地 情 報 だ けが コピ ー さ れる 。 

・ クラ ス 型 は 、 フ ィ ー ル ド や メソ ッ ド の 引数 ・ 戻 り 値 の 型 と し て も 利用 で きる 。 


コン スト ラク タ 


・「 ク ラス 名 と 同一 名 称 で 、 戻 り 値 の 型 が 明記 され て いな い メ ソ ッ ド 」 は コン ス 
トラ クタ と し て 扱わ れる 。 

・ コン スト ラク タ は 、new に よる イン スタ ンス 化 の 直後 に 自動 的 に 実行 され る 。 

・ 引 数 を 持つ コン スト ラク タ を 定義 する と 、new を する 際 に 引数 を 指定 し て コ 
ンス トラ クタ を 実行 させ る こと が で きる 。 

・ コン スト ラク タ は オー バー ロー ド に より 複数 定義 で きる 。 

・ ク ラス に コン スト ラク タ 定 義 が 1 つも な い 場 合 に 限っ て 、 コ ン パ イラ が 「 引 数 
な し ・ 処 理 内 容 な し 」 の デフ ォ ル トコ ンス トラ クタ を 自動 定義 し て くれ る 。 

・ this () を 用 いれ ば 、 同 一 クラ ス の 別 コ ンス トラ クタ を 呼び 出す こと と が で きる 。 


静 的 メン バ 


static キー ワー ド が 付い て いる 静 的 メン バ (フィー ルド お よび メソ ッ ド ) は 、 

① 各 イン スタ ンス に で は な く 、 ク ラス に 実体 が 準備 され る 。 

②③「 ク ラス 名 . メン バ 名 」、「 イ ンス タン ス 変 数 名 . メン バ 名 」 の どちら で も 同 
じ 実 体 に アク セス する こと に な る 。 

③ 1 つも イン スタ ンス を 生み 出し て いな く て も 利用 可能 で ある 。 

静 的 メソ ッ ド は 、 そ の 内 部 で 静 的 で は な い メ ソ ッ ド や フィ ー ル ド を 利用 する 

こと が で きま な い 。 


さま ざま な クラ ス 機構 


第 8 章 の 練習 問題 で 作成 し た Cleric クラ ス に 関し て 、 以下 の 2 つの 修正 を 行っ 
て くだ さい 。 


① 現時 点 の Cleric クラ ス の 定義 で は 、 各 イン スタ ンス ご と の 最大 HP と 最大 MP 
フィ ー ル ド に 情報 を 保持 し ます 。 し か し 、 す べ て の 聖職 者 の 最大 HP は 50、 
最大 MP は 10 と 決ま っ て お り 、 各 イン スタ ンス が それ ぞ れ 情報 を 持つ の は メ 
モリ の ムダ で す 。 
そこ で 、 最 大 HP・ 最 大 MP の ブフ ィ ー ル ド が 各 イ ンス タン ス ご と に 保持 され な 
いよ うに 、 フ ィ ー ル ド 宣 言 に 適切 な キー ワー ド を 追加 し て くだ さい 。 


② 以下 の 方 針 に 従っ て 、 コ ンス トラ クタ を 追加 し て くだ さい 。 

A) こ の クラ ス は 、 new Cleric('" アサ カ ", 40, 5) の よう に 、 名 前 ・HP・MP を 指 
定 し て イン スタ ンス 化す る こ と が で きま す 。 

B) こ の クラ ス は 、new Cleric('" アサ カ ", 35) の よう に 、 名 前 と HP だ け を 指定 
し て イン スタ ンス 化す る こと も で きま す 。 こ の 場合 、MP は 最大 MP と 等 
し い 値 で 初期 化 さ れ ま す 。 

C) こ の クラ ス は 、 new Cleric(" アサ カ ") の よう に 、 名 前 だ け を 指定 し て イン 
スタ ンス 化す る こと も で きま す 。 こ の 場合 、HP と MP は 最大 HP と 最大 
MP で 初期 化 さ れ ま す 。 

D) こ の クラ ス は 、 new Cleric() の よう に 、 名 前 を 指定 し な い 場 合 に は イン ス 
タン ス 化す る こと は で き な い も の と し ます (名 前 が な い Cleric は 仮想 世界 
に 生み 出せ な い )。 

E) コン スト ラク タ は 極力 重複 コー ド を な くす よう に 記述 し ます 。 
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練習 選 - 1 の 解答 Se る る SS なさ o る あさ な きち の SS さる な さら る おき ら る る 6 る さる る や さあ る る の らら GoesoSG ふ の oo 
( 注 ) 静 的 フィ ー ル ド 宣 言 と コン スト ラク タ 宮 言 部 の み を 掲載 し て あり ます 。 


] gtatic fina] int MAX HP = 50: 

っ static fina] int MAX MP = 10: 

3 

4 public Cleric (String name, int hp, int mp) { 
5 this .name = namei 

る this.hp = hp: 

7 this.mD = mD: 

8 ] 

g 。 public Cleric(String name, int hp) 1 
0 this (name, hp, Clerioc.MAX MP) , 

n 】 

12 pub1ic Cleric(8tring name) { 

3 this(name, Cleric.MAX HP) , 

14 } 
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カプ セル 化 


第 8 章 や 第 9 章 で 学ん だ 文法 を 用 いれ ば 、 

クラ ス や イン スタ ンス を 利用 し て 現実 世界 を 模 令 し た 

オブ ジェ クト 指向 の プロ グラ ム を 自由 に 開発 で きま す 。 

し か し 、 間 違え て 属性 を 書き 換え て し まっ た り 、 

誤っ た 操作 を 呼び 出し て し まう な どの ヒュ ー マ ン エラ ー を 

完全 に な くす こと は で きま せん 。 

その た め 、Java に は ミス を 未然 に 防ぐ 「 カ プ セ ル 化 」 の し くみ が あり ます 。 
と の 章 で は 、 そ の 便利 な し くみ に つい て 学ん で いき まし よう 。 
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10.1 カプ セル 化 の 目的 と メリ ッ ト 
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10.5 カプ セル 化 を 支え て いる 考え 方 

10.6 第 10 章 の まとめ 

10.7 練習 問題 

10.8 練習 問題 の 解答 
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カプ セル 化 の 目的 と メリ ッ ト 


打上 計 重 オブ ジェ クト 指向 の 3 大 機能 


第 8 章 と 第 9 章 で 学ん だ 「 ク ラス の 宣言 方 法 と イン スタ ンス の 利用 法 」 を マス 
ター し て いれ ば 、 オ ブ ジ ェクト 指向 の 考え 方 に 沿っ た プロ グラ ム を 作る こと が で 
きま す 。 

で す が 、 も し 「 オ ブ ジ ェクト 指向 プロ グラ ミン グ を 、 さ ら に ラク に 、 さ ら に 楽 
し くす る し くみ 」 が ある と し た ら 、 も っ と 魅力 的 だ と 思い ませ ん か ? た と えば 今 
まで の 半分 の 労力 で 、 も っ と 楽し く 、 し か も エラ ー を で きる だ け 防 げ る プロ グラ 
ム が 書け た と し た ら ど う で し ょ う 。 実は Java に は 、 そ の よう な 嬉し いし くみ が 
3 つも 備わっ て いま す ( 図 10-1)。 


図 10-1 オブ ジェ クト 指向 
の 3 大 機能 





この 図 に 示し た 「 カ プ セ ル 化 」「 継 承 」 「 多 態 性 」 は 、 オ ブ ジ ェクト 指向 の 3 大 機能 
と 呼ば れ て いま す 。 こ の 章 で は 、 ま ず 最 も 簡単 な 「 カ プ セ ル 化 」 か ら 学 びましょう 。 


生 誠 放 攻 カプ セル 化 と は ? 


Java に 備わっ て いる 「 カ プ セ ル 化 」 と は 、 フ ィ ー ル ド へ の 読み 書き や メソ ッ ド 
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の 呼び 出し を 制限 する 機能 で す 。 た と えば 、「 こ の メソ ッ ド は 、A クラ ス か ら は 
呼び 出せ る けど 、B クラ ス か ら は 呼び 出せ な い 」「 こ の フィ ー ル ド の 内 容 は 、 誰 で 
も 読め る けど 、 書 き 換 え は 禁止 」 と いっ た こと を 実現 で きま す 。 


「 制 限 し て 不便 に し て し まう 機能 」 な ん て 意味 ある ん で すか ? 誰 


で も 自由 に メン バ を 利用 で きる ほう が 便利 だ と 思う けど …。 


いや 、 そ うと も 限ら な いん だ よ 。 N 


「 大 切な モノ に 対す る アク セス は 不 自由 で ある ほう が よい 」 こ と を 、 私 た ち は 現 
実 世界 で も よく 知っ て いま す 。 た と えば 、 あ な た の 大 切な 銀行 口座 に 対し て 、 誰 
も が 出し 入れ 可能 だ と し た ら 、 ど う で し ょ うか 。 あ な た が 気づか な いう ち に あな 
た の お 人 金 を 誰か が 引き 出し て し まう か も し れ ま せん ね 。 

ほか に も 「 登 録 さ れ た 人 し か 立ち 入れ な いよ うに 、 堀 に 囲ま れ 、 門 に は 守衛 が 
いる 軍事 施設 」 な ど 、 私 た ちの 周り で は 「 制 限 」 が 行わ れ て いる 例 が 多く あり ます 
( 図 10-2)。 確 か に 不便 で は あり ます が 、 こ の 制限 が ある か ら こ そ 、 次 の よう な 
メリ ッ ト を 亭 受 で きる の で す 。 





・ 悪意 の ある 人 が 軍事 施設 に 入り 、 ミ サイ ル を 発射 し て し まう こと を 防げ る 
・ 子ども が うつ っ つかり 軍事 施設 に 入り 、 ミ サイ ル を 発射 し て し まう こと を 防げ る 
・ 万 一 、 何 者 か が ミサ イル を 発射 し た 場合 、 登 録 さ れ た 人 に 犯人 を 絞り 込め る 


た 8 | 較 | | 
ブー 


アク セス 制御 


に 1 
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この 例 の よう に 、 情 報 へ の アク セス や 動作 の 実施 に つい て 、「 誰 に 何 を 許す か 」 
を 定め て 制限 する こと を 、 ア クセ ス 制 御 (access contro)) と いい ます 。Java に お 
ける カプ セル 化 と は 、 大 切な 情報 (フィ ー ル ド ) や 操作 (メソ ッ ド ) に つい て アク 
セス 制御 を か ける こと に より 、 悪 意 や 間違い に よる メン バ の 利用 を 防止 し 、 想 定 
し な い 利 用 が 発生 し た な ら ば 、 そ の 原因 箇所 を 特定 し や すく する た め の し くみ な 
の で す 。 


生 衣 攻 内 アク セス 制御 され な い 怖 さ 


カプ セル 化 に よる アク セス 制御 の 方 法 を 学ぶ 前 に 、「 ア クセ ス 制 御 さ れ な い プ 
ログ ラム が いか に 怖い か 」 を 、 RPG の 開発 プロ ジェ クト を 例 に 考え て み ま し ょ う 。 
次 の リス ト 10-1 は 、 第 9 章 ま で に 作成 し た Hero タラ ス を 改良 し た も の で す 。 


リス ト 10-1 アク セス 制御 され て いな い プ ログ ラム の 例 


pub1ic class Hero ( |HeroJava | 
1nt hp: 
String name: 


Sword sword: 
Static 1nt mOne ザ Yi 
void bye() { 
System.out .println(" 甘 者 は 別れ を 告げ た 『) 
| 
void diet) { 
System.out.println(this.name + "は 死ん で し まっ た ! "): 
System.out .println("WGAME OVER で す 。 史 
] 
void sleep() 1 
14 this.hp = 100: 
System.out.println(this.name +『 は 眠っ て 回 復 し た !『) : 
] 


void attack (Matango m) [ 


カブ セル 化 


18 System.out .println(this.name + "の 攻撃 ! 中 : 


System.out.println(" お 化け キノ コリ" + m.suffix 
+ 『 か ら 2 ポ イン ト の 反撃 を 受け た 『) 
if (this.hp<= 0) { 
thig.die () : 


この 勇者 は イン スタ ンス 化 さ れる と HP が 100 に 設定 され ます 。 そ し て 英 と の 
戦い で HP が 減少 し 、0 以下 に な っ た ちら 死亡 し ゲー ム オ ー バ ー と な り ま す 。 し か し 、 
あな た は Hero クラ ス を 使っ た ゲー ム の テス ト 中 に 、「 一 度 も モン スタ ー と 戦っ て 
いな い の に 勇者 の HP が マイ ナス 100 に な っ て いる 」 こ と に 気づき ます ( 図 10- 
395 





図 10-3 戦っ て いな い の に HP が マイ ナス の 勇者 (死ん で いる ! ) 


あな た は 数 万 行 も ちる ゲー ム プ ログ ラム の いっ た い ど こ に 不具 合 の 原因 が ある 
の か を 人 夜中 まで 調査 し 、 原 因 を つき と め ま し た 。 そ れ は 新入 社員 の A さん が 開 
発し た 次 の リス ト 10-2 の 「 宿 屋 ク ラス 」 で し た 。 
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リス ト 10-2 「 宿 屋 ク ラス 」 の 不具 合 





public class Tnn { 
> void checkrn(Hero h) [{ 
3 h.hp = -100: 


oop 


タイ プ ミ ス し て 、 100 の 前 に マイ ナス 記号 を 付け ちゃ っ た の ね 。 


そっ か ぁ 。 コ ン パ イル エラ ー に は な ら な いし 、 代 入 も で きち ゃ の 
うか ら 気 づな いよ な ぁ 。 6 


その 翌日 、 今 度 は 「 冒 険 中 に お 城 で 会 話 を する と 、 な ぜ か 勇者 が 理由 も な く 急 
死 し て ゲー ム オ ー バ ー に な る 」 と いう 問題 が 見 つか り ま す 。 原因 を 調査 し た と こ 
ろ 、 ま た も や A さん が 作っ た リス ト 10-3 の 「 王 様 ク ラス 」 に 問題 が あり まし た 。 





リス ト 10-3 「 王 様 ク ラス 」 の 問題 点 


public class King { 
2 void talk(Heroh) [ 
System.out .print1n 
("王様 : よう こそ 我が国 へ 、 勇 者 " + h.name + " よ 。『): 
System.out.println(! 王 様 : 長旅 着れ た で あろ う 。『) : 
System.out .print]n 
("王様 : まず は 城下 町 を 見 て くる と よい 。 で は また 会 お う 。『) 


( 1.diei) : 


の ここ か 不具 合 の 原因 。 勇者 が 死ぬ ! 
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先輩 か ら 「bye() を 呼べ 」 と 指示 され た の を 「die()」 に 聞き 間違え 
(し) つ 4oee: 


うー ん 、 英 単語 の 意味 を 考え れ ば わか り そ う な も の だ けど … で 
も 人 間 だ か ら 、 間 違え る こと も ある よね …。 あみ 


今回 の 一 連 の 不具 合 は A さん の 不 注意 や スキ ル 不 足 が き っ か け で 起こ り ま し 
た 。 し か し 、 見 方 を 変え れ ば 、 簡 単に 「HP を マイ ナス 100 に 設定 で き て し まう 
こと 」 や 「 王 様 が 会 話 中 に 勇者 を 殺せ て し まう こと 」 に も 問題 が あり ます 。 

プロ グラ ム に 以下 の よう な アク セス 制御 が 盛り 込ま れ て いれ ば 、 こ の よう な バ 
グ は 事前 に 見 つか っ た は ず で す 。 





Hero クラ ス 以 外 か ら は hp フィ ー ル ド に 値 を 設定 で き な い 
die() メソ ッ ド を 呼べ る の は Hero クラ ス だ け 


カプ セル 化 は この よう な アク セス 制御 を 実現 し 、 想 定 外 に 発生 する 不具 合 を 未 
然 に 防ぐ た め の し くみ で す 。 ぜ ひ 次 節 以 降 の カプ セル 化 の 文法 を し っ か り マ ス 
ター し て 、 不 具合 が 発生 し に くい クラ ス を 開発 で きる よう に な り ま し ょ う 。 










人 間 は 必ず ミス を する 。 だ か ら 不 具合 の 原因 を 決し て 「 人 」 に 求 
め て は な ら な い 。 原因 は 「 ミ ス を 未然 に 防ぐ し くみ が な いて と 」 
に 求め る べき な ん だ 。 


爺 き 
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メン バ に 対す る アク セス 制御 


生 上 下 省 動 4 つの アク セス 制御 レベ ル 


Java で は 、 そ れ ぞ れ の メン バ ( フ ィ ー ル ド お よび メソ ッ ド ) に 対し て アク セス 
制御 の 設定 を 行う こと が で きま す 。 で す が 、 そ れ ぞ れ の メン バ に 「A クラ ス 、D 
クラ ス 、R クラ ス か ら の 利用 は 許す 」「B クラ ス 、Z クラ ス か ら の 利用 は 許す 」 の 
よう に 細か く 指 定 す る と 、 と て も 手間 が か か っ て し まい ます 。 そ こ で 、 表 10-1 
の よう に ザッ クリ と 、4 段 階 か ら ア クセ ス 制 御 の 方 法 を 選ぶ よう な し くみ に な っ 
て いま す 。 


表 10-1 Java に お ける アク セス 制御 の 範囲 と 指定 方 法 (メン バ 編 ) 
プロ グラ ム 中 の 指定 方 法 | アク セス を 許可 する 芳 囲 


H ( 何 も 書か な い ) 自分 と 同じ パッ ケー ジ に 属す る クラ ス 


自分 と 同じ パッ ケー ジ に 属す る か 、 自 分 


wmowe lec lee [seezx | 


Private や public な ど は アク セス 修飾 子 (access modifier) と 呼ば れ 、 フィール ド 
や メソ ッ ド を 宣言 する 際 、 先 頭 に 記述 する こと で アク セス 制御 が 可能 に な り ま す 。 





ウ ク フィ ー ル ド の アク セス 制御 
アク セス 修飾 子 フィ ー ル ド 宣 言 : 


人 ク メソ ッ ド の アク セス 制御 
アク セス 修飾 子 メソ ッ ド 宣言 {…] 


カブ セル 化 









現時 点 で 表 10-1 の 4 つ す べ て を 覚え る 必要 は な いよ 。 ま ず は 
public と private だ け 覚 えて お け ば 十分 だ 。 特 に protected に 関 
し て は 後 の 「 継 承 」 に 関す る 章 で 学ぶ か ら 、 そ れ ま で 完全 に 忘れ 
て いて も 構わ な いよ 。 





= 谷 
\ ジ ノ 






邊 正 E 王 匠 private を 利用 する 


それ で は private に よる アク セス 制御 を 体験 し て み ま し ょ う 。10.1.3 項 の 「 ア 
クセ ス 制 御 さ れ な い 居 さ 」 で は 、Hero クラ ス の hp フィ ー ル ド に マイ ナス 100 が 
設定 され て し まい まし た 。 本 来 、HP フィ ー ル ド は attack() し た と き に 2 ずつ 減り 、 
sleep() し た と き に 回 復 す れ ば よい の で 、 他 の クラ ス か ら 変 更 で きる 必要 は あり 
ませ ん 。 よ っ て HP は private に し て お きま し ょ う ( リ スト 10-4)。 


リス ト 10-4 HP を private に し た サン プル コー ド 





public class Hero { 


String name 
Sword swordi 


StatiC 1nt NOneYj 


vod sleep() 
this.hp = 100: 
System.out.println(this.name + "は 、 有 眠っ て 回 復 し た ! 『) 


0 


hp フィ ー ル ド に private を 指定 し た た め 、 和 宿屋 クラ ス の checkIn() メソ ッ ド で 
は 「hp フィ ー ル ド へ は アク セス で き な い 」 と いう コン パイ ル エ ラー が 発生 する よ 
うに な り ま す 。 
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し か し 、 田 者 の hp フィ ー ル ド が いっ さい 変更 で き な く な る わけ で は な い 点 に 
注意 し て くだ さい 。 private な フィ ー ル ド で あっ て も 、 同 じ ク ラス の メソ ッ ド か 
ら で あ れ ば 、 リ スト 10-4 の sleep() メソ ッ ド の よう に 「this」 を 用 いて 読み 書き す 
る こと が で きま す 。 宿屋 クラ ス の checkIn() メソ ッ ド の 中 で は 、 勇 者 の HP フィ ー 
ルド に 直接 100 を 代入 で き な い 代わ り に 、sleep() メソ ッ ド を 呼び 出す よう に 修 
正す れ ば よい の で す 。 


PTPTUUYITETTUOITYUUTUUITUULLLUULLLELLLUULLLLLLLLUIIITLILLUULLULLLUUUUULLLLLLLLUULLLLLLULLLLLLLLL 


private アク セス 修飾 


privaete で あつ て も 、 自 分 の クラ ス か ら this.- で の 読み 書き は 可能 。 


また 、die() メソ ッ ド に つい て も 、 王 様 を ど 、 ほ か の クラ ス か ら み だ り に 呼び 
出さ れる こと が な いよ うに private に し ます (リス ト 10-5)。 


リス ト 10-5 die() メソ ッ ド を private と し て 指定 する 





pub1ic class Hero { 


priyate void die() 1 
System.out.println(this.name +『 は 死ん で し まっ た 1!『)』 
System.out .println("GAME OVER で す 。『) : 


] 


これ で die() メソ ッ ド は 外部 の クラ ス か ら は 呼び 出せ な く な り ま す が 、 同 じ ク 
ラス 内 に ある attack() メソ ッ ド か ら の 呼び 出し (リス ト 10-1 の 23 行 目 ) は 問題 
あり ませ ん 。 
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生 下 和 時 public や package private を 利用 する 


田 者 は 戦う の が 仕事 で すか ら 、 い ろ い ろ な クラ ス か ら attack() メソ ッ ド が 呼び 
出さ れる 可能 性 が あり ます 。 よ っ て attack() は 、 ど の よう な クラ ス か ら で も 呼び 
出せ る よう に public 指定 を 付け て 記 き まし ょ う ( リ スト 10-6)。 


リス ト 10-6 attack() メソ ッ ド は public と し て 指定 する 


HeroJjava 
] public class Hero ( 


3 void gs1eep() { 

c ] 

6 pub1ic void attack(Matango m) [ 
8 ] 


10 } 


作 さ 


ちな み に 、sleep() メソ ッ ド に は public を 付け な いま ま に し て いま す 。 こ の 場合 、 
package private を 指定 し た と 見 な され 、 同 じ パ ッ ケ ー ジ に 届 す る クラ ス か ら の 
呼び 出し の み 可 能 に な り ま す 。 仮に 図 10.4 の よう に Hero ク ラス が rpg. 
characters パッ ケー ジ に 属し て いる と すれ ば 、 他 の パッ ケー ジ に 届 す る Slime ク 
ラス な どか ら は 利用 で き な く な り ま す 。 





図 10-4 public、package private、private の アク セス 制御 


383 


第 芋 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


打上 王 琵 葬 アク セス 修飾 の 定石 





private、public、 package private に つい て は よく わか り ま し た 。 
で も 、 ど れ を 選べ ば よい の か が 迷っ ちゃ いま す …。 






大 丈夫 、 お 決ま り の パタ ー ン が ある ん だ よ 。 


どの メン バ に 、 ど の アク セス 修飾 子 を 指定 すべ きか 、Java の 文法 で は 定め ら 
れ て いま せん 。 ア クセ ス 修飾 子 は 自由 に 指定 で きる の で 、「 メ ン バ の 使わ れ 方 を 
プロ グラ マ が よく 考慮 し た 上 で 、 最 適 な も の を 選ぶ べき 」 と いう の が 教科 書 的 な 
答え で す 。 し か し 、「 ほ と ん どの ケー ス で は 、 こ の よう に 指定 し て お け ば 大 丈夫 」 
ある い は 「 こ の よう な 指定 の 仕方 が 基本 」 と いう パタ ー ン (定石 ) が あり ます 。 


《② メン バ に 関す る アク セス 修飾 の 定石 


・ フ ィ ー ル ド は すべ て private 
・ メ ソ ッ ド は すべ て public 


PUTEPUULUUUUULLUUTEULLLUULLUUULLLUULUUULLUULUULLLLULELLLUULUUULLUULLUUULLLUUULUUULLUUULLLULLLLLLULLLLULLLLLLD 


と りあ え ず は 、 こ の パタ ー ン に 沿っ て アク セス 修飾 を 行い 、 そ の 後 、Hero ク 
ラス の die() メソ ッ ド の よう に 、 ク ラス 内 部 だ け で 利用 する メソ ッ ド の み を 
private に 指定 し 直す よう な 「 微 調整 」 を すれ ば よい の で す 。 


クラ ス に 対す る アク セス 修飾 の 定石 


と の あと 10.4 節 で は クラ ス に 対す る アク セス 修飾 を 学び ます が 、 ク 
ラス は 特に 理由 が な い 限 り public で 修飾 する の が 一 般 的 で す 。 
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選 Btter と setter 


条 下 記 動 メソ ッ ド を 経由 し た フィ ー ル ド 操 作 









前 節 の 「 定 石 」 を 見 て いて 思っ た ん で す が 、 フ ィ ー ル ド を すべ て 
private に する と 、 外 部 か らい っ さい 読み 書き で き な く な っ ちゃ 
いま せん か ? 






いや 、 そ ん な こと は な いよ 。 メ ソ ッ ド を 経由 すれ ば フィ ー ル ド 
に アク セス で きる ん だ 。 ey 


ここ で も う 一 度 、 リ スト 10-4 を よく 見 て くだ さい 。hp フィ ー ル ド は private 
指定 され 、 ほ か の クラ ス か ら は アク セス で き な く な っ て いま す 。 し か し 、 外 部 の 
クラ ス か ら hp フィ ー ル ド の 値 を 変更 で き な い か と いう と 、 そ ん な こと は あり ま 
せん 。 

外部 の クラ ス か ら で あ っ て も 、attack() メソ ッ ド を 呼べ ば HP を 2 減ら すこ と 
が で き 、sleep() メソ ッ ド を 呼べ ば HP を 回 復 で きま す ( 図 10-5)。 


Hero イ ンス タン ス 
















attack() hp 


Tame 


フィ ー ル ド は 奥 に ひか えて お り 


他 の クラ ス の メソ ッ ド 
外部 か ら 直 接 ア クセ ス 禁 止 ! 





sleep() 


図 10.5 メソ ッ ド を 経由 
し な けれ ば フィ ー ル ド に は 
アク セス で き な い 


他 の クラ ス の メソ ッ ド 


hp フィ ー ル ド の 値 を 変化 させ る に は 、 必 ず attack() か sleep() を 経由 し な けれ 
ば な ら な い 点 に 注目 し て くだ さい 。 勇者 の HP を 増減 する た め に は 、 こ の どちら 
か の メソ ッ ド を 経由 する ほか あり ませ ん 。 

つま り 、 他 の クラ ス (宿屋 タラ ス や 王様 クラ ス ) の 開発 者 が パグ を 含ん だ コー ド 


に 1 


385 


第 本 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


を 書い た と し て も 、 勇 者 の HP を マイ ナス 100 に 設定 する こと は 不可 能 で す 。 

も し 万 が 一 、HP に 異常 な 値 が 設定 され る 不具 合 に 直面 し て も 、 そ の と き は 
attack() か sleep() の どちら か の バグ だ と いう こと が 簡単 に 予想 で きま すか ら 、 不 
具合 の 修正 も スム ー ズ に で きる で し ょ う 。 


基本 的 に フィ ー ル ド は メソ ッ ド 経由 で アク セス する も の な ん で 
の 


生 上 生 共 単純 に フィ ー ル ド 値 を 取り 出す だ け の メソ ッ ド 
Hero クラ ス に は 名 前 を 格納 し た name と いう フィ ー ル ド が あり ます 。 勇者 の 


名 前 は 、 さ ま ざ ま な 場面 で 多く の クラ ス か ら 利 用 され ます 。 た と えば 次 の リス ト 
10-7 の よう に 王様 クラ ス の 中 で も 利用 され て いま す 。 


リス ト 10-7 王様 クラ ス で 利用 され る name フィ ー ル ド 


public class King { 
void talk(Heroh) { 
System.out .print]n 
("よう こそ 科 が 国 へ 、 勇 者 " + h.name + ! よ 。『) : 


し か し 、Hero クラ ス の 全 フ ィ ー ル ド を private に 設定 する と 、 こ の King クラ 
ス で は 次 の よう な コン パイ ル エ ラー が 発生 し て し まい ます 。 


、 name は Hero で private アク セス され ます 。 


Hero クラ ス の name フィ ー ル ド は private で ある た め 、King クラ ス か ら は その 
存在 が 「 見 えな い 」 の で す 。 こ の まま で は 王様 が 勇者 の 名 前 を 得る こと が で きず 、 
名 前 を 呼 忌 こ と が で きま せん 。 
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そこ で 、Hero クラ ス に リス ト 10-8 の よう な getName メソ ゾ ッ ド を 追加 し て 、 
王様 が 勇者 の 名 前 を 知る こと が で きる よう に し まし ょ う 。 


リス ト 10-8 Hero クラ ス に getName メソ ッ ド を 追加 





public class Hero { 


Driyvate Strinq name: 





そし て King クラ ス で は 、name フィ ー ル ド に アク セス し て いる 部 分 を 、 
getName() を 呼び 出す よう に 修正 すれ ば 完成 で す ( リ スト 10-9)。 


リス ト 10-9 King クラ スズ の talk() メソ ッ ド 内 を 以下 の よう に 修正 





ンー 

10 

Re ドー 
Kingjava 電 


public class King { 
void talk(Heroh) { 
System.out .print1n 
("王様 ・ よう こそ 我が国 へ 、 勇 者 " + h.getName() + * よ 。 す ) j』 


図 10-6 getName() メ 
ソ ッ ド を 経由 し て name 
フィ ー ル ド に アク セス する 
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この getName() メソ ッ ド は 、attack() メソ ッ ド な ど と は 異な り 、 単 に name 
フィ ー ル ド の 中 身 を 呼び 出し 元 に 返す だ け の 単純 な メソ ッ ド で す 。 こ の よう な メ 
ソ ッ ド を 総称 し て getter( ゲ ッ タ ー) メ ソ ッ ド と いい ます 。 


中 上 正 天 二 getter メソ ッ ド の 書き 方 
ある 特定 の フィ ー ル ド 値 を 単に 取り 出す だ け の メソ ッ ド は 、 す べ て getter メ 
ソ ッ ド と 言え ます 。 こ の getter メソ ッ ド の 書き 方 に も 「 定 石 」 が あり ます 。 


ウ ク 局 Btter メソ ッ ド の 定石 


public 値 を 取り 出す フィ ー ル ド の 型 get フィ ー ル ド 名 () { 
return this. フィ ー ル ド 名 : 


メソ ッ ド 名 の 最初 の 3 文字 を 「get」 に し 、 そ れ に 続け て 「 フ ィ ー ル ド 名 の 先頭 を 
大 文字 し た も の 」 に し ます 。 た と えば 、 フ ィ ー ル ド 名 が name な らち getName() 
と な り ま す ( 例 外 と し て 戻り 値 が boolean 型 の 場合 の み isXxxx() と いう メソ ッ ド 
名 に する こと が あり ます )。 こ の メソ ッ ド 名 の 付け 方 は Java 開発 者 の 間 で 常識 に 
な っ て いる 風習 みた いな も の だ と 思っ て くだ さい 。 







た と えば 、 開 発現 場 で 「name の getter」 な どの 言葉 が 飛び 交 う 
こと と が ある 。 こ れ は name フィ ー ル ド に 対す る getter メソ ゾ ッ ド 、 
つま り getName() メソ ッ ド の こと を 指し て いる ん だ 。 


中 正史 講 単純 に フィ ー ル ド に 値 を 代入 する だ け の メソ ッ ド 

getter メソ ッ ド と は 逆 に 、 あ る 特定 の ブ ィ ー ル ド に 指定 され た 値 を 単に 代入 す 
る だ け の メゾ ソ ッ ド を setter( セ ッ タ ー) メソッド と いい ます 。setter メソ ッ ド も 、 
その 記述 方 法 に は 定石 が あり ます 。 


ウ ク setter メソ ッ ド の 定石 


public void set フィ ー ル ド 名 (フィー ルド の 型 任意 の 変数 名 ) { 
this. フィ ー ル ドニ = 任意 の 変数 名 : 


PUUUULLLULLLLULLLLULLLLLULULLULLLLLULLULLLLLLULLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLSLLGSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS 


た と えば 、Hero クラ ス に つい て 、name フィ ー ル ド に 対応 する setter メソ ッ ド 
を 追加 する と リス ト 10-10 の よう に な り ま す 。 


層 













カプ セル 化 と は 関係 な いこ と だ が 、 こ の コー ド の 代入 式 で は 左 
辺 に this. を 忘れ る と 大 事故 に つなが る こと を 再 認識 し て お こう 。 
な ぜ か わか ら な い 人 は 8.2.5 項 を 読み 返し て ほし い 。 


ーー 
い ウ 


etter/setter の 存在 価値 


ちょ っ と 待つ っ て くだ さい ! せっ か く name フィ ー ル ド を private 
に し て 外部 の アク セス か ら 守 っ た の に 、 ま た gettersetter を 


用 意 し て アク セス を 外部 に 開放 し た ら private の 意味 が な いん 
じゃ あり ませ ん か ? 
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いや 、 そ ん な こと と は な いよ 。 gettersetter に は 重要 な 存在 価 / 
値 が ある ん だ 。 いこ 


Hero クラ ス の name フィ ー ル ド に 関係 する 部 分 だ け を 取り 出し て 、 カ プ セ ル 
化 の 前 (リス ト 10-11) と 、 カ プ セ ル 化 の 後 ( リ スト 10-12) の コー ド を 見 比べ て み 
まじ も よう 。 


リス ト 10-11 カプ セル 化 を 行う 前 


rpm 
publ1ic cl1ass Hero { UI 
Str1nq name: 


リス ト 10-12 カプ セル 化 を 行っ た 後 





pub1ic class Hero { 
Driyate SLrind namei 
pub]ic 8tring getName() [ 
return Ehis.name: 
] 
public yoid setName (String name) [| 
thig.name = IalNej 


] 
) 


どちら も name フィ ー ル ド の 読み 書き が で きる こと に 違い は あり ませ ん 。 む し 
ろ コ ー ド の 行 数 が 増え る た め 、getter や setter を 利用 する こと に 意味 が 感じ られ 
な いか も し れ ま せん 。 し か し 、getter と setter に は 次 の よう な メリ ッ ト が あり ます 。 
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メリ ッ ト 1 : Read Only、Write Only の フィ ー ル ド を 実現 で きる 


リス ト 10-12 の setName() メソ ッ ド を 削除 すれ ば 、 name フィ ー ル ド を 「 外 部 か 
らち 読め る が 書き 換え られ な い (Read Only)」 フ ィ ー ル ド に で きま す 。 実際 の プロ グラ 
ミン グ で も 「 外 部 か ら 自 由 に 読め る よう に し た い が 、 変 更 さ れ て は 困る 」 と いう 
フィ ー ル ド が 必要 に な る こと が あり ます が 、 そ の 際 に 多用 され る テク ニッ ク で す 。 

また 、 あ まり 使わ れ ま せん が 、setter メソ ッ ド だ け を 準備 し て 「 外 部 か ら 自 由 
に 書き 換え で きる が 、 読 め な い (Write Only)」 フ ブフ ィ ー ル ド も 作成 可能 で す 。 


メリ ッ ト 2 : フ ィ ー ル ド の 名 前 を ど 、 ク ラス の 内 部 設計 を 自由 に 変更 で きる 


た と えば 将来 、 何 ら か の 理由 で name と いう フィ ー ル ド 名 を newName に 変更 
し た く な っ た と し まし ょ う 。 も し getter/setter を 準備 せ ず 、 他 の クラ ス か ら 直 接 、 
name フィ ー ル ド を 読み 書き し て いた 場合 、 他 の クラ ス の すべ て の 開発 者 に 「 ア 
クセ ス す る フィ ー ル ド 名 を 変更 し て も ら う お 願い 」 を し て 回 らし な けれ ば な り ま せ 


< く gettersetter を 使っ て いな か っ た 場合 > 









他 の クラ ス 





雷 さ 


Sing s= hero.name: 


ニーーーーーー ヽ 





他 の クラ ス . 


InewName 






heroname=" ミ ナ ト * 





く getter/setter を 使っ て いた 場合 > 


fgetName⑩ 他 の クラ ス 


herosetName( この hd3 





図 10-Z 外部 か ら 隠 せ ば 、 内 部 仕様 の 変更 が 柔軟 に 行え る 
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ん ( 図 10.7 の 上 側 )。 

一 方 、 name フィ ー ル ド を 隠し 、 外 部 か ら は getter/setter 経由 で 読み 書き さ 
せる の な ら フ ィ ー ル ド 名 の 変更 は 自由 で す 。 な ぜ な ら gerter や setter の 内 部 で 
フィ ー ル ド を 使っ て いる 箇所 だ け を 修正 すれ ば よく 、getName() や setName() を 
呼び 出し て いる 他 の 開発 者 に は 影響 が な いか ら で す ( 図 10-7 の 下 側 )。 


メリ ッ ト 3 : フィ ー ル ド へ の アク セス を 検査 で きる 


クラ ス 外 部 か ら name フィール ド の 値 を 書き 換え た い 場 合 、setter を 使う 必要 
が 生じ ます 。 つ まり 、「setter を 実行 せ ず に 、name フィ ー ル ド を 書き 換え る こと 
は 不可 能 」 で す 。 

この こと を 利用 し て 、setter で 「 設 定 さ れ よ うと し て いる 値 が 妥当 か を 検査 する 」 
こと も Java プロ グラ ミン グ の 定石 で す 。 た と えば り リスト 10-13 の よう に 
setName() を 改良 し て み ま し ょ う 。 


リス ト 10-13 setter メソ ッ ド の 中 で 値 の 妥当 性 を チェ ッ ク す る 


private Str1nq name 


public void setName (String name) { 


if (name = ml1) [ 名 前 に null が 代入 され 
ーー 
throw new 111ega1ArgumentExoeption | そう に な っ た ! 
(名 前 が nu11 で ある 。 処理 を 中 断 。") : 
5 ] 短 す ぎる 名 前 が 設定 され そう に な っ た ! 
if (name.1ength() <= 1) { 
throw new IT11egal1ArqumentException 
("名 前 が 短 す ぎる 。 処理 を 中 断 。『) : 
8 1] 長 す ぎる 名 前 が 設定 され そう に な っ た ! 
if (name.1ength() >= 8) { 
0 throw new 11ega1ArgumentExcept1on 
("名 前 が 長 す ぎる 。 処理 を 中 断 。 『) : 
) 


thie.name = name: 検査 完了 。 代入 し て も 大 丈夫 。 


カブ セル 化 









「throw new lllegalArgumentException」 は 、 今 の 段階 で は 「 エ 
ラー を 出し て プロ グラ ム が 強制 停止 する 命令 」 と 理解 し て お いて 
ほし い 。 





ge 
いけ 


この setName() メソ ッ ド は 、 name フィ ー ル ド の 値 を 変更 し よう と する た びに 
検査 を 行い ます 。 も し 、 リ スト 10-14 の よう な 問題 の ある プロ グラ ム を 実行 する 
と 、 プ ログ ラム は きち ん と 停止 する た め 、 開 発 者 は バグ に 気づく こと が で きま す 。 





リス ト 10-14 setName が 正しく 機能 する か を 確認 する 
上 MainJjava | 


| public class Main ( 

2 publioc static void main(8tying[] args) [{ 
3 Hero h = new Hero() : 

4 h.setName(『")』 
5 
5 


) | 長 さ 0 文字 の 名 前 を セッ ト し よう と する 





ぜひ 、「 ど の よう に 誤っ て も 、 ど の よう な 悪意 を 持っ た アク セス で も 、 外 部 か 
ら 絶 対 に 不正 な 値 を 設定 で き な い 」 安 全 ・ 安 心 な クラ ス の プロ グラ ミン グ を 目指 し 
て 、 検 査 を 徹底 させ た 強固 な setter を 書く よう に 心がけ て くだ さい 。 
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クラ ス に 対す る アク セス 制御 


生葉 言 勤 ら つ の アク セス 制御 レベ ル 


メン バ へ の アク セス 制御 と 同じ く 、 あ る クラ ス 全 体 に 対し て アク セス 制御 を 設 
定 す る こと が で きま す 。 ク ラス の アク セス 制御 レベ ル は 、 表 10-2 の よう に 2 種 
類 し か あり ませ ん 。 


表 10-.8 クラ ス へ の アク セス 制御 の 指定 方 法 と 範囲 


還 [oos esmm 証 還 
( 何 も 書 か な い ) | 自分 と 同じ パッ ケー ジ に 届 す る クラ ス 





これ まで 、 ク ラス 宣言 の 前 に は public を 付け る と 丸 暗 記し て いま し た が 、 実 は 
クラ ス 宣 言 の 先頭 に public と いう 記述 が な い 場 合 、 そ の クラ ス は 同一 パッ ケー ジ 
に 届 す る クラ ス か ら の アク セス の み 許 可 さ れ ま す 。 

他 の パッ ケー ジ に 層 す る クラ ス か ら の アク セス が 禁止 され る わけ で す が 、 イ 
メー ジ と し て は 「 他 の パッ ケー ジ に 届 す る クラ ス か ら 、 そ の クラ ス の 存在 自体 が 
見 えな く な る 」 と 捉え た ほう が よい で し ょ う 。 
その た め 、 た と え public 指定 され た メソ ッ ド で あっ て も 、 層 する クラ ス が 


ンド は public だ が 





較 10-B8 メソ ッ ド を 呼び 出す 以前 に ク 
ラス その も の が 見 えな い 


カブ セル 化 


Package private な ら ば 、 別 パッ ケー ジ の クラ ス か ら は その メソ ッ ド を 呼び 出せ な 
く な り ま す ( 図 10-8)。 


中 上 上 長 呈 年 非 public クラ ス と ソー ス フ ァ イル 


別 パッ ケー ジ の クラ ス か ら 見 えな く な っ て し まう package private クラ ス で す 
が 、 そ の 代わ り に public クラ ス で は 許可 され な い 次 の 2 つが 許さ れ て いま す 。 


PCOCCCUPPLPUPOUEEEECUUUETELPLUULLLLLUUELUULUUUUCUULULULLLUUAULLUCCLLUUULECULLCUCCCLESSLLCESCSSSSSLUCCSCSLSLSCLSSCC 


3 public クラ ス の 特徴 


① ク ラス の 名 前 は ゾー ス フ ァ イル 名 と 異な っ て も よい 。 
③ 1 つの ソー ス フ ァ イル に 複数 宣言 し て も よい 。 


POTFPTPPUEPTTTTTTTETPPTTEPTTTPPPPTPELPLUPEEEECUUUUEKEECEEPUPUUEEEPPELEPPIEPEEEELPLLETTD 


これ まで は 「1 つの ファ イル に 1 つの クラ ス 」「 フ ァイル 名 ニク ラス 名 」 が 原則 だ 
と 紹介 し て きま し た が 、 よ り 正 確 に は 、「1 つの ファ イル に 1 つの public クラ ス 」 
「 フ ァイル 名 public クラ ス 名 」 と いう ルー ル で す ( 図 10-9)。 

Public が 付い て いな い ク ラス は 、 ど の ソー ス フ ァ イル に いく つ 宣 言 さ れ て も 構 
いま せん 。 な お 、 ソ ー ス ファ イル に public クラ ス が 1 つも 含ま れ な い 場 合 、 ソ ー 
ス フ ァ イル 名 は 自由 に 決め る こと が で きま す 。 


元 さ 


1 つの publlc ク ラス 1 つの public ク ラス と 複数 の 非 publc ク ラス 複数 の public ク ラス 
(最も 一 般 的 ) 複数 の 革 publl< ク ラス (一 般 的 で は な い ) (文法 エラ ー) 


HeroJava HeroJaVa OthersJava 


り 


は 


class Character ( 
] 


) 
] 


國 10-9 1 つの ファ イル に 裾 数 の クラ ス を 富 言 す る バリ エー ショ ン 
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第 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


| カプ セル 化 を 支え て いる 考え 方 


委 j 計 王 メソ ッ ド で フィ ー ル ド を 保護 する 

この 章 で は public や private を 用 いて 、 ク ラス や メン バ に 対す る アク セス 制御 
の 方 法 を 学び まし た 。 

特に 重要 な メン バ の アク セス 制御 で は 、 特 別 な 理由 が な い 限 り 、「 フ ィ ー ル ド 
は private と し て 外部 か ら 隠 し 、 必 ず settergetter メソ ッ ド 経由 で アク セス する 」 
と いう 定石 に つい て も 理解 で きた と 思い ます 。 フ ィ ー ル ド は メソ ッ ド に よっ て 守 
られ て お り 、 外 部 か ら 直 接 ア クセ ス で き な い よう に する の で す ( 図 10-10)。 


身分 の 高い 王様 は 護衛 に 守ら れ て いて 、 直 接 は 調 見 で き な い の 
て 2ecueya 





図 10-10 王様 (フィ ー ル ド ) は 勇者 と 際 法 使い (メソ ッ ド ) に 守ら れ 
て お り 、 外 部 か ら 直 接 ア クセ ス で き な い 


この 図 の よう に 、「 外 部 か ら 直 接触 られ な いよ う 、 メソ ッ ド と いう 殻 (カプ セル ) 
に よっ て フィ ー ル ド が 保護 され て いる 」 よ うに 見 える こと か ら 、 カ プ セ ル 化 と い 
う 名 前 が 付い て いま す 。 


カブ セル 化 


と ころ で 、 な ぜ カ プ セ ル 化 で は メソ ッ ド で は な く フ ィ ー ル ド を 保護 し よう と す 
る の で し ょ うか ? それ は 、 メ ソ ッ ド より フィ ー ル ド の ほう が 異常 な 状態 (不具合) 
に な りや すい か ら で す 。 

メソ ッ ド の 処理 内 容 は 、 プ ログ ラミ ング 段階 で 決定 し 、 一 度 コ ン パ イル され れ 
ば プロ グラ ム 実 行 中 に 変化 する こと は あり ませ ん 。 一 方 、 フ ィ ー ル ド の 値 は 、 プ 
ログ ラム が 動作 する 間 に 刻 々 と 変化 し て いき ます 。 そ の た め 、 動 作 中 に 異常 な 値 
に な る 危険 性 も ちあ りえ ます 。 結果 的 に 、 不 具合 の 多く は 「 フ ィ ー ル ド に 予期 し な 
い 値 が 入る 」 と いう 形 で 発現 し ます 。 

し た が っ て 、「 プ ログ ラム の 不具 合 を 減ら す た め に は 、 メ ソ ッ ド より も フィ ー 
ルド を 保護 する こと が 重要 」 な の で す 。 プ ログ ラム の 不具 合 を 防止 する た め に 、 
どん どん カプ セル 化 を 活用 し て いき まし ょ う 。 

適切 に カプ セル 化 さ れ て いれ ば 、 イ ンス タン ス は 大 切な フィ ー ル ド を 直接 外部 
に さら すこ と な く 、 互 い に 公開 し た setter プ getter や その 他 の メソ ッ ド を 呼び 合 
うこ と で 、 安 全 に 連携 で きる の で す 。 


生 定 王 カプ セル 化 の 本 質 


よし 、 と れ で カプ セル 化 も マス ター だ ! で も や っ ぱり 、「 オ ブ 
ジェ クト 指向 と いえ ば 継承 ! 」 な ん で す よ ね ? 


確か に 次 章 で 学ぶ 継承 の ほう が 有名 だ けど 、 カ プ セ ル 化 こそ が 
オブ ジェ クト 指向 の 本 質 を 支え て いる ん だ 。 





第 7 章 で 学ん だ オブ ジェ クト 指向 の 本 質 を 思い 出し て くだ さい 。 シ ステ ム や プ 
ログ ラム と いう の は 、 笑 き 詰 め れ ば 「 現 実 世 界 に お ける 何 か の 相互 作用 」 を 自動 化 
する た め の も の で し た 。 そ し て 「 現 実 世界 の 登場 人 物 た ちの 動き を 、 そ っ くり 仮 
想 世 界 に 再現 する 」 こ と が オブ ジェ クト 指向 の 基本 的 な 考え 方 で す 。 

で は 、 こ の オブ ジェ クト 指向 の 世界 に お いて 、「 バ グ 」 「 不 具合 」 と は いっ た い 何 
で し ょ うか ? それ は 、 す な わ ち 次 の 状態 に ほか な り ま せん 。 
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8 に al 


Hero イ ンス タン ス 


困 10-1 1 「 不 具合 」 と は 、 現実 と 矛盾 し た 状態 の 仮想 世界 の こと 


「 実 際 の 勇者 は 元気 な の に 、 ゲ ー ム で は な ぜ か HP が -100 に な っ て いる ( 図 
10-11)」「 実 際 の 在庫 数 は 800 な の に 、 シ ステ ム 内 で は な ぜ か 80 に な っ て し まう 」 
か ら バ グ な の で す 。 

し か し 、 こ の 章 で 学ん だ カプ セル 化 を 使え ば 、 どの よう に 利用 され て も 、 フィ ー 
ルド に 不正 な 値 が 入っ て し まう こと の な い 、「 現 実 の 登場 人 物 と 矛盾 し な い ク ラ 
ス 」 を 作る こと が で きま す 。 そし て 、 そ の 「 現 実 の 登場 人 物 と 矛盾 し な い ク ラス 」 
を 集め て プロ グラ ム を 作れ ば 、「 現 実 世 界 と 矛盾 し な い プ ログ ラム 」 に な る と いう 
考え が カプ セル 化 の 本 当 の 狙い な の で す 。 

以降 の 章 で 学ぶ 「 継 承 」 や 「 多 態 性 」 に 比べ れ ば 、 こ の 章 で 学ん だ カプ セル 化 は 比 
戦 的 簡単 で 、 文 法 や 効果 に も 華やか さ は あり ませ ん 。 し か し 「 現 実 世界 を 忠実 に 
まね る 」 と いう オブ ジェ クト 指向 の 本 質 と 直結 し て いる 、 最 も 重要 な 位置 づけ に 
ある 機能 の 1 つ だ と いえ る で し ょ う 。 


カブ セル 化 





( 机 | 第 10 章 の まとめ 


この 章 で は 、 次 の よう な こと を 学び まし た 。 


カプセル 化 の 概要 


・ カプ セル 化 を 用 いる と メン バ や クラ ス に つい て アク セス 制御 が 可能 に な る 。 
・ 特に 、 フ ィ ー ル ド に 「 現 実 世界 で は あり えな い 値 」 が 入ら な いよ うに 制御 する 。 


メン バ に 対す る アク セス 修飾 


・ private 指定 され た メン バ は 、 同 一 クラ ス 内 か らし か アク セス で き な い 。 

・ package private 指定 され た メン バ は 、 同 一 パッ ケー ジ 内 の クラ ス か らし か ア 
クセ ス で き な い 。 な お 、 メ ン バ 宣 言 に 特定 の アク セス 修飾 子 を 人 付け な けれ ば 
package private に な る 。 

・ public 指定 され た メン バ は 、 す べ て の クラ ス か ら ア クセ ス で きる 。 


に 1 


クラ ス に 対す る アク セス 修飾 


・ package private 指定 (修飾 子 な し ) で 宣言 され た クラ ス は 、 同 一 パッ ケー ジ 内 
の クラ ス か らし か アク セス で き な い 。 
・ public 指定 され た クラ ス は 、 す べ て の クラ ス か ら ア クセ ス で きる 。 


カプ セル 化 の 定石 


・ クラ ス は public、 メ ソ ッ ド は public、 フ ィ ー ル ド は private で 修飾 する 。 
・ フィ ー ル ド に アク セス する た め の メ ソ ッ ド と し て getter や setter を 準備 する 。 
・ setter 内 部 で は 引数 の 妥当 性 検査 を 行う 。 
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次 の 2 つの クラ ス 「Wizard (護法 使い )」「Wand ( 杖 )」 の すべ て の フィ ー ル ド と 
メソ ッ ド に つい て 、 カ プ セ ル 化 の 定石 に 従っ て アク セス 修飾 子 を 追加 し て くだ さ 
い (Wizard クラ ス に コン パイ ル エ ラー が 発生 し ます が 、 そ れ は 構い ませ ん )。 





publ1ic cl1ass Wand ( 

2 Strinq name: // 杖 の 名 前 
3 double power, // 杖 の 魔力 
4 ) 





| public class Wizard { 


3 1nt hp: 

3 1nt mp 

4 Str1ng name: 

5 Wand wand: 

6 void heal1(Heroh) { 

7 int basePoint = 10: // 基本 回 復 ポ イン ト 
8 int recovPoint = (int) (basePo1nt * Ehis.wand.power) : 
9 // 枯 に よる 増幅 


10 h.setHp(h.qetHp() + recovPoint):  // 勇者 の 号 を 回 竹 さ せる 
11 System.out .print1n 
(h.getName () + "の HP を ! + recovPoint + 『 回 復 し た !『) : 
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問題 10-1 で 作成 し た Wand クラ ス と Wizard タラ ス の すべ て の フィ ー ル ド に 
つい て 、 定 石 に 従っ て getter メソ ッ ド と setter メソ ッ ド を 作成 し て くだ さい 。 
また 、Wizard クラ ス の heal メソ ッ ド で 発生 し て いる コン パイ ル エ ラー を 解決 し 
て くだ さい 。 た だ し 、setter メソ ッ ド に 関し て は 引数 の 妥当 性 検証 は 不要 で す 。 


問題 10-2 で 作成 し た Wand クラ ス と Wizard クラ ス の 各 setter メソ ッ ド に つ 
いて 、 以 下 4 種類 の ルー ル に 従っ て 引数 の 妥当 性 検証 を 追加 し て くだ さい 。 不 
正 な 値 が セッ ト さ れ そ うに な っ た 場合 に は 、「throw new TegalArgument 
Exception(' エラ ー メ ッ セ ー ジ "):」 を 記述 し て プロ グラ ム を 中 断 さ せ て くだ さい 。 


① 腐 法 使い や 杖 の 名 前 は null で あっ て は な ら ず 、 必 ず 3 文字 以上 で ある 。 

③ 杖 の 魔力 に よる 増幅 率 は 、0.5 以上 100.0 以下 で ある 。 

③ 魔 法 使い の 杖 は null で あっ て は な ら な い 。 

③④ 魔法 使い の HP と MP は 0 以上 で ある 。 た だ し HP に つい て は 負 の 値 が 設定 さ 
れ そ うに な る と 代わ り に 0 が 設定 され る 。 
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(和則 の 角 和 


問題 10-1 の 解 千 …… の eee 


ELEHEN/: 明 
| public class Wand { 


っ priyate String name: // 杖 の 名 前 
3 private double power,  // 杖 の 魔力 
4) 


_Wizard.java 





publice class Wizard 


2 private int hp 
3 private nt mDpi 
ー Drivate Strind name: 
5 privaEe Wand wand 
6 pnublic yoid heal(Hero h) { 
7 int basePoint = 10: // 差 本 回 後 ボ ポイ ント 
8 int recovPoint = (int) (basePoint * Ehis.wand.power) : 
9 // 杖 に よる 増幅 
10 h.setHp (h.getHp() + recovPoint),  // 勇者 の 下 を 回 復 
11 System.out .print]n 
(h.qetName () + "の HP を " + recovPoint + * 回 復 し た !『) : 
2 
13 } 
開 題 10-8 の 解 守 ……… バ oe 
| pub1ic class Wand ( 


っ priyate Strind name: // 杖 の 名 前 
3 priyake double power,  // 械 の 庭 方 
402 





pub1ic String getName() [| return this.name, 

pub]ic void setName (String name) { Ehis.name = namei | 
pub1ic double getPower() { return this.poweri ) 

public yoid setPower(double power) ( this.power = power: 


pub1ic class Wizard [ 
private in hpi 
private int Di 
private String name 
priyate Wand wand: 
public void heal(Hero h) { 
int basePoint = 10 // 基本 回 復 ボ イント 
int recovPoint = // 杖 に よる 増 編 
(nt) (basePoint # this.qetWand () .getPower () ) : 
h.getHp (h.getHp() + recovPoint) : // 勇者 の 下 を 回 復 
System.out .print1n 
(h.getName () + 『 の HE を ! + recovPoint + 『 回 復 し た !%) : 
] 
pub1ic int getHp() { return this.hpi } 
pub1ic yoid setHp(int hp) ( this.hp = hp: 
pub1ic int getMp() [| return this.mpz } 
pub]1ic yoid setMp(int mp) ( this.mp = mpi } 
public String getName () ( return this.namei ] 
pub1ic yoid setName (String name) [this.name = namei 
publ1ic Nand getWand() { return this.wand, ) 
pub]io void setWand(Wand wand) {[ this.wand = wand, ) 


カブ セル 化 
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商 凍 8 人 CEOS の 23052 


っ 





public class Wand { 
Drivate Strind name: // 枯 の 名 前 
priyate double power: // 枯 の 魔力 
pub1ic String getName() [| return this.namei ] 
pub1ic void setName (String name) [ 
if (name == nul1 | | name.1ength() < 3 ) { 
throw new T11ega1ArgumentException 
(" 杖 に 設定 され よう と し て いる 名 前 が 異常 で す 『) : 
) 
this.name = naNe 
] 
pub1ic double getPower{) {[ return Ehis.power, } 
pub1ic yoid setPower (double power) { 
if (power < 0.5 | | power > 100.0) { 
throw new T11eqalArgumentRxception 
(『 杖 に 設定 され よう と し て いる 魔力 が 異常 で す 『) : 
] 
th1s.Dower = DOWeTi 









害 


_ Wizardjava 





public class Wizard ] 

private int hp Private int mp: 

priyate String name: DYivate Wand wand 

public void heal(Hero h) { 
3nt basePoint = 10: // 基本 回 後 ポ イン ト 
int recovPo1nt = // 枯 に よる 増幅 

(int) (DasePoint # thig.qetWand () .getPower () ) : 

h.setHp (h.getHp() + recovPont) : // 勇者 の E を を 回 復 


System.out .print1n 
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(h.qetName() + "の HP を ! + recoyPoint + 『 回 復 し た !『) : 
] 
pub]ic int getHp() | return this.hpi ) 
publice void setHpfint hp) { 
if (hp < 0) { this.hp = 0, | else { this.hp = hp, ) 
) 
pub1ic int getMp() | return Ehig.mpi 
public void setMp(int mp) { 
if (mp <0) { 
throw new T11ega1ArgumentException 
("設定 され よう と し て いる ME が 異常 で す 『) : 
) 
thig.mp = mD: 
] 
pub1ic String getName () | return this.name 
public void setName (String name) { 
if (name == nul1 | | name.1ength() < 3) { 
throw new 111eqalArqumentException 
[ "魔法 使い に 設定 され よう と し て いる 名 前 が 異常 で す " }』 
] 
th1S.name = naNG: 
) 
public Wand getWand() { return this.wand, ) 
pub1ic void setWand(Wand wand) [ 
if (wand == nu11) { 
Ehrow new 111eqa1ArqumentException 
( * 設 定 さ れ よ うと し て いる 杖 が nu11 で す * ): 
) 
this.wand = wand: 


カブ セル 化 
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た くさ ん の クラ ス を 作る うち に 、 

「 以 前 作っ た クラ ス に と て も よく 似 て いる が 、 一 部 だ け 違 う ク ラス 」 
を 作る 必要 に 辿 ら れ 、 め ん どう に 感じ る こと も 増え て きま す 。 
この 章 で は 、 こ の よう な 課題 を 解決 し て くれ る オブ ジェ クト 指向 の 
花形 機能 、「 継 承 」 の 基本 を 学び まし ょ う 。 


| CONTENTS OROOOCULLUUUUUUUULLLLDUUUULLLLCULUUULLLKD 
11.1 継承 の 基礎 

11.2 イン スタ ンス の 姿 

11.3 継承 と コン スト ラク タ 

11.4 正しい 継承 、 間 違っ た 継承 

11.5 第 11 章 の まとめ 

11.6 練習 問題 

11.7 練習 問題 の 解答 
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継承 の 基礎 





生 請 中 便 似 か よっ た クラ ス の 開発 


Java で 大 き な プ ログ ラム を 書き 始め る と 、 以 前 作っ た クラ ス と 似 か よっ た ク 
ラス を 作る 必要 に 迫 ら れる こと が あり ます 。 

「 ほ と ん ど 同 じ だ けど フィ ー ル ド が 2 つ ほ ど 多 い 」 あ る い は 「 ほ と ん ど 同 じ だ け 
ど メ ソ ッ ド が 1 つ 多 い 」 と いう 具合 で す 。 そ の よう な クラ ス は 、 ど うす れ ば 効率 
よく 作れ る で し ょ うか 。 

例 と し て 勇者 クラ ス (Hero クラ ス ) を 取り 上 げ て 考え て み ま し ょ う 。 こ の 章 で は 
理解 し や ゃ すさ の た め に 、 リ スト 11-1 の よう な 単純 な Hero クラ ス か ら 始 め ま す 。 


リス ト 11-1 「 戦 う 」 と 「 逃 げ る 」 し か で き な い Hero クラ ス 





public class Hero { 
priyate String name = "ミナ ト !: 
private 1nt hp = 100: 
5 public void attack(Matango m) 
System.out.println(this.name +『 の 攻撃 !『)』 
m.hp -= 5: 
System.out .println("5 ボ ポイ ント の ダメ ー ジ を あたえ た ! 『) 
9 ) 
10 // 逃 げ る 
11 public void run() { 
System.out.println(tnis.name + "は 逃げ 出し た !『) 


3  』} 


この Hero は 冒険 する に つれ 進化 し て ゆき 、 以 下 の よ うな 能力 を 持っ た 
SuperHero と いう 職業 に な れる と し まし ょ う 。 


スー パー ヒー ロー は fly() で 空 を 飛ぶ こと が で き 、Iand() で 着地 で きる 。 
ヒー ロー が で きる すべ て の 動作 は 、 ス ー パ ー ヒ ー ロ ー も で きる 。 


で は 、 リ スト 11-1 の Hero クラ ス を 元 に 、SuperHero クラ ス を 開発 し て み ま 
し ょ う 。 


朝 呑 さん は Hero クラ ス を 元 に 、 次 の よう な リス ト 11-2 の コー ド を 書き まし た 。 
うま く 動 作 す る で し ょ うか ? 









簡単 よ 。Hero の コー ド を コピ ー & ペー スト し 、 ク ラス 名 を 
SuperHero に 変更 し て 、 そ れ に fly() と land() の メソ ッ ド を 足せ 
ば 、 あ っ と いう 間 に で き あ が り ! 名 付け て 「 コ ピ ベ 解決 法 」 よ ! 


リス ト 11-2 朝香 さん が 作成 し た SuperHero クラ ス 


public class SuperHero { EBIEOOEN 
priyate String name = "ミナ ト !: クラ ス 名 を 書き 換え た 


privake 1nt hp = 100: 
priyate boolean f1ying, 
pub1ic vo1d attack (Matango m) 
System.out .println(this.name + "の 攻撃 !『) : 
m.hD -= 5: 
System.out.println("5 ポ イン ト の ダメ ー ジ を あたえ た ! !) 
lo } 
1 // 区 げ る 
public void run() ] 
System.out .println(this.getName() + "は 逃げ 出し た ! 9』 


14 ] 
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1 で / / 斑 ぶ で 
public yoid fly() {1 


this.f]1ying = true: fly() を 追加 


18 System.out.println(『 飛 び 上 が っ つた! 』 
19 ] 


2Q  // 着地 する 
: public void 1and() 
this.flying = false: 


land() を 追加 | 


System.out .println(* 着 地 し た !『) 
] 
) 


生還 員 性 天 「 コ ピ ペ 解 決 法 」 の 問題 点 


@) さす が 朝香 くん 。 あ っ と いう 間 に SuperHero を 作り あげ た ね 。 


は いっ 。 大学 の レポ ー ト 作成 の 課題 で は 、 ネ ッ ト で 調べ て コピ 


べ 使 いま くり まし た か ら ! 





人 レポ ー ト の 話 は 聞か な か っ た こと に する けど 、 こ の 方 法 だ と 後 
ei プ で 困る か も し れ な いよ 。 





朝香 さん の よう に 元 と な る コー ド を コピ ー& ペー ス ト し て 、 そ れ に 新しい 機能 
を 追加 すれ ば 、 簡 単に 元 の クラ ス を 発展 させ る こと が で きま す 。 解決 方 法 と し て 
は と て も シン プル で すし 、 コ ー ド と し て も 問題 な く 動 作 す る で し ょ う 。 

し か し 、 こ の 方 法 に よっ て 作成 され た SuperHero クラ ス に は 、 次 の よう な 2 
つの 問題 が あり ます 。 


田 追 加 ・ 修 正 に 手間 が か か る 
Hero クラ ス に 新しい メゾ ソ ッ ド を 加え た と き や 、Hero クラ ス 内 の メソ ッ ド を 
変更 し た 場合 、 そ の 変更 を SuperHero クラ ス に も 行う 必要 が あり ます 。 な ぜ 
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な ら ス ー パ ー ヒ ー ロ ー と は 、「 た くさ ん いる ヒー ロー の 中 で も 特に 優れ た ひと 
に ぎり の 者 」 だ か ら で す 。SuperHero は Hero が で きる こと は 当然 すべ て で き 
な けれ ば な り ま せん 。 


圏 把握 や 管理 が 難し く な る 
SuperHero クラ ス は Hero クラ ス を 元 に し て いる の で 、 こ の 2 つの クラ ス で ソー 
スコ ー ド の 大 半 が 重複 する こと に な り ま す 。 こ れ に より プロ グラ ム 全 体 の 見 
通し が 悪く な を り 、 メ ン テ ナ ンス が し づら く な り ま す 。 


も し か し た ら 今 後 、Hero を 元 に し た 別 の クラ ス (た と えば SuperHero や Hyper 
Hero、LegendHlero、MagicalHero な ど ) を 作る 必要 が 出 て くる か も し れ ま せん 。 
する と Hero クラ ス に 何 か 変 更 が ある た びに 、 す べ て の Hero クラ ス に 対し て 
Hero クラ ス と 同じ 修正 を 行う 必要 が 生じ ます 。 こ れ は 、 と て も めん どう で すね 。 


条 記 民 当 継承 に よる 解決 








と の ゲー ム は 後 で 職業 を 増やし て いき た いん で す 。 で すか ら 新 
し い 職 業 ク ラス を 作る た びに コピ ペ し て いる と 、 後 か ら 問 題 が 
出 て 困り そう で す 。 






そう だ ね 。 そ も そ も 同 じ コ ー ド が 何 か 所 に も 分 散 し て 書か れ て と 
いる こと が 諸悪 の 根源 だ 。 いこ 





「 コ ピ ペ 解 決 法 」 を 用 いて 類似 し た クラ ス を 作成 し て いく と 、 将 来 、 元 と な っ た 
クラ ス が 変更 され た 際 に 、 す べ て の 類似 タラ ス も 修正 し な けれ ば な り ま せん 。 

し か し Java に は 、 こ の よう な こと を 懸念 する こと な く 類 似 し た クラ ス を 作る 
こと を 可能 に する 機能 「 継 承 」 が あり ます 。 こ れ を 使え ば 、SuperHero クラ ス は 
次 ペー ジ の リス ト 11-3 の よう に スッ キリ と 記述 する こと が で きま す 。 
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リス ト 11-3 Hero クラ ス を 継承 し て SuperHero を 作成 する 





pub1ic class SuperHero extends Hero ] 
private boolean flying, 
3 public void fly() | 
this.flying = krue: 
System.out .println(" 飛 び 上 が っ た ! 『) 
] 
pub1io yoid 1and() 1 
this .f1ying = fal8sei 
System.out.println(" 着 地 し た 1!『): 
] 
) 


Hero と 同じ 」 
と 宣言 


追加 し た fly() 





追加 し た land() 


ポイ ント は 、1 行 目 の extends で す 。 こ の 修飾 子 を 用 いた 「class SuperHero 
extends Hero」 と いう 宮 言 は 、「 基 本 的 に Hero クラ ス を ベー ス に し て SuperHero 
クラ ス を 定義 むる の で 、Hero と 同じ メン バ の 定義 は 省略 し ます (違い だ け を 記 
述 し ます )」 と いう 意味 に な り ま す 。 


Hero クラ ス を 継承 し て いる か ら 「 新 し く 増 えた メン バ だ け 」 を 
SuperHero クラ ス に 書け ば いい わけ で すね 。 





ウ ク 継承 を 用 いた クラ ス の 定義 


class クラ ス 名 extends 元 と な る クラ ス 名 { 
親 ク ラス と の 「 差 分 」 メ ン バ 


この SuperHero クラ ス が イン スタ ンス 化 さ れる と き に 、JVM は 「 省 略 さ れ て 


いる けれ ども 、SuperHero ク ラス は Hero ク ラス に 含ま れ て いる run()、 
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attack()、hp、name も 持っ て いる 」 と 判断 し て くれ ます 。 





図 11-1 ら つ の クラ ス 定 義 に 基づき 、 1 つの イン スタ ンス が 生成 され る 


よっ て 、SuperHero クラ ス の ソー スコ ー ド に は run() メソ ッ ド が あり ませ ん が 、 
イン スタ ンス 化 さ れれ ば run() メソ ッ ド を 呼び 出せ ます (リス ト 11-4)。 





この よう に 、extends 修飾 子 を 用 いる こと に よっ て 、 元 と な る クラ ス の 「 差 分 」 
だ け を 記述 し て 新た な クラ ス を 宣言 する こ と が で きま す 。 

新た に 定義 むせ る クラ ス (SuperHero) に 着目 する と 、 ま る で 「 元 と な る クラ ス 
(Hero) か ら 、 メ ン バ ガ が 自動 的 に 引き 継が れ て いる よう に 見 える 」 こ と か ら 「 継 承 」 
と いう 名 前 が 付い て いま す 。 





ー ゝ 
ーー 
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その と お り 。 コ ピ ペ 解 決 法 より も エレ ガン ト な 方 法 だ ろう ? 9 


何 I 上 区 合 継承 関係 の 表現 方 法 us 
プ 


今回 の 例 で は 、Hero クラ ス を 継承 し て Hero スー パー クラ ス 
SuperHero クラ ス を 作り まし た 。 こ の よう ] 
な 2 つの クラ ス の 関係 を 継承 関係 と いい 、 
その 元 と な る クラ ス を 「 ス ー パ ー ク ラス 」「 基 pg 
底 ク ラス 」「 親 クラ ス 」 な ど と 呼び 、 新 た に SuperHerO サブクラス 
定義 され る クラ ス を 「 サ ブ ク ラ ス 」 「 派 生 ク 
ラス 」「 子 クラ ス 」 な ど と 呼び ます 。 

な お 、 継 承 関係 を 図 で 表現 する 場合 は 、 図 11.2 の よう な 矢印 で 記述 する ルー 
ル に な っ て いま す 。 


図 11-2 図 に お ける 継承 関係 の 記述 方 法 


先輩 、 こ の 図 の 矢印 で すけ ど 、 方 向 が 違う ん じゃ あり ませ ん か ? 


Hero クラ ス を ベー ス に SuperHero クラ ス を 作る ん で すか ら 、 
下向き の 矢印 だ と 思う ん で すけ ど …。 





いや 、 図 の 描き 方 と し て は これ で 正しい ん だ 。 


慣れ る まで は この 矢印 の 方 向 に 違和感 を 覚え る か も し れ ま せん 。 こ の 矢印 を 直 
感 と は 逆 に 描く の に は 理由 が あり ます が 、 そ れ は 本 章 の 最後 に 説明 し ます 。 今 の 
と ころ は 、「 ク ラス 図 で は 、 継 承 の 矢印 は 直感 と 逆 で 、 子 クラ ス か ら 親 クラ ス に 
向かっ て 引く 」 と だ け 覚 えて お いて くだ さい 。 


生 記 i 旧 当 継承 の バリ エー ショ ン 


継承 の パリ エー ショ ン は 、2 つの クラ ス の 関係 に は と どまり ませ ん 。1 つの ク 
ラス を ベー ス と し て 、 複 数 の 子 ク ラス を 定義 むす る こと も で きま すし 、 孫 クラ ス や 
負 係 ク ラス を 定義 する こと も で きま す ( 図 11-3)。 











た だ し 、Java で は 許さ れ て 図 113 複数 の 
いな い 継 承 の 構図 が 1 つ だ け 子 ク ラス 、 孫 クラ ス 
あり ます 。 

図 11.4 の よう に 、 被 数 の ク 
ラス を 親 と し て 1 つの 子 ク ラ 
ス を 定義 する こと を 多重 継承 と 
いい ます が 、Java で は これ を 
許可 し て いま せん 。 








子 クラ ス Super Hero Hyper Hero 


珠 クラ ス Ultra Hero 













SuperHero の run() を 呼ん た だ と き に 表示 され る 「 逃 げ 出 し た 」 と 
いう 表示 を 「 撤 退 し た 」 に 変え た いけ ど 、 ど うし よう …。 






何 や っ て る の よ 、SuperHero クラ ス の run() メソ ッ ド を 書き 換 
えれ ば いい じゃ な い ! … つ て 、SuperHero クラ ス に は run() メ 


ソ ッ ド の 宣言 が な いん だ っ け ! 





層 さ 
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リス ト 11-3(p.412) の コー ド を 再度 確認 し て くだ さい 。 SuperHero クラ ス に は 、 
fly() と land() の 2 つの メソ ッ ド し か 定義 され て いま せん 。SuperHero クラ ス の 
run() メソ ッ ド の 動き だ け を 変え た い 場 合 、 ど うす れ ば よい で し ょ うか ? 

この よう な 場合 に は 、SuperHero クラ ス の コー ド に 新しい run() メソ ッ ド を 記 
述 す る こと が で きま す 。 親 クラ ス で ある Hero に も run() メソ ッ ド は あり ます が 、 
子 ク ラス SuperHero で も 再度 run() メソ ッ ド を 定義 する の で す 。 


リス ト 11-5 
pub1ic class SuperHero extends Hero ] SeifiofnJaa 


priyate boolean fl1yindi うーーーーーーーーー- 新規 追加 し た フィ ー ル ド 
3 public void fly() { 
3 5 新規 追加 し た メソ ッ ド 

public void 1and() 1 新規 追加 し た メソ ッ ド 
久 。 
ablic void run() { 
System.out.print]n(" 撤 退 し た 『) , 





親 ク ラス に 定義 し て ある 
が 、 子 クラ ス で 再 定義 (上 
書き 変更 ) す る メソ ッ ド 







リス ト 11-6 





public class Main { 
public static void main(String[] args) { 
Hero h = new Herol) : 
4 h.run () : 
SuperHero sh = new SuperHero() : 
sh.run() : 
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リス ト 11-5 の 1 行 目 で SuperHero クラ ス を 定義 する 際 、「 基 本 的 に Hero ク 
ラス を ベー ス に する 」 と 宣言 し た も の の 、9 行 目 で 改め て run() メソ ッ ド を 違う 
内 容 で 定義 し 直し て いま す ( 内 容 を 上 書き し て いる )。 こ の よう に 、 親 クラ ス を 
継承 し て 子 ク ラス を 宣言 する 際 に 、 親 クラ ス の メン バ を 子 クラ ス 側 で 上 書き する 
こと を 、 オ ー バ ー ラ イド (override) と いい ます 。 





以前 に 学ん だ オー バー ロー ド (5.4 節 ) と 名 前 が 似 て いる が 、 ま っ 
た く 異 な る も の な の で 混同 し を いで ほし い 。 


PPEPCTPPTETTPTTTEPEEPTTPPPEEEEETTTETTEPPEETPETEEEEEEEPEETERR 


寺 承 を 用 いて 子 クラ ス に 凍 言 され た メン バ 


① 親 クラ ス に 同じ メン バ が な けれ ば 、 そ の メン バ は 「 追 加 」 に な る 。 
②③ 親 クラ ス に 同じ メン バ が あれ ば 、 そ の メン バ は 「 上 書き 変更 」 さ れる 。 


POUULELPLLHPPPELPTEHPEELUHEETEHTPEEEPUULEEEUTEECEUPPLTEEEEPLELEETTEEEEEEYPEEE 


継承 や オー バー ライ ド の 禁止 


文字 数 の 長 さ 制限 が ある LimitString クラ ス を 作り た いん で すけ 
ゆあ ど 、 継 承 が うま く で き な く て 。 
な る ほど 、String クラ ス の 継承 に 失敗 し て いる よう だ ね 。 


朝香 さん が 作成 し よう と し て いる クラ ス は 次 の と お り で す 。 
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LimittrngJave 


publ1ic cl1ass LimitString extends String { 
] - String クラ ス を 継承 


し か し 、 こ の ソー スコ ー ド を コン パイ ル し よう と する と エラ ー が 発生 し ます 。 
な ぜ な ら 、 実 は 継承 し よう と し て いる String クラ ス (java.lang.Strmg) は 、「 こ の 
クラ ス を 継承 し て 他 の クラ ス を 作っ て は いけ ませ ん (継承 禁止 )」 と 特別 に 指定 さ 


れ て いる クラ ス だ か ら で す 。 
Java の API リ ファ レン ス を 見 る と 、String クラ ス は 次 の よう に 宣言 され て い 
る こと が わか り ま す 。 


pub1ic fina] class String extends Ob]ect… 


Java で は 、 宣 言 時 に final が 付け られ て いる クラ ス は 継承 で き な い こと に な っ 
て いま す 。 

も ちろ ん 、 私 た ち が ク ラス を 作成 する 際 に も fnal を 付け れ ば 「 継 承 人 禁止 」 に で 
きま す 。 た と えば 、Main クラ ス の 継承 を 殺 止 に する に は 、 ク ラス 宣言 に fnal を 
追加 し ます 。 





public final class Main 1 
public static void main(8tring[] args) [ 
// メイ ン メ ソン ッ ド 





そもそも な せ ぜ String クラ ス は 継承 禁止 クラ ス と し て 宣言 され て 
いる ん で すか ? 継承 で きた ほう が 絶対 便利 な の に 。 


String クラ ス を 作っ つた 人 は 「String クラ ス の お か し な 類似 品 」 が , 
世の中 に 出回る 危険 性 を 考え た の だ ろう ね 。 いし プ 
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不具 合 な く 完 璧 に 動作 する クラ ス が あっ て も 、 技 術 力 が な い 人 が その クラ ス を 
継承 し 、 オ ー バ ー ラ イド に よっ て メソ ッ ド の 内 容 を メチ ャ クチ ャ に 上 書き し て し 
まっ た ら 、「 異 常 な 動作 を する 子 ク ラス 」 が で き て し まい ます 。 

この 「 異 常 な 子 ク ラス 」 は 、 親 クラ ス と 似 て いる よう で その 内 容 は まっ た く 異 
な る 困っ た 類似 品 で あり 、 バ グ の 原因 と な る 人 危険 性 が あり ます 。 特 に String ク 
ラス は プロ グラ ム 内 で 多用 され る 大 切な クラ ス な の で 、「 正 し く 動 作 し な い 
String の 類似 品 」 が 出回る と 致命 的 な 不具 合 の 原因 に な りか ね ませ ん 。 

この よう な 理由 か ら String クラ ス に は final が 付け られ て いて 、 す べ て の メソ ッ 
ド は オー バー ライ ド で き な い よう に な っ て いま す 。 


も し 、 ク ラス の 継承 は 許可 する も の の 、 一 部 の メソ ッ ド に つい て の み オ ー バ ー 
ライ ド を 代 止 し た い 場 合 は 、 そ の メソ ッ ド の 宣言 に Rnal を 付け て くだ さい 。 宣 
言 に final が 付け られ た メソ ッ ド は 、 子 クラ ス で オー バー ライ ド が で きま な いこ と 
に な っ て いま す 。 





確か に 、String は どん な プロ グラ ム で も ほぼ 確実 に 使う も の だ 
し 、 バ パグ が あっ た ら 大 変 な た と と に な っ ちゃ いま す 。 






リス ト 11-7 


pub1ic class Hero { 


: final が 付い て いる slip() メソ ッ ド 
public final void slip() { は 子 ク ラス で オー バー ライ ド 禁 止 
BS emem ww 


this.hp -= 5j 
5 System.out .println(this.getName() + "は 転ん だ !『): 
System.out .println(『5 の ダメ ー ジ 『) : 


1 run メソ ッ ド は 子 ク ラス で 
pub1ic void run() オー バー ライ ド 可 能 


System.out .println(this.getName() + "は 逃げ 出し た ! のり : 


lo 


CD 
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POUUECUUTUUOKLELULPUULUELLLUUULMULULLANUUUULLLLLCULCUULLLLULUUUULLUUUUEUULLLLSELLULLLPLLCLSULLUUCCCLLLLSLLLLLL 


合 / 条 素 や オー バー ライ ド の 禁止 


・ ク ラス 宣言 に fnal を 付け る と 、 継 承 禁 止 
・ メ ソ ッ ド 宣言 に final を 付け る と 、 オ ー バ ー ラ イド 禁止 


実は 継承 の 基本 的 な 使い 方 や 知識 は 、 こ こま で に 紹介 し た 内 容 
MI) が すべ て だ よ 。 









な ん だ ぁ 花 形 機 能 と いう か ら 、 ど ん な に 難し いか ビク ビク し | 敵 
て いま し た 。 ( 遇 / 

と りあ え ず と こま で の 知識 で 大 丈夫 だ 。 ど ん どん 経 承 を 使っ て 
店 で 」 ほ し い 。 す ぐに いく つか の 不 自由 に 直面 し 、 よ り 深 く 継承 を 理 
ページ / 。| す る 必要 が 出 て くる は ず だ か ら ね 。 





イン スタ ンス の 容 


委 請 天王 イン スタ ンス の 多重 構造 


より 踏み 込ん で 継承 を 使い こなす に は 、 継 承 を 用 いて 定義 され た SuperHero 
の よう な クラ ス か ら 生 まれ た イン スタ ンス が 、 実 際 に どの よう な 姿 を し て いて 、 
どの よう に ふる まう か を 理解 し て お く こ と が と て も 重要 で す 。 和 継承 を 用 いて いる 
イン スタ ンス の 姿 を 正しく イメ ー ジ で きれ ば 、 次 人 節 以降 は も ちろ ん 、 第 12 章 の 「 高 
度 な 継承 ] や 第 13 意 の 「 多 態 性 」 も スム ー ズ に 理解 で きる で し ょ う 。 

で は 、SuperHero の イン スタ ンス の 姿 を イメ ー ジ 図 で 見 て み ま し ょ う 。 


図 11-5 SuperHero イン スタ ンス の イメ ー ジ 図 
ーー ーー / 

3 new SuperHeroi) 半 

ヾ 


アデ 
い 
いい 


| ez] 


SuperHero ー 
クラ ス 





この イン スタ ンス は 、 外 か ら 見 れ ば 1 つの SuperHero イ ンス タン ス な の で す が 、 
内 部 に Hero クラ ス か ら 生 まれ た Hero イン スタ ンス を 含ん で お り 、 全 体 と し て 
二 重 構造 に た っ て いる こと に 着目 し て くだ さい 。 


へ 、 スー パー ヒー ロー さん は 、 胸 の 中 に 「 普 通 の ヒー ロー と し て の 自 
旨 分 」 を 秘め て いる の ね 。 


層 さ 
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これ 以降 で は 、 外 側 の 部 分 を 「 子 イン スタ ンス 部 分 」、 内 側 の 部 分 を 「 親 イン ス 
タン ス 部 分 」 と 呼び 、 こ の イメ ー ジ 図 を 通し て さま ざま な 呼び 出し や 動作 原理 を 
考え て いき まし ょ う 。 


ちな み に 、「 親 ・ 子 ・ 孫 」 と 3 つの クラ ス が 継承 関係 に ある 場合 、 
に 


孫 ク ラス の イン スタ ンス は 三重 構造 に な る よ 。 





生 請 王 芋 メソ ッ ド の 呼び 出し 


イン スタ ンス の 外部 か ら メ ソ ッ ド の 実行 依頼 が 届く (呼び 出し が ある ) と 、 多 
重 構造 の イン スタ ンス は 、 極 力 、 外 側 に ある 子 イ ンス タン ス 部 分 の メソ ッ ド で 対 
応 し よう と し ます 。 

た と えば 、fly() が 呼び 出さ れれ ば SuperHero クラ ス で 定 装 さ れ た fly() メソ ッ 
ド が 動き ます 。 一 方 、attack() へ の 呼び 出し は 、 ま ず は 外側 の 子 イン スタ ンス 部 
分 で 対応 し よう と し ます が 、 外 側 に attack() は 存在 し ませ ん 。 そ こ で 内 側 の 親 イ 
ンス タン ス 部 分 の attack() メソッド に 呼び 出し が 届き 、 そ れ が 動作 し ます 。 

run() メソッド は 、SuperHero と Hero の 両方 の クラ ス で 定義 (オー バー ライ ド ) 
され て お り 、SuperHero イン スタ ンス は 内 部 に 「SuperHero と し て の 逃げ 方 」 と 
「Hero と し て の 逃げ 方 」 の 両方 を 持っ て いま す 。 し か し 、 外 部 か ら run() を 呼び 
出さ れ た 場合 、 外 側 に ある SuperHlero と し て の run() が 優先 的 に 動作 する た め 、 
内 側 の run() が 動く こと は あり ませ ん 。 










國 11-6 継承 され た イン スタ ンス の 
メン ッ ド 呼び 出し 


ペーーーー (0 呼び HB し 


マー :UackO 呼 び 出し 
ーー un0 呼 び 出し 





子 クラ ス で run() を 定義 し て も 、 親 クラ ス の run() メソ ッ ド は 上 
書き され て な く な る わけ で は な いん で すね 。 






親 ク ラス の run() も 子 ク ラス の run() も 両方 と も イン スタ ンス 
の 中 に ある ん だ 。 た だ 、 親 クラ ス の run() に は 呼び 出し が 届か 


な いか ら 「 上 書き され た よう に 見 える 」 だ け な ん だ よ 。 





生 請 王 泡 親 イ ンス タン ス 部 へ の アク セス 





先輩 、 親 イン スタ ンス 部 の run() は 、 ど う せ 外部 か ら 呼 び 出 せ 
な いん で すし 、 存 在 価値 が な いよ うに 思い ます けど ? 


いや 、 親 イン スタ ンス の メソ ッ ド が 役立つ こと も ある ん だ よ 。 NM 


頻度 と し て 多く は あり ませ ん が 、 内 側 の 親 イ ンス タン ス 部 に 属す る メソ ッ ド が 大 
活躍 する こと も あり ます 。 た と えば 、 次 の よう な 例 を 考え て み ま し ょ う 。 






層 さ 


SuperHero の 追加 仕様 
SuperHero は 、 空 を 飛ん で いる 状態 で attack() する と 、Hero で は 1 回 だ っ た 
攻撃 を 2 回 連続 で 繰り 出す と と が で きる 。 


この 条件 に 従う た め に 、 次 の ゆ の よう な オー バー ライ ド を 思い つく か も し れ ま せん 。 


リス ト 11-8 











SUDerfHerO.jaVa 


pub1ic cass SuperHero extends Hero | 





1 

2 。 public yold attack(Matango m) 
3 System.out.println(this.name +「 の 攻撃 1!) 1 

4 m.hD -= 5: 

System.out.println("『5 ポ イン ト の ダメ ー ジ を あたえ た !『) : 
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iE (this.flying) { 







7 System.out.prinEln{this、name + "の 攻撃 ! !) : 
8 m.hD -= 5: 
9 System.out.println("5 ポ イント の ダメ ー ジ を あたえ た ! 『) : 


し か し 、 こ の 方 法 で は 、 将 来 Hero クラ ス の attack() メソ ッ ド の 処理 内 容 が 変 
わっ た 場合 に 困っ た 事態 に 陥り ます 。 

た と えば 、Hero クラ ス の attack() メソ ッ ド が 修正 され 、1 回 の 攻撃 で 敵 に 与 
える ダメ ー ジ が 10 に 修正 され た と し まし ょ う 。SuperHero イン スタ ンス を 生み 
出し 、fly() を 呼び 出し た 後 で attack() を 呼び 出し た ら ど うな る で し ょ うか ? 


飛ん で いる スー パー ヒー ロー は 、Hero の 攻撃 を 2 回 する わけ だ 





( 向 ) か ら 、「10 ポイ ント ダメ ー ジ の 攻撃 を 2 回 | に な る べき で す よ ね ? 


残念 な が ら 「5 ポイ ント ダメ ー ジ の 攻撃 が 2 回 」 の まま な ん だ 。 アマ 
SuperHero クラ ス で オー バー ライ ド し ちゃ っ て る か ら ね 。 ンプ 





この よう な 場合 に は 、 次 の よう な 呼び 出し を 実現 で きれ ば 目的 を 果たせ ます 。 






図 11- フ 7 親 イ ンス タン ス の 
メソ ッ ド を 呼び 出す 8 


内 


、 re = mew < maormouy 
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Java の コー ド で は 、 次 の よう に 記述 する こと で 実現 で きま す 。 


リス ト 11-9 


publ1ic class SuperHero extends Hero ] 


pub]ic yoid attack(Matango m) ({ 


super.attack(m) 親 イ ンス タン ス 部 の attack() を 呼び 出し 


if (thig.flying) [ 


Super.attack [m) : 親 イ ンス タン ス 部 の attack() を 呼び 出し 
】 
] 


super と は 、「 親 イン スタ ンス 部 」 を 表す 予約 語 で す 。 こ れ を 利用 すれ ば 、 親 イ 
ンス タン ス 部 の メソ ッ ド や フィ ー ル ド に 子 イ ンス タン ス 部 か ら ア クセ ス す る こと 
が で きま す 。 


ee 際 ! 央 
、 本 


ク 親 イ ンス タン ス 部 の フィ ー ル ド を 利用 する 
super. フ イー ルド 名 


ク 親 イ ンス タン ス 部 の メソ ッ ド を 呼び 出す 
super. メ ソ ッ ド 名 (引数) 


2 super を 付け ず に 単に 「attack()」 と 呼び 出し て は ダメ な ん で す 
の 
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ダメ だ 。super を 付け な いと いう こと は [this.attack()」 と 同じ 意 


味 に な る ね 。 そ れ で は 図 11-8 の よう に 、attack() を 呼び 出し 続 
ける 無限 ルー プ に な っ て し まう よ 。 





図 11-8 this と super に よる 
呼び 出し の 違い 


「 祖 父 母 」 イン スタ ンス 部 へ の アク セス は 不可 能 ! 


A ク ラス (祖父 母 )、B クラ ス ( 親 )、C ク ラス (自分 ) と いう 3 つの クラ 
ス が 継承 関係 に ある と き 、 そ こと か ら 生 成 さ れ た イン スタ ンス も 3 重 構造 
に な り ま す が 、 そ の 際 に 一 番外 側 に 相当 する C イ ンス タン ス に つい て 


考え まじ よう 。 

C ク ラス の メソ ッ ド は 、 一 番外 側 の イン スタ ンス 部 (自分 自身 ) へ は 
this、 そ し て 親 イ ンス タン ス 部 へ は super で アク セス で きま す 。 し か し 、 
残念 な が ら 「 祖 父母 」 に あたる イン スタ ンス 部 へ アク セス する 手段 は 準 
備 さ れ て いま せん 。 つ まり 、C こ クラス の メソ ッ ド が A クラ ス の イン スタ 
ンス 部 に 直接 アク セス する こと は で き な い の で す 。 
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いい) 継承 と コン スト ラク タ 


生 請 当 草 継承 を 利用 し た クラ ス の 作ら れ 方 


前 人 節 で は 、 イ ンス タン ス 化 され た SuperHero が どの よう な 姿 な の か を 紹介 し 
まし た 。 そ の 姿 は 、Hero イン スタ ンス を 内 部 に 持つ 多重 構造 に な っ て いる こと 
を 理解 で きた と 思い ます 。 こ の 多重 構造 は 、 ク ラス が new され た 際 に 以下 の よ 
うな 段階 を 経て 構築 され ます 。 


1 「 』』 
ッッ ーーー ン と, 図 1 1-9 イン スタ ンス の 多重 構造 が 構築 され る 手順 
3 seweoo ー 


aa 和 和 


3JMM に より 自動 的 に 
コン スト ラク タ が 呼ば れる 
っ 外側 に 子 イン スタ ンス 部 が 
作ら れる 





コン スト ラク タ 呼 び 出し 


図 11-9 の ざ に あ る よう に 、SuperHero イン スタ ンス が 完成 する と 、JVM は 自 
動 的 に SuperHero() コン スト ラク タ を 呼び 出し ます 。 こ こ で 次 の よう な コー ド 
を 書い て みる と 、 興 味 深い 内 部 動作 を 確認 で きま す 。 


リス ト 11-10 


] public class Hero ( 
3 
3 public Hero() { 





ー* 
ーー バ 


裁 
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4 System.out.println("Hero の コン スト ラク タ お が 動作") : 

人 

6 2 

し 

] pub1ic class SuperHero extends Hero [ 
ント 

3 public SuperHero() [ 

4 System.out .println(*8uperHero の コン スト ラク タ が 動作 : 
5 

9 

名 


public class Main { 
public static void main(String[] args) { 
SuperHero sh = new SuperHero() : 
1) 
) 


軌 ふり の M 王 


あれ ? SuperHero イン スタ ンス が 完成 し た ら JVM は SuperHero 
ゆあ の コン スト ラク タ を 呼び 出す は ず よ ね ? 
その 前 に 、 ど うし て Hero の コン スト ラク タ も 動い て いる ん だ 
ろう ? ツリ 
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SuperHero を new する こと で SuperHero() コン スト ラク タ が 動作 する の は 理 
解 で きま す が 、 な ぜ か 内 側 イ ンス タン ス の Hero() ユ コンストラクタ も 勝手 に 動作 
し て いま す 。 

実は Java で は 、「 す べ て の コン スト ラク タ は 、 そ の 先頭 で 必ず 内 部 イン スタ ン 
ス 部 ( 三 親 クラ ス ) の コン スト ラク タ を 呼び 出さ な を けれ ば な ら な い 」 と いう ルー ル 
に な っ て いま す 。 

同じ クラ ス の 別 コ ンス トラ クタ を 呼び 出す た め の 『「this()」 (9.2.7 項 ) に 似 た 
「super()」 と いう 記述 で 親 ク ラス の コン スト ラク タ を 呼び 出す こと と が で きま す 。 


ウ ク 親 ク ラス の コン スト ラク タ の 呼び 出し 
super( 引数 ): 


※ た だ し 、 コ ンス トラ クタ の 最初 の 行 に し か 記述 で き な い 。 


よっ て 、 本 来 SuperHero コン スト ラク タ は 、 以 下 の よ うな 書き 方 を し な けれ 
ば な り ま せん 。 


pub1ic SuperHero() { 
Buper () : 
System.out .println ("SuperHero が 生成 され まし た 『) : 


) 


も し プロ グラ マ が コン スト ラク タ 
の 一 行 目 に super() を 書い て いな い 
場合 コン パイ ラ に よっ て 
「super():』 と いう 行 が 自動 的 に 挿入 


され ます 。 リ スト 11-10 の ブロ グ 関本 還 y) 
ラム で は 、 この 「 嗜 黙 の super()」 が 、 。 凡 :uper() 

自動 的 に > コラ > た ち 呈 [5 
に は 名 説 で れ た だ 
呼び 出し て いた と いう わけ で す 。 呼び 出 貞 





図 11-10 super() に よる コン スト ラク タ の 呼び 出し 


ー* 
ババ 


第 本部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 






つま り 、 コ ンス トラ クタ は 内 側 の イン スタ ンス 部 分 の も の か ら 
順に 呼ば れ て いく と いう こと で すね 。 


その と お り 。 ち な み に 親 イン スタ ンス 部 の コン スト ラク タ を 呼 


び 出 す super( ) は 、 前 節 で 学習 し た 「super. メン バ 名 」 と は まっ 
た く 関 係 が な い の で 混同 し な いよ う 注 意 し て ほし い 。 





条 記 者 親 イ ンス タン ス 部 が 作れ な い 状 況 


この よう に 、 イ ンス タン ス が 構築 ・ 初 期 化 され る 手順 を 理解 する と 、 あ る 条件 
で 困っ た こと が 発生 し ます 。 次 の リス ト 11-11 を 題材 に 考え て み ま す 。 


リス ト 11-11 


public class Item { NNSDISVN 
Drivate SLrinq name: 
private int pyioe: 
pub1ic rtem(String name) { 
th15.name = na0Nej 
this.price = 0: 
] 


public Ttem(String name, int price) { 





thi1s .name = Tame: 





10 this.price = price 引数 2 つの コン スト ラク タ 
] 
) 
Treme 
public class Weapon extends Item {[… ] UWeBBOIDR 
Item を 継承 し Weapon を 定義 
publ1ic class Main { LMainJava | 
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public static void main(String[] args) { 
Weapon W = new Weapon() : 
] 
) 


この コー ド で は エラ ー が 発生 し ます が 、 そ の 理由 を 1 ステ ッ プ ずつ 整理 し な 
が ら 解 説 し て いき まし ょ う 。 

Main.java の 3 行 目 の new Weapon() に より 、JVM は Weaponm イン スタ ンス 
を 生成 し よう と し ます 。Weapon クラ ス は Item クラ ス を 継承 し て いま す の で 、 
この イン スタ ンス は 、 内 部 に Item イン スタ ンス を 含む 多重 構造 に た っ て いる は 
ず で す 。 

二 重 構造 の イン スタ ンス を 作り 終え る と 、JVM は 自動 的 に Weapon() コン ス 
トラ クタ を 呼び 出 そ う と し ます 。 し か し 、Weapon クラ ス に は コン スト ラク タ が 
定義 され て いな いた め 、 暗 黙 的 に 次 の よう な 「 デ フォ ルト コン スト ラク タ (9.2.6 
項 )」 が 定義 され 動作 し ます 。 


puplic Meapon() [ 


) 


し か し 、 こ こ で 前 項 で 学ん だ こと を 思い 出し て くだ さい 。 す べ て の コン スト ラ 
クタ の 先頭 行 に は 実は 「super()」 が 隠れ て いま す の で 、 実 際 に は 次 の よう に な り 
ます 。 


public Meapon() 1 
SUDer () : 


) 


この よう に 自動 生成 され た Weapon クラ ス の コン スト ラク タ は 、 親 クラ ス 
Item の コン スト ラク タ を 引数 な し で 呼ば ぼう と し ます 。 こ こ で 、 呼 び 出さ れる 側 
の Item タク ラス の コン スト ラク タ の 宣言 を 見 て み ま し ょ う ( リ スト 11-11)。 引数 
1 つの も の (temjava の 4 行 目 ) と 2 つの も の ( 同 8 行 目 )、 あ わせ て 2 つの コン 
スト ラク タ が 宣言 され て いま す が 、 引 数 が 0 個 の コン スト ラク タ は 存在 し ませ ん 。 
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つま り 、Item クラ ス の コン スト ラク タ 呼 び 出 し に は 、 必 ず 引 数 が 1 つか 2 つ 
必要 で あり 、Weapon クラ ス の コン スト ラク タ か ら で あ っ て も 「super():」 の よう 
に 引数 が な い 呼 び 出し は で き な い の で す 。 


自記 正晴 内 部 イン スタ ンス の コン スト ラク タ ョ 引数 を 指定 する 

この よう に 、 内 部 イン スタ ンス の 初期 化 を 行う コン スト ラク タ (tem() コン ス 
トラ クタ ) に 引数 を 与え る 必要 が ある 場合 は 、super() の 呼び 出し 時 に 明示 的 に 引 
数 を 渡し ます 。 





pub1ic class Weapon extends Ttem { 
public Weapon{) { 


super ("な な し の 合 ) : 引数 1 つの 親 ク ラス コン スト ラク タ 
1 を 呼び 出す 


) 
これ で 、Weapon クラ ス の イン スタ ンス 化 に よっ て 内 部 で Item イン スタ ンス 
が 作ら れる 際 、 リ スト 11-11 の Itemjava の 4 行 目 の コン スト ラク タ が 動作 し 、 
常に 「 な な し の 剣 」 と いう 名 前 に な り ま す 。「super(" な な し の 争 300):」 と 記述 す 
れ ば 、 常 に 2 つの 引数 を 持つ 8 行 目 の Item コン スト ラク タ が 動作 する で し ょ う 。 
つま り 、super() に 与え る 引数 の 数 と 型 に よっ て 、「 親 イン スタ ンス 部 が 初期 化 
され る と き に 利用 され る コン スト ラク タ 」 を 明示 的 に 指定 で きる の で す 。 


の も 5 は 一 


、 計 Weapon() 
em 数) e 才 super(" な な し の 剣 "300): 


Item (引数 引数 3) 図 11-1 1 引数 に よっ て 指定 し 
た 親 コ ンス トラ クタ の 呼び 出し 





正しい 継承 、 間 違っ た 継承 


生 記 革 衣 is-a の 原則 


継承 に 「 正 し い 」 と か 「 間 違っ て る 」 な ん て ある ん で すか ? ボク 


の プロ グラ ム で 誤っ た 継承 の 使い 方 を し て いな いか 心配 に な っ 
て きま し た …。 


大 丈夫 。 簡単 な チェ ッ ク 方 法 が ある よ 。 





正しい 継承 と は 、「js-a の 原則 」 と いわ れる ルー ル に 則っ つて いる 継承 の こと で す 。 
そし て jis-a の 原則 と は 、 子 クラ ス と 親 ク ラス の 間 に 次 の よう な 概念 的 な 関係 が 成 
立 し て いる べき で ある と する 原則 で す 。 


AisaB は 日 本 語 で 「A は B 
図 11.12 SuperHero 
の 一 種 で ある 」 と いう 意味 で あ は Hero の 一 種 で ある 
り 、 こ の 文章 の 意味 が 自然 で あ 
れ ば 正しい 継承 で す 。 ス ー パ ー 
ヒー ロー は 「 特 殊 能 力 を 持っ た 
特別 な ヒー ロー」 で す が 、 あ く 
まで ヒー ロー の 一 種 で ある こと 
に は 間違い あり ませ ん 。 





親 ク ラス 
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逆 に 、「( 子 クラ ス ) js-a ( 親 クラ ス )」「( 子 クラ ス ) は ( 親 ク ラス ) の 一 種 で ある 」 
と いう 文章 を 作っ て 不 自然 さ を 感じ た ら 、 継 承 の 誤り を 疑い まし ょ う 。 


何 記 王 者 間違っ た 継承 の 例 


現実 世界 の 登場 人 物 同士 に 概念 と し て is-a の 関係 が を な を い に も か か わら ず 、 継 
承 を 使っ て し まう の が 「 間 違っ た 継承 」 で す 。 例 を 挙げ て み ま し ょ う 。 

ここ に 「 和 名 前 」 と 「 値 段 」 の フィ ー ル ド を 持つ Item クラ ス が あり ます 。 こ の クラ 
ス は 、 勇 者 た ち が 冒 険 の た め に 持ち 歩く 「 薬 草 」 や 「 ポ ーション 」 な どの アイ テム ( 小 
道具 ) を 表す クラ ス で す 。 そ し て 今 、 私 た ち は 新た に House クラ ス を 作ろ うと し 
て いま す 。House クラ ス に は 、 所 有 者 や 床 面積 、 間 取り や 住所 を どの ほか 、「 家 
の 名 前 」「 家 の 値段 」 の フィ ー ル ド も 必要 で す 。 


ltem クラ ス を 継承 し て House クラ ス を 作れ ば いい と 思い ます け 
や と? 


いや 、 そ の 発想 と そ が 「 間 違っ た 継承 」 の 原因 だ よ 。 (9 


Item クラ ス を 継承 し て House クラ ス を 作る こと は 原理 上 、 可 能 で す 。 実 際 、 
名 前 と 値段 の フィ ー ル ド も 継承 され 、 問 題 な く 動 作 し ます 。 で す が 、「House 
iS-a ltem( 家 は アイ テム の 一 種 で ある )」 と いう 文章 に は 違和感 を 覚え ませ ん か ? 
画 者 は 冨 険 の た め に 家 を 持ち 歩く こと は あり ませ ん 。 

この よう に 、「 フ ィ ー ル ド や メソ ッ ド が 流用 で きる か ら 」 と いう 安易 な 理由 で 継 
承 を し て は いけ ませ ん 。「 動 く か 動か な いか 、 便 利 か 便利 で な いか 」 で は な く 、 
is-a で ある か どう か に 基づい て 、 継 承 は 利用 すべ き で す 。 


POOPPTTYTYTTTTTTTYTTPTTTETTTTYTTTYTYEPLTTUUTITTEIEEYPTUEEYTPNTPUKTETLUUEEPELEUTEEEELLLLLLETL 


《》 全 承 の 利用 に 関す る ルー ル 


is-a の 原則 が 成立 し な いな ら ば 、 ラ ク が で きる と し て も 継承 を 使っ て は な 
ら な い 。 


間違っ た 継承 を すべ き で な い 理 由 


便利 だ か らい いじ ゃ な いで すか 。 な ん で ダメ な ん で すか ? 


is-a の 関係 で は な い 維 承 を 使っ て は な ら な い 理 由 は 2 つ あ り ま す 。 


・ 将来 、 ク ラス を 拡張 し て いつ っ た 場合 に 現実 世界 と の 矛盾 が 生じ る か ら 。 
・ オブジェ クト 指向 の 3 大 機能 の 最後 の 1 つ 「 多 態 性 」 を 利用 で き な く な る か ら 。 


多 態 性 に つい て は 第 13 章 で 解説 する と し て 、 こ こ で は 「 現 実 と 矛盾 が 生じ て 

いく こと 」 に つい て 、House クラ ス と Item クラ ス の 例 を 用 いて 解説 し まし ょ う 。 

確か に House クラ ス を 作っ た 時 点 で は 、Item クラ ス を 継 承 し て いて も 問題 が 
な いよ うに 思え ます 。 し か し 、 こ れ は 単に 「 た また ま 現 時 点 で は 実害 が な い だ け 」 
で あっ て 、 よ り 上 忠実 に 現実 世界 の 家 や アイ テム を まね よう と クラ ス を 改良 し て い 
く と 次 々 と 矛盾 が 生じ ます 。 

た と えば 、 ア イ テ ム は 敵 に 投げ つけ て ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる と し ま 
し ょ う 。 そ こ で 、Iltem クラ ス に 「 項 に 投げ つけ た と き に あたえ る ダメ ー ジ を 返す 
メソ ッ ド 」、getDamage() を 追加 し ます 。 





この メソ ッ ド は 継承 され House クラ ス で も 利用 可能 に な り ま す が 、 現 実に 沿っ 
て 考え る と 家 を 投げ る こと な ど で き る わけ が あり ませ ん し 、 そ の ダメ ー ジ を 算出 
する 、getDamage() メソ ッ ド が House タラ ス に 対し て 呼べ る こと 自体 が 極め て 
不 自然 で す 。 


ー ゝ 
ー ト 
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Item--- 
し 前 語 値 


アイ テム は 投げ られ る 


は ず な の で 
「 投 げた と き の ダ メー ジ 」 
フィ ー ル ド の 追加 


投げ た と き の ダ メー ジ 





図 11-13 問 違っ た 継承 を 用 いる と 、 現 実 と は 矛盾 し た メン バ が 現れ る 


「 投 げ つ けた と き の ダ メー ジ が ある 家 」 と いう House クラ ス は 、 す で に 現実 世 
界 の 家 と 息 離 し て し まっ て お り 、 オ ブ ジ ェクト 指向 の 原則 か ら 外 れ て いま す 。 





な る ほど … で も 、「House クラ ス に は getDamage() が ある けど 、 
無視 し て 使わ な い 」 こ と に すれ ば いい ん じゃ な い ? 


だ め よ 。「 存 在 する けど 実は 使っ ちゃ ダメ な メン バ 」 が いく つも 
ある クラ ス な ん て 、 怖 く て 使え な いわ 。 人 の 


后 i 写 計 汎 化 ・ 特 化 の 関係 


正しい 継承 が 「is-a」 の 関係 で 結ば れる と いう こと は 、 子 クラ ス に な る ほど 「 特 
殊 で 具体 的 な も の 」 に 具体 化 ( 特 化 ) し て いき 、 親 クラ ス に な る ほど 「 一 般 的 で 、 
抽象 的 ・ あ いま いな も の 」 に 一 般 化 ( 汎 化 ) し て いく こと に な り ま す 。 

特 化 すれ ば する ほど 、 よ り 詳 細 に フィ ー ル ド や メソ ッ ド を 定め る こと が で き 、 
メン バ は 増え て いき ます 。 逆 に 汎 化す れ ば する ほど 、 フ ィ ー ル ド や メソ ッ ド を 多 
く 定 め る こと は 難し く な っ て きま す 。 

た と えば キャ ラク ター で あれ ば 、 ど ん な も の で も 必ず 名 前 と HP は 持っ て いる で 
し ょ うか ら 、Character ク ラス に は name と hp フィ ー ル ド ぐ らい は 定義 で きま す 。 





図 11-14 汎 化 と 特 化 の 関係 





SuperHero 


より 具体 的 な 魔法 使い に な る と 、 最 低 で も MP を 持っ て いて 火の玉 ぐら い は 放 
て る は ず で あり 、 ク ラス 定義 に は mp フィ ー ル ド や freball() メソ ッ ド が 加わ る 
で し ょ う 。 さら に 具体 的 な 「 ひ と に ぎり の 大 魔法 使い (GreatWizard)」 は 雷 を 落 
と す lightning() メソ ッ ド な ど 、Wizard が 持っ て いな い メ ソ ッ ド も 持つ で し ょ う 。 


ちな み に 、 ク ラス 図 に お いて 継承 関係 を 表す 矢印 は 「 ク ラス が 汎 





し _1 
に げ 化し て いく 方 向 」 を 表す た め の 矢 印 な ん だ 。 


な る ほど 。 だ か ら ク ラス 図 の 矢印 は 、 継 承 の 方 向 ( 特 化 の 方 向 ) の ア 
と は 逆 向 き に 描か われ て いた の ね 。 あ 


これ まで は 、 継 承 の こと を 「 コ ー ド の 重複 記述 を 減ら す た め の 道具 」 と 捉え て 
学習 し て きた と 思い ます 。 し か し 継承 は 、「 あ る 2 つの クラ ス に 特 化 ・ 汎 化 の 関 
係 が ある こと を 示す 」 た め の 道 具 で も ある の で す 。 


層 さ 
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第 1 1 章 の まとめ 


この 章 で は 、 次 の よう な こと を 学び まし た 。 


・ extends を 使う こと で 、 既 存 の クラ ス に 基づき 新た に クラ ス を 定義 で きる 。 

・ 親 クラ ス の メン バ は 自動 的 に 子 ク ラス に 引き 継が れる た め 、 子 クラ ス で は 差 
分 だ け を 記述 すれ ば よい 。 

・ 親 クラ ス に 宣言 が 存在 する メソ ッ ド を 、 子 クラ ス で 上 書き 宣言 する こと を オー 
バー ライ ド と いう 。 

・final 付き クラ ス は 継承 で きず 、 final 付き メソ ッ ド は オー バー ライ ド で き な い 。 

・ 正しい 継承 と は 「 子 クラ ス is-a 親 クラ ス 」 の 文章 に 不 自然 が な い 継 承 で ある 。 

・ 継承 に は 、「 抽 象 的 ・ 具 体 的 」 の 関係 に ある こと を 定義 する 役割 も ある 。 


イン スタ ンス の 姿 


・ イ ンス タン ス は 内 部 に 親 ク ラス の イン スタ ンス を 持つ 多重 構造 を と る 。 

・ より 外側 の イン スタ ンス 部 に 属す る メソ ッ ド が 優先 的 に 動作 する 。 

・ 外側 の イン スタ ンス 部 に 属す る メソ ッ ド は 、super を 用 いて 内 側 イ ンス タン ス 
部 の メン バ に アク セス で きる 。 


コン スト ラク タ の 動作 


・ 多重 構造 の イン スタ ンス が 生成 され る と 、JVM は 自動 的 に 一 番外 側 の コン ス 
トラ クタ を 呼ぶ 。 

・ すべ て の コン スト ラク タ は 、 先 頭 で 「 親 イン スタ ンス 部 の コン スト ラク タ 」 を 
呼び 出す 必要 が ある 。 

・ コ ンス トラ クタ の 先頭 に super() が な けれ ば 、 暗 黙 的 に 「super():」 が 追加 され 
る 。 


次 の 中 か ら 「 誤 っ た 継承 」 で ある も の を すべ て 選ん で くだ さい 。 
① ス ー パ ー ク ラス :Persan サブ クラ ス :Student 


スー パー クラ ス :Car サブ クラ ス :Engine 
③ ス ー パ ー ク ラス :Father サブ クラ ス :Child 
③④ スー パー クラ ス :Food サブ クラ ス :Susi 


スー パー クタ クラス:SuperMan サブ クラ ス :Man 


次 の クラ ス に 対す る 「 親 クラ ス 」 と 「 子 クラ ス 」 を 1 つ ず つ 考 案 し て 自由 に 挙げ 
て くだ さい 。 


( 例 ) (1) (2) (3) 
Character 
Hero hp 4 部 
全 。 全 。 人 


次 の よう な クラ ス Matango が あり ます 。 


EIC に IEN 


] public class Matango [ 

1nt hp = 50: 

priyate char suff1ix: 

pub]ic Matango(char suffix) [ 
this.suEfix = suffix: 


ur 選 62 





層 さ 
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] 

public void attack(Heroh) { 
8 System.out.println(『 キ ノコ リ ! + this.suffix + 『 の 攻撃!) : 
り System.out .println("10 の ダメ ー ジ 『) 
h.setHp(h.getHp() - 10): 


n 】 
2 】 


この クラ ス を 利用 し 、 次 の 仕様 に 則っ た PoisonMatango クラ ス を 作成 し て く 
だ さい 。 


| 


- お 化け 毒 キ ノコ (PoisonMatango) は 、 お 化け キノ コ (Matango) の 中 で も 
特に 「 毒 攻撃 」 が で きる も の 。 
イ . PoisonMatango は 以下 の コー ド で イン スタ ンス 化 で きる クラ ス と する 。 


Eo1sonMatango pm = new PoisonMatango('A『') : 


ウ . PoisonMatango は 、 毒 を 用 いた 攻撃 が 可能 な 残り 回 数 を int 型 フ ィ ー ル ド 
と し て 持っ て お り 、 初 期 値 は 5 で ある 。 

エ . PoisonMatango は 、attack( ) メソ ッ ド が 呼ば れる と 次 の 内 容 の 攻撃 を する 。 
① ま ず 、「 通 常 の お 化け キノ コ 同 様 の 攻撃 」 を 行う 。 
③「 毒 攻撃 の 残り 回 数 」 が 0 で な けれ ば 、 以 下 を 追加 で 行う 。 
③ 画 面 に 「 さ ら に 毒 の 胞子 を ば ら ま いた ! 」 と 表示 。 
④ 勇 者 の HP の 1/5 に 相当 する ポイ ント を 勇者 の HP か ら 引 き 、 そ の ポ 

イン ト を 示す よう 「 て ポイ ント の ダメ ー ジ 」 と 表示 する 。 

⑤「 毒 攻撃 の 残り 回 数 」 を 1 減ら す 。 
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練習 問題 の 解答 


問題 1 1 に 1 の 解答 Sao お あの らち の きき ああ あらさ な ああ の さる ちさ egaoSe あ る る ae 
誤っ て いる も の は ②、③、⑧ で す 。 
②・・・ エ ンジ ン は 車 の 「 一 部 」 で あり 、 両 者 は has-a の 関係 (pb.341) に あり ます 。 
③・・・ 継承 で は 親 ク ラス や 子 ク ラス と いう 用 語 を 用 いま す が 、 概 念 と し て の 親 
や 子 と は 関係 あり ませ ん 。「 子 ども は 父親 の 一 種 」 で は あり ませ ん 。 
⑧・・・ ス ー パ ー マ ン は 人 間 の 一 種 で す の で 、 ス ー パ ー と いう 用 語 が 付い て いて も 、 
サブ クラ ス ( 子 クラ スズ ス ) で す 。 


問題 1 1- ら の 6 舟 徐 | 〇 …ー ド … ド ドド ee 
以下 は 解答 例 で す 。 こ の ほか に も 多数 考え られ ます 。 


( ア ) Device (装置 )、Tool (道具 ) な ど 。 

( イ ) MobilePhone (携帯 電話 ) 、SmartPhone( ス マー ト フ ォ ン ) な ど 。 
( ウ ) Vehicle (乗り 物 )、Property (資産 ) な ど 。 

( エ ) SportsCar (スポ ー ツ カー) 、HybridCar (ハイ ブリ ッ ド カー) な ど 。 
( オ ) Book (書物 )、InformationSource (情報 源 ) な ど 。 

( カ ) EJDictionary (英和 辞典 )、Encycropedia (百科 事典 ) な ど 。 


問題 1 1:3 の 角 矯 で や meeteeeecxoeeaevorseoeseesesscsceessoseoseoeaaseooesosecosooes 
以下 は 解答 例 で す 。 





PoisonMatangqc 


| public class PoisonMatango extends Matango 【 
2 Private int poisonCount = 5 

3 public PoisonMatango(char suffix) { 

4 Super (suffix) : 

5 8 


6 public void attack(Heroh) [ 


層 さ 
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高度 な 継承 


私 た ち は 現 実 世界 に お いて 、 

無意識 に 多く の も の を 抽象 的 に 捉え 、 利 用 じ て い ます 。 

オブ ジェ クト 指向 の 目的 が 「 現 実 世 界 の 再現 」 で ある 以上 、 

Java で も 「 抽 象 的 な 登場 人 物 」 を 上 手 に 扱え る 必要 が あり ます 。 
この 章 で は 、Java 仮想 世界 に お いて も 、 抽 象 的 で あい まい な クラ ス を 
正しく ・ 安 全 に ・ 便 利 に 利用 する た め に 準備 され て いる 

クラ ス の 定義 方 法 を 紹介 し ます 。 


| CONTENTS OOOOCUULLULUUUUUULLLLDUUUULLLLCUULUULLLKD 
12.1 未来 に 備え る た め の 継 承 

12.2 高度 な 継承 に 関す る 2 つの 不都合 

12.3 抽象 クラ ス 

12.4 イン タフ ェ ー ス 

12.5 第 12 章 の まとめ 

12.6 練習 問題 

12.7 練習 問題 の 解答 
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⑤⑧ 未来 に 備え る た め の 維 承 


条 E 基 中 衣 高度 な 継承 を 学ぶ に あたっ て 


第 11 章 で は オブ ジェ クト 指向 の 花形 「 継 基 」 に つい て 学び まし た 。 そ の メリ ッ 
ト を 十分 に 実感 で きた の で は な いで し ょ うか 。 ま た 、 章 の 最後 で は 、 正 し い 継 承 
が 「 抽 象 的 な クラ ス と 具体 的 な クラ ス の 関係 を 結ぶ 」 こ と も 学び まし た 。 図 11-14 
(p.437) の よう な 継承 ツリ ー を 親 ク ラス 、 そ の 癌 クラ ス 、 さ ら に その 親 クラ ス … 
と 辿っ て いく ほど 、 ク ラス は あい まい で 抽象 的 な も の に な る の で し た ね 。 

この 第 12 章 で は 、 主 に この ツリ ー の 上 側 に 登場 する 「 あ いま いな クラ ス た ち 」 
の 定義 方 法 に つい て 学び ます 。 

これ まで に 学ん で きた 通常 の 方 法 で これ ら の クラ ス を 定義 し て も 、 プ ログ ラム 
は 動作 し ます 。 し か し 、「 あ いま いな クラ ス た ち 」 専 用 の クラ ス 定 義 方 法 を マス ター 
し 、 高 度 な 継承 を 実現 する こと で 、 よ り 安 全 で 便利 に クラ ス を 利用 で きる よう に 
な る の で す 。 


- 公 具体 的 に は 「 抽 象 ク ラス 」 や 「 イ ンタ フェ ー ス 」 と いう も の を 学ん 
に 偽 ぶ ぐ よ 。 


な ん だ か 名 前 か らし て 難し そう で すね …。 


確か に 難し そう な イメ ー ジ が ある けど 、 コ ツ を 1 つ 知 っ て お く 
い に プ 


だ け で グン と 楽に な る か ら 安心 し て ほし い 。 





残念 な こと に 、「 普 通 の 継承 は すぐ 理解 で きた の に 、 高 度 な 継承 で つま ずく 」 と 
いう 人 も 珍し く あ り ま せん 。 実 は 「 高 度 な 継承 を 学習 する に は 、 あ る 意識 を 今 ま 
で と 切り 替え る 必要 が ある 」 と いう コツ が ある の で す 。 

そこ で 章 の 始め に 、 ま ず こ の 「 意 識 の 切り 替え 」 に つい て 紹介 し て いき ます 。 


抽象 クラ ス や イン タフ ェ ー ス の 理解 に 自信 が な いと いう 人 人 、 そ 
し て 過去 の 学習 で 挫折 し た と いう 人 も 、 と の コツ を お さえ た 上 


し り し 衣 
い フ で ぜひ 再 チ ャ レン ジ し て ほし い 。 き っ と マス ター で きる は ず だ 。 





生 E 世 考 新しい 「 立 場 ] で 考え る 


この 章 で 学ぶ 高度 な 継承 は 、 文 法 的 に 難し いも の で は あり ませ ん 。 に も か か わ 
ら ず 、 な ぜ つ まず く 人 が 多い か と いう と 、 高 度 な 継承 を 使う と き の 「 立 場 」 が 、 
今 ま で の 「 立 場 」 と は まっ た く 違 うと いう こと を 意識 せ ず 学習 を 始め て し まう か 
ら な の で す 。 

今 ま で みな さん は 、 自 分 が どの よう な 「 立 場 」 で Java を 使う こと を イメ ー ジ し 
て きま し た か ? その 多く は 、 作 る 必要 が ある (また は 作り た い ) プロ グラ ム は 明 
確 に 決ま っ て いて 、 そ の プロ グラ ム の た め だ け に 必要 な を クラス を 作っ て 目的 の プ 
ログ ラム を 完成 させ る 「 立 場 」 で は な いで し ょ うか 。 

そし て 、 も し 開発 すべ き ク ラス と 類似 し た 既存 の クラ ス が あれ ば 、 継 承 を 利用 
し て 子 ク ラス を 作る こと に より 、 ゼ ロ か らち 開発 する こと な く 、 い くつ か の メン バ 
を 追加 する だ け で 効率 よく クラ ス を 開発 で きる の で し た ね 。 


図 18-1 普通 の 開発 者 の 立場 





ここ で 「 既 存 ク ラス 」 に 注目 し て 、 少 し 想像 を 膨らませ て み ま し ょ う 。 き っ と 
この クラ ス を 事前 に 開発 し て お いて くれ た 開発 者 が どこ か に いる は ず で す 。 
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その 作者 は 、 自 分 の 作っ た クラ ス が どん な プロ グラ ム に 利用 され る か 想像 も つ 
か な い 過 去 の 段階 で 、「 い つか 誰か が 、 こ の クラ ス を 継承 し て 開発 し た ら 便利 だ 
ろう 」 と 未来 に 思い を 馳せ 、 継 承 の 材料 と な る 既存 クラ ス を 作っ て くれ た の で す 。 
と て も あり が た いこ と で すね 。 

ここ で 次 の 図 12-2 を 見 る と 、 異 な る 「 立 場 」 で 活躍 する 2 種類 の 開発 者 が いる 
こと が わか り ま す 。 


立場 1 : 現在 、 目 の 前 の プロ グラ ム 開 発 に 必要 な クラ ス を 作る 開発 者 (既存 クラ 
ス を 継承 し 子 ク ラス を 作る )。 

立場 2 : 未来 に 備え 、 別 の 開発 者 が 将来 利用 する で あろ う ク ラス を 準備 し て お く 
開発 者 ( 親 ク ラス と な る クラ ス を 作っ て お く )。 


末 来 に 備え る 開発 者 G7 場 2) 





図 12-2 未来 に 氏 え 既存 クラ ス を 作る 開発 者 の 立場 


この 音 の 内 容 を スム ー ズ に 理解 する た め に は 、 こ の 2 つの 立場 の 存在 を 明確 に 
意識 ・ 区 別 で きる か が ポイ ント で す 。 

前 章 ま で に 私 た ち が 学 習 し て きた 知識 は すべ て 、 立場 1 と し て プロ グラ ルム 開 発 
を する た め に 必要 な も の で し た 。 一 方 、 こ の 章 で 学習 する 知識 は 、 み な さん が 立 
場 2 と し て プロ グラ ム を 作る と き に 必要 と な る も の で す 。 な ぜ な ら 、 こ の 章 で 学 
ぶ 「 抽 象 ク ラス 」「 イ ンタ フェ ー ス 」 と は 、 立 場 2 の 人 た ち が 、「 立 場 1 の 人 た ち に 
安全 ・ 便 利 に 使っ て も ら え る 親 クラ ス を 作る 」 た め の 道 具 だ か ら で す 。 ぜひ 、 立 場 
2 の 開発 者 に な っ て クラ ス を 作る こと を 想像 し な が ら 本 章 を 読み 進め て くだ さい 。 


高度 な 継承 


な る ほど 。 で も 、 ボ ク の よう な 新入 社員 が 入社 直後 に 、 い き な 





り 「 未 来 に 備え る 大 事 な 立場 」 を 任 さ れる こと は な さそ う で すね 。 


抽象 クラ ス や イン タフ ェ ー ス を 自ら 作る こと は な く て も 、 継 承 


る よ 。 


元 と し て 利用 する と と は ある か ら 、 マ スタ ー し て お く 必要 は あ NM 





条 F 民 「 未 来 に 備え る 開発 者 』 の 立場 の 具体 例 


た と えば ゲー ム 開 発 の 例 を 考え て み ま し ょ う 。 プ ロジ ェクト で は A さ ん 、B さ 
ん 、C さ ん 、 そ し て あな た の 4 人 で 開発 を 進め て いま す が 、 あ る 日 「 開 発効 率 が 
悪い 」 と いう こと が 問題 に た なり ま し た 。 

そこ で 「 プ ロジ ェクト 全体 の 開発 効率 を 改善 する 責任 者 」 に 任命 され た あな た 
が 調査 し た と ころ 、「 開 発 者 が それ ぞ れ 、Hero や Wizard な どの 似 た クラ ス を イ 
チ か ら 作 っ て いる 」 と いう こと に 気づき ます ( 図 12-3)。 





。 図 12-3 個々 の 開発 者 が 同じ 
: よう な クラ ス を 作っ て いた 





』 開発 者 : 開発 者 B H 

1 剛 生 | 回 生 

1 すす ロキ 
! 。 Wizard  : H 
NN Wo キ 
Ia 
1 『O0O ま PO  i 

H ! frebal0 ! pkO 5 





全 キ ャ ラク ター で 共通 


447 


第 本 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


各 キ ャ ラク ター の クラ ス で は 、name や hp な どの フィ ー ル ド と 、attack()、 
run() な どの メソ ッ ド は 共通 で す の で 、 そ れ ぞ れ 別 に 開発 する の は ムダ で す 。 ま た 、 
今後 の パー ジョ ン ア ッ プ に より 「 商 人 」 や 「 占 い 師 」 な ど 、 さま ざま な キャ ラク ター 
が 増え る 予定 で す が 、 そ れ ら も 一 か ら 開 発し て いて は 効率 が 悪 そ う で す 。 

そこ で 、 あ な た は 各 ク ラス に 共通 する フィ ー ル ド や メソ ッ ド を 持つ Character 
クラ ス を 準備 し 、 各 開発 者 に 対し て は 「 み な さん は 私 の 作っ た Character クラ ス 
を 継承 し て 、 独 自 の フィ ー ル ド や メソ ッ ド を 付け 足す だ け で 大 丈夫 で す よ 」 と ア 
ナウ ンス し ます ( 図 12-4)。 


図 18-4 すべ て の キャ ラク ター 
の 元 と な る Character クラ ス を 
準備 し 、 そ れ を 継承 し て 個々 の 
キャ ラク ター を 開発 し て も ら う 








これ な ら 各 開発 者 は 、Hero や Wizard な ど 、 そ れ ぞ れ の 職業 に 特有 な フィ ー 
ルド や メソ ッ ド だ け を 開発 すれ ば 済む の で 効率 的 で すね 。 
この と き の あ な た は 、A さん 、B さん 、C さん の よう な 「 今 すぐ 必要 な 、 実 際 
に 利用 され る クラ ス 」 を 作っ て いる 開発 者 場 1) で は な く 、「 未 来 に 備え て 、 継 
承 元 と な る クラ ス (継承 の 材料 )」 を 作る と いう 立場 7 場 2) に あり ます 。 
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開発 プロ ジェ クト の 最前 線 で 今 す ぐ 必要 な Hero、Wizard クラ ス の 開発 を が ん 
ば る A さ ん 、B さ ん 、C さ ん に 対し て 、 あ な た は 後方 か ら 開 発 支 援 の 道具 (= 共 
通 部 分 まで 事前 に 作っ て お いた Character クラ ス ) を 供給 し て 揚 護 し て いる と 提 
えて も いい で し ょ う 。 

あな た の 作る 、 た っ た 1 つの クラ ス の 優劣 が 、 そ れ を 利用 する 複数 の 開発 者 た 
ちの 開発 効率 に 影響 する わけ で す 。 立場 2 の あな た が 意識 すべ きこ と は 、「 立 場 
1 の 開発 者 が 効率 よく 安心 し て 利用 で きる 継承 の 材料 を いか に 作る か 」 と いう こ 
と な の で す 。 


《「 未 来 に 備え る 開発 者 」 の 役割 
ほか の 開発 者 が 効率 よく 安心 し て 利用 で きる 継承 の 材料 を 作る こと 。 


未来 の た め に 継承 の 材料 を 作っ て お く と いう 立場 で は 、 ほ か の 


開発 者 や 未来 の 開発 者 に 少し で も ラク を し て も らい た い 、 と い 
う 思 いや り が 大 事 な ん で すね 。 
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高度 な 継承 に 関す る 
ら つの 不都合 


条 E* 衣 ら つ の 不都合 、3 つの 心配 








( 間 9 効率 アッ プ の た め に Character ク ラス を 作れ ば 一 件 落着 で すね 。 










いや いや 、 と ころ が 落着 し な いん だ 。 湊 くん が 本 当 に 、A さん 
や B さ ん が ラク に な れる よう 心 を 砕い て Character クラ ス を 作 
ろう と する と 、 い くつ か 「 不 安 」 が 出 て くる は ず な ん だ 。 


えっ ! どう し て で すか ? 


立場 2 と し て 何 を 意識 すべ きか を 真剣 に 考え な いな ら 、 単 に Character クラ ス 
を 作っ て 終わ り に する こと も で きま す 。 

し か し 、「 他 の 開発 者 が ラク で きる よう に 心 を 砕く こと 」 を 強く 意識 し て 
Character の よう な クラ ス を 開発 し て いる と 2 つの 「 不 都合 」 に 直面 し ます 。 そ の 
不都合 を 原因 と する 、 さま ざま な 「 心 配 」 も 出 て くる こと で し ょ う 。「 抽 象 ク ラス 」 
や 「 イ ンタ フェ ー ス 」 は 、 こ の 不都合 や 不安 を 解決 し て くれ る 道具 で す 。 

それ で は 、 図 12-5 の よう な 関係 に ある 、 そ れ ぞ れ の 不都合 と 不安 を 1 つ ず つ 
見 て いき まし ょ う 。 


N ン 


図 12-5 継承 の 材料 と な る 
クラ ス に 関す る 「 ら 2 つの 不 都 
合 ] と 「3 つ の 心配 」 





打上 生 玉 最初 の 不都合 


まず は 最初 の 不都合 A を 体験 する た め 、 実 際 に Character クラ ス を 作成 し て み 
まし も よ ょ う 。 


リス ト 12-1 





public clasg Character { 
2 String name: 
int hpi 
// 逃げ る 
public yoid rumn() [ 
6 System.out .println(this.name +"『 は 逃げ 出し た 『) 
] 
public yoid attack (Matango m) { 
19 System.out.println(this.name +『 の 攻撃 !『): 


m.hp -= 29: と とこ を 記述 し よう と し て 手 が 止 まる 


System.out .println(" 敵 に ?? ボ イン ト の ダメ ー ジ を あたえ た ! 『) : 


Character クラ ス を 実際 に 書 こ うと する と 、attack() メソ ッ ド の 内 容 に 差し か 
か っ た と ころ で 手 が 止 まっ て し まう は ず で す 。 


そう な ん で す …。「attack() メソ ッ ド を 書か な きゃ いけ な い 」 ん 
だ けど 、「 ダ メー ジ を 何 ポ イン ト と 書い た らい い の か わか ら な い 」 


と いう か …。 





な ぜ 「 手 が 止ま っ て し まっ た か 」 を 、 よ り 深 く 考 えて み ま し ょ う 。 こ の 
Character クラ ス は 将来 、 さ ま ざ ま な 開発 者 に よっ て 継承 され 、Hero や Wizard 


や Dancer な ど を 開発 する 際 の 材料 と し て 利用 され ます 。 
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し か し 、 未 来 に 完成 する で あろ う Hero や Wizard、 そ し て Dancer は 、 そ れ ぞ 
れ お 化 け キ ノコ を 攻撃 し た と き に 与え る ダメ ー ジ が 違う は ず で す 。 腕っ節 の 強い 
Hero で あれ ば 与え る ダメ ー ジ は 10 ポイ ント 、 ひ 弱 な Wizard な ら 5 ポイ ント 、 
さら に 今 は 存在 し ませ ん が 、 未 来 に 追加 され る か も し れ な い 強 力 な キャ ラク ター 
で は 100 ポイ ント な ども あり えま す 。 

つま り 、Character クラ ス を 作っ て いる 時 点 で は 、 ま だ 「attack() メソ ッ ド の 
内 容 を 確定 で き な い 」 た め 、 書 きよ う が な い の で す 。 


PCECPTTETTTTTTNEELETNTUTNUTELUUECLLUUUUULKEEECUUUCLLUUCCUEEPOCLUUSEEUCCSOECSLLSLLLCCELL に に 


継承 の 材料 と な る クラ ス を 作る 時 点 で は 、 そ の 処理 内 容 を まだ 確定 で き 
な い 「 詳 細 未 定 メ ソ ッ ド 」 が 存在 する 。 


生 上 EE 計 不都合 A に 対す る 間違っ た 解決 方 法 


それ で は attack() メソ ッ ド の よう な 内 容 を 確定 で き な い メソ ッ ド を 、 ど の よう 
に 記述 すれ ば よい の で し ょ うか ? まず 考え つく の が 、Character クラ ス に 、 そ も 
そ も attack() メソ ッ ド を 記述 し な いよ うに する と いう 方 法 で す ( 図 12-6)。Hero 
や Wizard な どの 新しい キャ ラク ター クラ ス を 作成 する 際 に は 、 そ れ ぞ れ 継 承 先 
の クラ ス で attack() メソ ッ ド を 追加 し て も らい ます 。 

し か し 、 こ の 方 法 で は 他 の 開発 者 が 将来 新しい キャ ラク ター クラ ス を 作成 する 
際 、 継 承 先 の クラ ス に attack() メソ ッ ド を 追加 し 忘れ る と 「 攻 撃 で き な い キャ ラ 
クタ ー」 が で き て し まい ます 。 

そもそも 「 現 実 世界 (ゲー ム の 世界 ) の すべ て の キャ ラク ター は HP 選 性 を 持ち 、 
攻撃 が で きる 」 と いう 前 提 で Character クラ ス を 作り 始め た の に 、「attack() を 持 
た な い キ ャ ラク ター」 が で き て し まっ て は 困り ます 。 


うー ん 。 で も 、 そ ん な こと は 「 必 ず attack() を 作る よう に 各 開 発 


者 自身 が 気 を つけ れ ば いい 」 ん じゃ な いで すか ? 





それ ぞ れ の 
に モ シル < 


EltCld0 に る 4) 





図 18-G6 それ ぞ れ 継承 先 の クラ ス で attack() メソ ッ ド を 追加 し て も ら う 


第 10 章 で も 説明 し た と お り 、 人 間 は 必ず ミス を する 。 そ の 責 回 
任 を 人 に 求め る の で は な く 「 ミ ス を 防ぐ し くみ 」 を 考え る べき な 


ん だ 。 





そもそも オブ ジェ クト 指向 と は 、 「 現 実 世界 (今回 の 場合 は ゲー ムキ ャ ラク ター 
た ち が 住 む 世 界 ) を 正確 に 写し 取る 」 こ と で し た 。 そ し て 、 現 実 世界 と Java コー 
ド の 世界 に 矛盾 が 生じ る 余地 が ある か ら 不 具合 が 生じ る の で す 。 

「 キ ャ ラク ター で あれ ば 少な く と も 攻撃 が で きる は ず 」 と いう 前 提 を 考え る と 、 
「 攻 撃 で き な い キャ ラク ター が 作れ て し まう こと 」 は 万 が 一 に も あっ て は な り ま せ 
ん 。Character クラ ス は 必ず attack() メソ ッ ド を 持っ て いる べき な の で す 。 
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現実 世 界 に 対応 し た メソ ッ ド 定義 の 必要 性 


「 現 実 世 界 の 登場 人 物 が 持つ 操作 」 な の で あれ ば 、 ク ラス の メソ ッ ド は 存 
在 し て いる べき で ある (仮に 、 メ ソ ッ ド の 処理 内 容 は 確定 困難 で あっ た と 
し て も )。 


和合 ほ 愛 邊 不都合 A に 対す る 対応 築 と ら つ の 心配 


不都合 A の 対応 策 と し て 、「Character クラ ス の attack() メソ ッ ド は 内 容 を 確 
定 で き な い の で 、 と りあ え ず 空 に し て お こう 」 と 思い つく か も し れ ま せん 。 他 の 
開発 者 が attack() メソ ッ ド を 継承 し て 、 そ れ ぞ れ の 職業 クタ ラス を 作成 する 際 に 、 
その 職業 に 最適 な attack() メソ ッ ド で オー バー ライ ド し て も ら う 、 と いう 考え 方 
Na 


リス ト 12-2 attack() メソ ッ ド の 中 身 を 空 に し て お く 


| public class Character [ 
2 Str1ng namei 

1nt hp: 

public void yun() 1 
5 System.out.println(this.name +『 は 逃げ 出し た 『) , 


6 
7 pub1ic yoid attack(Matango m) { メソ ッ ド の 中 身 を 
還 ] 空 に し て お く 


9 1 







リス ト 12-3 未来 の 開発 者 が 開発 する コー ド | Character の attack メ ソ ッ 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ツ ーー ” ド を オー バー ライ ド す る 


Hero.java 


| public class Hero extends Character 1 
2 public void atkack (Matango m) { 


3 System.out .println(this.name + "の 攻撃 ! 7 

4 System.out.println(\ 敵 に 10 ポ イン ト の ダメ ー ジ を あたえ た ! 『) 
5 mW.hp -= 10: 

6 j 

前 





な か な か 悪く な い 方 法 で す 。 
し か し 、 あ な た の 「Character 8 つの 心配 
クラ ス を 利用 し て くれ る 未来 の 
開発 者 た ち 」 の こと を 思い や る 
気持 ち が 強 い ほど 、 次 の 2 つの 
心配 が 頭 を よぎる で し ょ う 。 


人 FE 生計 第 1 の 心配 事 : オー バー ライ ド し 忘れ 
未来 の 開発 者 が Hero や Wizard な ど 具体 的 な 職業 の クラ ス を 作る 際 に attack() 


の オー バー ライ ド を 忘れ て し まう と 、 重 大 な 不具 合 に 直結 し ます 。 た と えば Hero 
クラ ス を 作る 際 、attack() メソ ッ ド を オー バー ライ ド し 忘れ た と し ます 。 


リス ト 12-4 





| public class Hero extends Character ] 
attack() を オー パー ライ ド す べき な の に し て いな い 


ト ) 


pub1ic class Main { 
pub1ic static void main(String[] args) { 


に 


Hero h = new Herol() : 
4 Matango m = new Matando) : 


h.attack (ml , メソ ッ ド は 呼び 出せ る が … 


1 


6 ) 
2) 
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Hero クラ ス は 親 ク ラス で ある Character か ら 内 容 が 空 の attack() メソ ッ ド を 
受け 継い で いま す 。 そ の た め 、main() メソ ゾ ッ ド な どか らち 「attack メソ ッ ド を 呼び 
出せ る が 、 何 も 起き な い 」 と いう 不具 合 を 抱え た クラ ス に な っ て し まい ます 。 


main() メソ ッ ド で は 「 当 然 、 何 か 攻撃 し て くれ る ん だ ろう 」 と 思っ 


て attack() を 呼び 出す の に 、 何 も し て くれ な いな ん て …。 





エラ ー は 出 な いけ ど 「 想 定 外 の 変 な 動き を する 」 と いう タチ か が 有 
い 不具 合 だ 。 コ ン パ イル 時 や 実行 時 に エラ ー が 起き て くれ た ほ | に で 
う が 、 誤り に 気づけ る か ら まだ マシ な ん だ けど ね 。 ベン 





ボク が 作っ た Character クラ ス を 利用 する 開発 者 の 人 た ち が 、 


こん な 不具 合 に 苦し ん で ほし く な いな ぁ …。 





解決 策 の 1 つと し て 、Character クラ ス の attack() メソ ッ ド を 作成 する 際 、 次 
の よう に コメ ント を 残し て お く と いう 方 法 が あり ます 。 


// 未来 の 開発 考 さ ま べ へ 

// 私 は Character ク ラス 開発 者 の ミナ ト で す 
3 // この クラ ス を 開発 し て いる 時 点 で は 、 将 来 こ の クラ ス を 継承 し て 
4 // 作ら れる それ ぞ れ の 職業 タラ ス が 何 ポ イン ト の ダメ ー ジ を 与え る か 
5 // を 確定 で きき な いた め 、 以 下 の メ ソン ッ ド は 中 身 を 低 に し て あり ます 。 
6 // Character ク ラス を 継承 し て 様々 な 職業 クラ ス を 作る 際 に は 、 

// attackf) の 中 身 を 必ず オー バー ライ ド し て 使っ て くだ さい 。 
8 public void attack(81ime s) { 


9 ) 
し か し 、Character クラ ス を 継承 する 未来 の 開発 者 が 、 こ の コメ ント を 見 逃し 


た り 無 視 し た りす る 可能 性 は 残り ます 。 仮 に た 無視 し な か っ た と し て も 、 次 の よう 
な ミス を 犯し て し まう 可能 性 は あり ます 。 
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リス ト 12-5 
publ1ic class Hero extends Character [{ 






1 

う public yoid atack(Matango m) { 
3 System.out.print1n(this.name + "の 攻撃 !") j 

4 System.out.println(" 英 に 10 ボ イン ト の ダメ ー ジ を あたえ た ! ") 
5 

6 


] attack の t が 1 文字 足り ず オ ー 
バー ライ ド に な っ て いな い ! 


] 


SS そっ か 。 こ の クラ ス は 継承 し て きた 空 の attack() と 自分 自身 で 
\ 間 / 定義 し た atack() の 2 つの メソ ッ ド を 持っ て し まう ん で すね 。 





そう だ 。Hero クラ ス の 作者 は 、「 自 分 が ちゃ ん と attack() を オー と 
バー ライ ド し て 空 の 処理 を 上 書き し た 」 と 思い 込ん で し まっ て いし ノ 
いる だ ろう 。 





何 も 知 ら ず に 、main() メソ ッ ド と か か ら Hero の attack() を 呼 


び 出 し ちゃ っ た ら … と 思う と ゾッと し ちゃ いま す 。 





章 
生生 斑 第 ら の 心配 事 :「 本 当 に 何 も し な い 」 と 区 別 が つか な い 
Character クラ ス の attack() メソ ッ ド を 、 も う 一 度 よく 見 て くだ さい 。 次 の よ 


うに な っ て いる は ず で す 。 


public void attack (Matango m) [ 


] 


そもそも 、 こ の 書き 方 は 「 呼 ば れ て も 何 も し な い 」 メ ソ ッ ド を 作り た い 場 合 に 
行う も の で す 。 し か し 今回 の 場合 、attack() は 「 何 も し な い 」 の で は な く 、「 何 を 
する か が 未定 で 記述 で き な い 」 の で す 。 
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未来 の 開発 者 が この メソ ッ ド を 見 た と き に 、「 何 も し な い の が 正しい 」 の か 、 そ 
れ と も 「 何 を する か 未定 」 な の か 、 区 別 が つか な い お そ れ が ある の で す 。 


そう いえ ば 、「 詳 細 未定 」 欄 だ ら け の 菅原 さん の 年 間 営業 計画 で 
す が … も し 空白 の まま だ っ た ら 「 未 定 」 か 「 何 も や ら な い (決定 )」 


か が 区 別 つ きま せん ね …。 ボク も 見 習わ せ て いた だ きま す ( 笑 ) 。 


そん な と ころ は マネ し な く て いい か ら ! 





第 3 の 心配 事 : 意図 せ すず new し て 利用 され て し まう 


ここ まで Character クラ ス に 関す る 2 つの 心配 事 に つい て 考え まし た 。 そ れ ら 
は いずれ も 「 詳 細 未 定 メ ソ ッ ド 」 に 関係 し た 心配 事 で し た が 、 ま っ た く 別 の 観点 
か ら の 心配 事 が も う 1 つ あ り ま す 。 そ れ は 、「 未 来 の 開発 者 が 間違っ て Character 
クラ ス を new し て 利用 し て し まう か も し れ な い 」 と いう 心配 で す 。 

た と えば 、 プ ロジ ェクト に 新しく 入っ た Java 初心 者 の D さん に 、 あな た が 「 便 
利 な クラ ス だ か ら ど う ぞ 使っ て くだ さい 」 と 言っ て Character クラ ス を 渡し た ら 、 
D さん は 次 の よう な コー ド を 書い て し まう か も し れ ま せん 。 





リス ト 12-6 
] public class Main { 
っ 。 public static void main(String[] args) { 
3 Character C = new Character(): 
4 Matango m = new Matango(!A) : 
5 6 2 
2 > Hero や Wizard で は な く 
の オー バー ライ ド さ れ て い ) 【Character を new し て し まっ た ! 
7 な い の で 何 も 動 か な い ! 
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いや いや いや ! そもそも 使い 方 が 完全 に 間違っ て いま す よ ! こ 
の Character クラ ス は 継承 の 材料 と し て 使わ れる べき も の で 
あっ て 、Hero や Wizard みた い に new し て 使う た め の も の じゃ 
な いん で す ! ! 


その と お り 。 た だ 、Character クラ ス が 作ら れ た 経緯 を よく 知 
ら な い 人 や Java 初心 者 は 、 間 違っ て new し よう と する か も し 


実は 、 こ の Character クラ ス か らち 実体 で ちあ る イン スタ ンス が 生み 出さ れ た り 、 
その イン スタ ンス が 仮想 世界 の 中 で 活動 し て し まっ た りす る こと は か な り の 異常 
事態 で す 。 な ぜ な ら 、 詳 細 未 定 な attack() メソ ッ ド を 含む Character クラ ス は 「 詳 
細 未 定 に つき 、 作 りこ ん で な い 部 分 が 残っ て いる 未完 成 な 設計 図 」 の よう な も の 
だ か ら で す 。 

Character クラ ス の 例 に 限ら ず 、「 未 来 の 開発 者 の た め に 準備 し て お く ク ラス 」 
は 、 多 か れ 少 な か れ 未 完成 な 部 分 が 残っ て いる も の で す 。 そ の よう な 設計 図 に 基 
づい て 、 実 体 で ある 製品 (た と えば 車 ) を 生産 ・ 利 用 し た ら 大 変 な 事故 に つなが る 
こと は 容易 に 想像 で きる で し ょ う 。 

そもそも 「 一 部 で も 未完 成 部 分 が 残っ て いる 設計 図 か ら 、 実 体 を 生み 出し て は 
な ら な い 」 の で す 。 


《② そもそも new され る べき で は な い ク ラス 


Character の よう に 、「 詳 細 未定 」 な 部 分 が 残っ て いる クラ ス は イン スタ ン 
ス 化 され て は な ら な い 。 
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第 本部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


打 E 王 生計 第 3 の 心配 事 の 原因 


それ で は な ぜ 、 第 3 の 心配 事 (間違っ て new され て し まう 心配 ) が 出 て き て し 
まっ た の で し ょ うか ? 今 ま で あま り 意 識 す る こと は あり ませ ん で し た が 、 そ も 


そ も ク ラス に は 2 つの 「 利 用 の 仕方 」 が あり ます 。 


① new に よる 利用 。 : イ ンス タン ス を 生み 出す た め に 、 そ の クラ ス を 利用 する 。 
(② extends に よる 利用 : 別 の クラ ス を 開発 する 際 、 ゼ ロ か ら 作 る と 効率 が 悪い の 
で 、 あ る クラ ス を 継承 元 と し て 利用 する 。 


く 通 常 の クラ ステ > で 継 承 の 材料 と な る クラ ステ > 
Hero、Wizard な ど Character な ど 
人 @ 正 し い 使い 方 正しい 使い 方 
new し て イン スタ ンス を 生成 する extends し て 他 の クラ ス を 作る 際 に 継承 元 (材料 ) に する 





図 18-8 クラ ス の ら つ の 利用 方 法 


そし て Hero や Wizard は new する た め の ク 
ラス と し て 、 ま た Character は extends する た 
め の ク ラス と し て それ ぞ れ 開発 され て いま す 
( 図 12-8)。 

し か し 残念 な が ら 、Character クラ ス の 作者 
が 「extends し て 利用 し て ほし い 」 と 了 っ て も 、 
未来 の 開発 者 は 「new に よる 利用 」 と 「extends 
に よる 利用 」 の どちら も 選べ て し まい ます 。 で 
すか ら Character の よう な 未完 成 な カラス が 
誤っ て new され て し まう と いう 事態 が 起き る 
の で す 。 


不都合 B' 
自由 に 選べ る 2 つの 利用 法 


第 3 の 心配 事 
意図 し な い new の 利用 





図 18-9 第 3 の 起 


「 ク ラス に は 自由 に 選べ る 2 つの 利用 法 が ある 」 と いう 利点 が 、 皮 肉 に も 「 意 図 


せ ず new され る 」 と いう 心配 の 原因 に な っ て いま す 。 


この よう な 過ち が 起こ る こと が な いよ うに 、 ソ ー ス ファ イル の 先頭 に コメ ント 


に 
を 書く と いう アイ デア も 考え られ ます 。 
お 


2 +* 未来 の 開発 者 ざま へ 
3 * 私 は Character ク ラス 開発 者 、 ミ ナ ト で す 。 


5 * この クラ ス は 、 普通 の クラ ス の よう に mew し て 使う た め の も の で は 
6 * あり ませ ん 。 Hero や zard な どの 職業 クラ ス を 管 様 が 作る 際 に 

7 。 * 少し で も ラク が で きる よう に 、 全 職 業 ク ラス に 共通 する フィ ー ル ド 
8 * や メソ ッ ド を そなえ た 「 継 承 の 材料 」 で す 。 


I0 * て この クラ ス を 継承 し て 、 必 要 な を フィー ルド や メソ ッ ド を 追加 する 
と と で 、 そ れ ぞ れ の 職業 クラ ス を 完成 させ て くだ さい 、。 

逆 に 言え ば 、 こ の Character ク ラス は 、 そ れ 骨 体 で は 未完 成 の 
クラ ス で す 。 た と えば attack() メソ ッ ド は 中 身 が 確定 で き な い の で 
14  * 空 に し て あり ます 。 

I5 # よっ て で て 、 こ と この クラ ス を new し て 実際 に 利用 ( 冨 険 さ せ た り 

16  +* 戦闘 させ た り ) し な いで くだ さい 。 不 只 合 の 原因 に な り ま す 。 

17  #/ 

18 pub1ic cass Character { 

19 』 


し 4』 で 」 ーー 
キ 幸 9 条 





それ で も 、 こ の よう な コメ ント も 読み 落と され た り 無 視 さ れ た りす る 可能 性 が 
あり ます 。 ど うす れ ば よい の で し ょ うか ? 


ボク の 作っ た Character クラ ス が 、 未 来 の 開発 者 に よっ て 正しく 





い 韻 な い 使 われ 方 を され て 不具 合 の 原因 に な ら な いか 不安 で す よ …。 
し か し 、 湊 くん の 心配 は 無用 で す 。 な ぜ な ら Java に は 、 こ れ ま で に 見 て きた 
3 つの 心配 事 を 解決 する し くみ が ある か ら で す 。 次 の 節 で 、 そ れ を 学ん で いき ま 


じょう 。 
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第 本 部 すっ きり 納得 オプ ジェ クト 指向 


抽 計 クラ ス 


和合 E 語 便 安全 な 「 継 承 の 材料 」 を 実現 する た め に 


前 人 節 で は 、 継 承 の 材料 と な る クラ ス (Character クラ ス な ど ) を 作ろ うと する と 
問題 に な る 2 つの 不都合 と 3 つの 心配 事 に つい て 考え て み ま し た 。 








不都合 A 不都合 B 
「 詳 細 未 定 メ ソ ッ ド 」 の 存在 自由 に 選べ る 2 つの 利用 法 
第 1 の 心配 事 第 2 の 心配 事 第 3 の 心配 事 | 
オー バー ライ ド 忘 れ 「 何 も じ な い 」 と の 区 別 意図 し たい new の 利用 


図 18-10 ら つ の 不都合 と 3 つの 心配 事 


そし て Java に は 、 こ の 3 つの 心配 事 を 解決 する し くみ が 準備 され て いま す 。 
この 節 で は 、 ま ず 第 2 の 心配 事 と 第 3 の 心配 事 、 そ し て 第 1 の 心配 事 の 順に 解 
決 の 方 法 を 見 て いき まし ょ う 。 


価 上 王 婦 詳細 未定 メソ ッ ド 天 用 の 書き 方 
まず は 第 2 の 心配 事 か ら 解決 し て いき まし ょ う 。 


第 2 の 心配 事 
空 の メソ ッ ド を 作っ て お く と 、「 現 時 点 で 処理 内 容 を 確定 で き な い メソ ッ ド 」 
な の か 「 何 も し な い メ ソ ッ ド 」 な の か 、 区 別 が つか な い 。 
実は Java に は 、「 詳 細 未 定 メ ソ ッ ド 」 を 記述 する 専用 の 構文 が 準備 され て いま 
す 。 
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PCTPDUUUTEETYUTEUPULLLILELLULLNKLELLUULLLUUULULUULLLCDUUUUTEELLULUUUELLTTELLLETELLLLTLLLLT 


て mx ッッ ド ( 抽 象 メ ソ ッ ド ) の 宣言 
アク セス 修飾 子 abstract 戻り 値 メソ ッ ド 名 (引数 リス ト ): 


POPTTELUTTETTTTPTHTTTETYYTPTTTTETTTYTTTTTETTELTTPTTEELELLLETTENTETTEEELTETEEPEELELLETETELLTTEKTTTFLTT 


た と えば Character クラ ス の attack() メソ ッ ド は 次 の よう に 書き ます 。 





abstract( ア ブス トラ クト ) と は 「 抽 人 象 的 ・ あ いま い 」 と いう 意味 の 英 単 語 で す 。 
これ を メソ ッ ド の 宣言 に 付け る こと で 、「attack() と いう メソ ッ ド は 少な く と も 
宣言 すべ き な の で す が 、 具 体 的 に どう 動く か 、 内 容 が どう な る か まで は 現時 点 で 
は 確定 で き な い の で 、 メ ソ ッ ド 内 部 の 処理 は ここ で は 記載 し な い 」 と いう 表明 に 
な り ま す 。 

メソ ッ ド の 処理 内 容 は 未定 で 記載 で き な い わけ で すか ら 、 メ ソ ッ ド 宣言 の 後ろ 
に は ブロ ッ ク 記 号 の 1} さえ 付け ず 、 そ の 代わ り に セミ コロ ン を 書き ます 。 
abstract 修飾 子 が 付け られ た メソ ッ ド は 、 抽 象 メ ソ ッ ド (abstract method) と 呼 
ば れ ま す 。 


COCCOUHPCUPTPPETELUULPUUUEUULUUUUULLUUUULLLLUUUULUUUUULLUUUUUUUUUULUUUUUNUULLLUUULUULELLLLLLULLLLUL 


3 第 = の 心配 事 は 解決 ! 


空 メ ソ ッ ド は 「 何 も し な い メ ソ ッ ド 」 、 抽 象 メ ソ ッ ド は 「 何 を する か が 現時点 
で 確定 で き な い メソ ッ ド 」 と 区 別 で きる 。 


POPTTPTTPYTPPTTTTEEPEEPYTEEERTTEER 半 稚 07vFRRRRRTTE 
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第 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


未完 成 の た め new し て は いけ な い ク ラス の 宣言 
次 に 第 3 の 心配 事 を 解決 し まし ょ う 。 


第 3 の 心配 事 
未完 成 部 分 を 含む 継承 専用 の クラ ス を 誤っ て new され る 可能 性 が ある 。 


Java で は 、「 未 完成 部 分 (一 抽象 メソ ッ ド ) を 1 つ で も 含む クラ ス 」 は 、 次 の 構 
文 に 従っ て 宮 言 し な けれ ば な ら な いこ と に な っ て いま す 。 


PCOOOUTUTTETYTUTETTTEEPYTHTYTTTTTUNTYNTTLETLUTILEELLUUEEEEUTUULLUIEEUTTEUKETELLUTLLLLLTT 


ウ ク 抽象 メソ ッ ド を 含む クラ ス の 宣言 
アク セス 修飾 子 abstract class クラ ス 名 { 


PUUUUULUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUULUUUUUUUUUUUUUUULUUUUUUEUUIUUUUUUUUUUUUUUUULUUULUUULLI 


た と えば 、 抽 象 メソ ッ ド attack() を 持つ Character クラ ス を 宮 言 する に は 、 次 
の リス ト の よう に 書き ます 。 


抽象 クラ ス と し て Character を 宣言 
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Java の ルー ル で 、 抽 象 メ ソ ッ ド を 含む な クラス は 必ず abstract 付 
き の ク ラス に し な けれ ば な ら な い 。 も し 1 行 目 の abstract を 忘 
れ て し まっ た ら コ ン パ イル エラ ー に な る よ 。 






と -1 
eg 


この よう に 、abstract が 付い た クラ ス は 特に 抽象 クラ ス と 呼ば れ ま す 。 
Character クラ ス を 普通 の クラ ス で は な く 抽 象 ク ラス と し て 宣言 する と 、 次 の よ 
うな 特殊 な 制約 が か か り ま す 。 





上 地 象 クラ ス の 制約 


抽象 クラ ス は 、new に よる イン スタ ンス 化 が 禁止 され る 。 


た と えば 、 抽 象 ク ラス と し て 宣言 され た Character を イン スタ ンス 化し よう と 
する 次 の コー ド は コン パイ ル に 失敗 し ます 。 


Character c = new Charaoter () , 





Character の よう に 継承 の 材料 と な る クラ ス を 開発 する 際 に は 、 抽 象 ク ラス と 
し て 宣言 し て お け ば よい の で す 。 


PCOCCPPTPUUHTTCPUTETPTTTUTTPTEEUTEELCLUUUUEEEUUEEEEIEPUULPUEEULUUUULLEUCLLCELULLELUULELLLLD 


2 第 3 の 心配 事 も 解決 ! 
継承 専用 の クラ ス は 抽象 クラ ス と し て 宣言 すれ ば 、 間 違っ て new され る 
こと は な い 。 
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第 本 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


抽象 メソ ッ ド (一 未完 成 部 分 ) が 1 つ で も ある クラ ス は 、 抽 人 ク 
ご ラス に し な けれ ば コン バイ ル が 通ら な いと と も 併せ て 考え て み 


よう 。 





ス に な る っ イン スタ ンス 化 で き な い …。 


「 一 部 で も 未定 な 部 分 が ある 設計 図 」 か ら 実 体 が 生ま れ て し まう 
' 交 よう な こと (12.2.7 項 ) が 絶対 に な く な る ん で すね ! 
オー バー ライ ド の 強制 


最後 は 第 1 の 心配 事 の 解決 で す 。 


第 1 の 心配 事 
未来 の 開発 者 が 、 詳 細 未 定 メ ソ ッ ド を オー バー ライ ド し 忘れ る 可能 性 が ある 。 


この 心配 事 は 、 実 は すでに 解決 し て いま す 。「Character を 継承 し て Dancer を 
作る 新人 開発 者 D さん の 立場 」 に な っ て 考え て み ま し ょ う 。 
Dancer は Hero や Wizard と 同じ よう に 、new し て 実体 を 生み 出し 冒険 させ る 
た め の ク ラス で す 。 


「 詳 細 未定 」 の 抽象 メソ ッ ド が ある つ そ の クラ ス は 必ず 抽象 クラ の 


Character は 抽象 クラ ス 


attack() を オー バー ライ ド し 忘れ て いる 
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D さん は 、Dancer 特有 の 能力 で ある 「 距 る (dance)」 と いう メソ ッ ド の 作成 に 気 
を 取ら れ て attack() の オー バー ライ ド を 忘れ て し まい まし た 。 

し か し 、 こ の ソー ス を コン パイ ル し よう と する と 「 未 完成 状態 の クラ ス で ある 
Dancer は 、abstract を 付け て 抽象 クラ ス に し な けれ ば な ら な い 」 と いう 意味 の エ 
ラー メッ セー ジ が 表示 され 、 コ ン パ イル は 失敗 し ます 。 


Dancer クラ ス の 定義 に は 1 つも 抽象 メソ ッ ド が な いか ら 、 抽 象 





い 韻 ) クラ ス に し な く て も いい ハズ な の に …。 


いや 、Dancer に は 隠れ た 「 抽 象 メソ ッ ド 」 が 潜ん で いる ん だ よ 。 Gb 


ここ で 継承 の 基本 を 再 確認 し まし ょ う 。Dancer クラ ス は Character クラ ス を 
親 ク ラス と し ます の で 、Character クラ ス が 持つ すべ て の メン バ を 継承 し て いま 
す 。 そ し て 、 親 クラ ス か ら 継 承 し た メン バ の 中 に は 、 抽 人 象 メソ ッ ド attack() も 含 
まれ て いま す 。 つ まり 、Dancer クラ ス 自 体 の ソー スコ ー ド に 抽象 メソ ッ ド は な 
く て も 、 親 クラ ス か ら 抽 象 メソ ゾ ッ ド を 継承 し て 持っ て いる の で す 。 抽 人 象 メソ ッ ド 
が 1 つ で も ある 以上 、Dancer クラ ス も 抽象 クラ ス に し な けれ ば コン パイ ル エ ラー 
が 出 て 当然 で すね 。 





還 12-11 Dancer クラ ス 内 に 抽象 メソ ッ ド attack( ) が 含ま れ て いる 


この エラ ー に 対処 する 方 法 は 2 つ あ り ま す 。 
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第 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


① Dancer クラ ス の 宣言 に abstract を 付け て 抽象 クラ ス に する 。 
②③ Dancer クラ ス 内 部 の 「 未 完成 部 分 」 を すべ て な くす 。 


① の 方 法 で 解決 を 図れ ば コン パイ ル エ ラー を 消す こと は で きま す 。 し か し 、 抽 
人 象 ク ラス と な っ て し まっ た Dancer は new で きま せん の で 、Hero や Wizard の 
よう に イン スタ ンス を 生み 出す こと が で きま せん 。 

D さ ん が 「Dancer を Hero や Wizard の よう に イン スタ ンス 化し て 冒険 に 出せ 
る クラ ス と し て 開発 し た い 」 な ら ば 、 残 され た 選択 肢 は ② だ け に な り ま す 。 す な 
わ ち Dancer クラ ス の 中 で attack() を オー バー ライ ド し 、 未 完成 メソ ッ ド を な く 
し て あげ ば れ ば よい の で す ( リ スト 12-10)。 


リス ト 12-10 
public class Dancer extends Character { EBIGK0I 
っ public void dancet) 1 
System.out .println(this.namne + "は 情熱 的 に 踊 つ た *) : 
] 
public void attaok (Matango m) ( 
System.out .println(this.name + "の 攻撃 !) : PP の 
System.out.println(" 敵 に 3 ポイ ント の ダメ ー ジ 『) 』 の attack()」 
mhD -= 3: を 上 書き する 





] 
) 


この オー バー ライ ド に よっ て 、 宣 言 し か され て いな か っ た attack() メソ ッ ド の 
動作 が 決定 され まし た 。 こ の よう に 、 そ れ ま で 未定 だ っ た メソ ッ ド の 内 容 を 確定 
させ る こと を 、 実装 implements) す る と 表現 する こと も あり ます 。 

リス ト 12-10 の Dancer クラ ス は 、 す べ て の メソ ッ ド の 動作 が 実装 され て お り 
「 詳 細 未 定 」 な 部 分 は 残っ て いま せん 。 よ っ て abstract を 付け る 必要 は あり ませ ん 。 
Dancer は new し て 使え る 通常 の クラ ス に な り ま し た 。 

今回 の Dancer の 例 を 振り 返っ て みる と 、「 抽 象 ク ラス は new で き な い 」 と いう 
ルー ル が Java に 備わっ て いる 以上 、「 あ る メソ ッ ド を 抽象 メソ ッ ド と し て 宣言 し 
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て お く こ と で 、 未 来 の 開発 者 に オー バー ライ ド を 強制 で きる (オー バー ライ ド し 
な いと new し て 使え な いか ら )」 と いう 効果 が ある と も 言え ます 。 


3 第 1 の 心配 事 も 解決 


詳細 未定 な を メソッド を 抽象 メソ ッ ド と し て 宣言 すれ ば 、 未 来 の 開発 者 に 
オー バー ライ ド を 強制 で きる 。 


POCOULLELLUUUUUUEUEEELLLLULUULUUUUUUUUULELULLEUULLCUULLALULLLLULLULULCUCSLSCSLLCESULLLSSSSCLSSCSACSLSECSLCSCSSSLO 


以上 で 3 つの 心配 事 が すべ て 解決 し まし た 。 抽象 クラ ス と 抽象 メソ ッ ド を 用 
いる こと で 、 未 来 の 開発 者 が 安全 か つ 便 利 に 利用 で きる 「 継 承 の 材料 」 と な る ク 
ラス を 開発 で きる の で す 。 





図 18-18 3 つの 心配 事 の 解決 


これ で 安心 し て ボク の Character ク ラス を 使っ て も ら え ます ね 。 


469 


第 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


休 上 E 誠 多 階 層 の 抽 依 継承 構造 


ここ まで の 解説 で 、「 抽 象 メ ソ ッ ド に は 、 未来 の 開発 者 が 継承 する 際 に オー バー 
ライ ド を 強制 する 効果 が ある こと 」 が 理解 で きた と 思い ます 。 

ちな み に 、 抽 象 ク ラス を 継承 し た 子 ク ラス で 「 す べ て の 抽象 メソ ッ ド を オー バー 
ライ ド し て メソ ッ ド の 内 容 を 実装 する 」 必 要 が ある わけ で は あり ませ ん 。 

その クラ ス で は 確定 で き な い 抽象 メソ ッ ド に つい て は 、 必 要 に 応じ て 、 そ の 係 
クラ ス 、 あ る い は 信 係 クラ ス で オー バー ライ ド し て 内 容 を 確定 させ て も よい の で 
す 。 そ の 代わ り 、 す べ て の 抽象 メソ ッ ド の 処理 内 容 が 確定 し な けれ ば abstract 
を 外す こと は 許さ れず 、 つ まり new し て 利用 する こと は で きま せん 。 

た と えば 、 さ ま ざ ま な モン スタ ー た ちの 親 ク ラス と し て Monster クラ ス と い 
う も の を 考え まし ょ う 。Monster タラ ス は attack() と run() の メソ ッ ド を 持っ て 
いま す が 、 モ ンス ター に よっ て 、 ど う 攻 撃 す る か 、 ど う 逃 げ る か に つい て は 、 現 
時 点 で は わか り ま せん 。 よ っ て 、 両 方 と も abstract が 付い た 抽象 メソ ッ ド で す 。 







図 18-13 run() メソ ッ ド 
が オー バー ライ ド さ れ 少 し 具 
体 化し た 2 つの クラ ス 


run() run サ 
「 ト コト コ 走 っ て 逃げ る 」 「 パ サバ サ 蘭 ん で 逃げ る 」 


470 


次 に 、 も う 少 し 具体 的 な Monster を 定義 する と し ます 。「WalkingMonster」 は 「 ト 
コト コ 走 っ て 」、「FlyingMonster」 は 「 バ サバ サ 飛 ん で 」 逃 げ ば て いく と 決ま れ ば 、 
run だ け は オー バー ライ ド し て 内 容 を 実装 で きま す ( 図 12-13)。 

し か し 、WalkingMonster と FlyingMonster に は まだ 抽象 メソ ッ ド が 残っ て い 
ます 。attack() の 詳細 が 未定 な の で 、 こ れ ら 2 つの クラ ス は 共に 抽象 クラ ス と し 
な けれ ば な ら ず 、 ク ラス 定 言 か ら abstract 宣言 は 外せ ませ ん (つま り new で き 
な い )。 

も し 、WalkingMonster の 子 と し て Goblin クラ ス を 定義 し 、 こ の クラ ス で は 
attack() を オー バー ライ ド す る と 、 こ こ で や っ と 抽象 メソ ッ ド が な く な り ま す 。 
Goblin クラ ス は abstract 宮 言 を 付け る 必要 は な く な り 、 通 常 の クラ ス と し て 
new し て 利用 する こと が 可能 に な り ま す 。 同様 に FlyingMonster の 子 と し て 


図 18-.14 すべ て の 
メソ ッ ド が オー バー ライ 
ド さ れ 、 抽 台 メ ソ ッ ド が 
な く な っ た 3 つの クラ ス 








性 
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DeathBat を 定義 し 、 こ の クラ ス で attack() を オー バー ライ ド す る と 抽象 メソ ッ 
ド は な く な り 、 こ れ も new し て 利用 で きる よう に な り ま す ( 図 12-14)。 

この 継承 図 を 眺め る と 、 継 承 が 繰り 返さ ぐれ る た びに 具体 化し て いく こと が わか 
り ま す 。Monster と いう クラ ス は 大 変 に あい まい で 「HP と MP が ある 」 程 度 し か 
決め られ て いま せん 。 

も う 少 し 具体 化し た WalkingMonster や FlyingMonster で は 、 逃 げ る 処理 の 内 
容 が 確定 し ます 。 さ ら に 上 只 体 化し た Goblin や DeathBat は 、 攻 撃 の 方 法 も 確定 し 、 
あい まい さ が ま っ た く あ り ま せん 。 

第 11 章 の 最後 で も 述べ た よう に 、 継 承 を 正しく 用 いた Java の クラ ス は 、 継 
承 階 層 を 降り て いく ほど に 具体 的 に な り 、 メ ソ ッ ド の 処理 内 容 が 実装 され て いき 
ます 。 


継承 関係 に よる アク セス 制御 


第 10 章 「 カ プ セ ル 化 」 に お いて 、4 つの アク セス 修飾 子 を 紹介 し まし 
た が 、 そ の 中 で 簡単 に し か 触れ て いな か っ た も の が protected アク セス 


修飾 子 (protected access identifer) で す 。 

protected が 付い た メン バ は 、「 自 分 の クラ ス の 子孫 、 ま た は 、 同 じ パ ッ 
ケー ジ か ら の アク セス だ けが 許可 され る 」 と いう 特徴 が あり ます 。 使い 
どこ ろ が 明白 で 使用 頻度 も 高い private や public と 比較 する と 、 
protected を 利用 する 局面 は 少な いで し ょ う 。 
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高度 な 継承 


イン タフ ェ ー ス 


生 此 語 衣 抽象 階層 を 上 に 辿る と … 


前 節 の 最後 で は 、「 継 承 階層 を 下 に 辿っ て いく と どう な る か 」 を 見 て いき まし た 。 
継承 階層 が 下がっ て いく た びに クラ ス は 具体 化し て ゆき 、 最 終 的 に は メソ ッ ド の 
処理 内 容 が 実装 され て いく の で し た ね 。 で は 、 今 度 は 逆 に 、 階 層 を 下 か ら 上 に 昇っ 
て み ま し ょ う 。 

以下 の 条件 に 沿っ て Monster タラ ス の 親 ク ラス を 作っ て いき ます 。 


① Monster と Character の 共通 の 親 と し て 戦闘 に 参加 する 動物 (BattleCreature) 
を 定義 し ます 。 戦 闘 に 参加 する 動物 の 中 に は 、 専 守 防 衛 的 な 動物 も ね いる か も し 
れ ま せん の で attack( ) は 定義 で きま せん 。 

② BattleCreature の 親 と し て 動物 (Creature) を 定義 し ます 。 こ れ は 村人 や お 姫 
様 の よう に 戦闘 に 参加 し な い 生 き 物 も 含ん で いる た め 、HP フィ ー ル ド は ある 
と は 限り ませ ん が 、 ど の よう な 動物 で あっ て も 脅威 か ら 逃 げ る た め の run() 
は 持っ て いま す 。 


Goblin で あれ ば HP、MP、 名 前 、 攻 撃 力 な どの フィ ー ル ド と 、arttack() や 12 
run()、useltem() な どの 内 容 が 確定 し た 具体 的 な メソ ッ ド を 備え て いる で し ょ う 。 罰 計 
し か し Creature の よう に あい まい に な る と 、 攻 撃 力 や useltem() は お ろか 、 名 
前 さえ も 持っ て いる と は 限り ませ ん 。 も は や 「 逃 げ る run() メソ ッ ド ぐら い は 最 
低 で も 持っ て いる 」 と いう こと し か 決め られ な い の で す 。 

この 例 に 限ら ず 、 正 し く 継 承 が 用 いら れ て いる 継承 ツリ ー を 上 へ 辿る と 、 次 の 
よう な 現象 が 順に 起こ り ま す ( 次 ペー ジ の 図 12-15)。 


③ 抽 象 メ ソ ッ ド が 増え る 
「 内 容 は 確定 で き な い が 、 一 応 存在 する 」 と いう 抽象 メソ ッ ド が 現れ 始め ます 。 


②③ 抽象 メソ ッ ド や フィ ー ル ド が 減っ て いく 


クラ ス に 定義 し て ある 抽象 メソ ッ ド や フィ ー ル ド が 減っ て いき ます 。 
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抽象 メソ ッ ド 
だ け に な る 





抽象 メソ ッ ド 
ば か り に な る 


抽象 メソ ッ ド が 
増え る 


図 12-15 抽 魚 継 承 階層 を 上 に 辿っ て いく と … 
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継承 階層 を 上 に 辿る と いう こ と は 、「 ど ん どん あい まい な も の に な っ て いく 」 と 
いう こと で す 。 ク ラス が あい まい に な る に つれ 、「 ど の よう な 内 部 情報 を 持っ て 
いる か が (フィー ルド)」「 ど の よう な 動き を する か (メソ ッ ド )」 は 、 あ や ふ や に な り 、 
決め る こと が で き な く な っ て いく の で す 。 


打 此 放 天 抽象 クラ ス の 特別 扱い 


Creature クラ ス ぐ らい に な る と 、 も の すご く あ いま いで 「 抽 象 


クラ ス の 中 の 抽象 クラ ス 」 み た いな 感じ が し て きま すね 。 





を 特別 扱い する 文法 が Java に は ある ん だ よ 。 





そう だ ね 。 そ し て 、 そ ん な 「 抽 象 ク ラス の 中 の 抽象 クラ ス 」 だ け 
いも p/ 


ここ まで 見 て きた よう に 、 継 承 階 層 を 上 に 辿る と 、 上 流 の クラ ス は すべ て 抽象 
クラ ス に な り ま す 。 そ し て Java で は 、 次 の 条件 を 満た す 「 特 に 抽象 度 が 高い 抽 
代 ク ラス 」 を 、 イ ンタ フェ ー ス (interface) と し て 特別 に 扱う こと が で きま す 。 


POCCTTPTPPUTTTPTTTETEPHTTTELUKEPLUUELLEUUUTEELLUULUEUULLPUUEEELULLUPLLPULLLEUUUELPLLLLLLLCLLLLLL 


《⑨ イン タフ ェ ー ス と し て 特別 扱い で きる ら つの 条件 


① す べ て の メソ ッ ド は 抽象 メソ ッ ド で ある 。 回 
②③ 基本 的 に フィ ー ル ド を 1 つも 持た な い 。 


た と えば 次 に 示す 抽象 クラ ス Creature の コー ド を 見 て くだ さい 。 


リス ト 12-11 








] public abstract class Creature { 
2 public abstract void run() 
2 
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この クラ ス に は 抽象 メソ ッ ド し か な く 、 フ ィ ー ル ド も あり ませ ん 。 こ の まま 抽 
象 ク ラス と し て お いて も よい の で す が 、 以 下 の よ うな 構文 用 いて イン タフ ェ ー 
ス と し て 定義 する こと も 可能 で す 。 


ウ ク イン タフ ェ ー ス の 宣言 
アク セス 修飾 子 interface イン タフ ェ ー ス 名 { 


で は 、 イ ンタ フェ ー ス と し て 富 言 し た Creature を 見 て み ま し ょ う 。 
リス ト 12-12 


publ1ic interface Creature | DNS 


pub1ic abstract void run()』 


] 


な お 、「 イ ンタ フェ ー ス に 宣 斉 され た メソ ッ ド は 、 自 動 的 に public か つ 
abstract に な る 」 と いう ルー ル が ある の で 、 通 常 は 次 の よう に 書き ます 。 


リス ト 12-13 





pub1ic interface Creature ( 


void run() : public abstract を 省略 し て も 大 丈夫 


初め て イン タフ ェ ー ス と いう 用 語 を 聞い た と き は 、 ク ラス と は 





まっ た く 関 係 を な い 新 し い 何 か だ と 思っ て いま し た 。 
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で も 、 実 は 「 ク ラス の 仲間 」 で 、「 抽 象 ク ラス の 親戚 みた いな も の 」 レラ 
な ん で すね 。 み 


そう だ よ 。 初 めのう ち は 難 し く 考 えす ぎ な いで 、「 あ まり に あい 


まい すぎ て 特別 扱い され た 抽象 クラ ス 」 と 理解 し て お け ば いい よ 。 





% 


イン タフ ェ ー ス に お ける 定数 宣言 


先ほど の 「 イ ンタ フェ ー ス と し て 特別 扱い で きる 2 つの 条件 」 に よれ 
ば 、 イ ンタ フェ ー ス は 基本 的 に フィ ー ル ド を 持ち ませ ん 。 し か し 、「public 
static fnal が 付い た フィ ー ル ド (定数 )」 だ け は 宣言 許さ れ ま す 。 

さら に その よう な フィ ー ル ド を 宣言 する 場合 は 、「public static final」 
を 省略 し て も よい こと に な っ つて いま す 。 つ まり 、 イ ンタ フェ ー ス 内 で 
フィ ー ル ド を 宣言 する と 自動 的 に public static fnal が 補 わ れ 、 定 数 を 宣 
言 し た こと に な る の で す 。 

次 の コー ド は 、 円 周 率 PF を イン タフ ェ ー ス に 定義 し た 例 で す 。 


publ1ic interface Circle [ 


Circl 
う double DI = 3.141592: 自動 的 に public static fnal が 
絆 六 補 わ れる 





条 上 贅 中 イン タフ ェ ー ス の 名 前 の 由来 


特に あい まい な 抽象 クラ ス を 特別 扱い する の は わか り ま し た け 
ど 、 な ぜ 「 イ ンタ フェ ー ス 」 と いう 新しい 名 前 を な ん で すか ?「 ス ー 





パー 抽象 クラ ス 」 と か で いい ん じゃ な い の か な ? 
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な ぜ 2 つの 条件 を 満た し た 抽象 クラ ス に 「 イ ンタ フェ ー ス 」 と いう 、 ま っ た く 
新しい 別 の 名 前 が 付い て いる の で し ょ うか 。 そ の 理由 を 探る た め 、 次 の イン タ 
フェ ー ス を 見 て 意味 を 考え て み ま し ょ う 。 





この CleaningService は シャ ツ と タオ ル 、 そ し て コー ト を 渡せ ば 、 そ れ を 洗っ 
て 返し て くれ ます 。 し か し 布団 や マフ ラー は 扱っ て いな いよ う で すね 。 ま た 、 す 
べ て の メソ ッ ド は 抽象 メソ ッ ド で あり 、 処 理 内 容 が 記述 され て いま せん 。 つ まり 、 
「 ど の よう に し て 洗う か 」 と いう クリ ー ニ ング 店 の 内 部 で 行わ れる 作業 に つい て は 
明か され て いな いわ け で す 。 こ の CleaningService イン ー タ フェー ス は 、 ま る で ク 
リー ニン グ 店 の 店 頭 メ ニュ ー の よう で すね 。 





図 18-16 クリ ー ニ ング 屋 の メニ ュー に は 、 ど の よう に 洗う か まで は 書い て いな い 


店 頭 メ ニュ ー は 、 ク リー ニン グ 店 が 「 こ うい う 仕 事 を 受け 付け ます よ 」 と 表明 
する た め の も の で す 。 そ し て お 客 さ ん は メニ ュー を 見 て 、「 こ の 仕事 を お 願い し 
ます 」 と 依頼 を し ます 。 
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つま り 、 メ ニュ ー は 店 主 と お 客 さ ん と の 接点 (英語 で 「interface」 と いい ます ) 
の 役割 を 果たし て いる の で す 。 


生 上 導 写 イン タフ ェ ー ス の 実装 


CleaningService イン タフ ェ ー ス が 店 頭 メ ニュ ー だ と すれ ば 、 そ れ を 継承 し て 
次 の よう に 記述 し た KyotoCleaningShop クラ ス こ そ が 「 ク リー ニン グ 店 その も の 」 
と いえ る で し ょ う 。 


リス ト 12-15 





public class KyotoCleaningShop implemenEs KotoCieahin9ShoPJS03_ 


CleaningSeryice { 





2 private String ownerName: うーーーーーーー」 

3 private String address 店 主 の 名 前 

4 。 priyate String phone: 電話 番号 
7 シャ ツ を 洗う */ 


pub]ic Shirt washShirt {Shirt 8) | | イン タフ ェ ー ス を 継承 し クラ ス を 
計 会 
// 大 型 洗濯 機 15 分 宣言 する 場合 は implements 


8 // 業務 用 乾 媒 機 30 分 
c // スチ ー ム アイ ロン 5 分 
Q Yeturn 8: Se 


] 
だ タオ ル を 洗う */ 
pub1ic Tow1 washTow] (Tow] t) { 
] 
6 な コー ト を 洗う */ 
pub1ic Coat washCoat(Coat c) [ 
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第 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


KyotoCleaningShop クラ ス の 1 行 目 に ある よう に 、 イ ンタ フェ ー ス を 継承 し 
て 子 ク ラス を 定義 する 場合 は extends で は な く implements を 使い ます 。 こ れ を 
「CleaningService イン タフ ェ ー ス を 実装 し て KyotoCleaningShop を 作る 」 な ど と 
表現 し ます 。 


ウ ク イン タフ ェ ー ス の 実装 
アク セス 修飾 子 class クラ ス 名 implements イン タフ ェ ー ス 名 { 


な お 、 イ ンタ フェ ー ス と いう 名 前 で あっ て 
も 、「 し ょ せん は 抽象 クラ ス み た いな も の 」 と 
いう こと を 思い 出し て くだ さい 。 イ ンタ フェ ー 
ス で 定義 され た washShirt( )、washTowl()、 
washCoat() は 、 す べ て 抽象 メソ ッ ド で す の で 、 
子 ク ラス で ある KyotoCleaningShop で 、 そ れ 
ぞ れ オー バー ライ ド し な けれ ば な り ま せん 。 

な お 、 12-17 で 示し た よう に 、 ク ラス 図 
で は イン タフ ェ ー ス の 実装 を 点線 の 矢印 記号 
で 表し ます 。 





図 12-1 プ イン タフ ェ ー ス の 実装 


実装 する (implements) と いう 用 語 が 使わ れる の は 、 親 イン タ 
フェ ー ス で 未定 だ っ た 各 メ ソ ッ ド の 内 容 を オー バー ライ ド し て 


実装 し 確定 させ る か ら だ よ 。 
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と ころ で 、 全 国 チ ェ ー ン の クリ ー ニ ング 店 で は 、 ど の 店 で も 同じ 店 頭 メ ニュ ー 
を 使っ て いる こと が あり ます 。 お そら く 本 社 で 作っ た メニ ュー を 、 す べ て の 店 で 
掲示 し て いる の で し ょ う 。 


Java ク リー ニン グ 店 (本 店 ) 





大 阪 店 に ほ ま ホー ムペ ー ジ が ある 奈良 店 に は 大 聖 洗濯 機 が な い の で 
大 弄 濯 線 を 長 時 間 て いね い に 使 う 普通 の 洗濯 績 で 水 う 


性 


図 13-18 1 つの イン タフ ェ ー ス を 実装 する 複数 の クラ ス 


チェ ー ン 店 と は いえ 、 京 都 店 ・ 大 阪 店 ・ 奈 良 店 は 別 の 店 で す の で 、 そ れ ぞ れ の 店 
が 持つ 設備 や や 洗濯 の 手順 も さま ざま で し ょ う 。 つ まり 、 共 通 の CleaningService 
を 実装 し て いた と し て も 、 個 々 の CleaningShop クラ ス の フィ ー ル ド や メソ ッ 
ド の 詳細 は 異な っ て も 構い ませ ん 。 

し か し 、 こ の クリ ー ニ ング チェ ー ン の 加盟 店 は 、 共 通 の 店 頭 メ ニュ ー を 出し て 
いる 以上 、 ど の 店 も 「 シ ャ ツ ・ タ オル ・ コ ー ト の 洗濯 」 は で きる 必要 が あり ます 。 個 々 
の CleaningShop クラ ス は 、CleaningService イン タフ ェ ー ス で 定め られ た 抽象 
メソ ッ ド を オー バー ライ ド し て 処理 を 実装 し て いる 必要 が ある の で す 。 

この よう に 考え る と 、 あ る イン タフ ェ ー ス に 複数 の メソ ッ ド を 定義 し て お く こ 
と は 、 次 の よう な 2 つの 効果 を 生み 出す と 考え る こと が で きま す 。 
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第 本 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


POPPTCOTELKPUMLUKTEPUUTUEECNLUUULLLUCULUULLLLULUUULULEEMULPUULLUCLUUCULLCLLCLSELLCCCLULCLLLLCL 


9 イン タフ ェ ー ス の 効果 
① 同 じ イ ンタ フェ ー ス を implements する 複数 の 子 ク ラス た ち に 、 共 通 の 
メソ ッ ド 群 を 実装 する よう 強制 で きる 。 
②③ ある クラ ス が イン タフ ェ ー ス を 実装 し て いれ ば 、 少 な を く と も その イン 
タフ ェ ー ス が 定め た メソ ッ ド は 持っ て いる こと が 保証 され る 。 


PCDCCPPCTCCCUCEEUCULUCTEEULUEKELULUUUELLUCUUELULLECUULULUEEUULLCCULLLCCCLUCCLLCCCCESSSSCCSSCCCSLSCCCCSCCCG に 2 


な る ほど 、 イ ンタ フェ ー ス の 名 前 の 由来 は わか り ま し た 。 で も 、 


な ぜ 2 つの 条件 (12.4.2 項 「 イ ンタ フェ ー ス と し て 特別 扱い で き 
る 2 つの 条件 」 参 照 ) を 満た す 抽象 クラ ス を わざ わ ず ざ 特 別 扱い す 
る ん で すか ? 





それ は 、 こ の 2 つの 条件 を 満た す ク ラス は 、 あ る 特別 を こと と を と ど さ 
実現 で きる か ら な ん だ よ 。 いこ ゾ 


クリ ー ニ ング 店 の 例 で 見 た よう に 、 イ ンタ フェ ー ス は 「 こ の よう な メソ ッ ド 知 
を 持ち 、 こ の よう な 引数 を 与え れ ば 、 こ の よう な 結果 を 返す 」 と いう 表面 的 な 確 
約 を する だ け で 、 そ の 内 部 実装 (メソ ッ ド の 処理 動作 ) を いっ さい 定め て いま せん 。 
イン タフ ェ ー ス が 特別 扱い され る の は 、 こ の 「 内 部 実装 を いっ さい 定義 し な い 」 
と いう 性 賀 が ある か ら で す 。 こ の 性 質 の お か げ で 、 イ ンタ フェ ー ス で は 特別 に 多 
重 継 承 が 許さ れ て いま す 。 

多重 継承 は 第 11 章 (11.1.5 項 ) で 少し 触れ た よう に 、 あ る クラ ス を 作成 する 際 
に 2 つの 燥 クラ ス を 使う こと が で きる 、 と て も 便利 な 機能 で す 。 し か し 、 多 重 
継承 は 誤用 され や すく 危険 な の で 、Java で は 基本 的 に 「 ク ラス の 多重 継承 」 は 袋 
止 さ れ ま し た 。 

な ぜ 多 重 継承 が 危険 で 禁止 され た の か を 次 の 例 で 考え て み ま し ょ う 。 


482 


図 18-19 ダイ ヤ モ ン ド 型 の 縄 承 





勇者 と し て 
旅 に 出 た お 尋 様 


ie 


PrincessHero は 、Princess と Hero の 両方 か ら メ ソ ッ ド を 継承 し て いま す 。 こ 
の と き 、PrincessHero の run() メソ ッ ド が 呼び 出さ れ た ら 、 こ の キャ ラク ター は 
どの よう に 逃げ る の で し ょ うか ? 「 ス カー ト の 裾 を 持っ て 」 交 げ る の で し ょ う 
か ? それ と も 「 衣 類 を 気 に せ ず 」 逃 げ る の で し ょ うか ? 

この よう に 、 多 重 継承 を 用 いる と 、「 両 方 の 親 か ら 同 じ 名 前 で あり な が ら 異 な 


性 
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第 本 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


る 内 容 の 2 つの メソ ッ ド を 継承 し て し まう 」 こ と が 起こ りえ る た め 、「 お 姫 様 と し 
て の 逃げ 方 」 と 「 勇 者 と し て の 逃げ 方 」 の どちら が 動く べき な の か 混乱 を 招い て し 
まい ます 。 し か し 、 こ れ が Hero イン タフ ェ ー ス と Princess イン タフ ェ ー ス か ら 
の 多重 継承 な ら ば 、 ど う で し ょ うか ? 

PrincessHero は Princess と Hero の 両方 か ら 抽象 メソ ッ ド で ある run() を 継承 
し ます の で 、 こ れ を 必ず 「 勇 者 と し て 旅 に 出 た お 姫 様 の 独自 の 逃げ 方 」 で オー バー 
ライ ド す る こと に な る で し ょ う 。 

この 場合 、PrincessHero の run() が 呼び 出さ れ て も 、 先 ほど の 「 ク ラス の 多重 
継承 」 の よう な 混乱 は 起こ ら ず に 、PrincessHero で オー バー ライ ド し 定義 され た 
run() が 動く の で す 。 






相 者 と し て 
旅 に 出 た お 姫 欄 





un 
(適切 な 内 容 を 記述 し て 
オー バー ライ ド ) 





図 18-SO イン タフ ェ ー ス 
の 多重 継承 


高度 な 継承 


そもそも 多重 継承 が 問題 な の は 、「 両 方 の 親 ク ラス か ちら 同じ 名 前 で あり な が ら 
異な る 内 容 の メソ ッ ド を 継承 し て 衝突 し て し まう 」 か ら で す 。 し か し 、 画 方 の 親 
が イン タフ ェ ー ス の 場合 、 ど ちら も メソ ッ ド の 内 容 を いっ さい 定め て いま せん か 
ら 、「 親 か ら 継 承 し た 2 つの 処理 内 容 が 衝突 する 」 こ と は 起こ りえ な い の で す 。 


《⑨ クラ ス に は な い イ ンタ フェ ー ス の 特権 


異な る 実装 が 衝突 する 問題 が 発生 し な いた め 、 複 数 の 親 イ ンタ フェ ー ス 
に よる 多重 継承 が 認め られ て いる 。 


ク イン タフ ェ ー ス に よる 多重 継承 
アク セス 修飾 子 class クラ ス 名 


implements 親 イ ンタ フェ ー ス 名 1, 
親 イ ンタ フェ ー ス 名 2,…{ 


IN1 


次 の 例 の よう に 3 つ 以 上 の イン タフ ェ ー ス を 実装 する こと も 可能 で す 。 


5 PrincessHero.java 
| public class Pyinoe88Hero いら と 





mplements Hero, Princes8, Character 1 


2 
3 ] これ ら 3 つ は すべ て イン タフ ェ ー ス と し ます 
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打上 穫 呈 形 イン タフ ェ ー ス の 継承 


と ころ で 、 あ る イン タフ ェ ー ス を 定義 する 場合 、 ゼ ロ か ら 開 発せ ず に 既存 の イ 
ンタ フェ ー ス を 拡張 する こと も で きま す 。 


リス ト 12-16 





] public interface Human extends Creature 1 
う void talk() : 

3 rvoid watohl)i 

4 void hear() : 

5 // さら に 、 親 イン タフ ェ ー ス か ら run() を 継承 

5 


) 


内 あれ ? イン タフ ェ ー ス を 継承 する と き は extends で は な く 
や implements を 使う は ず じ ゃ …。 


今回 の 場合 、Human は Creature の 
run() メソ ッ ド を オー バー ライ ド し て 処 
理 の 内 容 を 確定 し て いる わけ で は あり ま 
せん の で 、 implements で は な く extends 
を 使い ます 。 混 乱 し や すい 部 分 か も し れ 


ませ ん 。 
implements と extends の 使い 分 け は 
次 ペー ジ の 表 12-1 の と お り で す 。 


図 18-21 イン タ 
フェ ー ス の 拡張 
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高度 な 継承 


表 12-] implements と extends の 使い 分 け 


| アラ ェ ス |22x [mwewws os 


「 同 種 ( ク ラス 同士 、 イ ンタ フェ ー ス 同士 ) の 継承 の 場合 は 
extends を 使う 」 「 異 種 な ら implements」 と 覚え て お こう 。 





extends と implements を 一 緒 に 使う 
クラ ス 定 義 の 際 に extends と implements の 両方 を 利用 する こと も あり ます 。 


ウ ク extends と implements の 両方 を 使っ た クラ フス 定義 


アク セス 修飾 子 class クラ ス 名 extends 親 ク ラス 
implements 親 イ ンタ フェ ー ス 1, 親 イ ンタ フェ ー ス 2, 


た と えば 次 の よう な 使い 方 を し ます (リス ト 12-17 お よび 図 12-22)。 


リス ト 12-17 





Fooljava 


| public class Foo] extends Character 1implements Human { 

うぅ // Character か ら hp や getName () な どの メン バ を 挫 承 し て いる 
3 // Character か ら 継 惹 した 抽象 メ ソ ッ ド atEack{) を 実装 

4 public void attack(Matango m) { 
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に System.out .print1n 
(this.getName() + ! は 、 戦 わ ず 遊 ん で いる 。『) : 
な 当 
ヵ // さら に Human か ら 継 承 し た 4 つの 抽象 メソ ッ ド を 実装 
8 public yoid talk() ( … ] 
9 public yoid wakch() | … ] 
0 public void hear() { … ] 
1 public void run() { … } 





図 12-22 継承 と 実装 
の 組み 合わ せ 
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高度 な 継承 


イン タフ ェ ー ス メソ ッ ド の デフ ォ ル ト 実 装 


12.4.1 項 で 紹介 し た よう に 、 イ ンタ フェ ー ス が 持つ こと の で きる メ 
ソ ッ ド は 処理 内 容 を 持た な い 抽象 メソ ッ ド に 限ら れ ま す 。 し か し Java8 
以降 で は 、default キー ワー ド を 用 いる こと で 、 処 理 の デフ ォ ル ト 実 装 
を 添え た 抽象 メソ ッ ド を 定義 で きる よう に な り ま し た 。 


ク デフ ォ ル ト 実 装 付き 抽 集 メソ ッ ド の 宣言 


default 戻り 値 メソッド 名 (引数 ) { 
処理 の デフ ォ ル ト 実 装 章 


こと の よう に し て 定義 され た 抽象 メソ ッ ド は 、 も し 継承 先 で オー バー ラ 
イド され な か っ た 場合 、 自 動 的 に 、 デ フォ ルト 実装 と し て 定め た 処理 内 
容 で オー バー ライ ド さ れ た も の と 見 な され ます 。 

上 手 に 使う と オー バー ライ ド の 手間 を 省く こと が で きる 便利 な 機能 で 
す が 、 多 重 継 承 に よる デフ ォ ル ト 実 装 の 衝突 を 招く こと も ある 点 に は 注 
意 が 必要 で す 。 
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第 18 章 の まとめ 


この 章 で は 、 次 の よう な こと を 学び まし た 。 


継承 の 材料 を 作る 開発 者 の 立場 と 役割 


・「 他 の 人 が 継承 の 材料 と し て 使う で あろ う 親 ク ラス を 作る 立場 」 の 開発 者 も 存在 する 。 

・「 未 来 の 開発 者 が 効率 よく 安心 し て 利用 で きる 継承 の 材料 を 作る こと 」 が その 使命 。 

・ その 使命 を 達成 する た め に 、Java で は 抽象 クラ ス や イン タフ ェ ー ス と いう 道 
具 を 提供 し て いる 。 


抽象 クラ ス 


・ 中身 を 決定 で き な い 「 詳 細 未 定 メ ソ ッ ド 」 に は abstract を 付け て 抽象 メソ ッ ド 
と する 。 

・ 抽 象 メ ソ ッ ド を 1 つ で も 含む クラ ス は 、abstract を 付け た 抽象 クラ ス に し な 
けれ ば な ら な い 。 

・ 抽象 クラ ス は イン スタ ンス 化す る こと が 禁止 され て いる 。 

・ 抽象 クラ ス と 抽象 メソ ッ ド を 活用 し た 「 継 承 の 材料 」 と し て の 親 ク ラス を 開発 
すれ ば 、 予 期し た な い イ ンス タン ス 化 や オー バー ライ ド 忘 れ の 心配 が な い 。 


イン タフ ェ ー ス 


・ 抽象 クラ ス の うち 、 基 本 的 に 抽象 メソ ッ ド し か 持た な いも の を 「 イ ンタ フェ ー 
ス 」 と し て 特別 扱い で きる 。 

・ イ ンタ フェ ー ス に 宣言 され た メソ ッ ド は 自動 的 に public abstract と な り 、 
フィ ー ル ド は public static final に な る 。 

・ 複数 の イン タフ ェ ー ス を 親 と する 多重 継承 が 許さ れ て いる 。 

・ イ ンタ フェ ー ス を 親 に 持つ 子 ク ラス の 定義 に は implements を 用 いる 。 





| 練習 問題 


| 

ある 会 社 で は 、 会 社 の 資産 と し て 保有 する も の を 管理 する プロ グラ ム を 作ろ う 
と し て いま す 。 現 時点 で は 、「 コ ンピュータ 」「 本 」 を 表す 、 次 の よう な 2 つの ク 
ラス が あり ます 。 





_Bookjava 
| public c1ass Book { _Bookjava 


2 Drivate Strinq name: 
3 Drivate 1nt DriCej 
四 private String color: 
5 privake Strind 18Dn: 
5 2 E タ ググ 名 
7 publ1ic Book 
(String name, int price, String color, 8tring isbn) 1 


8 thig.name = name: 
9 th1s.Dr1Ce = Dr1C6, 
10 this.color = color: 





11 this.1sbn = 1sDbn: 

20 請 計 

13 // getter メ ソ ッ ド 

14 public String getName () { return this.name: ] 
15 public int getprice() ( return thig.price, ] 

16 public 8tring getColor() { return this.color, } 
17 pub1ic string getrsbn() [ return tbis.isbn,: ] 
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public class Computer { 
2 Drivate Strind name: 
Drivate 1nt pr1Ce, 
4 privake String color: 
5 private Strind makerNaNGj 
6 コジ 共 ドラ 鐘 タ 
public Computer 
(String name, int prioe, 8tring color, 8tring makerName) { 
8 thig .name = 1ame: 
9 thigs.prioe = DriCe, 
10 this.color = co1or: 
this.makerName = NaKerNate: 
] 
3 // getter メ ソ ッ ド 
4 puplic String getName() { return this.name: ] 
5 public int getprice() { return thigs.pricei } 
6 publioc Stying getColor() ( return this.color, } 
| pub1ic String getMakerName () | return this.makerName, | 


8 





今後 、 コ ンピュータ と 本 以外 に も 、 さ ま ざ ま な 形 ある 資産 を 管理 し て いき た い 
場合 に 有用 な 「 有 形 資産 (TangibleAsseD り 」 と いう 名 前 の 抽象 クラ ス (継承 の 材料 ) 
を 作成 し て くだ さい 。 ま た 、Computer や Book は 、 そ の 親 ク ラス を 用 いた 形 に 
修正 し て くだ さい 。 


問題 1 8-S 上 … 字 na 

問題 12-1 の 会 社 で は 、 形 の な い 無 形 資産 QntangibleAsseO も 管理 し よう と 考 
えて いま す 。 無 形 資 産 に は 、 た と えば 特 証 権 (Paten)) な ど が あり ます 。 無形 資産 
も 有形 資産 も 資産 (AsseD の 一 種 で す 。 こ の 前 提 に 従い 、 次 の 継承 図 の ( ア )ー( ウ ) 
に あて は まる クラ ス 名 を 考え て くだ さい 。 





また 、( ア ) に 入る 抽象 クラ ス を 開発 し 、 こ の クラ ス を 継承 する よう に 
TangibleAsset を 修正 し て くだ さい 。 


資産 か どう か と は 関わ りな く 、 形 が ある 物 (Thing) で あれ ば 、「 重 さ 」 を 得る こ 
と が で きる は ず で す 。 そこで 、double 型 で 重 さ を 取得 する getter メソッド 
getWeight() と setter メソ ッ ド setWeight() を 持つ イン タフ ェ ー ス Thing を 定義 
し て くだ さい 。 


有形 資産 (TangibleAsset) は 、 資 産 (Asse0 の 一 種 で も あり ます し 、 形 ある 物 
(Thing) の 一 種 で も あり ます 。 この 定 状 に 沿う よう に TangibleAsset の ソー スコ ー 
ド を 修正 し て くだ さい 。 こ の 際 、TangibleAsset に フィー ルド や メソ ッ ド の 追加 
が 必要 で あれ ば 、 適 宜 追 加 し て くだ さい 。 


欄 
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| 練習 問題 の 解答 


問題 1-1 の 角 矯 … 〇 ee 
クラ ス の 宣言 に 関す る 問題 で す 。 正解 の コー ド は 以下 の と お り で す 。 


1 


2 


public abstract class TangibleAsset 1 





ELUEKYSWENE 
Drivate Strinqd name: 
Drivate int DriCej 
private String CO1Or: 
public TangibleAsset (String name, int price, String color) { 
this.name = namei 
this.pr1oe = Dr1Ce, 
this.color = color: 
) 
pub]ic String getName() [ return this.name, 
pub1ic int getprice() | return this.price, ] 


public gtring getColor{) ( return this.color, ) 


pub1ic c1ass Book extends Tang1bleAsset 1 


private String 1sDn 
public Book 
(String name, nt price, String color, String isbn) [{ 
Super name, Price, CO1or] : 
this.isbn = 1sbn: 
] 
pub]ic String getrsbn() { return this.1sbn: 


CR 


BBENclM 





| public class Computer extends Tang1bleAsset { COIDODR 
2 DrivaEe SLrind makerName: 
3 public Computer 

(String name, int price, SLring color, Strinq makerName ) { 


3 SUPDer {name, DriCe, CO]10r] : 
5 th1g.makerName = makerName: 
9 3 
′ public String getMakerName () | return this.makerName, ] 
8 ] 
練習 12-2 の 解答 ……… ARE サイ 3 Ss 


( ア )Asset ( イ )IntangibleAsset ( ウ )Patent 





_Assetjava 


pub1ic abstract c1ass Asset { 
2 Drivate String name: 
3 Drivate 1nt pr1Cer 
4 public Asset (String name, inE price) [ 
5 th18. ロ ame = Iamej 
6 this.pr1ce = Dr1Ce: 
の 半 


B publioc String getName() | return this.name, 





9 publio int getPrice() (| return thigs.price, ] 


10 } 





| public abstract class TangibleAsset extends Asset 
2 privake Strind Color 

pub1ic TangibleAsset (String name, int price, String color) ( 
じ ! Super (name, DTCe) : 
5 thig.color = Color: 
6  } 


pub1ic String getColor{) { return Ehis.color, } 
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8 
練習 1 ら 6-3 の 解答 IF に 
メソ ッ ド の 宣言 に 関す る 問題 で す 。 以 下 は 解答 例 の コー ド で す (お お むね 合っ 
て いれ ば 正解 と し ます )。 





public interface Thing[ 
2 double getWeight () : 
Yoid setWeight (double weiqht) 
4 ) 


間 本 8 あの 人 舞 議 SASK22soSooxees 
以下 は 解答 例 の コー ド で す ( お お お ね 合っ て いれ ば 正解 と し ます )。 





TangibleAssetjava 


public abstract olass TangibleAsset extends Asset 
implements Thing { 


トコ 


Drivakte Strind CO1OYj 
private double weiqht: 
4 pub1ic TangibleAsset (String name, int price, String color) ( 


Un 


SUDer [name, DriCe) : 

6 thig.color = color: 

7 

8 puplic String getColor{) ( return this.color, } 

g 。 public double getWeight() ( return this.weight, 

IOQ public yoid setWeight (double weight) | this.weight = weight, } 
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多 態 性 

前 章 で は 抽象 クラ ス や イン タフ ェ ー ス を 用 いて 、 現 実 世界 に ある 
あい まい な 物事 を Java の コー ド と し て 表現 で きる こと を 学び まし た 。 
私 た ち は 日 常 生 活 で も 、 無 意識 に 物事 を 

「 あ いま い に 捉 える 」「 あ いま い に 使 う 」 こ と に より 、 

さま ざま な メリ ッ ト を 享受 し て いま す 。 

本 章 で 学ぶ 最後 の オブ ジェ クト 指向 の 3 大 要素 の 1 つ 「 多 態 性 」 と は 、 
Java 仮想 世界 で も 物事 を 「 あ いま い に 捉 える 」 た め の 機 能 で す 。 


CONTENTS EEECCCOCCCOCOLELALIATLIARRIIXEHIIKRRRKRRIIRRXXNI 


13.1 多 熊 性 と は 

13.2 ザッ クリ 捉え る 方 法 

13.3 ザッ クリ 捉え た も の に 命令 を 送る 
13.4 捉え 方 を 変更 する 方 法 

13.5 多 態 性 の メリ ッ ト 

13.6 第 13 章 の まとめ 

13.7 練習 問題 

13.8 練習 問題 の 解 谷 
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多 態 性 と は 


条 E 旨 中 便 開発 を ラク に する 多 能 性 


多 態 性 (polymorphism) は オプ ジェ クト 指向 プロ グラ ミン グ を 支え る 3 大 機能 
の 1 つ で 、 多 様 性 や ポリ モー フィ ズム と 呼ば れる こと も あり ます 。 


また 、 難 し そう な 名 前 だ な ぁ …。 
だ けど 、 こ の 多 態 性 を マス ター する と 、 湊 くん の RPG 作り は 何 | の 電 
倍 も ラク に な る ん だ よ 。 もい 


そもそも オブ ジェ クト 指向 は 、「 ラ ク し て よい も の を 実現 する 」 た め の も の で し 
た 。 特 に 、 多 態 性 を 上 手 に 活用 する と 、 と て も 効率 よく 楽し く 開 発 で きる と 聞け ば 、 
が ん ば っ て 覚え よう と いう 気 に な り ま せん か ? 

カプ セル 化 や 継承 と 同じ く 、 多 態 性 の 学習 に も 「 コ ツ 」 が あり ます 。 実 は 、 多 熊 
性 を 定義 や 文法 規則 か ら 学 び 始 め る と 、 大 変 難し く 感 じ ま す 。 し か し 、 イ メー ジ 
を 理解 し て か ら 文 法 や 定義 を 学べ ば それ ほど 難し いも の で は あり ませ ん 。 

この 章 で は 、 多 く の イ メー ジ 図 を 示し な が ら 、 よ りや ざさ しく マス ター で きる よ 
うに 解説 を 進め て いき ます 。 ぜ ひ 頭 の 中 に イメ ー ジ を 広げ な が ら 、 和 気楽 に 読み 進 
め て くだ さい 。 


条 E 記 考 多 態 性 の イメ ー ジ 


多 熊 性 の 定義 は 章 の 最後 に 紹介 し ます 。 ま た 、「 多 態 」 の 意味 に つい て も 、 今 は 
考え な いで くだ さい 。 現時点 で は 、 次 の よう な 理解 で 十分 で す 。 


POPPTUOTEEKPUOMETKTEPUUUUNUUULLLUCULUUULULULUUAUUULESUUUDUULLUCLUUCULLCLLSLSSCLULCLCLLLCLLLLLL 


《⑨9 多 骨 性 の あい まい な イメ ー ジ 


「 あ る も の を 、 あ えて ザッ クリ 捉え る 」 と と で 、 さ ま ざ ま な メリ ッ ト を 享 
受 し よう と いう 機能 。 


この 章 を 学 記 に あたっ て の 大 事 な キ ー ワ ー ド は 「 ザ ッ ク リ 」 で す 。 ザ ッ ク リ 提 
える と は 、 た と えば 以下 の よう な 考え 方 で す 。 
厳密 に 言え ば SuperHero な ん だ けど 、 ま ぁ ザ ッ ク リ いえ ば Hero だ よね 。 
厳密 に 言え ば GreatWizard な ん だ けど 、 ま ぁ ザ ッ ク リ いえ ば Wizard だ よね 。 
厳密 に 言え ば Slime な ん だ けど 、 ま ぁ ザ ッ ク リ いえ ば Monster だ よね 。 


この よう な 提 え 方 を し て 、 さ ま ざ ま な メリ ッ ト を 享受 し よう と いう の が 多 態 性 
と いう 機能 な の で す 。 


条 E 旨 諾 王 ザッ クリ 捉え る メリ ッ ト 
ザッ クリ 捉え る 、 と いう の は な ん と な くわ か り ま し た けど 、 
( 間 ) 


そん な と と で メリ ッ ト な ん て ある ん で すか ? 
も ちろ ん さ 。 ザ ッ ク リ な し で は 、 人 間 は 生き て いけ な いよ 。 往 
ザッ クリ 捉え る こと に よる メリ ッ ト は 、 私 た ちの 日 常 生活 に も 多く 見 る こと が 
で きま す 。 た と えば 、 レ ンタ カー を 借り て 車 を 運転 する と きのこ と を 考え て み ま 
し ょ う 。 厳密 に いえ ば 初め て 乗る 車 で ある に も 関わ ら ず 、 多 く の 人 は 問題 な く 層 


転 で きま す 。 な ぜ 、 初 め て の 車 な の に 運転 で きる の か と ドラ イ バ ー に 聞け ば 、 お 
そら く 次 の よう な 答え が 返っ て くる で し ょ う 。 






「 ま ぁ ハ ンド ル は 同じ だ し 、 右 ペダ ル が アク セル 、 左 が ブレ ー キ 。 
絹 か いと ころ は あれ これ 違う けど 、 ま ぁ ザ ッ ク リ みれ ば 、 ど の 車 も 同じ だ よ 。」 





選 
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この 人 は 高級 車 や 軽 自動 車 、 ラ イト バン 、 さ ら に は 来年 発売 の 新車 (現時 点 で は 
未知 の 車 ) で も 問題 な く 運 転 で きる で し ょ う 。 

「 そ ん な の 当たり 前 じゃ な いか 」 と 思う か も し れ ま せん が 、 も し 運転 する の が ロ 
ボッ ト だ と し た ら 、 こ う は いき ませ ん 。 ロ ボッ ト に 内 蔵 さ れる 運転 制御 プロ グラ 
ム は 、 た と えば 以下 の よう に 無数 の 細か い 設 定 が 必要 と 考え られ ます 。 


も し 19897 年 式 の プリ ウス な ら 、 ハ ンド ル は シー ト か ら 〇 cm の 
高 さ に あり 、 そ れ を 10 度 回 す と タイ ヤ が 〇 度 曲がり …。 
も し 1998 年 式 の イン プレ ッ サ な ら 、…( 以 下 、 延 々 と 続く ) 


ロボ ッ ト は 、 そ れ ぞ れ の 車種 に つい て 細か い 条 件 を 完全 に 把握 し て いる 必要 が 
あり 、 か つ 「 把 所 し て な い 車 」 は 操作 で きま せん 。 

明らか に 人 間 の ほう が 「 ラ ク 」 を し て 同じ 成果 が 得 ら れ て いま す が 、 そ れ は 、 車 
の 厳密 な 車種 に つい て は あま り 考 えて いな い = ニ ザッ クリ と 「 車 」 と し か 捉え て いな 
いか ら で す 。 

車 に 限ら ず 、 私 た ち 人 間 は 、 世 の 中 に ある さま ざま な 複 維 な も の を ザッ クリ 提 
える こと に よっ て 、 厳 密 に は 違う も の も 「 似 た よう な も の 」 と し て 上 手 に 利用 し て 
いま す 。 こ の 「 私 た ち が 現 実 世界 で ラク する た め に 用 いて いる 方 法 」 を プロ グラ ム 
で も 実現 する 機能 こそ 、 オブジェ クト 指向 3 大 機能 に お ける 最後 の 1 つ 、「 多 態 性 」 
な の で す 。 





どれ も 「 同 じ よ うな も の 」 すべ て 「 違 う も の 」 
補 マ 
すべ て 「 同 じ よ うに 扱え る 」 それ ぞ れ 『 違 う 扱い 方 」 が 必要 


較 13-1 ザッ クリ 捉え る 人 問 、 灸 密 に 捉え る ロボ ッ ト 


ザッ クリ 捉え る 方 法 


条 E5 当 便 ザ サッ クリ 捉え る た め の 文法 


確か に 、 Java の 世界 で も 「 ザ ッ ク リ 」 を 実践 で きた ら 便 利 そ う ね 。 


ザッ クリ 捉え る に は 、 ど ん な 文法 や キー ワー ド を 使え ば 
い ) 












いい ん で すか ? 








実は ザッ クリ 捉え る た め の 特 別 な 文法 は な いん だ よ 。 





今 まで 学習 し た オブ ジェ クト 指向 の 機能 に は 、 特 有 の キー ワー ド が 登場 し まし 
た 。 カ プ セ ル 化 と いえ ば 「private」 や 「public」、 継 承 と いえ ば 「extends」 が すぐ に 
思い 浮か ぶ で し ょ う 。 

そこ で 多 態 性 も 何 か 専 用 の 文法 が あっ て 、 そ れ を 書け ば 利用 で きる と 思い 込ん 
で し まう 人 が いま す が 、 多 態 性 に は 専用 の 文法 は あり ませ ん 。 

実は 、 今 まで 何 度 も 用 いて きた 「 代 入 の 文法 」 を 使え ば 、 ザ ッ ク リ 捉え る こと 
が で きる よう に な っ て いま す 。 

それ で は さっ そく 、SuperHero クラ ス を 用 いて 解説 し て いき まし ょ う 。 ま ず 前 
提 と し て SuperHero は 親 と し て Hero クラ ス を 、 さ ら に その 親 と し て Character 
クラ ス を 持っ て いま す (p.437 の 図 11-14)。 

通常 、SuperHero の イン スタ ンス を 生成 し て 利用 する に は 、 次 の よう な 文 を 記 
述 す る の で し た ね 。 


SuperHero h = new SuperHero () , 
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この と き の 状 態 を イメ ー ジ で 表す 
と 、 次 ペー ジ の 図 13-.2 の よう に な 
り ま す 。 こ こ で 、 箱 に 書か れ た 
「<<SuperHero で す >>」 と いう 文字 
は 、 変 数 h の 型 を 表し て いま す 。 

SuperHero 型 の 変数 に Super 
Hero の イン スタ ンス が 入っ て いる わ 
け で すね 。 通常 、 変 数 に は その 型 と 
同じ 型 の 内 容 が 入り ます か ら 、 こ れ 
は ご く 当 た り 前 の 状態 で す 。 


new で 生み 出さ れ た イン スタ ンス 





図 13.2 SuperHero 型 の 変数 h に 
格納 され た SuperHero イン スタ ンス 


次 に 、SuperHero を 「 ザ ッ ク リ Character と し て 捉え る 」 書 き 方 で す 。 


Character C = new SuperHero () 


第 8 章 で は 「new を する と き は 左辺 
と 右辺 に 同じ 型 を 書く 」 と 紹介 し まし 
た (8.4.2 項 ) が 、 こ の よう に 左辺 と 右 
辺 の 型 を 変え る こと も 実は 可能 で す 。 
今回 の 場合 、 左 辺 の 型 が Character に 
な っ た だ け で す が 、 イ メー ジ 図 は 図 
13-3 の よう に 変わ り ま す 。 

箱 の 中 身 の り の イ ンス タン ス は 正真正銘 
の SuperHero で す が 、 科 の 表面 に は 
「Character で す 」 と 書か れ て いま す 。 
よっ て 、 以 後 こ の 変数 c を 利用 する と 
き は 、 本 当 は SuperHero イン スタ ン 


new で 生み 出さ れ た 
スー パー ヒー ロー イン スタ ンス 





<<Character で す >> 「 
3 


図 13-3 Character 型 の 変数 c に 
格納 され た SuperHero イン スタ ンス 


ス な の で す が 、 あ くま で Character と し て 捉え て 利用 する こと に な り ま す 。 

この よう に 、 多 態 性 を 活用 する た め に は 「 箱 の 型 」 と 「 中 身 の 型 」 と いう 異な る 
2 つの 玲 が 関係 し て きま す 。 そ し て ある イン スタ ンス を どの よう に 捉え る か は 、 
どの 型 の 変数 に 代入 する か ( 箱 の 型 ) で 決ま り ます 。 





Characterc=new SuperHero(): 


箱 の 型 中 身 の 型 


その イン スタ ンス を 「 何 と 見 な す 」 か 。 : その イン スタ ンス が 、 い っ た い 「 何 」 か 
同じ SuperHero イ ンス タン ス で も : は 、 一 度 new さ れ た ら 何 が あっ て も 変 
Character 型 や Hero 型 な を ど 、 さ ま ざ ま : わる こと は な い 

な 箱 に 入れ 替え る こと で 、 捉 え 方 を 変 : 

える こと が で きる H 


図 13-4 箱 の 型 と 中 身 の 型 


生 EEE 王 革 で きる 代入 、 で き な い 代入 


0 押 、 new を する と き の 左 辺 と 右辺 は 、 別 に 同じ 型 で を く て も いい ん 
( 間 ) で すね 。 


た き 
N プ 


次 の コー ド を 見 て くだ さい 。1 行 目 は エラ ー に な り ま せん が 、2 一 4 行 目 は す 
べ て エラ ー に な り ま す 。 











うだ よ 。 た だ し 、 ど ん な 型 で も いい わけ で は な いん だ 。 


Character C = new SuperHero{),  // OK! 


Sword 8 = new Herol) テラ ーー 
Flower f = new Fish() 作っ ンー 
Phone p = new Coffee () , // エラ ー 


第 1 章 の 1.3.1 項 で 解説 し た よう に 、 代 入 式 は 基本 的 に 「 左 辺 の 型 と 右辺 の 型 
が 異な る 場合 は エラ ー」 に な り ま す 。 た と えば 「String str = 1:」 が エラ ー に な る の 
は 当然 で すね 。 し か し 、 こ の 原則 で いえ ば 1 行 目 の コ ー ド も 「 左 辺 は Character 型 、 
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右辺 は SuperHero 型 」 な の で エラ ー に な る は ず で す 。 な ぜ 1 行 目 だ な けが エラ ー に 
な ら ず 、 特 例 と し て 許さ れ て いる の で し ょ うか ? 

その 「 代 入 が 許さ れる 判断 基準 」 は 絵 を 描い て みれ ば わか り ま す 。 先ほど の 図 
13-3 を も う 一 度 見 て くだ さい 。 

箱 に は 「Character で す 」 と 書い て あり 、 中 身 に は SuperHero が 入っ て いま す 。 
そし て この 絵 の 内 容 は (厳密 で は あり ませ ん が ) 嘘 で は あり ませ ん 。 ス ー パ ー ヒ ー 
ロー も キャ ラク ター の 一 種 (SuperHero js-a Character) で すか ら 、「 キ ャ ラク ター 
が 入っ て いま す 」 と いう 箱 に 入っ て いて も 別に 矛盾 は な い の で す 。 

Java で は この よう に 、 絵 に 描い て みて 嘘 に を た ならない イ ンス タン ス の 代入 は 許さ 
れ ま す 。 

し か し 、 次 の よう な 代入 は エラ ー に な り ま す 。 


f1oat f = new Hero() 


Ttem 1 = new Hero() 
SuperHero sh = new Hero() , 


XX XX XX 


「 小 数 が 入っ て ます 」 と 「 ア イ テ ム が 入っ て ます 」 と 「 ス ー パ ー ヒ ー ロ ー が 
書い て ある の に 、 書い て ある の に 、 入っ て ます 」 と 書い て ある の に 、 
ヒー ロー が 入っ て いる ヒー ロー が 入 つ て いる た だ の ヒー ロー が 入っ て いる 





oo / ーー 


図 13-5 代入 が で き な い 例 


絵 で 描い て みれ ば わか る よう に 、 こ れ ら は いずれ も 躍 に な っ て し まう か ら で す 。 










よく 「 子 クラ ス の イン スタ ンス は 親 ク ラス の 型 に 代入 可能 」 な ど と 
いう 定義 を 丸 暗記 し よう と し て 混乱 する 人 が いる 。 だ が 、「 イ メー 
ジ 図 を 描い て みる 」 ほ う が 忘 れ に くい し オス ス メ だ よ 。 
504 


や っ ぱり オブ ジェ クト 指向 っ て イメ ー ジ が 大 事 な ん で すね 。 


生 上 王 区 継承 の も う 1 つの 役割 


前 節 で 「 絵 に 揃い て 嘘 が な いな ら ば 代入 可能 」 な こと は わか り ま し た 。 た だ し 1 
つ だ け 注 意 点 が あり ます 。 

そもそも 「 絵 に 嘘 が 含ま れる か 」 を 判断 する に は 、「 一 は て の 一 種 で ある 」 と い 
う 前 提 知 識 が 必要 で す 。 た と えば 私 た ち は 「 ヒ ー ロ ー の 中 で 特に 選ば れ た 者 が スー 
パー ヒー ロー で ある (つま り 、 ス ー パ ー ヒ ー ロ ー は ヒー ロー の 一 種 で ある )」 と い 
う 前 提 知 識 が ある か ら こ そ 、 図 13-3 が 「 嘘 で は な い 」 と 判断 で きま し た 。 

私 た ち 人 間 に は 「 常 工 」 が あり ます の で 、「 魔 術 師 が 生き 物 の 一 種 で ある こと 」 
や 「 剣 が 武器 の 一 種 で ある こと 」 を 知っ て いま す 。 し か し 、Java に は 「 何 が 何 の 一 
種 か 」 と いう 一 般 常 識 は 備わっ て いま せん 。 

そこ で Java は 、extends や implements を 用 いた 継承 関係 に ある クラ ス 同 士 に 
つい て 、 「 片 方 の クラ ス は 、 他方 の クラ ス の 一 種 (is-a の 関係 )」 で ある と 考え ます 。 
言い 換え れ ば 、extends や implements は プロ グラ マ が 「js-a の 関係 」 を Java に 伝 
える 手段 で も ある の で す 。 

その た め 、 い くら 私 た ち 人 間 が 考え た 一 般 常 識 で は js-a の 関係 で あっ て も 、 
Java の 継承 関係 で 2 つの クラ ス が つなが っ て いな けれ ば 代入 は で きま せん 。 





常識 で は 「 ヒ ー ロ ー は 人 間 の 一 種 」 
だ が 、 ク ラス 同士 は 無関係 だ と する と … 





第 11 章 の 最後 で も 触れ た けど 、「is-a の 関係 (抽象 的 ・ 具 体 的 の 
関係 ) を Java に 知ら せる 」 と いう の も 継承 の 重要 な 役割 な ん だ 。 








選 
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だ か ら 「 仮 に ラク を で きる と し て も 、js-a の 関係 で な いな ら 継 





承 を 使っ て は な ら な い 」 と 教え られ た わけ で すね (11.4.2 項 ) 。 


邊 EE 生 語 箱 の 型 に 抽象 ク ラス を 使う 


ここ で 、 あ な た が 命 ある あら ゆる も の の 親 と し て 、 新 た に Life イン タフ ェ ー 
ス を 作っ た と 考え まし ょ う 。Character も Life を 実装 する よう に 変更 し た と 仮定 
し ます 。 第 12 章 で 「 抽 象 ク ラス や イン タフ ェ ー ス は イン スタ ンス 化 で き な い 」 と 
学び まし た 。 で すか ら イ ンタ フェ ー ス Life が 定義 され て いる 場合 、「new Life()」 
と する こと は で きま せん 。 

し か し 、 第 8 章 で 学ん だ 「 ク ラス 定義 に よっ て 可能 に な る 2 つの こと (8.3.1 項 )」 
を 思い 出し て くだ さい 。 イ ンタ フェ ー ス で ある Life は イン スタ ンス 生成 の た め 
に は 利用 で きま せん が 、 変 数 の 型 ( 表 面 に 「Life が 入っ て いま す 」 と 書か れ た 箱 ) 
と し て 使う こと は で きま す 。 た と えば リス ト 13-1 の よう に 、Lie 型 の 変数 に 
Wizard イン スタ ンス を 入れ る こと が で きま す 。 


リス ト 13-1 
=z YY | 
public interface hiEe | … ] TEW 
public class Main EDENI 


pub1ic static void main(String[] args) { 


Life 1f = new Mizard() Wizard は 生き 物 の 一 種 


0 地 殺 クラ ス や イン タフ ェ ー ス の 型 


抽象 クラ ス や イン タフ ェ ー ス か ら イ ンス タン ス を 生み 出す こと は で き な 
い が 、 型 を 利用 する こと は 可能 。 


ザッ クリ 捉え た も の に 
命令 を 送る 


捉え 方 の 違い は 使い 方 の 違い 


前 節 で は 、 ど の よう に し て 「 ザ ッ ク リ 捉え る か 」 を 紹介 し まし た 。 こ の 人 節 で は 、「 あ 
る イン スタ ンス を ザッ クリ 捉え る の と 、 厳 密 に 捉え る の で は 、 そ の 利用 に どの よ 
うな 違い が 出 て くる か 」 を 見 て いき ます 。 

多 態 性 の 説明 を 一 休み し て 、1 つた と え 話 を し まし ょ う 。 








紙 絵 
の 虹 由 
- 水 分 を 含む と と が で きる ・ 水 分 を 含む こと が で きる - 水 分 を 含む と と が で きる 
・ 見 て 楽し め る - 見 て 楽し め る 
・ 物 を 買う こと が で きる 
あい まい 際 2 


図 13- フ 何と 捉え る か に よっ て 、 用 才 が 増え る 


この た と え 話 が 示唆 し て いる の は 、「 ま っ た く 同 一 で ある 1 つの 存在 に 対し て 、 
複数 の 異な る 捉え 方 が で きる 」 と いう こと と 、「 何 か を 利用 する 人 は 、 そ れ を 何と 
捉え て いる か に よっ て 、 利 用 方 法 が 変わ る 」 と いう こと で す 。 あ いま いで 抽象 的 な 
ほど 用 途 は 限定 され 、 具 体 的 に 捉え る ほど 用 途 が 増え て いき ます 。 
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打上 EE 王 葵 呼び 出せ る メソ ッ ド の 変化 


この 「 捉 え 方 が 変わ る と 、 利 用 方 法 が 変わ る 」 と いう 現実 世界 の 現象 は 、 実 は 
Java 仮想 世界 で も ちゃ ん と 再現 され て いま す 。p.437 の 図 11-14 に お ける 
Character と Wizard を 使っ て 、 こ の こと を 解説 し て いき まし ょ う 。 ま ず 、 次 の 
2 つの クラ ス の ソー スコ ー ド を 見 て くだ さい 。 


リス ト 13-2 
pub1ic abstract class Character { LCharecietJaWo 
String namei 
int hp: 


public abstract vo1d attack (Matan9o WW: 
pub1ic void run() | … ! 


) 





public class Wizard extends Character { 
1nt mp: 
pub]1ic yoid attack(Matango m) [ 
System,out,println(this.name + "の 攻撃 !!): 
System.out .println(" 英 に 3 ポイ ント の ダメ ー ジ 『) : 
.hD -= 3: 
] 
public void fireba11 (Matango m) [| 
System.out.println(this.name +『 は 火の玉 を 放っ つた! 9: 
System.out.println(" 英 に 20 ポ イン ト の ダメ ー ジ 9 
m.hp -= 20: 
this.mp -= 5, 
] 
) 





Wizard は 魔法 使い と し て attack() や fireball() の メソ ッ ド を 持っ て いま す の 
で 、 イ ンス タン ス 化 すれ ば attack させ た り fireball を 使わ せ た り で きま す 。 


リス ト 13-3 





public class Main { 
public static void main(String[] args) { 
Wizard w = new W1zard() : 
Matango m = new Makangol) : 
w.name = "アサ カリ : 
C w.aktack (ml : 
7 w.Firebal1 (m) : 


さて 、13.2 節 で 学ん だ よう に Wizard は Character の 一 種 な の で 、Character 
型 変数 に 代入 する こと が 可能 で す 。 し か し 、 い ざ Character 型 に 代入 し て feball 
を 呼び 出 そ う と する と エラ ー が 起き ます 。 


リス ト 13-4 





public class Main { - 

2 public static void main(String[] args) 1 に 
3 Wizard w = new Wizardl() : 

Character c = wi ーーーーーー(Characer 型 の 着 に 代入 ) 
5 Matango m = ne MatandOo() : 
6 c.name = "アサ カリ 

C.attack(m) : 

c.fireba11 (ml : この 行 で エラ ー が 発生 する 


0 } 
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| え ? いく ら Character 型 の 箱 に 入っ て いる と は いえ 、 
あめ 中 身 は 正真正銘 の 魔法 使い さん の は ず な の に …。 


魔法 使い で あれ ば fireball() を 呼び 出せ る は ず な の に 、 の 2 で 
どう し て エラ ー に な る ん だ ろう ? (/ 


それ は ね 、「 本 当 は 魔法 使い た ん だ けど 、 呼 び 出す 側が 





人 
いい ジ プ | 語法 使い と 思っ て な い 」 か ら 呼び 出せ な いん だ よ 。 


Character 型 の 変数 c に 格納 され て いる と は いえ 、 箱 の 中 身 ひ イン スタ ンス は 
正真正銘 の Wizard イン スタ ンス で す 。 そ し て Wizard な ら ば fireball が 使え る は 
ず で す 。 そ れ に も 関わ ら ず 、 な ぜ コ ン パ イル エラ ー に な る の で し ょ うか ? 

この 癌 の 「 ザ ッ ク リ 提 え る 文法 (13.2.1 項 )」 で 説明 し た と お り 、Character 型 の 
変数 に 代入 す る と いう こと は 、 中 身 の イ ンス タン ス を 「(Hero だ か Wizard だ か わ 
か ら な いけ ど ) な に か の キャ ラク ター」 程 度 に ザッ クリ 捉え る と いう こと に ほか な 
り ま せん 。 よ っ て 、 箱 の 中 身 が Wizard で ある こと を 忘れ て し まい ます 。 


FOOTPPTPPTTTTPPITTTTPUTTTTPETTPTYTPEPEEUTETPECPTUTKTPPTPIEEPLTTUTPPTEEPUYEPPCTTTEPDTTTTTD 


《② あい まい な 型 の 箱 へ の イン スタ ンス の 代入 


イン スタ ンス を あい まい に 捉え る こと と な り 、「 厳 密 に は 何 型 の イン スタ 
ンス だ っ た か 」 が わか ら な く な っ て し まう 。 


リス ト 13-4 の 3 行 目 で は 確か に 魔法 使い を 生み 出し て いま す 。 し か し 4 行 目 
の 代入 を 行っ た 瞬間 、 私 た ち は 箱 c の 中 身 が 「Hero な の か Wizard な の か 、 は た 
また 別 の 職業 の クラ ス な の か 」 が わか ら な く な っ て し まい ます 。 確実 に 言え る こ 
と は 、「 こ の 箱 に 入っ て いる の は 、 キ ャ ラク ター の 一 種 で ある こと 」 だ け で す 。 

そう 考え る と 、attack() が 呼び 出せ て fireball() が 呼び 出せ な か っ た 理由 に も 
説明 が つき ます 。 





較 attack() が 呼び 出せ た 理由 

箱 の 中 身 が Hero で も Wizard で も 、Character の 一 種 で ある 限り attack() メソ ッ 
ド は 継承 し て 持っ て いる は ず だ か ら (どん な キャ ラク ター で も 最低 限 、 攻 撃 は で 
きる は ず だ か ら )。 


較 fireball() が 呼び 出せ な か っ た 理由 


箱 の 中 身 が Hero の 場合 な ど 、fireball() メソ ッ ド を 持っ て いる 職業 と は 限ら な い 
か ら (キャ ラク ター で あれ ば 必ず 火の玉 を 放 て る と は 限ら な いか ら )。 


本 当 は fireball が 使え る 





ぐ ぐ Character テラ > 
C 


attack し ろ ! 





図 13-8 本 当 は Wizard だ が 、 箱 の 外部 か ら は わか ら な い 


仙 箱 の 中 の 魔法 使い さん が 火の玉 を 放 て な く な っ ちゃ っ た 
わけ で は な いん で すね 。 


彼 自 身 は 「 火 の 玉 を 放っ て 」 と お 願い され れ ば 、 い つ で も 放つ こ 
と が で きる ん だ 。 た だ 、 私 た ち が 彼 を 「 魔 法 使い 」 と 認識 し な い 
と 「 お 願い で き な い 」 (し よう と 思わ な い ) だ け な ん だ よ 。 


選 










た き 
Ng 


私 た ち が こ の イン スタ ンス を 「Character」 と 捉え て いる 限り (一 Character 型 の 
変数 に 入っ て いる 限り )、 私 た ち は こ の イン スタ ンス に 「 少 な く と も Character な 
らち でき る 最低 限 の こと 」 し か 谷 令 で きま せん 。 箱 の 中 身 の ひ イ ンス タン ス が どん な 
に 多く の メソ ッ ド を 持っ て いた と し て も 、Character と し て 持つ メソ ッ ド だ けし 
か 外部 か ら は 呼び 出す と と が で き な い の で す 。 
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第 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


打上 EE 中 一 メソ ッ ド を 呼び 出せ た 場合 に 動く 処理 


前 項 で は 「 ど の 逢 に 入れ る か に よっ て 、 呼 べ る メソ ッ ド が 変わ る 」 こ と を 学習 
し まし た 。 で は 次 に 、「 も し メソ ッ ド が 呼べ た と し た ら 、 そ の 動き は どう な る か 」 
に つい て モン スタ ー 関 連 ク ラス を 題材 に 実験 し て みみ ましょ う 。 


リス ト 13-5 


public abstract class Monster [ MO 
public yoid run() 1 
System.out.println(" モ ンス ター は 送 げ 出し た 。『) 』 
] 
) 
public class 811me extends Mongter [| SimeJao_ 
public void run() [ 
System.out.println(" ス ライ ム は ササ サ っ と 送 げ 出し た 。『) 
4 ] 
9 
pub1ic class Main ( 


public static void main(8tring[] args) [ 


S1ime s = new 8S1ime [) , Monster m = new 81ime[) : 


S.runf) ) m.run) 


] 


5 』 
さぁ 問題 だ 実行 結 果 と し て 、 画 面 に は 何と 表示 され る か な ? 


Slime 型 の run() と Monster 型 の run() を 呼び 出し て いる っ て 
と 
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逃げ 出し た 。」 か な 。 


で は 、 実 行 し て 正解 を 見 て みよ う 。 


まず 「 ス ライ ム は ササ サ っ と 逃げ 出し た 。」、 次 に 「 モ ンス ター は 





実行 結果 の 2 行 目 に 注目 し て くだ さい 。Monster 型 の 変数 m の run() メソ ッ 
ド を 呼び 出し て いる の に 9 し た 。」 と いう 表示 に な り ま せん 。 





aa 2 2 2 


< くそ Slime で す >> <<Monster で す >> 
S m 
図 13-8 逃げ 出す の は 「 実 体 」 

変数 s と 変数 m と は 、 箱 の 表面 に 書か れ た 「 〇 〇 が 入っ て いま す 」 と いう 表記 
に 違い が ある も の の 、 両 方 と も 中 身 は あく まで スラ イム で す 。 で すか ちら 「 交 げ ろ ! 」 
と いう 人 区 令 が 届き さえ すれ ば 、 当 然 ス ライ ム が 有 交 げ ます 。 つ まり 、Slime の run() 
が 動作 する の で す 。 

この よう に 、 実際 に 動く メソ ッ ド の 中 身 は イン スタ ンス の 型 (中 身 の 型 ) に よっ 
て 決ま り ま す 。 そ れ が どん な 型 の 箱 に 入っ て いる か は 関係 あり ませ ん 。 

最後 に 「 箱 の 型 」 と 「 中 身 の 型 」 に つい て 、 も う 一 度 ま と め て お きま し ょ う 。 


PCOCCPPTCCUCUTECPUYETPTTUPPLUTEEULTEULCLUUULELLUECUKPULLPUOELLUULLLULLECEELLELELLULELLLLD 


9 「 答 の 型 」 と 「 中 身 の 型 


[ 箱 の 型 ] どの メソ ッ ド を 「 呼 べ る か 」 を 決定 する 。 
[中 身 の 型 ] メソ ッ ド が 呼ば れ た ら 、「 ど う 動 く か 」 を 決定 する 。 


13 
章 
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第 本部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


捉え 方 を 変更 する 方 法 


生計 動 捉え 方 を 達 中 で 変え る 









13-8 (13.3.2 項 ) を 見 て 思っ た ん だ けど 、Character 型 の 箱 に 
入れ られ た 魔法 使い に 対し て は 、 も う 2 度 と fireball() を 呼び 出 
せな く な っ ちゃ う の か な ぁ ? 


彼 を 「 魔 法 使い だ 」 と 捉え 直せ ば 、 ま た お 願い で きる と 思う けど 





e 


次 の コー ド を 見 て くだ さい 。 
Character c = ne MHzard() : 


この と き 、 変 数 c に 対し て fireball() メソ ッ ド を 呼べ な く な る こと は すでに 学 
びました 。 し か し 、「 中 身 が 本 当 は Wizard だ と わか っ て いる し 、 ど うし て も こ 
の イン スタ ンス に fireball を 使わ せ た い 」 と いう 場合 が まれ に あり ます 。 

fireball を 使え る よう に する た め に は 、 変 数 c の 中 身 を 「Wizard で ある と 提 え 
直す 」 必 要 が あり ます 。 そ の た め に は イン スタ ンス を Wizard 型 変 数 に 代入 すれ 
ば よい と 想像 が つく で し ょ う 。 し か し 、 次 の コー ド は エラ ー に な り ま す 。 


] Character c = new Hzard ()』 


っ Wizard w = Gi 1 惜しい !」 エラ ー に な る 


な ぜ コ ン パ イラ は 、 こ の 代入 を 許さ な い の で し ょ うか ? 私 た ち 開 発 者 は コー 
ド 1 行 目 の 経緯 を 知っ て いま す 。 そ の た め 、「 も と も と Wizard イン スタ ンス と 
し て 生み 出し て 、 そ れ を Character と 見 な し た も の の 、 再 び 元 の Wizard と 見 直 


し て 何 が 悪い ! 」 と 感じ ます 。 

し か し コン パイ ラ は 基本 的 に プロ グラ ム を 1 行 ず つつ 解釈 ・ 翻 訳し た よう と し ます 

今回 の エラ ー も 2 行 目 だ け を 見 て 出し て いる の で す 。 

2 行 目 だ け を 見 る と 論理 上 は Character 型 の 変数 c に 入っ て いる 中 身 は 、Hero 
や Thief の 可能 性 も あり ます 。 万 が 一 、 変 数 c の 中 身 が Hero な の に 、 そ れ を w 
に 代入 し て し まっ た ら 、「Wizard 型 の 変数 に Hero イン スタ ンス が 入っ て いる 」 
と いう 唆 の 構図 に な っ て し まい ます 。 

で すか ら コ ン パ イラ は 、 こ の よう な 和 失敗 する 可能 性 の ある 代入 に つい て 、「 中 
に 入っ て いる も の が 常に Wizard と は 限ら な いか ら 代 入 で き な い 」 と 拒否 し ます 。 


の am ya oy 


で ぐ <Character>> くく Wizard>> 
て W 


て の 中 身 が Wizard と は 限ら な いよ 。 
も し Wizard じ ゃ な いも の を w に 
代入 し た ら 大 変 な こと に …。 
だ か ら 代 入 し ちゃ だ め ! 


13-10 失敗 する 可能 性 が ある 代入 は コン バイ ラ 
に よっ て 拒否 され る (コン バイル エラ ー と な る ) 


それ で も 変数 c の 中 身 を 強制 的 に 「Wizard と し て 捉え 直し た い 」 場合 に は 、 
の よう に 書き ます 。 





] Character c = new Wizardl): 


2 Wizard W = ( 奄 zard] Gi いい か ら 黙 っ て Wizard と 見 な せ ! 


第 2 章 で 登場 し た 「 キ ャ スト 演算 子 」 の 再 琶 場 で す 。 こ の 演算 子 は 強制 的 な 型 
変換 を コン パイ ラ に 対し て 明示 的 に 指示 する 、 と て も 強力 な 演算 子 で す 。 こ うす 
れ ば コン パイ ラ は 文句 を 言わ ず 、 コ ン パ イル を 通し て くれ ます 。 特 に 、 今 回 の よ 
うな 「 あ いま いな 型 に 入っ て いる 中 身 を 厳密 な 型 に 代入 する 」 キ ャ スト は ダウ ン 
キャ スト (down cast) と いわ れ 、 和 失敗 の 危険 が 伴い ます 。 





選 
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第 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


打 見 証 芋 キャ スト の 失敗 


ダウ ン キ ャ スト は 「 代 入 が 失敗 する 可能 性 」 を 懸念 し て エラ ー を 出す コン パイ 
ラ に 対し 、「 代 入 を し て も 矛盾 の ある 状態 に は な ら な いか ら 、 上 黙っ て 代 人 し ろ 」 と 
頭ごなし に 型 変換 を 実行 させ る 命令 で す 。 前節 の コー ド の 例 で は うま く 動 きま す 
が 、 次 の よう な ケー ス で は どう で し ょ うか ? 


] Character C = new WiZard(): 


っ Hero h = (Hero) c: いい か ら 上 黙っ て Hero と 見 な せ ! 


この ソー ス の コン パイ ル は 成功 し ます 。 し か し 動作 させ る と 、 実 際 に 代入 し よ 
うと し た 了 明 間 に ClassCastException と いう エラ ー が 発生 し ます 。 こ の エラ ー は 、 
「 キ ャ スト に よる 強制 代入 の 結果 『 嘘 の 構図 」 に な っ た の で 強制 停止 せ ざ る を 得 な 
く な っ た 」 と いう 意味 の エラ ー で す 。 


ClassCastException 





h=(HerojG ( 
Sc 人 


< の 中 身 が Hero と は 限ら な いよ 。 
宮入 し た ら 大 朗 な ど と に ei 
で も 「 占 っ て ヤレ リ っ て いう な ら いわ ん こっ ちゃ な い 昌 
チェ ッ ク 通す けど -… 





図 13-1 1 誤っ た キャ スト に より ClassCastExoeption が 発生 する 
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所 E 史 呈 芋 イン スタ ンス を 代入 可能 か が チェ ッ ク す る 


ダウ ン キ ャ スト に よる ClassCastException を 確実 に 回 避 す る に は 、 キ ャ スト す 
る 前 に 「 キ ャ スト し て も を 大 丈夫 か どう か 」 を チェ ッ ク し ます 。 Java に は その た め の 
instanceof 演算 子 が 用 意 さ れ て いま す 。 


ウ ク 安全 に キャ スト で きる か を 判定 する 
変数 instanceof 型 名 


※ 変 数 を 型 名 の 箱 に 代入 可能 な ら ば true が 返る 。 


instanceof 演算 子 は 、「 指 定 の 型 に 代 人 し て も 絵 と し て 嘘 に な ら な いか 」 を 判定 
し て くれ ます 。 こ の 演算 子 を 利用 し て 、 た と えば 次 の り よ うな コー ド を 記述 する こ 
と も で きま す 。 





if (c instanceof SuperHero) { 


1 

2 も し て c の 中 身 が SuperHero と 見 な し て 大 丈夫 な ら … 
3 SuperHero h = (SuperHero) oi 
4 「SuperHero」 と 見 な せ ! 





h.fly() 
5 


雷 
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第 本 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


多 態 性 の メリ ッ ト 


条 E 肖 動 サッ クリ 捉え る こと に よる メリ ッ ト 


ザッ クリ 捉え る と 、 呼 び 出せ る メソ ッ ド が 減っ つて し まう ん で す 
よね ? それ っ て 不便 じゃ な いで すか ? 


呼び 出せ る メソ ッ ド が 減っ つて も 、 ザ ッ ク リ 捉え る こと で それ に 
勝る メリ ッ ト が ある ん だ 。 





13.2 節 で は 、「 多 態 性 を 用 いて 、 イ ンス タン ス を ザッ クリ 捉え る 方 法 」 を 学び 
まし た 。 そ し て 13.3 節 で は 、 そ れ に よっ て 「 呼 び 出 せる メソ ッ ド が 減る 」] こ と も 
学び まし た 。 

これ だ け を 見 る と 、「 ザ ッ ク リ 捉え る こと は 、 利 用 で きる メソ ッ ド が 減る だ け で 、 
まっ た く メ リッ ト が な い 」 よ うに 感じ られ ます が 必ず し も そう で は あり ませ ん 。 
この 節 で は 、 多 態 性 を 用 いて ザッ クリ 捉え る こと に よる メリ ッ ト を 具体 的 に 
Java の コー ド で 紹介 し て いき ます 。 


生 E 呈 王者 同一 視 し て 配列 を 利用 する 


5 人 の キャ ラク ター(Hero が 2 人 、Thief が 1 人 、Wizard が 2 人 ) が 旅 を する ゲー 
ム を 考え て み ま し ょ う 。 こ の 5 人 は 1 つの パー ティ (冒険 の た め の チ ー ム ) で す 。 
役 ら が 宿屋 に 泊まり 、 全 員 の HP を 50 ずつ 回 復 す る プロ グラ ム を 書く 場合 、 次 の 
よう な も の に な る で し ょ う 。 


リス ト 13-6 





MEIINEN な 1 


1 public class Main { 


public static void main(String[] args) { 


Hero h]1 = new Herol) 


Hero h2 = new Herol) : 
Thief t1 = new Thief {) : 

zard w1 = new Wizard() : 
W1zard w2 = new W1zard(] 


8 // 冒険 開始 ! 

9 // まず 窟 屋 に 泊まる 

10 hl .setHp(ht.getHp() 
1h2 .setHp(h2.getHp() 

13 t1.setHp(t1 .getHp() 
wl .setHp(w1 .qetHp() 

14 w2.getHp (w2.getHp() 


※ こ の コー ド の 前 提 


キ 


* コ 


+ 


50] 
50) 
50) 
50]: 
50] 


・Hero や Wizard、Thief は 、 抽 象 ク ラス Character を 継承 し て いる 。 
・Character は name と hp フィー ルド お よび その gettersetter、attack() と 
run() メソ ッ ド を 持つ 。 


この プロ グラ ム の 宿泊 処理 (10 行 目 か ら 14 行 目 ) に は 2 つの 課題 が あり ます 。 


【 コ ー ド に 重複 が 多い 】 


「 一 .setHp( 一 .getHp() + 50)」 と いう 同じ 処理 が 何 度 も 登場 する た め 、 記 述 が め 





ん どう で す 。 変 数 名 の 取り 違え も 発生 する か も し れ ま せん 。 


【 将 来 的 に 多く の 修正 が 必要 】 


パー ティ の 人 数 が 増え た 場合 、 宿 泊 処 理 に 行 を 追加 し な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 


イン スタ ンス 変数 名 が 変更 に な っ た 場合 も 、 コ ー ド に 修正 が 必要 で す 。 


し か し 、 多 態 性 と 配列 を 上 手 に 組み 合わ せれ ば 、 こ の 問題 は 解決 し ます 。 次 の 


リス ト 13-7 を 見 て くだ さい 。 
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第 本 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


リス ト 13-7 


public class Main { ルー ドー 
public static void main(8tring[] args) { 
Character[] c = new Character[51 , 
c[0] = new Hero() : 
c[1] = new Hero() : 
c[2] = new Thief() : 
c【3] = new Wizard(): 
Cc[4] = new Wizard()j 
// 宿 必 に 泊まる 


for (Character ch : c) { ) 
ch.setHp ich.getHp() + ar の 
2 ! 
3 人 間 洲 
) 


ボ ポイント は 3 行 目 で 
Character 配列 を 使っ て 
いる 点 で す 。 従来 の よう 
に 5 人 の イン スタ ンス 
を 厳密 に Hero や Thief 
と し て 扱 お うと する 限 
り 、 そ れ ら を 一 括 し て は 1 組 の パー ティ と 見 な す 
Ru 図 13.18 さま ざま な 職業 の キャ ラク ター た ち も 、 
れ ぞ れ を Character だ と すべ て Character 配列 に 格納 し て 一 括 で 処理 で きる 
ザッ クリ 見 な せ ば 「 ど れ 
も キャ ラク ター」 で す の 
で 、5 つの イン スタ ンス を Character 配列 に まとめ 、 ル ー プ を 回 し て 一 括 で 処理 
する こと も 可能 に な り ま す 。 





打上 EE 下 玩 同一 視 し て ザッ クリ と し た 引数 を 受け 取る 


多 態 性 の 活用 法 、 も う 1 つ 思 いつ きま し た ! ずっ と 気 に な っ て 





いた こと が 、 こ れ で 一 気 に 解決 で す よ ! 


湊 く ん が ずっ と 気 に し て いた の は 、「 勇 者 や 魔法 使い の attack() メソ ッ ド が 、 


必ず 次 の よう な 宣言 に な っ て いた 」 と いう こと で す (以下 は Matango の 例 で す )。 


pub1ic votd attack (Matango m) { 


「 お 化け キノ コ し か 攻撃 で き な い ゲー ム 」 な ん て あり えな いか ら 、 


今 ま で Hero は 次 の よう に し て いた ん で す よ 。 





リス ト 13-8 


pub1ic class Hero extends Character { HetoJava 

pub1ic void attack(Matango m) { gr 
System.out .println(this.name + "の 攻撃 ! 『): 
System.out.println(* 英 に 10 ボ イン ト の ダメ ー ジ を あたえ た ! 『) 
m.hp -= 10: 

] 

pub1ic void attack(Goblin g) [ 
System.out .println(thig.name + "の 攻撃 !『): 
System.out.println(" 英 に 10 ボ イン ト の 人 ダメージ を あたえ た ! 『) : 
gd.hP -= 10: 

] 


// 以下 スラ イム 用 な ど 続 く 
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第 本 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


この 方 法 は うま くい きま す が 、 コ ー ド の 重複 が 多く メン テ ナ ン ス が 大 変 で す 。 
また 、 将 来 新た な モン スタ ー が 増え る た びに attack() メソ ッ ド も 増やさ な けれ ば 
な り ま せん 。 そ こ で 、attack() メソ ッ ド を 次 の よう に 修正 し まし ょ う 。 


リス ト 13-9 


pub1ic class Hero extends Character { LHeiojavo | 
pub]ic void attack(Monster m) { 
System.out .println(this.nane + "の 攻撃 !『): 
」 System.out.print1n(* 英 に 10 ポ イン ト の ダメ ー ジ を あたえ た ! 『) : 
m.hp -= 10: 
] 
) 


2 行 目 の attack() メソ ッ ド の 引数 に 注目 し て くだ さい 。「 攻 撃 す る 相手 は 、 ザ ッ 
クリ みれ ば 何ら か の モン スタ ー で あれ ば 何で も いい 」 と いう 表明 で す 。 こ の よう 
な attack() メソ ッ ド で あれ ば 、Monster クラ ス を 継承 し て いる Slime や Goblin、 
そし て 将来 登場 する モン スタ ー た ちゃ も 攻撃 する こと が で きま す 。 


Main ク ラス Hero ク ラス 






Hero h = new Hero(): 

Slime s= new Slime(): 

Goblin g = new Goblin(): 
DeathBat d= new DeathBat(): 
hattack(S: Slime イ ンス タン ス を 渡す っ 9 
hattack(g): - 証 G6bIin イ ジス タ ジ ス を 深 す お 証 ” public void attack 研 生 m)( 


hattack(d): -De8thBat イ ンス タ ジ ス を 江 信 ら か の モン スタ ー を 受け 取り ます 
System.out.printIn(" 療 に 10 ポ イン ト の ダメ ー ジ ?): 
mr.hp 10: 


図 13-13 異な る イン スタ ンス を 引数 で 同一 提 し て 受け 取る 


生 E 和 生計 ザッ クリ 利用 し て も 、 ち ゃ ん と 動く 


な る ほど な ぁ 。 厳密 に は 違う 物 を 同一 視 する こと で 、 同 じ 
() 配列 に 入れ た り 、 同 じ 引 数 と し て 処理 し た り で きち ゃ うん だ 。 
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そう だ よ 。 で も 「 多 態 性 の 本 当 の すご さ 」 は 、 た だ 単に 処理 を ま どき 
と め ら れる と いう 単純 な も の だ け じ ゃ な いん だ 。 いし ノ 


多 態 性 の 真価 は 、 こ れ ま で 学ん だ 次 の 2 つの こと を 組み 合わ せ た と き に 現れ ます 。 


1. ザ ッ ク リ 捉え て まとめ て 扱う 
13.5.2 項 (配列 で まとめ て 扱う ) や 13.5.3 項 (引数 で まとめ て 扱う ) で 紹介 し た 
よう に 、 厳 密 に は 異な る イン スタ ンス を まとめ て 扱う こと が で きま す 。 


2. メ ソ ッ ド の 動作 は 中 身 の 型 に 従う 
13.3 節 の 最後 に 学ん だ よう に 「 イ ンス タン ス は 何 型 の 箱 に 入っ て いよ うと 、 自 
身 の 型 の メソ ッ ド が 動作 する 」 と いう 原則 が あり ます 。 


リス ト 13-10 


1 


0 ヽ こ !) ば の さぶ らら ト 


public class Main { 
pup]ic staric void main(String[] args) { 
Monster[] monsters = new Monster[3] : 
monsters[0] = new S1ime() 
monsterg [1] = new Gob1in () : 
monsters[2] = new DeathBat() , 
for (Monster mn : monsters) 1 


( 同じ 指示 を 繰り 返す (Mi 
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第 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


ここ まで 学ん だ こと を 考え る と 、 こ の 動作 は 納得 で きま す 。 


で も これ の どこ が 、 そ ん な に スゴ いん で すか ? 


改め て 全体 を 秒 す る こと で 、 0、 
多 態 性 の 構図 と 本 質 が 見 えて くる よ 。 | いら / 








図 13-14 指示 する 側 は いい か げん 。 動く 側 は 自分 の や り 方 で 動く 


コー ド の 7 9 行 目 で 、 指 示 を 出す 側 ( メ ソ ッ ド を 呼び 出す 側 ) は 、 そ れ ぞ れ 
の モン スタ ー に 対し て 同じ よう に 「 と に か く 逃 げろ る 」 と 、 い いか げん な 指示 を 繰 
り 返 し て いる だ け で す 。 

一 方 、 モ ンス ター た ち は 「 逃 げろ 」 と 言わ れ た ら 、 き ちん と 独自 の 方 法 で 逃げ ば ま 
す 。「 ど う 逃 げ る か 」 に つい て は 自分 で 理解 し て いて 、 そ の 方 法 ( 自 分 の クラ ス に 
定義 され た run() メソ ッ ド の 内 容 ) を 使っ て 逃げ る の で す 。 

この よう に 、 呼 び 出 し 側 は 相手 を 同一 視 し 、 同 じ よ うに 呼び 出す の に 、 呼 び 出 
され る 側 は 、 き ちん と 自分 に 決め られ た 動き を する (同じ 呼び 出し 方 な の に 、 多 
数 の 異な る 状態 を 生み 出す こと が ある ) と いう 特性 か ら 「 多 熊 性 」 と いう 名 前 が 付 
けら れ て いま す 。 
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| 第 13 章 の まとめ 


この 章 で は 、 次 の よう な こと を 学び まし た 。 


イン スタ ンス を あい まい に 捉え る 

・ 継承 に より is-a の 関係 が 成立 し て いる な ら 、 イ ンス タン ス を 親 ク ラス 型 の 変 
数 に 代入 する こと が で きる 。 

・ 親 クラ ス 型 の 変数 に 代入 する こと は 、 あ いま い に 捉 える こと 。 


「 緒 の 型 」 と 「 中 身 の 型 」 の 役割 


・ どの メン バ を 利用 で きる か は 、 箱 の 型 (対象 を どう 捉え て いる か ) で 決ま る 。 
・ メンバ が どう 動く か は 、 中 身 の 型 (対象 が 何で ある か ) で 決ま る 。 


捉え 方 の 変更 


・ キャ スト 演算 子 を 用 いれ ば 、 上 厳密 な 型 へ の 強制 代入 が で きる 。 
・ 不正 な 代入 が 行わ れ た 場合 、ClassCastException が 発生 する 。 


多 能 性 ンー 


・ 厳密 に は 異な る 複数 の イン スタ ンス を 同一 視 し て 、 親 クラ ス 型 の 配列 に ま と 
め て 格納 で きる 。 

・ 同様 に 、 親 クラ ス 型 の 引数 や 戻り 値 を 利用 し て 、 厳 密 に は 異な る 対象 を ま と 
め て 処理 で きる 。 

・ 同 一 視 し て 取り 扱っ て も 、 個 々 の イン スタ ンス は 各 ク ラス に お ける 定義 に 従 
い 、 異 な る 動作 を 行う 。 
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第 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


| ] を 生成 し た が 、 Slime を 生成 し た が 、 


ザッ クリ と | | と ザッ クリ と | | 


と 見 な す 。 と 見 な す 。 





次 の よう に クラ ス が 宣言 され て いま す 。 





public class B extendsY | GSI 
public void a() ( System.out.print(*Ba"): 
puplic void b() ( 8ystem.out.print(*Bb") , 
4 publie yoid c() { 8ystem.out.print(*Bc!) 


) 

public interface X | void a()j」 | 
java_ 

pub1ic abstract cl1ass Y implementsX { LYJavo 


pupl1ic abstrack void al)』 
public abstract yo1d b() , 


) 
この と き 、 次 の 問い に 答え て くだ さい 。 


①T「X obj = new A():』 と し て A イン スタ ンス を 生成 し た 後 、 変 数 obj に 対し 
て 呼ぶ こと が で きる メソ ッ ド を 、a()、b()、c() の 中 か ら す べ て 挙げ て く 
だ さい 。 


②③「Y y1 = new A(): Y y2 = new B()』 と し て A と B の イン スタ ンス を 生成 し 
た 後 、「y1.a(): y2.a()」 を 実行 し た 場合 に 画面 に 表示 され る 内 容 を 答え て 
くだ さい 。 


練習 13.2 で 用 いた A クラ ス や B クラ ス の イン スタ ンス を それ ぞ れ 1 つ ず つ 生 
み 出 し 、 要 素数 2 か ら な る 単 一 の 配列 に 格納 する と し ます 。 格納 し た 後に は 配 
列 の 中 身 を ルー プ で 順に 取り 出し 、 そ れ ぞ れ の イン スタ ンス の b() メソ ッ ド を 呼 
ぶ 必 要 が あり ます 。 以 上 の 前 提 に 基づき 、 次 の 問い に 答え て くだ さい 。 


① 配 列 変数 の 型 と し て は 何 を 用 いる べき か 答え て くだ さい 、。 
②③ 問題 文 に 記述 され た 内 容 の プロ グラ ム を 作成 し て くだ さい 。 
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第 部 すっ きり 給 得 オプ ジェ クト 指向 


| 練習 問題 の 角 和 





練習 13- 1 の 解答 が 6 ちな あお 36 お ばら. な SS お らち さ な Si も dee も aioGGGG る ね Sa の ediereoGesaiaaa 
(1) ( 圧 上 か ら 順 に ) Sword、Item、Sword、Iltem 
(2) ( 庄 上 か ら 順 に ) Monster、Slime、Slime、Monster 


練習 13-8 の 角 午 oe 
③a() メソ ッ ド 
② AaBa 


練習 13-3 の 魚 午 ooo 
①YI] 型 
⑧② 以 下 の リ スト を 参照 。 


] public class Main ( 
2 pub1ic static void main(String[] args) { 


3 \[] array = new Y[2] : 
4 array[0] = nsw A() : 
5 array[1] = ney B() : 
6 for (Y y : array) [ 
7 Y.b() j 

8 ) 

9 

人 
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も つと 便利 に 
AP| 活用 術 


第 14 章 Java を 支え る 標準 クラ ス 
第 15 章 例外 
第 16 章 まだ まだ 広がる Java の 世界 





も っ と 楽し く 、 も っ と 便利 に 


ーー 読め る …! 読め る ぞ っ …!! | 


「 どっ 、 ど うし た の 。 急 に PC の 画面 を 指 で な ぞ っ た り し 始め | / 護 
ちち やつ で < に 


| な る ほど 、 第 | 部 (.247) で 少し だ け 紹 介し た Java の API リフ ァ | 
1 レン ス だ ね 。 





| は い 。 あ の と きも これ を 読も うと し た ん で す が 、static と か 
extends と か 出 て き て 全然 意味 が わか ん な か っ た ん で す 。 で も 
今 は 、API を 見 て いた ら 意 味 や 使い 方 が 、 あ る 程度 な ら ば 推測 
で きる ん で す ! 

お めで と う 。 ふ た り は も う 、Java が 用 意 し た 数 万 に 及ぶ 命令 

ー 高度 な 機能 を 自由 に 使え る 準備 が で きた ん だ 。 す べ て は 無理 だ 
| けど 、 特 に 重要 な も の た ち を 紹介 し て お こう か 。 | 


| は い 、 お 願い し ます ! 


ここ まで 学び 終え た 私 た ち は 、Java の 基本 的 な 文法 を ほぼ マス ター し て いま す 。 
と の こと は 、 基 本 文法 や オブ ジェ クト 指向 を 駆使 し て 作成 され て いる Java の 
API に つい て も 、 私 た ち が 理 解 可 能 で あり 活用 で きる こと を 意味 し ます 。 
最後 の 第 川 部 で は 、 多 く の 開 発 で 必要 と な る API を 中 心 に 、Java プロ グラ ミン 
グ を より 楽し く 、 よ り 便利 に し て くれ る 機能 を 紹介 し て いき まし ょ う 。 





Java を 支え る 
標準 クラ ス 

API に 含ま れる クラ ス や 、 そ の メン バ に 関す る 解説 は 

API リフ ァ レ ンス に 掲載 され て いま す が 、 

初め て Java プロ グラ ム を 学ぶ 人 に と っ て 、 

その 解説 は 理解 し や すい も の で は あり ませ ん 。 


そこ で 本 章 以 降 で は 、Java が 持つ 多く の API の 利用 方 法 を 
や さ し く 紹介 し て いき ます 。 


CONTENTS ETCCCOCCCOCOLELALAATIAIRIIXIHRIIRRKRKRRIRRRXXNI 


14.1 日 付 を 扱う 

14.2 すべ て の クラ ス の 祖先 

14.3 基本 デー タ 型 を オブ ジェ クト と し て 扱う 
14.4 第 14 章 の まとめ 

14.5 練 首 問題 

14.6 練習 問題 の 解答 
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第 電 部 も っ と 便利 に AP| 活用 衛 


日 付 を 扱う 


生 上 旨 記 便 日 時 情報 を 扱う ら つ の 基本 形式 


ここ から は 特に 大 事 な API の クラ ス た ち を 紹介 し て いく よ 。 ま 





会 
に ず は 日 付 の 情報 を 扱う た め の Date クラ ス か ら 紹 介し よう 。 


プロ グラ ム を 開発 し て いる と 、 日 付 情報 を 扱う 局面 に 多く 週 遇 し ます 。 た と え 
ば ATM の プロ グラ ム で あれ ば 、「 取 引 を 行っ た 時 刻 が 、 何 年 何 月 何 日 の 何時 何 
分 何 秒 で ある か 」 と いう 情報 を 変数 に 入れ て 取り 扱う 必要 が ある で し ょ う 。 

Java で も 日 時 情報 を 扱う こと が で きま す が 、 や や 複雑 な 取り 扱い が 必要 で す 。 


AN そう いえ ば RPG の 開発 で 日 付 を 使い た か っ た の で す が 、API リ 
い S ファ レン ス が 難し く て 理解 で きず 、 結 局 は 諦め て し まい まし た 。 


Java で は 「 日 付 情報 」 を 表す た め に 使う 型 (クラ ス ) が 1 つ で は 
な いと いう こと が 重要 な ポイ ント だ よ 。 





NM 
Java で は 日 時 の 情報 を 表す た め の 形 式 が 4 つ あ り 、 そ れ ぞ れ 用 途 に 合わ せ て 
使い 分 ける 必要 が あり ます 。 ま ず は 基本 と な る 2 つの 形式 を 学び まし ょ う 。 


形式 1 : long 型 の 数 値 


基準 日 時 で ある 1970 年 1 月 1 日 0 時 0 分 0 秒 ( こ れ を 「 エ ポッ ク 」 と いい ま 
す ) か らち 経過 し た ミリ 秒 1/1000 秒 ) 数 で 日 時 情報 を 表現 する 方 法 で す 。 た と えば 、 
1316622225935 と いう long 値 は 「2011 年 9 月 22 日 1 時 23 分 45 秒 」 を 意味 し ます 。 

この long 型 に よる 形式 は シン プル で ある た め 、 コ ンピュータ に と っ て と て 
も 扱い や すく 、JVM 内 部 の さま ざま な 部 分 で 利用 され て いま す 。 た と えば 、 
SystemLcurrentTimeMillis() メソ ッ ド を 呼べ ば 、 現 在 日 時 を long 型 で 得 ら れる た 
め 、 リ スト 14-1 の よう な 「 処 理 時 間 の 計測 」 を 簡単 に 行う こと が で きま す 。 


Java を 支え る 標準 クラ ス 





リス ト 14-1 

| public class Main ( 
2 publio static void main(8tying] args) [ 

3 1ong start = System.currentTimeMi11is () : 

回 // ここ で 何ら か の 時 間 が か か る 処理 

5 1onq end = 8ystem.currentTimeM111is1{) : 


6 System.out.println(\ 処 理 に か か っ た 時 間 は …* 
+ (end - start) + "ミリ 秒 で し た !" ): 


し か し 人 間 は 、 こ の long 値 か ら 「 年 ・ 月 ・ 日 ・ 時 ・ 分 ・ 秒 」 を 読み 取 る こと が で き 
ませ ん 。 ま た 、long 型 は 日 付 情報 以外 の 数 値 の 格納 に も 利用 され る 型 な の で 、 
必ず し も 変数 の 中 身 が 日 時 情報 だ と 断定 で き な い と いう 問題 も あり ます 。 


形式 2 : Date 型 の イン スタ ンス 


long 型 の 課題 を 克服 する た め に 広く 用 いら れ て いる の が java.utiLDate クラ ス 
で す 。 こ の クラ ス は 、 内 部 で long 値 を 保持 し て いる だ け な の で す が 、「Date 型 
の 変数 で あれ ば 、 中 身 は 日 付 情報 で ある 」 と 一 目 で わか る た め 、Java で 日 時 の 情 
報 を 扱う 場合 に 最も 利用 され る 形式 と な っ て いま す 。Date イン スタ ンス を 生成 
し て 利用 する に は 、 以 下 の 構文 を 用 いま す 。 


ウ ク 現在 日 時 を 持つ Date イン スタ ンス の 生成 
Date d= new Date():// 現在 日 時 を 持つ イン スタ ンス 生成 


司 玉 


ク 指定 時 点 の 日 時 を 持つ Date イン スタ ンス の 生成 


Date d = new Date( Iong 値 ): // long 値 の 日 時 を 持つ イン ス 
タン ス 生 成 
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も っ と 便利 に API 活用 衛 


Date イン スタ ンス の 内 部 に 格納 され て いる long 値 を 取り 出し た い 場 合 は 
getTime() メソ ッ ド を 、long 値 を セッ ト し た い 場 合 は setTime() メソ ッ ド を 用 い 
ます 。 こ れ ら Date クラ ス の 構文 を 用 いて 現在 日 時 を 表示 する プロ グラ ム が リス 
ト 14-2 で す 。 


リス ト 14-2 


1mport java.uti1].Date: import し て お く と 便利 


1 
2 public class Main { 

3 pu51ic static void main(String[] args) { 

4 Date now = new Date () うー 現在 の 日 時 を 取得 ] 
5 System.out .print1n (now) , 

6 System.out .println (now.getTime () ) : 

7 Date past = new Date{1316622225935L) , 
System.out.print1n (past) : 


ほ ER 
2011 | | (※ 実 行 の 日 時 に より 以上 の | 
明 | 日 付 と 数 値 は 変わ り ます ) 有 





ここ で 、 こ れ ま で に 学習 し た 2 つの 形式 に つい て 図 14-1 に 整理 し ます 。 


java.sql.Date と 混同 し な い 


java.utilDate と 似 た クラ ス と し て 、 javasqlDate と いう クラ ス が あり 
ます 。 こ れ は デー タベース を 利用 し た プロ グラ ム で 利用 する も の で 、 通 
常 の 日 時 情報 の 格納 に は 使い ませ ん 。 








Java を 支え る 標準 クラ ス 


図 14-1 long 値 と Date 型 の 関係 





System.currentTimeMillis( ) = long 型 
で 現在 時 刻 を 取得 1316622225935 
内 部 的 に は | 
革 : 両方 と も に gs 
long 型 
new Date() で 現在 日 時 を 到 得 Ce 


1316622225935 





全 E 証 証 考 人 間 が 扱い や すい 8 つの 形式 


long 値 も Date クラ ス も 、 結 局 は エポック か ら の 経過 ミリ 秒 数 を 扱っ て いる こ 
と に 違い は な く 、 人 間 が 日 付 情報 を 扱う に は 不便 で す 。 そ こ で 、 人 間 に と っ て 使 
いや すい 2 つの 日 時 形式 を 紹介 し ます 。 


形式 3 : 人 間 が 読み や すい String 型 の イン スタ ンス 


人 間 が 読み や すい の は 「2011 年 9 月 22 日 1 時 23 分 45 秒 」 の よう な 文字 列 
と し て の 形式 で す 。 画 面 に 時 刻 を 表示 する 場合 、 こ の 形式 に 変換 する 必要 が あり 
ます 。 

た だ し 、 一 口 に 文字 列 と いっ て も 、 さ ま ざ ま な 形式 が 考え られ る 点 に は 考慮 が 
必要 で す 。 た と えば 「2011/9/22 1:23:45」 と いう 形式 で 表示 し た いこ と も ある 
で し ょ うし 、 あ る い は 「11-09-22 01:23:45AM」 と 表現 し た いこ と も ある で し ょ 
う 。s 


民 


形式 4 : 人 間 が 指定 し や すい 「6 つの jintu 形 式 


前 述 の SystemcurrentTimeMiillis() メソ ッ ド を 使う か 、Date クラ ス を new す 
れ ば 「 現 在 の 時 刻 」 は 簡単 に 得 ら れ ま す 。 し か し 、 あ る 特定 の 日 時 情報 (た と えば 
2011 年 9 月 22 日 1 時 23 分 45 秒 ) を 人 間 が キー ボー ド や マウ ス な ど で 入 力 す 
る 場合 に は 、「 年 ・ 月 ・ 日 ・ 時 ・ 分 ・ 秒 」 を それ ぞ れ 整数 (int 値 ) と し て 指定 する こと 
が 一 般 的 で す 。 

ここ まで で 、 私 た ち は 日 時 を 表す 4 つの 形式 を 学び まし た 。 機械 が 扱い や す 
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い 形 式 と し て の long 型 と Date 型 、 人 間 が 扱い や すい 形式 と し て の 文字 列 型 と 6 
つの jint 値 で す ( 図 14-2)。 


図 14-2 long 値 と Date 型 の 関係 


最 層 が 理 錠 
System.currentTimelnMillis( ) long 玩 し や すい 疹 式 / リ ) り ) 
で 現在 時 刻 を 取得 還 記 1316e22225935 計 : 


ーー ン ン 









Date( 1 た は 
上 邊 setTiimei) 
| Date 弄 
new Date( ) で 現在 日 時 を 取得 請 議 1316622225935 

残さ れ た 課題 (1 ) 臣 残さ れ た 課題 2) 

Date 型 と 6 つの int 型 の これ な ら 日 時 と te 型 と String 型 の 
相 時 人 00 わか る ね Eh 
6 つの int 型 String 型 
2011.9.22.1,23.45 "2011 年 9 月 22 日 1 時 23 分 45 秒 " 
人 間 が 日 時 を 指定 し や すい 形式 人 間 に と っ て 日 時 を 読み や すい 形式 





これ ら 4 つの 形式 を 自由 に 利用 で きる よう に な る た め に 、「(1) Date 型 と 6 つの 
int 値 の 相互 変換 」 と 「(2) Date 型 と 文字 列 の 相互 変換 」 の 2 つ を 学び まし ょ う 。 


生 衣 話 委 Calendar クラ ス の 利用 
「 課 題 (1) Date 型 と 6 つの int 値 の 相互 変換 」 の 解決 の た め に は 、javautil 


Calendar クラ ス が 準備 され て お り 、 構 文 は 次 の と お り で す 。 ま た 、 そ の サン プ 
ル を リス ト 14-3 に 示し ます 。 


ウ ク 「6 つの int 値 ] か ら Date イン スタ ンス を 生成 する 


Calendarc=Calendar.getInstance(): 

c.set( 年 , 月 , 日 , 時 , 分 , 秒 ): また は c.set(Calendar. ン , 値 ): 
Date d=c.getTime(): 

※ー に は YEAR、MONTH、DAY_OF_MONTH、HOUR、MINUTE、DAY な ど を 指定 する 。 
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人 ク Date イン スタ ンス か ら 「6 つの int 値 ] を 生成 する 


Calendarc=Calendar.getlInstance(): 
c.setTime(d): //d は Date 型 変数 

int year = c.get(Calendar.YEAR): 

int month = c.get(Calendar.MONTH): 

int day = c.get(Calendar.DAY_OF_MONTH): 
int hour=c.get(Calendar.HOUR): 

int minute =c.get(Calendar.MINUTE): 

int second =c.get(Calendar.SECOND): 


リス ト 14-3 
1mport ]ava.uti] .Calendar: LMSIJV 
1mport ]aVa.Uuti1.Date: 
public class Main { 
pub]io static void main(String[] args) { 
現在 の 年 を 表示 ずる 
Date now = new Datel)j 
Calendar c = Calendar.qetInstance [) : 
Cc.setTime (now) : | 比 
int y = c.get(Calendar.YEAR) : に 
System.out.println(" 今 年 は "+Y+ ュ “年 で す 『) 』 
指定 し た 日 の Date 型 の 値 を 得る 
c.get (2010,8,22,1,23,45) 
c.set (Calendar.YEAR。 2011) , 一 一 [ 年 だ け を 2011 に 変更 ] 


ate Da8t = C.qetT1mel) i 
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「 月 」 の 値 に ご 用 心 


Calendar を 用 いて 「 月 」 の 情報 を 取得 ・ 設 定 する 場合 に は 、1 12 で は 
な く 0 で 11 で 指定 する こと に な っ て いる た め 注 意 が 必要 で す 。 た と えば 、 
2 月 を 設定 したい 場合 に は 、「cset ( CalendarMONTH, 1 )」 と し ます 。 








向上 員 友和 SimpleDateFormat クラ ス の 利用 


最後 に 残さ れ た 「 課 題 (2) Date 型 と 文字 列 型 の 相互 変換 」 の 解決 に は 、 簡 単 な 
方 法 と 高度 な 方 法 が あり ます 。「Sun Aug 07 16:38:59 JST 2011」 の よう な 文字 
列 (多少 、 読み づら いで す が ) で よけれ ば 、 Date イン スタ ンス の toSrring() メソ ッ 
ド を 呼び 出す だ け で 取得 で きま す 。 

も し 、 独 自 に 書式 を 指定 し て 「2011 年 8 月 7 日 16 時 」 の よう な 文字 列 を 生成 
し た い 場 合 は 、java.text.SimpleDateFormat タラ ス を 用 いる 必要 が あり ます 。 


ク Date か ら String を 生成 する 


SimpleDateFormatf= new SimpleDateFormat ( 書式 文字 列 ): 
String s= fiformat (d): //d は Date 型 変数 


クウ String か ら Date を 生成 する 


SimpleDateFormatf= new SimpleDateFormat ( 書式 文字 列 ): 
Date d=fparse ( 文字 列 ): 


Java を 支え る 標準 クラ ス 


に この 「 書 式 文字 列 」 に は 何 を 指定 すれ ば いい ん で すか ? 
"yyyy/MM/dd" や "yyyy 年 MM 月 dd 日 "の よう に 、 日 付 の 書 た 
式 を 指定 する ん だ よ 。 いこ プ 


書式 文字 列 に 使う こと が で きる 主 な 記号 は 以下 の と お り で す 。 


表 14-1 寺 式 文字 列 と し て 利用 可能 な 文字 (一 部 )。 





次 の リス ト 14-4 は 、SimpleDateFormat を 用 いて 指定 し た 形式 で 日 付 情報 を 
表示 する コー ド 例 で す 。 


throws に つい て は 15 章 で 解説 し ます 
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new SimpleDateFormat ("yyyy/MM/dd HH:mm:ss" ): 
SLr1ng 8 = ff.fOrmat (noW) : 
System.out .print1n (8) : 
// 指定 日 時 の 文字 列 を 解析 し Date 型 と し て 得る 
Date d = f.parse(!2011/09/22 01:23:45!] : 


14-3 は 4 つの 形式 を まとめ た も の だ 。 日 時 情報 は Date 型 で 
扱う 方 法 を 基本 と し 、 必 要 に 応じ て ほか の 形式 に 変換 し て 使っ 


て ほし い 。 





図 14-3 long 値 と Date 型 の 関係 


System.currentTimeMillis( long 型 。 し や すい 形式 
で 現在 時 刻 を 取得 1316622225935 人 





pxe 
getTimet ) sstTime( ) 


Date 弄 
new Date( ) で 現在 日 時 を 取得 請 議 6622225989 
"の, NN 
setTimet ) W) 
ア 
Calendar SimpleDateFormat 
Parsi 
ク 'N 
6 つの int 型 Stmng 肛 
2011.9.22.1.23.45 "2011 年 9 月 22 日 1 時 23 分 45 秒 " 
人 間 が 日 時 を 指定 し や すい 形式 人 間 に と っ て 日 時 を 読み な や すい 形式 


ここ まで 紹介 し て きた よう に 、Java に お ける 日 付 の 取り 扱い は 少し 複雑 で す 。 
また 、 あ いま いな 日 時 情報 や 時 差 情報 を うま く 扱 うこ と も で きま せん 。 

Java8 以降 で は 、 上 記 の よう な 課題 を 克服 し た 新しい 日 付 API が 追加 され て い 
ます 。 


Java を 支え る 標準 クラ ス 


すべ て の クラ ス の 祖先 


14.1.4 節 で は Date イン スタ ンス に は toString() と いう メソ ッ ド 


后 。 ] が ある こと に 触れ た ね 。 実は 、 こ の toString() と いう メソ ッ ド は 、 
N ウ すべ て の クラ ス で 利用 で きる ん だ 。 








すべ て っ て 、Hero や Matango に も で すか ? で も ボク た ち 、 の の PO 
Hero クラ ス に は 、 そ ん な メソ ッ ド を 宣言 し て いま せん よ ? ツリ 

湊 く ん が 不思議 に 思う の も し か た あり ませ ん 。 し か し 、 次 の リス ト 14-5 は 何 
の 問題 も なく コ ン パ イル で き 、 実 行 が 可能 で す 。 





リス ト 14-5 

| public class Empty 人 
| public class Main { 
2 public static void main(String[] args) [ 

3 Empty e = new Empty() : 

4 String gs = e.toStringl) : 

5 Sysem.out .print1n (3) : 


e } 
7 } 


メソ ッ ド も フィ ー ル ド も いっ さい 定義 し て いな い ク ラス の toString() を 呼び 出 
せる の は 、Java に は 次 の よう な 約束 が 備わっ て いる か ら で す 。 


司 玉 
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POUUECUUTUUOKEELULPULLUKLLUULLULULLAUEUUULLLLLCULULULLLLULUUUULLUUUUEUULLLLSCLUSLLLPLLCLSSLLUCCLLLLCLLLLLL 


富 / 暗 叶 の 編 


ある クラ ス を 定義 むせ る と き 、extends で 親 ク ラス を 指定 し な けれ ば 、java. 
lang.Object を 親 クラ ス と し て 継承 し た と 見 な され る 。 


つま り 、 先 ほど の Empty クラ ス は 、 以 下 の よ うな クラ ス 定 義 と 実質 的 に 同じ 
も の な の で す 。 





pub1ic cass Bmpty extends Ob]ect 1] 


extends を 指定 し な く て も 必ず Object を 継承 する と いう こと は 、「Java で は 親 
な し の クラ ス を 定義 で き な い 」 と いう こと に ほか な り ま せん 。 こ れ ま で 紹介 し て 
きた さま ざま な クラ ス も 、 そ の 親 ク ラス を 順に 辿っ て いく と 、 最 終 的 に は java. 
]ang.Object クラ ス に 到達 し ます 。 





既存 クラ ス を extends し て extends 指 定 な し で 
私 た ち が 新 し く 定 義 す る クラ ス 私 た ち が 新 し く 定義 す る クラ ス 


図 14-4 java.lang.Object は すべ て の クラ ス の 揚 先 


API リ ファ レン ス を 調べ る と 、 全 クラ ス の 祖先 で ある Object クラ ス に は 、 次 
の よう な メソ ッ ド が 定義 し て ある こと が わか り ま す 。 


Java を 支え る 標準 クラ ス 


・equals() ある イン スタ ンス と 自分 自身 と が 同じ か を 調べ る 
・toString() 自分 自身 の 内 容 の 文字 列表 現 を 返す 


Empty クラ ス で toString() を 利用 で きた の は 、「 暗 上 黙 の 親 ク ラス で ある Object 
クラ ス か ら 継 承 し て いた か ら 」 だ っ た の で す 。 


生 呈 E 講 Object クラ ス の 存在 価値 


で も 、 そ も そ も Java を 作っ た 人 は 、 な ぜ 「 す べ て の 先祖 Object の 2 
クラ ス 」 な ん て いう も の を 作っ た ん だ ろう 。 / 


ア いい 疑問 だ ね 。 そ れ で は Object クラ ス が 必要 な 理由 や 、 そ の 
\g ノ 存在 価値 を 紹介 し よう 。 


な ぜ Java に は 、java.lang.Object の よう な 「 全 クラ ス の 祖先 」 に あたる クラ ス が 
準備 し て ある の で し ょ うか 。 そ の 理由 と し て は 次 の 2 つが 考え られ ます 。 





Java で は 、「 す べ て の クラ ス は 絶対 に java.lang.Object の 子孫 」 
な ん で すね 。 


理由 1 : 多 態 性 を 利用 で きる よう に な る か ら 


すべ て の クラ ス が Object を 先祖 に 持つ の で すか ら 、「 す べ て の クラ ス jsa 
Objectj と いう こと が で きま す 。 あ ら ゆ る クラ ス は 「 ザ ッ ク リ みれ ば 、 ど れ も 
Object」 と し て 同一 視 で きる の で す ( 第 13 章 を 参照 )。 

これ は 、 次 の リス ト 14-6 の よう に 、「Object 型 の 変数 に は 、 ど ん な イン スタ 
ンス も 代入 で きる 」 こ と を 意味 し て いま す 。 


リス ト 14-6 








] public class Main { 
う public static void main(String[] args) { 


博 
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3 0bject ol1 = new Empty() : 
Object o2 = new Hero{ ): 
Object o3 = "こん に ち は !": 
] 
) 


また 次 の リス ト 14-7 の よう に 、 引 数 と し て Object 型 を 用 いる こと で 、「 何 型 
で も いい か ら イ ンス タン ス を 渡せ る 」 メ ソ ッ ド を 作る こと も で きま す 。 


リス ト 14-7 





public class Main { 
pub1ic yoid printAnything(Object o) { 
// 何 型 で も いい か ら 、 引 数 を 1 つ 受 け 取 り 画 面 に 表示 
System.out .print1n(o,toString1) ) : 








System.out.printIn() の 中 身 


ちな み に 、 リ スト 14-7 の printAnything() メソ ッ ド と ほぼ 同じ 内 容 を 
持つ の が 、 私 た ちがい つも 利用 し て いる System.out.printlIn() メソ ッ ド 
で す 。API リフ ァ レ ンス で System.out.printIn() を 調べ る と 、 引数 と し て 
Object 型 を 受け 取る こと が で きる よう に な っ て いる こと が わか り ま す 。 

System.out.printIn() は 渡さ れ た イン スタ ンス の 内 容 を 画面 に 表示 す 
る 役割 を 持っ て いま す が 、 そ の 実現 の た め に 、 渡 され た オブ ジェ クト の 
toString() メソ ッ ド を 呼ん で 文字 列表 現 を 得 て 、 そ れ を 画面 に 出力 し て 
いま す 。 
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この よう に Object 型 の 変数 は 、 あ ら ゆ る 参照 型 の イン スタ ンス を 格納 で きま 
す 。 格納 で き な い の は 、 基 本 デー タ 型 (int や long な ど ) の 情報 だ け で す 。 
理由 2 : すべ て の クラ ス が 最低 限 備え る べき メソ ッ ド を 定義 で きる か ら 

「 少 な く と も Java の クラ ス で あれ ば 、 最 低 限 備え て お いた ほう が よい 機能 」 と 
いう も の が あり ます 。 た と えば 、 イ ンス タン ス 同 士 の 内 容 が 同じ も の か を チェ ッ 
ク し た り 、 イ ンス タン ス の 内 容 が どの よう な も の か を 文字 情報 と し て 表示 させ た 
り し た いこ と は 頻繁 に あり ます 。 

Object クラ ス で equals() や toString() な ど が 定め られ て いる お か ば げ ば で 、 私 た 
ち は ク ラス の 種類 を 気 に す る こと な く 、 常 に 同じ 方 法 で 内 容 を 比較 し た り 表 示し 
た り で きる の で す 。 


生生 一 デフ ォ ル ト の 文字 列表 現 
さて 突然 で す が 、 次 の コー ド を 見 て 表示 され る 結果 を 想像 し て みて くだ さい 。 


リス ト 14-8 
public class Hero { LEOEC 
Str1nq namer 


int hpi 


public class Main { 





public static void main(String[] args) { 
Hero h = new Hero() 
h.name = "ミナ ト 『: 
h.hp = 100: 
System.out .print1n(h、.toStringl) ) : 
1 
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toString() メソ ッ ド は 、 オ ブ ジ ェクト の 中 身 の 情報 を 文字 列 に し 
て くれ る の よね 。「 名 前 = ミナ ト 、HP=100」 み た いな 表示 が 出 





る の か な 。 


ボク は 「 和 名 前 : ミ ナ ト / HP:100」 だ と 思う な 。 


2 人 の 予想 と は 大 きく 異な り 、 実 行 結果 は 次 の よう な も の に な り ま す 。 








あれ ? な ん で こん な 変 な 出力 に な つ ち ゃ うん だ ろう 。 


試し に Date クラ ス を new し て toString() を 呼ん を で み ま し た け 


ど 、 こ ん な お か し な 表示 で は な く 、 ち ゃ ん と 日 時 が 表示 され ま 
し た 。 ど うし て Hero クラ ス だ け ? 





リス ト 14-8 で わか る よう に 、Hero クラ ス に は toString() メソ ッ ド が 宣言 され 
て いま せん 。 と いう こと は 、Mainjava の 6 行 目 で 呼び 出さ れ て 動作 し て いる の は 、 
Object クラ ス に 宣言 され 、Hero クラ ス に 継承 され て きた toString() メソ ッ ド で す 。 

実際 、 Object クラ ス に 定義 され て いる toString() メソ ッ ド は 、「 型 名 @ 英 数 字 」 
と いう 形式 で 情報 を 表示 する と いう 極め て シン プル な 処理 内 容 に な っ て いま す 。 


546 


Java を 支え る 標準 クラ ス 


打上 EE 信 文字 列表 現 を 定義 する 






「printIn(htoString())」 だ け で 「 名 前 : ミ ナ ト ン HP:100」 み た いな 
表示 を し て ほし いで す 。 





その た め に は 「toString() が 呼ば れ た ら 、 ど の フィ ー ル ド の 内 容 
を 、 ど う 修 飾 し て 文字 列表 現に する か 」 を 湊 く ん が 指示 し て あ 
げ る 必要 が ある ね 。 





Hero クラ ス の toString() メソ ッ ド が 呼ば れ た 際 、 湊 くん が 期待 し た よう な 文 
字 列 を 得る に は 、 次 の よう に Hero クラ ス で toString() メソ ッ ド を オー バー ライ 
ド す る 必要 が あり ます 。 


リス ト 14-9 





eroJava 


public class Hero { 
Strinq name: 


int hpi 


public String toString() ( オー バー ライ ド す る 


return "名 前 :! + this.name + リ ン HP:! + this.hDp: 


1 


pa 
自 


public class Main { 
publio static void main(String[] args) { 
Hero h = new Hero() : 
4 1h.name = "ミナ ト 『」 
h.hp = 1006: 
System.out .println(h) , 
_ 交 
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8 ] 


Date クラ ス の toString() を 呼び 出し た と き に 変 な 表示 に な ら な 


か っ た の は 、 き っ と Date クラ ス で オー バー ライ ド さ れ て いた か 
ら な の ね 。 





この よう に toString() メリ ソ ッ ド を オー バー ライ ド し て お く こ と で 、 イ ンス タン 
ス の 内 容 を 画面 に 出力 する こと が 簡単 に で きる よう に な り ま す 。 い くつ も の 情報 
を 内 部 に 持つ よう な クラ ス を 開発 し た ら 、 ぜ け toSring() メソ ッ ド を オー バー ラ 
イド する こと を 検討 し て くだ さい 。 


穫 中庄 書 等 値 と 等 価 の 違い 

Object クラ ス で 定義 され て いる メソ ッ ド の 中 で も 、toString() と 並ん で 有名 な 
の が equals() メソ ッ ド で す 。equals() メソ ッ ド は 、2 つの イン スタ ンス が 「 同 じ 
内 容 で ある か 」 を 判定 する た め 、 次 の よう に 用 いら れ ま す 。 


リス ト 14-10 


pub1ic class Main { 
public static void main(String[] args) { 
Hero h1 = new Heroll 
h1.name = "ミナ ト 『: 
h1.hp = 100: 


[ Hero h2 = new Hero(): 2 人 目 の 勇 者 


12 .name = "ミナ ト 『!: 


12.hp = 100: 

if (h1.equa1s(h2) == true) { 
1Q System.out.println(" 同 じ 内 容 で す 『) : 
) else { 


System.out.print]n(" 違 う 内 容 で す 『) 


Java を 支え る 標準 クラ ス 


( 遇 同じ か どう か の 判断 っ て 「if(h1 ==h2 )」 で は ダメ な ん で すか ? 


湊 く ん が いう よう に 、 同じ か どう か の 判定 に は 、「i ( h1 王 h2 )」 と いう 書き 方 
も あり ます 。 し か し 、 ニ == を 使っ た 判定 と equals を 使っ た 判定 で は 、 微 妙 に 意 
味 が 異な る こと に 注意 が 必要 で す 。 前 者 の よう な 比較 は 等 値 (equality) で ある か 、 
後者 は 等 価 (equivalence) で ある か を 判定 する た め の も の で す 。 





そう いえ ば 第 3 章 で 「 文 字 列 の 比較 は equals() を 使う 」 と 丸 暗 記 
し まし た けど 、"“equals" と "==" っ て 何 が 違う ん で し ょ う ? 


図 14-5 等 値 と 等 価 の 違い 


等 値 (ニー) の 十 等 価 (equals) の W 走 
指し て いる も の が 「 完 全 に 同一 の 存在 」 で ある こと 指し て いる 2 つの も の が 「 同 じ 内 容 」 で ある こと 
(つま り 同じ アド レス を 指し て いる こと ) (同じ アド レス を 指し て いな く て も よい ) 





2 
N | 1 1 


2132 番 地 ここ に 注目 3132 番 地 3345 番 地 9191 番 地 
還 晴 。 還 晴 | 国 是 2 
0 に 02 が 

h1 == h2 で ある 時 
コー h1.equals(h2) で ある 


だ か ら String 型 は equals() で 判定 が 必要 だ っ た の ね 。 


眉 
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矯 時 生 革 等 価 判 定 方 法 の 指定 
equals() は 、 す べ て の クラ ス で 使え る の で 、 等 価 か 調べ た いと 
ご リ き に は 、 と に か く equals() を 呼び 出せ ば いい ん で すね ! 


いや 、equals() に つい て も 湊 く ん が 「 何 を も っ て 同じ も の と 見 , マ 
な すか 」 を 指定 し て あげ な いと 正しく 動か な いん だ 。 いこ ノ 


何 の 準 備 も な く 自 分 で 作っ た クラ ス の equals() メソ ッ ド を 呼び 出し て も 、 う 
まく 動き ませ ん 。 た と えば 先ほど の リス ト 14-10 で は 内 容 が 同じ は ず の 2 つの 
Hero イン スタ ンス を 比較 し て いま す が 、 実 行 する と 画面 に は 「 違 う 内 容 で す 」 と 
表示 され て し まい ます 。 

実は Object クラ ス か ら 継 承 さ れる equals() メソ ッ ド の 処理 内 容 は 、 お お むね 
以下 の よう な も の に な っ て いま す 。 





と れ っ て … た だ の 等 値 判 定 じ ゃ な いで すか ! 


そう な ん だ 。「 何 を も っ て 同じ 内 容 と 見 な すか 」 は 、 そ れ ぞ れ の AA 
クラ ス に よっ て 異な る か ら 、Object クラ ス で は 「 と りあ え ず 等 の ) 





値 な ら true を 返す 」 作 り に し て ある ん だ よ 。 


そもそも 等 価 の 判定 は 、 機 械 的 に は 行う こと が で き な い も の で す 。 な ぜ な ら 「 何 
を も っ て 、 意 味 的 に 同じ も の と 見 な すか 」 は 、 ク ラス に よっ て 異な り 、 一 律 に は 
決め られ な いか ら で す 。 た と えば 、 名 前 が 「 ミ ナ ト 」 の 勇者 と 「 ミ サト 」 の 勇者 を 同じ 
も の と 見 な すか どう か は 、 作 る ゲー ム に よっ て 異な る で し ょ う 。 


Java を 支え る 標準 クラ ス 


そこ で クラ ス の 開発 者 は 、 そ の クラ ス の イン スタ ンス に つい て 、「 何 を も っ て 、 
意味 的 に 同じ と 見 な すか 」 を equals() メソ ッ ド の オー バー ライ ド と いう 形 で 指定 
し な けれ ば な り ま せん 。 

仮に 、Hero クラ ス は 「 名 前 が 同じ で あれ ば 同じ 内 容 の イン スタ ンス と 見 な す 」 
と 定義 する な ら ば 、 次 の よう な コー ド に な る で し ょ う 。 


リス ト 14-11 


8 の 
public class Hero { | 
Strind namei 


1nt hpi 


等 値 な ら 間違い な く 等 価 






pub1ic boolean eguals(0bject o) { 
if (this == o) | return truei } 
if (o instanceof Hero) { 
Hero h = {Hero) oO: 
1f (Ehis.name.equals(h.name)) { 


10 BeLUYI 上 TUGz 


9 


return FalSe: 
14 ] 
+ ) 


Hero クラ ス に 上 記 の よう な 修正 を 行っ た 上 で リス ト 14-10 の Main クラ ス を 細 
実行 する と 、「 同 じ 内 容 で す 」 と いう 表示 結果 を 得 られ ます 。 


toStrin 戸 () と equals() の オー バー ライ ド 


新しく クラ ス を 開発 し た ら 、toString() と equals() を オー バー ライ ド す る 
必要 性 が な いか を 検討 する 。 


COUTUTUUUETTUTTTEEUTUUTELUITLUUUELLLULLLULELELUULULULLCUULLLUUULULLULLUUULLLULLLULLLLLLLLLLLLLLLLULLLLLLD 
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基本 デー タ 型 を 
オブ ジェ クト と し て 扱う 


矯 更 滞 動 ラッ パー クラ ス と は 


先輩 。API| リフ ァ レ ンス を 見 て いた ら 、java.lang パッ ケー ジ の 
中 に 、Long と か Boolean と か 、 お も し ろ い 名 前 の クラ ス を 見 


つけ まし た 。 





それ ら は 「 ラ ッ パ ー ク ラス 」 と 呼ば れる クラ ス だ よ 。 








「- 六 
プ 


これ まで に 学ん だ よう に 、Java で 利用 で きる 型 は 、 大 きく 「 基 本 デー タ 型 」 と 
「 参 照 型 」 の 2 種類 に 分 けら れ ま す 。 特 に int 型 や boolean 型 と いっ た 基本 デー タ 
型 に つい て は 、 こ の 本 の 冒頭 か ら 数 多く 使っ て きま し た 。 

と ころ で 、Java の API で は 、 そ れ ぞ れ の 基本 デー タ 型 に 対応 し た クラ ス を 準 
備 し て お り 、 そ れ ら は ラッ パー クラ ス (wrapper class) と 総称 され て いま す 。 


表 14-2 基本 デー タ 型 と ラッ パー クラ ス の 対応 
java.lang.Byte 
暫 jpewsmesw 


leng | java.lang.Long 
し eememmr | 
le eeeqeow 
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これ ら ラ ッ パ ー ク ラス に は 2 つの 役割 が あり ます 。 


第 1 の 役割 : 便利 を な メソッド の 提供 


最初 の 役割 は 、「 あ る 基本 デー タ 型 に 関す る 、 便 利 な メソ ッ ド を 提供 する こと 」 
で す 。 た と えば 、Imteger クラ ス は 以下 の よう な int に まつ わる 多く の 便利 な メ 
ソ ッ ド を 持っ て いま す 。 


表 14-3 Integer クラ ス が 持つ 便利 な メソ ッ ド (一 外 ) 


| Parselnt() | 数字 の 文字 列 を int 型 に 変換 する 
整数 を 16 進 表 界 に 変換 する 





これ ら の 便利 メソ ッ ド は 、 い ずれ も 静 的 メソ ッ ド (Sstatic) で 宣言 され て いる た 
め 、 ラ ッ パ ー ク ラス を イン スタ ンス 化す る こと な く 、 手軽 に 利用 で きま す 。 


第 2 の 役割 : イン スタ ンス と し て 扱え る よう に する 
第 2 の 役割 は 、 基 本 デー タ 型 の 情報 を イン スタ ンス と し て 扱え る よう に する 
こと で す 。 次 の コー ド を 見 て くだ さい 。 


1nt 11 = 15: 


Tnteger 12 = Integer .value0f (11) , | int つ Integer 変換 ] 


System.out .print]n (12) 


憶 


この コー ド の 2 行 目 で は 、Imteger クラ ス の valueOf メ ソ ッ ド を 呼び 出し 、 基 
本 デー 人 タ 型 int の 変数 i1 の 内 容 を 、 ラ ッ パ ー ク ラス 型 Integer の 変数 i2 に 変換 
し て いま す 。 

この 変数 i2 に 格納 され て いる Imteger イン スタ ンス は 、 内 部 で 「15」 と いう 値 
を 保持 する だ け の 極め て シン プル な イン スタ ンス で す 。HP や 名 前 な ど 、 多 数 の 
情報 を 保持 し て いた Hero イン スタ ンス な ど と は 大 違い で すね 。 
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図 14-6 基本 デー タ 型 と ラッ パー クラ ス 


int 型 の 「15」 Integer 型 の 「15」 
イン スタ ンス 内 の フィ ー ル ド 


アジ 
i1 





図 14-.6 の どちら の 変数 も 、 結 局 「 15」 と いう 情報 を 持っ て いま す 。 箱 の 中 に 入っ 
て いる も の が 数 値 そ の も の か 、 イ ンス タン ス に 包ま れ た 数 値 な の か の 違い で し か 
あり ませ ん 。 

し か も 、 基 本 デー タ 型 の ほう が 、 よ り メ モリ の 消費 量 が 少な く 、 高 速 に 読み 書 
き で きる こと を 考え る と 、Imteger 型 の よう な ラッ パー クラ ス を 使う 必要 性 を 感 
じ ら れ な いか も し れ ま せん 。 

し か し 、Java に は 「 基 本 デー タ 型 を 利用 で き な い API」 が いく つか が 存在 し ます 。 
その よう な API の メソ ッ ド を 私 た ち が 利 用 する 場合 、「15」 と いう 数 字 情 報 を 渡 
し た いと き に は 、 int 型 の 変数 で は な く Integer 型 を 利用 する 必要 が ある の で す 。 


休 正 正 玉 基本 デー タ 型 と ラッ バー クラ ス の 相互 変換 


第 2 章 で 学ん だ よう に 、 基本 的 に 異な る 型 の 変数 に 値 は 代入 で きま せん 。 よ っ 
て 「15」 と いう 数 字 を int 型 の 変数 に 代入 する こと は で き て も 、Imteger 型 の 変数 
に その まま 代入 する こと は で きま せん 。 

つま り 「int 型 の 変数 に 入っ て いる 値 を Integer 型 の 変数 に 入れ た い 場 合 」 や 、 
逆 に 「Imteger 型 の 変数 に 入っ て いる 値 を int 型 の 変数 に 入れ た い 場 合 」 は 、 相 互 
に 型 を 変換 する 必要 が あり ます 。 

ラッ パー クラ ス へ の 変換 に は valueOf を 、 基 本 デー タ 型 へ の 変換 に は intValue 
() や longValue() な どの 「 一 Value()」 メ ソ ッ ド を 利用 し ます 。 


Java を 支え る 標準 クラ ス 


リス ト 14-12 


public class Main { 
pubplic static Yoid main(String[] args) [ 
int 11 = 15: 


4 Integer 12 = Inteqer.value0f (11) , int つ Integer 変換 


int 13 = 12.intValue () : 
] Integer 一 int 変換 


「valueOf() や intValue() を 呼ぶ の は 理解 で きた けど 、 ち ょ っ と 


めん どう で す よ お ぉ お て 」 と か 、 湊 は 思っ て いる ん じゃ な い ? 


そ 、 そ ん な こと は 断じて … あ る … か も 。 


湊 く ん の 感覚 は 正しい よ 。 だ か ら Java に は 相互 変換 を 自動 的 に 
いと 





行う し くみ が 備わっ て いる ん だ 。 


古い パー ジョ ン の Java で は 、「 基 本 デー タ 型 と ラッパ ー ク ラス と の 間 の 相互 型 
変換 」 を valueOf() と 一 value() メソ ッ ド を 用 いて 明示 的 に 行う 必要 が あり まし た 。 
し か し Java5 以降 で は 、 叶 黙 釣 に 相互 変換 を 行う AutoBoxing と AutoUnboxing 
と いう し くみ が 導入 され まし た 。 


を 2 AutoBoxin 互 と AutoUnboxin 巨 


ラッ パー クラ ス 型 と 基本 デー タ 型 と の 間 で 代入 を 行う 式 を 記述 する と 、 
自動 的 に valueOf() や ー value() に よる 型 変換 が 行わ れる 。 


この し くみ の お か げ で 、 次 の リス ト 14-13 を 記述 し て も 文法 エラ ー が 発生 す 
る こと な く コ ン パ イル で きま す 。 ぜ ひ 、 リ スト 14-12 と 見 比べ て くだ さい 。 
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int つ Integer 自動 変換 
Integer 一 int 自動 変換 





どう せ 似 た も の だ か ら と 「 空 気 を 読ん で 」 変 換 し て くれ る の ね 。 


と これ で ラッ パー クラ ス も 使え る よう に な っ た か ら 、 い つ 「 基 本 


デー タ 型 で は 使え な い 一 部 の API」 を 使う 日 が き て も 大 丈夫 だ ! 


5 そう だ ね 。 き っ と その 日 も 遠い こと で は な いよ 。 





Java を 支え る 標準 クラ ス 


第 14 章 の まとめ 


この 章 で は 、 次 の よう な こと を 学び まし た 。 


日 付 の 扱い 


・ Java に お ける 日 付 情報 は 基本 的 に java.util.Date 型 で 扱う 。 
・ その 他 、 必 要 に 応じ て long 値 、6 つの int、String 型 に 変換 し て 用 いる 。 
・「 年 月 日 時 分 秒 」 の 6 つの int 値 か ら Date イ ンス タン ス を 得る た め に は 


Calendar クラ ス を 使う 。 


・Date イン スタ ンス の 内 容 を 任意 の 書式 で 文字 列 に 整形 し た い 場 合 は 、 


SimpleDateFormat クラ ス を 使う 。 


Object クラ ス 


・ Java に お いて 、 す べ て の クラ ス は Object クラ ス の 子孫 で ある 。 

・ すべ て の イン スタ ンス は Object 型 変数 に 格納 可能 で ある 。 

・ すべ て の クラ ス は Object か ら toString() や equals() を 継承 し て いる 。 

・ 自分 で 作成 し た クラ ス に お いて は 、 文 字 列 表現 や 等 価 判定 方 法 を 指定 する た 


ラ 


め 、toString() や equals() を オー バー ライ ド す る 。 


| 『 さ 


ッ パ ー ク ラス 
基本 デー タ 型 に 対応 し た ラッ パー クラ ス が java.lang パッ ケー ジ に 存在 する 。 


・ 基本 デー タ 型 と ラッ パー クラ ス の デー タ は 、valueOf() や て value() メソ ッ ド 


* 


で 明示 的 に 変換 で きる 。 
両者 は AutoBoxing / AutoUnboxing 機構 に より 暗黙 的 に も 変換 され る 。 
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練習 問題 


main() メソ ッ ド の み を 持つ クラ ス Main を 定義 し 、 以 下 の 手順 を 参考 に し て 「 現 
在 の 100 日 後 の 日 付 」 を 「 西 暦 2011 年 09 月 24 日 」 と いう 形式 で 表示 する プロ 
グラ ム を 作成 し て くだ さい 。 


① 現在 の 日 時 を Date 型 で 取得 し ます 。 

②) 取得 し た 日 時 情報 を Calendar に セッ ト し ます 。 

③ Calendar か ら 「 日 」 の 数 値 を 取得 し ます 。 

③④ 取得 し た 値 に 100 を 足し た 値 を Calendar の 「 日 」 に セッ ト し ます 。 

⑤ Calendar の 日 付 情報 を Date 型 に 変換 し ます 。 

⑥ SimpleDateFormat を 用 いて 、Date イン スタ ンス の 内 容 を 表示 し ます 。 


口座 番号 を 表す String 型 フ ィ ー ル ド accountNumber と 、 残 高 を 表す int 型 
フィ ー ル ド balance を 持つ 銀行 口座 タラ ス を 作っ て くだ さい 。 さ ら に 、 この クラ 
ス に メソ ッ ド 宣言 を 追加 し 、 次 の ゆ と ② の 条件 を 満た す よ うに 修正 し て くだ さい 。 


① 口 座 番 号 4649、 残高 1592 円 の Account イン スタ ンス を 変数 a に 生成 し 、 
「System.outprintIn ( a ):」 を 実行 する と 、 画 面 に 「\1592 (口座 番号 = 4649)」 
と 表示 され る こと 。 

②③ 口座 番号 が 等 し けれ ば 等 価 と 判断 され る こと 。 た だ し 、「 4649」 な ど 、 口 座 番 
号 の 先頭 に 半角 スペ ー ス が 付け られ た も の は 、 そ れ を 無視 し て 比較 する こと 
(「 4649」 口 座 と 「4649」 口 座 は 同じ も の と 捉え る )。 
(ヒン ト :java.lang.String クラ ス の trim () メソ ッ ド を 利用 し ます 。) 


Java を 支え る 標準 クラ ス 








| 1mport java.text.S1mpleDateFormmat 
っ import ]ava.uti] .Calendar: 
3 1mport ]ava.uti1 .Date, 
5 public cl1ass Main { 
6 public static void main(String[] args) ( 
7 // 現在 の 日 時 を Date 型 で 取得 
8 Date now = new Datel) : 
9 Calendar c = Calendar.qetTnstance () 
19 // ③ 到 得 し た 日 時 情報 を Calendar に セッ ト 
11 c.getTime [now) : 
12 // ③Calendar か ら 「 日 」 の 情報 を 取得 
13 int day = Co.get(Calendar.DAY OF MONTH) : 
14 // ② 取 得 し た 値 に 100 を 足し て Calendar の 「 日 」 に セッ ト 
15 day += 100: 
16 c.set {Calendar.DAY OF MONTH, day) : 
17 // ⑤Calendar の 日 付 情報 を Date 型 に 変換 
18 Date future = C.detTime () : 
19 // 指定 され た 形式 で 表示 
20 SimpleDateFormat f = 
new SimpleDateFormat [西暦 yyyy 年 MM 月 dd 日 『) : 
21 System.out .println(f、format (Enture】 ) , 
2 肖 
23) } 
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症 00 押 較 OSK 





AccountjaVa 


pub1ic class Account {1 

String accountNumber: // 口座 番号 
3 int balancei // 残額 
4 だ ⑤ 文 字 列 表現 の メソ ッ ド */ 
5 pub1lic String toString{) { 
6 return "WW" + khlg.balance + 

! (口座 番号 :! + this.accountNumber + 9) 『: 

] 
8 7 ②③ 等 価 判 十 の メソッド 7/ 
9 public boolean equals(0bject o) { 





0 if (this == o) { 

1 return 上 rUS』 

2 ) 

3 if (o instanceoE Account) { 

4 Account a = (Account) oi 

: Stringq an1 = thig.accounENumber.trim () : 
6 Strind an2 = a.accountNumber trim ) , 

iE (an1.equa1s (an2)) { 

8 return tTue: 

9 3 
20 ) 

return falsSe: 

22 1 
23 } 
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例外 


プロ グラ ム を 設計 する に あたっ て は 、 

実行 時 に 想定 外 の 事態 が 発生 する 可能 性 が ある こと を 
考慮 に 入れ て お く 必 要 が あり ます 。 

そし て 、 そ の よう な 場合 に も 異常 終了 や 誤動作 し な いよ う 
備え て お か な けれ ば な り ま せん 。 

Java に は 想定 外 の 事態 に 対処 する 「 例 外 」 が 備わっ て いま す 。 
本 章 を し っ か り 学 習 し 、 ど の よう な 状況 で も 安定 し て 動く 
高 品質 の プロ グラ ム を 開発 で きる よう に な り ま し ょ う 。 


CONTENTS EEECCCOCCCOCOLELILIATLAARRIIXILRIIRRRKRRIIRRXXNI 


15.1 
15.2 
15.3 
15.4 
15.5 
15.6 
15.7 
15.8 
15.9 


エラ ー の 種類 と 対応 策 

例外 処理 の 流れ 

例外 クラ ス と その 種類 
例外 の 発生 と 例外 イン スタ ンス 
さま ざま な catch 構文 
例外 の 伝播 

例外 を 発生 させ る 

第 15 章 の まとめ 

練習 問題 


15.10 練習 問題 の 解答 





第 想 部 も っ と 便利 に API 活用 条 
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エラ ー の 種類 と 対応 策 


条 計 便 不具 合 の な い プ ログ ラム を 目指 す 


全 最近 や っ と Java に 慣れ て き て 、 エ ラー が あま り 
() 出 を いよ うに な り ま し た ! 
それ は よかっ た 。 で も 重要 な プロ グラ ム を 作る 場合 は 
「 あ まり 」 で は ダメ だ よ 。 


Java が 誕生 し て 20 年 以上 が 経ち 、 今 で は 金融 機関 や 官公 庁 な どの 社会 基盤 を 
支え る 情報 シス テム を 作る 際 に も Java が 使わ れる よう に な り ま し た 。 し か し 、 
これ ら の 大 規模 な シス テム に 不具 合 が 生じ る と 、 時 に 大 き な 社 会 問題 や 損害 賠償 
に つなが る 可能 性 が あり ます 。 

ある 程度 の 経験 を 積め ば 「 と りあ え ず 動作 する プロ グラ ム を 作る こと 」 は 難し 
く あ り ま せん 。 本 当 に 難し い の は 、「 想 定 外 の 事態 や ユー ザー の 誤操作 な ど が あっ 
て も 、 エ ラー を 起こ さ ず 正常 に 動作 する プロ グラ ム を 作る こと 」 な の で す 。 


不具合 の な い ブ ログ ラム を 目指 す 
動く コー ド は 書け て 当たり 前 。 不 具合 対策 こそ が 、 腕 の 見 せ ど こ ろ 。 


PUUUUUULUUUUUUUUUUUUUUUULLUUUUUUUUUUUUULUUUULUUULLLUULUUULULLULLLULLULLLLULLULUULLULLLLULLULLLULLLULLLLLLLLMLLLLLLLLLLLLLLSSL 


キビ シイ な ぁ …。 


何 、 言 っ て る の よ 。 途 中 で 止ま っ ちゃ う ゲ ー ム な ん て 、 


誰 も 遊ん で くれ な いわ よ ! 





中 和民 才 3 種 の 不具 合 と 対処 法 

プロ グラ ム が 根 定 どおり に 動か な いこ と を 総じて 不具 合 と 言い ます が 、 Java プ 
ログ ラム の 場合 は 大 きく 3 つ に 分 類 で きま す 。 
① 文 法 エ ラー (syntax error) 


文法 の 誤り に より コン パイ ル に 失敗 し ます 。 代表 例 は セミ コロ ン 忘 れ 、 変 数 名 
の 間違い 、private メソ ッ ド を 外部 か ら 呼 び 出 す 、 な ど で す ( 図 15-1)。 


>javac SyntaxErrorJjaVa 
SyntaxErrorjava:4: が あり ませ ん 。 
} 


A 


エラ ー 1 個 





図 15-1 文法 エラ ー の 例 


②③ 実行 時 エラ ー (runtime error) 

実行 し て いる 最 中 に 何ら か の 異常 事態 が 発生 し 、 動 作 が 継続 で き な く な る エエ 
ラー で す 。Java の 文法 と し て は 問題 が な いた め コ ン パ イル は 成功 し 、 実 行 も で 
きま す が 、 実行 中 に エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され て 強制 終了 し ます 。 代表 例 は 配 
列 の 籠 囲 外 要素 へ の アク セス 、0 で の 割り 算 、 存 在 し な い フ ァイル の オー プン 、 
な ど で す ( 図 15-2)。 


>javac RuntimeErrorJava 人 

>java RuntimeError 

プロ グラ ム を 開始 し ます 。 処 理 を 3 つ 実 行 し ます 。 15 
処理 1 を 完了 。 意 
処理 2 を 完了 。 






Exception in thread "main"'java.lang.ArrayIndexOutOfBoundsException: 17 
at RuntimeError.main(RuntimeErrorjaya:11) 


15-2 実行 時 エラ ー の 例 
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③ 窒 理 エラ ー (logic error) 

Java の 文法 に 問題 は な く 、 強 制 終了 も し ませ ん 。 し か し 、 プ ログ ラム の 実行 
結果 が 想定 し て いた 内 容 と 違っ て いま す 。 代 表 例 は 、 電 卓 ソ フト を 作っ た が 計算 
結果 が お か し い 、 な ど で す ( 図 15-3)。 





開発 者 は 、 こ れ ら 3 種類 の 不具 合 に 対し て 、 そ れ ぞ れ 異 な る 対策 を 行う 必要 が 
あり ます 。 そ の 不具 合 の 検出 と 解決 に つい て まとめ た も の が 次 の 図 15-4 で す 。 





図 15-4 吾 不 具合 に 対す る 解決 方 法 
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文法 エラ ー と 論理 エラ ー は 、 対 策 が 似 て いま すね 。 


いい と ころ に 気づい た ね 。 で は 、 残 る 実行 時 エラ ー に つい て 、 


少し 深く 考え て みよ う 。 





生 E 放 放言 例外 的 状況 


文法 エラ ー と 論理 エラ ー は 「 開 発 者 の 過失 」 で あっ て 、 開 発 者 が 開発 時 に テス ト 
を し っ か り 行 い 、 コ ー ド を 修正 する こと で 、 本 番 で の 発生 を 予防 で きる も の で す 。 
し か し 、 実行 時 エラ ー は そう は いき ませ ん 。 

そもそも 実行 時 エラ ー は 、「 プ ログ ラム 実行 中 に 想定 外 の 事態 が 発生 し た こと 」 
に よっ て 起こ り ま す 。 こ の 「 想 定 外 の 事態 」 の こと を 例外 的 状況 (exceptional 
situation) また は 単に 例外 (exception) と いい ます 。 例 外 的 状況 に は 次 の よう な も 
の が あり ます 。 


圏 バ パソコン の メモ リ が 足り な く な っ た 
開発 用 の コン ピュ ー タ に は 十分 な 容量 の メモ リ が あっ た が 、 本 番 用 コン ピュ ー 
タ の メモ リ が 少な く 、 動 作 中 に メモ リ が 足り な く な っ て し まっ た 。 


軒 存在 すべ き フ ァイル が 見 つか ら な い 
動作 中 に data.ttt と いう ファ イル を 読み 込ん で 動く プロ グラ ム を 開発 し た が 、 
利用 者 が 誤っ て ファ イル を 削除 し て し まっ た 。 


一 null が 入っ て いる 変数 を 利用 し よう と し た 
ユー ザー が 想定 外 の 操作 を 行っ た こと が 原因 で 、 本 来 は 変数 に 入る は ず の な い 
値 (null な ど ) が 入り 、 そ の 変数 を 使用 する メソ ッ ド を 呼び 出し て し まっ た 。 


これ ら す べ て の 状況 に 共通 する の は 、 プ ログ ラマ が ソー スコ ー ド を 作成 する 時 
点 で は 例外 的 状況 の 発生 を 予防 で き な い と いう こと で す 。 
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「null が 入っ て いる 変数 を 利用 する 」 と いう 例外 的 状況 は 、 事 前 

や に if 文 で チェ ッ ク す れ ば 「 予 防 で きる 」 と 思い ます けど ? 
朝香 さん は プロ グラ ム に 含ま れる 、 す べ て の メソ ッ ド 呼び 出し 
で null チェ ッ ク を 行う の か い ? 








あ … 理 論 的 に は 可能 で も 現実 的 で は な いで すね 。 


プロ グラ マ が 「 例 外 的 状況 の 発生 を 防ぐ こと 」 は 困難 で す 。 し か し 、 プ ログ ラ 
マ は 無力 で は あり ませ ん 。「 も し 例外 が 発生 し た と き に 、 ど の よう に 対処 する か 」 
と いう 対策 を 用 意 し て お く こ と が 可能 で す 。 た と えば 、「 も し 目的 の ファ イル が 
見 つか ら な けれ ば 、 ユ ー ザ ー に 代わ り の ファ イル 名 を 入力 し て も ら う 」 な ど 、 異 
常 事態 に 備え た 代替 策 を 準備 し て お け ば よい の で す 。 こ の よう に 例外 的 状況 に 備 
えて 対策 を 準備 し 、 そ の 状況 に 陥っ た 際 に 対策 を 実施 する こと を 例外 処理 
(exception handling) と 呼び ます 。 


例外 処理 の 流れ 


打 E 衝 便 従来 型 例外 処理 の 問題 点 


パソ コン で ブロ グラ ム を 動か し て いた ら 強 制 終 了 し た と と が あ 
や り ま し た 。 き っ と 作者 は 例外 処理 を し て いな か っ た の ね 。 


そう か も し れ な いね 。 で も 、 昔 は 例外 処理 を を ちん と 書く と と | 
が 、 と て も 大 変 だ っ た ん だ 。 いと 


Java が 生ま れる 以前 か ら 例 外 処理 は プロ グラ マ に と っ て 取り 組む べき 重要 な 
課題 で し た 。 た と えば Java の 祖先 に あたる C 言語 の 場合 、「 フ ァイル に 『hellol』 
と 書き 込む で 」 だ け の 簡単 な プロ グラ ム は 図 15.5 の よう に 書き ます 。 


パ ※ ファ イル を 開く (失敗 し た ら 戻 り 値 は 定数 NULL) *%/ 
FILE fp =fopen('cYYtesttxt): 本 来 の 処理 






/* ファ イル に 文字 列 を 書き 込む 
fputs("hellolP, fp 


が ファ イル を 閉じ る (失敗 し た ら 戻 り 値 は 定数 EOF) ツ 
intc=fclose(fp): 


図 15-5 C 言 語 で の 例外 処理 の 例 
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実は に の プロ グラ ム の 「 本 来 の 処理 」 は 、① フ ァイル を 開く 、② フ ァイル に 文 
字 を 書き 込む せ 、③ フ ァイル を 閉じ る 、 こ の 3 つ だ け で す 。 し か し 、 命令 を 呼び 
出す た びに 「 も し も ファ イル が 開け な か っ た ら …」 あ る い は 「 も し も ファ イル に 書 
け な か っ た ら …」 な どの 例外 的 状況 を 1 つ ひ と つ チ ェ ッ ク し て いる た め 、 プ ログ 
ラム が わか り に くく な っ て いま す 。 そ の た め 、C 言語 の よう な 古い プロ グラ ミン 
グ 言 語 の 例外 処理 に は 次 の よう な 問題 点 が あり ます 。 


・「 本 来 の 処理 」 が 、 ど の 行 な の か わか り づ らい 。 
・ 命 令 を 呼び 出す た びに 1 つ ひ と つ チ ェ ッ ク し な けれ ば な ら な い 。 
・ め ん どう な の で 例外 処理 を サボ っ て 書か な い お そ れ が ある 。 







本 来 た っ た 3 行 の プロ グラ ム が こん な に 長く な っ て し まう な ん 
て …。 本 格 的 な プロ グラ ム な ら も っ と 酷い こと に な り そ う …。 
それ で 、 つい 例外 処理 を サボ っ た プロ グラ ム に な っ て し まう の ね 。 


この よう な 問題 が 発生 する の は 、 従 来 型 の プロ グラ ミン グ 言 語 が 例外 的 状況 発 
生 の 検知 と 対応 に 関す る 全 責 任 を プロ グラ マ に 求め て いる か ら で す 。 





図 15-6 従来 型 の プロ グラ ミン グ 言 語 で の 例外 処理 で は プロ グラ マ の 責任 は 重大 だ 


まじ め な プロ グラ マ は 責任 を 果たす た め に 1 つ ひ と つの 命令 か ら の 戻り 値 を 
チェ ッ ク す る めん どう を 引き 受け て 苦し み ま す し 、 不 まじ め な プロ グラ マ は 責任 
を 放棄 し て 例外 処理 を サボ っ て し まう の で す 。 


打上 生玉 新しい 例外 処理 の 方 法 


この よう な 従来 列 の 例外 処理 の 問題 点 を 解決 する た め に 、Java を は じ め と する 
新しい プロ グラ ミン グ 言 語 で は 、 例 外 処 理 専 用 の 文法 と し くみ が 備わっ て いま す 。 

先ほど の 「 フ ァイル に 『hellol』 と 書き 込む 」 を Java で 書く と 次 の 図 15-7 の よう 
に な り ま す 。 や っ て いる こと は 先ほど の C 言語 の 例 と 同じ で 、① フ ァイル を 開く 、 
⑧⑨ フ ァイル に 書く 、③ フ ァイル を 閉じ る 、 の 3 つ で す 。 


ファ イル に 書き 込め 
な いと き の 流れ 


tr { 
FileWriter fw = new FileWriter("c\\data.txt): 
fwwrite("hello!'): 本 来 の IE2 
fwdlose0: ポ と 


} catch(IOException e) { 


' と す 
國 15-7 Java で の 例外 処理 の 例 で は 
本 来 の 処理 と 例外 処理 が ハッ キリ 分 か れ て いる 


とこ の プロ グラ ム で は 「javaio.FileWriter」 と いう 、 ま だ 紹介 し て い 
な い ク ラス を 使っ て いる が 、「 フ ァイル に 書き 込む た め の API」 
だ と 理解 し て ほし い 。 







区 _1 
に 7 


この 例 に ある よう に 、Java で は 例外 処理 に try と catch と いう 2 つの ブロ ッ ク 
を 使用 し ます (合わ せ て try-catch 文 と 呼び ます )。 
try と catch、2 つの ブロ ッ ク の うち 通常 、 実 行 さ れる の は try ブロ ッ ク だ け で 、 
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catch ブロ ッ ク の 処理 は 動き ませ ん 。 た だ し 、try ブロ ッ ク 内 を 実行 中 に 例外 的 状 
況 が 発生 し た こと を JVM が 検知 する と 、 処 理 は 直ちに catch ブロ ッ ク に 移行 し ま 


す 。 つ まり 、catch ブロ ッ ク の 中 に は 「 例 外 的 な 状況 が 発生 し た と き に 実行 され る 
処理 」 を 記述 し て お く の で す 。 


ク Java に お ける 例外 処理 の 基本 パタ ー ン 
try{ 
通常 実行 され る 文 
} catch( … ) { 
例外 発生 時 に 実行 され る 文 


見 方 を 変え れ ば 、try ブロ ッ ク と は 「 こ の 部 分 で は 例外 的 状況 が 発生 する 可能 
性 が ある か ら 、 そ の 検出 を 試み な が ら 実 行 し ろ 」 と いう プロ グラ マ か ら JVM へ の 
指示 と も いえ ます 。 


爺 令 を 実行 する た びに 「 例 外 的 な 状況 が 発生 し て いる か ?」 を チェ ッ ク す る め 
ん どう な 作業 は JVM に 任せ る こと で 、 プ ログ ラマ が 負う 貢 任 は 軽減 され ます 。 


15-8 JVM が 例外 を 検知 し た ら 処 理 を 切り 替え て くれ る 











ファ イル を 開き 
例外 的 状況 が いつ 起き る か 
U は 指示 円 RI ファ イル に 書い て 
CPU は 指示 され だ た とおり に し か 動か な い ! | | 気 に す る の は JVM の 仕事 ファ イル を 閉じ る 
メモ リ s 


ディ スク 





た だ し ! 
途中 で 例外 的 状況 に な っ た ら 
お 詫び を 表示 し て 終了 し て ね 
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先輩 。 図 15-7 (p.569) の コー ド に ある catch の 直後 に 書か れ た 
「IOException」 つ て 何で すか ? 


それ を 理解 する た め に 、 例外 クラ ス に つい て 紹介 し よう 。 











ー ロ に 例外 的 状況 と いっ て も 、「 フ ァイル が な い 」「 メ モリ が 足り な い 」 「 変 数 が 
nulll な ど 、 さ ま ざ ま な 状況 が あり ます 。 そ れ ら を 同じ も の と し て 扱う と 、「 発 生 
し た 例外 的 状況 に 応じ た 処理 を 行う 」 こ と が で きま せん 。 そ こ で Java で は 、 発 生 
し た 例外 を 区 別 で きる よう に 、 そ れ ぞ れ の 例外 的 状況 を 表す クラ ス が 複数 、 準 備 
され て いま す 。 


「 例 外 的 状況 を クラ ス に し た 」 と いう 意味 が わか り ま せん …。 
大 丈夫 、 落 ち 着い て 第 部 を 思い 出 そ う 。 


第 部 で 学ん だ よう に 、 オ ブ ジ ェクト 指向 は 「 現 実 世界 の 何 か 」 を オブ ジェ ク 
ト と し て Java 仮想 世界 で 再現 し た も の で し た 。 多 く の オ ブ ジ ェクト は 、 ヒ ト や 
モノ な ど 「 現 実 世界 で 形 が ある も の 」 か ら 作 り 出 され る こと が 一 般 的 で す 。 

し か し 「 現 実 世界 で 形 が な いも の 」 か ら オ ブ ジ ェクト を 作る こと も あり ます 。 
た と えば 、 イ ベン ト 運 営 会 社 の 「 イ ベン ト 情 報 管理 プロ グラ ム 」 を 開発 する 場合 、 
本 来 は 形 が ある も の と 見 な さ な い 「 イ ベン ト 」 を Event クラ ス (フィー ルド と し て 
開催 日 や 主催 者 を 持つ ) と し て 作る で し ょ う 。 
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同様 に 、「 フ ァイル が な く て 困っ て いる 状況 」 や 、「null が 入っ て いて 困っ て い 
る 状況 」 な ど 現 実 世 界 の 例外 的 状況 (想定 外 の 事態 ) を クラ ス に し た も の が 例外 ク 
受 委 深 護 。 

ちな み に javalang.IOException は 「 フ ァイル の 読み 書き な どの 入出 力 が で き な 
く て 困っ て いる 状況 」 の た め の ク ラス で あり 、 ほ か に も 多く の 例外 クラ ス が API 
と し て 定義 され て いま す 。 


へ 15-7 は 「 フ ァイル が 読み 書き で き な い 例外 的 状況 に 陥っ た ら 、 
や catch ブロ ッ ク の 中 身 を 動か せ 」 と いう 指示 な ん で すね 。 





その と お り だ 。 詳し く は 15.4 節 で 説明 し よう 。 Sb 


邊 EE 中 革 例外 の 種類 


API で 提供 され て いる 例外 クラ ス は 、 次 の 図 15-9 の よう な 継承 階層 を 構成 し て 
いま す 。 


名 ら か の 例外 的 状況 





IException 


回 復 見 込み な が ある 状況 


RuntimeException 
回 復 が 必須 で は な い 状 況 


RuntimeException 系 例外 


@|OException ⑯ NullPointerException 
⑥⑯ConnectException @⑯ ArryIndeXOUtOfBOundsEXception 
B B 


catch す る 必要 が な い catch す べき catch し な く て も よい 


図 15-9 例外 クラ ス の 継承 階層 


① Error 系 例外 

java.lang.Error の 子孫 で 回 復 の 見 込み が な い 致命 的 な 状況 を 表す クラ ス で す 。 
代表 的 な も の に OutOfMemoryError( メ モリ 不足 ) や ClassFormatError( ク ラス 
ファ イル が 壊れ て いる ) が あり ます 。 通常 、 こ の よう な 状況 を キャ ッ チ し て も 打 
つ 手 は な いた め 、 キ ャ ッ チ する 必要 は あり ませ ん 。 


②③ Exception 系 例外 

java.lang.Exception の 子 拘 (RuntimeException の 子 拘 を 除く ) で 、 そ の 発生 を 
十分 に 想定 し て 対処 を 考え る 必要 が ある 例外 的 状況 た 表す クラ ス で す 。 た と えば 、 
IOException( フ ァイル な ど が 読み 書き で き な い ) や ConnectException( ネ ッ ト 
ワー ク に 接続 で き な い ) と いっ た 状況 は 、 フ ァイル や ネッ トワ ー ク を 利用 する 際 
に 当然 、 想 定 し て お くべ き 事 態 で す 。 


③ RuntimeException 系 例外 

java.ang.RuntimeException クラ ス の 子 係 で 、 必 ず し も 常に 発生 を 想定 すべ き 
と まで は いえ な い 例 外 的 状況 を 表す クラ ス で す 。 た と えば 、 NullPointerException 
(変数 が null で ある ) や ArrayIndexOutOfBoundsException (配列 の 添え 字 が 不正 ) 
の よう に 、 い ちい ち 想 定 し て いる と 「 き り が な い 」 も の が 多く 含ま れ ま す 。 


邊 上 天正 共 チェ ッ ク 例 外 










API に は 多く の 例外 クラ ス が 定義 され て いま すけ ど 、 こ れ だ け 
た くさ ん の 例外 的 状況 が 起こ る 可能 性 が ある 、 と いう こと で す 
よね …。 










めん どう くさ いな ぁ …。 ボ ク は サボ っ て try-catch と か 書か な 
いと 思い ます 。 


0 
@) そう は 問屋 、 も と い JVM が 卸 さ な いん だ よ 。 
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先ほど の 3 種類 ある 例外 クラ ス の 中 で 、 特 に 注目 し て ほし い の は ②@ の 
Exception 系 例外 で す 。 こ れ は 「 そ の 発生 を 十分 に 想定 し て 対処 を 考え て お く 必 
要 が ある 状況 」 を 表し て いる の で すか ら 、 い で 例外 が 発生 し た と き に 何 も 対処 さ 
れ な いと いう こと は あっ て は な ら な い は ず で す 。 

その た め Java で は 、Exception 系 の 例外 が 発生 し そう な 命令 を 呼び 出す 場合 、 
try-catch 文 を 用 いて 「 例 外 が 発生 し た と き の 代替 処理 」 を 用 意 し て お か な いと コン 
パイ ル エ ラー に な り ま す 。 


リス ト 15-1 例外 処理 を 用 意 し て いな いと … 


| import java.10.*: 
> public class Main ( 

3 puplio static void main(Stying[] args) { 

4 // FileWriter の コン スト ラク タ は 、TrOException を 発生 させ る 

5 // 可能 性 が あり ます 。 し か し txy-catch で は 囲み ませ ん 

6 // (失敗 時 に どう する か 、 考 えて で いない) = 

7 Fi]ewriter fw = new F1leWriter ("data.txt『) , 

8 } 

9 





そこ で 次 の よう に try-catch 文 を 用 いて IOException の 発生 に 備え れ ば 、 コ ン 
パイ ル エ ラー は な く な り ま す 。 


リス ト 15-2 try-catch 文 で Exception 系 例外 の 発生 に 備え る 
| jmmert jawa.io.5 


し 


public class Main { 
3 pup1ic static void main(8tring[] args) 
3 try { 
Filewriter fw = new FileWriter("data.txt') : 


ら FileWriter の コン スト ラク タ は 、 
IOException を 発生 させ る 可能 性 が ある 。 

8 ) catch (IOException e) { 

g System.out.println(" エ ラー が 発生 し まし た 。『) : 


例外 的 状況 に な っ た と き に 備え て 記述 され た 代替 処理 





この よう に 、Exception 系 例外 は 、 例 外 発 生 時 の 対策 が 用 意 さ れ て いる か を コ 
ン パ イル の 時 点 で チェ ッ ク さ れる た め 、 チ ェ ッ ク 例 外 (checked exception) と も 
呼ば れ ま す 。 





必ず try-catch 文 を 書か な いと 実行 で き な い な ん で 、 
めん どう で す よ お …。 


誰か さん みた い に 例 外 処 理 を 書か な い 人 が いる か ら 
「 サ ボ れ な いし くみ 」 に な っ て いる の ね 。 









人 9 3 つの 例外 クラ ス の グル ー プ と キャ ッ チ の 強制 





・Error 系 例外 try-catch 文 で キャ ッ チ する 必要 は な い 。 
・Exception 系 例外 try て atch 文 で キャ ッ チ し な いと コン パイ 
ル エ ラー。 


・RuntimeException 系 例外 try-catch 文 で キヤ ャ ッ チ する か は 任意 。 
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中 上 穫 正午 発生 する 例外 の 調べ 方 


/ タ 





で も 、 ど の 命令 を 呼ん た だ ら 、 ど ん な エラ ー が 発生 する か な ん て 
想像 も つか な いし 、 和 書き よう が な いじ ゃ な いか が 。 







確か に そう よね …。 リ スト 15-1 で は 当然 の よう に 
「FileWriter の コン スト ラク タ を 呼ぶ と IOException を 
発生 させ る 可能 性 が ある 」 つ っ て 書い て あっ た けど …。 





ここ まで 、FileWriter を 用 いて ファ イル に デー タ を 書き 込む プロ グラ ム を 例 に 
解説 し て きま し た 。 し か し 、API に 含ま れる クラ ス に は 、 他 に も 「 呼 び 出す と 何 
ら か の 例外 を 発生 させ る 可能 性 が ある メソ ッ ド 」 が 数 多く あり ます 。 

特に チェ ッ ク 例 外 が 起き る 可能 性 の ある メソ ッ ド を 呼び 出す 場合 は try-catch 
文 で 囲ま な けれ ば な ら な い の で 、「 ど の メソ ッ ド を 呼び 出し た ら 、 ど の よう な 例 
外 が 発生 する 可能 性 が ある か 」 を あら か じ め 知 っ て お く 必 要 が あり ます 。 

実は 「 ど の クラ ス の 、 ど の メソ ッ ド が 、 ど の よう な 例外 を 発生 させ る 可能 性 が 
ある か 」 と いう 情報 は 、API リ ファ レン ス に 掲載 され て いま す 。 


FileWriter 


public FileWriter(String fileName) 
50SIOBXcetIG 


ファ イル 名 を 指定 し て FileWriter オブ ジェ クト を 構築 し ます 。 


図 15-10 FileWriter クラ ス の コン スト ラク タ 





メソ ッ ド や コン スト ラク タ を 呼び 出し た 際 に Exception 系 の 例外 が 発生 する 可 
能 性 が ある 場合 、 引 数 リス ト の 後に 「throws 例外 クラ ス 名 」 と 表記 され ます 。 図 
15-10 は 、API リ ファ レン ス か ら FileWriter クラ ス の 解説 を 抜粋 し た も の で す が 、 
「throws IOException」 と の 記載 が ある の で 、「FileWriter の コン スト ラク タ を 呼び 
出す (イン スタ ンス を 生成 する ) と き に は 、1OException を キャ ッ チ する ry-catch 
文 が 必要 に な る 」 と 理解 すれ ば よい の で す 。 


例外 の 発生 と 例外 イン スタ ンス 


邊 上 到 語 王 例外 イン スタ ンス の 受け 渡し 
$ IOException が 何 か は わか り ま し た が 「catch(IOException e)」 の 
e つて 何で すか ? 


その 解説 を し て いな か っ た ね 。try-catch 文 の 構文 を 「- 
振り 返り な が ら e の 役割 を 説明 し て いと う 。 いこ プ 


ここ で 再び 図 15-7 〈p.569) の コー ド に お ける catch ブロ ッ ク 部 分 に 注目 し て 
くだ さい 。 


try { 
] catch (IOException e) [ 


System.out.println(! エ ラー です 。 終 了 し ます 。『) : 
System.exit (1) , 


] 


15.2 節 で 説明 し た よう に 、try プ ブロッ ク 実 行 中 は JVM が 例外 的 状況 の 発生 を 
監視 し な が ら プ ログ ラム を 実行 し ます 。 そ し て 、 い ざ 例 外 が 発生 する と 、JVM 
は 処理 を catch ブロ ッ ク に 移行 し ます 。 こ の と き JVM は 、「 プ ログ ラム の 中 の ど 
こ で ・ ど の よう な 例外 が 起き た の か 」 と いう 例外 的 状況 の 詳細 情報 が 詰め 込ま れ た 
IOException イン スタ ンス を catch 文 で 指定 され た 変数 e に 代入 し ます 。 


15 
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通常 時 の 流れ 
ty( 
FleWriterfw = new FileWriter'data.be: 
fwwnite('hello『): 本 来 の 処理 
fwdose(: 欠 発 生 中 







例外 の 詳細 情報 (どこ で ? ど ん な 内 容 ?) 


] catch(IOException 催 { 
1 1 


國 15-11 例外 イン スタ ンス の 受け 渡し 





catch ブロ ッ ク の 中 で は 、 こ の 変数 e に 格納 され た 詳細 情報 を 取り 出し て 、 適 
切な エラ ー 処 理 ( 画 面 に ヒエ ラー メッセ ー ジ と し て 表示 する な ど ) を 行う こと が で 
きま す 。 


中 上 贅 中 葛 例外 イン スタ ンス の 利用 


の CZZCZCTT2PTTPEEY7EYCS 影 キ イン スタ ンス の 中 に は 、 どん な 情報 が 入っ て いる ん で すか ? ) ンス タン ス の 中 に は 、 どん な 情報 が 入っ て いる ん で すか ? 
| そう だ ね 、1 つ ずっ 説明 し て いと う 。 = 1 つ ず つ 説 明 し て いこ う 。 


例外 イン スタ ンス に 格納 され て いる 詳細 情報 は 、 そ の 例外 の 種類 に よっ て 異な 
り ま す 。 し か し 、 す べ て の 例外 は 「 例 外 的 情報 の 解説 文 」 と 「 ス タッ クト レー ス 」 
の 情報 を 必ず 持っ て お り 、 そ れ ぞ れ 以 下 の メ ソ ッ ド で 取得 と 表示 が で きま す 。 


表 15-2 例外 イン スタ ンス が 必ず 展 えて いる メソ ッ ド 


例外 的 状況 の 解説 文 (いわ ゆる エラ ー メ ッ セ ー ジ ) を 





void |void pintstackTrace) 。 | スタ ッ ク ト レー ス の 内 容 を 画面 に 出力 する 。 


15-11 の コー ド で も e.getMessage() が あり ます ね 。 


そう だ ね 。 こ の 場合 、 も し 例外 が 発生 する と 画面 に 「 エ ラー: 





た 
cdata.txt( ア クセ ス が 拒否 され まし た )」 な ど が 表示 され る よ 。 いし プ 


スタ ッ ク ト レー ス と は 、「JVM が プロ グラ ム の メソ ッ ド を 、 ど の よう な 順序 で 
呼び 出し 、 ど こ で 例外 が 発生 し た か 」 と いう 経緯 が 記録 され た 情報 で す 。「e. 
PrintStackTrace():」 と いう 文 を catch ブロ ッ ク 内 に 記述 すれ ば 、 そ の 内 容 を 画面 
に 表示 で きま す 。 

と ころ で みな さん は 、「 ス タッ クト レー ス が どの よう な 情報 で ちあ る か 」 を すでに 
ご 存じ の は ず で す 。 





実行 時 エラ ー が 発生 し た と き の エ ラー 画面 っ て 、 発 生 し た 例外 
人 の スタ ッ ク ト レー ス の 内 容 だ っ た ん で すね 。 










そう だ よ 。 例外 が 発生 し て も try-catch 文 で キャッ チ さ れ な か っ 
た 場合 、JVM が プロ グラ ム を 強制 停止 し て スタ ッ ク ト レー ス の 
内 容 を 画面 に 表示 し て いた ん だ 。 な お 、 ス タッ クト レー ス の 詳 
し い 読 み 方 は 付録 C を 参照 し て ほし い 。 


579 


第 想 部 も っ と 便利 に API 活用 条 


さま ざま な catch 構文 


生還 革 便 try-catch 構文 の 基本 形 


例外 の 種類 や し くみ に つい て 基礎 は 理解 で きた ね 。 こ こ か ら は 
try-catch 文 の 詳細 な 構文 を 解説 し た な がら 、 例 外 の 捉え 方 を 紹介 
し よう 。 









人 
リプ 


それ で は 例外 処理 の 基本 構文 を 復習 し た 上 で 、 さ ま ざ ま な 構文 の バリ エー ショ 
ン を 見 て いき まし ょ う 。 ま ず は 基本 構文 で す 。 


ク try-catch の 大 本 構文 


try{ 
本 来 の 処理 

} catch ( 例外 クラ ス 変数 名 ) { 
例外 が 発生 し た 場合 の 処理 


な お 、 例 外 イ ンス タン ス を 受け 取る た め の 変 数 各 は 自由 で す が 、 人 慣習 と し て e 
や ex が 使用 され ます 。 


生 上 王 葵 8 種類 以上 の 例外 を キャ ッ チ する 


前 節 で 紹介 し た try-catch の 基本 構文 で キャ ッ チ で きる の は 1 種類 の 例外 だ け で 
し た 。 し か し 、 図 15-12 の よう に catch ブロ ッ ク を 複数 記述 する こと も で きま す 。 


JVM は 発生 し た 例外 の 型 に 対応 する catch ブロ ッ ク を 上 か ら 順 に 検索 し 、 最 
初 に キャ ッ チ で きた catch ブロ ッ ク に 処理 を 移し ます 。 
ファ イル に 


re 書き 込め な い fw が null だ っ た 
一 了 還 一 陸 


tr{ op 人 Me 人 


FileWriter fw = new FileWriter("data.tx'): 
fw.write("hello!): 
fw.close(): 本 来 の 処理 


} catch(IOException e) { 





} catch(NullPointerException e) 【 


IOException を キャ ッ チ し た と き は …、NullPointerException を 


キャ ッ チ し た と き は …、 と いう ff 文 み た いで すね 。 





な お 、 図 15-.12 の コー ド で は catch ブ ロッ ク を 2 つ 記 述 し て いま す が 、 
IOException と NullPointerFxception の どちら を 捕まえ て も 同じ 処理 を する 場合 、 
「catch(IOException | NullPointerException e) { … } 」 と いう 記述 で catch ブロ ッ 
ク を 1 つ に まとめ る こと が 可能 で す 。 


邊 上 上 正 芋 ザッ クリ と 例外 を キャ ッ チ する 方 法 


catch ブロ ッ ク に 指定 する 例外 クラ ス は 、 第 13 章 の 多 態 性 で 学ん だ 「 ザ ッ ク リ 
捉え た 型 」 で も 構い ませ ん 。 

例外 クラ ス の 継承 階層 図 D572 の 図 15.9) に よれ ば 、 IOException も 
NullPointerException も 、 ザ ッ ク リ 捉え れ ば どちら も Exception で す 。 よ っ て 次 の 
よう に 記述 する こと で 、 ど ちら の 例外 が 発生 し て も 1 つの catch ブロ ッ ク で キャ ッ 
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チ で きま す 。 


リス ト 15-3 ザッ クリ と 例外 を 捕捉 する 


1mpor と ]ava.10.*。 MD] 
3 public class Main { 
public static void main(String[] args) 1 
try { 
FileWriter fw = new Fileiriter ("data.txt!] : 
fw.write(!he11o!!) 


fw.close () : Exception の 子孫 を どれ で も キャ ッ チ 
) catch (Exception e) 


System.out.println[! 何 ら か の 例外 が 発生 し まし た 『) 


人 これ な ら 発生 する 例外 の 種類 が 増え て も catch ブロ ッ ク を 
韻 増やさ な く て いい か ら 楽 で すね 。 


し か し 、 ど の よう な 種類 の 例外 が 発生 し て も 同じ よう に 処理 





「、 半 
する か ら 、 大 ざっ ぱな 例外 処理 に な っ て し まう ね 。 いし プ 


生 贅 講 後片付け 処理 へ の 対応 


実は リス ト 15-3 に は 公 命 的 な バグ が ある の で す が 、 ど こ が 問 題 な の か わか り 
ます か ? 答え は 「7 行 目 の ファ イル を 閉じ る 処理 が 動か な いこ と が ある (ファ イル 
が 開い た まま に な る こと が ある )」 で す 。 

ファ イル は 「 開 いた ら 閉 じ る 」 の が 決ま り で す 。 あ る プロ グラ ム が ファ イル を 開 
いて いる 間 は 、 ほか の プロ グラ ム か ら そ の ファ イル を 使え な いこ と が ある の で 「 閉 
じ 忘 れ ] は あっ て は な ら な い の で す が 、 リ スト 15-3 で は 、 そ れ が 起こ っ て し まい 
ます 。 
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た と えば 6 行 目 の 「fwwrite( "hello!' ):」 を 実行 し た と き に 、 偶 然 デ ィ ス ク の 容量 
が 満杯 に な り IOFxception が 発生 し た と し まし ょ う 。 す る と プロ グラ ム の 処理 は 
catch ブロ ッ ク に 移動 し て し まう た め 7 行 目 の fwclose() は 実行 され ず 、 フ ァイル 
は 開い た まま に な っ て し まい ます 。 


close() は 「 例 外 が 起き て も 、 起 ぎ な く て も 」 必 ず 実 行 し た けれ ば 
) な ら な い 処 理 で す よ ね 。 


と うす れ ば いい ん じゃ な い ? 


リス ト 15-4 朝香 さん が 作成 し た プロ グラ ム 
1mport ]ava.10.*: 
っ public class Main { 
puplic static void main(String[] args) { 
FileWriter fw = nulir 
try { 
fw = new Filewriter ("data.txt『) : 
fw.write ("he11o!!) : 
8 ) catch (1OException e) ( 
System.out.println(" エ ラー で す 『) : 
10 ) 


| folose0: う (redh の 後 で cose する ) 
13 ) に 剛 
章 


この プロ グラ ム な ら 問 題 な いよ うに 思え ます 。 し か し 、 も し try ブロック の 中 
で NullPointerException な ど が 発生 し た 場合 、 例 外 は キャ ッ チ され な い の で 、 フ ァ 
イル を 閉じ な いま ま プ ログ ラム は 強制 終了 し て し まい ます 。 
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通常 時 の ファ イル に NullPointer 
流れ 午 き 込め な い Exception が 
と き の 流れ た 





FileWriterfw = nu 
ty{ 
fw =new FileWriter( "data.txt'): 
fw.write("hello!): 本 来 の 負 理 1 3 
catch さ れ な いた め 
} catch(IOException e) { て こ で 中 断 し 、 プロ グラ ム 異 常 終了 


catch プ ロッ ク へ (実行 時 エラ ー) 





ysiemoutpdntln( エ ラー で すり: 例外 和 理 1 





1 
fw.close(): 時 9 0 が 
1 
の ファ イル を 閉じ な いま ま 終わ っ ちゃ っ た よ ! 図 15-13 ファ イル を 閉じ られ な い 


不具 合 の 発生 


この 例 で 取り 上 げた 「hvwclose():」 の よう を 後 語 付け 処理 は 、「 例 外 が 発生 し て 
も 、 ま た は し な く て も 、 た と え 強 制 終了 に な る と き で も 、 必 ず 実 行 し な けれ ば な 
ら な い 処 理 」 です 。 そ し て 、 そ の よう な 処理 を JVM に 確実 に 実行 させ る た め に 、 
次 の finally ブロ ッ ク が あり ます 。 


ク 例外 発生 の 如何 を 問わ ず 必 ず 処 理 を 実行 する 


try{ 
本 来 の 処理 
} catch ( 例外 クラ ス 変数 名 ) { 
例外 が 発生 し た 場合 の 処理 
} finally { 
例外 が あっ て も な く て も 必ず 実行 する 処理 


try-catch-finally 構文 で は 、 一 度 JVM が trry ブロ ッ ク の 実行 を 開始 し た ら 、 必 


ず 最 後に finally プロ ッ ク の 内 容 も 実行 され る こと が 保証 され て いま す 。 


FileWriterfw=nul 
tryf 


fw=new FileWriter("data.tt): 


fwwrite("hello!9): 


} catch(IOException e) [ 





} finally { 








開い た ファ イル を 閉じ る 、 開 いた デー タベース や ネッ トワ ー ク と の 接続 を 閉じ 
る な ど 、「 後 片付け 処理 」 に は 必ず finally を 使い ます 。 


《 必ず finally を 使う べき 状況 


後片付け 処理 は 、 必 ず finally ブロ ッ ク に 記述 する (ファ イル ・ デ ー タ ベー 
ス 接続 : ネ ットワーク 接続 な ど )。 


ファ イル に NullPointer 
書き 込め な い Exception が 
と き の 流れ 発生 し た と き の 
流れ 
! に 
ここ で 中 断 じ ふ 
と Co 中軸 fnally ブ ロッ ク 稚 
て ご Ne ロ 
catch ブ ロッ クベ H 
H H 
D H 
に ま 
fmally * 
し 4 ロッ ク へ ロ 
を 則 
バ と 1 
1 て と で 
プロ グラ ム 異 常 終了 
(実行 時 エラ ー) 








15-14 finally ブロ ッ ク は 必ず 最後 に 実行 され る 
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生生 便 自動 的 に close() が 呼ば れる try-catch 文 
fnally で の 後片付け が 大 事 な と と は わか る けど 、 や っ ぱ め ん ど 
いら) 


うだ な ぁ …。 な ん か こと う 、JVM が 気 を きか せ て 自動 で 後片付け 
し て くれ な いん で すか ? 
さす が に 自動 は 無理 だ けど 、 記 述 を 楽に する こと は で きる よ 。 「- 
えら R 

Java7 以降 で は 、try の 直後 に 丸 カ ッ コ で 囲ま れ た 複数 の 文 を 記述 する こと が 
可能 に な り ま し た 。 こ こ で 開か れ た ファ イル や デー タベース 接続 な ど は 、finally 
ブロ ッ ク を 記述 し な く て も Java に よっ て 自動 的 に close() メソ ッ ド が 呼び 出さ れ 
事 ま ね 


この 構文 を 活用 し て 、 図 15-14 の コー ド を 次 の よう に 書き 直す こと が で きま 
す 。 









try-catch 文 を 抜け る 際 に 、 自 動 的 に 
close() が 呼び 出さ れる 。finally ブロ ッ ク 


の 記述 は 不要 





な お 、JVM に よっ て 自動 的 に クロ ー ズ され る の は 、java.lang.AutoClosable イ 
ンタ フェ ー ス を 実装 し て いる 型 に 限ら れ ま す 。 フ ァイル 操作 や デー タベース 接続 、 
ネッ トワ ー ク 接続 に 用 いる API クラ ス の 多く は 、AutoClosable を 実装 し て いる 
た め 、 こ の 節 で 紹介 し た 方 法 で の 簡潔 な 記述 が 可能 で す 。 


例外 の 伝播 


生還 由 租 main メソ ッ ド で 例外 を キャ ッ チ し な いと … 

ここ まで は 1 つの メソ ッ ド に 注目 し て 例外 処理 を 解説 し て きた 
ね 。 で は 、main メソ ッ ド か ら 呼 び 出 し た 先 の メソ ッ ド で 例外 が 
発生 し た ら ど うな る と 思う ? 






谷 
ジブ 


うー ん 、 単 に 、 呼 び 出さ れ た メソ ッ ド の 中 で 異常 終了 する だ け 
な ん じゃ な いか な ぁ 。 










(/ 

この 章 の 冒頭 で 解説 し た よう に 、 例 外 が 発生 し た に も 関わ ら ず キャ ッ チ し な い 
と 実行 時 エラ ー と な り 、 プ ログ ラム は 強制 終了 し て し まい ます 。「 例 外 が 起き て 
も 何 も で き な い = お 手 上 げ 」 と な り 、JVM は スタ ッ ク ト レー ス を 画面 に 表示 し て 
(し か た な く ) 強制 終了 する の で す 。 そ れ で は 、main メソ ッ ド で は な く 、 呼 び 出 
し た 先 の メソ ッ ド で 例外 が 発生 し た と き は どの よう な 動作 に な る の で し ょ うか 。 
次 の プロ グラ ム を 例 に 考え て み ま し ょ う 。 





・main メソ ッ ド の 中 で は sub() メソ ッ ド を 呼ん で いる 。 
・sub() メソ ッ ド の 中 で は subsub() メソ ッ ド を 呼ん で いる 。 
・subsub() メソ ッ ド で は 、 処 理 中 に 何ら か の 例外 が 発生 する こと が ある 。 


subsub() メソ ッ ド 実行 時 に 例外 が 発生 する と 、 以 下 の よ うな こと が JVM の 中 
で 起き ます ( 図 15-15)。 


① まず subsub() メソ ッ ド で 例外 を キャ ッ チ し て いな けれ ば (try-catch 文 が な け 
れ ば ) 、「subsub メソ ッ ド と し て は 、 こ の 例外 的 状況 に 対し て お 手 上 げ 」 と な り 、 
呼び 出し 元 の sub メソ ッ ド に 対応 が 委ね られ ます 。 

②③ sub() メソ ッ ド で も キャ ッ チ し な けれ ば 、 例 外 の 対応 は main メソ ッ ド に 委ね 
られ ます 。 


二 記 
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③ main メソ ッ ド で 例外 を キャ ッ チ し な けれ ば 強制 終了 し ます 。 
malin メ ソ ッ ド sub) メ ソ ッ ド subsub() メ ソ ッ ド 











sub(): 
$ catch が な い 





subsub(): 
3 catch が な い 


図 15-15 発生 し た 例外 は キャ ッ チ し な いと ブロ グラ ム が 強制 終了 する 


この よう に 例外 は キャ ッ チ され な い 限 り 、 メ ソ ッ ド の 呼び 出し 元 ま で 処理 を 「 た 
らい 回 し 」 に され て し まい ます 。 こ の 現象 を 例外 の 伝播 と 呼び ます 。 も ちろ ん 呼 
び 出 し 元 の main メソ ッ ド や sub() メソ ッ ド に catch ブロ ッ ク が 準備 され て いれ 
ば 、 例 外 の 伝播 は そこ で 止ま り ます ( 図 15-16)。 

malin メ ソ ッ ド sub(0 メ ソ ッ ド subsub() メ ソ ッ ド 

















起動 : | 
s 偽 

subsub(): ザ 処 理 中 に 

}) catch( …)【 例外 が 発生 
エラ ー 女 理 ③ catch が な い 









(③④ sub が 捕まえ お手上げ 
処理 < 





正常 終了 ' き jsub() を . 


正常 終了 





國 15-16 発生 し た 例外 は 呼び 出し 元 メ ソ ッ ド に 処理 を 委ね る 
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打 証 著 チェ ッ ク 例 外 の 伝 所 と スロ ー 宣 言 


例外 の 伝播 は 発生 し た 例外 が 各 メ ソ ッ ド で キャ ッ チ され ず 「 お 手 上 げ 」 に な る 
た め 起 こり ます 。 し か し 、Exception 系 例外 (チェ ッ ク 例 外 ) は try-catch 文 に よ 
る キャ ッ チ が 必須 (15.3.3 項 ) な た め 「 お 手 上 げ 」 に な る こと は な く 、 基 本 的 に 例 
外 の 伝播 は 起こ り ま せん 。 

し か し 、 メ ソ ッ ド を 宣言 する 際 に スロ ー 宣 言 を 行う こと で 、 発 生 す る チェ ッ ク 
例外 を 呼び 出し 元 へ と 伝 描 さ せる こと が 許可 され ます 。 


ウ ク スロ ー 宣 言 に よる 例外 伝 握 の 許可 


アク セス 修飾 戻り 値 メソ ッ ド 名 (引数 リス ト ) 
throws 例外 クラ ス 1, 例外 クラ ス 2.… { 
メソ ッ ド の 処理 内 容 


た と えば 次 の よう に 記述 し ます 。 


pub]ic static vod subsub () throws TOException 
/ 3ORosyiir の 区 する の あ も が 、 レー (スロー) 
// try-catch 文 が な く て も OK 
Filewriter fw = new FileWriter ("data.txt『]) : 





あれ ? この subsub() メソ ッ ド っ て 、 実 行 中 に チェ ッ ク 例 外 が 
起こ る は ず な の に try-catch が な いで す よ 。「 サ ボリ り 禁 止 」 で コン 
パイ ル エ ラー に な り ま す よ ね 。 






589 


590 


第 想 部 も っ と 便利 に API 活用 条 





いや 、 ス ロー 宣言 が ある と き に 限っ て 人 
コン パイ ル エ ラー に な ら な いん だ よ 。 いし プ 

この メソ ッ ド の 中 で は FileWriter を イン スタ ンス 化し て お り 、 チ ェ ッ ク 例 外 
IOException が 発生 する 可能 性 が あり ます 。 し か し 、 こ の 例 の よう に スロ ー 宣 言 
を 行っ て いれ ば try-catch 文 が な く て も コン パイ ル エ ラー に な り ま せん 。 


POCCUCPLPULLUPPUEELUEUULULUELPUULLUUUULUULLLEUUULLLULCLUCCLCULLLLULUULLULELLCSLSSLSDLLLCSCLESSSSSSSCSSSSSLSSSSSSSSSSSSSSSSS 


《⑨ スロ ー 宣 言 に よる チェ ッ ク 例 外 の 伝 摺 


メソ ッ ド を 定義 する 際 、 自 ら キ ャ ッ チ し な い チ ェ ッ ク 例 外 を throws で 宣 
言 す る こと が で きる 。 こ の と き メ ソ ッ ド 内 で try-catch 文 に に る キャ ッ チ 
を し な く て も コン パイ ル エ ラー に な ら な い 。 


な ぜ ス ロー 宣言 を する と コン パイ ル エ ラー に な ら な い の で し ょ うか 。 そ れ は 、 
スロ ー 宣 言 と は 、 そ の メソ ッ ド が 「 私 は メソ ッ ド 内 で チェ ッ ク 例 外 が 発生 し て も 
処理 し ませ ん が 、 私 の 呼び 出し 元 が 処理 し ます 」 と 表明 する 宣言 だ か ら で す 。 

その 一 方 、 ス ロー 宣言 が 含ま れる メソ ッ ド を 呼び 出す 側 は 「 こ の メソ ッ ド を 呼 
び 出 す と 、 呼 び 出し 先 で 発生 し た 例外 が 処理 され ず に 自分 に 伝播 し て くる 可能 性 
が ある 」 こ と を 覚悟 し な けれ ば な り ま せん 。 


《② スロ ー 宣 言 が 及ぼ す 影 響 


影響 ① 呼び 出さ れる 側 の メソ ッ ド b() は 、 メ ソ ッ ド 内 部 で の < Exception 
の キャ ッ チ が 義務 で は な く な る 。 

影響 ② 呼び 出す 側 の メソ ッ ド a() は 、「~ Exception を 伝播 し て くる 可能 
性 が ある b()」 の 呼び 出し を try-catch 文 で 囲む 義務 が 生ま れる 。 


※ throws Exception と いう スロ ーー 宣言 を 伴う メソ ッ ド b() を 、 メ ソ ッ ド as() か ら 呼 び 出す 場合 。 


チェ ッ ク 例 外 に 対す る 処理 方 法 に つい て まとめ て お きま し ょ う 。 す べ て の メ 
ソ ッ ド は 「 チ ェ ッ ク 例 外 を どう 処理 する か 」 に つい て 次 の 2 つの 方 針 の どちら か 
を 採用 し 、 そ の 方 針 ご と に 課せ られ る 義務 を 果たさ な けれ ば な り ま せん 。 


例外 処理 方 針 や チェ ッ ク 例 外 を 自分 で 処理 

【 こ の 方 針 の 意味 】 
「 私 は 自分 で 例外 的 状況 を 解決 し ます 。 例 外 が 発生 し て も お 手 上 げ は せ ず 、 呼 
び 出 し 元 に 迷惑 を か け ま せん 」 

【 こ の 方 針 を 採用 する こと で 課せ られ る 義務 】 
発生 する 可能 性 が ある 、 すべ て の チェ ッ ク 例 外 を try-catch 文 で 処理 する こと 。 


例外 処理 方 針 ② チェック 例 外 を 処理 せ ず 、 呼 び 出し 元 に 委ね る 

【 こ の 方 針 の 意味 】 
「 私 は 自分 で 例外 的 状況 を 解決 で きま せん 。 例 外 が 発生 し た ら 、 呼 び 出 し 元 に 
処理 を 任せ ます 」 

【 こ の 方 針 を 採用 する こと で 課せ られ る 義務 】 
メソ ッ ド 定義 に スロ ー 宣 言 を 加え 、 例 外 の 種類 を 表明 する こと 。 


例外 を も み 消 さ な い 


try { 


] catch ( Exception e ) 1 
) 


この コー ド は 「 発 生 し た 例外 を 捕まえ な が ら 、 自 分 で は 何 の 処理 も せ 
ず 、 上 に も 報告 し な い 」 い わ ば 「 不 祥 事 の も み 消 し 」 の よう な こと を や っ 
て いま す 。 チ ェ ッ ク 倒 外 は 「 何 ら か の 対処 が され る べき だ か ら 発生 し て 
いる 」 の で すか ら 、 も み 消 し が 重大 な 不具 合 に つなが る こと は 容易 に 想 
像 で きま す 。 で すか ら 空 の catch ブロ ッ ク は 極力 避け る よう に し まし ょ 
う 。 も し 理由 が あっ て 「 あ えて 何 も しない 」 場 合 に は 、catch ブロ ッ ク の 
中 に コメ ント で 理由 を 残し て お く と よい で し ょ う 。 
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例外 を 発生 させ る 


例外 的 状況 を JVM に 報告 する 


前 節 ま で で 「 例 外 の 発生 に どう 備え る か 」 と いう 解説 は 終わ り だ 。 





し り 
ジノ 最後 に 自分 た ち で 「 例 外 を 発生 させ る 方 法 」 を 紹介 し よう 。 


図 15-8 (p.570) で 解説 し た よう に 、「 例 外 的 状況 が 発生 し た か どう か 」 は JVM 
が 藩 視 し ます 。 そ し て JVM は 例外 的 状況 を 検知 する と 処理 を catch ブロ ッ ク に 
移す の で し た ね 。 実 は 、 こ の 監視 を し て いる JVM に 対し て 、 私 た ち 自 身 が 「 一 
Exception と いう 例外 的 状況 に な り ま し た 」 と 報告 を する こと が で きま す 。 例 外 
的 状況 が 発生 し た こと を 報告 する た め に は 、 次 の 構文 を 使い ます 。 


合 / 多 外 的 状況 の 報告 (例外 を 投げ る ) 


throw 例外 イン スタ ンス : 
※ 一 般 的 に は 「throw new 例外 クラ ス 名 (' エラ ー メ ッ セ ー ジ ") :」 と な る 。 


に JVM に 報告 する に は 、 例 外 の 詳細 情報 を 詰め 込ん だ 
1] 例外 イン スタ ンス を 用 いる ん で すね 。 


そう だ よ 。 throw キー ワー ド を 使っ て 、 
例外 イン スタ ンス を 監視 中 の JVM に 「 投 ばつ ける 」 ん だ 。 


「 こ ん な 例外 的 状況 に な っ た よ ! 今 す ぐ 代 替 策 の 実施 へ 移行 し 





て くだ さい 」 と 例外 イン スタ ンス を 投げ て いる イメ ー ジ で すね 。 


監視 中 の JVM に 例外 的 状況 を 報告 する こと を 、「 例 外 を 投げ る 」 ま た は 「 例 外 
を 送出 する 」 と 表現 する こと も あり ます 。 例 外 が 投げ られ る と JVM は それ を 検知 
し 、 即 護 に catch ブロ ッ ク の 実行 や 伝播 に 処理 を 移し ます 。 

実際 に 例外 を 投げ て いる プロ グラ ム の 例 が リス ト 15-5 で す 。 


リス ト 15-5 例外 イン スタ ンス を 自分 で 投げ る 


| public class Person { 
2 1nt age: 
3 public yoid setAge(int age) [| 
4 if (age <0) 【( // こと で 引数 を チェ ッ ク 
5 throw new 111eqa1ArgumentExCeption 
(年齢 は 正 の 数 を 指定 すべ き で す 。 指定 値 =" + aqge) : 


6 ) 
ィ this.aqe = age:  // 問題 な いな ら 、 フ ィ ー ル ド に 値 を セッ ト 
8 』 
9 
public class Main { 


1 
っ pub1ic static void main(String[] args) { 

3 Person D = new Person () : 

S 

6 』 
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Person クラ ス の setAge() メソ ッ ド で は 、 引 数 を フィ ー ル ド age (年齢 ) に 代入 
し ます 。 し か し age が 負 の 値 に な る こと を 防ぐ た め 、 代 入 の 前 に 引数 を 検査 し 
て いま す 。 も し 引数 に 問題 が ある 場合 は 、IllegalArgumentException イン スタ ン 
ス を 投げ る こと で 「 引 数 が 異常 で 処理 を 継続 で き な い 」 と いう 例外 的 状況 に 陥っ 
た こと を JVM に 報告 し ます 。 

setAge() メソ ッ ド で 発生 し た 例外 は 、 呼 び 出 し 元 の main メソ ッ ド に 伝播 しま 
す 。 し か し 、 こ こ で は 例外 を キャ ッ チ し て いな い の で 、 最 終 的 に JVM が プロ グ 
ラム を 強制 停止 し ます 。 


スロ ー 宣 言 で 使う throws と 例外 的 状況 の 報告 に 使う throw は 、 





区 _1 
に / 似 て いる けど 、 ま っ た く 違 う も の だ か ら 気 を つけ よう 。 


オリ ジ ナ ル 例 外 ク ラス の 定義 


これ まで 見 て きた よう に 、API に は IOException や IlegalArgumentException な 
どの 多く の 例外 クラ ス が 備わっ て いま す 。 そ れ ら 既存 の 例外 クラ ス を 使え ば 、 多 
く の プ ログ ラム は 問題 な く 作 成 で きる で し ょ う 。 

し か し 「 独 自 の 例外 的 状況 」 を 表す 「 オ リ ジ ナ ル の 例外 クラ ス 」 を 使い た く な る こ 
と も あり ます 。 た と えば 音楽 プレ ー ヤ ソフ ト を 開発 し て いる の で あれ ば 、「 対 応 し 
て いな い 形 式 の ファ イル を 再生 し よう と し た 」 な どの 例外 的 状況 を 表す クラ ス ( た 
と えば 、UnsupportedMusicFileException) が 欲し く な る か も し れ ま せん 。 

その よう な 場合 は 、 怒 存 の 例外 クラ ス を 継承 し て オリ ジ ナ ル の 例外 クラ ス を 作 
る こと が で きま す 。 


Unsupported 
OperationException 


図 15-17 独自 例外 は 
例外 クラ ス を 継承 し て 作る 





継承 元 に な る 例外 クラ ス は 、 チ ェ ッ ク 例 外 を 表す Exception や 、 非 チェ ッ ク 例 
外 を 表す RuntimeEFxception の 他 、IOException な ど 実 際 に 何 か の 状況 を 表し て 
いる 例外 クラ ス で も 構い ませ ん 。 し か し 、Throwable や Error の 子 ク ラス と し て 
オリ ジ ナ ル 例 外 を 定義 する こと は ほとん ど な い で し ょ う 。 


リス ト 15-6 オリ ジ ナ ル 例 外 を 定義 する 


、UnsupportedMusicFileExceptionjava_ 





public class UnsupportedMusicFi]eExxception extends Exception ( 
// エラ ー メ ッ セ ー ジ を 受け 取る コン スト ラク タ 
pub1ic OnsupportedMusicFileException (String msg) ( 


Super 【mSgj : チェ ッ ク 例 外 に する 






3 
6 』} 


リス ト 15-7 オリ ジ ナ ル 例 外 を 利用 する 


| 
public class Main { ーー 


public static void main(String[] args) { 
3 try 1 
罰 // 試験 的 に 例外 を 発生 させ る 
5 throw new UnsupportedMusicFileExoeption 
人 7 未 対応 の ファ イル で す 『) 」 
) catch (Exception e) 1 
e.printStackTrace () : 


: 二 り 由 


本 格 的 で 大 規模 な プロ グラ ム を 開発 する とき は 、 プ ログ ラム で 想定 され る さま 
ざま な 例外 的 状況 を 思い 浮か べ 、 オ リ ジ ナ ル の 例外 クラ ス と し て 作成 する こと で 、 
きめ 細か い 実 行 時 エラ ー へ の 対処 が 可能 に な り ま す 。 
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第 15 章 の まとめ 


この 章 で は 、 次 の よう な こと を 学び まし た 。 


エラ ー 


・「 文 法 エラ ー」、「 実 行 時 エラ ー」、「 論 理 エラ ー」 の 3 種 が ある 。 
・ 例外 処 理 を 行う こと で 、 実行 時 エラ ー に 対処 で きる 。 


例外 の 種類 


・ API に は 、 さ ま ざ ま な 例外 的 状況 を 表す 例外 クラ ス が 用 意 さ れ て いる 。 
・ 例 外 ク ラス は 「Error 系 」、「Exception 系 」、「RuntimeException 系 」 に 大 別 で きる 。 
・ 例外 ク ラス を 継承 し て オリ ジ ナ ル の 例外 クラ ス を 定義 で きる 。 


例外 処理 


・ try-catch 文 を 使用 する と 、try ブロ ッ ク 内 で 例外 が 発生 し た と き に catch ブロ ッ 
ク に 処理 が 移る 。 

・ 後片付け の 処理 は 、 必 ず 実 行 され る fnally ブロ ッ ク に 記述 する 。 

・ Exception 系 例外 が 起こ る 可能 性 が ある 場合 は 、try-catch 文 が 必須 で ある 。 

・ スズ スロー 宣言 を 行う こと で 、 例 外 の 処理 を 呼び 出し 元 に 委ね る こと が で きる 。 

throw 文 を 使う こと で 、 開 発 者 自ら 例外 を 発生 させ る こと が で きる 。 


次 の よう な プロ グラ ム を 作成 ・ 実 行 し 、 実行 時 エラ ー を 発生 させ て くだ さい 。 


① String 型 変数 s を 宣言 し 、null を 代入 する 。 
②③ s.length() の 内 容 を 表示 し よう と する 


練習 15-1 で 作成 し た コー ド を 修正 し 、try-catch 文 を 用 いて 例外 処理 し て くだ 
さい 。 そ の 際 に 例外 処理 で は 次 の 処理 を 行っ て くだ さい 。 


①「NullPointerException 例外 を catch し まし た 」 と 表示 する 。 
②③②「ーー ス タッ クト レー ス (ここ か ら ) 一 一 」 と 表示 する 。 

③ ス タッ クト レー ス を 表示 する 。 

④⑭「ーー 一 スタ ッ ク ト レー ス (ここ まで ) 一 一 」 と 表示 する 。 


IntegerparselInt() メソ ッ ド を 実行 し 、 文 字 列 * 三 * の 変換 結果 を int 型 変数 i 
に 代入 する コー ド を 記述 し て くだ さい 。 そ の 際 に 、parselInt() メソ ッ ド が どの よ 
うな 例外 を 発生 させ る 可能 性 が ある か を API リフ ァ レ ンス で 調べ 、 正 し く 例 外 
処理 を 記述 し て くだ さい 。 


起動 直後 に IOException を 送出 し て 異常 終了 する よう な プロ グラ ム を 作成 し て 
くだ さい (ヒン ト :main() メソ ッ ド が 「 お 手 上 げ 」 す れ ば 、 例 外 発 生 時 に プロ グラ 
ム が 異常 終了 し ます )。 


二 記 
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練習 15-1 の 解 千 ーーー ドド ドド ドー 


較 /ETIIED/: 





| public class Main { 
2 public static void main(8tring[] args) { 


3 String 8 = nu11: 
4 System.out.println(s.1ength(] ) : 
5 送 
6 } 
練習 15- ら の 舞 科 ie 





_ Mainjava_ 


| public class Main ( 
2 pub1ic static void main(String[] args) 


3 try { 
4 Strinq S = nul1: 
5 System.out.print]n(s.1ength) ) , 
6 ) catch (Nu11pointerException e) { 
7 System.out .print]n 
("Nu11PointerException 例 外 を catch し まし た ") : 
8 System.out.println("ーー ス タッ クト レー ス (ここ と から) 一 一 『) 
9 e.printStackTrace () : 
10 System.out.println("ーー ス タッ クト レー ス (ここ まで ) 一 一 『) : 
11 ! 
隊 * 。 生 
13 } 
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縛 憶 15: の 箇 矯 hoseassoesesessesecssossssssroesssecsssssscosseis 


| public class Main ( 
2 publ1io static void main(String[] args) [{ 


3 try { 
4 // APrF リ フラ ァ レ ンス か な から 送出 例外 を 調べ る 
5 int 1 = Integer.parsernt(! 三 ") : 
6 ) catch (NumberFormatgxception e) { 
7 System.out.print]n 
("例外 NumberFormatExxception を catch し まし た *) : 
8 ] 
引 。 記 
10 } 
線 境 15: ひ の 制 籍 : べ 心 むい eeesesesecefeeeoae 


_ Mainjava_ 


1mport ]ava.10.TOException: 
2 public class Main { 
pub1ic static yoid main(String[] args) Ehrows IOException { 


う 

4 System.out .println(" プ ログ ラム が 起動 し まし た 。『) , 
5 throw ney TORxception() , 

$ 引 

の 2 
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まだ まだ 広がる 
Java の 世界 


第 14 章 以 降 で は 重要 な Java の API に つい て 学ん で きま し た 。 

本 書 で 解説 し た API は Java 全体 か ら 見 れ ば ご く 一 部 で す が 、 

本 書 を 理解 し た 方 で あれ ば 、 自 力 で API を 調べ 、 

自分 の プロ グラ ム に 取り 入れ て 活用 する こと が で きる で し よう 。 

この 最終 章 で は 読者 の みな さん へ の 「 は な むけ 」 と し て 、 さ ら に 高度 な 
Java プロ グラ ミン グ の 世界 と 可能 性 を 紹介 し ます 。 


16.1 ファ イル を 読み 書き する 

16.2 イン ター ネッ ト に アク セス する 
16.3 デー タベース を 操作 する 

16.4 ウィ ンド ウ ア プリ ケー ショ ン を 作る 
16.5 スマ ー ト フォ ン ア プリ を 作る 

16.6 Web サー バ で 動く Java 





第 相 部 も っ と 便利 に API 活用 術 
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ファ イル を 読み 書き する 


箱 E 生 動 スト リー ム 


プロ グラ ム か ら コ ンピュータ の 中 に ある ファ イル を 読み 書き する 場合 、 フ ァ イ 
ル の 内 容 を すべ て 一 度 に 変数 へ 読み 込む こと は 通常 、 行 いま せん 。 な ぜ な ら 、 フ ァ 
イル が と て も 大 きか っ た 場合 、 一 度 に 読み 込む と メモ リ が 足り な く な っ て し まう 
か ら で す 。 そ こ で Java を は じ め と する 多く の プロ グラ ミン グ 言 語 で は 、 フ ァ イ 
ル を 「 少 し ずつ 読ん だ り 書 いた り 」 す る た め の 機 能 を 備え て いま す 。 こ の と き 必 
要 と な る の が スト リー ム (stream) と いう 考え 方 で す 。 





較 16-1 スト リー ム と は 
デー タ が 流れ る 小川 の よう な も の 

スト リー ム と は 、 情 報 が 流れ て くる 小川 の よう な も の だ と 想像 し て くだ さい 。 
Java プロ グラ ム は 、 この 小川 を 通し て ファ イル を 読み 書き し ます 。 た と えば ファ 
イル を 読み 込む 場合 は 、 図 16-1 の よう に 、「 小 川 の 上 流 に ある ファ イル か ち 1 
文字 ずつ 流れ て くる 」 と いう よう な イメ ー ジ で 文字 を 読み 込み ます 。 


生 下 度 考 ファ イル か ら 文字 を 読み 込む 


ファ イル か ら 文 字 を 1 文字 ずつ 読み 込む コー ド を 紹介 し まし ょ う ( リ スト 16- 
1)。 テ キス ト フ ァイル か ら 文 字 を 読み 込む 場合 に は 、java.io.FileReader を 使い ます 。 


まだ まだ 広がる Java の 人 


リス ト 16-1 


Ye 
1mport ]aVa.10.#: HMI 

) public class Main { 

3 public static yoid main(String[] args) Lhrows Exception { 


String filename = "Ci:\tegt.EXt『: ファ イル 名 を セッ ト す る 


FileReader fr = new FileReader(f11ename] : 


最初 の 1 文字 を 読む 
次 の 1 文字 を 読む 


ファ イル を 閉じ る 









char c1 = {char) fr.read () : 


char c2 = (char) fr.read() 





fr.close () : 


ファ イル を 開く 





FileReader は 「 指 定 さ れ た ファ イル が 源流 に ある 小川 」 の よう な も の で 、 read() 
メソ ッ ド を 呼ぶ ぶ た びに 1 文字 ずつ 文字 を 取り 出せ ます 。read() の 結果 が -1 の 場合 、 
ファ イル を 最後 まで 読み 終わ っ た こと を 意味 し ます 。 そ し て 読み 終わ っ た ら 最 後 
に 必ず close() し て ファ イル を 閉じ て お きま す 。 

な お 、FileReader の コン スト ラク タ や read()、close() は IOException を 送出 
する 可能 性 が あり ます 。 こ の リス ト 16-1 は サン プル で す の で 例外 処理 を 記述 し 
て いま せん が 、 開 発 の 現場 で は 必ず 例外 処理 を 行っ て くだ さい 。 


及 稚 | ose0 は 必ず fnally の 中 に 書く よう に ね 。 そ の 理由 が わか ら な 
いこ げ い 人 は 第 15 章 を 読み 返し て ほし い 。 


条 誠 話 王 ファ イル へ 文字 を 書き 込む 


ファ イル に 文字 や 文字 列 を 書き 込む に は 、FileWriter を 使い ます 。 こ の クラ ス 
は 「 下 流 に ある ファ イル に つなが っ て いる 小川 」 の よう な も の で 、 ス トリ ー ム に 
流し た 文字 が ファ イル に 書き 込ま れ て いき ます 。 
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図 16-2 FileWriter を 用 いた ファ イル の 軒 き 込み 


実際 に FileWriter を 使っ て ファ イル に 書き 込む 例 が リス ト 16-2 で す 。 
リス ト 16-2 


1mDort ]aVa.10.#』 so に 
public class Main { 
pub1io static void main(String[] args) throws Exception { 
String Ei1ename = "CiWWtest,ExXt!: 
Fi]leWr1iter fw = new FileWriter (Eilename) : 


fw.write(! そ !) , リー 最初 の 1 文字 を 書く ] 


fw.write(' れ り , う 次 の 1 文字 を 書く 


ファ イル を 閉じ る 











fw.cl1ose() : 


今回 は FileReader と FileWriter の 2 つの クラ ス だ け を 紹介 し まし た が 、java. 
io パッ ケー ジ に ある さま ざま な クラ ス を 利用 する と 、 よ り 高 度 な 入出 力 処理 が 
可能 に な り ま す 。 
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| イン ター ネッ ト に アク セス する 


打上 王 基 動 Web ペー ジ を 取得 する 


従来 ひ の プ ログ ラミ ング 言語 で は 、 イ ンタ ーネット 上 の Web ペー ジ の 内 容 を 取 
得する た め に 、 ネ ットワーク プロ グラ ミン グ に 関す る 多く の 知識 と プロ グラ ミン 
グ 作 業 が 必要 で し た 。 し か し 、Java で は javanet パッ ケー ジ の クラ ス を 使う こと 
で 、 同 じ 機 能 の プロ グラ ム を 、 ほ ん の 数 行 で 書く こと が で きま す ( リ スト 16-3)。 


リス ト 16-3 

] 1mport java.1o.TnputStreami 

2 1mport java.net.UR: 

3 public class Main { 

4 pnublic static void main(String[] args) throws Exception { 

5 URL u = new URL("hEtp://www.1mpres8]apan.]P/ 『) 

6 InputStream 15 = u.OpenStream) : ネッ ト へ 接続 

7 int i = is.read() : 
8 
人 9 


while 介 != -1) ペー ジ の 終わ り ま で 繰り 返す 


char c = {char) 1: 


19 System.out.print(clj 読ん だ 内 容 を 画面 に 表示 


11 1 = is.read() : 


ーー 一 (イン プレ ス の サイ ト 内 容 





翼 
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リス ト 16-3 を 実行 する と 、Web ペー ジ を 構成 し て いる HTML の テキ スト が 

画面 に 表示 され ます 。 こ の プロ グラ ム の ポイ ント は 5 行 目 で javaneLURL クラ 
ス の イン スタ ンス を 生み 出し 、openStream() メソ ッ ド を 呼び 出し て いる 部 分 で 
す 。 こ の メソ ッ ド を 呼応 と 、 イ ンタ ーネット 上 の ペー ジ を 上 流 に 持つ スト リー ム 
が 取得 で きま す の で 、1 文字 ずつ 読み な が ら 画 面 に 出力 し て いま す 。 






VON JD 


細め ーー 


図 1B-3 openStream( ) メソ ッ ド に より 
Web ペー ジ を 上 流 に 持つ スト リー ム が 構成 され る 





さま ざま な モノ に つなが る スト リー ム 
Java の スト リー ム は ファ イル や Web ペー ジ 以 外 に も さま ざま な モノ を 


接続 で きま す 。 実は 今 ま で に も 私 た ち は ス トリ ー ム を 何 度 も 使っ て きま し 
た 。 そ れ は 下流 が 画面 に つなが っ て いる 小川 で ある 「Systemout」 と 、 上 流 
が キー ボー ド に つなが っ て いる 「System.in」 で す 。 System.outprintIn() 
と は 、 画 面 に つなが っ て いる 小川 に 情報 を 流す 命令 だ っ た の で す 。 





まだ まだ 広がる Java の 世界 


デー タベース を 操作 する 


箱 EEE 征 馬 デー タベース と SQL 


デー タベース に 情報 を 入れ た り 出 し た りす る の に も 、 
スト リー ム が 使え る ん で すか ? 














残念 だ が 、 デ ー タ ベー ス の 操作 に スト リー ム は 使え な い 。 どき 
その 代わ り に SQL と いう 専用 の 指示 を デー タベース と や り い ノ 
と りす る よ 。 

デー タベース と は 、 デ ー タ を 整理 し て 格納 し た り 、 高 速 に 取り 出し た りす る た 
め の ソ フト ウェ ア と デー タ の 集合 体 を 指し ます 。 

一 般 的 な デー タベース の 中 に は 多く の 「 表 」 が あり 、 そ の 表 の 中 の 値 を 取得 し 
た り 書 き 換え た り し て 利用 し ます 。 実際 に 表 の 中 身 を 読ん だ り 書い た りす る た め 
に は 、「SQL」 と いう デー タベース 専用 の 言語 で デー タベース に 指示 を 送る 必要 が 
あり ます 。 


SELECT NAME FROM EMPLOYEES: デ ゲー タベース 
(従業 員 表 か ら 、 す べ て の 名 前 を 返し な さい ) 


ii 
suzuki 


aiba 










ee 
INSERT INTO EMPLOYEES(NAME) VALUES (ida): 
( 綻 業 只 表 に 「ilda』 と いう 名 前 の 者 を 追加 し な さい ) 


図 18B-4 デー タベース に SQIL 文 を 送り 、 表 を 読み 書き する 
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16-4 の 中 の 「SELECT 」 や 「INSERT て 」 が SQL の 命令 な ん で 


そう だ よ 。SOL 文 を デー タベース に 送れ ば 、 そ の 指示 に 従っ て 
デー タ を 処理 し て くれ る ん だ 。 いこ プ 





Java で は java.sqgl パッ ケー ジ の クラ ス を 用 いる こと で 、 デ ー タ ベー ス に SQL 
文 を 送る こと が で きま す 。 詳細 は 割愛 し ます が 、 リ スト 16-4 の サン プル コー ド 
を 眺め て 、「 デ ー タ ベー ス ア クセ ス も 決し て 難し く な い 」 と いう こと を 実感 し て み 
て くだ さい 。 


リス ト 16-4 
1mport ]ava.8d1.*: LoNJove 
public class Main { 

puplic static void main(String[] args) Ehrows Exception { 


NN 


N 


3 Class.forName[『org.h2 .Driyer『) : 
String dbur1 = "]dbc:h2:~/Eest! 


9 接続 先 DB を 指定 
String sd] = "1NSERT INTO EMPLOYEES (name) VALUES(!11da!) 『: 


8 Connection conn = DriverManaqer.qetConnection (dbur1) 
9 ET に 接続 


19 conn.createStatement () .executeUpdate (sq1) , 


| SQL を 送信 
2 conn.C1ose () DB 接続 を 閉じ る 


まだ まだ 広がる Javs の 世界 


湊 く ん の RPG は お も し ろ い けど 、 表 示 が 文字 だ け で カワ イ く な 
い の が 残念 ね …。 





少し ガン パ れ ば 、 ウ ィ ン ド ウ を 持っ た グラ フィ カル な ブロ グラ 
ム も Java で 作る こと が で きる ん だ よ 。 





プロ グラ ム の 見 た 目 ・ 操 作 性 の こと を ユー ザー イン タフ ェ ー ス (UI:User 
Imterface) と いい ます 。 そ の 中 で も 本 書 で 開発 し て きた よう な 文字 ペー ス の ユー 
ザー イン タフ ェ ー ス は CUI (Character User Interface) と 呼ば れ ま す 。 
- 方 、Windows や Mac な どの パソ コン で 使わ れる Web ブラ ウザ や メー ル ソ 
フト の よう な 「 窓 枠 が あっ て グラ フィ カル な 表示 と マウ ス を 使っ て 操作 で きる ソ 
フト ウェ ア 」 は GUI (Graphical User Interface) と 呼ば れ ま す 。 


CUI プ ログ ラム GUI プ ログ ラム 


Java な ら 
GUI プロ グラ ム を 作る の も 

メイ ン メ ニュ ー 比較 的 簡単 だ 

Et: 

2: 会 員 検索 

3: 終了 Name し 
選ん で くだ さい > 2 りり 
キー ワー ド を 入力 16 





16-5 CUI と GUI の 違い 


javaawt と javax.swing パッ ケー ジ に は 、GUI 開発 に 用 いる ボタ ン や 入力 ボッ 
クス な ど 、 さ ま ざ ま な 部 品 が クラ ス と し て 提供 され て いま す 。 紙 幅 に 制限 が あり 
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ます の で 、 本 格 的 な GUI プロ グラ ム の 作り 方 の 解説 は 専門 書 に 誤り 、 こ こ で は 
簡単 な サン プル コー ド の 紹介 に と ど め ます (リス ト 16-5)。 

し か し 、Java を 使え ば Windows、Mac、Linux、 そ の ほか Java が 動作 する コ 
ンピュータ で あれ ば 、 ど れ で も 同じ よう に 動作 する ウィ ンド ウ ア プリ ケー ショ ン 
が 作れ る と いう こと を 、 ぜ ひ 知 っ て お いて くだ さい 。 


リス ト 16-5 


1mport ]ava.awt .F]1owLayout: 

1mport ]avax.Sw1nd.*: 

public class Main ( 

public static void main(String[] args) { 

Jirame frame = new JPrame(! は じ め て の GUT!) : 
JLabel 1abe] = new JLabel1 ("Hel1o Wor1d! 1『) : 
JButton button = new JButton(" 押 し て ね ") : 
frame .getContentPane {) . sethayout (new Flowhayout () ) : 
frame .getContentPane () .add(1ape1) 

0 frame .getContentPane () .add (buttonl : 
frame.setDefau1tCloseOperation (JFrame .EXTT ON CLOSE) : 
frame,setSize(300, 100): 
frame.setVis1ble (true) : 


口 は じ め て の GUI 


Hello Worldl 


図 16-B リス ト 16-5 の 実行 結果 
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まだ まだ 広がる Java の 人 


スマ ー ト フォ ン の アプ リ を 作る 


生 江 財 便 携帯 端末 で 動く Java 


菅原 さん ! Java で スマ ー ト フォ ン 用 の アプ リケーション も 作れ 
る っ て 本 当 で すか ! ? 


そう だ よ 。 湊 くん の RPG が スマ ー ト フォ ン で も 動い た ら 、 遊 ん 
で くれ る 人 は 増え る ん じゃ な いか な 。 





最近 スマートフォン を は じ め と する 携帯 端末 に は 、Java で 開発 し た アプ リ 
ケー ショ ン を 動か せる も の が あり ます 。 た と えば NTT ドコモ の 「i ア プリ 」 や 、 
Android 端末 用 の アプ リケーション は Java で 開発 し ます 。 

た だ し 、Windows や Mac 用 に 開発 し た Java プロ グラ ム が 、 そ の まま 携帯 端 
示 で 動く わけ で は あり ませ ん 。 携帯 端末 を 開発 し て いる メー カー 各社 か ら 、 そ れ 
ぞ れ の 機種 専用 の 「 プ ログ ラミ ング で 利用 する クラ ス 」 が SDK(Software 
Development Kit{) と し て 提供 され て お り 、 そ れ ら の 専用 クラ ス を 用 いて プロ グラ 
ミン グ を 行う 必要 が あり ます 。 





図 16-7 Java で 携帯 端末 用 アプ リケーション も 開発 で きる 
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通常 、 携 帯 端末 用 の アプ リケーション 開発 に は 、SDK に 同 柚 さ れる 「 エ ミュ レー 
タ 」 と 呼ば れる 携帯 端末 の 動作 を 擬似 的 に 再現 する パソ コン 用 ソフ ト を 使い ます 。 
開発 中 の プロ グラ ム を エミ ュ レ ー タ で 実行 し て 動作 を 確認 し 、 プ ログ ラム が 完 
し た ら 実 際 に 携帯 端末 に イン スト ー ル し て 利用 する わけ で す 。 


邊 上 生 王 Android 端末 用 の HelloWorld 


参考 まで に Android 端末 で 「Hello Android」 と 画面 に 表示 する Java コー ド を 掲 
載 し ます ( 注 : こ の リス ト 16-6 を コン パイ ル す る に は Android 用 の SDK が 必要 
で す )。 


リス ト 16-6 





packaqe my.DaCkage8j 
っ 1mport android.app.Activityi 
1mport android.os .Bund1e: 
1mport android.w1dqet .TexLVieW: 
public class Hel1oAndroid extends Activity 
pub]1ic yoid onCreate(Bund1e savedTnstanceStatel) { 
Super.OnCreate (sayedTnstance8tate) , 
TextView ty = new TextView (Ehis) : 
ty.setText (『He11o Android『) , 
setContentView (tY) : 
] 
) 


実際 に は Android 端末 用 の SDK だ け で な く 、 さ ま ざ ま な 開発 ツー ル の セッ ト 


アッ プ や 、Java コー ド 以 外 の 開発 も 必要 で す 。 詳 し く は Android 端末 用 の アプ 


リケーション 開発 に 関す る 解説 書 を 参照 し て くだ さい 。 


まだ まだ が る Java の 世 欠 


Web サー バ で 動く Java 


打電 言動 Web アプ リケーション と は 


イン ター ネッ ト が 普及 し 始め た 当時 の Web サイ ト は 、 ブ ラウ ザ で Web サー 
バ に アク セス し て 格納 され て いる ペー ジ 内 容 を 読む た め だ け の も の で し た 。 し か 
し 、 最 近 の Web サイ ト に は 、 利 用 者 が 入力 し た 情報 に 応じ て サー バ 側 で 必要 な 
処理 が 実行 され 、 画 面 の 表示 内 容 が 変化 する よう な も の が 多く あり ます 。 

た と えば 新 埋 線 の 指定 席 を 予約 で きる Web サイ ト で は 、 希 望 の 乗車 時 間 と 出 
発 駅 ・ 目 的 駅 を 入力 すれ ば 、 デ ー タ ベー ス か ら 新 幹線 の ダイ ヤ と 空席 情報 を 検索 
し て 結果 を 表示 し て くれ ます 。 さ ら に 予約 ボタ ン を クリ ッ ク す れ ば 、 予 約 情報 が 

道 会社 の デー タベース に 登録 され 、 席 の 予約 も で きま す ( 図 16-8)。 










ブラ ウザ の 画面 デー タベース 
ET 鉄道 会 社 の ae 
Web サー バ 


ブラ ウザ の 画面 
ロー 
ご 
あり が と う 
ご ざい まし た ! 









図 16-8 新幹線 の 予約 Web アプ リケーション 


この 新幹線 の Web サイ ト の よう に 、 利 用 者 が ブラ ウザ か ら 入 力 し た 情報 を サー 
バ 側 の プロ グラ ム で 処理 する し くみ を 備え た Web サイ ト を Web アプ リ ケ ー シ ョ 
ン (Web Application) と いい ます 。 検 索 サ イト や ショ ッ ピ ング サイ ト 、 あ る い は 
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第 相 部 も っ と 便利 に API 活 用 術 


SNS な ど 、 読 者 の 方 々 も 数 多く の Web アプ リケーション を 利用 し た こと が ある 
は ず で す 。 


生 上 証 葵 Java で 作る Web アプ リケーション 


Web アプ リケーション は 、 さ ま ざ ま な プロ グラ ミン グ 言 語 を 使っ て 開発 で き 
ます が 、 Java を 使っ て Web アプ リケーション を 開発 する 場合 に は サー ブレ ッ ト 
(ServleD と いう クラ ス を 開発 し ます 。 

サー ブレ ッ ト を 開発 、 動 作 さ せる た め に は さま ざま な 準備 が 必要 で す が ( 参 考 
書籍 『 ス ッ キ リ わ か る サー ブレ ッ ト & JSP 入門 』( イ ンプ レス ) な ど )、 こ こ で は 「 ア 
クセ ス さ れ た ら 現 在 時 刻 を 取得 し て Web ペー ジ と し て 返す 」 簡 単 な サ ー ブ レ ッ 
ト (HelloServlet) の サン プル コー ド を 紹介 し ます ( 注 : 次 の リス ト 16-7 を コン パ 
イル ・ 実 行 す る に は サー ブレ ッ ト の 開発 環境 が 必要 で す )。 


リス ト 16-7 





1mDort ]aVa.10.#』 
1mport ]ava.uti] .Date 
1mport ]avax.Servlet .httD.*: 
@NWebSerylet (" /He11oSery1et'") 
pub1ic class He11oServlet extends HEtpServlet { 
protected void doGet (HttpServletRequest red, 
HEtpServletResponse res) throws TOException 1 
Date d = new Datel) : 
Writer w = re8.detWriter () : 
w.write(!<htm1><body>『) : 


1G wwrite("Today 18 " + d.toString() ) : 
-write(" html>!] : 
[ wwrite(W</body></htm1>!) 現在 日 付 を 出力 


まだ まだ 広がる Java の 世 欠 


ソー スコ ー ド が で きた ら コ ン パ イル し 、 い くつ か の 設定 ファ イル な ど と と も に 、 
Java を 動か せる 機能 が ある Web サー バ に 登録 し ます 。 

た と えば dokojavajp サー バ に 、 こ の HelloServlet を 登録 し た と する と 、 世 界 
中 どこ か ら で も 「http://dokojavajp/HelloServlet]」 と いう アド レス に ブラ ウザ で ア 
クセ ス す る こと で 現在 日 付 を 表示 させ る こ と が で きま す 。 


dokojavaJjp 
Web サー バ ② Web サ ー バ は 

HelloServlet を 
実行 する 


① http://dokojavajp/HelloServlet に 
Web ブラ ウザ で アク セス する 









④ 画面 表示 デー タ が 返送 され る 





⑤ 画面 に 現在 の ③ HelloServlet は 

日 時 が 表示 され る 現在 日 時 を 取得 し 
画面 表示 デー タ 
(HTML) を 作る 


07:11:00JST 2011 





還 16-8 リス ト 16- フ の 実行 の 流れ 


Java を さら に 学ん で いけ ば 、 も っ と 多く の いろ ん な プログラム 
や が 作れ る よう に な る ん で すね 。 


まだ まだ 学べ る こと は た くさ ん ある と 思う と 、 な ん だ か が 楽しみ 
9。 





人 ム そう だ ね 。 初心者 を 卒業 し た 2 人 な ら 大 丈夫 だ か ら 、 こ れ か ら 
い に プ も 試行 錯誤 し な が ら Java プロ グラ ミン グ を 楽し ん で ほし い 。 


い り 
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さら な る 高み を 目指 し て 一 一 
深く ん の 成長 の 旅 は 続き ます 

















Java プロ グラ マ (本 書 を 学習 し 終え た 現在 








オブ ジェ クト 指向 を 活用 し て 、 科 単 
な コマ ンド ライ ン ア プリ ケー ショ ン 
を 開発 で きる ! 







Java エン ジニ ア 









各種 API 命令 ・ 設 計 技 法 ・ ツ ー ル 等 を 
駆使 し 、 チ ー ム で アプ リケーション 
を 開発 で きる ! 






Java 十 DB エン ジニ ア 


SQL や デー タ 設 計 の 知識 も 活用 し 、 
DB を 利用 し た 本 格 ア プリ ケー ショ 
ン を 開発 で きる ! 











し)/ コ アア ルリ た ンス ンー ャ ル 





SNS や ショ ッ ピ ング サイ ト の よう な 
Web ブラ ウザ で 動く アプ リ ケ ー 
ショ ン を 設計 ・ 開 発 で きる ! 





Eclipse に よる 
開発 


シス テム 開発 の 現場 で は 、 よ り 効 率 的 な 開発 作業 を 実現 する た め に 
高度 な 開発 ツー ル を 活用 し ます 。 

付録 B で は 、 そ の 代表 的 な 存在 と も 言え る Java の 統合 開発 環境 
「Eclipse」 を 用 いた 開発 手順 を 紹介 し ます 。 

ぜひ 、 今 後 の 開発 の た め に 役立て て くだ さい 。 

な お 、 利 用 する Eclipse の バー ジョ ン 等 に よっ て 、 


掲載 の 画面 写真 が 実際 の も の と 異な る こと が あり ます 。 


[emlmliNIE- 全 = で cs meeoeoeemooeao の で で の の の ので と の で る の の の G の の の で で の の の の 


B.1 Eclipse の 導入 
B.2 Eclipse に よる 開発 手順 
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Eclipse の 導入 


回 当 貞 年 統合 開発 環境 と は 


付録 A に 記載 し た と お り 、JDK を 用 いた 開発 で は 、 テ キス ト エ ディ タ 、 コ ン 
パイ ラ (javac)、 イ ンタ プリ タ (java) の 3 つの ツー ル を 利用 する こと が 基本 で す 。 
し か し 開発 に 慣れ る に つれ 、 こ れ ら 3 つ を 繰り 返し 利用 する こと が 手 問 に 感じ 
られ る よう に な る で し ょ う 。 

実際 の 開発 現場 で は 統合 開発 環境 (IDE : Integrated Development Environmen0) 
と 呼ば れる 開発 ツー ル を 利用 する こと が 一 般 的 で す 。 統 合 開発 環境 は 、 エ ディ タ 、 
コン パイ ラ 、 イ ンタ プリ タ の すべ て を 内 蔵 し た 開発 用 ソフ トウ ェ ア で あり 、1 
つの 画面 で 、 ソ ー ス コー ド の 編集 か ら コ ン パ イル 、 実 行 に 至る まで 、 開 発作 業 
を ひと と お り 行 うこ と が で きま す 。 ま た 、 ソ ー ス コー ド を 見 や すく カラ ー リ ン 
グ し た り 、 キ ー 入 力 を 支援 し た り 、 デ バッ グ を 手助け する 機能 な ども 豊 宮 に 備 
わっ て いる こと が 一 般 的 で す 。 代 表 的 な 製品 と し て は 、Fclipse や NetBeans が 
よく 知ら れ て いま す 。 


フイ MXF) 編集 (E) ソー ス (5) リフ ァ 2 タ リン グ (T) ナビ ゲー ト (N) 検 入 (A) プロ ジェ クト (P) 実行 (R) ワ ィ >F ワ (W) へ ル プ 【H) 
そい スー こ ウマ さき ・ = きど 


= 、- ZZZ27Z 且 


9 ウケ ー ジ エク スカー ウー ドコ WMangava 間 
ml を ~ | public class Main | 
Lisk01_01 和 public static void main(String[] args) 「 


・ー SuKkiniRG System.out.printIn(" ス ッ キ リ 有 殿 王 征伐 !) 財 
CE コ 


に 3 
・ き (デフォ ルト -7 パ ッ ケ ー ジ ) 
Mawn. 


Lva 
RE シス テム ・ ラ イブ ラリ ー [aya 


と 同 締 避 コ シン ソール = 
電 在 、 表 示す る コッ ソー ル が あめ り ませ ん 。 


BB-1 統合 開発 環境 Eclipse の 画面 


Eclipse に よる 開発 


因 当 左 芋 Pleiades の イン スト ー ル 


Eclipse は 無償 で 公開 され て お り 、 公 式 Web サイ ト (http://eclipse.org) か ら 
ダウ ン ロ ー ド で きま す 。 た だ し 、 公 式 サ イト に は 英語 版 し か あり ませ ん 。 そこ で 、 
Eclipse に さま ざま な 拡張 機能 を 追加 し 、 さ ざら に 日 本 語 化し た イン スト ー ル パッ 
ケー ジ で ある Pleiades を サイ ト (http://mergedoc.sourceforgeJD) か ら ダ ウン 
ロー ド し て 利用 する こと を お 勧め し ます 。 

詳細 な イン スト ー ル 方 法 は 「http://devnote.jp/pleiades」 を 参照 し て くだ さい 。 


還 当 話 重 Eclipse の 起動 
Eclipse を 起動 する 手順 を 紹介 し ます 。 


①「<Pleiades イン スト ー ル ディ レク トリ >\eclipse\eclipse.exe」 を ダブ ルク 
リッ ク し ます 。 

3 開い た 画面 で 「OK」 ボ タン を 押し ます ( 図 B-2)。 こ こ に 出 て くる 「 ワー クス ペー 
ス 」 と は Eclipse の プロ ジェ クト を 保存 する 場所 で す 。 プ ロジ ェクト に つい て 
は 後述 し ます が 、 作 成す る アプ リケーション の 保存 場所 と 考え れ ば よい で 
し ょ う 。 初期 値 の 「../orkspace」 は eclipse ディ レク トリ の 1 つ 上 の 階層 に 
ある workspace ディ レク トリ 、 つ まり 「< Pleiades イン スト ー ル ディ レク ト 
リ >\workspace」 の こと で す 。 本書 で は ワー クス ペー ス は 変更 し ませ ん が 、 
任意 の 場所 に 変更 し て も 構い ませ ん 。 

き ) Eclipse の 画面 が 表示 され ます 。 


ワー クス ペー ス の 前 似 


Ciipse は 、 ワー クス ペー ス / 鐘 (1 る フォ ルー に ブロ ジェ クト を 古 符 し ます 。 
ご のせ ッ y シ ョ ン に 使用 する ワー クス ペー ス ・ フ ォ ル ダー を 過多 し で くだ さい 。 


フー クス ベー- ス Ov 抽 国民 較 


どの 開所 キテ フィ ルト と し て 便 用 し 今後 この 価 を 表し 9 い (U) 


OK キャンセ ル を 





図 B-28 ワー クス ペー ス の 選択 


EE 
に ] 
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箇 当 友 重 Java パー スペ クティ ブ の 選択 


Eclipse の 画面 は 、「 エ ディ タ 」 や 「 ビ ュー」 と 呼ば れる 複数 の ウィ ンド ウ で 構成 
され て いま す 。 表 示す る ビュ ー と その 配置 の 設定 を パー スペ クティ ブ と いい 、 
現在 選択 中 の も の が 画面 右上 陣 に 表示 され ます 。 

デフ ォ ル ト で は PC 向け の Java アプ リケーション 開発 用 の パー スペ クティ ブ 
「Java」 が 選択 され て いま す 。 本 書 で 取り 扱う プロ グラ ム の 開発 に は 、 こ の パー 
スペ クティ ブ を 利用 し ます 。 

な お 、 開 発 中 に 誤っ て 別 の パー スペ クティ ブ に 切り 替え て し まう こと が あり 
ます 。 こ の よう な 場合 は 、 次 の 操作 を 行っ て 「Java」 パー スペ クティ ブ を 選び 直 
す よ うに し て くだ さい 。 

〈① ウィ ンド ウメ ニュ ーー 「 パ ー ス ペク ティ ブ を 開く 」ー… 「 そ の 他 」 を 選択 し ます 。 


③) 次 の 画面 で 「Java 」 を 選択 し て 「OK」 ボ タン を 押し ます ( 図 B-3)。 な お 、「Java」 
と 「Java (デフ ォ ル ト )」 が ある 場合 、 ご ちら で も 構い ませ ん 。 


X 








堅 CVS リポ ポジ トリ ー・ エ クス プロ ー ラ ー 





図 B-3 パー スベ クティ ブ の 選択 画面 


な お 、Java パー スペ クティ ブ で は 、 デ フォ ルト で 「 パ ッ ケ ー ジ ・ エ クス プロ ー 
ラビ ュー」「 ア ウト ライ ン ビ ュー」 「 問 題 ビ ュー」「 エ ディ タ 」 等 が 表示 され る よう 
に な っ て いま す が 、 自 分 の 好み に 合わ せ て カス タマ イズ 可能 で す 。 各 ビュ ー や 
エディ タ の タブ の 「※X」 ア イコ ン を クリ ッ ク す れ ば 非 表 示 に する こと が で きる ほ 
か 、 タ ブ を ドラ ッ グ し て 配置 を 変更 で きま す 。 


Eclipse に よる 開発 
Eclipse に よる 開発 手順 
BB 


千 間 誠 Java プロ ジェ クト の 作成 


Eclipse で は 、 開 発する アプ リケーション ご と に プロ ジェ クト と 言わ れる 管理 
単位 を 作り 、 そ の 中 に ソー スコ ー ド を 作成 し て いき ます 。 プ ロジ ェクト に は さ 
ま ざ ま な 種類 の も の が あり ます が 、Java の プロ グラ ム を 開発 する た め に は 、 ま 
ず 次 の 手順 で 「Java プロ ジェ クト 」 を 作成 し ます 。 


ファ イル メニ ューー「 新 規 」 つ 「Java プロ ジェ クト 」 を 選択 し ます ( 図 B-4) 。 パ ー 
スペ ベク ティ ブ を 「Java」 に し て いな いと 「Java プロ ジェ クト 」 が 表示 され な い 
の で 注意 し て くだ さい 。 

3③) 開い た 画面 で 「 プ ロジ ェクト 名 」 を 入力 し て 「 完 了 」 ボ タン を 押し ます ( 図 
B-5)。 プ ロジ ェクト 名 は 自由 に 決め て 構い ませ ん が 、 半 角 英 数 字 や アン ダー 
スコ ア を 用 いた 、 わ か りや すい も の ( 例 :List01_01 や SukkiriRPG な ど ) を お 
薦め し ます 。 

③ 作成 し た Java プロ ジェ クト は パッ ケー ジ ・ エ クス プロ ー ラ ビュ ー に 表示 され 
ます 。 ダ ブル クリ ッ ク す る と 、 内 容 を 展開 する こと が で きま す ( 図 B-6)。 


ン JZ2 FMain soa 相克 
Ak+ShiR+Ny | 由 Java プロ ジェ クト 















新規 (N) 





ファ イル を 拓く (.)、 ウメ ク ItR). ー 
BR 本 じ る (C) CeW に だ SA 
ター] ず <rmWCa(L) ClltShiNtW 1o イン ター エー ス 


に wisS | ぜ 列 測 民 
Ustt 公 隊 ( usS 
Sut ミ 別名 重臣 (A). 大 

時 『 す の て 保 人 ( CirShit= 全 | 連 ソー ス ・ フ ォ ル ダー 


図 B-4 Java プロ ジェ クト の 新規 作成 操作 
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Java プロ ジェ クト の 條 成 c 


pva プロ ジェ クト を け リーク スペース また は 外部 ログ ーション で 作 礎 し まず 。 


ジェ クト 名 (P): Skimi 


マ | テ デフ 4& ト 0 ケー ラ 
作成 する プロ ジェ クト の 名 前 を 入力 


JRE 

で 天下 杭 )RE の 重用 (V) Javas5e-1.6 マ 
フロ ラ ェクト 肌 の )RE を 価 用 (S) の 

デフ ォ ルト JRE の 梗 用 (A) (現在 は ave6') ミュ.) 大 


< だ ぷ 6) 次 A(N) > y キャ ツル 


図 B-5 新規 Java ブロ ジェ クト ダイ アロ グ へ の 入力 


結 王 皇 動 クラ ス の 作成 と 編集 





ほ / (9 タフ ルク リッ ク ) 
テ LictD1_01 
。 ほ SukddriRpc 
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図 B-G 新規 作成 され た プロ 
ジェ クト 


Eclipse の プロ ジェ クト 内 で は 、 次 の よう な 手順 で クタ ラス (ソー ス フ ァ イル ) を 


新規 作成 し ます 。 


① パッ ケー ジ ・ エ クス プロ ー ラ ビュ ー で 、 ク ラス を 作成 し た い Java プロ ジェ ク 
ト を 選択 「 右 クリ ッ ク 」ー「 新 規 」「 ク ラス 」 を 選択 し ます ( 図 B-7)。 
②③ 開い た 画面 で 、 ク ラス が 所 属す る パッ ケー ジ と クラ ス 名 を 指定 し 、「 完 了 」 ボ 


タン を 押し ます ( 図 B-8)。 


③ 「src」 内 に クラ ス が 作成 され 、 エ ディ タ に 作成 し た クラ ス の 内 容 が 表示 され ま 


す 。 


④ エディ タ で ソー スコ ー ド を 編集 し 、CTRL+S で 保存 し ます 。 


な お 、 一 度 プ ロジ ェクト 内 に 作成 し た クラ ス は 、 パ ッ ケ ー ジ ・ エ クス プロ ー ラ 
ビュ ー で ダブ プル クリック す る こと で 、 い つ で も 編集 する こと が で きま す 。 
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図 B-7 クラ ス の 新規 作成 操作 


Eclipse に よる 開発 


5 @ 作 成す る クラ ス を パッ ケー ジ に 所 暫 
属さ せる 場合 、 そ の 名 前 を 入力 
デフ ルト パッ ケー ジ の 合用 は 秋 地 され ませ ん 。 
に 1 
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図 B- ヨ 新規 Java クラ ス ダ イ アロ グ へ の 入力 


本 書 の ソー スコ ー ド を 入力 する 場合 の 注意 点 
Eclipse で は 、1 つの プロ ジェ クト 内 に 同じ 名 前 の クラ ス を 複数 作成 す 
る と と は で きま せん 。 そ の た め 、 本 書 の ソー スコ ー ド を 入力 し な が ら 学 
習 する 際 に 困る こと が あり ます 。 た と えば 、 リ スト 3-1 の Mainjava を 


作成 後 、 リ スト 3-2 の Mainjava を 作成 し よう と する と 「 既 に Mainjava 
が 存在 し て いる 」 旨 の エラ ー が 表示 され 、 ク ラス を 新規 作成 で きま せん 。 

この よう な 場合 、 新 た に 別 の Java プロ ジェ クト を 作成 し 、 そ の 中 に 
クラ ス を 作成 する よう に し て くだ さい 。 も し その クラ ス が 過去 の リス ト 
で 作成 し た クラ ス を 利用 する よう な 場合 、 そ れ ら クラ ス の ソー ス フ ァ イ 
ル も 新しい プロ ジェ クト に コピ ー し て くだ さい 。 





加 : 正 EE 動 コン バイ ル 


Eclipse に は Java の コン パイ ラ が 含ま れ て お り 、 エ ディ タ で コー ド を 書い た 
り 、 上 書き 保存 し た りす る と 自動 的 に コン パイ ル が 行わ れ ま す 。 そ の 際 に コン 
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パイ ル エ ラー が ある と 、 行 の 先頭 に ヒラ ー を 表す 赤色 の マー ク と 、 コ ン パ イル 
エラ ー が 起き た 箇所 に 赤色 の 波線 が 表示 され ます ( 図 B-9 上 )。 ま た 、 エ ラー ほ 
ど 致 命 的 で は な いも の に つい て は 、 管 告 ( 共 色 の マー ク と 波線 ) が 表示 され ます 
( 図 B-9 下 )。 


g T 因 コン パイ ル エ ラー (赤色 波線 ) 
iclass Hero [ 
init hp: 


2 publ 
d 
5- public Hero(int hp) [ 
6 hp = hp: 
7 
8 
9 


警告 (黄色 波線 ) 


図 B-Bd コン バイ ル エ ラー お よび 警告 の 発生 


画 : 正 形 台 デバ ッ グ 


ソー スコ ー ド を 書い て いる 最 中 に 一 時 的 に 表示 され る コン パイ ル エ ラー は 気 
に する 必要 は あり ませ ん が 、 保 存 し て も コン パイ ル エ ラー が 表示 され て いる 場 
合 は 解決 する 必要 が あり ます 。 エ ラー の マー ク の 上 に マウ スポ イン タ を 重ね る 
と ど と エラー メッセ ー ジ が 表示 され る の で 、 そ れ を 手がかり に 原因 を 探り 解決 を 行 
いま す 。 

Eclipse に は 「 エ ラー 修正 支援 機能 」 が あり 、 エ ラー の マー ク を クリ ッ ク す る か 、 
赤 の 波線 の 上 に マウ スポ ンタ を 重ね る と Eclipse が 修正 方 法 の 候補 を いく つか 
表示 し ます 。 そ の 中 か ら 1 つ を 選択 する と 、 自 動 で その 処理 が 行わ れ エ ラー が 
解消 され ます 。 

た だ し 、 適 当 に 修正 候補 を 選択 し た だ け で は 、 単 に エラ ー が 消え た だ け で 根 
本 的 な 解決 に な っ て いな か っ た り 、 余 計 に エラ ー を 増やし て し まう こと が あり 
ます 。 エ ラー 発生 の 理由 を 理解 し な いま ま 、Eclipse が 提示 する 修正 候補 を 適当 
に 選択 する の は や め ま し ょ う ( 付 録 C の C.1.1 項 の コツ 2 を 参照 )。 

な お 、 和 裳 告 に つい て は 修正 する こと が 必須 で は あり ませ ん が 、 メ ッ セ ー ジ を 
読ん で 待 告 が 出 て いる 理由 を 理解 し て お く こ と は 重要 で す 。 


Eclipse に よる 開発 


因 弄 生生 プロ グラ ム の 実行 
main メソ ッ ド を 持つ クラ ス は 、 次 の 手順 で 実行 する こと が で きま す 。 


① 実行 し た い フ ァイル を 選択 「 右 クリ ッ ク 」ー「 実 行 」 「Java アプ リ ケ ー シ ョ 
ン 」 を 選択 し ます ( 図 B-10)。 な お 、 こ の 手順 は 、 画 面 上 部 に ある 緑色 の 再生 
ボタ ン を 押す こと で も 実行 で きま す 。 

3 ぅ コン ソー ルビ ュー に 実行 結果 が 表示 され ます ( 図 B-11)。 ま た java.util. 
Scanner クラ ス な ど を 使っ た キー ボー ド 入 力 を 受け 付け る プロ グラ ム の 場合 、 
利用 者 は コン ソー ルビ ュー 内 で キー 入力 を 行っ て くだ さい 。 

③ 通常 、 プ ログ ラム の 実行 は 自動 的 に 終了 し ます が 、 無 限 ル ー プ な ど に 突入 し 
て 終わ ら な く な っ て し まっ た 場合 や 、 途 中 で 実行 を 中 断 し た い 場 合 、 コ ン ソ ー 
ルビ ュー に ある 赤い 四角 の アイ コン ( 図 B-11 右上 ) を クリ ッ ク し て 強制 終了 
させ る こと が で きま す 。 
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図 B-10 プロ グラ ム の 実行 操作 
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8 旭 コ ン ソ ゾー ル き 洛 | 知 品 還 瑞 | セロ マニ ロ 
< 終了 > Main [Java アプ リケーション ] C:\pleiades\]ava\ 包 in\javaw_.exe (2014/06/18 14:31:12) 


実行 中 止 ボ タン 


スッ キリ 魔王 征伐 ! 


実行 結果 の 画面 表示 (実行 中 は 赤色 で 表示 ) 


図 B-11 出力 結果 の 表示 と 実行 停止 ポタ ン 





JAR ファ イル の 利用 

第 6 章 で は 、 開 発 中 の プロ グラ ム か ら JAR ファ イル の 中 に ある クラ ス を 利用 
する た め に 行う 、 ク ラス パス の 設定 に つい て 学び まし た 。 具体 的 に は 、OS の 環 
境 変 数 や -cp オプ ショ ン で 、JAR ファ イル を クラ スパ ス に 登録 し ます 。 
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Eclipse を 用 いた 開発 で は 、 上 記 の よう な 作業 は 不要 で す 。 そ の 代わ り 、 以 下 
の よう な 手順 で 、JAR を ビル ド ・ パ ス に 追加 し ます 。 


① 利用 し た い JAR ファ イル を ドラ ッ グ & ドロ ッ プ し 、 目 的 の Eclipse の プロ ジェ 
クト フォ ル ダ 内 に コピ ー し ます 。 

②③ Eclipse プロ ジェ クト 内 の JAR ファ イル を 右 ク リッ クー「 ビ ルド ・ パ ス 」ー「 ビ 
ルド ・ パ ス に 追加 」 を 選び ます ( 図 B-12)。 






ms MO(P) 







り 2z2 タ ング (1) 


・ SuKAOnRPG イン ポー ト (⑪) 
・ sc 呈 エク スポ ー ト (O) 


ワー ング ・fy ト の 和 り 委 て (A) 
ma Windows エク スプ ブ ロー う - で 張 ( 
ーー 天 コ マ ンド - フ ロレ ブ ト で W 
ELELT 症 間 TY 


リモ ー ト ・ シ ステ ム ・ ピ ュー 本 去 








ゃ 


図 B-1G ビル ド ・ バ ス へ の JAH ファ イル の 追加 


便利 な ショ ー ト カッ トキ ー 
Edipse で は 、 ソ ー ス コー ド の 編集 中 に 簡単 な 操作 で 便利 機能 を 呼 
び 出 せる ショ ー ト カッ トキ ー が 用 意 さ れ て いま す 。 中 で も お 薦め の も の 
を 紹介 し まし ょ う 。 


入力 候補 を 表示 する 
yout と 入力 し て CrRL+ SPACE 
ETGe 





エラ ー 解 決 ・ 
虎の巻 


プロ グラ ミン グ を し て いる と 、 思い どおり に 動か な いこ と や エラ ー に 
悩ま され る こと が 少な く あ り ま せん 。 幸い 「 エ ラー を 解決 する 方 法 」 に も 、 
「 エ ラー を すぐ 解決 で きる プロ グラ マ に な る 方 法 」 に も コツ が あり ます 。 
この 付録 で は 、 エ ラー 解決 に 関す る コツ と 

エラ ー メ ッ セ ー ジ の 読み 方 を 解説 し た 上 で 、 

困っ た と き の 状 況 に 応じ た 対応 方 法 を ご 紹介 し ます 。 


| CONTENTS IOOCCCOULLUULLUULLUULLUULLUULLUULLLULLLULD 
C.1 エラ ー と の 上 手 な つき あい 方 

C.2 トラ ブル シュ ー テ ィング 

C.3 エラ ー メ ッ セ ー ジ 別 索 引 
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エラ ー と の 上 手 な つき あい 方 


エラ ー を 解決 で きる よう に な る 3 つの コツ 


Java プロ グラ ミン グ を 始め て 問 も な いう ち は 、 開 発し た プロ グラ ム が 思う よ 
うに 動か な いこ と も 多い で し ょ う 。 さ さい な エラ ー の 解決 に 長い 時 間 を 要する 
こと も ある か も し れ ま せん が 、 誰 も が 通る 道 で すか ら 自信 を な くす 必要 は あり 
ませ ん 。 し か し 、 そ の 「 誰 も が 通る 道 」 を 可能 な 限り 効率 よく 通り 、「 エ ラー を 
すばやく 解決 で きる プロ グラ マ 」 に な れ た ら 理 想 的 で す 。 

閥 い に も 、「 エ ラー を すばやく 解決 する 方 法 」 に は コツ が あり ます 。 こ の 節 で 
は その コツ を 、 さ ら に 次 節 C.2 以降 で は 状況 別 の エラ ー 対 応 方 法 を 紹介 し まし ょ 
う 。 


コツ 1 : エラ ー メ ッ セ ー ジ を 逃げ ず に 読む 


エラ ー が 出る と 、 エ ラー メッ セー ジ を きち ん と 読ま ず に 「 何 が 悪かっ た の だ 
ろう 、 ど こ が 悪 い の だ ろう ?」 と 思い つき で ソー スコ ー ド を 書き 換え 始め る 人 が 
いま す 。 

し か し 「 何 が 悪い の か 、 ど こ が 悪 い の か と いう 情報 」 は 、 エ ラー メッ セー ジ に 
書い て あり ます 。 そ の 貴重 な 手がかり を 読ま な い の は 「 目 隠し を し て 探し 物 を 
する 」 の も 同然 で す 。 上 級 者 で も 難し い 「 ノ ー ヒ ント 状態 で の エラ ー 解 決 」 を 、 
初心 者 が で きる は ず が あり ませ ん 。 

メッ セー ジ が 英語 、 あ る い は 不 親 切な 日 本 語 で あっ た と し て も 、 エ ラー メッ 
セー ジ は きち ん と 読み まし ょ う 。 特 に 英語 の 辞書 を 引く 手間 を 惜しま な いで く 
だ さい 。 辞書 を 引く た め の 1 分 の 時 間 で 、 悩 む 時 間 が 何時 間 も 減 る こと も あり 
ます 。 


コツ 2 : 原因 を 理解 し た 上 で 修正 する 


「 な ぜ 今 回 の エラ ー が 発生 し た か 」 と いう 原因 を 理解 し な いま ま エ ラー を 修正 
し て は いけ ませ ん 。 ま た 次 回 、 同 じ エ ラー に 人 悩ま され る だ け で す 。 理解 に 1 時 


エラ ー 解 決 ・ 虎 の 巻 


間 か か る と し て も 、 二 度 と 同じ エラ ー に 悩ま され な く な る ほう が 時 間 の 節約 に 
な る で し ょ う 。 特 に 、 原 因 を 理解 し て いな く て も 表面 的 に エラ ー を 消せ て し まう 、 
開発 ツー ル や 統合 開発 環境 の 「 エ ラー 修正 支援 機能 」 に は 注意 が 必要 で す 。 初 心 
者 の うち は で きる だ け 、 こ の 機能 を 使わ な いよ うに し まし ょ う 。 


コツ 3 : エラ ー と 試行 錯誤 を チャ ンス と 考え る 


熟練 し た 開発 者 が すばやく エラ ー を 解決 で きる の は 、Java の 文法 に 精通 し て 
いる か ら と いう 理由 だ け で は あり ませ ん 。 頭 の 中 に 「 エ ラー を 起こ し た 失敗 経 
験 と 、 そ れ を 解決 し た 成功 経験 」 の 記憶 の 引き 出し を た くさ ん 持っ て いる 、 つ ま 
り 、「 似 た よう な エラ ー で 悩ん だ 経験 が ある か ら 」 な の で す 。 

この こと が 示す よう に 、 エ ラー 解決 上 達 の た め に は 、「 た くさ ん の エラ ー に 出 
会 い 、 試 行 錯誤 し 、 引 き 出し を 1 つ ず つ 増 や すこ と 」 が 不可 欠 で す 。 つ まり 、 
誰 も が 避け た いと 思う 新しい エラ ー に 直面 し て 試行 錯誤 し て いる 時 間 こ そ 、 自 
分 が 最も 成長 し て いる と き な の で す 。 深く 人 悩む とき や 切羽 詰まる と きも ある で 
し ょ う が 、 「 自 分 は 今 、 成長 し て いる 」 と 考え 、 前 向き に 試行 錯誤 し て くだ さい 。 


これ ら 3 つの コツ の 中 で 、 基 本 で あり 最も 重要 な の が 「 エ ラー メッ セー ジ を 
きち ん と 読む こと と 」 で す 。 し か し 、「 そ も そ も エ ラー メッ セー ジ の 読み 方 が わか 
ら な い 」 と いう 方 も いる で し ょ う 。 

そこ で 、 次 項 か ら は エラ ー メ ッ セ ー ジ の 読み 方 を 紹介 し ます 。 


コン パイ ル エ ラー の 読み 方 


不具 合 の ある ソー スコ ー ド を コン パイ ル す る と 、 次 の よう に コン パイ ル エ ラー 
が 表示 され ます 。 





付録 
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この 「 エ ラー の 発生 場所 (ファ イル 名 : 行 番号 で 示さ れ て いる )」 と 「 エ ラー メッ 
セー ジ 本 文 」 の 2 つ を 必ず 読み 、 原 因 を 推測 し 、 修 正 を 行い ます 。 

な お 、 コ ン パ イル エラ ー が 一 度 に 2 つ 以 上 表示 され た 場合 、 上 か ら 1 つ ず つ 
着実 に 修正 する こと が 重要 で す 。「 最 初 の エラ ー の 対応 方 法 が わか ら な い の で 、 
と りあ え ず 無視 し て 次 の エラ ー を 先 に 上 付け よう 」 と いう 取り 組み 方 は お 薦 めし 
ませ ん 。 な ぜ な ら 、 最 初 の エラ ー が 原因 で 、2 番目 の エラ ー が 誘発 され て いる 
こと が 少な く な いか ら で す 。 こ の よう な 場合 、 最 初 の エラ ー を 修正 すれ ば 2 番 
目 以 降 の エラ ー も 自動 的 に 消え ます 。 逆 に 、2 番目 以降 の エラ ー を 先 に 解決 す 
る こと が 非常 に 難し い ( ま た は 不可 能 な ) 場 合 も あり ます 。 


スタ ッ ク ト レー ス の 読み 方 


プロ グラ ム 実 行 中 に 例外 が 発生 し 、 最 後 ま で catch され な いと 、JVM が 次 の 
よう な スタ ッ ク ト レー ス を 出力 し て 強制 終了 し ます 。 


最も 怪し むべ き 間 接 原因 


スタ ッ ク ト レー ス の 2 行 目 以降 は 、 下 か ら 順 に 、 ど の よう な メソ ッ ド を 呼び 
出し て 例外 が 発生 し た か と いう 経緯 を 示し て いま す ( 下 か ら 上 に 向かっ て 読ん 
で いき ます )。 今回 の 例 で は 、「Main クラ ス の main() の 内 部 で Main クラ ス の 
caller() を 呼び 、 そ の 内 部 で Sub ク ラス の process() を 呼び 、 そ の 内 部 で 
Integer クラ ス の parselInt() を 呼び 、 そ の 内 部 で Integer クラ ス の parselnt() を 
呼ん た だ と ころ 例外 が 発生 し た 」 こ と が わか り ま す 。 

な お 、「at クラ ス 名 . メ ソ ッ ド 名 」 の 右 隣 に は 、 ソ ー ス ファ イル 名 と エラ ー が 
発生 し た 行 番号 が 表示 され ます 。 ソ ー ス コー ド が な い 一 部 の API な ど は 、 
「Unknown Source」 と 表示 され ます 。 

ざさ て 、 こ の スタ ッ ク ト レー ス か ら エ ラー の 原因 を 探る に は 、 ま ず 先 頭 行 を 見 


エラ ー 解 決 ・ 虎 の 登 


て 発生 し た 例外 の 種類 と 詳細 情報 を 確認 し 、「 何 が 起き た か 」 を 把握 し ます 。 今 
回 の 例 で は 、NumberFormatException と ある た め 、「 数 字 の 形式 が お か し い (null 
で あっ た )」 と 推測 で きま す 。 

次 に 、「 ど こ で 起き た か 」 を 把握 する た め に 、 次 の 行 (「at」 か ら 始ま る 最初 の 行 ) 
を 見 ます 。 こ の 行 に 記述 が ある クラ ス お よび メソ ッ ド 内 で 今回 の 例外 が 発生 し 
て お り 、「 例 外 の 直接 原因 と な っ た 場所 」 が これ だ と わか り ま す 。 

この 行 の ソー スコ ー ド を 確認 し 、 例 外 が な ぜ 発 生 し た か が 判明 すれ ば 、 そ れ 
を 修正 し ます 。 し か し 、 そ の 行 を 見 て も 問題 が 見 つか ら な か っ た 場合 や 、 そ の 
行 が API の メソ ッ ド で ある 場合 は 、、 ス タッ クト レー ス の 次 の 行 を 読み ます 。 

た と えば 今回 の 例 で は 、 エ ラー の 直接 原因 は 「java.lang.mteger クラ ス の 
Parselnt メソ ッ ド 内 」 で す 。 し か し API と し て 準備 され て いる メソ ッ ド に バグ が 
ある と は 考え に くく 、「java.lang.Imteger.parseIt() の 呼び 出し 方 が 悪かっ た の 
で は な いか 」 と 仮定 し て 、 そ の 呼び 出し 元 メ ソ ッ ド (スタック トレ ー ス の 次 の 行 ) 
を 読み ます 。 

parselInt メソ ッ ド の 行 を 2 つ 下 り 、「Sub クラ ス の process メソ ッ ド 」 を 例外 
の 間接 原因 と し て 着目 し ます 。 こ の クラ ス は API の クラ ス で は な く 、 自 分 が 開 
発し た クラ ス で ある た め 、 誤 っ た コー ド が 含ま れ て いる 可能 性 が 比較 的 高い と 
いえ ます 。Sub.java の 3 行 目 を 確認 し 、 例 外 が な ぜ 発 生 し た か が 判明 すれ ば 、 
それ を 修正 し ます 。 そ の コー ド に 問題 が な けれ ば 、 呼 び 出し 元 メ ソ ッ ド の コー 
ド に 誤り が な いか 検証 する 作業 を 繰り 返し ます 。 
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トラ ブル シュ ー テ ィング 


Java の セッ ト ア ッ プ が で き な い 


画 誠 大 Java(JDK) の イン スト ー ル 方 法 が わか ら な い 


一 般 書 籍 や サイ ト な ど に 掲載 され て いる JDK の イン スト ー ル 方 法 を 参照 し を が ら セ ッ 
ト ア ッ プ を 試み まし た が 、 紹 介さ れ て いる 画面 と 、 実際 に ダウ ン ロ ー ド サイ ト に アク セス し た 
と き の 画 面 が 異な る た め 、 わ か ら な く な っ て し まい まし た 。 

Java 公式 サイ ト の 画面 デザ イン や ダウ ン ロ ー ド ペー ジ の アド レス は 比較 的 短期 間 で 変 
更 さ れる こと が あり ます 。 よ っ て 、 少 し 古い 解説 を 参考 に する と 手順 どおり に 実施 で き な い こ 
と が あり ます 。 

本 書 で は 最新 の JDK セッ ト ア ッ プ 手順 を 「http://dokojavajp/jdk」 で 公開 し て いま す 。 
画面 の 指示 に 従っ て 一 歩 ず つ ダ ウン ロー ド や セッ ト ア ッ プ を 行う こと が で きま す 。 

dokojava の Web サイ ト 


環 午 JDK が イン スト ー ル され て いる フォ ル ダ が わか ら な い 


JDK を ダウ ン ロ ー ド し て イン スト ー ル し まし た が 、 パ ソコ ン の どの フォ ル ダ に イン ス 
トー ル さ れ た か わか ら な く な り ま し た 。 

馬 調 量 JDK の イン スト ー ラ ー 画 面 で 特に 指定 を し な い 場 合 、 標 準 の 場所 に イン スト ー ル され 
ます 。 

Windows の 場合 、 標 卒 で は 「C:\Program Files\Java」 フ ォ ル ダ の 中 に 「jdk 一 」 と いう フォ 
ル ダ 名 で イン スト ー ル され ます 。 も し 見 つか ら な い 場 合 や 、 Windows 以外 の 場合 、OS の 「 フ ァ 
イル 検索 」 機 能 を 使っ て 「javac.exe」 を 検索 し て くだ さい 。 javac.exe が 含ま れ て いる フォ ル ダ の 
親 フ ォ ル ダ が JDK の フォ ル ダ で す 。 

[ 多 是 dokojava の Web サイ ト 


邊 記入 環境 変数 の 設定 が わか ら な い 


酸 村 時 JDK を ダウ ン ロ ー ド し て イン スト ー ル し まし た が 、 そ の 後 の JAVA_HOME や PATH と 
いっ た 環境 変数 の 設定 方 法 が よく わか り ま せん 。 

Java 開発 の た め に は 、JDK の イン スト ー ル だ け で は な く 、 そ の 後 の 環境 変数 の 設定 が 必 
要 で す 。 こ の 設定 は 、 コ ンピュータ 初心 者 に は 比較 的 難し い 作 業 で す 。 特 に 、 会 社 貸与 の コン 
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ピュ ー タ の 場合 な ど は 、 す で に イン スト ー ル 済み の ソフ トウ ェ ア 製 品 に よっ て 環境 変数 が 設定 
され て いる こと が あり ます 。 こ の 既存 の 設定 を 壊さ な いよ うに 、 設 定 を 追 折 する 必要 が あり ます 。 
Java プロ グラ ミン グ に 慣れ る こと が 目的 な ら 、 炉 雑 な セッ ト ア ッ プ な し で Java 開発 を 
体験 で きる dokojava (http://dokojavajp) を ぜひ ご 利用 くだ さい 。 ま た 、JDK の 尊 入 と 環境 変 
数 の 設定 を 行う 場合 、http://dokojavajp/jdk に アク セス し 、 表 示さ れる ガイ ド に 従っ て 作業 
を 進め れ ば 、 安 全 に 設定 で きま す 。 

dokojava の Web サイ ト 


コン パイ ル が で き な い (初級 編 ) 


折 天 逢 誠 「javac」 と 入力 し て も 動か な い 


コマ ンド ライ ンプ ロン プ ト で 「javac」 と 入力 し て も 、『'javac は 、 内 部 コマ ンド また は 
外部 コマ ンド 、 操 作 可 能 な プロ グラ ム ま た は パッチ ファ イル と し て 認識 され て いま せん 。』 と 
いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 

JDK が 正しく セッ ト ア ッ プ され て いま せん 。 特 に JDK イン スト ー ル 後に 必要 な PATH 
環境 変数 の 設定 が な され て いな い 、 ま た は 間違っ て いる 可能 性 が あり ます 。 

[ 詩 義 ]JDK の セットアップ 手順 を 再度 確認 し 、PATH 環境 変数 が 一 字 一 名 間 違い な く 正 し く 設 
定 さ れ て いる か 確認 し ます 。 そ れ で も 解決 し な い 場 合 、 一 度 JDK を アン イン スト ー ル し て 
JDK セッ ト ア ッ プ を 最初 か ら や り 直 し て み ま し ょ う 。 

[ 二 台 ] dokojava の Web サイ ト 


折 天 正基 「java Main.java」 と 入力 し て コン パイ ル に 失敗 する 


コマ ンド ライ ンプ ロン プ ト で 『「java Mainjava」 な ど と 入力 し て いま す が 、 コ ン パ イル で 
きず に 『Exception in thread "main* java.lang.NoClassDefFoundError: Main」 と いう エラ ー メ ッ 
セー ジ が 表示 され ます 。 

コン パイ ル に 使う コマ ンド を 間違え て いま す 。 java コマ ンド で は コン パイ ル は で きま 
せん 。 

[ 詩 請 ]javac コマ ンド を 利用 し て くだ さい 。 

[ 王 豆 ] 付録 A3.3 項 


括 : 天 正 往 「javac Main」 の よう な 入力 を し て 失敗 する 

有馬 琶 理 コマ ンド ライ ンプ ロン プ ト で 『「javac Main」 な ど と 入力 し て いま す が 、『 ク ラス 名 "Main' 
が 受け 入れ られ る の は 、 注釈 巡 理 が 明示 的 に 要求 され た 場合 だ け で す 』 と いう エラ ー メ ッ セ ー 
ジ が 表示 され ます 。 
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コン パイ ル 時 に 指定 する ファ イル 名 を 間違え て いま す 。 

ファ イル 名 は 拡張 子 (java) まで 含め て 指定 し て くだ さい 。「javac Mainjjava」 が 正しい 
指定 方 法 で す 。 

付録 A3.3 項目 


邊 = 動 「: が あり ませ ん | 


酸 委 還 コン パイ ル す る と 、『: が あり ませ ん 』 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 し か し 、 
その 行 に は : を 記述 し て いま す 。 

酸 妥 時 : (セミ コロ ン ) と 似 て いる 別 の 文字 を 入力 し て いる 可能 性 が あり ます 。 

[表記 ] :( コ ロン ) や (小文字 の アイ ) を 入力 し て いな いか 確認 し ます 。 ま た 、 誤 っ て 全角 文字 
の セミ コロ ン を 入力 し て いな いか 確認 し て くだ さい 。 

[ 季 四 ] 12.2 項 


邊 だ 正 便 「 構 文 解析 中 に ファ イル の 終わ り に 移り まし た ] 


駆 一 還 コン バイ ル す る と 、『 繕 文 解析 中 に ファ イル の 終わ り に 移り まし た 』 と いう エラ ー メ ッ 
セー ジ が 表示 され ます 。 

酸 朗 還 ソース コー ド 内 で ブロ ッ ク の 波 カ ッ コ ({…)) の 対応 が と れ て いま せん (閉じ 忘れ )。 

[ 青 融 ] 波 カ ッ コ の 対応 を 再度 確認 し て 修正 し ます 。 な 5、 こ の エラ ー を 未然 に 防ぐ た め に 、 
ブロ ッ ク を 開い た ら す ぐ 閉 じ る こと や 、 正 確 な イン デン ト を 入力 する 習慣 を 付け まし ょ う 。 
[ 委 加 ]1.2.2 項 、1.2.3 項 


拓 正 重 「class、interface、 ま た は enum が あり ませ ん 。」 


コン パイ ル す る と 、『class、interface、 ま た は enum が あり ませ ん 。』 と いう エラ ー メ ッ 
セー ジ が 表示 され ます 。 

世 朗 信 ソ ー ス コー ド 内 で ブロ ッ ク の 波 カ ッ コ ({…)) の 対応 が と れ て いま せん (閉じ すぎ )。 

[ 桂 雇 ]C.3.5 と 同じ で す 。 

[ 季 下 12.2 項 


「<identifier> が あり ませ ん 。」 


コン パイ ル す る と 、『s<identifier> が あり ませ ん 。』 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され 
ます 。 

ソー スコ ー ド 内 で public や static な ど ば キー ワー ド の タイ プ ミ ス や 、 現 在 の バー ジョ ン 
の JDK で は 利用 で き な い キー ワー ド ・ 構 文 を 利用 し て いる 場合 に 発生 する こと が あり ます 。 


エラ ー 解 決 ・ 虎 の 登 


エラ ー が 指摘 ざれ て いる 箇所 で タイ プ ミ ス を し て いな いか 確認 し ます 。 も し 問題 な い 
場合 、 現 在 利用 中 の JDK で 利用 で きる 構文 で ちあ る こと を 確認 し ます 。 


括 = 玩 一 玉 「\12288 は 不正 な 文字 で す 。」 


コン パイ ル す る と 、『\12288 は 不正 な 文字 で す 。』 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され 
ます 。 
一 調 還 ソー スコ ー ド 内 に 全角 スペ ー ス 文字 が 含ま れ て いま す 。 た と えば 、 イ ン デ ント に タブ 
や 半角 スペ ー ス で は な く 全 角 ス ペー ス が 含ま れ て いる な ど 、 目 捉 で き な い た め 気 づき に くい 間 
違い で す 。 な お 、Web サイ ト な どか ら サ ンプ ルコ ー ド を コピ ビー ペー スト し た 場合 に 混入 す 
る こと も ある た め 注 意 が 必要 で す 。 

全角 スペ ー ス 以外 に も 誤っ て 混入 し や すい 全角 文字 に は 、\65307 の :、\65373 の | 、 
\65289 の )、\8221 の "が あり ます 。 
[ 設 忘 ] エ ラー が 指摘 され て いる 行 に 全角 スペ ー ス が 含ま れ て いな いか 、 エ ディ タ で 確認 し ます 。 
1.2.2 項 


邊 =E 正 往 「 シ レン ボル を 見 つけ られ ませ ん 。」 「 こ を 一 に 解決 で きま せん 」 


コン パイ ル す る と 、『 シ ン ボ ル を 見 つけ られ ませ ん 。』 『 一 を 一 に 解決 で きま せん 』 と いう 
エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 
存在 し な い ク ラス 名 ・ 型 名 ・ 変 数 名 ・ メ ソ ッ ド 名 ・ フ ィ ー ル ド 名 な ど を 利用 し よう と し て 
いま す 。 た と えば 、Srring 型 を 指定 すべ き と こ ろ に srring と タイ プ ミ ス し た 場合 や 、 変 数 
name を 使う つも り で namae を 指定 し た 場合 に 表示 され る エラ ー で す 。 

また import し て いな い ク ラス を 利用 し よう と し た 際 に も 発生 し ます 。 た と えば 、java_util 
ArrayList を イン ポー ト し て いな い に も か か わら ず 、 コ ー ド 中 に 「ArrayList a = new 
ArrayList():』 と いう 表記 が ある と 、 ク ラス が 見 つか ら な いと し て この エラ ー が 表示 され ます 。 
[対語 ] この エラ ー メ ッ セ ー ジ の 次 の 行 に は 、 見 つか ら な か っ た シン ボル が 何で ある か どい う 
情報 が 表示 され て いま す ( た と えば 、「 シ ン ボ ル : ク ラス stringj)。 

この シン ボル 名 か ら 、 ソ ー ス コー ド 中 で 確か に 存在 する クラ ス ・ 型 ・ フ ィ ー ル ド ・ メ ソ ッ ド ・ 変 
数 を 指定 し て いる か 確認 し ます 。 も し クラ ス の 場合 、import を 忘れ て いな いこ と を 確認 し ます 。 
12.2 項 、6.4.3 項 


(に 肖 上 「 変 数 一 は 初期 化 さ れ て いな い 可 能 性 が あり ます 。」 (その 1) 

コン パイ ル す る と 、『 変 数 一 は 初期 化 さ れ て いな い 可 能 性 が あり ます 。』 と いう エラ ー 
メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

馬 還 較 値 を まだ 一 度 も 代入 し て いな い 変数 を 、 計 算 や 画面 出力 に 利用 し よう と し て いま す 。 
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た と えば 、「int a: Systemoutprintin(4):」 の よう な プロ グラ ム は 、a の 内 容 が 未定 の まま 利用 さ 
れる た めこ の エラ ー の 原因 と な り ま す 。 

「 メ ソ ッ ド 開始 直後 に 変数 宮 言 だ け を 済ま せ 、 利 用 する 前 に 値 を 代入 する 」 つ も り が 、 実際 に 
は 代入 し 忘れ て この エラ ー を 引き 起こ すこ と も あり ます 。 
エラ ー で 報告 され た 変数 に 、 事 前 に 値 が 代入 され る よう プロ グラ ム を 修正 し ます 。 

この エラ ー を 未然 に 防ぐ た め に 、 変 数 は 極力 必要 に な っ た と き に 随時 宣言 し 、 宣 言 と 同時 に 
初期 値 を 代入 する よう に し まし ょ う 。 
[ 肥 軌 ] 4.2.3 節 


に だ 串 骨 「 変 数 - は 初期 化 さ れ て いな い 可 能 性 が あり ます 。」 (その ら ) 


困 朗 還 nal 修飾 され た フィ ー ル ド を 持つ クラ ス を コン パイ ル す る と 、『 容 数 一 は 初期 化 さ れ で て 
いな い 可 能 性 が あり ます 。』 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 ざれ ます 。 
馬 及 是 inal 修 帥 され た フィ ー ル ド は 、 イ ンス タン ス 化 が 完了 する まで の 間 に 値 が 確定 し な け 
れ ば な り ま せん 。 こ の エラ ー は 、 コ ンス トラ クタ の 動作 が 終了 し た 段階 で ぜ 、 ま だ 何 も 代 入 さ れ 
て いな い fimnal フィ ー ル ド が 人 存在 し うる 場合 に 発生 し ます 。 

た と えば 、「fHinal int ag」 と いう フィ ー ル ド 宣 言 を し な が ら 、 コ ンス トラ クタ 内 で a』 に 値 を 代 
入 し て いな い 場 合 、 こ の エラ ー の 原因 と な り ま す 。 

また 、 コ ンス トラ クタ 内 で の 条件 分 岐 や 例外 処理 に よっ て 、a へ の 代入 が 行わ れ な い 可 能 性 
が 少し で も あれ ば 、 こ の エラ ー が 発生 し ます 。 
[表記 ] Rnal フィ ー ル ド 宮 言 時 に 「Rinal int a = 10:」 の よう に 初期 値 を 代 人 する か 、 コ ンス トラ 
クタ 内 で a に 値 が 確実 に 代入 され る よう に し ます 。 
[ 琶 評 ]13.5 項 


販 琴 証 当 main メソ ッ ド か ら 、 他 の メソ ッ ド を 呼び 出せ な い 


駅 妥 庄 main メソ ッ ド か ら 他 の メソ ッ ド を 呼び 出す プロ グラ ム を コン パイ ル す る と 、『static で 
な い メ ソ ッ ド ー を static コン テキ スト か ら 参 照 す る こと は で きま せん 。』 や 『 非 stattc メソ ッ ド 
て を static 参照 で きま せん 。』 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 

華 認 時 main メソ ッ ド は static で ある た め 、 間 的 メソ ッ ド の 制約 に より 、 静 釣 メ ン バ 以 外 を 利 
用 する こと は で きま せん 。 main メゾ ッ ド か ら static で は な い メ ソ ッ ド を 呼び 出 そ う と する と 、 
この エラ ー の 原因 と な り ま す 。 

[ 設 烹 ] main メソ ッ ド か ら 呼 び 出 そう と し て いる メソ ッ ド が stattc で 修飾 され て いる か 確認 し 
ます 。 も し され て いな けれ ば メソ ッ ド を static で 修飾 する か 、 呼 び 出 し 先 メ ソ ッ ド を 含む クラ 
ス を イン スタ ンス 化し た 上 で メソ ッ ド を 呼び 出す よう に し ます 。 

[ 室 上 ]9.3.3 項 


エラ ー 解 決 ・ 虎 の 登 


(に 玉 計 左 罰 「 ク ラス ~ て は public で あり 、 フ ァイル ー で 宣言 し な けれ ば な り ま せん 。」 


プロ グラ ム を コン パイ ル す る と 、『 ク ラス ー は publc で あり 、 ブ ァイル ー で 宣言 し な け 
れ ば な り ま せん 。』 や 『public 型 一 は それ 独自 の ファ イル 内 に 定義 され な けれ ば な り ま せん 。』 と 
いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 

馬 尻 較 public な クラ ス A を 定義 する ファ イル の 名 前 は 、Ajava で ある 必要 が あり ます 。 そ れ 
以外 の ファ イル 名 に し て いる 場合 、 こ の エラ ー の 原因 と な り ま す 。 

「 ク ラス 名 」 と 「 フ ァイル 名 か ら 拡 張子 を 取り 除い た も の 」 が 一 致す る よう に 、 ク ラス 名 
か ファ イル 名 の いずれ か を 修正 し ます 。 

1.2.1 項 


コン バイ ル が で き な い (中 級 編 ) 
所 = 区 語 「return 双 が 提 - れ て いま せん 。| [て の メソ ッ ド は 旦 こ の 結果 を 返す 必要 が あり ます 。」 


七生 玉 プロ グラ ム を コン バイル する と 、『return 文 が 指定 され て いま せん 。』 や 『 こ の メソ ッ ド 
は 型 一 の 結果 を 返す 必要 が あり ます 。』 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 

馬 語 時 戻り 舘 を 返す よう に 宮 言 され た メソ ッ ド の 内 部 で 、「 戻 り 値 を 返さ な い 可 能 性 が 少し で 
も ある 場合 |: に この エラ ー が 発生 し ます 。 

た と えば 、int 型 を 返す メソ ッ ド の 中 身 が 「 吉 (条件 式 ) [ return 1: )」 だ け の 場合 、 条 件 式 が 滴 
た され な い 場 合 に は 値 が 戻さ れ な いた め エ ラー と な り ま す 。 ま た 、 処 理 中 に 例外 が 発生 し た 場 
合 に retum が 実行 され な い 可 能 性 が ある た めこ の エラ ー が 指摘 され る こと も あり ます 。 

[ 刺 府 ] 処理 中 の 条件 分 岐 や 例外 発生 の 有無 に よら ず 、 常 に 何ら か の 値 を retunrnm する よう に プ 
ログ ラム を 修正 し ます 。 
[ 季 束 ]53 委 


自 之 史 午 「 一 は 一 で private アク セス され ます 」 「 一 は 不可 視 で す 」 


還 琶 還 プロ グラ ム を コン パイ ル す る と 、『ー は 一 で private アク セス され ます 』 や 『ー は 不可 視 
で す 』 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 

馬 朗 置 カプ セル 化 に より アク セス 権限 が な い ク ラス ・ ブ フィ ー ル ド ・ メ ソ ッ ド を 利用 し よう と し 
て いま す 。 た と えば 、private 宣言 され て いる フィ ー ル ド を 他 の クラ ス か ら 利 用 し よう と し た 
場合 に 、 こ の エラ ー の 原因 と な り ま す 。 

[計上 ] 利用 し よう と し て いる クラ ス や メン バ の アク セス 修飾 が 正しい こと を 確認 し ます 。 
private フィ ー ル ド へ の アク セス が 必要 な 場合 、 フ ィ ー ル ド の アク セス 修飾 を public な ど へ 緩 
め る の で は な く 、getter や setter が すでに 人 存在 し な いか 確認 し 、 な けれ ば 作成 を 検討 し ます 。 
[ 診 責 ] 10.2.2 項 、10.3 節 
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近 正 重 コン スト ラク タ を 定義 し て も new で 利用 で き な い 


了 表 新しい コン スト ラク タ を 定義 し た に も か か わら ず 、new 演算 子 を 用 いて イン スタ ンス 
化す る 際 に 利用 で きま せん 。 た と えば 、Hero クラ ス に 引数 2 つの コン スト ラク タ を 

「public void Hero(String name. int hp)」 と 宣言 し て も 、「new Hero(~ ミナ ト ". 100):」 と する と 
エラ ー が 発生 し ます 。 

馬 認 罰 コン スト ラク タ の 宣言 に 問 違い が あり 、 コ ンス トラ クタ と し て 見 な され て いな い 可 能 
性 が あり ます 。 よ く あ る 間違い は 、「 戻 り 値 を 宣言 し て いる 」「 ク ラス 名 と コン スト ラク タ 名 に 
違い が ある 」 と どい う も の で す 。 

[ 設 ] コ ンス トラ クタ の 宣言 に 戻り 値 を 付け て いな いこ と を 確認 し ます (void の 記述 も ダメ で 
す )。 次 に 、 コ ンス トラ クタ 名 が クラ ス 名 と 完全 に 一 致し て いる こと を 確認 し ます 。 

[ 欠 軌 ]92.3 項 


目 史 動 オー バー ロー ド で き な い 


監 午 皮 存 の メソ ッ ド 「public void mt(int a)」 が 存在 する プロ グラ ム に お いて 、 戻 り 値 が 違う メ 
ソ ッ ド 『「public int mnt a)」 を 定義 し て オー バー ロー ド を 行 お うと し た と ころ 、『 一 は 一 で 定義 
され て いま す 。』 と いう エラ ー が 表示 され ます 。 

「 戻 り 値 だ けし か 違い が な い 」 場 合 に は 、 オ ー バ パー ロー ド は 利用 で きま せん 。 

メソ ッ ド 名 を 変更 し て オー バー ロー ド を 諦め る か 、 引 数 の 数 か 型 が 違う も の に な る よ 
うに し ます 。 も し 既存 メソ ッ ド と 新 メ ソ ッ ド の 戻り 値 に 継承 関係 や 共通 の 親 ク ラス が 人 存在 する 
な ら ば 、 親 クラ ス の 型 を 戻り 値 と する こと で メソ ッ ド を 統一 で きま す 。 

[ 公 刺 ]5.4 節 


メソ ッ ド 呼び 出し の 戻り 値 を Date 型 変数 に 代入 で き な い 


工 征 理 ク ラス A の a() メソ ッ ド は 、Date 型 の 戻り 値 を 返し ます 。 ク ラス B の b() メソ ッ ド の 
内 部 で a() を 呼び 出し 、 そ の 結果 を Date 型 変数 に 代入 し よう と する と 、『 互 換 性 の な い 型 』 や 『 型 
の 不一致 』 と いう コン パイ ル エ ラー が 発生 し ます 。 
馬 認 罰 javautil.Date 型 で 返さ れ た イン スタ ンス を 、java.sqlDate 型 の 変数 に 代入 し よう と し て 
いる 可能 性 が あり ます 。 上記 の 例 で は Ajava で java.utiLDate が 、Bjava で java.sqlDate が 
import され て いる 場合 に この エラ ー が 発生 し ます 。 

特に 、 統 合 開発 環境 の 入力 支援 機能 で java.sql.Date の import 文 を 誤っ て 追加 し て し まっ た 
こと に 開発 者 が 気 づ つ すず 、 こ の エラ ー の 原因 と な る こと が ある た め 注 意 が 必要 で す 。 
[表門 ] 正しい import 文 が 記述 され て いる か ソー スコ ー ド を 確認 し ます 。 な お 、 java.utilDate 
クタ ラス 以外 に も 入力 支援 に より import 間違い し や すい クラ ス と し て は 、java_utilList と java. 
awtList が あり ます 。 


エラ ー 解 決 ・ 虎 の 登 


15.1.1 節 


衝 逐 距 午 | 例外 一 は 報告 され ませ ん 。」 「 処 理 さ れ な い 例外 の 型 一 」 


プロ グラ ム を コン パイ ル す る と 、『 例 外 一 は 報告 され ませ ん 。」『 処 理 さ れ な い 例 外 の 型 
で て 』 と いう エラ ー が 表示 され ます 。 

駅 語 還 ある メソ ッ ド A の 中 で 「 チ ェ ッ ク 例 外 が 発生 する 可能 性 の ある メソ ッ ド B」 を 呼び 出し 
て いま す が 、 例 外 発 生 時 に どの よう に 動作 を すべ きか メソ ッ ド A に 指定 し て いま せん 。 具 体 
的 に は 、try-catch と throws の どちら も 指定 され て いま せん 。 

[ 再 靖 ] も し 例外 発生 時 に メソ ッ ド A 内 で 何ら か の 対処 を 行う 場合 、 メ ソ ッ ド B 呼 び 出し を 
try-catch 文 で 囲み ます 。 例外 発生 時 に メソ ッ ド A 内 で は 対処 を 行わ ず 、 そ の 呼び 出し 元 に 例 
外 処 理 を 委譲 する 場合 は 、、 メ ソ ッ ド 修飾 に throws を 追加 し ます 。 

15.2.2 項 、15.6.3 項 


「 シ ン ボ ル を 見 つけ られ ませ ん 。」 (その ら ) 


馬 到 氏 プロ グラ ム を コン パイ ル す る と 、「 シ ン ボ ル を 見 つけ られ ませ ん 。』 や 『 諸 柚 的 スー パー・ 
コン スト ラク ター 一 は 、 デ フォ ルト ・ コ ンス トラ クタ ー に つい て は 来 定 装 で す 。』 と いう エラ ー 
が 表示 され ます 。 

葉 認 置 紳 クラ ス A に 引数 が ある コン スト ラク タ だ けが 宣言 され て いて 、 そ の 子 ク ラス B に コ 
ンス トラ クタ が 次 言 され て いな い 場 合 に 発生 する エラ ー で す 。 

子 ク ラス B に 暗黙 的 に 追加 され る デフ ォ ル トコ ンス トラ クタ は 、 親 クラ ス A の 引数 な し コ 
ンス トラ クタ を 呼び 出 そ う と し ます が 、 親 クラ ス に 引数 な し コン スト ラク タ が な いた め に エ 
ラー と し て 報告 され ます 。 

[ 計 靖 ] 子 ク ラス に 明示 的 に コン スト ラク タ を 記述 し 、 そ の 中 で super() を 用 いて 親 コ ンス トラ 
クタ に 引き 渡す 引数 を 指定 し ます 。 
[ 珍 豆 ]113 節 


プロ グラ ム が 実行 で き な い 


邊 民放 証 「java.lang.NoClassDefFoundError」 (その 1) 


プロ グラ ム を 「java Main.java」 の よう に 実行 する と 複数 行 の エラ ー が 表示 され ます 。 1 
行 目 に は 『javaJang.NoClassDefFoundError: 一 /java』 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 
プロ グラ ム 起 動 時 に 拡張 子 java) を 含む ファ イル 名 を 指定 し て いま す 。 起動 時 に 指定 
すべ き は 、 起 動 し た い ク ラス の 完全 限定 クラ ス 名 で す 。 

「java Main」 の よう な 記述 で java コマ ンド を 起動 し て くだ さい 。 な お 、Main クラ ス が パッ 
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ケー ジ に 所 属し て いる 場合 は 、 完 全 限定 クラ ス 名 を 指定 し て くだ さい 。 
付録 A3.4 項 


帳 席 左 竿 「java.Iiang.NoClassDefFoundError」 (その ら ) 


堅 一 置 プロ グラ ム を 「java Main」 の よう に 実行 する と 複数 行 の エラ ー が 表示 され ます 。1 行 目 

に は Tjavalang.NoClassDeffoundError- 一 』 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 

何ら か の 理由 で 、JVM が 指定 され た クラ ス の クラ ス フ ァ イル を 見 つけ られ ませ ん 。 只 

体 的 な 理由 と し て は 、 次 の も の が 考え られ ます 。 

③ 起 動 ク ラス の クラ ス 名 の つづ り を タイ プ ミ ス し て いる 。 

@ 起 動 ク ラス を 完全 限定 クラ ス 名 〈 ペ パッケージ 名 付き の クラ ス 名 ) で 指定 し て いな い 。 

③ ク ラス ファ イル が クラ スパ ス 以 下 の パ ッ ケ ー ジ 階層 に 対応 し た フォ ル ダ に 配置 され て いな い 。 

④ ク ラス パス の 指定 が 正しく 行わ れ て いな い 。 

[ 再 ] 起動 し よう と し て いる クラ ス 名 を タイ プ ミ ス し て いな いか 確認 し ます 。 た と えば 、 クタ ラス 

名 が Main( 先 頭 が 大 文字 ) で あり な が ら 「java main」 の よう に 小文字 で 起動 し て いな いか を で す 。 
次 に 、 起動 し よう と し て いる クラ ス の 完全 限定 クラ ス 名 を 確認 し ます 。 パ ッ ケ ー ジ abc の 

Main クラ ス を 起動 する な ら ば 、 コ マン ドラ イン か ら は 「java abc.Main」 と 入力 すべ き で す 。 
さら に 、 ク ラス ブ ァ イル が 所 定 の 場所 に 正しく 存在 する か 確認 し ます 。 特 に パッ ケー ジ に 所 

届 す る クタ ラス で は ファ イル 赴き 場 に も 注意 が 必要 で す 。 上 記 の Main クラ ス で あれ ば 、「( ク ラ 

スパ ス の フォ ル ダ )\a\b\c\Main.class』 に クラ ス フ ァ イル が 存在 し て いな けれ ば ぼ な り ま せん 。 
最後 に 、 ク ラス パス が 起動 時 また は 環境 変数 で 正しく 設定 され て いる か を 確認 し ます 。 タ イ 

プ ミ ス を し て いな いか 注意 し て くだ さい 。 

[ 馳 ]6.7 節 


括 忘 天 依 「java.lang.NoSuchMethodError: main] 


馬 琶 氏 プロ グラ ム を 実行 する と 複数 行 の エラ ー が 表示 され ます 。1 行 目 に は 『javalang. 
NoSuchMethodEFrror main』l と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 

起動 し よう と し た クラ ス に 、 正 し い main メゾ ッ ド が あり ませ ん 。main メソ ッ ド を 定 
義 し た つも りな の に この メッ セー ジ が 表示 され る 場合 、 細 部 が 間違っ て いる (public や static 
を 付け 忘れ て いる 、 引 数 の 型 が 違う 、main の つづ り が 違う ) 可 能 性 が あり ます 。 

[表記 ] 起動 し よう と し た クラ ス に main メソ ッ ド が 存在 する こと を 確認 し ます 。 特 に main メ 
ソ ッ ド の 宣言 は 一 字 一 句 間違え て いな いこ と を 確認 し ます 。 

[ 朗 上 ] 1.2.2 項 


エラ ー 解 決 ・ 虎 の 巻 


身 記 受入 「java.lang.ArrayIndexDutOfBoundsException」 


プロ グラ ム を 実行 する と 複数 行 の エラ ー が 表示 され ます 。1 行 目 に は 『javalang. 
ArrayIndexOutOfBoundsException: 一 」 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 

ある 配列 に つい て 、 範 囲 外 の 添え 字 を 使っ て アク セス し よう と し まし た 。 た と えば 、 
婦 素 数 3 の 配列 i を 確保 し て いる 場合 に 、i[3] や i[-1] を アク セス し よう と する と この エラ ー が 
発生 し ます 。 

[ 対 彦 ] エラ ー が 報告 され て いる 行 で 、 添 え 字 が 秀 囲 外 で な いか 確認 し ます 。 特に for や while 
に よる ルー プ の 中 で 配列 を 用 いて いる 場合 . ル ー プ の 回 数 に 注意 し ます 。 な お 、 こ の エラ ー メ ッ 
セー ジ の 末尾 に ある コロ ン の 有 側 に は 、「 何 番目 の 要素 に アク セス し よう と し た か 」 を 示す 数 字 
が 表示 され て いま す の で 、 参 考 に し て くだ さい 。 ち な み に ル ー プ に お ける この エラ ー を 未然 に 
防ぐ た め に は 、 拡 張 for 文 の 利用 が 有効 で す 。 

[ 馬 想 ] 4 3.1 項 


抽選 王 信 「java.Iiang.NulIPainterException] 


プロ グラ ム を 実行 する と 複数 行 の エラ ー が 表示 され ます 。1 行 目 に は 『javalang. 
NullPointerException』 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 
null( が 格納 され て いる 変数 ) に 対し て 、 そ の フィ ー ル ド や メソ ッ ド を 利用 し よう と し 
まし た 。 た と えば 、 変 数 s が null で ある と き に 『s.toString():」 を 実行 する と 、 こ の エラ ー が 発 
生 し ます 。 
また 、「amethod1()method2()」 の よう に メゾ ソ ッ ド の 呼び 出し を 連ね て 記述 し て いる 場合 に 

「amethod1()」 の 実行 結果 と し て null が 返っ て き て いる た め に method2() の 呼び 出し で エラ ー 
が 発生 し て いる 可能 性 が あり ます 。 
エラ ー が 報告 され て いる 行 の 中 で 、 メ ソ ッ ド や フィ ー ル ド を 利用 し て いる 変数 Gox. 
yyy の 場合 の xx 部 分 ) を 特定 し 、 内 容 が null で な いか 確認 し ます (エラ ー に な る 行 の 直前 で 
変数 の 内 容 を 画面 に 出力 し て 確認 で きま す )。 

も し null の 場合 、 ソ ー ス コー ド を 逆 に 遡っ て 、「 ど こ で null に な っ て し まっ た の か 」 を 特定 し 、 
その 箇所 を 訂正 し ます 。 
4.6.3 項 


身 忘 重 「java.iang.ClassCastException」 


プロ グラ ム を 実行 する と 複数 行 の エラ ー が 表示 され ます 。1 行 目 に は 『java.lang. 
ClassCastException: 一 cannot be cast to 一 』 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 

ある イン スタ ンス を 、 そ の イン スタ ンス の 型 ま た は 親 ク ラス の 型 以外 へ キャ スト し よ 
うと し た 場合 に 、 こ の エラ ー が 発生 し ます 。 た と えば 、Hero イン スタ ンス が 入っ て いる 
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Object 型 変 数 o が ある 場合 、「Wizard w = (Wizard)o:』 の よう な コー ド を 記述 する と 、Hero イ 
ンス タン ス を Wizard と 見 な そう と 試み て 失敗 し ます 。 

多く の 場合 、 キ ャ スト を 試み た 変数 (上 記 の 例 で は o) に 、 実 際 に は 何 型 の イン スタ ンス が 入っ 
て いる か を 開発 者 が 理解 し て いな いこ と に 起因 し て いま す 。 
キャ スト を 試み た 変数 (上 記 の 例 で は o) に イン スタ ンス を 代入 し て いる 人 箇所 まで ソー 
スコ ー ド を 遡り ます 。 そ し て 、 変 数 に 代入 し た イン スタ ンス の 型 ( 何 型 と し て new され た イン 
スタ ンス を 代入 し て いる か ) を 確認 し ます 。 次 に 、 キャ スト の 変換 先 の 型 (上 記 例 で は Wizard) 
を 確認 し ます 。 変 換 先 の 型 が イン スタ ンス の 型 と 同じ か 、 そ の 親 ク ラス の 型 で な けれ ば キャ ス 
ト を 行う こと は で きま せん 。 
[ 委 恵 ]13.4.2 項 


java.lang.ArithmeticExceptian: / by zerol 


弁 唐 罰 プロ グラ ム を 実行 する と 複数 行 の エラ ー が 表示 され ます 。1 行 目 に は 『javalang. 
ArithmeticException: / by zero』 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 

華 語 時 数 学 的 に 許さ れ て いな い 「0 で の 割り 算 」 を 行い まし た 。 た と えば 、「int a =b/ci」 の よ 
うな コー ド が ある と まき に 、c に 0 が 入っ て いた 場合 に 発生 し ます 。 特 に 、 ユー ザー が 入力 し た 
情報 や ファ イル か ら 読 み 込ん だ 情報 を 割る 数 (上 記 の 例 の c) と し て 利用 し た 場合 に 、 入 力 値 
チェ ッ ク を し て いな いと 、 こ の エラ ー の 原因 と な り ま す 。 

どの よう な 条件 で の 動作 で も 0 で 除算 が 行わ むれ な いよ う プ ログ ラム を 修正 し ます 。 

[ 委 皿 ] 15.1.2 項 


エラ ー は 出 な い が 動 作 が お か し い 


邊 = 提 誠 プロ グラ ム が 動き 続け て 綻 わら な い 


席 氏 プロ グラ ム を 実行 する と 、 動 き 続け て 止ま り ま せん 。 
世 朗 時 )) プ ログ ラム は ユー ザー か ら の キー ボー ド 入 力 を 待っ て いる 状態 で す 。2 章 で 登場 し 
た java.utiLScanner な ど を 使っ て キー 入力 を 試み る と この 状態 に な り ま す 。 

② プ ログ ラム は 無限 ルー プ に 陥っ て いま す 。 誤っ た 終了 条件 の for 文 な ど を 記述 する と 、 い 
つま で も 処理 が 繰り 返さ れ ま す 。 
[ 琶 應 ] コ マン ドラ イン プロ ンプ ト の 場合 、CTRL キー を 押し な が ら C キー を 押す と 実行 中 の プ 
ログ ラム を 強制 終了 で きま す 。Eclipse や NetBeans な どの 統合 開発 環境 の 場合 、 操 作 メ ニュ ー 
か ら プ ログ ラム を 終了 させ ます 。 
〇 ① キ ー ポ ボー ド 入 力 待ち に よっ て プロ グラ ム が 終わ ら な いこ と は 正しい 動作 で す 。 た だ し 利用 者 
に 対し て 「 キ ー ボ ー ド 入力 を 待っ て いる 」 こ と が 伝わる よう に 、「 〇 〇 を 入力 し て くだ さい > 」 
の よう な プロ ンプ ト を 出す よう に し ます 。 


エラ ー 解 決 ・ 虎 の 登 


② 無 限 ル ー プ は プロ グラ ミン グミ ス で す の で ルー プ の 終了 条件 を 確認 し 、 ル ー プ の 中 で カウ ン 
タ 変 数 を 次 に 進め て いる か を 確認 し ます 。 
[ 豆 2.6.6 節 、3.6.3 節 


生 = に E 動 if に よる 条件 分 岐 が 正しく 動作 し な い 


葉 「if(str 一 "hello) [-) 」 の よう な 条件 分 岐 を 含む プロ グラ ム を 実行 する と 、 エ ラー は 出 
ませ ん が 、str に "hello' が 入っ て いる に も 関わ ら ず ブロ ッ ク 内 が 実行 され ませ ん 。 

七 還 時 文 字 列 の 内 容 の 比較 に == を 使っ て いま す 。 

[ 刺 記 ] 文字 列 の 内 容 が 等 し いか どう か の 判定 に は 、 一 演算 子 で は な く equals() メソ ッ ド を 利 
用 し ます 。 

[ 生 下 3.3.3 項 


盾 葉 E 重 全額 や フォ ル ダ 名 の 画面 表示 が お か し い 


「System.out.println("\12007)」 や 「System.ouLprintin("C:\notepc う | の よう に 記述 し た 
プロ グラ ム を 実行 する と 、 エ ラー は 出 ま せん が 、 画 面 に お か し な 文字 が 表示 され た り 、 表 示 が 
衣 れ ます 。 

朽 胃 罰 * 記号 は 文字 の Unicode 表記 や エス ケー プシ ー ケ ンス と し て 利用 され る 特殊 文字 で す 。 
「\1200」 の 場合 、「\120」 が 文字 「P」 に 置き 換わり ます 。 文 字 列 リテラ ル 中 で まき 文字 を 用 いた 
い 場 合 に は 「\\」 と いう 表記 が 必要 で す 。 

「\」 の 代わ り に 「\\」 を 利用 し ます 。 た と えば 、「Systemoutprindn(\\1200:」 と し ます 。 
2.2.2 項 
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エラ ー メ ッ セ ー ジ 別 素 引 


エラ ー メ ッ セ ー ジ 解説 番号 
で て は て で private アク セス され ます 。 

て は て で 定義 され て いま す 。 

て は 不可 視 で す 。 

て を て に 解決 で きま せん 。 

\12288 は 不正 な 文字 で す 。 

“ が あり ませ ん 。 

class、interface、 ま た は enum が あり ませ ん 。 

<identifier> が あり ませ ん 。 


ava.lang.NoClassDefFoundError: > 


ava.lang.NullPointerException 
Javac は 、 内 部 コマ ンド また は 外部 コマ ンド 、 操 作 可能 な を プログ ラム ま 
た は バッ チ ファ イル と し て 認識 され て いま せん 。 


public 型 て は それ 独自 の ファ イル 内 に 定義 され な けれ ば な り ま せん 。 
return 文 が 指定 され て いま せん 。 .4. 

static で な い メ ソ ッ ド を static コン テキ スト か ら 参 照 す る こと は で き 

ませ ん 。 

暗黙 的 スー パー・ コ ンス トラ クタ … は 、 デ フォ ルト ・ コ ンス トラ クタ に 

つい て は 未定 義 で す 。 


クラ スー は public で あり 、 フ ァイル ー で 宣言 し な けれ ば な り ま せん 。 


クラ ス 名 'Main' が 受け 入れ られ る の は 、 注 怠 処 理 が 明示 的 に 要求 され た 
場合 だ け で す 。 


処理 され な い 例外 の 型 ~ 。 
非 skattc メソ ッ ド て を static 参照 で きま せん 。 





構文 リフ ァ レ ンス 


ここ で は 、 本書 で 扱っ た さま ざま な Java の 構文 を まとめ て 掲載 し ます 。 
各 構文 の 詳細 に つい て は 、 そ れ ぞ れ の 構文 に 記載 し た [ 加 ] ペ ー ジ を 
参照 し て くだ さい 。 

な お 、 こ の リフ ァ レ ンス は 実用 上 よく 用 いる 構文 の み を わか りや すく 紹介 
する こと を 目的 と し て お り 、 厳 密 な 言語 仕様 と は 異な る 部 分 も 含ま れ ま す 。 
正確 な 構文 規則 を 知る 必要 が ある 場合 は 、Web で 公開 され て いる 「Java 
言語 仕様 」 を 確認 し て くだ さい 。 


[= 初期 値 ] 「= 初 期 値 」 部 分 は 省略 可能 

文 文 」 を 繰り 返し 記述 

引数 , 「 引 数 」 を カン マ 区 切り で 繰り 返し 記述 

abstract | fnal abstract か final の どちら か を 記述 

[abstract | fnal abstract か fnal の どちら か を 記述 する か 、 何 も 記述 し な い 


> クラ ス 宣 この 付録 の 証 還 物 - を 大 照 
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[ package パッ ケー ジ 名 i] * Pre こ - ほ 本 p231 
| マイン ポ ー ト 宣言 ] 一 
| コク ラス 青 言 | マイ ンタ フェ ー ス 宣言 ]… 








import バッ ケー ジ 名 .* ー 、 ほ 思 p241 

また は import パッ ケー ジ 名 . クラ ス 名 、 ぼ 還 p.241 
[ pb1ic ] * 6 、 [ 放 還 ] p.394 
[ atstract | final ] - ・ CUOOO ・ ほぼ 呈 | p.418、p.464 
class クラ ス 名 … ・ DK い ・ ほ 還 p308 
| extends 尊 ク ラス 名 ] - ほ 可 p.412 
| implements 親 イ ンタ フェ ー ス 名 ,… | [ ・ ほ 加 p.480 

| さき メンバ 凍 言 | … 

! 

PEEFEEEE 生 ジ 。 
| pblic ] 、 ほ 可 p394 
jnterface イン タフ ェ ー ス 、 ほぼ 束 p476 
[ wxtend8 親 イ ンタ フェ ー ス 名 , |] で ーー し に に MOCOUUOCOOOOOONCOT ) リリ 、] 





| つ 抽 提 メ ソ ッ ド 宮 言 | … 





フィ ー ル ド 守 言 | コン スト ラク タ 宜 言 | メソッド 官 言 | 
また は 三 抽 象 メ ソ ッ ド 宣言 




















[ public | protected | priyate ] 、 [ 主 呈 ] p.380 
[ static ] [ na ] ほぼ 困 p.309、p.363 
型 名 フィ ー ル ド 名 ・ * < ・ ほ 果 p.309 
| = 初期 値 ] ・ ほ 本 p.309 
| public | protected | private ] HOUDEHUISA ・ い - 「 護 革 ] p.380 
クラ ス 名 [ [ 引 哉 , 一 | ) ・ - [ 計 更 ] p.352 
| threws 位 外 クラ ス 名 , 一 | | 本 p589 
| ココ ンス トラ クタ 呼び 出し 
[= き 且 ] ヶ 
) 
| コン スト ラク タ 叶 び 出し 
kpig( [引数 oooeeeoeerrrrrrrrreerr ーー ほ 還 p360 
また は superil 引 数 ,…]! USDUOCIUCCOIDKS 429 
| メソ ンド 二 2 
【 ic | protected | private | - [ 王 呈 』 p.380 
ee ] [ Einal ] [ ほ 時 ] p.367、p.419 
戻り 値 メソ ッ ド 名 ( [ 引 致 。… ] - ほ 還 p.182 
| thrws 例外 クラ ス 名 ,… | 1 、 ほ 本 p.589 
ド 受 主 
) 
FDG 王 > 
| public | protected ] - ほ 可 p.380 
ab8traCt * < - 【 本 ] p.463 
戻り 侍 メソ ッ ド 名 ( [ 引数, … ] } * * - ほ 可 p.182 
[ throws 例外 クラ ス 名 , 一 | 』 ・ ほ 避 p.589 
1 ス 
| 制御 橋 文 | 変数 宮 言 の 文 | 式 の 文 ! 
また は  ( breaki | comtinuei ) - ほ 還 p.128 
また は returm [戻り 値 1, 3 - - 「 草 ] p.186 
また は  【hrow 例外 イン スタ ンス : - 「 ほ ] p.592 


また は ユ Kry-cath 文 


(っ 王 文 | つ gwit 中 文 ) 
また は | うう for 文 | つ 弧 ile 文 | つ do-Mhile 文 ) 





FE (条件 式 ] 1 - ほ pi14 
[=] 一 


0 細 E 


構文 ファ レン ス 









































っ 
] 1-・【 else 
[ ラ 文 } 
] 1 
switeh | 条件 価 ) ( ほ 可 p117 
[ case 値 : 
【 s 文 ] 
[ byeaki ] 
]… 
[ 9efault : 
[= 文 | 
上 
切 ま > 
fort 人 ルー プ 総 統 条 件 式 , 周回 毎 処理 | ( 玲 p124 
[= 文 ]… 
| 
hex 信 
while ( ルー プ 総 績 条件 式 ) | 還 還 121 
] [ う 文 ] … 
EET まゆ 
do ( ほ 還 p121 
【 ラ 文 】 … 
] Mile ルー プ 吉 拉 条件 式 !」 
1ycoch メス 
4 ] { ほ 加 p.580、p.586 
らき 文 ] … 
] [ sstch( 便 % ク ラス 名 | … 要 名 ) | ほ 呈 p.580 
【 ラ 文 ]・ 
… [EinaLly 1 下 可 ps84 
[ ラ 文 ] 
] 
EEEHgX あ > ー 
[ fimal ] [生還 p053 
型 名 語数 名 還 困 p045 
[ = 初期 値 ]: p051 
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